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共 1-1 

1  重大事故等対処設備 

1.1 重大事故等対処設備について 

重大事故に至るおそれがある事故が発生した場合において，炉心，使用済燃料プ

ール内の燃料体等及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷

を防止するために，また，重大事故が発生した場合においても，原子炉格納容器の

破損及び発電所外への放射性物質の異常な放出を防止するために，「実用発電用原

子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則」（以下「設置許

可基準規則」という。）第三章（重大事故等対処施設）にて定められる重大事故等

対処設備として以下の設備を設ける。 

・第 43条 アクセスルートを確保するための設備 

・第 44条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備 

・第 45条 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備 

・第 46条 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

・第 47条 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備 

・第 48条 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備 

・第 49条 原子炉格納容器内の冷却等のための設備 

・第 50条 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備 

・第 51条 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

・第 52条 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

・第 53条 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

・第 54条 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 

・第 55条 工場等外（以下「発電所外」という。）への放射性物質の拡散を抑制

するための設備 

・第 56条 重大事故等の収束に必要となる水の供給設備 

・第 57条 電源設備 

・第 58条 計装設備 

・第 59条 運転員が原子炉制御室にとどまるための設備 

・第 60条 監視測定設備 

・第 61条 緊急時対策所 

・第 62条 通信連絡を行うために必要な設備 

これらの設備については，[A]新たに重大事故等に対処する機能を付加させた設

備に加え，当該設備が機能を発揮するために必要な系統（水源から注入先まで，流

路を含む）までを含むものとする。 

また，設計基準対象施設のうち，想定される重大事故等時にその機能を期待する

場合において，上記設備[A]に該当しないものは，[B]重大事故等時に設計基準対象

施設としての機能を期待する重大事故等対処設備（以下「重大事故等対処設備（設
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計基準拡張）」という。）と位置付け，第 44条～第 62条のいずれかに適合するため

の設備の一部として取り扱うこととする。 

1.2 重大事故等対処設備の設備分類について 

重大事故等対処設備は，常設のものと可搬型のものがあり，それぞれ設置許可基

準規則に示される名称を踏まえて以下のとおり分類する。 

（1） 常設重大事故等対処設備 

重大事故等対処設備のうち常設のもの 

a. 常設重大事故防止設備 

重大事故に至るおそれがある事故が発生した場合であって，設計基準事故対

処設備の安全機能又は使用済燃料プールの冷却機能若しくは注水機能が喪失

した場合において，その喪失した機能（重大事故に至るおそれがある事故に対

処するために必要な機能に限る。）を代替することにより重大事故の発生を防

止する機能を有する設備（重大事故防止設備）のうち，常設のもの 

b. 常設耐震重要重大事故防止設備 

常設重大事故防止設備であって，耐震重要施設（耐震 Sクラス施設）に属す

る設計基準事故対処設備が有する機能を代替するもの 

c. 常設重大事故緩和設備 

重大事故等対処設備のうち，重大事故が発生した場合において，当該重大事

故の拡大を防止し，又はその影響を緩和するための機能を有する設備（重大事

故緩和設備）のうち，常設のもの 

d. 常設重大事故防止設備（設計基準拡張） 

設計基準対象施設のうち，重大事故等時に機能を期待する設備であって，重

大事故の発生を防止する機能を有する上記 a.以外の常設のもの 

e. 常設重大事故緩和設備（設計基準拡張） 

設計基準対象施設のうち，重大事故等時に機能を期待する設備であって，重

大事故の拡大を防止し，又はその影響を緩和するための機能を有する上記 c. 

以外の常設のもの（ただし，女川原子力発電所２号炉においては，本分類に該

当する設備はなし） 

f. 常設重大事故等対処設備のうち防止でも緩和でもない設備 

常設重大事故等対処設備のうち，上記 a.，b.，c.，d.，e.以外の常設設備で，

防止又は緩和の機能がないもの 

（2） 可搬型重大事故等対処設備 

重大事故等対処設備のうち可搬型のもの 

g. 可搬型重大事故防止設備 

重大事故防止設備のうち可搬型のもの 

h. 可搬型重大事故緩和設備 

重大事故緩和設備のうち可搬型のもの 

i. 可搬型重大事故防止設備（設計基準拡張） 
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設計基準対象施設のうち，重大事故等時に機能を期待する設備であって，重

大事故の発生を防止する機能を有する上記 g.以外の可搬型のもの（ただし，女

川原子力発電所２号炉においては，本分類に該当する設備はなし） 

j. 可搬型重大事故緩和設備（設計基準拡張） 

設計基準対象施設のうち，重大事故等時に機能を期待する設備であって，重

大事故の拡大を防止し，又はその影響を緩和するための機能を有する上記 h.

以外の可搬型のもの（ただし，女川原子力発電所２号炉においては，本分類に

該当する設備はなし） 

k. 可搬型重大事故等対処設備のうち防止でも緩和でもない設備 

可搬型重大事故等対処設備のうち，上記 g.，h.，i.，j.以外の可搬型設備で，

防止又は緩和の機能がないもの 

 

重大事故等対処設備の分類の概念を図１に示す。 

図１ 重大事故等対処設備の分類 

重大事故等対処設備 

常設重大事故等対処設備 

重大事故防止設備 

b.常設耐震重要 
重大事故防止設備 

可搬型重大事故等対処設備 

g.可搬型重大事故防止設備 

重大事故緩和設備 

c.常設重大事故緩和設備 h.可搬型重大事故緩和設備 

f.   防止でも緩和でもない設備   k.   

重大事故等対処施設 

a.常設重大事故防止設備 

d.常設重大事故防止設備 
 （設計基準拡張） 

i.可搬型重大事故防止設備 
 （設計基準拡張） 

設計基準対象施設 

e.常設重大事故緩和設備 
 （設計基準拡張） 

j.可搬型重大事故緩和設備 
 （設計基準拡張） 

重大 
事故等 
対処 
設備 

特定 
重大 
事故等 
対処 
施設 
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1.3 重大事故等対処設備の選定の考え方について 

1.1 に示した重大事故等対処設備については，図２に示す選定及び分類フローに

基づき，それぞれ以下のとおり選定し，かつ 1.2に示した設備分類に分類する。 

（1） 対象設備の選定 

1.1に示したとおり，『重大事故等対処設備』とは，設置許可基準規則第三章（重

大事故等対処施設）に定められる設備である。設置許可基準規則第三章には第 37

条～第 62条の 26条文があり，このうち，選定した重大事故等対処施設の有効性

の評価を求める条文である第 37 条，重大事故等対処施設全般に対する要求を示

した条文である第 38 条～第 41 条を除く 21 条文に適合するために必要な設備が

対象となる。なお，各条文に適合するために必要な設備ではなく，かつ設計基準

対象施設にも該当しない設備は，自主対策設備である。 

 

（2） 設計基準対象施設と重大事故等対処設備の分類 

1.1に示したとおり，（1）に示す 21条文に適合するために必要な設備には，新

たに重大事故等に対処する機能を付加させた設備，及び当該設備が機能を発揮す

るために必要な系統（水源から注入先まで，流路を含む）が含まれるものとする。 

一方，設計基準対象施設の機能を重大事故等発生時に期待する場合において，

上記設備に該当しないものは，重大事故等対処設備（設計基準拡張）と位置付け

る。これは，設計基準対象施設として設計されており，かつ新たに機能を付加さ

せていない設備については，設計基準対象施設としての機能を重大事故等発生時

に流用しているものであるが，使用環境等が異なる可能性があるため，当該使用

環境において使用できること等を評価によって示すためである。 

この考え方は，「実用発電用原子炉に係る炉心損傷防止対策及び格納容器破損

防止対策の有効性評価に関する審査ガイド」2.2.2 有効性評価の共通解析条件に

記載されている以下の内容にも合致するものである。 

 

（3）設計基準事故対処設備の適用条件 

b. 故障を想定した設備を除き、設備の機能を期待することの妥当性（原子炉

の圧力、温度及び水位等）が示された場合には、その機能を期待できる。 

 

すなわち，重大事故等対処設備の有効性評価においては，有効性を確認したい

重大事故等対処設備以外は，機能を期待することが妥当な設計基準対象施設を含

めることができるということであり，このような設備を重大事故等対処設備（設

計基準拡張）と位置付けるものである。 

 

なお，第 44 条に適合するために必要な設備のうち，ほう酸水注入系について

は，第 25 条に定められる反応度制御系及び原子炉停止系に該当する設計基準対

象施設であり，原子炉に注入することで反応度を制御するための設備である点は
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変更がない。しかし，当該系統の効果に期待する「原子炉停止機能喪失」事象が

新たに重大事故等として明確に位置付けられたことから，重大事故等対処設備に

も該当する設備と整理し，重大事故等対処設備（設計基準拡張）には位置付けな

いこととする。 

また，「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重大事故の発生及び拡

大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準」で設

置を要求される設備についても，同様に，重大事故等対処設備と整理されるか，

重大事故等対処設備（設計基準拡張）と位置付けられるかの分類を実施する。 

例えば，同審査基準 １．２【解釈】１（３）ａ） 

「重大事故等の進展を抑制するため、ほう酸水注入系(SLCS)又は制御棒駆動機

構（CRD）等から注水する手順等を整備すること。（BWRの場合）」 

で要求される手順にて使用するほう酸水注入系又は制御棒駆動水圧系を用いた

注水（事象緩和のみの少量注水）は，設計基準対象施設 兼 重大事故等対処設

備であるほう酸水注入系又は設計基準対象施設である制御棒駆動水圧系を重大

事故等発生時の高圧注水の用途に流用して使用するものであり，本来の機能を発

揮させる方法で使用した結果として原子炉圧力容器内に水を送ることも兼ねる

手順を整備するものである。本要求に対しては，設計基準対象施設 兼 重大事

故等対処設備であるほう酸水注入系をもって適合することとし，制御棒駆動水圧

系について新たな分類は付加しないこととする。 

なお，同審査基準 １．１４【解釈】１（１）ｃ） 

「複数号機設置されている工場等では，号機間の電力融通を行えるようにして

おくこと。また，敷設したケーブル等が利用できない状況に備え，予備のケ

ーブル等を用意すること。」 

で要求される手順にて使用する号機間電力融通用の予備ケーブルは，女川原子力

発電所２号炉は単号機申請であることから，対象外である。 

 

（3） 特定重大事故等対処施設の除外 

第 42 条に適合するためだけに必要な設備は『特定重大事故等対処施設』であ

り，本申請内容には該当しないため除外する。 

 

（4） 防止設備，緩和設備の分類 

重大事故等対処設備（設計基準拡張）を除き，重大事故を防止するために必要

な設備は『重大事故防止設備』，重大事故の影響の緩和を行うために必要な設備

は『重大事故緩和設備』と整理する。両方に該当する場合は『重大事故防止設備

兼 重大事故緩和設備』と整理し，いずれにも該当しない場合は『防止でも緩和

でもない設備』とする。 

5



 

 

共 1-6 

 
 

 
設
置
許
可
基
準
規
則
第
二
章

 
設
計
基
準
対
象
施
設
に
 

適
合
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

 

実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
，
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
設
置
許
可
基
準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
章

 
重
大
事
故
等
対
処
施
設
 
の
う
ち
，

 
第

42
条
～
第

62
条
に
適
合
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
と
し
て

 
[
A]
新
た
に
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
機
能
を
付
加
さ
せ
た
設
備
 
及
び
 
当
該
設
備
が
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
系
統
（
水
源
か
ら
注
入
先
ま
で
，
流
路
を
含
む
）
 

又
は

 
[B
]重

大
事
故
等
発
生
時
に
設
計
基
準
対
象
施
設
と
し
て
の
機
能
を
期
待
す
る
設
備
（

[A
]に

該
当
し
な
い
も
の
）

 

（
第
三
章
（
第

37
条
～
第

62
条
）
の
う
ち

 
第

37
条
は
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
有
効
性
評
価
を
求
め
る
条
文
，

 
第

38
条
～
第

41
条
は
重
大
事
故
等
対
処
施
設
全
般
に
対
す
る
要
求
を
示
し
た
条
文
）

 

↑
に
該
当
し
な
い
設
備
の
う
ち
設
計
基
準
対
象
施
設

 
を
除
く
設
備
は
，
事
業
者
自
主
と
し
て
整
備
し
た
設
備

 

 
[
A]
に
該
当
す
る
設
備

  
[
B]
重
大
事
故
等
対
処
設
備

 

（
設
計
基
準
拡
張
）

 

Y
e
s 

N
o 

設
計
基
準
対
象
施
設

 
兼
 
重
大
事
故
等
対
処
施
設

 

Y
e
s 

N
o 

 
設
置
許
可
基
準
規
則
第

42
条

 
(特

定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
)に

 
適
合
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を

 
有
す
る
設
備

 
 
 

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設

 
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
と
し
て

 
必
要
な
機
能
の
み
を
有
す
る
設
備

 

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設

 

 
重
大
事
故
の
防
止
ま
た
は
影
響
の
緩
和
を
行
う
た
め
に

 
必
要
な
機
能
を
有
す
る
設
備

 
 
 

 
重
大
事
故
の
防
止
の
た
め
 

に
必
要
な
機
能
の
み
を
有
 

す
る
設
備

 

重
大
事
故
防
止
設
備

 

 
重
大
事
故
後
の
影
響
緩
和

 
の
た
め
に
必
要
な
機
能
の
み

 
を
有
す
る
設
備

 

重
大
事
故
緩
和
設
備

 

重
大
事
故
防
止
設
備

 

兼
 
重
大
事
故
緩
和
設
備

 

図
２
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
選
定
及
び
分
類
フ
ロ
ー

 

Y
e
s 

Y
e
s 

Y
e
s 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
は
あ
る
が
，

 

防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備

 

N
o 

N
o 

N
o N
o 

N
o 

(
重

大
事

故
等

対
処

施
設

と

し
て

の
分

類

に
戻
る

) 

（
以

下
，

重
大

事
故

等
対

処
施

設
と

し
て

の
分
類
を
整
理
）

 

Y
e
s 

Y
e
s 
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共 1-7 

表
１
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等

 

 

第
43

条
 重

大
事
故
等
対
処
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
 

ブ
ル
ド
ー
ザ
 

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
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第
44

条
 緊

急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
に
よ
る

制
御
棒
緊
急
挿
入
 

A
TW
S
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機

能
）

※
1  

原
子
炉
保
護
系
 

S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

制
御
棒
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

制
御
棒
駆
動
機
構
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
（
水
圧
制
御
ユ
ニ

ッ
ト
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
配
管

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止
に

よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制
 

A
TW
S
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環

ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）

※
1  

原
子
炉
保
護
系
 

S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

ほ
う
酸
水
注
入
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
保
護
系
 －

 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

ほ
う
酸
水
注
入
系
配
管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2
※
2  

原
子
炉
圧
力
容
器

[注
入
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

出
力
急
上
昇
の
防
止
 

A
TW
S
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻

止
機
能
）
 

自
動
減
圧
系
 

S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
手
動
・
自
動
両
方
を
含
む
 

 
 
※

2 
原
子
炉
圧
力
容
器
内
部
構
造
物
を
除
く
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第
45

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

高
圧
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子

炉
の
冷
却
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

－
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

高
圧
代
替
注
水
系
（
蒸
気
系
）
配
管
・

弁
[流

路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

主
蒸
気
系
配
管

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
蒸
気
系
）
配

管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

高
圧
代
替
注
水
系
（
注
水
系
）
配
管
・

弁
[流

路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

補
給
水
系
配
管

 [
流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
配
管
・
弁

 [
流

路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
配
管

 [
流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

復
水
給
水
系
配
管
・
弁
・
ス
パ
ー
ジ
ャ

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2
※
1  

原
子
炉
圧
力
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

 
 
※

1 
原
子
炉
圧
力
容
器
内
部
構
造
物
を
除
く
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第
45

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る

原
子
炉
の
冷
却
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
 

（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

S 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
蒸
気
系
）
配

管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

主
蒸
気
系
配
管

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
注
水
系
）
配

管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

補
給
水
系
配
管

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
配
管
・
弁

[流

路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
1  

S
A-
2 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
配
管

[流
路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

復
水
給
水
系
配
管
・
弁
・
ス
パ
ー
ジ
ャ

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
1  

S
A-
2
※
2  

原
子
炉
圧
力
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る

原
子
炉
の
冷
却
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
）
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

S 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
配
管
・
弁
・
ス

ト
レ
ー
ナ
・
ス
パ
ー
ジ
ャ

 [
流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
1  

S
A-
2
※
2  

補
給
水
系
配
管

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
1  

S
A-
2 

原
子
炉
圧
力
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
進
展

抑
制
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

44
条
に
記
載
 

 
 
※

1 
一
部
は
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備

 
兼
 
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

 
 
※

2 
原
子
炉
圧
力
容
器
内
部
構
造
物
を
除
く
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第
46

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

[操
作
対
象

弁
] 

（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
）
 

－
 

(
S)
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機

能
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
 

（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し

弁
機
能
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
自
動
減
圧
機

能
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
 

（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
自
動
減

圧
機
能
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
）
 

－
 

(
S)
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

主
蒸
気
系
配
管
（
排
気
管
含
む
）

[流

路
] 

（
主
蒸
気
系
配
管
（
排
気
管
含

む
）
）
 

－
 

（
S）

 

(
B)
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
減
圧
の
自
動
化
 

※
自
動
減
圧
機
能
付
き
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
の
み
 

代
替
自
動
減
圧
回
路
（
代
替
自
動
減
圧

機
能
）
 

自
動
減
圧
系
 

S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

A
TW
S
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻

止
機
能
）
 

44
条
に
記
載
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に

よ
る
減
圧
 

※
自
動
減
圧
機
能
付
き
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
の
み
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
 

57
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

 
 

11



 

 

共 1-12 

第
46

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
（
非
常

用
）
に
よ
る
作
動
窒
素
ガ
ス
確

保
 

※
自
動
減
圧
機
能
付
き
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
の
み
 

高
圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
自
動
減

圧
機
能
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
）
 

(
S)
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
自
動
減
圧
機

能
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
配
管
・
弁

[流

路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

主
蒸
気
系
配
管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
に

よ
る
作
動
窒
素
ガ
ス
確
保
 

※
自
動
減
圧
機
能
付
き
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
の
み
 

高
圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
自
動
減
圧

機
能
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
 

S 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
・
弁

[流
路

] 
可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
配
管
・
弁

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
隔
離
弁
 

H
PC
S
注
入
隔
離
弁
 

（
HP
CS

注
入
隔
離
弁
）
 

（
S）

 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
1  

S
A-
2 

ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
 

原
子
炉
建
屋
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
減
圧
を
行
う
設
備
で
は
な
い
が
，
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生
時
に
現
場
で
の
手
動
操
作
に
よ
り
隔
離
し
，
漏
え
い
抑
制
の
た
め
の
減
圧
を
不
要
と
す
る
た
め
の
設
備
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共 1-13 

第
47

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復

水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子

炉
の
冷
却
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー

ド
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

－
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

補
給
水
系
配
管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
配
管
・
弁

[流

路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
配
管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2
※
1  

原
子
炉
圧
力
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直

流
駆
動
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
）
に

よ
る
原
子
炉
の
冷
却
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー

ド
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

補
給
水
系
配
管

 [
流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
配
管
・
弁
・
ス

パ
ー
ジ
ャ

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2
※
1  

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
配
管
・
弁

[流

路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
圧
力
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源
] 

56
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

 
 
※

1 
原
子
炉
圧
力
容
器
内
部
構
造
物
を
除
く
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共 1-14 

第
47

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー

ド
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

－
 

S －
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
[流

路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

補
給
水
系
配
管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
配
管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2
※
1  

原
子
炉
圧
力
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.1
）

[水
源

] 
56

条
に
記
載
 

（
水
源
と
し
て
は
海
も
使
用
可
能
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.2
）

[水
源

] 

 
 
※

1 
原
子
炉
圧
力
容
器
内
部
構
造
物
を
除
く
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共 1-15 

第
47

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ

ー
ド
）
に
よ
る
低
圧
注
水
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
 

（
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ

ー
ド
）
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
配
管
・
弁
・
ス
ト
レ
ー

ナ
[流

路
]※

1  
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
2  

S
A-
2
※
3  

原
子
炉
圧
力
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
）
に
よ
る
原
子

炉
停
止
時
冷
却
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
 

（
残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
）
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
配
管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
2  

S
A-
2
※
3  

原
子
炉
再
循
環
系
配
管
・
ジ
ェ
ッ
ト
ポ

ン
プ

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
2  

S
A-
2
※
3  

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
2  

S
A-
2 

原
子
炉
圧
力
容
器

[注
水
先

] 
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る

低
圧
注
水
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
 

（
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
配
管
・
弁
・
ス

ト
レ
ー
ナ
・
ス
パ
ー
ジ
ャ

 [
流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
2  

S
A-
2
※
3  

原
子
炉
圧
力
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

 
 
※

1 
流
路
と
し
て
は
熱
交
換
器
も
通
る
が
，
熱
交
換
機
能
に
期
待
し
て
い
な
い
た
め
，
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
の
確
保
と
し
て
配
管
に
含
む
 

 
 
※

2 
一
部
は
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備

 
兼
 
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

 
 
※

3 
原
子
炉
圧
力
容
器
内
部
構
造
物
を
除
く
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共 1-16 

第
47

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子

炉
補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
）
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

48
条
に
記
載
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉
補
機

冷
却
海
水
系
を
含
む
）
配
管
・
弁
・
海

水
系
ス
ト
レ
ー
ナ
・
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

[流
路

] 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
 

非
常
用
取
水
設
備
 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に

よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
に
記
載
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
に
記
載
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共 1-17 

第
48

条
 最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
に

よ
る
除
熱
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉

補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
）
 

S 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
・
除
熱
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

[流

路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
配
管
・
弁
・
サ

ー
ジ
タ
ン
ク

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び

除
熱
 

原
子
炉
格
納
容
器
調
気
系
配
管
・
弁

[流
路

] 

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉

補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
）
 

S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備

  
S
A-
2 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
配
管
・
弁

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備

  
S
A-
2 

排
気
筒

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備

  
－
 

遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備

  
－
 

原
子
炉
格
納
容
器
（
真
空
破
壊
装
置
を

含
む
）

[排
出
元

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
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共 1-18 

第
48

条
 最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ

ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

50
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
設
計
基
準
対
象
施
設
は
，
残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
）
及
び
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
）
で
あ
り
，
耐
震
重
要
度
分
類
は
い
ず
れ
も

S 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側
圧
力
開
放
板
 

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

ホ
ー
ス
・
窒
素
供
給
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続

口
[流

路
] 

原
子
炉
格
納
容
器
調
気
系
配
管
・
弁

[流
路

] 

ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
[流

路
] 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

系
配
管
・
弁

[流
路

] 

遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
 

原
子
炉
格
納
容
器
（
真
空
破
壊
装
置
を

含
む
）

[排
出
元

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.1
）

[水
源

] 

56
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.2
）

[水
源

] 
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共 1-19 

第
48

条
 最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
停
止
時
冷
却
 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却

モ
ー
ド
）
 

47
条
に
記
載
 

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷

却
 

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

冷
却
モ
ー
ド
）
 

49
条
に
記
載
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
プ

ー
ル
水
冷
却
 

残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ

ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子

炉
補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
）
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子

炉
補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
）
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉
補
機

冷
却
海
水
系
を
含
む
）
配
管
・
弁
・
海

水
系
ス
ト
レ
ー
ナ
・
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

[流
路

] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
1  

S
A-
2 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却

水
系
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補

機
冷
却
海
水
系
を
含
む
）
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
水
ポ

ン
プ
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却

水
系
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機

冷
却
海
水
系
を
含
む
）
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
海
水

ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
水
系

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
海

水
系
を
含
む
）
配
管
・
弁
・
海
水
系
ス

ト
レ
ー
ナ
・
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

[流
路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
水
系

熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

非
常
用
取
水
設
備
 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

（
な
お
，
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
に
よ
る
除
熱
に
て
使
用
す
る
場
合
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子

炉
補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
）
及
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
水
系
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
）
に
て
使
用

す
る
場
合
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

※
1 

一
部
は
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備

 
兼

 
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
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共 1-20 

第
49

条
 原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ

イ
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納

容
器
内
の
冷
却
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
）
 

－
 

S －
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
[流

路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

残
留
熱
除
去
系
配
管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

ス
プ
レ
イ
管

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
格
納
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.1
）

[水
源

] 
56

条
に
記
載
 

（
水
源
と
し
て
は
海
も
使
用
可
能
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.2
）

[水
源

] 

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
 

（
残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
）
）
 

(
S)
  

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
配
管
・
弁
・
ス
ト
レ
ー

ナ
[流

路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
1  

S
A-
2 

ス
プ
レ
イ
管

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
1  

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
1  

S
A-
2 

原
子
炉
格
納
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

※
1 

一
部
は
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備

 
兼

 
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
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共 1-21 

第
49

条
 原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）

に
よ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ

ン
バ
プ
ー
ル
水
の
冷
却
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
 

（
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
配
管
・
弁
・
ス
ト
レ
ー

ナ
 [
流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
1  

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）

※
1  

S
A-
2 

原
子
炉
格
納
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子

炉
補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
）
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

48
条
に
記
載
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉
補
機

冷
却
海
水
系
を
含
む
）
配
管
・
弁
・
海

水
系
ス
ト
レ
ー
ナ
・
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

[流
路

] 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
 

非
常
用
取
水
設
備
 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

※
1 

一
部
は
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備

 
兼

 
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
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共 1-22 

第
50

条
 原

子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ
る
原
子

炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除

熱
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
・
除
熱
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

[流

路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
配
管
・
弁
・
サ

ー
ジ
タ
ン
ク

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
配
管
・
弁
・
ス
ト
レ
ー

ナ
[流

路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2
※
1  

ス
プ
レ
イ
管

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
圧
力
容
器

[注
水
先

] 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

原
子
炉
格
納
容
器

[注
水
先

] 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

非
常
用
取
水
設
備
 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

 
 
※

1 
原
子
炉
圧
力
容
器
内
部
構
造
物
を
除
く
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共 1-23 

第
50

条
 原

子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ

ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側
圧
力
開
放
板
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス
・
窒
素
供
給
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続

口
[流

路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

原
子
炉
格
納
容
器
調
気
系
配
管
・
弁

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
[流

路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

系
配
管
・
弁

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
（
真
空
破
壊
装
置
を

含
む
）

[排
出
元

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.1
）

[水
源

] 

56
条
に
記
載
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.2
）

[水
源

] 
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共 1-24 

第
51

条
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納

容
器
下
部
へ
の
注
水
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

補
給
水
系
配
管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
配
管
・
弁

[流

路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
格
納
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源
] 

56
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格

納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
[流

路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

補
給
水
系
配
管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
格
納
容
器

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.1
）

[水
源

] 
56

条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

（
水
源
と
し
て
は
海
も
使
用
可
能
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.2
）

[水
源

] 

溶
融
炉
心
の
落
下
遅
延
又
は
防

止
 

高
圧
代
替
注
水
系
 

45
条
に
記
載
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

44
条
に
記
載
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
 

47
条
に
記
載
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
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共 1-25 

第
52

条
 水

素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
不
活
性
化

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
水
素

爆
発
防
止
 

（
原
子
炉
格
納
容
器
調
気
系
）
 

－
 

－
 

常
設
 

（
設
計
基
準
対
象
施
設
）
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ

ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び
酸
素
ガ

ス
の
排
出
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

50
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

（
な
お
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
で
あ
る
が
，
代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
設
計
基
準
対
象
施
設
と
し
て
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
が
あ
る

（
耐
震
重
要
度
分
類
は

S）
）
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側
圧
力
開
放
板
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
水
素
濃
度

※
1  

58
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ

※

1  可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

50
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

ホ
ー
ス
・
窒
素
供
給
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続

口
[流

路
] 

原
子
炉
格
納
容
器
調
気
系
配
管
・
弁

[流
路

] 

ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
[流

路
] 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

系
配
管
・
弁

[流
路

] 

遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
 

原
子
炉
格
納
容
器
（
真
空
破
壊
装
置
を

含
む
）

[排
出
元

] 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.1
）

[水
源

] 

56
条
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.2
）

[水
源

] 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
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共 1-26 

第
52

条
 水

素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃

度
及
び
酸
素
濃
度
の
監
視
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（

D/
W）

※
1  

格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度
 

S 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（

S/
C）

※
1  

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度

※
1  

（
格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃

度
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
酸
素
濃
度

※
1  

（
格
納
容
器
内
雰
囲
気
酸
素
濃

度
）
 

(
S)
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
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共 1-27 

第
53

条
 水

素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置

に
よ
る
水
素
濃
度
抑
制
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作

監
視
装
置
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟

[流
路

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

原
子
炉
建
屋
内
の
水
素
濃
度
監

視
 

原
子
炉
建
屋
内
水
素
濃
度

※
1  

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
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共 1-28 

第
54

条
 使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
常

設
配
管
）
に
よ
る
使
用
済
燃
料

プ
ー
ル
へ
の
注
水
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
水

の
冷
却
及
び
補
給
）
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
 

S  B B 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
[流

路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
配
管
・
弁

 

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
（
サ
イ
フ
ォ
ン
防

止
機
能
含
む
）

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.1
）

[水
源

] 
56

条
に
記
載
 

（
水
源
と
し
て
は
海
も
使
用
可
能
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.2
）

[水
源

] 

燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
に
よ
る
使
用
済
燃
料
プ

ー
ル
へ
の
注
水
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
水

の
冷
却
及
び
補
給
）
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
 

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
 

S  B B 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ

[流
路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
（
サ
イ
フ
ォ
ン
防

止
機
能
含
む
）

[注
水
先

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.1
）

[水
源

] 
56

条
に
記
載
 

（
水
源
と
し
て
は
海
も
使
用
可
能
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.2
）

[水
源

] 
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共 1-29 

第
54

条
 使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
に
よ

る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス

プ
レ
イ
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ

[流
路
] 
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル

[注
水
先
] 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.1
）

[水
源

] 
56

条
に
記
載
 

（
水
源
と
し
て
は
海
も
使
用
可
能
）
 

淡
水
貯
水
槽
（

No
.2
）

[水
源

] 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

抑
制
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

55
条
に
記
載
 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

ホ
ー
ス

[流
路
] 

放
水
砲
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ヒ

ー
ト
サ
ー
モ
式
）

※
1  

 燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
位
 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
温
度
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度

（
ガ
イ
ド
パ
ル
ス
式
）
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
ポ
ン
プ

入
口
温
度
 

燃
料
交
換
フ
ロ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

燃
料
取
替
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
排
気
放
射

線
モ
ニ
タ
 

－
 

 B B S  C  C S S  

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ガ

イ
ド
パ
ル
ス
式
）

※
1  

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
上
部
空
間
放
射

線
モ
ニ
タ
（
高
線
量
，
低
線
量
）

※
1  

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
1 

計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 

29



 

 

共 1-30 

第
54

条
 使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
使
用

済
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
水

の
冷
却
）
 

（
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
）
 

S  

(
B)
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
配
管
・
弁
・

ス
キ
マ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
・
デ
ィ
フ
ュ
ー

ザ
[流

路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル

[水
源
][
注
水

先
] 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉

補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
）
 

S 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
・
除
熱
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口

[流

路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
配
管
・
弁
・
サ

ー
ジ
タ
ン
ク

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
熱
交
換
器

[流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

非
常
用
取
水
設
備
 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

取
水
路

  

海
水
ポ
ン
プ
室
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共 1-31 

第
55

条
 発

電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

抑
制
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス

[流
路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

放
水
砲
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス

[流
路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

泡
消
火
薬
剤
混
合
装
置
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

放
水
砲
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

抑
制
 

放
射
性
物
質
吸
着
材
 

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
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共 1-32 

第
56

条
 重

大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水

源
 

※
水
源
と
し
て
は
海
も
使
用
可

能
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
）
 

（
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
）
 

－
 

（
S）

 

（
B）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

淡
水
貯
水
槽
（
No
.1
）

 
常
設
 

－
（
代
替
淡
水
源
）

※
1  

－
 

淡
水
貯
水
槽
（
No
.2
）

 
常
設
 

－
（
代
替
淡
水
源
）

※
1  

－
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
 

44
条
に
記
載
 

水
の
供
給
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス
・
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
・
接
続
口
[流

路
] 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

補
給
水
系
配
管
・
弁

[流
路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

非
常
用
取
水
設
備
 

取
水
口
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

※
1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
は
な
く
代
替
淡
水
源
（
措
置
）
で
あ
る
が
，
本
条
文
に
お
い
て
必
要
な
た
め
記
載
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共 1-33 

第
57

条
 
電
源
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ

る
給
電
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

－
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン

ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
燃
料
移
送

ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
燃
料
移
送

系
配
管
・
弁

[燃
料
流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
非
常
用
高

圧
母
線

2C
系
及
び
非
常
用
高
圧
母
線

2D
系
電
路

[電
路

] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
緊
急
用
低

圧
母
線

2G
系
電
路

[電
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
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共 1-34 

第
57

条
 
電
源
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に

よ
る
給
電
 

電
源
車
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

－
 

S －
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン

ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
燃
料

移
送
系
配
管
・
弁

[燃
料
流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
設
備
燃
料
移
送
系
配
管
・
弁

[燃

料
流
路

] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
燃
料
移
送

系
配
管
・
弁

[燃
料
流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス

[燃
料
流
路

] 
可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

電
源
車
～
電
源
車
接
続
口
（
原
子
炉
建

屋
）
電
路

[電
路

] 
可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

電
源
車
接
続
口
（
原
子
炉
建
屋
）
～
非

常
用
高
圧
母
線

2C
系
及
び
非
常
用
高

圧
母
線

2D
系
電
路

[電
路

] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

電
源
車
接
続
口
（
原
子
炉
建
屋
）
～
緊

急
用
低
圧
母
線

2G
系
電
路

[電
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
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条
 
電
源
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設

備
に
よ
る
給
電
 

1
25
V
蓄
電
池

2A
 

（
非
常
用
直
流
電
源
設
備
）
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
用
直
流
電

源
設
備
 

－
 

(
S)
 

S  

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
蓄
電
池

2B
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
充
電
器
盤

2A
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
充
電
器
盤

2B
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
蓄
電
池

2A
及
び

12
5V

充
電
器
盤

2
A～

12
5V

直
流
主
母
線
盤

2A
及
び

1
25
V
直
流
主
母
線
盤

2A
-1

電
路
[電

路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
蓄
電
池

2B
及
び

12
5V

充
電
器
盤

2
B～

12
5V

直
流
主
母
線
盤

2B
及
び

1
25
V
直
流
主
母
線
盤

2B
-1

電
路
[電

路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ

る
給
電
 

1
25
V
代
替
蓄
電
池
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
用
直
流
電

源
設
備
 

－
 

S  

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
50
V
蓄
電
池
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

1
25
V
代
替
蓄
電
池
～

12
5V

直
流
主
母

線
盤

2A
-1

及
び

12
5V

直
流
主
母
線
盤

2
B-
1
電
路

[電
路

] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
50
V
蓄
電
池
～

25
0V

直
流
主
母
線
盤

電
路

[電
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
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条
 
電
源
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に

よ
る
給
電
 

1
25
V
代
替
蓄
電
池
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
用
直
流
電

源
設
備
 

－
 

S   

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
50
V
蓄
電
池
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

1
25
V
代
替
充
電
器
盤
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
50
V
充
電
器
盤
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

電
源
車
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン

ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
燃
料

移
送
系
配
管
・
弁

[燃
料
流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
設
備
燃
料
移
送
系
配
管
・
弁

[燃

料
流
路

] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
燃
料
移
送

系
配
管
・
弁

[燃
料
流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス

[燃
料
流
路

] 
可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
代
替
蓄
電
池
及
び

12
5V

代
替
充

電
器
盤
～

12
5V

直
流
主
母
線
盤

2A
-
1

及
び

12
5V

直
流
主
母
線
盤

2B
-
1
電
路

[電
路

] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
50
V
蓄
電
池
及
び

25
0V

充
電
器
盤
～

2
50
V
直
流
主
母
線
盤
電
路

[電
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

電
源
車
～
電
源
車
接
続
口
（
原
子
炉
建

屋
）
電
路

[電
路

] 
可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

電
源
車
接
続
口
（
原
子
炉
建
屋
）
～

1
25
V
直
流
主
母
線
盤

2A
-1

及
び

1
25
V

直
流
主
母
線
盤

2B
-1

電
路
[電

路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

電
源
車
接
続
口
（
原
子
炉
建
屋
）
～
 

2
50
V
直
流
主
母
線
盤
電
路

[電
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
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象
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設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給

電
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
接
続
盤
 

非
常
用
所
内
電
気
設
備
 

－
 

S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
高
圧
母
線

2F
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
高
圧
母
線

2G
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
動
力
変
圧
器

2G
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
低
圧
母
線

2G
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
交
流
電
源
切
替
盤

2G
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
交
流
電
源
切
替
盤

2C
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
交
流
電
源
切
替
盤

2D
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
高
圧
母
線

2C
系
 

(非
常
用
高
圧
母
線

2C
系

) 

(非
常
用
高
圧
母
線

2D
系

) 

非
常
用
所
内
電
気
設
備
（

2H
系
） 

－
 

(
S)
 

 S －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
高
圧
母
線

2D
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
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設
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対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

（
非
常
用
交
流
電
源
設
備
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
燃
料

移
送
ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
燃
料

デ
イ
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
燃
料

移
送
系
配
管
・
弁

[燃
料
流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
～
非
常

用
高
圧
母
線

2C
系
及
び
非
常
用
高
圧

母
線

2D
系
電
路

[電
路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
用
交
流

電
源
設
備
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
用
交
流

電
源
設
備
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
設
備
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
設
備
燃
料
デ
イ
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

非
常
用
高
圧
母
線

2H
系
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
設
備
燃
料
移
送
系
配
管
・
弁

[燃

料
流
路

] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
～
非
常
用
高
圧
母
線

2H
系
電

路
[電

路
] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
用
直
流

電
源
設
備
 

1
25
V
蓄
電
池

2H
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
用
直
流

電
源
設
備
）
 

（
S）

 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

1
25
V
充
電
器
盤

2H
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

1
25
V
蓄
電
池

2H
及
び

12
5V

充
電
器
盤

2
H～

12
5V

直
流
主
母
線
盤

2H
電
路

[電
路

] 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
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第
57

条
 
電
源
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

燃
料
補
給
設
備
 

軽
油
タ
ン
ク
 

（
軽
油
タ
ン
ク
）
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
燃

料
移
送
ポ
ン
プ
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
設
備
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

－
 

（
S）

 

 S   

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン

ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
燃
料

移
送
系
配
管
・
弁

[燃
料
流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
設
備
燃
料
移
送
系
配
管
・
弁

[燃

料
流
路

] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
燃
料
移
送

系
配
管
・
弁

[燃
料
流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ホ
ー
ス

[燃
料
流
路

] 
可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
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第
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条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
1  

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
2  

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
1  

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出

器
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

C  S S S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル
 

高
圧
代
替
注
水
系
タ
ー
ビ
ン
入

口
蒸
気
圧
力
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

駆
動
用
タ
ー
ビ
ン
入
口
蒸
気
圧

力
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

S  

－
  S   C S S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口

流
量
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

出
口
流
量
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流

量
（
残
留
熱
除
去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ

レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流

量
（
残
留
熱
除
去
系

B
系
格
納
容

器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
出

口
流
量
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流

量
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
流

量
 

S  

－
  S  S  B   B   

－
  

－
  S  S  

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 
 
※

2 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
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第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
1  

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
2  

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
1  

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
 

（
つ
づ
き
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

原
子
炉
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

C S C 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

S S C 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
出
口

流
量
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

S S C 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
 

出
口
流
量
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

S S C 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残

留
熱
除
去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ

ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残

留
熱
除
去
系

B
系
格
納
容
器
冷
却
ラ

イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

S S C 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
出
口
流

量
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

S S C 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

S S C 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
 

出
口
流
量
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

S S C 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

S S C 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載

 

 
 
※

2 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
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第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
1  

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
2  

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
1  

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

－
 

－
 

C 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流

量
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

－
 

－
 

C C C 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

－
 

－
 

C C C 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

C C C 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

圧
力
抑
制
室
内
空
気
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

S S C 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

圧
力
抑
制
室
内
空
気
温
度
 

S S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

C C 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
内
空
気
温
度
 

C S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 
 
※

2 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
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第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
1  

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
2  

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
1  

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位
 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流

量
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
出

口
流
量
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出

口
流
量
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量

（
残
留
熱
除
去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ

イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量

（
残
留
熱
除
去
系

B
系
格
納
容
器

冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
出
口

流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ

流
量
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

C  

－
  S  S  B   B   

－
  

－
 

－
  C 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ

流
量
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

－
  

－
 

－
  

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ

流
量
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

－
  

－
 

－
  

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 
 
※

2 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
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共 1-44 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
1  

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
2  

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
1  

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃

度
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(D
/W
) 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度
 

－
  S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(S
/C
) 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度
 

－
  S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(D
/W
) 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(S
/C
) 

S  

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
放
射
線

量
率
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

(
D/
W
) 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

(
S/
C
) 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

未
臨
界
の
維
持
又
は
監
視
 

起
動
領
域
モ
ニ
タ
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
 

S  S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

起
動
領
域
モ
ニ
タ
 

S  S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
 

（
代
替
循
環
冷
却
系
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

圧
力
抑
制
室
内
空
気
温
度
 

S S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

圧
力
抑
制
室
内
空
気
温
度
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

S S C C C C S S －
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 
 
※

2 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

 
 

44



 

 

共 1-45 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
1  

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
2  

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
1  

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
 

（
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ

ベ
ン
ト
系
）
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
入
口
圧
力
（
広
帯
域
）
 
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

C C 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
圧
力
（
広
帯
域
）
 
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

C C 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
水
位
（
広
帯
域
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
水
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
水
素
濃
度
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(D
/W
) 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(S
/C
) 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ

ル
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
 

（
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

C C C 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

圧
力
抑
制
室
内
空
気
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

S S C 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

C C 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
内
空
気
温
度
 

C S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
 

（
残
留
熱
除
去
系
）
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
系
統
流
量
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水

入
口
流
量
 

C S C S C 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 
 
※

2 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
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共 1-46 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
1  

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
2  

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
1  

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
 

（
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
状

態
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル
 

S 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
圧
力
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン

ネ
ル
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

S  S S C 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
 

（
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
状

態
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出

器
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

C C 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

C C 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
 

（
原
子
炉
建
屋
内
の
状
態
）
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口

圧
力
 

原
子
炉
圧
力
 

S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口

圧
力
 

原
子
炉
圧
力
 

S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
 

S 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

水
源
の
確
保
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口

流
量
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

出
口
流
量
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流

量
（
残
留
熱
除
去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ

レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流

量
（
残
留
熱
除
去
系

B
系
格
納
容

器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
出

口
流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
流

量
 

－
  S  S  B   B   

－
  

－
  

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 
 
※

2 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
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共 1-47 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
1  

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
2  

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
1  

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

水
源
の
確
保
 

（
つ
づ
き
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
出
口

圧
力
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口

圧
力
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
ポ
ン
プ
出
口
圧

力
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

－
 

S  S  B －
  S S 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口

流
量
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口

圧
力
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

C －
 

S  S －
 

S  C 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
建
屋
内
の
水
素
濃
度
 

原
子
炉
建
屋
内
水
素
濃
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作

監
視
装
置
 

－
 

－
  

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
酸
素
濃

度
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
酸
素
濃
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

(
D/
W
) 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

(
S/
C
) 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

S S  S  C C 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 
 
※

2 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
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共 1-48 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
1  

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
2  

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
1  

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
 

（
ヒ
ー
ト
サ
ー
モ
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ガ

イ
ド
パ
ル
ス
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
上
部
空
間
放
射

線
モ
ニ
タ
（
高
線
量
，
低
線
量
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
 

B  

－
  

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
 

（
ガ
イ
ド
パ
ル
ス
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ヒ

ー
ト
サ
ー
モ
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
上
部
空
間
放
射

線
モ
ニ
タ
（
高
線
量
，
低
線
量
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
 

－
  

－
  

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
上
部
空
間
 

放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
線
量
，
低
線

量
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ヒ

ー
ト
サ
ー
モ
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度

(ガ

イ
ド
パ
ル
ス
式

) 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
 

－
  B  

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ヒ

ー
ト
サ
ー
モ
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ガ

イ
ド
パ
ル
ス
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
上
部
空
間
放
射

線
モ
ニ
タ
（
高
線
量
，
低
線
量
）
 

－
  B  

－
  

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

（
SP
DS
) 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

温
度
，
圧
力
，
水
位
，
注
水
量

の
計
測
・
監
視
 

可
搬
型
計
測
器
 

各
計
器
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 
 
※

2 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
 

48



 

 

共 1-49 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
1  

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
2  

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
1  

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

そ
の
他

※
3  

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系

 
AD
S
入
口
圧

力
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
窒
素
ガ

ス
供
給
止
め
弁
入
口
圧
力
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

6
-2
F
-1

母
線
電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

6
-2
F
-2

母
線
電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

6
-2
C
母
線
電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

6
-2
D
母
線
電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

6
-2
H
母
線
電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

4
-2
C
母
線
電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

4
-2
D
母
線
電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 
 
※

2 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
 
※

3 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
活
用
す
る
手
順
等
の
着
手
の
判
断
基
準
と
し
て
用
い
る
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
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共 1-50 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
1  

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
2  

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
1  

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

そ
の
他

※
3  

1
25
V
直
流
主
母
線

2A
電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
直
流
主
母
線

2B
電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
直
流
主
母
線

2A
-1

電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
直
流
主
母
線

2B
-1

電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
50
V
直
流
主
母
線
電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

H
PC
S
12
5V

直
流
主
母
線
電
圧
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

 
 
※

1 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 
 
※

2 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
 
※

3 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
活
用
す
る
手
順
等
の
着
手
の
判
断
基
準
と
し
て
用
い
る
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
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共 1-51 

第
59

条
 運

転
員
が
原
子
炉
制
御
室
に
と
ど
ま
る
た
め
の
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

居
住
性
の
確
保
 

中
央
制
御
室
 

（
中
央
制
御
室
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

（
重
大
事
故
等
対
処
施
設
）
 

－
 

中
央
制
御
室
遮
蔽
 

（
中
央
制
御
室
遮
蔽
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
1  

－
 

中
央
制
御
室
送
風
機
 

（
中
央
制
御
室
換
気
空
調
系
）
 

－
 

（
S）

 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
1  

－
 

中
央
制
御
室
排
風
機
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
1  

－
 

中
央
制
御
室
再
循
環
送
風
機
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
1  

－
 

中
央
制
御
室
再
循
環
フ
ィ
ル
タ
装
置
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
1  

－
 

中
央
制
御
室
換
気
空
調
系
ダ
ク
ト
・
ダ

ン
パ

 [
流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
1  

S
A-
2 

中
央
制
御
室
待
避
所
 

－
 

－
 

常
設
 

（
重
大
事
故
等
対
処
施
設
）
 

－
 

中
央
制
御
室
待
避
所
遮
蔽
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

中
央
制
御
室
待
避
所
加
圧
設
備
（
空
気

ボ
ン
ベ
）
 

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

中
央
制
御
室
待
避
所
加
圧
設
備
（
配

管
・
弁
）

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

 
 

 
※

1 
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
等
を
操
作
す
る
人
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
担
保
す
る
常
設
設
備
で
あ
る
た
め
，
本
分
類
と
し
て
い
る
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共 1-52 

第
59

条
 運

転
員
が
原
子
炉
制
御
室
に
と
ど
ま
る
た
め
の
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

居
住
性
の
確
保
 

差
圧
計

※
1  

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

酸
素
濃
度
計

※
1  

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

※
1  

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

ト
ラ
ン
シ
ー
バ

(固
定

) 

62
条
に
記
載
 

衛
星
電
話

(固
定
）
 

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
（
屋
外
ア
ン
テ
ナ
）［

伝

送
路
］
 

衛
星
電
話
（
屋
外
ア
ン
テ
ナ
）
［
伝
送

路
］
 

有
線
（
建
屋
内
）
［
伝
送
路
］
 

デ
ー
タ
表
示
装
置
（
待
避
所
）
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

照
明
の
確
保
 

可
搬
型
照
明
（
SA
）
 

中
央
制
御
室
照
明
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

被
ば
く
線
量
の
低
減
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
排
風
機
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
空
気
乾
燥
装
置

[流
路

] 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
フ
ィ
ル
タ
装
置

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
配
管
・
弁

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

排
気
筒

[流
路

] 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟

[流
路

] 
そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

原
子
炉
建
屋
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
閉
止
装

置
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
1 
計
測
器
本
体
を
示
す
た
め
計
器
名
を
記
載
 

  
 

52



 

 

共 1-53 

第
60

条
 監

視
測
定
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

放
射
線
量
の
代
替
測
定
 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

C 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

デ
ー
タ
処
理
装
置
［
伝
送
路
］
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

放
射
能
観
測
車
の
代
替
測
定
装

置
 

可
搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

※
1  

放
射
能
観
測
車
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

γ
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
1  

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

β
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
1  

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

気
象
観
測
設
備
の
代
替
測
定
 

代
替
気
象
観
測
設
備
 

気
象
観
測
設
備
 

C 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

デ
ー
タ
処
理
装
置
［
伝
送
路
］
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

放
射
線
量
の
測
定
 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
1  

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

小
型
船
舶
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

デ
ー
タ
処
理
装
置
［
伝
送
路
］
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

放
射
性
物
質
濃
度
（
空
気
中
・

水
中
・
土
壌
中
）
及
び
海
上
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
 

可
搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

※
1  

－
 

－
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

γ
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
1  

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

β
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
1  

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

α
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
1  

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

小
型
船
舶
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
代
替

交
流
電
源
か
ら
の
給
電
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

57
条
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
）
 

 
 

 
※

1 
計
測
器
本
体
を
示
す
た
め
計
器
名
を
記
載
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共 1-54 

第
61

条
 緊

急
時
対
策
所

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

居
住
性
の
確
保
 

緊
急
時
対
策
所
 

－
 

－
 

常
設
 

（
重
大
事
故
等
対
処
施
設
）
 

－
 

緊
急
時
対
策
所
遮
蔽
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
建
屋
非
常
用
送
風
機
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
建
屋
非
常
用
フ
ィ
ル
タ

装
置
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

緊
急
時
対
策
建
屋
非
常
用
給
排
気
配

管
・
弁

[流
路
] 
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
（
空
気
ボ
ン

ベ
）
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
（
配
管
・
弁
）

[流
路

] 
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

差
圧
計

※
1  

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

酸
素
濃
度
計

※
1  

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

※
1  

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ

タ
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

60
条
に
記
載
 

 
 

 
※

1 
計
測
器
本
体
を
示
す
た
め
計
器
名
を
記
載
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共 1-55 

第
61

条
 緊

急
時
対
策
所

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

電
源
の
確
保
（
緊
急
時
対
策
所
） 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
 

57
条
に
記
載
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン

ク
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
燃
料
移
送

ポ
ン
プ
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
燃
料
移
送

系
配
管
・
弁

[燃
料
流
路

] 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
接
続
盤
 

緊
急
用
高
圧
母
線

2F
系
 

電
源
車
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

－
 

S －
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
所
軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

緊
急
時
対
策
所
燃
料
移
送
系

 
配

管
・
弁

[燃
料
流
路

] 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

ホ
ー
ス

[燃
料
流
路

] 
可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

緊
急
時
対
策
所
用
高
圧
母
線

J
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
緊
急
時
対

策
所
用
高
圧
母
線

J
系
電
路

[電
路
] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

電
源
車
～
電
源
車
接
続
口
（
緊
急
時
対

策
建
屋
）
電
路

[電
路

] 
可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

電
源
車
接
続
口
（
緊
急
時
対
策
建
屋
）

～
緊
急
時
対
策
所
用
高
圧
母
線

J
系

電
路

[電
路

] 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
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共 1-56 

第
61

条
 緊

急
時
対
策
所

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

必
要
な
情
報
の
把
握
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

（
SP
DS
)
  

62
条
に
記
載
 

通
信
連
絡
（
緊
急
時
対
策
所
）
 

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
（
固
定
）
 

62
条
に
記
載
 

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
（
携
帯
）
 

衛
星
電
話
（
固
定
）
 

衛
星
電
話
（
携
帯
）
 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

用
い
た
通
信
連
絡
設
備
 

無
線
通
信
装
置
［
伝
送
路
］
 

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
（
屋
外
ア
ン
テ
ナ
）［

伝

送
路
］
 

衛
星
電
話
（
屋
外
ア
ン
テ
ナ
）
［
伝
送

路
］
 

衛
星
通
信
装
置
［
伝
送
路
］
 

有
線
（
建
屋
内
）
［
伝
送
路
］
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共 1-57 

第
62

条
 通

信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

携
行
型
通
話
装
置
 

送
受
話
器
（
ペ
ー
ジ
ン
グ
）
 

電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
 

－
 

C －
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
（
固
定
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
（
携
帯
）
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

衛
星
電
話
（
固
定
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

衛
星
電
話
（
携
帯
）
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

（
SP
DS
)
  

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
（
屋
外
ア
ン
テ
ナ
）［

伝

送
路
］
 

送
受
話
器
（
ペ
ー
ジ
ン
グ
）
 

電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
 

－
 

C －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

衛
星
電
話
（
屋
外
ア
ン
テ
ナ
）
［
伝
送

路
］
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

無
線
通
信
装
置
［
伝
送
路
］
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

有
線
（
建
屋
内
）
（
携
行
型
通
話
装
置
，

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
（
固
定
）
，
衛
星
電
話

（
固
定
）
に
係
る
も
の
）
［
伝
送
路
］
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

有
線
（
建
屋
内
）
（
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ

表
示
シ
ス
テ
ム
（

SP
DS
)に

係
る
も
の
）

［
伝
送
路
］
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
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共 1-58 

第
62

条
 通

信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
 

重
要
度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

発
電
所
外
の
通
信
連
絡
 

衛
星
電
話
（
固
定
）
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

衛
星
電
話
（
携
帯
）
 

可
搬
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

用
い
た
通
信
連
絡
設
備
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

デ
ー
タ
伝
送
設
備
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
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－
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そ
の
他
の
設
備
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す
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共-4 可搬型重大事故等対処設備の必要容量，予備数及び保有数について
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共 4-1 

1. 可搬型重大事故等対処設備の保有数の分類について 

可搬型重大事故等対処設備の配備数は，「2n+α」，「n+α」，「n」設備に分類し，そ

れらを屋外設備であれば第 1～第 4保管エリアのいずれか 2箇所以上に，屋内設備で

あれば建屋内の複数箇所に，分散配置することにより多重化，多様化を図る設計と

する。 

 

（1）「2n+α」の可搬型重大事故等対処設備 

原子炉建屋外から水・電力を供給する電源車，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

及び熱交換器ユニットについては，必要となる容量を有する設備を 1 基当たり 2

セット及び予備を保有し，第 1～第 4 保管エリアのいずれか 2 箇所以上にそれぞ

れ分散配置する。 

 

（2）「n+α」の可搬型重大事故等対処設備 

負荷に直接接続する，高圧窒素ガスボンベについては，必要となる容量を有す

る設備を 1基当たり 1 セット及び予備を保有し，原子炉建屋内に分散配置する。 

 

（3）「n」の可搬型重大事故等対処設備 

上記以外の可搬型重大事故等対処設備は，必要となる容量を有する設備を 1基

当たり 1セットに加え，プラントの安全性向上の観点から，設備の信頼度等を考

慮し，予備を確保する。 

また，「n」の屋外保管設備についても，共通要因による機能喪失を考慮し，第

1～第 4保管エリアのいずれか 2箇所以上に分散配置する。 

 

２
ｎ
＋α

 

 

ｎ
＋α

 

 

ｎ その他 

図 1 可搬型重大事故等対処設備の分類  

電源車 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 熱交換器ユニット 

高圧窒素ガスボンベ 
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共 4-2 

2. 可搬型重大事故等対処設備の必要容量の考え方について 

1 基当たりの必要となる容量は，設置許可基準規則解釈 43 条 5(c)において「当

該原子炉において想定する重大事故等において、炉心損傷防止及び格納容器破損防

止等のために有効に必要な機能を果たすことができる容量」と示されている。ここ

で「想定する重大事故等」とは，同解釈 43条 1において「第 37 条において想定す

る事故シーケンスグループ（炉心の著しい損傷後の原子炉格納容器の機能に期待で

きるものにあっては、計画された対策が想定するもの。）、想定する格納容器破損モ

ード、使用済燃料貯蔵槽内における想定事故及び想定する運転停止中事故シーケン

スグループ」と示されていることから，重大事故等対策の有効性評価において想定

しているプラント状態を考慮して必要となる容量を算出する必要がある。 

一方，可搬型重大事故等対処設備は，その特性上，重大事故等発生後早期に使用

することはできないため，重大事故等に対する初期対応は常設設備によって行うこ

ととなる。したがって，可搬型重大事故等対処設備は，重大事故等発生から一定時

間経過後に常設設備に加えて使用する場合，若しくは更なる安全性向上のために常

設設備のバックアップとして待機する場合に期待することとなる。この特性も勘案

して必要となる容量を算出する必要がある。ただし，設備設計等の考慮により常設

設備と同等程度の即応性を確保できる場合は，重大事故等発生後早期に使用できる

ものとして必要となる容量を算出することも可能である。 

また，設置許可基準規則第三章（重大事故等対処施設）においては，可搬型重大

事故等対処設備の設置を必須のものとして要求する条文と，必須ではないが当該設

備の機能に期待することのできる設備の設置を要求する条文が存在する。この要求

の相違も踏まえて必要となる容量を算出する必要がある。 

 

図 2 可搬型重大事故等対処設備の必要容量算出における考慮事項 

 

これらの点に着目して必要となる容量を算出した結果を以下に示す。 

 

 

  

有効性評価における 

プラント状態 

可搬型設備の特性 

（即応性無し） 

設置許可基準規則 

における要求の相違 
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共 4-3 

(1) 電源車 

電源車は，「可搬型代替交流電源設備及び可搬型代替直流電源設備としての要求」

と「緊急時対策所用代替交流電源設備としての要求」を併せ持つ。以下に，各々の

要求を踏まえた必要台数を整理する。 

 

a. 可搬型代替交流電源設備及び可搬型代替直流電源設備としての要求 

可搬型代替交流電源設備及び可搬型代替直流電源設備として使用する電源車

は，原子炉建屋の外側から電力を供給する可搬型重大事故等対処設備であり，重

大事故の防止及び影響緩和の観点から故障時の影響が大きい重要な設備である

ことから，1.(1)に示す「2n+α」の対象施設と考える。本設備の台数を表 5(1)

に示す。 

 

(a) 有効性評価における要求 

重大事故等対策の有効性評価において，本設備が担う交流電源の代替機能を

要求するのは，外部電源及び非常用ディーゼル発電機による給電に失敗してい

る状態である。 

その状態に対しては，早期の電源復旧が必須であることから，常設代替交流

電源設備（ガスタービン発電機）による給電によって対応する。したがって，

低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ）等への電源供給については，常設

代替交流電源設備を期待し，本設備に期待するのは更なる安全性向上のために

バックアップとして待機する場合である。 

また，本設備が担う直流電源の代替機能を要求するのは，125V蓄電池による

給電に失敗している状態である。 

その状態に対しては，炉心の著しい損傷の防止の重大事故シーケンスのうち

「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋直流電源喪失」に係る有

効性評価解析において有効性が確認されている 284kW以上の容量が必要であり，

125V代替蓄電池，250V蓄電池，125V 代替充電器盤，250V充電器盤及び電源車

1台に期待する。 

したがって，重大事故等対策の有効性評価において想定しているプラント状

態を考慮した上で必要となる電源車の必要容量は 1基当たり 1台となる。 

 

(b) 設置許可基準規則における要求 

設置許可基準規則第三章（重大事故等対処施設）において，代替電源設備を

要求しているのは表 1に示す 14条文である。 
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表 1 代替電源設備を要求している条文 

条文 要求事項 

45条 可搬型代替直流電源設備（125V 代替蓄電池，125V代替充電器盤及

び電源車の組合せにて構成される設備） 

46条 可搬型代替直流電源設備（同 45条） 

47条 設計基準事故対処設備と独立した電源（常設又は可搬型） 

48条 設計基準事故対処設備と独立した電源（常設又は可搬型） 

49条 設計基準事故対処設備と独立した電源（常設又は可搬型） 

51条 代替電源設備（常設又は可搬型） 

52条 計測設備の代替電源設備（常設又は可搬型） 

53条 計測設備の代替電源設備（常設又は可搬型） 

54条 計測設備の代替電源設備（常設又は可搬型） 

57条 可搬型代替交流電源設備（電源車） 

可搬型代替直流電源設備（同 45条） 

59条 代替交流電源設備（常設又は可搬型） 

60条 代替交流電源設備（常設又は可搬型） 

61条 代替交流電源設備（常設又は可搬型） 

62条 通信連絡設備の代替電源設備（常設又は可搬型） 

 

このうち，可搬型代替電源設備を必須のものとして要求している条文は 45

条，46 条，57 条である。なお，45 条における要求は，人力による原子炉隔離

時冷却系等（高圧代替注水系）の起動及び十分な期間の運転継続が容易に行え

ることから女川 2号炉については除外されるが，ここでは容量算定の観点から，

当該要求も加味する。 

45 条及び 57 条の可搬型代替直流電源設備に期待する場合は，高圧代替注水

系により原子炉注水を継続しつつ，各種計測設備による状態監視を続けている

状態である。 

一方，46条の可搬型代替直流電源設備に期待する場合は，減圧操作を行う場

合であり，同時に 57 条の可搬型代替交流電源設備等に期待して復水移送ポン

プを使用した低圧代替注水系（常設）による原子炉注水を行いつつ，各種計測

設備による状態監視を続けている状態である。 

これらは同時に発生することはなく，いずれも 1基当たり 2台以下の電源車

にて実施可能である。 

したがって，設置許可基準規則において要求される電源車の容量は 1基当た

り 2台となる。 
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共 4-5 

 

図 3 条文ごとの給電対象 

 

以上の「有効性評価における必要容量」及び「設置許可基準規則における必

要容量」から，可搬型代替交流電源設備及び可搬型代替直流電源設備として使

用される電源車に必要となる容量は 1基当たり 2台となる。 

また，本設備は「2n+α」の対象施設であり，2セットを準備する必要がある

ため，1基当たりの必要容量は，2台×2セット＝4台となる。 

 

b. 緊急時対策所用代替交流電源設備としての要求 

緊急時対策所用代替交流電源設備として使用する電源車は，原子炉建屋の外側

から電力を供給するものではないことから，1.(3)に示す「n」の対象施設と考え

る。本設備の台数を表 5(3)に示す。 

 

(a) 有効性評価における要求 

重大事故等対策の有効性評価において，本設備が担う交流電源の代替機能を

要求するのは，外部電源及び非常用ディーゼル発電機による給電に失敗してい

る状態である。 

その状態に対しては，早期の電源復旧が必須であることから，常設代替交流

電源設備（ガスタービン発電機）による給電によって対応する。したがって，

緊急時対策所への電源供給については，常設代替交流電源設備を期待し，本設

備に期待するのは更なる安全性向上のためにバックアップとして待機する場

合であるため，重大事故等対策の有効性評価においては，電源車は期待してい

ない。 

 

(b) 設置許可基準規則における要求 

設置許可基準規則第三章（重大事故等対処施設）において，緊急時対策所の

代替電源設備は，可搬型代替電源設備を必須のものとして要求されていないが，

61条において「当該代替電源設備を含めて緊急時対策所の電源設備は、多重性

又は多様性を有すること。」として要求される。この場合の必要台数は 1 基当

たり 1台である。 

 

 

・原子炉隔離時冷却系 

（高圧代替注水系） 

・計測設備 

 

・主蒸気逃がし安全弁（減圧） 

・低圧代替注水系（常設） 

・計測設備 

45条，57条（直流） 46条，57条（交流） 
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以上の「有効性評価における必要容量」及び「設置許可基準規則における必要

容量」から，緊急時対策所用代替交流電源設備として使用される電源車に必要と

なる容量は 1基当たり 1台となる。 

 

これらの「ａ．可搬型代替交流電源設備及び可搬型直流電源設備としての要求」

及び「ｂ．緊急時対策所用代替交流電源設備としての要求」から，電源車の必要と

なる容量は 1基当たり 5台となる。 

 

(2) 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，原子炉建屋の外側から水を供給する可搬型重

大事故等対処設備であり，重大事故の防止及び影響緩和の観点から故障時の影響が

大きい重要な設備であることから，1.(1)に示す「2n+α」の対象施設と考える。本

設備の台数を表 5(1)に示す。 

 

a. 有効性評価における要求 

重大事故等対策の有効性評価において，本設備が担う機能を要求するのは，注

水・スプレイ機能を有する設計基準対象施設が機能喪失している状態，水源を補

給する必要のある状態，若しくは原子炉補機代替冷却水系によって除熱を行う状

態である。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「注水設備及び水の供給設備としての要求」

と「除熱設備としての要求」を併せ持つ。以下に，各々の要求を踏まえた必要台

数を整理する。 

 

(a) 注水設備及び水の供給設備としての要求 

本設備は，以下ⅰ～ⅲに示す「原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，燃料プ

ール代替注水系（可搬型），復水貯蔵タンクへの補給」の各系統への注水設備

及び水の供給設備として用いる。 

 

ⅰ. 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

本設備の容量は，炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグルー

プ及び格納容器破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，

「高圧・低圧注水機能喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA 時注水機能喪失」

及び「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係

る有効性評価解析において有効性が確認されている原子炉格納容器内への

スプレイ流量として 88 m3/h以上が必要である。 

 

ⅱ. 燃料プール代替注水系（可搬型） 

本設備の容量は，使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある
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事故シーケンスのうち，「想定事故 1」及び「想定事故 2」に係る有効性評

価解析において有効性が確認されている注水流量として114 m3/h以上が必要

である。 

また，重大事故等対策の有効性評価においては使用しないものの，設置許

可基準規則 54条で要求される燃料プール代替注水系（常設配管）及び可搬

型スプレイ設備（燃料プールスプレイ系）としての使用を考慮し，燃料プー

ル代替注水系（常設配管）として 114 m3/h以上，燃料プールスプレイ系とし

て 126 m3/h 以上が必要である。 

燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管）及

び燃料プールスプレイ系は，同時使用することはないため，燃料プール代替

注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管）又は燃料プールスプ

レイ系の流量として 126 m3/h以上が必要である。 

 

ⅲ. 復水貯蔵タンクへの補給 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードに係る有効性評価解析に

おいて有効性が確認されている注水流量として 150 m3/h 以上が必要である。 

 

また，重大事故等対策の有効性評価においては使用しないものの，以下ⅳ～

ⅵに示す各系統へ注水設備及び水の供給設備として必要な流量を考慮する。 

 

ⅳ. 低圧代替注水系（可搬型） 

重大事故等対策の有効性評価において，本設備に期待するのは更なる安全

性向上のためのバックアップとして待機する場合である。本設備の容量は，

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器破

損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「全交流動力電源喪

失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA 時注水機能喪失」及び「雰囲気圧力・温

度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価解析にお

いて，有効性が確認されている原子炉圧力容器への注水流量として 120 m3/h

以上が必要である。 

また，炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループのうち，

「高圧・低圧注水機能喪失」に係る有効性評価解析において，有効性が確認

されている原子炉圧力容器への注水流量として 145 m3/h 以上が必要である。 

 

上記より，低圧代替注水系（可搬型）として必要な流量は 145 m3/h以上で

ある。 
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ⅴ. 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

重大事故等対策の有効性評価において，本設備に期待するのは更なる安全

性向上のためのバックアップとして待機する場合である。 

(ⅰ) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0 時に原子炉格納容

器下部へ事前水張りする場合 

本設備の容量は，運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，

「溶融炉心・コンクリート相互作用」に係る有効性評価解析において，有

効性が確認されている原子炉格納容器下部への注水流量として 50 m3/h以

上が必要である。 

(ⅱ) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水 

本設備の容量は，運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，

「溶融炉心・コンクリート相互作用」に係る有効性評価解析において，有

効性が確認されている溶融炉心の冷却時の注水流量として 35 m3/h以上が

必要である。 

 

上記より，原子炉格納容器下部注水系（可搬型）として必要な流量は 50 m3/h

以上である。 

 

ⅵ. 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

設計において考慮した原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置内

の水の蒸発量を考慮し 10 m3/h以上が必要である。 

 

上記ⅰ～ⅵは，全ての系統を同時に使用することはないものの，保守的に全

ての系統を同時使用した場合を考慮し，これらを足し合わせた流量（569 m3/h

以上）を 1台で確保可能な設計とする。 

したがって，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の必要となる容量は 1基当たり

1台となる。 
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図 4 有効性評価における大容量送水ポンプ（タイプⅠ）への要求 

 

(b) 除熱設備としての要求 

原子炉補機代替冷却水系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）に必要な

容量は，原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系の運転を行う場合に除

熱効果が確認されている熱交換容量 16.0MW 又は原子炉補機代替冷却水系を用

いた代替循環冷却系の運転を行う場合に除熱効果が確認されている熱交換容

量 14.7kW と同時に，重大事故等時における燃料プール冷却浄化系による使用

済燃料プールの除熱に必要な熱交換容量 2.29MW 並びに格納容器内雰囲気水素

濃度及び格納容器内雰囲気酸素濃度のサンプリング装置の冷却に必要な熱交

換容量 0.001MW を除熱可能な容量として 20.0MW を，原子炉補機代替冷却水系

の熱交換器ユニットの熱交換器を介して除熱するために必要な流量 892m3/hに，

海水ストレーナに必要な流量約 300m3/h を考慮した 1,200m3/h 以上であり，こ

れを 1台で確保可能な設計とする。 

したがって，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の必要となる容量は 1基当たり

1台となる。 

 

上記より，本設備の「注水設備及び水の供給設備」及び「除熱設備」としての

同時使用を考慮し，本設備の必要容量は 1基当たり 2台となる。 

 

b. 設置許可基準規則における要求 

(a) 注水設備及び水の供給設備としての要求 

設置許可基準規則第三章（重大事故等対処施設）において，代替注水等設備

を要求しているのは表 2に示す 8条文である。 

 

 

 

・原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

・燃料プール代替注水系（可搬型） 

（燃料プール代替注水系（常設配管）） 

（燃料プールスプレイ系） 

・復水貯蔵タンクへの補給 

（低圧代替注水系（可搬型）） 

（原子炉格納容器下部注水系（可搬型）） 

（原子炉格納容器フィルタベント系フ

ィルタ装置への補給） 

【注水設備及び水の供給設備】 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）  

・原子炉補機代替冷却水系 

【除熱設備】 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 
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表 2 代替注水等設備を要求している条文 

条文 要求事項 

47条 可搬型低圧代替注水設備 

48条 格納容器圧力逃がし装置の給水設備（常設又は可搬型） 

49条 格納容器スプレイ代替注水設備（常設又は可搬型） 

50条 格納容器圧力逃がし装置の給水設備（常設又は可搬型） 

51条 原子炉格納容器下部注水設備（常設又は可搬型） 

52条 格納容器圧力逃がし装置の給水設備（常設又は可搬型） 

54条 使用済燃料プールへの可搬型代替注水設備，可搬型スプレイ設備 

56条 水源からの供給設備（常設又は可搬型） 

  

このうち，可搬型代替注水等設備を必須のものとして要求している条文は 47

条，54条である。 

これらの条文に要求される機能は，低圧代替注水系（可搬型），燃料プール

代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型）及び燃料プールス

プレイ系であり，前述のとおり 1台で必要容量を満足する設計としている。 

 

図 5 条文ごとの注水又は補給対象 

 

(b) 除熱設備としての要求 

設置許可基準規則第三章（重大事故等対処施設）において，代替除熱設備を

要求しているのは表 3に示す 3条文である。 

 

表 3 代替除熱設備を要求している条文 

条文 要求事項 

48条 炉心損傷前において，残留熱除去系が使用可能な場合，使用不可能な

場合の代替除熱設備（所内車載代替の最終ヒートシンクシステムなど） 

50条 炉心損傷後において，格納容器の圧力及び温度を低下させるための代

替除熱設備（格納容器圧力逃がし装置など） 

54条 使用済燃料貯蔵槽の冷却設備（常設又は可搬型） 

 

 

・低圧代替注水系（可搬型） 

47 条 
 

・燃料プール代替注水系（常設配管） 

 又は燃料プール代替注水系（可搬型） 

・燃料プールスプレイ系 

54条 
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このうち，可搬型の代替除熱設備を必須のものとして要求している条文は 48

条である。 

48条の可搬型代替除熱設備に期待する場合は，海水を用いた除熱機能が喪失

している状態である。このための必要容量は 1 基当たり 1 台である。 

 

したがって，設置許可基準規則において要求される本設備の必要容量は，本設

備の注水・スプレイ設備及び除熱設備の同時使用を考慮し，1 基当たり 2 台とな

る。 

 

以上の「有効性評価における必要容量」及び「設置許可基準規則における必要容

量」から，必要となる容量は 1基当たり 2台となる。 

本設備は「2n+α」の対象施設であり，2セットを準備する必要があるため，1基

当たりの必要容量は 2台×2セット＝4台となる。 

 

(3) 熱交換器ユニット 

原子炉補機代替冷却水系に使用する熱交換器ユニットは，原子炉建屋の外側若し

くは建屋内に設置した接続口を通じて原子炉建屋内の残留熱除去系熱交換器及び

燃料プール冷却浄化系熱交換器との間で淡水を循環させるとともに，大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）により取水した海水を使用して除熱を行うための可搬型重大事故

等対処設備であり，重大事故の防止及び影響緩和の観点から故障時の影響が大きい

重要な設備であることから，1.(1)に示す「2n+α」の対象施設と考える。本設備の

台数を表 5(1)に示す。 

 

a. 有効性評価における要求 

重大事故等対策の有効性評価において，本設備が担う機能を要求するのは，海

水を用いた除熱機能が喪失している状態である。このとき，本設備は 1基当たり

1台が必要となる。 

したがって，重大事故等対策の有効性評価において想定しているプラント状態

を考慮した上での必要となる熱交換器ユニットの必要容量は 1基当たり１台とな

る。 

 

b. 設置許可基準規則における要求 

設置許可基準規則第三章（重大事故等対処施設）において，代替除熱設備を要

求しているのは表 3に示す 2条文である。 

 

このうち，可搬型の代替除熱設備を必須のものとして要求している条文は 48

条である。 

48条の可搬型代替除熱設備に期待する場合は，海水を用いた除熱機能が喪失し
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ている状態である。このための必要容量は 1基当たり 1台である。 

 

したがって，設置許可基準規則において要求される本設備の必要容量は 1基当

たり 1台となる。 

 

以上の「有効性評価における必要容量」及び「設置許可基準規則における必要容

量」から，必要となる容量は原子炉圧力容器・原子炉格納容器と使用済燃料プール

の除熱を同時に行うことができる 1基当たり 1台となる。 

また，本設備は「2n+α」の対象施設であり，2セットを準備する必要があるため，

1基当たりの必要容量は，1台×2セット＝2台となる。 

 

(4) 高圧窒素ガスボンベ 

高圧窒素ガスボンベは，負荷に直接接続する可搬型重大事故等対処設備であり，

1.(2)に示す「n+α」の対象施設と考える。本設備の台数を表 5(2)に示す。 

 

a. 有効性評価における要求 

重大事故等対策の有効性評価において，本設備が担う機能を要求するのは，減

圧機能を有する主蒸気逃がし安全弁の作動機能が喪失している状態である。初期

対応としてこのような状態になった場合，高圧注水機能が健全であれば早期の対

応は不要であるが，高圧注水機能が機能喪失している状態が重畳した場合におい

ては早期に機能回復させ，減圧・低圧注水を行う必要がある。しかしながら，早

期機能回復は困難であることから，減圧機能の多重性・頑健性確保による機能喪

失回避が必須である。したがって，減圧機能の維持において，本設備に期待する。 

このとき，本設備は高圧窒素ガス供給系（非常用）に接続して使用し，1 基当

たり 6本（8本を接続して使用）が必要となる。 

したがって，重大事故等対策の有効性評価において想定しているプラント状態

を考慮した上での必要となる高圧窒素ガスボンベの必要容量は 1基当たり 8本と

なる。 

 

b. 設置許可基準規則における要求 

設置許可基準規則第三章（重大事故等対処施設）において，高圧窒素ガスボン

ベを要求しているのは表 4に示す 2条文である。 

 

表 4 高圧窒素ガスボンベを要求している条文 

条文 要求事項 

45条 弁操作用の可搬型代替直流電源設備又は代替ボンベ設備 

46条 減圧弁操作用の可搬型コンプレッサー又は代替ボンベ設備 
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このうち，可搬型の代替ボンベ設備を必須のものとして要求している条文は 46

条である。 

46条の高圧窒素ガスボンベに期待する場合は，減圧用の逃がし安全弁操作用のガ

スが喪失している状態である。上述のとおり，初期対応として期待する設備ではな

いことから，条文上要求されているものではあるが，更なる安全性向上のためのバ

ックアップという位置付けとなる。このとき，1基当たり 8本が必要となる。 

また，原子炉格納容器の圧力が原子炉格納容器の設計圧力を超えて上昇する可能

性がある場合の主蒸気逃がし安全弁に対する背圧対策のため，代替高圧窒素ガス供

給系に接続して使用する場合に 1基当たり 3本使用する。 

したがって，設置許可基準規則において要求される高圧窒素ガスボンベの必要容

量は，有効性評価における要求 8 本に加え背圧対策 3 本を考慮し 1 基当たり 11 本

となる。 

 

以上の「有効性評価における必要容量」及び「設置許可基準規則における必要容

量」から，必要となる容量は 1基当たり 11本となる。 

本設備は「n+α」の対象施設であり，1セットを準備することが必要であるため，

1基当たりの必要容量は 11本となる。 
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3. 可搬型重大事故等対処設備の予備数の考え方について 

 

(1) 電源車 

電源車については，2.(1)のとおり，必要となる容量は 1 基当たり 3 台であり，

このうち 2台が「2n+α」の対象施設となることから，5台が必要容量となる。これ

に加えて，故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップを

発電所全体で確保する。 

本設備は，2台以上同時に保守点検することのないよう運用することとした上で，

故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップとして，1 台

を確保する。 

以上から，合計で 6台保有する。 

 

(2) 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）については，2.(2)のとおり，必要となる容量は 1

基当たり 2台であり，「2n+α」の対象施設となることから，4台が必要容量となる。

これに加えて，故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバックアッ

プを発電所全体で確保する。 

本設備は，2台以上同時に保守点検することのないよう運用することとした上で，

故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップとして，1 台

を確保する。 

 

以上から，合計で 5台確保する。 

 

(3) 熱交換器ユニット 

熱交換器ユニットについては，2.(4)のとおり，必要となる容量は 1 基当たり 1

台である。本設備は原子炉圧力容器・原子炉格納容器と使用済燃料プールの除熱を

同時に行うことができる容量を有するものである。 

「2n+α」の対象施設となることから，2台が必要容量となる。これに加えて，故

障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップを発電所全体

で確保する。 

本設備は，2台以上同時に保守点検することのないよう運用することとした上で，

故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップとして，1 台

を確保する。 

 

以上から，合計で 3台確保する。 

 

(4) 高圧窒素ガスボンベ 

高圧窒素ガスボンベについては，2.(5)のとおり，必要となる容量は 1 基当たり
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11 本であり，「n+α」の対象施設となることから，１セットを準備することが要求

となるため，11本が必要容量となる。 

この本数に加えて，故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバッ

クアップを発電所全体で確保する。 

本設備は，高い信頼度を有する設備である。したがって，1 基当たり最大で 11

本同時に保守点検を実施する運用としたうえで，故障時のバックアップ及び保守点

検による待機除外時のバックアップとして，1基当たり 11本を確保する。 

以上から，合計で 1基当たり 22本を保有する。 

 

4. その他の可搬型重大事故等対処設備の台数について 

その他の設備については，原子炉建屋の外側から水・電力を供給するものではな

く，かつ負荷に直接接続する可搬型直流電源設備でもないことから，1.(3)に示す「n」

の対象施設と考える。本設備の台数及び必要容量を表 5(3)に示す。 

本設備は「n」の対象施設となることから，設置許可基準規則 43 条 3 項 1 号に定

められる「十分に余裕のある容量を有する」ための予備台数を確保する。 

また，がれき等によってアクセスルートの確保が困難となった場合に備えて配備

しているブルドーザの配備数を表 6に示す。 
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共 4-16 

表 5 主要可搬型設備 

 

(1) 「2n+α」の可搬型設備 

設備名 配備数 
必要 

容量 
予備 

保管場所 

備考 
第 1 第 2 第 3 第 4 

緊急時 

対策建屋 

電源車 5台 
2台 

(2n=4) 
1台 － 2台 2台 1台 － 

・可搬型代替交流電源設備 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台（緊急時対策所用代替

交流電源設備として使用す

る電源車の予備と兼用） 

ケーブル（1組：25m） 5組 
2組 

(2n=4) 
1組 － 2組 2組 1組 － 

・可搬型代替交流電源設備 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1組（緊急時対策所用代替

交流電源設備として使用す

るケーブルの予備と兼用） 

大容量送水ポンプ

（タイプⅠ） 
5台 

2台 

(2n=4) 
1台 1台 1台 2台 1台 － 

・注水設備及び除熱設備（必要

容量それぞれ 1台ずつ） 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 

注水用ヘッダ 3台 
1台 

(2n=2) 
1台 － 1台 1台 1台 － 

・注水設備 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 

ホース 

（1組：約 1730m） 

・300A：約 1610m 

・150A：約 120m 

2組 

及びホ

ース長

ごと 1

本 

1組 

(2n=2) 
ホー

ス長

ごと 

1本 

－ 1組 1組 

ホース

長ごと 

1本 

－ 

・注水設備 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ ホース長ごと 1本 

ホース 

（1組：300A, 

約 1810m） 

2組 

及びホ

ース長

ごと 1

本 

1組 

(2n=2) 
1組 － 1組 － 

・除熱設備（熱交換器ユニット

海水側用） 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ ホース長ごと 1本 

ホース 

（1組：約 233m） 

・150A：約 230m 

・ 65A：約 3m 

2組 

及びホ

ース長

ごと 1

本 

1組 

(2n=2) 

ホー

ス長

ごと 

1本 

原子炉建屋内に 2組及びホース長ごと 1本 

（“1組”と“1組及びホース長ごと 1本”で分散 

保管） 

・使用済燃料プールの注水・ス

プレイ（原子炉建屋内敷設

用） 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ ホース長ごと 1本 

ホース延長回収車 5台 
2台 

(2n=4) 
1台 － 2台 2台 1台 － 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 

熱交換器ユニット 3台 
1台 

(2n=2) 
1台 1台 － 1台 1台 － 

・除熱設備 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 

ホース 

（1組：約 74m） 

・200A：約 20m 

・300A：約 54m 

2組 

及びホ

ース長

ごと 1

本 

1組 

(2n=2) 

ホー

ス長

ごと 

1本 

1組 － 1組 

ホース

長ごと 

1本 

－ 

・除熱設備（熱交換器ユニット

淡水側用） 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ ホース長ごと 1本 

*各設備の保管場所・数量については，今後の検討結果等により変更となる可能性がある。 

  

76
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(2) 「n+α」の可搬型設備 

設備名 配備数 
必要 

容量 
予備 

保管場所 

備考 
第 1 第 2 第 3 第 4 

緊急時 

対策建屋 

高圧窒素ガスボンベ 22本 11本 11本 
原子炉建屋内に 22本 

（11本と 11本で分散保管） 

・故障時バックアップ及び保

守点検待機除外時バック

アップ 11本 

*各設備の保管場所・数量については，今後の検討結果等により変更となる可能性がある。 
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(3) 「n」の可搬型設備 

設備名 配備数 
必要 

容量 
予備 

保管場所 

備考 
第 1 第 2 第 3 第 4 

緊急時 

対策建屋 

可搬型窒素ガス 

供給装置 
2台 1台 1台 1台 － － 1台 － 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 ホース（1組：50A, 約

110m） 

1組 

及びホ

ース長

ごと 1

本 

1組 

ホー

ス長

ごと 

1本 

1組 － － 

ホース

長ごと

1本 

－ 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅡ） 
3台 2台 1台 1台 1台 － 1台 － 

・放水設備及び水の移送設備

（代替淡水源（淡水貯水槽

（ No.1）及び淡水貯水槽

（No.2））補給）（必要容量そ

れぞれ 1台ずつ） 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 

放水砲 2台 1台 1台 1台 － － 1台 － 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 

泡消火薬剤混合装置 2台 1台 1台 1台 － － 1台 － 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 

ホース（1組：300A, 

約 1590m） 

1組 

及びホ

ース長

ごと 

1本 

1組 

ホー

ス長

ごと 

1本 

1組 － － 

ホース

長ごと

1本 

－ 

・放水設備 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ ホース長ごと 1本 

ホース（1組：300A,  

約 1700m） 

1組 

及びホ

ース長

ごと 

1本 

1組 

ホー

ス長

ごと 

1本 

－ 1組 － － 

・水の移送設備（代替淡水源（淡

水貯水槽（No.1）及び淡水貯

水槽（No.2））補給） 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ ホース長ごと 1本 

放射性物質吸着材 100個 47個 53個 50個 － － 50個 － 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 53個 

シルトフェンス 

（南側幹線排水路

側） 

3本 2本 1本 2本 － － 1本 － 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1本 

シルトフェンス（2・

3号炉放水口側） 
5本 4本 1本 4本 － － 1本 － 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1本 

タンクローリ 3台 2台 1台 － 1台 1台 1台 － 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 

可搬型 

モニタリングポスト 
11台 9台 2台 2台 6台 － 2台 1台 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 2台 

小型船舶 2隻 1隻 1隻 1隻 － － 1隻 － 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 

代替気象観測設備 2台 1台 1台 － 1台 － 1台 － 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 

中央制御室待避所加

圧設備 

（空気ボンベ） 

80本 40本 40本 制御建屋 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台 
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設備名 配備数 
必要 

容量 
予備 

保管場所 

備考 
第 1 第 2 第 3 第 4 

緊急時 

対策建屋 

緊急時対策所加圧設

備（空気ボンベ） 
540本 415 本 

125

本 
－ － － － 540本 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 125本 

電源車 2台 1台 1台 － － － 1台 1台 

・緊急時対策所用代替交流電源

設備 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1台（可搬型代替交流電源

設備として使用する電源車

の予備と兼用） 

ケーブル（1組：25m） 2組 1組 1組 － － － 1組 1組 

・緊急時対策所用代替交流電源

設備 

・故障時バックアップ及び保守

点検待機除外時バックアッ

プ 1組（可搬型代替交流電源

設備として使用するケーブ

ルの予備と兼用） 

*各設備の保管場所・数量については，今後の検討結果等により変更となる可能性がある。 

 

表 6 アクセスルート確保のための可搬型設備 

設備名 配備数 
必要 

容量 
予備 

保管場所 

備考 
第 1 第 2 第 3 第 4 

緊急時 

対策建屋 

ブルドーザ 2台 1台 1台 1台 － － 1台 － 

・故障時バックアップ及び保 

守点検待機除外時バックア

ップ 1台 

*各設備の保管場所・数量については，今後の検討結果等により変更となる可能性がある。 
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別紙 1-1 

 

 

別紙 1 ホース延長回収車の位置付けについて 

 

女川原子力発電所２号炉においては，可搬型重大事故等対処設備の運搬にあたって

ホース延長回収車を使用する。ホース延長回収車の位置付けについて，以下に示す。 

 

1. ホース延長回収車の設置許可基準規則における位置付け 

 ホース延長回収車はホース運搬・設置作業及び注水用ヘッダの運搬・設置作業に

用いることとしており，それを踏まえた作業の所要時間を算出し，以下の有効性を

評価している。 

・[48条，50条]原子炉補機代替冷却水系 

・[49条]原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

・[54条]燃料プール代替注水系（可搬型） 

・[56条]復水貯蔵タンクへの補給 

 

また，以下の系統におけるホース，放水砲等の運搬・設置においても使用する。 

・[47条]低圧代替注水系（可搬型） 

・[48条，50条，52条]原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

・[51条]原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

・[54条]燃料プール代替注水系（常設配管） 

燃料プールスプレイ系 

・[55条]放水設備 

・[56条]水の供給設備 

 

上記を踏まえ，ホース延長回収車は重大事故等対処設備と位置付ける。 

 

2. ホース延長回収車の配備数の考え方 

ホース延長回収車は，原子炉建屋の外側から水を供給する可搬型重大事故等対処

設備の運搬・設置時に使用する設備であることから，「2n+α」の対象施設とする。 

ホース延長回収車については，必要となる容量は 1基当たり 2 台であり，「2n+α」

の対象施設となることから，4台が必要容量となる。これに加えて，故障時のバック

アップ及び保守点検による待機除外時のバックアップを発電所全体で確保する。 

本設備は，2 台以上同時に保守点検することのないよう運用することとした上で，

故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップとして，1台を

確保する。 
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別紙 2-1 

 

 

別紙 2 女川原子力発電所２号炉 可搬型重大事故等対処設備（車両型）の必要容量，予備数及び保有数 

 

設備 容量 必要容量の考え方 要求数 必要容量 ｎ1 必要容量 ｎ2 予備 +α 

可搬型代替交流 

電源設備 

電源車 340 kW/台 

ガスタービン発電機が使用不能の場合，復水移送ポンプを

使用した低圧代替注水系（常設）にて炉心の冠水を実施す

るために必要な最大負荷約 645kW以上を有する。また，可

搬型代替直流電源設備として，最大負荷約 284kW以上を有

する。 

２ｎ＋α（ｎ＝２） 
必要容量を２台で確保  

電源車 ２台 
 

電源車 ２台 

 
電源車 １台 

緊急時対策所用 

代替交流電源設備 

ガスタービン発電機が使用不能の場合，緊急時対策所に必

要な最大負荷約 338kW以上を有する。 
ｎ（ｎ＝１） 

必要容量を１台で確保  
電源車 １台 

－ 

注水設備 

水の供給設備 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 
1440 m3/h/台 

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレ

イ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プ

ール代替注水系（常設配管）又は燃料プール代替注水系（可

搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタ

ベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの

補給」の各系統に必要な最大流量の合計 569m3/h以上を有

する。 

２ｎ＋α（ｎ＝１） 
必要容量を１台で確保  

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）１台 
 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）１台 

 
大容量送水ポンプ（タイプⅠ）１台 

除熱設備 

原子炉補機代替冷却水系として熱交換器ユニットの熱交

換器を介して除熱するために必要な容量 1200m3/h 以上を

有する。 

２ｎ＋α（ｎ＝１） 
必要容量を１台で確保  

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）１台 
 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）１台 

注水設備 

除熱設備，放水設備 

水の供給設備 

ホース延長回収車 － 
注水用ヘッダ，ホース等の運搬・設置を行うのに必要な容

量を有する。 
２ｎ＋α（ｎ＝２） 
必要容量を２台で確保   

ホース延長回収車 ２台 
  

ホース延長回収車 ２台 
 

ホース延長回収車 １台 

除熱設備 熱交換器ユニット 20.0 MW/台 

原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系による除

熱又は代替循環冷却系による除熱と同時に，重大事故等時

における燃料プール冷却浄化系による使用済燃料プール

の除熱に必要な容量 20.0MWを有する。 

２ｎ＋α（ｎ＝１） 
必要容量を１台で確保  

熱交換器ユニット １台 
 

熱交換器ユニット １台 
 

熱交換器ユニット １台 

窒素供給設備 可搬型窒素ガス供給装置 
220 m3/h/台

[normal] 

格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格

納容器過圧・過温破損）」における評価事故シーケンス「大

破断LOCA＋HPCS失敗＋低圧ECCS失敗＋全交流動力電源喪

失」時における水素発生量及び酸素発生量に対して，原子

炉格納容器内の水素濃度を可燃限界(4%)未満に維持する

のに必要な容量 110m3/h[normal]以上を有する。 

ｎ（ｎ＝１） 
必要容量を１台で確保  

可搬型窒素ガス供給装置 １台 

－  
可搬型窒素ガス供給装置 １台 

放水設備 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅡ） 
1800 m3/h/台 

放水設備（大気への拡散抑制設備）又は放水設備（泡消火

設備）として必要な容量 1200m3/h以上を有する。 
ｎ（ｎ＝１） 

必要容量を１台で確保  
大容量送水ポンプ（タイプⅡ）１台 

－ 

 
大容量送水ポンプ（タイプⅡ）１台 

水の供給設備 
注水・スプレイ設備に必要な容量を補給可能な容量 569 

m3/h以上を有する。 
ｎ（ｎ＝１） 

必要容量を１台で確保  
大容量送水ポンプ（タイプⅡ）１台 

－ 

燃料補給設備 タンクローリ 4.0 kL/台 

5時間に 1回，熱交換器ユニット 1台及び大容量送水ポン

プ（タイプⅠ）2 台に燃料補給を行い，さらに 2 時間に 1

回，電源車 1 台に燃料補給を行うのに必要な容量を有す

る。 

ｎ（ｎ＝２） 
必要容量を２台で確保  

タンクローリ ２台 

－  
タンクローリ １台 

アクセスルート確保 ブルドーザ － 
アクセスルート仮復旧作業（がれき撤去作業）を行うのに

必要な容量を有する。 
ｎ（ｎ＝１） 

必要容量を１台で確保  
ブルドーザ １台 

－ 
 

ブルドーザ １台 
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45条 

45-1  SA設備基準適合性一覧表 

45-2  単線結線図 

45-3  配置図 

45-4  系統図 

45-5  試験及び検査 

45-6  容量設定根拠 
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45-1 

SA設備基準適合性一覧表 
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45-1-1 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 淡水だけでなく海水も使用 Ⅱ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作，現場操作（弁操作） Ａ，Bf

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 十分な強度をもたせ，タービンが破損により飛散しない Ｂａ,Ｂｂ

 関連資料

現場操作（設置場所で操作可能），中央制御室操作 Ａａ，Ｂ

重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの Ａ

（共用しない設備） －

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備有り）－屋内 Ａａ

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

45-3 配置図，45-4 系統図

第４５条：原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発
電用原子炉を冷却するための設備

45-2 単線結線図，45-3 配置図，45-4 系統図，45-7 その他設備

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

－

45-3 配置図，45-4 系統図

45-4 系統図

45-3 配置図，45－4 系統図，45－7 その他設備

45-3 配置図

45-6 容量設定根拠

45-5 試験及び検査

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

高圧代替注水系ポンプ 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
４
号

 切り替え性

 関連資料

第
５
号

第
２
号

 操作性

 関連資料

 関連資料
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45-1-2 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 十分な強度をもたせ，タービンが破損により飛散しない Ｂａ,Ｂｂ

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分
（DB施設と同仕様の容量で設計）

Ｂ

（共用しない設備） －

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

　対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

－

第
２
号

 操作性

 関連資料 －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料 －

第
４
号

 切り替え性

 関連資料

第４５条：原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発
電用原子炉を冷却するための設備

原子炉隔離時冷却系ポンプ
（設計基準拡張）

類型化区分

－

第
５
号

悪
影
響
防
止 －

第
６
号

 設置場所

 関連資料 －

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料 －

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止 －
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45-1-3 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替不要 Ａ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外（その他設備） 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分
（DB施設と同仕様の容量で設計）

Ｂ

（共用しない設備） －

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

　対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

－

第
２
号

 操作性

 関連資料 －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料 －

第
４
号

 切り替え性

 関連資料

第４５条：原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発
電用原子炉を冷却するための設備

高圧炉心スプレイ系ポンプ
（設計基準拡張）

類型化区分

－

第
５
号

悪
影
響
防
止 －

第
６
号

 設置場所

 関連資料 －

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料 －

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止 －
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45-2 

単線結線図 
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45-2-1 

 

図 45-2-1 高圧代替注水系に係る単線結線図 
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45-2-2 

 

図 45-2-2 ほう酸水注入系による進展抑制に係る単線結線図 
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45-3 

配置図

   ：設計基準対象施設 

   ：重大事故等対処設備 
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45-3-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 45-3-1 配置図（原子炉建屋     ） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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45-3-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 45-3-2 配置図（原子炉建屋     ） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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45-3-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 45-3-3 配置図（原子炉建屋     ）

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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45-3-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 45-3-4 配置図（中央制御室（制御建屋     ））

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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45-4 

系統図 
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45-4-1 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

①  HPAC注入弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

手動操作 原子炉建屋 

（原子炉建屋原子炉棟内） 

 

②  HPACタービン止め弁 全閉→全開 

全開→全閉 

スイッチ操作 中央制御室  

手動操作 原子炉建屋 

（原子炉建屋原子炉棟内） 

 

③  RCIC 蒸気供給ライン分

離弁 

全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

手動操作 原子炉建屋 

（原子炉建屋原子炉棟内） 

 

④  FPMUWポンプ吸込弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

手動操作 原子炉建屋 

（原子炉建屋原子炉棟内） 

 

 

 

 
 

図 45-4-1 高圧代替注水系 系統概要図 
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接続マンホール

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ＊２

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）＊２へ＊１

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ＊１

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

＊1：同時使用は考慮しない
＊2：自主対策設備
＊3：海を水源とした補給は行わない

MO

直流駆動低圧注水ポンプ

MO

MO

①

④
MO

②

MO

③
MO

MUWC HPCS

HPCS HPAC

RCIC HPAC

M
S

R
CI
C

C
UW

F
DWHPAC CUW

FPMUW HPCS

RCIC HPAC

原子炉建屋

凡例
：常設配管 ：ホース

赤線 ：蒸気系 青線 ：注水系
太線 ：高圧代替注水系で使用する箇所

：重大事故等時に操作する弁

HPAC：高圧代替注水系
MS ：主蒸気系
RCIC：原子炉隔離時冷却系
MUWC：補給水系

HPCS ：高圧炉心スプレイ系
FPMUW：燃料プール補給水系
CUW  ：原子炉冷却材浄化系
FDW  ：復水給水系

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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45-5 

試験及び検査 
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45-5-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 45-5-1 構造図（高圧代替注水系ポンプ） 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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45-5-2 

 

図 45-5-2 運転性能系統図 
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45-6 

容量設定根拠
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45-6-1 

名   称 高圧代替注水系ポンプ 

容量 m3/h/個 90.8以上（注 1），（90.8（注 2）） 

全揚程 m 845以上（注 1），（882（注 2）） 

1） 

 

 

 

最高使用圧力 MPa[gage] 

 

吸込側 1.37 ／ 吐出側 14.0 

最高使用温度 ℃ 66 

機器仕様に関する注記 
注 1：要求値を示す 

注 2：公称値を示す 

【設 定 根 拠】 

高圧代替注水系ポンプは，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態であって，設

計基準対象施設である原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系が有する発電用

原子炉の冷却機能が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷を防止するため，以

下の対策及び設備を設ける。 

高圧代替注水系は，全交流動力電源喪失・常設直流電源系統喪失した場合でも，高

圧注水が必要な期間にわたって運転継続が可能な設計とする。 

高圧代替注水系ポンプは，原子炉蒸気で駆動可能な蒸気タービン駆動ポンプとし，

重大事故等対処設備として１個設置する。 

 

１．容量 

高圧代替注水系ポンプの容量は， 炉心損傷防止対策の有効性評価に関する事故シ

ーケンスグループのうち，「全交流動力電源喪失（TBU事故シーケンス及びTBD事故シ

ーケンス）」並びに「LOCA時注水機能喪失」に係る有効性評価解析において有効性が

確認されている原子炉圧力容器への注水流量である90.8m3/h以上とし，同じく高圧注

水系である原子炉隔離時冷却系注水流量に合わせて90.8m3/hを公称値とする。 

 

２．全揚程 

高圧代替注水系は，注水先である原子炉圧力容器と水源である水源の圧力差が

7.86MPaのときに原子炉圧力容器に90.8m3/h以上の注水ができるように設計する。 

①  原子炉圧力容器と復水貯蔵タンクの圧力差 ：  

②  静水頭                 ：  

③  配管・機器及び弁類の圧力損失      ：  

④  ①～③の合計              ：  

 

 上記を考慮し，高圧代替注水系ポンプの全揚程の要求値は845m以上とし，原子

炉隔離時冷却系ポンプに合わせて公称値は882mとする。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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45-6-2 

３．最高使用圧力 

 (1) ポンプ吸込側 

ポンプ吸込側の最高使用圧力は，接続する高圧炉心スプレイ系配管の最高使用圧

力に合わせ，1.37MPaとする。 

 

(2) ポンプ吐出側 

ポンプ吐出側の最高使用圧力は，下記を考慮する。 

①  復水貯蔵タンクの圧力          ：  

②  静水頭                 ：  

③  締切揚程                ：  

④  ①～③の合計              ： 

 

高圧代替注水系ポンプの最高使用圧力は④を上回る値とし，オーバースピード

を考慮し，14.0MPa[gage]とする。 

 

４．最高使用温度 

  高圧代替注水系ポンプの最高使用温度は，接続する高圧炉心スプレイ系配管の最

高使用温度66℃に合わせて66℃とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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45-7 

高圧代替注水系について
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45-7-1 

 

1.  高圧代替注水系 

   高圧代替注水系（HPAC）の系統図を 45-4，単線結線図を 45-2 に示す。高圧代

替注水系は，設計基準対象施設である高圧炉心スプレイ系及び原子炉隔離時冷却

系が機能喪失した場合でも，高圧状態の原子炉圧力容器に注水可能な設計とする。

高圧代替注水系は，蒸気駆動タービン駆動ポンプ，配管・弁類及び計装設備から

なる。蒸気供給ラインは，原子炉隔離時冷却系の蒸気供給ラインから分岐し，排

気ラインは，原子炉隔離時冷却系の排気ラインに合流する。ポンプ吸込ラインは，

高圧炉心スプレイ系のポンプ吸込ラインから分岐し，ポンプ吐出ラインは，原子

炉冷却材浄化系に合流する。 

また，高圧代替注水系は，高圧炉心スプレイ系及び原子炉隔離時冷却系と位置

的分散を考慮し，お互いに異なった設置場所にポンプ，電源を設置する。 

高圧代替注水系は，全交流動力電源喪失した場合でも，所内常設蓄電式直流電

源設備からの給電により中央制御室から遠隔手動操作可能な設計とする。更に，

所内常設蓄電式直流電源設備が機能喪失した場合でも，常設代替直流電源設備又

は可搬型代替直流電源設備からの給電により中央制御室から遠隔手動操作可能

な設計とする。仮に，常設代替直流電源設備及び可搬型代替直流電源が機能喪失

し，中央制御室からの遠隔操作ができない場合であっても，高圧代替注水系の操

作に必要な弁を現場で人力により手動操作することにより，起動及び高圧注水が

必要な期間にわたって運転継続が可能な設計とする。 

なお，電源設備については，「3.14 電源設備（設置許可基準規則第 57 条に対

する設計方針を示す章）」，現場手動操作については，「実用発電用原子炉に係る

発電用原子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施する

ために必要な技術的能力に係る審査基準」への適合状況について（個別手順）の

「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順

等」に示す。 

また，高圧代替注水系ポンプの構造概要を図 45-7-1 に示す。高圧代替注水ポ

ンプはタービン及びポンプが一つのケーシングに収まる一体型ケーシング構造

であり，軸封部のない設計である。よって，原子炉隔離時冷却系と比較しグラン

ドシール装置が不要となり，そのための電源も不要である。また，高圧代替注水

ポンプの流量制御は,ポンプ吐出のベンチュリ圧力差により圧力ガバナピストン

が動作し，リンク機構を通じて蒸気加減弁の開度を調整する機械式ガバナにより

行う設計であり，電源は不要である。また，軸受箱に流入する水により軸受が自

己潤滑する方式であるため，潤滑油装置が不要な設計となっている。 

以上のことから，高圧代替注水ポンプの運転に電源は必須ではなく，系統の弁

操作のみで起動停止可能であり，起動時に HPAC 注入弁を開操作した後は，HPAC

タービン止め弁の開閉操作でポンプ起動停止操作が可能な設計となっている。 
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45-7-2 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 45-7-1 高圧代替注水系ポンプ 構造概要 

 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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45-7-3 

2. 高圧代替注水系ポンプの動翼構造について 

 高圧代替注水系ポンプ駆動用タービンは，単段式のタービンであり，タービ 

ン翼は一体鍛造品の円板から放電加工により翼型を削り出す方法で製造されてい

るものを適用することで，タービンが破損により飛散することがない設計とする。

図45-7-2にタービン構造を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 45-7-2 高圧代替注水系ポンプ駆動用タービンの構造 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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45-8 

その他設備 
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45-8-1 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に重大事故等の進展を抑制する技術的能力審

査基準へ適合するための手段として，ほう酸水注入系による進展抑制を整備する。 

 

原子炉隔離時冷却系，高圧炉心スプレイ系及び高圧代替注水系による原子炉圧力容

器への高圧注水により原子炉水位を維持できない場合には，ほう酸水注入系貯蔵タン

クを水源としてほう酸水注入系ポンプを用いて原子炉圧力容器への注水を実施する。 

 

 

 

 

図 45-8-1 ほう酸水注入系ポンプ（A）による進展抑制の概要図  

  

原子炉
圧力容器

ほう酸水注入系
貯蔵タンク

MO

MO

MO

ほう酸水注入系
テストタンク

封水，補給水

攪拌用空気

ほう酸水注入系
ポンプ（Ｂ）

ほう酸水注入系
ポンプ（Ａ）

原子炉格納容器内

凡例

：常設配管

太線 ：ほう酸水注入系による進展抑制で使用する箇所

赤線 ：ほう酸水注入系ポンプ（Ａ）を使用する場合

：重大事故等時に操作する弁

①

②

③

④

⑤
MO

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

①  SLCタンク出口弁(A) 全閉→全開 

スイッチ操作 

中央制御室 
ほう酸水注

入系ポンプ

(A)起動で一

括連動 

②  SLCタンク出口弁(B) 全閉→全開 中央制御室 

③  SLC注入電動弁(A) 全閉→全開 中央制御室 

④  SLC注入電動弁(B) 全閉→全開 中央制御室 

⑤  ほう酸水注入系ポンプ(A) 停止→起動 中央制御室 
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45-8-2 

 

 

 

 

図 45-8-2 ほう酸水注入系ポンプ（B）による進展抑制の概要図 

 

  

原子炉
圧力容器

ほう酸水注入系
貯蔵タンク

MO

MO

ほう酸水注入系
テストタンク

封水，補給水

攪拌用空気

ほう酸水注入系
ポンプ（Ｂ）

ほう酸水注入系
ポンプ（Ａ）

原子炉格納容器内

③

④
⑤

凡例

：常設配管

太線 ：ほう酸水注入系による進展抑制で使用する箇所

赤線 ：ほう酸水注入系ポンプ（Ｂ）を使用する場合

：重大事故等時に操作する弁

MO

①

②

MO

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

①  SLCタンク出口弁(A) 全閉→全開 

スイッチ操作 

中央制御室 
ほう酸水注

入系ポンプ

(B)起動で一

括連動 

②  SLCタンク出口弁(B) 全閉→全開 中央制御室 

③  SLC注入電動弁(A) 全閉→全開 中央制御室 

④  SLC注入電動弁(B) 全閉→全開 中央制御室 

⑤  ほう酸水注入系ポンプ(B) 停止→起動 中央制御室 
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45-8-3 

原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に重大事故等の進展を抑制する自主対策設

備として，以下を整備する。 

 

1. ほう酸水注入系による進展抑制（原子炉圧力容器へ注水する場合） 

発電用原子炉を冷却するための十分な注水量が確保できず，加えて純水補給水

系の耐震性が確保されていないが，原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時における

重大事故等の進展を抑制する手段として有効であるため，純水タンクを水源とし

て，ほう酸水注入系ポンプを用いて原子炉圧力容器への注水を実施する。 

 

※1：SLCタンク出口弁（A）,（B）の自動開信号を除外した後に起動する。 

 

図 45-8-3 ほう酸水注入系ポンプ（A）による進展抑制の概要図 

（原子炉圧力容器へ注水する場合） 

原子炉
圧力容器

ほう酸水注入系
貯蔵タンク

MO

MO

MO

MO

ほう酸水注入系
テストタンク

封水，補給水

攪拌用空気

ほう酸水注入系
ポンプ（Ｂ）

ほう酸水注入系
ポンプ（Ａ）

原子炉格納容器内

凡例

：常設配管

太線 ：自主対策設備で使用する箇所

赤線 ：ほう酸水注入系ポンプ（Ａ）を使用する場合

：重大事故等時に操作する弁

①

②

③

④

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

①  SLC封水入口弁バイパス弁 全閉→全開 手動操作 原子炉建屋 

    （原子炉

建屋原子炉棟内） 

 

②  SLC注入電動弁(A) 全閉→全開 

スイッチ操作 

中央制御室 ほう酸水注

入系ポンプ

(A)起動で一

括連動 

③  SLC注入電動弁(B) 全閉→全開 中央制御室 

④  ほう酸水注入系ポンプ(A)※1 停止→起動 中央制御室 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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45-8-4 

 

※1：SLCタンク出口弁（A）,（B）の自動開信号を除外した後に起動する。 

 

 

 

図 45-8-4 ほう酸水注入系ポンプ（B）による進展抑制の概要図 

（原子炉圧力容器へ注水する場合） 

原子炉
圧力容器

ほう酸水注入系
貯蔵タンク

MO

MO

ほう酸水注入系
テストタンク

封水，補給水

攪拌用空気

ほう酸水注入系
ポンプ（Ｂ）

ほう酸水注入系
ポンプ（Ａ）

原子炉格納容器内

凡例

：常設配管

太線 ：自主対策設備で使用する箇所

赤線 ：ほう酸水注入系ポンプ（Ｂ）を使用する場合

：重大事故等時に操作する弁

①

②

③
④

MO

MO

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

①  SLC封水入口弁バイパス弁 全閉→全開 手動操作 原子炉建屋 

    （原子

炉建屋原子炉

棟内） 

 

②  SLC注入電動弁(A) 全閉→全開 

スイッチ操作 

中央制御室 ほう酸水注

入系ポンプ

(B)起動で一

括連動 

③  SLC注入電動弁(B) 全閉→全開 中央制御室 

④  ほう酸水注入系ポンプ(B)※1 停止→起動 中央制御室 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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45-8-5 

2. 制御棒駆動水圧系による原子炉圧力容器への注水 

電用原子炉を冷却するための十分な注水量が確保できず，加えて耐震性が確保

されていないが，復水貯蔵タンクを水源として，制御棒駆動水ポンプを用いて原

子炉圧力容器への注水を実施する。 

 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

①  CRD流量調節弁（A）（又は（B）） 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

②  CRD駆動水圧力調整弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

③  制御棒駆動水ポンプ（A）（又は（B）） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室  

  

 

 

図 45-8-5 制御棒駆動水ポンプ（A）による原子炉圧力容器への注水の概要図 

  

原子炉
圧力容器

復水貯蔵タンク

制御棒駆動水
ポンプ（Ａ）

原子炉格納容器内

凡例

：常設配管

太線 ：自主対策設備で使用する箇所

赤線 ：制御棒駆動水ポンプ（A）を使用する場合

：重大事故等時に操作する弁

制御棒駆動水
ポンプ（Ｂ）

冷却水ライン

MO

復水系

リターンライン

原子炉冷却材浄化系

ＣＲＤ駆動水
圧力調整弁

MO

MO
ＣＲＤ流量調節弁（Ａ）

ＣＲＤ流量調節弁（Ｂ）

充填水ライン

駆動水
フィルタ（Ｂ）

駆動水
フィルタ（Ａ）

サクショ ン
フィルタ（Ｂ）

サクショ ン
フィルタ（Ａ）

①
②

原子炉補機冷却水系
による冷却

③

112



 

45-8-6 

 

図 45-8-6 制御棒駆動水ポンプ（B）による原子炉圧力容器への注水の概要図 

原子炉
圧力容器

復水貯蔵タンク

制御棒駆動水
ポンプ（Ａ）

原子炉格納容器内

凡例

：常設配管

太線 ：自主対策設備で使用する箇所

赤線 ：制御棒駆動水ポンプ（Ｂ）を使用する場合

：重大事故等時に操作する弁

制御棒駆動水
ポンプ（Ｂ）

冷却水ライン

MO

復水系

リターンライン

原子炉冷却材浄化系

ＣＲＤ駆動水
圧力調整弁

MO

MO
ＣＲＤ流量調節弁（Ａ）

ＣＲＤ流量調節弁（Ｂ）

充填水ライン

サクショ ン
フィルタ（Ｂ）

サクショ ン
フィルタ（Ａ）

①

②

駆動水
フィルタ（Ｂ）

駆動水
フィルタ（Ａ）

原子炉補機冷却水系
による冷却

③
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46条 

46-1  SA設備基準適合性一覧表 

46-2  単線結線図 

46-3  配置図 

46-4  系統図 

46-5  試験及び検査 

46-6  容量設定根拠 

46-7  接続図 

46-8  保管場所図 

46-9  アクセスルート図 

46-10 代替高圧窒素ガス供給系について 

46-11 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）について 

46-12 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）に関する健全性について 

46-13 主蒸気逃がし安全弁の遮熱板について 

46-14 その他設備 

46-15原子炉建屋ブローアウトパネル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置につい 

   て
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46-1 

SA設備基準適合性一覧表 
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46-1-1 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉格納容器内 Ａ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 46-3 配置図，46-4 系統図

中央制御室操作 Ａ

46-3 配置図

弁 Ｂ

46-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

46-4 系統図

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 46-3 配置図，46-4 系統図

中央制御室操作 Ｂ

46-3 配置図

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

46-6 容量設定根拠

（共用しない設備） －

－

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料 46-2 単線結線図，46-3 配置図，46-4 系統図

第４６条：原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する
ための設備

主蒸気逃がし安全弁 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

東芝配置図（ＰＤＦ）

からの持って来かたを

統一する必要あり。 
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46-1-2 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉格納容器内 Ａ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 46-3 配置図，46-4 系統図

操作不要 対象外

－

容器 Ｃ

46-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

46-4 系統図

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外（その他設備） 対象外

 関連資料 46-3 配置図，46-4 系統図

操作不要 対象外

－

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

46-6 容量設定根拠

（共用しない設備） －

－

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象外（サポート系なし） 対象外

 関連資料 46-3 配置図，46-4 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４６条：原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する
ための設備

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ
主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータ

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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46-1-3 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内
その他の建屋内

Ｂ
Ｃ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 46-3 配置図

操作不要 対象外

－

計測制御設備 Ｋ

46-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

46-4 系統図

 系統設計 その他 Ａｅ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

操作不要 対象外

－

重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの Ａ

46-6 容量設定根拠

（共用しない設備） 対象外

－

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備有り）－屋内 Ａａ

 サポート系故障 対象外（サポート系なし） 対象外

 関連資料

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

第４６条：原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する
ための設備

代替自動減圧回路
（代替自動減圧機能）

類型化区分

46-3 配置図，46-11 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）について
46-12 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）に関する健全性について

46-3 配置図，46-11 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）について

 設置場所

 関連資料

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止
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46-1-4 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

その他の建屋内 Ｃ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 46-3 配置図

現場操作（弁操作） Ｂｆ

46-3　配置図，46-4 系統図，46-7 接続図

容器 Ｃ

46-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

46－4 系統図

 系統設計 弁等の操作で系統構成 Ａａ

 その他（飛散物） 対象外（その他設備） 対象外

 関連資料 46－4 系統図

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

46-3　配置図，46-7　接続図

負荷に直接接続する設備 Ｂ

46-6 容量設定根拠

専用の接続 Ｄ

46-3 配置図,46-7 接続図

対象外 対象外

46-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

46-3 配置図,46-7 接続図

屋内（共通要因の考慮対象設備あり） Ａａ

46-3 配置図，46-8 保管場所図

屋内アクセスルートの確保 Ａ

46-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備あり）－屋内 Ａａ

サポート系要因 対象外（サポート系なし） 対象外

関連資料 46-3 配置図，46－4 系統図，46-7 接続図，46-8 保管場所図

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
３
項

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４６条：原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する
ための設備

高圧窒素ガスボンベ
（高圧窒素ガス供給系（非常用））

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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46-1-5 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

その他の建屋内 Ｃ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 46-3 配置図

現場操作（弁操作） Ｂｆ

46-3　配置図，46-4 系統図，46-7 接続図

容器 Ｃ

46-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

46－4 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外（その他設備） 対象外

 関連資料 46－4 系統図

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

46-3　配置図，46-7　接続図

負荷に直接接続する設備 Ｂ

46-6 容量設定根拠

専用の接続 Ｄ

46-3 配置図,46-7 接続図

対象外 対象外

46-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

46-3 配置図,46-7 接続図

屋内（共通要因の考慮対象設備あり） Ａａ

46-3 配置図，46-8 保管場所図

屋内アクセスルートの確保 Ａ

46-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備あり）－屋内 Ａａ

サポート系要因 対象外（サポート系なし） 対象外

関連資料 46-3 配置図，46－4 系統図，46-7 接続図，46-8 保管場所図

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
３
項

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４６条：原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する
ための設備

高圧窒素ガスボンベ
（代替高圧窒素ガス供給系）

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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46-1-6 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉等内
屋外

Ｂ
Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 46-3 配置図

操作不要 対象外

46-3 配置図

その他 Ｍ

46-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

46-4 系統図

 系統設計 他設備から独立 Ａｃ

 その他（飛散物） 対象外（その他設備） 対象外

 関連資料 46-3 配置図，46-4 系統図

操作不要 対象外

－

重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの Ａ

－

（共用しない設備） －

－

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象外（サポート系なし） 対象外

 関連資料 46-3 配置図，46-4 系統図

第４６条：原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する
ための設備

原子炉建屋ブローアウトパネル 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料
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46-1-7 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉等内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 －

現場操作 Ｂｆ

－

弁 Ｂ

 －

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

－

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 －

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

－

流路，その他設備 対象外

46-6 容量設定根拠

（共用しない設備） －

－

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象外（サポート系なし） 対象外

 関連資料 －

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４６条：原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する
ための設備

HPCS注入隔離弁
（設計基準拡張）

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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46-2 

単線結線図 

123



46-2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-2-1 交流電源単線結線図  
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46-2-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-2-2 直流電源単線結線図 
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46-3 

配置図

：設計基準対象施設 

：重大事故等対処設備 

126



46-3-1 

・主蒸気逃がし安全弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-1 配置図（主蒸気逃がし安全弁）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-2 

・主蒸気逃がし安全弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-2 配置図（主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータ及び 

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ） 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-3 

・主蒸気逃がし安全弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-3 配置図（中央制御室（制御建屋     ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

129



46-3-4 

・代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）（計器） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-4 配置図（原子炉建屋     ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-5 

・代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）（計器） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-5 配置図（原子炉建屋         ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-6 

・代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）（計器） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-6 配置図（原子炉建屋         ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-7 

・代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）（計器） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-7 配置図（原子炉建屋         ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-8 

・代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）（論理回路） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-8 配置図（中央制御室（制御建屋         ）） 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-9 

・高圧窒素ガス供給系（非常用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-9 配置図（原子炉建屋         ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-10 

・高圧窒素ガス供給系（非常用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-10 配置図（高圧窒素ガスボンベラック）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-11 

・高圧窒素ガス供給系（非常用） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-11 配置図（主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータ及び 

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-12 

・高圧窒素ガス供給系（非常用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-12 配置図（制御建屋         ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-13 

・代替高圧窒素ガス供給系 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-13 配置図（原子炉建屋         ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-14 

・代替高圧窒素ガス供給系 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-14 配置図（主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータ及び 

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-15 

・代替高圧窒素ガス供給系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-15 配置図（中央制御室（制御建屋    ）） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-3-16 

・原子炉建屋ブローアウトパネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-3-16 配置図 

（原子炉建屋ブローアウトパネルおよび原子炉建屋ブローアウト閉止装置 

（原子炉建屋    ））

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-4-1 

・代替自動減圧回路（代替自動減圧機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-4-1 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の概略回路構成 

AND論理

OR論理

時間遅れ

信号阻止

*1：自動減圧系(A)作動阻止信号又は代替自動減圧機能論理リセット信号。

*2：論理(B)及び論理(D)については，各信号を下記のとおり読み替える。
・原子炉水位低(L-1) A,C → 原子炉水位低(L-1) B,D

・原子炉水位低(L-3) A → 原子炉水位低(L-3) B
・残留熱除去系ポンプ(A)出口圧力高 → 残留熱除去系ポンプ(B)出口圧力高
・低圧炉心スプレイ系ポンプ出口圧力高 → 残留熱除去系ポンプ(C)出口圧力高
・自動減圧系(A)作動阻止信号 → 自動減圧系(B)作動阻止信号

*3：高圧窒素ガス供給系（常用）より供給。
*4：高圧窒素ガス供給系（常用）又は（非常用）より供給。
*5：論理(A)及び論理(C)の「残留熱除去系ポンプ(A) 出口圧力高」，「低圧炉心スプレイ系

ポンプ出口圧力高」は異なる計測機器からの信号。論理(B)及び論理(D)においても同じ。

*4*3

SV-C SV-B SV-A

代替自動減圧機能論理(A)

代替自動減圧機能論理(C)

代替自動減圧機能論理(B)

代替自動減圧機能論理(D)

主蒸気逃がし安全弁
作動用電磁弁

主蒸気逃がし安全弁
（自動減圧機能を有する弁 6個のうち2個作動）

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

*1

（ WO ） TD

（10分）

残留熱除去系ポンプ(A)
出口圧力高 *5

低圧炉心スプレイ系ポンプ
出口圧力高 *5

代替自動減圧機能論理(A)

原子炉水位低(L-1) A

原子炉水位低(L-3) A

代替自動減圧機能論理(A)と同様（*2） 代替自動減圧機能論理(B)

*1

残留熱除去系ポンプ(A)
出口圧力高 *5

低圧炉心スプレイ系ポンプ
出口圧力高 *5

代替自動減圧機能論理(C)

原子炉水位低(L-1) C

代替自動減圧機能論理(C)と同様（*2） 代替自動減圧機能論理(D)

（ WO ）

TD

凡例

（ WO ）
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46-4-2 

・高圧窒素ガス供給系（非常用） 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① HPIN 常用非常用窒素ガス連絡弁(A) 全開→全閉 
スイッチ操作 

中央制御室 
高圧窒素ガス供給系（常用）

との隔離弁 手動操作 

② HPIN 非常用窒素ガス入口弁(A) 全閉→全開 
スイッチ操作 

中央制御室  
手動操作 

③ HPIN 常用非常用窒素ガス連絡弁(B) 全開→全閉 
スイッチ操作 

中央制御室 
高圧窒素ガス供給系（常用）

との隔離弁 手動操作 

④ HPIN 非常用窒素ガス入口弁(B) 全閉→全開 
スイッチ操作 

中央制御室  
手動操作 

⑤ HPIN 窒素ガスボンベ付属止め弁 
全開→全閉 

全閉→全開 
手動操作 

原子炉建屋内の 

原子炉棟外 

高圧窒素ガスボンベ切替え

時に操作 

 

⑥ （ボンベコック） 
全開→全閉 

全閉→全開 
手動操作 

原子炉建屋内の 

原子炉棟外 

⑦ HPIN 窒素ガスボンベラック元弁 
全開→全閉 

全閉→全開 
手動操作 

原子炉建屋内の 

原子炉棟外 

 

 
図 46-4-2 高圧窒素ガス供給系（非常用） 系統概要図 
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原子炉建屋内の
原子炉棟外
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高圧窒素ガス供給系
（非常用） B系

高圧窒素ガス供給系
（非常用） A系

代替高圧窒素ガス
供給系 A系

高圧窒素ガス供給系
（常用）

MO
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MO

MO
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A

B,D,F,G,K
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チェンバ
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代替高圧窒素ガス
供給系 B系
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ドライウェル
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MO

高圧窒素ガスボンベ高圧窒素ガスボンベ

高圧窒素ガスボンベ高圧窒素ガスボンベ

高圧窒素ガスボンベ

高圧窒素ガスボンベ

④

③

②

①

⑤
⑥

⑤
⑥

⑦⑦

⑤
⑥

⑤
⑥

⑦⑦

凡例
：常設配管 ：ホース

太線：高圧窒素ガス供給系（非常用）で使用する箇所
赤線：使用時側で流れるライン

：重大事故等時に操作する弁

：主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータ
：主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ

HPIN ：高圧窒素ガス供給系
MS ：主蒸気系

屋外

屋外
主蒸気逃がし安全弁
（自動減圧機能付）

A系：3台

主蒸気逃がし安全弁
5台

主蒸気逃がし安全弁
（自動減圧機能付）

B系：3台

原子炉
圧力容器

主蒸気系より

サプレッション

チェンバへ

サプレッション

チェンバへ

サプレッション

チェンバへ

サプレッション

チェンバへ

サプレッション
チェンバへ

サプレッション
チェンバへ

サプレッション
チェンバへ

主蒸気系より

主蒸気系より

主蒸気系より

主蒸気系より

主蒸気系より

主蒸気系へ

主蒸気系より主蒸気系より
主蒸気逃がし
安全弁より

原子炉建屋原子炉棟内

HPIN MS

HPIN MS

HPIN MS

HPIN MS

HPIN MS

HPIN MS
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46-4-3 

・代替高圧窒素ガス供給系 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① 
高圧窒素ガスボンベ安全弁出口ライン

止め弁（A） 
全閉→全開 手動操作 

原子炉建屋内の 

原子炉棟外 
 

② 代替 HPIN 窒素ガス供給止め弁（A） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋内の 

原子炉棟外 

 

③ 
代替 HPIN 窒素ガスボンベ 

供給弁(A) 
全閉→全開 手動操作 

原子炉建屋内の 

原子炉棟外 
 

④ 
代替 HPIN 窒素ガスボンベ 

供給止め弁（A） 
全閉→全開 手動操作 

原子炉建屋内の 

原子炉棟外 
 

⑤ 代替 HPIN 窒素排気出口弁（A－1） 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ 代替 HPIN 窒素排気出口弁（A－2） 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑦ 代替 HPIN 第一隔離弁（A） 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

 

 

図 46-4-3 代替高圧窒素ガス供給系（A系） 系統概要図 
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（非常用） B系
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（常用）
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代替高圧窒素ガス
供給系 B系
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高圧窒素ガスボンベ高圧窒素ガスボンベ

高圧窒素ガスボンベ高圧窒素ガスボンベ

高圧窒素ガスボンベ

高圧窒素ガスボンベ

凡例
：常設配管 ：ホース

太線：高圧窒素ガス供給系（非常用）で使用する箇所
赤線：使用時側で流れるライン

：主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータ
：主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ
：重大事故等時に操作する弁

④③
②

⑦

⑤

⑥

①

屋外

H

E

C

A

B,D,F,G,K

J

L
主蒸気逃がし安全弁
（自動減圧機能付）

A系：3台

主蒸気逃がし安全弁
5台

主蒸気逃がし安全弁
（自動減圧機能付）

B系：3台

原子炉
圧力容器

主蒸気系より
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チェンバへ

サプレッション
チェンバへ

サプレッション
チェンバへ
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チェンバへ

サプレッション

チェンバへ
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チェンバへ
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チェンバへ

主蒸気系より

主蒸気系より
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主蒸気系より

主蒸気系へ

主蒸気系より主蒸気系より

ドライウェル

主蒸気逃がし
安全弁より

原子炉建屋内の
原子炉棟外

原子炉建屋原子炉棟内
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46-4-4 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① 
高圧窒素ガスボンベ安全弁出口ライン

止め弁（B） 
全閉→全開 手動操作 

原子炉建屋内の 

原子炉棟外 
 

② 代替 HPIN 窒素ガス供給止め弁（B） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋内の 

原子炉棟外 

 

③ 
代替 HPIN 窒素ガスボンベ 

供給弁(B) 
全閉→全開 手動操作 

原子炉建屋内の 

原子炉棟外 
 

④ 
代替 HPIN 窒素ガスボンベ 

供給止め弁（B） 
全閉→全開 手動操作 

原子炉建屋内の 

原子炉棟外 
 

⑤ 代替 HPIN 窒素排気出口弁（B－1） 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ 代替 HPIN 窒素排気出口弁（B－2） 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑦ 代替 HPIN 第一隔離弁（B） 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

 

 

図 46-4-4 代替高圧窒素ガス供給系（B系） 系統概要図 

  

屋外

MO

MO

MO

MO

高圧窒素ガス供給系
（非常用） B系

高圧窒素ガス供給系
（非常用） A系

代替高圧窒素ガス
供給系 A系

高圧窒素ガス供給系
（常用）

MO

MO

MO

MO

サプレッション
チェンバ

MO

代替高圧窒素ガス
供給系 B系

MO

MO

MO

MO

MO

高圧窒素ガスボンベ高圧窒素ガスボンベ

高圧窒素ガスボンベ高圧窒素ガスボンベ

高圧窒素ガスボンベ
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凡例
：常設配管 ：ホース

太線：高圧窒素ガス供給系（非常用）で使用する箇所
赤線：使用時側で流れるライン

：主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータ
：主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ
：重大事故等時に操作する弁

④③
②

⑤

⑥

⑦
①

屋外

H

E

C

A

B,D,F,G,K

J

L
主蒸気逃がし安全弁
（自動減圧機能付）

A系：3台

主蒸気逃がし安全弁
5台

主蒸気逃がし安全弁
（自動減圧機能付）

B系：3台

原子炉
圧力容器

主蒸気系より

サプレッション

チェンバへ

サプレッション
チェンバへ

サプレッション
チェンバへ

サプレッション
チェンバへ

サプレッション
チェンバへ

サプレッション
チェンバへ

サプレッション

チェンバへ

主蒸気系より

主蒸気系より

主蒸気系より

主蒸気系より

主蒸気系より

主蒸気系へ

主蒸気系より主蒸気系より

ドライウェル

主蒸気逃がし
安全弁より

原子炉建屋内の
原子炉棟外 原子炉建屋原子炉棟内
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46-4-5 

 

 

図 46-4-5 原子炉建屋ブローアウトパネルの系統概略図 

（インターフェイスシステム LOCA発生時） 
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子
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46-5 

試験及び検査 
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46-5-1 

・主蒸気逃がし安全弁 

女川原子力発電所 第 2号機 保全計画（第 11保全サイクル） 
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46-5-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北電力株式会社 

女川原子力発電所第２号機 

第１１保全サイクル 

定期事業者検査要領書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 備 名 ：原子炉冷却系統設備 

検 査 名 ：主蒸気逃がし安全弁・逃がし弁機能検査 

要領書番号 ：Ｏ２－００９ 
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46-5-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北電力株式会社 

女川原子力発電所第２号機 

第１１保全サイクル 

定期事業者検査要領書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 備 名 ：原子炉冷却系統設備 

検 査 名 ：自動減圧系機能検査 

要領書番号 ：Ｏ２－０２６ 
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46-5-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北電力株式会社 

女川原子力発電所第２号機 

第１１保全サイクル 

定期事業者検査要領書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 備 名：原子炉冷却系統設備 

検 査 名：主蒸気逃がし安全弁分解検査 

要領書番号：Ｏ２－０１０ 
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46-5-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北電力株式会社 

女川原子力発電所第２号機 

第１１保全サイクル 

定期事業者検査要領書 

 

 

 

 

 

 

 

設 備 名 ：原子炉冷却系統設備 

検 査 名 ：主蒸気逃がし安全弁・安全弁機能検査 

要領書番号 ：Ｏ２－００８ 
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46-5-6 

・代替自動減圧回路（代替自動減圧機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-5-1 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の試験及び検査 
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46-5-7 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の試験に対する考え方について 

 

1. 概要 

重大事故等対処設備の試験・検査については，第四十三条（重大事故等対処設

備）第１項第３号に要求されており，解釈には，第十二条（安全施設）第４項の

解釈に準ずるものと規定されている。 

このうち，代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）については，主蒸気逃がし

安全弁の作動信号を発信する設備であり，発電用原子炉の運転中に試験又は検査

を実施する場合には，誤作動により発電用原子炉に外乱を与える可能性があるた

め，発電用原子炉の停止中（定期検査時）に試験を行う設計とする。 

 

2. 第十二条第４項の要求に対する適合性の整理 

第十二条第４項の要求 

「安全施設は，その健全性及び能力を確認するため，その安全機能の重要度に

応じ，発電用原子炉の運転中又は停止中に試験又は検査ができるものでなければ

ならない。」 

 

表 46-5-1 第十二条第４項の解釈の要求事項 
第十二条
解釈 

要求事項 適合性の整理 

７ 

第４項に規定する「発電用原子炉の運転中又は停止中に
試験又は検査ができる」とは，実系統を用いた試験又は
検査が不適当な場合には，試験用のバイパス系を用いる
こと等を許容することを意味する。 

停止中（定期検査時）に，実系統を用い
た試験又は検査を実施する。 

８- 一 

発電用原子炉の運転中に待機状態にある安全施設は，運
転中に定期的に試験又は検査ができること。 
ただし，運転中の試験又は検査によって発電用原子炉の
運転に大きな影響を及ぼす場合は，この限りではない。
また，多重性又は多様性を備えた系統及び機器にあたっ
ては，各々が独立して試験又は検査ができること。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）
は，原子炉減圧信号を発信するため，誤
操作により発電用原子炉に外乱を与え
る可能性があることから，発電用原子炉
の停止中（定期検査時）に試験又は検査
を実施する。 

８- 二 

運転中における安全保護系の各チャンネルの機能確認試
験にあっては，その実施中においても，その機能自体が
維持されていると同時に，原子炉停止系及び非常用炉心
冷却系等の不必要な動作が発生しないこと。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）
は，原子炉減圧信号を発信するため，誤
操作等により発電用原子炉に外乱を与
える可能性があることから，発電用原子
炉の運転中に試験又は検査を実施しな
い。また，発電用原子炉の運転中に試験
又は検査を実施しないため，原子炉保護
系及び非常用炉心冷却系等の不必要な
動作は発生しない。 

８- 三 
発電用原子炉の停止中に定期的に行う試験又は検査は，
原子炉等規制法及び技術基準規則に規定される試験又は
検査を含む。 

停止中（定期検査時）に，定期事業者検
査にて試験又は検査を実施する。 

９ 

第４項について，下表の左欄に掲げる施設に対しては右
欄に示す要求事項を満たさなければならない。 
「安全保護系」 
原則として原子炉の運転中に，定期的に試験ができると
ともに，その健全性及び多重性の維持を確認するため，
各チャンネルが独立に試験できる設計であること。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）
は，誤操作等により発電用原子炉に外乱
を与える可能性があるため，発電用原子
炉の運転中に試験及び検査を実施しな
い。代替自動減圧回路（代替自動減圧機
能）は，多重化されており，試験及び検
査にあたっては，各チャンネルが独立に
試験可能である。 
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46-5-8 

. 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の試験間隔の検討 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，原子炉冷却材圧力バウンダリが高

圧の場合であって，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の減圧機能が喪

失した場合に期待される設備である。代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）に

関する信頼性評価においては，試験頻度を定期検査ごととして評価し，自動減圧

系による減圧機能が喪失し，かつ代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の故障

により減圧機能が作動しない状態が発生する頻度＊は，                    と

十分に低いことを確認しており，定期検査ごとの試験頻度としても信頼性は十分

確保できる。 

 

* 「46-12 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）に関する健全性について 参

考資料」を参照 

 

以上のことから，代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，停止中（定期検

査時）に試験を実施することをもって対応するものとする。 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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46-5-9 

・高圧窒素ガス供給系（非常用） 

 

図 46-5-2 運転性能検査系統図（高圧窒素ガス供給系（非常用）） 
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46-5-10 

・代替高圧窒素ガス供給系 

 

図 46-5-3 運転性能検査系統図（代替高圧窒素ガス供給系） 
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46-5-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-5-4 原子炉建屋ブローアウトパネルの試験及び検査 

 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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46-6 

容量設定根拠 
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46-6-1 

・主蒸気逃がし安全弁 

  

名   称 主蒸気逃がし安全弁 

吹出量 （t/h）/個 【設定根拠】記載 表 46-6-1参照 

【設定根拠】 

主蒸気逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バウンダリの過度の圧力上昇を防止す

るため，原子炉格納容器内の主蒸気管に取付けられ，サプレッションチェンバのプ

ール水中に蒸気を放出する。 

主蒸気逃がし安全弁は，平衡型のバネ式（アクチュエータ付）安全弁で，次の機

能を有する。 

・逃がし弁機能 

  原子炉圧力高の信号により，アクチュエータのピストンを作動させて強制的

に開放する。 

 

主蒸気逃がし安全弁の逃がし弁機能における吹出量を表 46-6-1 に示す。 

 

表 46-6-1 主蒸気逃がし安全弁の逃がし弁機能における吹出量 

機能 
個数 

（個） 

吹出量 

((t/h)/個) 

逃がし弁機能 

2 356 

3 360 

3 363 

3 367 

 

主蒸気逃がし安全弁は，設計基準事故対処設備としての安全機能を兼ね備えた

設備であり，設計基準事故対処設備としての吹出量は表 46-6-1 のとおりである。

本容量は，主蒸気逃がし安全弁を必要とする事故シーケンスグループにて，原子

炉冷却材圧力バウンダリを減圧するために必要となる容量と同等であることを確

認している。 

 

以上のことから，重大事故等対処設備として使用する主蒸気逃がし安全弁の吹

出量は，設計基準事故対処設備としての吹出量と同仕様とする。 
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46-6-2 

・主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ 

名   称 
主蒸気逃がし安全弁 

逃がし弁機能用アキュムレータ 

容量 ℓ/個 以上（注 1），15（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 1.77 

最高使用温度 ℃ 171 

機器仕様に関する注記 
注 1：要求値を示す。 

注 2：公称値を示す。 

【設定根拠】 

 主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータは，主蒸気逃がし安全弁が逃

がし弁機能により，原子炉冷却材バウンダリの過度の圧力上昇を抑えるために必要

な駆動用窒素を供給する。 

 

1．容量 

 主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータからシリンダへの作動ガス

は断熱変化（PVK＝一定）を仮定し，逃がし安全弁全開時のアキュムレータ圧力がシ

リンダ圧力に対して臨界圧力以上となるようなアキュムレータ容量を決定する。 

 

 弁作動前のアキュムレータ容量を Vaを Va1，Va2に分割して考える。（ Va1は弁作動

後もアキュムレータに残る作動ガスの体積， Va2 は作動後シリンダ側へ移る作動ガ

スの体積） 

 逃がし弁機能作動前のアキュムレータ圧力を Pa0，作動後のアキュムレータ圧力を

Pa1，シリンダ内圧力を Pc（＝シリンダ内必要最低圧力），主蒸気逃がし安全弁全開

時のシリンダ容量を Vcとすると各値に対して下記関係式が成り立つ。 

 

Va = Va1 + Va2 

Pa0 ・ Va1
K
 =  Pa1 ・ Va

K
    ∴ Va1 =（ Pa1/ Pa0）

1/K・Va 

Pa0 ・ Va2
K
 =  PC ・ VC

K
      ∴ Va2 =（ PC/ Pa0）

1/K・VC 

 

上記の式を整理すると下記式となり，この式を用いて主蒸気逃がし安全弁逃がし

弁機能用アキュムレータの容量を算出する。  

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

163



46-6-3 

 

 

 

 

 

 

次に，逃がし弁機能は急速開要求をもつため，アキュムレータからシリンダへの

作動ガスが臨界流で流れるように，作動後の圧力バランスとして次の式を考慮す

る。 

 

Va：アキュムレータ容量(ℓ) 

VC：逃がし安全弁全開時シリンダ容量(ℓ)    ： 

K ：断熱指数                ：1.4 

PC：逃がし安全弁開保持に必要なシリンダ内最低圧力（MPa[abs]） 

                      ： 

Pa0: 作動前のアキュムレータ最低圧力（MPa[abs]） 

： 

Pal: 逃がし安全弁全開時のアキュムレータ内圧力（MPa[abs]） 

： 

 

上記から，主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータの必要容量は下記と

なる。 

   

上記から，主蒸気逃がし安全弁逃がし機能用アキュムレータの容量（要求値）は 

   ℓ/個以上とし，公称値は，要求値を上回るものとして 15ℓ/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータの最高使用圧力は，高圧窒素

ガス供給系主配管の最高使用圧力に合わせ 1.77MPaとする。 

 

3 . 最高使用温度 

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータの最高使用温度は，原子炉格

納容器の最高使用温度に合わせて 171℃とする。 

 

    
  

     
                 （

 

   
）

 
   

（0.528：臨界圧力比＝ ）

   
           

 
   

               
 

   

・                 ℓ

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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・主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータ 

名   称 
主蒸気逃がし安全弁 

自動減圧機能用アキュムレータ 

容量 ℓ /個 以上（注 1），200（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 1.77 

最高使用温度 ℃ 171 

機器仕様に関する注記 
注 1：要求値を示す。 

注 2：公称値を示す。 

【設定根拠】 

主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータは，原子炉水位低とドライウ

ェル圧力高の両方の信号により，主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）を強制的

に開放するために必要な，駆動用窒素を供給する。11 個の主蒸気逃がし安全弁のう

ち 6 個に自動減圧機能を持たせるため，主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュ

ムレータも 6個設置する。 

 

1. 容量 

主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータは，LOCA 時 1 回あるいは通常

時 5 回の主蒸気逃がし安全弁作動ができる容量とする。また，主蒸気逃がし安全弁

自動減圧機能用アキュムレータからシリンダへの作動ガスは断熱変化（PVk＝一定）

を仮定し，下記のようにアキュムレータ容量を決定する。 

 

ｍ＋１回作動後のアキュムレータ圧力 Pai+1は，i回作動後のアキュムレータ圧力と

以下の関係にある。 

 

よってアキュムレータ容量 Vaは ，シリンダ容量 VCと以下の式で関係付けられる。 

 
Va ：アキュムレータ容量(ℓ) 

Vc ：逃がし安全弁全開時シリンダ容量(ℓ)   ： 

K ：断熱指数                ：1.4 

PC：逃がし安全弁開保持に必要なシリンダ内最低圧力（MPa[abs]） 

                       （LOCA時）： 

                       （通常時）： 

 

 

          
  

     

     

   
 

  
   

 
 

   

   
  
   

 
 

   

×  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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Pa0: 作動前のアキュムレータ最低圧力（MPa[abs]） 

： 

Pai：作動後のアキュムレータ圧力（ｍ回作動） 

 

上記の式及び値により主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータの必要

容量は下記となる。 

（LOCA時） 

 
（通常時） 

 
上記から，主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータの容量（要求値）

は       ℓ/個以上とし，公称値は要求値を上回るものとして 200 ℓ/個とする。 

 

2. 最高使用圧力の設定根拠 

主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータの最高使用圧力は，高圧窒素

ガス供給系主配管の最高使用圧力に合わせ 1.77MPaとする。  

 

3 . 最高使用温度の設定根拠 

主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータの最高使用温度は，原子炉格

納容器の最高使用温度に合わせて 171℃とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
              

 
     

               
 

     

× ＝ ℓ

   
             

 
     

                
 

     

× ＝ ℓ

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

166



46-6-6 

・代替自動減圧回路（代替自動減圧機能） 

  

名   称 原 子 炉 水 位 低 

保護目的／機能 

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合であって設計基準

事故対処設備の発電用原子炉の有する減圧機能が喪失した場

合に，炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止するため，原

子炉水位低（レベル 1）及び残留熱除去系ポンプ運転（低圧注

水モード）又は低圧炉心スプレイ系ポンプ運転の状態で主蒸気

逃がし安全弁を作動させる。 

設 定 値 原子炉圧力容器零レベル＊より 947cm 以上（レベル 1） 

【設定根拠】 

過渡事象時に高圧注水機能が喪失し，原子炉水位のみ低下していく事象では，

ドライウェル圧力高が発生せず，自動減圧系が自動起動しない。そのため，自

動減圧系の代替として，発電用原子炉を減圧させるため，自動減圧系と同様の

原子炉水位低（レベル 1）を設定する。 

 

注記*：原子炉圧力容器零レベルはセパレータスカート下端より 1,278㎝下 

 

＜補足＞ 

(1) 炉心の著しい損傷を防止するためのシステムであることを考慮し，有効燃

料棒頂部より高い設定とする。 

(2) 主蒸気逃がし安全弁の作動は原子炉冷却材の放出となり，その補給に残留

熱除去系（低圧注入モード）又は低圧炉心スプレイ系による注水が必要であ

ることを考慮し，残留熱除去系（低圧注入モード）又は低圧炉心スプレイ系

が自動起動する原子炉水位低（レベル１）の設定とする。 

 

 

＜参考＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-6-1 原子炉水位（レベル１）設定値の概要図 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

セット値：実機の計装設備に
セットする値

計器誤差：検出器などの計器
誤差に裕度を加算
したもの

計器誤差（ ）

計器誤差（ ）

セット値
（代替自動減圧機能）

原子炉水位低（レベル１）設定値
（自動減圧機能，代替自動減圧機能）

計器誤差（ ）

計器誤差（ ）

セット値
（自動減圧機能）
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・高圧窒素ガスボンベ 

名   称 高圧窒素ガスボンベ 

容量 ℓ/本 約 47 

最高使用圧力 MPa[gage] 約 15 注 

機器仕様に関する注記 注：最高充填圧力を示す。 

【設定根拠】 

高圧窒素ガスボンベは，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態であって，

設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の減圧機能が喪失した場合におい

ても炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するため，主蒸気逃がし

安全弁（自動減圧機能付）を作動させ，原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する

ために設置する。 

 

高圧窒素ガス供給系（非常用）による高圧窒素ガスボンベからの窒素ガス供給

は，原子炉格納容器内圧力が原子炉格納容器の最高使用圧力(427 kPa[gage])以

下の場合に限定され，原子炉格納容器内圧力が最高使用圧力を超え最高使用圧力

の 2 倍(854 kPa[gage])以下の場合には，代替高圧窒素ガス供給系による高圧窒

素ガスボンベからの窒素ガス供給により，原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧を

行う設計とする。 

 

1. 高圧窒素ガスボンベ 

高圧窒素ガスボンベは，高圧窒素ガス供給系（非常用）で 8 本，代替高圧窒素

ガス供給系で 3本使用するため，必要となる本数は 11本であり，負荷に直接接続

する可搬型設備であることから，故障時のバックアップ及び保守点検による待機

除外時のバックアップを考慮し合計で 22 本を確保し，分散して配備する。 

 

1.1 高圧窒素ガス供給系（非常用）に使用する高圧窒素ガスボンベ容量 

高圧窒素ガス供給系（非常用）に使用する高圧窒素ガスボンベは，主蒸気逃が

し安全弁（自動減圧機能付）6弁（A系 3 弁，B系 3弁）を開弁させた後，7日間

開保持させるために必要な窒素ガス量をもとに，1 系列当たりの必要容量 3 本を

上回る 4 本（2系列分として必要容量 6本に対し計 8本）を接続し使用する。 

1系列当たりの高圧窒素ガスボンベの必要容量は，以下のとおり。 

 

1.1.1 窒素ガス消費量 

 

(1) 高圧窒素ガス供給系(非常用)1系列 3弁を開動作するための消費量 

逃がし安全弁（自動減圧機能付）１回作動時の窒素ガス消費量は，１弁を
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１回作動させた場合に元の圧力に復帰させるために必要な窒素ガス量から求

められる。 

 

   よって，3弁開動作するためには   [ℓ(normal)]×3弁≒    [ℓ(normal)]

必要となる。 

 

Q1 ：主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）1弁 1回作動に必要な窒素ガス消

費量（[ℓ(normal)]） 

P1 ：自動減圧機能用アキュムレータ初期圧力（        [MPa(abs)]） 

   （運転時最低供給圧力[     MPa(gage)]＋0.101325 [MPa(abs)]） 

P2 ：主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）作動後の自動減圧機能用アキュム

レータ圧力（    [MPa(abs)]）*1 

V1 ：自動減圧機能用アキュムレータ容量（200[ℓ]） 

V2 ：空気シリンダ容量（   [ℓ]） 

    

*1 主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）の作動による窒素ガスの圧力及び

体積変化は短時間で起こるため断熱変化と考え窒素ガスの断熱指数 1.4よ

り P2は下記のとおり求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
                       ℓ     ℓ  

              

               
                  ℓ        ℓ  

              
               ℓ        

     
                 

      
  

     

   

               
   

      

   

               

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

169



46-6-9 

(2) 片系３弁７日間開保持による系統漏えい量 

Q2＝λ[ℓ(normal)/min/個]×N[個]×D[day]×24[h/day]×60[min/h] 

     ＝      [ℓ(normal)/min/個]×3[個]×7[day]×24[h/day]×60[min/h] 

     ＝     [ℓ(normal)] 

 

    Q2 ：系統漏えい量[ℓ(normal)] 

    λ ：主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）1個あたりの系統漏えい量

（      [ℓ(normal)/min/個]） 

    N  ：主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）の片系設置個数（3[個]） 

    D  ：開保持期間（7日間[day]） 

 

以上より，主蒸気逃がし安全弁 3 弁を全て 7日間，開保持できるガス量は 

   高圧窒素ガス供給系（非常用）1系列 

   3 弁を開動作するための消費量       ：    [ℓ(normal)] 

   高圧窒素ガス供給系（非常用）1系列 

   3 弁を 7日間開保持するための消費量    ：     [ℓ(normal)] 

 

                      合計：     [ℓ(normal)] 

 

なお，7 日間の減圧機能維持に必要な主蒸気逃がし安全弁の個数は 2 個で

あるが，保守的に 3個開保持を考慮している。 

 

 

1.1.2 高圧窒素ガスボンベによる供給量 

 

Qb：高圧窒素ガスボンベの供給量[ℓ(normal)] 

P1：ボンベ初期充填圧力（  [MPa(gage)]） 

 

P2：ボンベ交換圧力（  [MPa(gage)]） 

PL：大気圧（0.101[MPa(abs)]） 

Vb：ボンベ容量（46.7[ℓ/本]） 

M ：必要ボンベ本数[本] 

T ：窒素ガス温度（ [℃]） 

    
                     

        
 

      

             
    ℓ        

 
                                  

              
 

      

                    
       ℓ        

                ℓ           

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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 開保持するために必要な窒素ガス消費量より多い供給量（Qb）が必要であり， 

 

[ℓ(normal)]×M＞     [ ℓ(normal)] 

M＞ 

 

よって，必要ボンベ本数は 3本となる。 

高圧窒素ガス供給系（非常用）の高圧窒素ガスボンベは，必要量を確保（16

本）している。 

 

1.2 代替高圧窒素ガス供給系に使用する高圧窒素ガスボンベ容量 

代替高圧窒素ガス供給系に使用する高圧窒素ガスボンベは，主蒸気逃がし安全

弁（自動減圧機能付）を 7日間開保持させるために必要な窒素ガス量に加え，主

蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）の空気シリンダ及び窒素ガス供給配管内を

作動圧力まで昇圧するために必要な窒素ガス量をもとに必要容量 3 本（2 系列分

として合計 6本）を接続し使用する。 

高圧窒素ガスボンベの必要容量は，以下に示す式により算出する。 

 

本　　　≒　　

　　

　　　　　

　　　　＋　　　　　　　
　＝

ｎ＝

3

15.273

)15.273(

)(

101325.0

7.46

10080

15.273

)15.273(

)(

101325.0)(

21

321

















 T

PPV

QQtQ

 

 

n ：必要ボンベ本数 

    t ：主蒸気逃がし安全弁開保持時間（min）（＝10080 min（7日間）） 

    P1：高圧窒素ガスボンベ初期充填圧力（     MPa[gage]） 

    P2：主蒸気逃がし安全弁開保持必要圧力（     MPa[gage]） 

    T ：窒素ガス温度（   ℃） 

    V ：高圧窒素ガスボンベ 1本当たりの容量（46.7 ℓ） 

Q1：設計漏えい量（       ℓ/min[normal]） 

Q2：供給配管昇圧に必要な窒素ガス消費量（     ℓ(normal)） 

     Q3：主蒸気逃がし安全弁全開到達までのエアシリンダからの窒素ガス漏

えい量（     ℓ(normal)） 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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2. 最高使用圧力 

高圧窒素ガスボンベの最高使用圧力は，ボンベの最高充填圧力である約

15MPa[gage]とする。 

172



46-6-12 

・代替高圧窒素ガス供給系 

名   称 代替高圧窒素ガス供給系 

供給圧力 MPa[gage] 以上 

【設定根拠】 

代替高圧窒素ガス供給系は，想定される重大事故等時の環境条件において，原子

炉格納容器内圧力が原子炉格納容器の最高使用圧力(1Pd＝427 kPa[gage])を超え，

原子炉格納容器の背圧により主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）の作動に必要

な高圧窒素ガス供給系（非常用）の窒素ガス供給圧力が不足する可能性がある場合，

より高圧の窒素ガスを供給することにより原子炉格納容器内圧力が原子炉格納容

器の最高使用圧力の 2 倍（2Pd＝854kPa[gage]）の場合においても原子炉冷却材圧

力バウンダリを減圧し炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するた

めの設備として設置する。 

 

 主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）の開動作条件は次式で表される。 

F

S

PWS
R

N F
n

F
FFF

n

F
F  1

2  ・・・・・・① 

 

       FN：代替高圧窒素ガス供給系によるピストン押上げ力 

         FN＝PN×S2 

           PN：代替高圧窒素ガス供給系圧力 

           S2：ピストン受圧面積（＝51070mm2） 

       FR：原子炉圧力による弁体の揚力 

         FR=PR×S1 

           PR：原子炉圧力（＝0.854[MPa]＊） 

           S1：主蒸気逃がし安全弁弁体受圧面積（＝14103mm2） 

＊保守的に格納容器圧力と均圧した状態まで減圧する

ことを想定 

       n ：レバー比（＝6） 

       FS2：空気シリンダスプリング荷重（＝2.95×103[N]）  

       FW ：空気シリンダ可動部重力（＝491[N]） 

       FP ：原子炉格納容器圧力によるピストン押下げ力 

         FP=PP×S2 

          PP：原子炉格納容器圧力（＝0.854[MPa]※） 

          ※最高使用圧力の 2 倍(2Pd)まで過圧された状態を想定 

       FS1：弁本体スプリング荷重（＝1.78×105[N]） 

       FF  :ピストンＯリング摩擦力（＝1.97×103[N]） 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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  式①に基づき評価を行った結果，PN≧     MPa[gage]のときに主蒸気逃がし安

全弁（自動減圧機能付）の開動作条件が成立する。 

  したがって，代替高圧窒素ガス供給系の窒素ガス供給圧力が    MPa[gage] 以

上のとき，格納容器内圧力が最高使用圧力の 2倍の圧力であっても主蒸気逃がし

安全弁（自動減圧機能付）を開動作させることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-6-2 主蒸気逃がし安全弁構造概要図 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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46-7 

接続図 
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・高圧窒素ガス供給系（非常用），代替高圧窒素ガス供給系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-7-1 接続部詳細図（窒素ガスボンベラック） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-8 

保管場所図 
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46-8-1 

・主蒸気逃がし安全弁 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-8-1 保管場所図（機器配置） 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-8-2 

・高圧窒素ガス供給系（非常用），代替高圧窒素ガス供給系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-8-2 保管場所図（位置的分散（保管エリアの離隔距離）） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-9 

アクセスルート図 
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46-9-1 

・高圧窒素ガス供給系（非常用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-9-1 屋内アクセスルート（1/4）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-9-2 

・高圧窒素ガス供給系（非常用） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-9-2 屋内アクセスルート（2/4）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-9-3 

・高圧窒素ガス供給系（非常用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-9-3 屋内アクセスルート（3/4） 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-9-4 

・高圧窒素ガス供給系（非常用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-9-4 屋内アクセスルート（4/4） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-9-5 

・代替高圧窒素ガス供給系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-9-5 屋内アクセスルート（1/3） 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-9-6 

・代替高圧窒素ガス供給系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 46-9-6 屋内アクセスルート（2/3） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-9-7 

・代替高圧窒素ガス供給系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 46-9-7 屋内アクセスルート（3/3）

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-10 

代替高圧窒素ガス供給系について 
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46-10-1 

1. 概要 

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合であって，設計基準事故対処設備が

有する発電用原子炉の減圧機能喪失が発生するおそれがある場合，又は当該事象

が発生した場合において，原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧し，炉心の著しい

損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するために必要な設備について説明する。 

 

2. 基本方針 

想定される重大事故等時の環境条件において，原子炉格納容器内圧力が原子炉

格納容器の最高使用圧力(1Pd＝427 kPa[gage])を超えて上昇することにより，主

蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）の作動に必要な高圧窒素ガス供給系（非常

用）の窒素ガス供給圧力が不足する可能性がある場合においても，原子炉冷却材

圧力バウンダリを減圧し炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する

ための設備として代替高圧窒素ガス供給系を設置する。 

 

3. 代替高圧窒素ガス供給系の設計方針 

代替高圧窒素ガス供給系の設計方針を以下に示す。 

 

(1) 環境条件 

代替高圧窒素ガス供給系は，想定される重大事故等が発生した場合における

環境条件下（温度，圧力，放射線等）において，必要な機能を有効に発揮でき

る設計とする。 

 

(2) 操作性 

代替高圧窒素ガス供給系の操作に必要な弁は，中央制御室の操作スイッチ及

び設置場所でのハンドルによる手動操作が可能な設計とする。 

 

(3) 悪影響防止 

代替高圧窒素ガス供給系は，通常時の主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）

動作に必要な主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）用電磁弁の排気ラインに

接続し作動用窒素ガスを供給するが，配管及び弁を設置することにより通常時

において作動用窒素ガスの排気流路を確保し，悪影響を及ぼさない設計とする。

また，重大事故等時は，重大事故等対処設備として系統構成することで，他の

設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替高圧窒素ガス供給系に使用する高圧窒素ガスボンベは，通常時に接続先

の系統と分離することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

(4) 耐震性 

代替高圧窒素ガス供給系は，基準地震動 Ssによる地震動に対して必要な機能

189



 

46-10-2 

を維持する設計とする。 

 

(5) 設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備との多様性 

代替高圧窒素ガス供給系は，高圧窒素ガスボンベを使用して主蒸気逃がし安

全弁（自動減圧機能付）を作動させることで，多重化された主蒸気逃がし安全

弁自動減圧機能用アキュムレータによる主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）

の作動に対して多様性を持った設計とする。また，高圧窒素ガスボンベは，原

子炉建屋の原子炉棟外に設置及び保管することで，原子炉格納容器内に設置さ

れている主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータに対して位置的分

散を図る設計とする。 

代替高圧窒素ガス供給系は，高圧窒素ガス供給系（非常用）に対して独立性

を有する設計とする。 

 

4. 基本仕様 

代替高圧窒素ガス供給系の基本仕様を以下に示す。 

(1) 系統数      ： 2系統 

(2) 操作対象弁    ： 主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）2個/系統 

(3) 高圧窒素ガスボンベ  

a. 本  数 ： 3本/系統 

b. 容  量 ： 約 47 ℓ/本 

c. 充填圧力 ： 約 15 MPa[gage] 

d. 使用箇所 ： 原子炉建屋 

e. 保管場所 ： 原子炉建屋 

 

5. 作動原理 

   本系統は，減圧弁等を経由して主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）（2個/

系統）に窒素ガスを供給し，原子炉格納容器内圧力が原子炉格納容器の最高使用

圧力の 2倍（2Pd＝854kPa[gage]）の状況においても，原子炉冷却材圧力バウンダ

リを減圧することが可能な設計とする。 

  本系統による主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）の作動は，電磁弁操作を

必要とせず，排気ポートから直接主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）のアク

チュエータに窒素ガスを供給することで開操作することができ，高圧窒素ガス供

給系（非常用）に対して独立した設計とする。 

本系統は，独立した 2系列で位置的分散を図る設計とする。 

代替高圧窒素ガス供給系による主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）の作動

原理について図 46-10-1に示す。 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 46-10-1 高圧窒素ガス供給系（非常用）と代替高圧窒素ガス供給系による 

主蒸気逃がし安全弁の作動原理 
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46-11 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）について 
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46-11-1 

1. 概要 

本資料は，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態であって，設計基準事故

対処設備が有する発電用原子炉の減圧機能が喪失した場合においても炉心の著し

い損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリ

を減圧するために必要な設備について説明する。 

 

2. 基本方針 

設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の自動減圧機能が喪失した場合に

おいても，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉

冷却材圧力バウンダリを減圧するための常設重大事故等対処設備として，代替自

動減圧回路（代替自動減圧機能）を設ける。 

 

3. 設計方針 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の設計方針を以下に示す。 

 

(1) 環境条件 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，中央制御室内，原子炉建屋    

，原子炉建屋         ，原子炉建屋         及び原子炉建屋         （原

子炉建屋原子炉棟内）に設置する設備であることから，想定される重大事故等

時における，中央制御室内及び原子炉建屋原子炉棟内の環境条件及び荷重条件

を考慮した設計とする。 

 

(2) 操作性 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，原子炉水位低（レベル１）及び

残留熱除去系ポンプ運転（低圧注水モード）又は低圧炉心スプレイ系ポンプ運

転の場合に，自動で主蒸気逃がし安全弁（2 個）を作動させる論理回路を設け

る設計とする。 

なお，代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の論理回路による減圧ができ

ない場合は，中央制御室の操作スイッチにより操作可能な設計とする。 

 

(3) 悪影響防止 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，多重化された自動減圧系と別の

制御盤に収納することで自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計とする。 

検出器（原子炉水位低（レベル１），残留熱除去系ポンプ運転（低圧注水モー

ド）及び低圧炉心スプレイ系ポンプ運転の信号）からの入力信号については共

有するが，自動減圧系と電気的な隔離装置（リレー）を用いて信号を分離し，

自動減圧系へ悪影響を及ぼさない設計とする。また，論理回路からの作動用電

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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磁弁制御信号についても共用するが，自動減圧系と電気的な隔離装置（リレー）

を用いて信号を分離し，自動減圧系へ悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，他の設備とヒューズによる電気

的な分離をすることで他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

(4) 耐震性 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，基準地震動Ｓｓによる地震動に

対して必要な機能を維持する設計とする。 

 

(5) 多様性 

過渡事象時に高圧注水機能が喪失し，原子炉水位のみ低下していく事象では

ドライウェル圧力高が発生せず，自動減圧系が自動起動しない。そのため，原

子炉水位低及び残留熱除去系ポンプ運転（低圧注水モード）又は低圧炉心スプ

レイ系ポンプ運転の場合に，自動で作動する論理回路を設け，自動減圧系とは

多様性を有する設計とする。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，多重化された自動減圧系の制御

盤と位置的分散を図ることで，共通要因によって同時に機能を損なわれない設

計とする。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は,他の設備とヒューズによる電気的

な分離をすることで，共通要因によって同時に機能を損なわない設計とする。 

 

4. 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の不具合による安全保護系への影響防止

対策 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，共通要因によって自動減圧系と同

時に機能が損なわれないよう以下の措置を講じる設計とする。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の盤は，難燃ケーブルを使用し，耐震

性を有した独立の金属筐体に収納した自立盤で構成し，火災の発生を防止する設

計とする。 

仮に，代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の盤で火災が発生した場合，感

知器で火災を検知し，運転員が消火器にて初期消火を行うことから，自動減圧系

に対して内部火災及び内部溢水による悪影響を及ぼさない。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）と自動減圧系の論理回路は図 46-11-1

のとおりであり，論理回路を自動減圧系に対して独立した構成とし，自動減圧系

に悪影響を及ぼさない設計とする。 

図 46-11-2のとおり，検出器（原子炉水位低（レベル１），残留熱除去系ポンプ

出口圧力，低圧炉心スプレイ系ポンプ出口圧力等）からの入力信号については共

有するが，自動減圧系と電気的な隔離装置（リレー）を用いて信号を分離し，自

動減圧系へ悪影響を及ぼさない設計とする。また，論理回路からの作動用電磁弁
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制御信号についても共用するが，自動減圧系と電気的な隔離装置（リレー）を用

いて信号を分離し，自動減圧系へ悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，他の設備とヒューズによる電気的

な分離をすることで他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

原子炉スクラムが失敗し，発電用原子炉の出力が維持されている状態において，

自動減圧系又は代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）が作動することにより，

原子炉圧力容器への注水に伴う急激な出力上昇が生じるため，自動減圧系及び代

替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の作動を阻止することが可能な ATWS緩和設

備（自動減圧系作動阻止機能）を設置する（ATWS緩和設備（自動減圧系作動阻止

機能）については，「3.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設

備（設置許可基準規則第 44条に対する設計方針を示す章）」で示す。）。 

ATWS 緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）からの自動減圧系作動阻止信号は，

自動減圧系と代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）で共有しているが，隔離装

置（リレー）を用いて電気的に分離し，自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計と

する。 
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図 46-11-1 自動減圧系及び代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の論理回路 

  

自動減圧系手動起動(A)
操作スイッチ 起動

残留熱除去系ポンプ(A)
出口圧力高

低圧炉心スプレイ系ポンプ
出口圧力高

ドライウェル圧力高 A

原子炉水位低(L-1) A

原子炉水位低(L-3) A

*1

（120秒）

（WO） TD

*1

ドライウェル圧力高 C

原子炉水位低(L-1) C

自動減圧系手動起動(C)
操作スイッチ 起動

残留熱除去系ポンプ(A)
出口圧力高

低圧炉心スプレイ系ポンプ
出口圧力高

（WO）

（ WO ）

*1

TD

（10分）

残留熱除去系ポンプ(A)
出口圧力高

低圧炉心スプレイ系ポンプ
出口圧力高

原子炉水位低(L-1) A

原子炉水位低(L-3) A

*1

（ WO ）

残留熱除去系ポンプ(A)
出口圧力高

低圧炉心スプレイ系ポンプ
出口圧力高

原子炉水位低(L-1) C *2 *3

主蒸気逃がし安全弁
作動用電磁弁

主蒸気逃がし安全弁(自動減圧系)
操作スイッチ 全開

自動減圧系の論理回路（A系）

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の論理回路（A系）

A系論理

A系論理

B系論理

代替自動減圧機能の論理回路（A系）と同様

自動減圧系の論理回路（A系）と同様

自動減圧系の論理回路（B系）

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の論理回路（B系） B系論理

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

SV-C SV-B SV-A

*1：自動減圧系(A)作動阻止信号
*2：高圧窒素ガス供給系（常用）より供給
*3：高圧窒素ガス供給系（常用）又は（非常用）より供給

凡例

： OR論理

： 時間遅れ

： AND論理

： 信号阻止

TD

（ WO ）

： 自動減圧系及び
代替自動減圧回路
（代替自動減圧機能）
で共有
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図 46-11-2 信号の分離について  

代替自動減圧回路
（代替自動減圧機能）

自動減圧系

検出器

主蒸気逃がし安全弁
作動用電磁弁

ヒューズ

遮断器

論理回路

ヒューズ

原子炉水位低
（レベル１）信号

隔離装置の概要図

検出器信号

設定値

警報設定器

Ry 出力信号

自動減圧系と代替自動減圧回路（代替自動

減圧機能）の論理回路の電源は，それぞれ
分離されており自動減圧系に悪影響を与え

ない設計とする(ヒューズによって分離)。

残留熱除去系ポンプ

又は
低圧炉心スプレイ系ポンプ

出口圧力高信号

RyRy

電磁弁

自動減圧系
起動信号

代替自動減圧回路
（代替自動減圧機能）

起動信号

自動減圧系と隔離装置(リレー)を用いて
信号を分離し，自動減圧系へ悪影響を与
えない設計とする。

論理回路からの作動用電
磁弁制御信号についても
共用しているが，自動減

圧系と隔離装置(リレー)

を用いて信号を分離して
おり，自動減圧系へ悪影
響を与えない設計とする。

遮断器

隔離装置

A

C

代替自動減圧回路
（代替自動減圧機能）

自動減圧系

RHR A-1

区分Ⅱも同様 （A→B，C→D）

（区分Ⅰ）

RHR A-2

LPCS-1

LPCS-2

区分Ⅱも同様 （RHR A→RHR B，LPCS→RHR C）

（区分Ⅰ）

隔離装置

隔離装置

隔離装置

隔離装置

隔離装置

隔離装置

代替自動減圧回路
（代替自動減圧機能）

自動減圧系
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図 46-11-3 代替自動減圧機能及び自動減圧系の制御盤の設置場所 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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46-12 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）に関する健全性について 
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1. 設計方針 

(1) 設置目的 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，原子炉冷却材圧力バウンダリが

高圧の状態であって設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の自動減圧機

能が喪失した場合においても，原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧することを

目的に設置するものである。 

 

(2) 原子炉減圧機能喪失の発生要因 

原子炉減圧機能喪失は，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合であって，

自動減圧系が有する発電用原子炉の減圧機能喪失を想定する。 

 

(3) 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）に要求される機能 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）には，発電用原子炉を減圧すること

が求められており，「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備

の基準に関する規則の解釈」の第 46条第１項（１）ａ）に従い，以下の機能を

設けている。 

・代替自動減圧回路（代替自動減圧機能） 

原子炉水位低かつ低圧注水系が利用可能な状態で，逃がし安全弁を作動さ

せる減圧自動化ロジックを設ける。 

 

(4) 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の作動論理 

原子炉減圧機能喪失の要因の一つとして，高圧注水機能が喪失し，原子炉水

位のみ低下し，ドライウェル圧力高が発生しない場合があるため，原子炉水位

の低下を検知することにより，代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）を作動

させるものとする。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は原子炉水位検出器を多重化し，原

子炉水位低（レベル１）及び残留熱除去系ポンプ運転（低圧注水モード）又は

低圧炉心スプレイ系ポンプ運転の信号の AND論理にて弁の作動信号を発信させ

る。 

 

(5) 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）不具合による自動減圧系への影響防

止対策 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）故障による自動減圧系の誤動作を防

止するため，以下の対策を考慮した設計とする。 

ａ. 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の内部構成を多重化（検出器信号

を多重化）し，単一故障により誤動作しない設計とする。 

ｂ. 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は論理成立時に作動信号を励磁出

力する設計とし，駆動源である電源の喪失が生じた場合に誤信号を発信し
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ない設計とする。また，代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）が電源喪

失した場合は，中央制御室に警報を発報させ故障を早期に把握し，復旧対

応を行うことが可能な設計とする。 

ｃ. 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，多重化された自動減圧系の制

御盤と位置的分散を図ることで，共通要因によって同時に機能を損なわれ

ない設計とする。 

 

(6) 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の信頼性評価 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の信頼性評価結果として，発電用原

子炉の稼働性に影響を与えるような誤動作発生頻度及び不動作となる発生頻度

を表 46-12-１に示す。表 46-12-１より，本設備の誤動作により発電用原子炉に

外乱が発生する頻度及び不動作の発生頻度も十分小さいことから，高い信頼性

を有している。 

 

なお，誤動作発生頻度及び不動作発生頻度の評価の詳細は，参考資料に示す。 

 

表 46-12-1 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の信頼性評価結果 

 
代替自動減圧回路（代替自動減圧機能） 

誤動作発生頻度  

不動作発生頻度  

*1：代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）が誤動作する頻度 

*2：原子炉減圧機能喪失が発生し，かつ代替自動減圧回路（代替自動減圧機

能）が不動作である事象が発生する頻度 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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2. 設備概要 

(1) 機器仕様 

a. 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能） 

(a) 取付箇所 

制御建屋 

(b) 設備概要 

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合であって，設計基準事故対

処設備の発電用原子炉の有する減圧機能が喪失した場合に，炉心の著し

い損傷及び原子炉格納容器破損を防止するため，原子炉水位低（レベル

１）及び残留熱除去系ポンプ運転（低圧注水モード）又は炉心スプレイ

系ポンプ運転の場合に，主蒸気逃がし安全弁 2個を作動させる。 

(c) 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の主な機能・設備 

原子炉水位低（レベル１）及び残留熱除去系ポンプ運転（低圧注水モ

ード）又は低圧炉心スプレイ系ポンプ運転状態による代替自動減圧信号

を発信する回路である。 

 

b. 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の作動信号 

(a) 作動信号に要する信号 

残留熱除去系ポンプ運転（低圧注水モード）又は低圧炉心スプレイ系

ポンプ運転状態における原子炉水位低（レベル１）信号 

(b) 設定値 

原子炉水位低：原子炉圧力容器零レベル*より 947cm 以上（レベル１） 

* ： 原子炉圧力容器零レベルは，セパレータスカート下端より 1278cm 

  下 

(c) 作動信号 

代替自動減圧信号 

(d) 作動信号を発信させない条件 

自動減圧系作動阻止信号 

 

(2) 設定根拠 

代替自動減圧機能作動信号の設定値は以下の事項を考慮して決定する。 

a. 原子炉水位低（レベル１） 

過渡事象時に高圧注水機能が喪失し，原子炉水位のみ低下していく事象で

は，ドライウェル圧力高が発生せず，自動減圧系が自動起動しない。そのた

め，自動減圧系の代替として，発電用原子炉を減圧させるため，自動減圧系

と同様の原子炉水位低（レベル 1）を設定する。 

なお，事故シーケンスグループ「高圧注水・減圧機能喪失」における評価

事故シーケンス「過渡事象＋高圧注水失敗＋原子炉手動減圧失敗」において，

上記の設定値（レベル１）が動作してから 10 分後に主蒸気逃がし安全弁 2

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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個が開くことで，残留熱除去系（低圧注水モード）又は低圧炉心スプレイ系

による原子炉注水及び除熱を実施することにより，炉心損傷しないことを確

認している。 

 

(3) 設置場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-12-1 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）（盤）の設置場所  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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(4) 回路構成 

a. 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）と自動減圧系の回路構成概略及び設

計上の考慮 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，自動減圧系の論理回路に対し

て独立した構成としており，自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計*とする。 

 

*：悪影響を及ぼさない設計に関する説明は「46-11 代替自動減圧回路（代替自

動減圧機能）について 4. 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の不具合

による安全保護系への影響防止対策」を参照 

 

b. 原子炉圧力を減圧する設備の作動信号のタイマー設定根拠 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，自動減圧系が不動作時に期待

される機能であるため，不要な作動を回避する観点から，図 46-12-2の代替

自動減圧回路（代替自動減圧機能）の論理回路（論理 A）に示すように作動

信号の発信に対して，タイマーを設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-12-2 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の論理回路 

 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）のタイマーは自動減圧系本来の安

全機能と干渉しないように，原子炉水位低（レベル１）を検出後 120秒で成

立する自動減圧系の減圧信号より遅く起動する必要がある。また，代替自動

減圧回路（代替自動減圧機能）には，誤作動時に発電用原子炉の運転を阻害

しないように，リセットスイッチを設置している。運転員によるリセット操

作判断の時間的余裕を考慮し，作動まで 10分の時間遅れを設ける。これより，

論理回路タイマー設定値は 10分とする。なお，事象発生から 10分後に代替

自動減圧回路（代替自動減圧機能）による減圧で残留熱除去系（低圧注水モ

： OR論理

： 時間遅れ： AND論理

： 信号阻止

TD

（ WO ）

凡例

*1

（ WO ） TD

（10分）

残留熱除去系ポンプ(A)
出口圧力高

低圧炉心スプレイ系ポンプ
出口圧力高

代替自動減圧機能論理(A)

原子炉水位低(L-1) A

原子炉水位低(L-3) A

*1：自動減圧系(A)作動阻止信号又は代替自動減圧機能論理リセット信号
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ード）又は低圧炉心スプレイ系に十分な炉心冷却が可能である。 

 

 

表 46-12-2 減圧機能の作動遅れ時間 

 起動遅延時間 

 自動減圧系自動起動信号 120秒 

 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）自動起動信号 10分 
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参考資料 

 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の信頼性評価 

 

1. 誤動作の発生頻度 

発電用原子炉の稼働性や安全性に影響を与えるような，代替自動減圧回路（代

替自動減圧機能）の誤動作の発生頻度（誤動作率）を評価するために用いた，各

機能のロジックのモデルを図 46-12-3に示す。また，誤動作発生頻度を評価する

ために用いたフォールトツリーの概略を図 46-12-4に示す。これらにより，発電

用原子炉の稼働性や安全性に影響を与えるような誤動作の発生頻度を求めた。 

フォールトツリーを構築する際の考え方は，女川原子力発電所 2号炉における

確率論的リスク評価と同じ考え方とした。以下に評価条件を示す。 

 

・回路の構成部品等，機器の故障率は，「故障件数の不確実さを考慮した国内一般

機器故障率の推定（1982 年度～2002 年度 21 ヵ年 49 基データ）」（平成 21 年 5

月，(中)日本原子力技術協会）を使用した。使用したパラメータを表 46-12-3

に示す。 

・計装品等の平均修復時間は考慮していない。 

・共通要因故障(CCF)の発生確率は，MGL(Multiple Greek Letter)法を用いて計算

した。パラメータは NUREG/CR-2771を参照し，検出器及び警報設定器のβファ

クタは 0.082，γファクタは 0.67とした。 

・誤動作については，発電用原子炉の通常運転時に回路が誤動作することで発電

用原子炉の運転や他の安全設備に悪影響を与えることを想定し，1 年間で誤動

作が生じる頻度（誤動作率）として評価した。 

 

これらの考え方をもとに評価した代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の誤

動作発生頻度を表 46-12-4に示す。また，自動減圧系との共通部を除いた場合の

誤動作発生頻度を表 46-12-5に示す。 
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表 46-12-3 各構成部品の故障率 

構成部品 故障率（誤動作）［/h］ 

水位トランスミッタ 2.2×10-8 

圧力トランスミッタ 3.5×10-8 

リレー 3.0×10-9 

遅延リレー 4.7×10-9 

警報設定器 9.5×10-9 

手動スイッチ 1.1×10-9 

 

 

表 46-12-4 誤動作発生頻度評価結果一覧 

評価回路 誤動作発生頻度［/h］ 誤動作発生頻度［/年］ 

代替自動減圧機能 A系   

代替自動減圧機能 B系   

代替自動減圧機能   

 

表 46-12-5 誤動作発生頻度評価結果一覧（共通部を含めない場合） 

評価回路 誤動作発生頻度［/h］ 誤動作発生頻度［/年］ 

代替自動減圧機能 A系   

代替自動減圧機能 B系   

代替自動減圧機能   

 

 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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46-12-9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-12-3 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の誤動作率評価に 

適用したロジックのモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-12-4 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の誤動作発生頻度評価に 

用いたフォールトツリー（概略） 

AND論理

OR論理

代替自動減圧機能
誤動作

凡例

代替自動減圧機能
論理C 誤動作

代替自動減圧機能
論理A 誤動作

代替自動
減圧機能
論理A

起動許可回路
誤動作

原子炉水位低
回路

誤動作

代替自動
減圧機能

論理A 出力
回路誤動作

原子炉
水位低(L-1)
回路誤動作

代替自動
減圧機能
論理C

起動許可回路
誤動作

代替自動減圧機能
A系 誤動作

代替自動
減圧機能

論理C 出力
回路誤動作

原子炉
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回路誤動作
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水位低（L-3）
回路誤動作

代替自動減圧機能
論理D 誤動作

代替自動減圧機能
論理D 誤動作

代替自動減圧機能
B系 誤動作

＊1

＊1（論理A）
と同様の構成

＊2

＊2（論理C）
と同様の構成

AND論理

OR論理

時間遅れ

信号阻止

*1：自動減圧系(A)作動阻止信号又は代替自動減圧機能論理リセット信号

主蒸気逃がし安全弁
作動

主蒸気逃がし安全弁
作動用電磁弁 A 励磁

*1

（ WO ） TD

（10分）

警報設定器(L-1) A

警報設定器(L-3) A

原子炉水位検出器

原子炉水位検出器

警報設定器(高)

警報設定器(高)
低圧炉心スプレイ系
ポンプ出口圧力検出器

残留熱除去系ポンプ(A)
出口圧力検出器

*1

（ WO ）

警報設定器(高)

警報設定器(高)

警報設定器(L-1) C原子炉水位検出器

残留熱除去系ポンプ(A)
出口圧力検出器

低圧炉心スプレイ系
ポンプ出口圧力検出器

主蒸気逃がし安全弁
作動用電磁弁 B 励磁

代替自動減圧機能 A系論理回路と同様

代替自動減圧機能 A系論理回路

代替自動減圧機能 B系論理回路

原子炉水位低(L-1)及び原子炉水位低(L-3)回路

代替自動減圧機能論理A起動許可回路

代替自動減圧機能論理C起動許可回路

原子炉水位低(L-1)回路

遅延ﾘﾚｰ
論理A 最終段ﾘﾚｰ

論理C 最終段ﾘﾚｰ

TD

凡例

（ WO ）
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46-12-10 

2. 不動作の発生頻度 

発電用原子炉の稼働性や信頼性に影響を与えるような，代替自動減圧回路（代

替自動減圧機能）の非信頼度（不動作確率）を評価するために用いた，代替自動

減圧回路（代替自動減圧機能）のロジックのモデルを図 46-12-5に示す。また，

不動作確率を評価するために用いたフォールトツリーの概略図を図 46-12-6に示

す。これらにより，発電用原子炉の稼働性や安全性に影響を与えるような不動作

の発生頻度を求めた。 

フォールトツリーを構築する際の考え方は，女川原子力発電所 2号炉における

確率論的リスク評価と同じ考え方とした。以下に評価条件を示す。 

 

・回路の構成部品等，機器の故障率は，「故障件数の不確実さを考慮した国内一

般機器故障率の推定（1982 年度～2002 年度 21 ヵ年 49 基データ）」（平成 21

年 5 月，(中)日本原子力技術協会）を使用した。使用したパラメータを表

46-12-6に示す。 

・共通要因故障(CCF)の発生確率は，MGL(Multiple Greek Letter)法を用いて計

算した。パラメータは以下を用いた。 

・検出器及び警報設定器：βファクタ＝0.082， 

γファクタ＝0.67(NUREG/CR-2771) 

・非常用 D/G：βファクタ＝0.021(NUREG-1150) 

・蓄電池：βファクタ＝0.008(NUREG-1150) 

・故障確率 P は P＝1-1/λT× 1-exp(-λT  で評価した。（λ：故障率，T：健

全性確認間隔） 

・常時監視下にあるためヒューズの故障確率 Pは保全時間モデル（P=λTr（λ：

故障率，Tr：平均修復時間））で評価し，平均修復時間は WASH-1400 を参照

し，6時間とした。 

 

これらの考え方を元に評価した代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の非信

頼度（不動作確率）を表 46-12-7に示す。また，自動減圧系との共通部を除いた

場合の非信頼度（不動作確率）を表 46-12-8に示す。 

また，代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の非信頼度（不動作確率）と，

内部事象 PRAにおいて代替自動減圧に期待する状況の発生頻度（1.9×10-7／炉年）
1の積をとることにより，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態であって，自

動減圧系による発電用原子炉の減圧機能が喪失し，かつ，代替自動減圧回路（代

替自動減圧機能）の故障により減圧機能が動作しない状態の発生頻度，つまり代

                                            
1 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）によって炉心損傷頻度の低下に期待する状況の発生頻度は，重大事

故等対処設備に期待しない前提での PRA モデルから評価した。これに該当する事故シーケンスグループは

TQUX（1.9×10-7／炉年）及び中小破断 LOCA(2.9×10-12／炉年)であることから，これらの CDFの和が当該状況

の発生頻度となる。なお，他の重大事故等対処施設（高圧代替注水設備等）を考慮すると当該状況の発生頻

度は小さな値となる。 
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46-12-11 

替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の不動作の発生頻度を求めた。代替自動減

圧回路（代替自動減圧機能）の不動作の発生頻度を表 46-12-7及び表 46-12-8に

示す。 

 

表 46-12-6 各構成部品の故障率及び健全性確認間隔 

構成部品 故障率（不動作）［/h］ 健全性確認間隔［/h］ 

水位 

トランスミッタ 

不動作 1.4×10-8 
 

高出力 2.2×10-8 

圧力 

トランスミッタ 

不動作 2.9×10-9 
 

低出力 3.5×10-8 

リレー 1.5×10-9  

遅延リレー 4.7×10-9  

警報設定器 2.3×10-9  

ヒューズ※1 5.5×10-9  

手動スイッチ 1.9×10-9  

電源装置※2 7.4×10-7  

※1 常時監視下にあることから，故障確率 Pは保全時間モデル（P=λTr（λ：故障

率，Tr：平均修復時間））で評価した。 

※2 母線，遮断器等をモデル化し，直流電源設備の非信頼度を評価した。 

 

 

表 46-12-7 非信頼度の評価結果一覧 

評価回路 

非信頼度 

不動作確率 

［-］ 

不動作発生頻度 

［/年］※1 

代替自動減圧 A系   

代替自動減圧 B系   

代替自動減圧機能   

※1 内部事象 PRA において代替自動減圧機能に期待する状況の発生頻度

（1.9×10-7/炉年）を乗じることにより，不動作の発生頻度を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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46-12-12 

表 46-12-8 非信頼度の評価結果一覧（共通部を含めない場合） 

評価回路 

非信頼度 

不動作確率 

［-］ 

不動作発生頻度 

［/年］※1 

代替自動減圧 A系   

代替自動減圧 B系   

代替自動減圧機能   

※1 内部事象 PRA において代替自動減圧機能に期待する状況の発生頻度

（1.9×10-7/炉年）を乗じることにより，不動作の発生頻度を求めた。 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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46-12-13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-12-5 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の非信頼度評価に 

適用したロジックのモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-12-6 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の非信頼度評価に 

用いたフォールトツリー（概略）  
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（ WO ） TD

（10分）
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OR論理

時間遅れ

信号阻止

TD

凡例

（ WO ）

212



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46-13 

主蒸気逃がし安全弁の遮熱板について 
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46-13-1 

1. 概要 

原子炉水位が有効燃料棒頂部を下回り，炉心損傷に至るような状況では，原子

炉圧力容器内の気相温度は飽和蒸気温度を大きく超える。高圧溶融物放出/格納容

器雰囲気直接加熱（以下「DCH」という。）を防止するためには，主蒸気逃がし安

全弁を開保持し，原子炉圧力容器内の圧力を 2MPa以下の低圧に維持する必要があ

る。 

DCH防止のため，主蒸気逃がし安全弁による減圧が必要な期間において確実に

機能を発揮するために必要な対策について説明する。 

 

2. 基本方針 

主蒸気逃がし安全弁は，本体部とアクチュエータ及び電磁弁等で構成し「7.本

体の温度上昇による影響」に示すとおり，本体部では温度上昇は問題にならない

が，アクチュエータ及び電磁弁の温度が上昇すると，アクチュエータの空気シリ

ンダピストン及び電磁弁のシール部が熱によって損傷し，主蒸気逃がし安全弁の

機能維持に影響を及ぼすおそれがある。 

このため，高温蒸気が流れる弁箱表面からの輻射熱の入熱を抑制する遮熱板を

設置し，補助作動装置の温度上昇を抑制することにより主蒸気逃がし安全弁によ

る減圧が必要な期間（約 3.8時間）において確実に機能を発揮する設計とする。 

主蒸気逃がし安全弁の構造を図 46-13-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

図 46-13-1 主蒸気逃がし安全弁構造図  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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46-13-2 

3. 遮熱板の設計方針 

炉心損傷後，DCH 防止のために原子炉圧力容器の減圧を継続している環境下で

想定される遮熱板を考慮した主蒸気逃がし安全弁の温度を評価し，機能維持を確

認している下記の条件と比較することで主蒸気逃がし安全弁の健全性を評価する。 

 

・171℃において 3時間継続のあと 160℃において 3時間継続 

 

4. 評価方法 

MAAP解析によって得られた DCH対応シナリオでの原子炉圧力容器内気相平均温

度とドライウェル内気相平均温度を包絡する評価温度条件において，汎用有限要

素法解析コード（ABAQUS）により，入熱一定とし主蒸気逃がし安全弁の温度を解

析により評価する。 

 

5. 評価条件 

(1) 温度条件 

図 46-13-2に原子炉圧力容器内気相平均温度，図 46-13-3にドライウェル内

気相平均温度の MAAP 解析結果を示す。MAAP の解析結果を踏まえ，表 46-13-1

に示すとおり事象発生から原子炉圧力容器破損までの期間内で原子炉圧力容器

内気相平均温度とドライウェル内気相平均温度のそれぞれについて，保守的に

最も厳しい温度（最大値）を評価条件として設定した。 

 

  

図 46-13-2 原子炉圧力容器内気相平均温度推移 

：RPV内気相平均温度

原子炉圧力容器破損前における原子炉圧力容
器内気相平均温度 最大値 約452℃

原子炉圧力容器破損 約3.8時間
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46-13-3 

 

 
図 46-13-3 ドライウェル内気相平均温度推移 

 

表 46-13-1 三次元熱流動解析での評価温度条件 

評価温度 温度条件【入熱一定】 備考 

原子炉圧力容器内 

気相平均温度 
470℃ 

MAAPによる原子炉圧力容器内気相

平均温度の最大値約 452℃を包絡

する温度として 470℃を設定 

ドライウェル内 

気相平均温度 
100℃ 

MAAPによるドライウェル内気相平

均温度の最大値約 96℃を包絡する

温度として 100℃を設定 

 

(2) 評価モデル 

DCH防止のため，機能維持が必要となる自動減圧機能付の主蒸気逃がし安全

弁を評価対象弁とした。境界条件は，弁箱内面を 470℃，外面（雰囲気）を 100℃

とし，入熱は，弁箱からの熱伝導に加え電磁弁及び空気シリンダ下部に弁箱表

面と等温になる仮想平行平面を設け，仮想平行平面から輻射を受けるモデルと

している。 

解析モデル及び境界条件を図 46-13-4，解析メッシュを図 46-13-5 に示す。 

  

原子炉圧力容器破損前におけるドライ
ウェル内気相平均温度 最大値 約96℃

原子炉圧力容器破損 約3.8時間

：ドライウェル内気相平均温度
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46-13-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-13-4 解析モデル及び境界条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-13-5 解析メッシュ  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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46-13-5 

6. 評価結果 

解析評価の結果，電磁弁及び空気シリンダピストンのシール部の温度は，主蒸気

逃がし安全弁の機能維持が必要となる約 3.8 時間時点で約 147℃であり，その後も

約 5.5時間まで主蒸気逃がし安全弁の機能維持が確認されている条件を下回った。

評価結果を図 46-13-6及び図 46-13-7に示す。 

評価結果は，MAAP による環境条件を包絡する厳しい温度を設定して実施した解

析であり，実際に主蒸気逃がし安全弁が経験する温度はさらに低い値になるものと

考えられる。 

以上より，炉心損傷後，DCH防止のために原子炉圧力容器の減圧を継続している

状況を想定した環境下でも，主蒸気逃がし安全弁の機能は維持できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-13-6 温度解析結果 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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46-13-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-13-7 補助作動装置下部温度推移 

 

 

7. 本体の温度上昇による影響 

閉状態の主蒸気逃がし安全弁が強制開するためには，アクチュエータの駆動力

が主蒸気逃がし安全弁本体の抵抗力を上回る必要がある。主蒸気逃がし安全弁本

体の抵抗力に対する温度上昇の影響は表 46-13-2のとおり，いずれも温度上昇に

よって抵抗力が低下するよう設計上配慮されており，温度上昇が強制開の妨げに

なることはない。 

 

表 46-13-2 主蒸気逃がし安全弁本体の抵抗力に対する温度上昇の影響 

項目 温度上昇の影響 

主蒸気逃がし安全弁ス

プリング閉止力 

温度上昇に伴い，低下する方向にある。また，補助作動装置の駆動力は

スプリング閉止力に対して十分な力量を有している。 

弁棒・アジャスタリング

摺動抵抗 

主蒸気流路から離れた位置にあり，温度上昇幅は小さく主蒸気逃がし安

全弁強制開機能に影響を及ぼさない。 

弁棒・ネッキブッシュ摺

動抵抗 

弁棒は SUS431，ネッキブッシュはニッケルブロンズであり，入熱時に隙

間が拡大する材料の組合せとなっており，ネッキブッシュによる弁棒拘

束は発生しない。 

ピストン・ブッシュ摺動

抵抗 

ピストンは SUS403，ブッシュはニッケルブロンズであり，入熱時に隙間

が拡大する材料の組合せになっており，ブッシュによる弁棒拘束は発生

しない。 

弁体ソケット・弁体ガイ

ド摺動抵抗 

弁体ソケット及び弁体ガイドは SUS403 で同材質であり，温度上昇に伴う

弁体ガイドの弁体ソケット拘束は発生しない。 
  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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8. 遮熱板設置による悪影響 

遮熱板は，図 46-13-1に示すとおり SUS 製のプレートを 3段設置し，空気シリ

ンダ及び電磁弁下面全体を覆う構造とすることで弁の動作に悪影響を与えない設

計とする。遮熱板設置による追加質量は，約 15kgであり既設の電磁弁を含むアク

チュエータ部質量約 260kgに対し 6%程度の増加であることから，強度及び耐震性

に悪影響を与えない設計とする。 
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46-14 

その他設備 
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原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための自主対策設備として，以下を整備

する。 

 

1．主蒸気逃がし安全弁用可搬型蓄電池による減圧 

主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）の作動に必要な常設直流電源が喪失し，

発電用原子炉の減圧機能が喪失した場合においても，主蒸気逃がし安全弁（自動減

圧機能付）用電磁弁の作動回路に主蒸気逃がし安全弁用可搬型蓄電池を接続するこ

とにより，主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能付）（2個）を作動させ原子炉冷却

材圧力バウンダリを減圧する手段を自主対策設備として整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-14-1 主蒸気逃がし安全弁用可搬型蓄電池による主蒸気逃がし安全弁 

（自動減圧機能付）開放の概要図 
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（参考） 

主蒸気逃がし安全弁の機能 

 

主蒸気逃がし安全弁は，以下 3つの機能を有する。 

 

a.逃がし弁機能 

本機能における主蒸気逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バウンダリの過度の圧

力上昇を抑えるため，原子炉圧力高の信号によりアクチュエータのピストンを駆動

して強制的に開放する。11個の主蒸気逃がし安全弁は，すべてこの機能を有してい

る。 

 

b.安全弁機能 

本機能における主蒸気逃がし安全弁は，原子炉冷却材圧力バウンダリの過度の圧

力上昇を抑えるため，逃がし弁機能のバックアップとして，圧力の上昇に伴いスプ

リングに打ち勝って自動開放されることにより，原子炉冷却材圧力バウンダリの最

も過酷な圧力変化の場合にも原子炉圧力が最高使用圧力の 1.1倍を超えないように

設計されている。11 個の主蒸気逃がし安全弁は，すべてこの機能を有している。 

 

c.自動減圧機能 

自動減圧機能は，非常用炉心冷却系の一部であり，原子炉水位低とドライウェル

圧力高の同時信号により，ピストンを駆動して主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能

付）を強制的に開放し，LOCA時等に原子炉圧力を速やかに低下させて，低圧注水系

の早期の注水を促す。11個の逃がし安全弁のうち，6個がこの機能を有している。 
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図 46-14-2 主蒸気逃がし安全弁 設備概要図 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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逃がし安全弁動作時の機構 

 

（自動減圧機能）           （逃がし弁機能） 

 

 

自動減圧系作動信号       主蒸気逃がし安全弁弁作動信号 

（原子炉圧力高） 

 

 

自動減圧機能用電磁弁励磁          逃がし弁機能用 

（直列－2 重化）             電磁弁励時 

 

 

ピストンとピストンロッドが上昇し，レバーが動作する 

 

 

安全弁本体のスプリングカに打ち勝ち，弁棒をリフトする 

 

 

弁体が蒸気圧力（原子炉圧力）によって持ち上げられる 

 

（安全弁機能） 

逃がし弁機能のバックアップとして，蒸気圧力（原子炉圧力）の上昇に伴いスプ

リングに打ち勝って自動開放される。 
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46-15 

原子炉建屋ブローアウトパネル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置について  
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46-15-1 

1．はじめに 

原子炉建屋ブローアウトパネル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置については，

重大事故等時に機能を期待する重大事故等対処設備として位置付ける。以降，当該

設備に期待する機能及び設計方針について記載する。 

 

2．原子炉建屋ブローアウトパネルに期待する機能 

2.1 開放機能 

重大事故等対策の有効性評価のうち，格納容器バイパス（インターフェイスシ

ステム LOCA）においては，原子炉格納容器外かつ原子炉建屋原子炉棟内で低圧設

計配管が破断することを想定しているため，原子炉建屋原子炉棟内で瞬時に減圧

沸騰して大量の水蒸気が発生する。このため，原子炉建屋原子炉棟内の圧力が急

上昇するが，開放設定圧力である約 4.4kPa[gage］に到達した時点で原子炉建屋

原子炉棟内に設置した原子炉建屋ブローアウトパネルが自動的に開放し，原子炉

建屋原子炉棟内を減圧する。 

格納容器バイパス（インターフェイスシステム LOCA）発生時には，基本的には

中央制御室で隔離弁の閉操作を行うが，仮に中央制御室から操作できない場合に

は，現場で隔離弁を操作することとしている。この場合，開放した原子炉建屋ブ

ローアウトパネルの開口面を経由して外気と熱交換が行われることにより，原子

炉建屋原子炉棟内でも人力での操作が可能となる。 

 

2.2 閉じ込め機能 

重大事故等対策の有効性評価のうち，雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納

容器過圧・過温破損）においては，中央制御室の運転員等の被ばく低減のために

非常用ガス処理系（以下「SGTS」という。）によって原子炉建屋原子炉棟内を負圧

に維持するため，原子炉建屋原子炉棟のバウンダリの一つである原子炉建屋ブロ

ーアウトパネルについても閉状態を維持し，放射性物質を閉じ込める。 

 

3．重大事故等対処設備としての原子炉建屋ブローアウトパネルの適合方針 

3.1 設置許可基準規則第 46条 

原子炉建屋ブローアウトパネルは「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、

構造及び設備の基準に関する規則」(以下「設置許可基準規則」という。）第 46

条（インターフェイスシステム LOCA隔離弁）に関連する『常設耐震重要重大事故

防止設備』として位置付ける。 

この場合，原子炉建屋ブローアウトパネルに要求される機能は 2.1に示した開

放機能であるため，以下の 2点を満足する設計とする。 

①原子炉建屋原子炉棟内の圧力が上昇した際に開放設定圧力である約

4.4kPa[gage］に到達した時点でパネルが確実に開放し，かつ以後も原子炉

建屋原子炉棟内の圧力上昇を抑制すること。 
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②圧力上昇によって開放する際には所定の時間内に原子炉建屋原子炉棟内で

の操作が可能となる圧力及び温度に低下させることが可能となる開口面積

を満足すること。 

 

3.2 設置許可基準規則第 59条 

原子炉建屋ブローアウトパネル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置は設置許

可基準規則第 59条（運転員の被ばくを低減するための設備）に関連する『常設重

大事故緩和設備』として位置付ける。 

この場合，原子炉建屋ブローアウトパネルに要求される機能は 2.2に示した閉

じ込め機能であるため，以下の 2点を満足する設計とする。 

①原子炉建屋ブローアウトパネルは，原子炉建屋原子炉棟内の圧力が上昇し

ない事象においては閉状態を維持すること。 

②原子炉建屋ブローアウトパネルは，SGTSによる負圧維持に期待している期

間中に想定する重畳事象に対しても閉状態を維持できること，又は開放状

態になったとしても，原子炉建屋ブローアウト閉止装置により，容易かつ

確実に閉止操作ができること。また，原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，

現場において人力による操作が可能なものとすること。 

 

3.3 設置許可基準規則第 43条 

原子炉建屋ブローアウトパネル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，3.1

及び 3.2のとおり常設重大事故等対処設備と位置付けることから，設置許可基準

規則第 43条第 1項及び第 2項に適合する設計とする。 

 

4．設備概要及び適合状況 

4.1 原子炉建屋ブローアウトパネル設備概要 

原子炉建屋ブローアウトパネルは，格納容器バイパス（インターフェイスシス

テム LOCA）発生時に，原子炉冷却材が原子炉建屋原子炉棟内へ漏えいして蒸気と

なり，原子炉建屋原子炉棟内の圧力が上昇した場合において，原子炉建屋原子炉

棟内の圧力及び温度を低下させることを目的として使用する。 

本設備は，運転員による開放操作を行うことなく，原子炉建屋原子炉棟内と外

気との差圧が開放設定圧力である約 4.4kPa に到達した時点で自動的に開放する

ことで，原子炉建屋原子炉棟内の圧力及び温度を低下させることが可能な設計と

する。これにより，原子炉建屋原子炉棟内の圧力及び温度を低下させることで，

格納容器バイパス（インターフェイスシステム LOCA）発生時に HPCS 注入隔離弁

を現場操作により閉止することが可能となる。 

原子炉建屋ブローアウトパネルの構造図を図 46-15-1に示す。また，格納容器

バイパス（インターフェイスシステム LOCA）発生時の原子炉建屋ブローアウトパ

ネルに関する設備概要図を図 46-15-2に示す。 
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また，SGTSによる負圧維持に期待している期間中に原子炉建屋原子炉棟の気密

バウンダリの一部として原子炉建屋に設置する原子炉建屋ブローアウトパネルは，

閉状態の維持，又は開放時には原子炉建屋ブローアウト閉止装置により容易かつ

確実に閉止操作ができる設計とする。 

原子炉建屋ブローアウトパネルは，開閉状態を中央制御室にて確認できる設計

とする。 

原子炉建屋原子炉棟の気密バウンダリの一部として原子炉建屋に設置する原子

炉建屋ブローアウトパネル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置の概要図を図

46-15-3に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46-15-1 原子炉建屋ブローアウトパネル構造図 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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図 46-15-2 原子炉建屋ブローアウトパネル設備概要図 

(格納容器バイパス（インターフェイスシステム LOCA）発生時) 

 

 

図 46-15-3 原子炉建屋ブローアウトパネル設備概要図 

(原子炉建屋原子炉棟の気密要求時) 

 

4.1.1原子炉建屋ブローアウトパネルの設置許可基準規則第 43条への適合状況 

原子炉建屋ブローアウトパネルの第 43条第 1項及び第 2項への適合については，

「3.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備（設置許可基準規則第

46条に対する設計方針を示す章）」で示す。 
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4.2 原子炉建屋ブローアウト閉止装置設備概要 

原子炉建屋ブローアウトパネルは，外部事象を考慮した場合（別紙１参照），地

震等により開放が考えられることから，SGTS の機能要求がある場合には，3.に示

した設計方針に従い，原子炉建屋ブローアウト閉止装置にて閉止を行うことで対

応する。 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，原子炉建屋ブローアウトパネルが開放し

た状態で SGTSの機能要求がある場合に，原子炉建屋の気密性を確保するために設

置する。原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，気密ダンパの組合せにより構成す

る。 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置の概要図を図 46-15-4に示す。 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，原子炉建屋ブローアウトパネルから蒸気

を放出する際の流路に設置する設計とする。また，原子炉建屋ブローアウトパネ

ルの開放機能に悪影響を及ぼすことがないよう，必要な開口面積を確保する設計

とする。 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，中央制御室の操作スイッチから遠隔操作

可能な設計とする。また，遠隔手動ダンパ操作設備を設けることで，電源喪失時

においても，現場において人力による操作が可能な設計とする。 

また，原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，開閉状態を中央制御室にて確認で

きる設計とする。 
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図 46-15-4 原子炉建屋ブローアウト閉止装置概要図 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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4.2.1原子炉建屋ブローアウト閉止装置の設置許可基準規則第 43 条への適合状況 

4.2.1.1設置許可基準規則第 43条第 1項への適合方針 

(1) 環境条件及び荷重条件（設置許可基準規則第 43条第 1項第一号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合における温度，放射線，荷重その他

の使用条件において，重大事故等に対処するために必要な機能を有効に発揮

するものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，想定される重大事故等時における原

子炉建屋原子炉棟内及び屋外の環境条件及び荷重条件を考慮し，その機能を

有効に発揮することができるよう，表 46-15-1に示す設計とする。 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置の操作は，中央制御室の操作スイッチか

ら遠隔操作可能な設計とする。また，電源喪失時においても，遠隔手動ダン

パ操作設備を設けることで，現場において人力による操作が可能な設計とす

る。 

 

表 46-15-1 想定する環境条件及び荷重条件 

環境条件等 対応 

温度・圧力・湿度・放

射線 

原子炉建屋原子炉棟内及び屋外で想定される温度，圧力，

湿度及び放射線条件下に耐えられる性能を確認した機器を

使用する。 

屋外の天候による影

響 

降水及び凍結により機能を損なうことのない設計とする。 

海水を通水する系統

への影響 

海水を通水することはない。 

地震 適切な地震荷重との組合せを考慮した上で機器が損傷しな

い設計とする（詳細は「2.1.2 耐震設計の基本方針」に示

す。）。 

風（台風）・積雪 屋外で想定される風荷重及び積雪荷重を考慮して，その機

能が損なわれない設計とする。 

電磁的障害 重大事故等時においても電磁波によりその機能が損なわれ

ない設計とする。 

 

(2) 操作性（設置許可基準規則第 43条第 1項第二号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合において確実に操作できるものであ 

ること。 
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(ⅱ) 適合性 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置の操作は，中央制御室の操作スイッチか

ら遠隔操作が可能な設計とする。また，電源喪失時においては，原子炉建屋

内の原子炉棟外から遠隔手動ダンパ操作設備により人力で操作可能な設計と

する。 

中央制御室の制御盤の操作器，表示器及び銘板は，操作者の操作性・監視

性・識別性を考慮し，また，十分な操作空間を確保することで，確実に操作

できる設計とする。 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置の操作に必要な機器を表 46-15-2に示す。 

 

表 46-15-2 操作対象機器 

設備名称 状態の変化 設置場所 操作場所 操作方法 

原子炉建屋ブローアウ

ト閉止装置 
開→閉 

原子炉建屋 

（原子炉

建屋原子炉棟内） 

中央制御室 スイッチ操作 

原子炉建屋 

（原子炉建

屋内の原子炉棟外） 

人力操作（遠隔手動

ダンパ操作設備） 

 

(3) 試験及び検査（設置許可基準規則第 43条第 1項第三号） 

(ⅰ) 要求事項 

健全性及び能力を確認するため，発電用原子炉の運転中又は停止中に試験

又は検査ができるものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，表 46-15-3に示すように，発電用原

子炉の運転中又は停止中に外観検査を，また，発電用原子炉の停止中に機能・

性能確認が可能な設計とする。 

 

表 46-15-3 原子炉建屋ブローアウト閉止装置の試験及び検査 

発電用原子炉の状態 項目 内容 

運転中又は停止中 外観検査 原子炉建屋ブローアウト閉止装置の外観の確認 

停止中 機能・性能確認 原子炉建屋ブローアウト閉止装置の動作状態の確認 

 

(4) 切替えの容易性（設置許可基準規則第 43条第 1項第四号） 

(ⅰ) 要求事項 

本来の用途以外の用途として重大事故等に対処するために使用する設備に

あっては，通常時に使用する系統から速やかに切り替えられる機能を備える

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

234



 

46-15-9 

ものであること。 

(ⅱ) 適合性 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，本来の用途以外の用途として使用し

ない。 

また，原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，重大事故等時において他の系

統と切り替えることなく使用できる設計とする。 

 

(5) 悪影響の防止（設置許可基準規則第 43条第 1項第五号） 

(ⅰ) 要求事項 

工場等内の他の設備に対して悪影響を及ぼさないものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，他の設備から独立して使用が可能な

ことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。また，原子炉建屋ブロ

ーアウト閉止装置は，閉動作により，他の設備に悪影響を及ぼさない設計と

する。 

 

(6) 設置場所（設置許可基準規則第 43条第 1項第六号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等が発生した場合において重大事故等対処設備の操作

及び復旧作業を行うことができるよう，放射線量が高くなるおそれが少ない

設置場所の選定，設置場所への遮蔽物の設置その他の適切な措置を講じたも

のであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置の操作に必要な機器の操作場所を表

46-15-2 に示す。このうち，中央制御室での操作は，操作場所の放射線量が

高くなるおそれが少ないため操作が可能である。また，電源喪失時において

は，操作場所を放射線量が高くなるおそれが少ない原子炉建屋内の原子炉棟

外としているため操作が可能である。 

 

4.2.1.2設置許可基準規則第 43条第 2項への適合方針 

(1) 容量（設置許可基準規則第 43条第 2 項第一号） 

(ⅰ) 要求事項 

想定される重大事故等の収束に必要な容量を有するものであること。 

  

(ⅱ) 適合性 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，重大事故等時において，運転員を過
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度の被ばくから防護するために必要な容量を有する設計とする。 

 

(2) 共用の禁止（設置許可基準規則第 43 条第 2項第二号） 

(ⅰ) 要求事項 

二以上の発電用原子炉施設において共用するものでないこと。ただし，二

以上の発電用原子炉施設と共用することによって当該二以上の発電用原子炉

施設の安全性が向上する場合であって，同一の工場等内の他の発電用原子炉

施設に対して悪影響を及ぼさない場合は，この限りでない。 

 

(ⅱ) 適合性 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，二以上の発電用原子炉施設において

共用しない設計とする。 

 

(3) 設計基準事故対処設備との多様性（設置許可基準規則第 43 条第 2項第三号） 

(ⅰ) 要求事項 

常設重大事故防止設備は，共通要因によって設計基準事故対処設備の安全

機能と同時にその機能が損なわれるおそれがないよう，適切な措置を講じた

ものであること。 

 

(ⅱ) 適合性 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，重大事故緩和設備であり，同一目的

の設計基準事故対処設備はない。 
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別紙１ 

 

原子炉建屋ブローアウトパネル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置に対する 

外部事象防護方針について 

 

1. はじめに 

原子炉建屋ブローアウトパネル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置につい

ては，通常運転時においても原子炉建屋と一体となり原子炉建屋原子炉棟内の負

圧維持のための閉じ込め機能に期待をするとともに，重大事故等である格納容器

バイパス（インターフェイスシステム LOCA）時における原子炉建屋原子炉棟内の

減圧のための開放機能と，雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過

温破損）時における原子炉建屋原子炉棟内の負圧維持のための閉じ込め機能に期

待する重大事故等対処設備として位置付ける。当該設備に対する外部事象防護方

針について以下に示す。 

 

2. 通常運転時における考え方 

設計基準規模の外部事象として，例えば，設計竜巻（最大風速 100m/s）を想定

した場合，竜巻の気圧差による原子炉建屋ブローアウトパネルの開放が考えられ

るが，竜巻の影響を受ける可能性があるＭＳトンネル室内は，密閉され気圧差の

影響を受ける設備がないため影響はない。また，竜巻による飛来物に対しても，

開口部付近に防護施設（竜巻）は無いため影響はない。そのため，設計竜巻によ

り設計基準事故には至らない。 

また，第 6条において選定した竜巻以外の外部事象（風（台風），凍結，降水，

積雪，落雷，火山の影響，生物学的事象，森林火災，近隣工場等の火災，電磁的

障害）についても，風（台風）であれば竜巻の影響に包絡される，火山（降下火

砕物）の影響や積雪等であれば原子炉建屋ブローアウトパネルの閉じ込め機能に

は影響しない等により，設計基準の外部事象によって設計基準事故には至らない。 

 

3. 重大事故等発生時における考え方 

3.1 考慮すべきシナリオ等の前提の整理 

重大事故等と外部事象の重畳については，以下を念頭に組み合わせを考慮す

る。 

・重大事故等の発生頻度としては，炉心損傷頻度の性能目標※1，※2である 10-4/

炉年 

・重大事故等と外部事象の重畳の判断目安は，航空機落下の判断基準※3，※4 や

設計基準対象施設の耐震設計のスクリーニング基準※5 の 10-7/炉年に保守

性をもたせた 10-8/炉年 

また，考慮すべきシナリオは図 1に示す「①外部事象を起因とした重大事故
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等が発生する場合」と「②重大事故等発生後に外部事象が発生する場合」に分

けて整理する。①は重大事故等対処設備の保管時，②は重大事故等対処設備の

機能要求時に該当することから，その際に考慮すべき外部事象については，地

震及び津波に加え第43条第1項及び第2項において選定した自然現象9事象（風

（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事象，森林火

災）及び人為事象 2事象（近隣工場等の火災，電磁的障害）とする。 

 

図 1 重大事故等と外部事象重畳の考慮すべきシナリオ 

 

※1 :Regulatory Guide 1.174 Rev.1,2002, An Approach for Using Probabilistic 

Risk Assessment in Risk-Informed Decisions on Plant-Specific Changes to 

the Licensing Basis 

※2：第 1 回原子力規制委員会（平成 25 年 4 月 3 日）資料 6-2「放射性物質放出量

と発生頻度との関係（概念図）」 

※3：STANDARD REVIEW PLAN 3.5.1.6 AIRCRAFT HAZARDS 

※4 :実用発電用原子炉施設への航空機落下確率の評価基準について（平成 21・06・

25原院第 1号。平成 21年 6月 30日原子力安全・保安院制定） 

※5 :JEAG4601・補-1954「原子力発電所耐震設計技術指針重要度分類・許容応力編」 

 

3.2 原子炉建屋ブローアウトパネルに対する外部事象防護方針 

①外部事象を起因とした重大事故等が発生する場合 

地震を起因とした重大事故等に対しては，原子炉建屋ブローアウトパネルの

機能維持に対する考慮が必要となる。 

また，地震を除く外部事象を起因とした重大事故等の発生を考慮する場合に

は，地震を除く外部事象によって引き起こされる起因事象の発生頻度と炉心損

傷に至る確率を踏まえた上で，原子炉建屋ブローアウトパネルに対する防護方

針を検討する必要がある。 

原子炉建屋ブローアウトパネルに影響を与える外部事象である風（台風），竜

巻，凍結，降水及び積雪については，2.に示す通り，安全系等の防護対象施設

が損傷することは考え難いため，炉心損傷の起因事象としては外部電源喪失を

考慮する。 

ここで，外部電源喪失の原因となる送電線等の設備の損傷は，日常的に発生

する規模の上記の外部事象によって生じる可能性が低いこと，及び外部電源喪

失が発生した場合の条件付炉心損傷確率が 10-8オーダーであることを考慮する

外部事象 

（起因） 
重大事故等 

(従属) 

重大事故等 外部事象 

(独立) 

①外部事象を起因とした重大事故等が発生する場合 ②重大事故等発生後に外部事象が発生する場合 
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と，上記の外部事象を起因とした重大事故等が発生する可能性は十分に低く，

重大事故等と外部事象の重畳の判断目安を下回ると考えてよい。 

従って，上記の外部事象に対しては，原子炉建屋ブローアウトパネルの機能

維持に対する考慮は不要である。 

なお，津波，森林火災，落雷，火山の影響，生物学的事象，近隣工場等の火

災及び電磁的障害については，原子炉建屋ブローアウトパネルの機能に直接影

響する事象ではないため，原子炉建屋ブローアウトパネルの機能維持に対する

考慮は不要である。 

以上を踏まえ，外部事象を起因とした重大事故等の発生に対する原子炉建屋

ブローアウトパネルの防護方針は表 1に示す通りとする。 

 

表 1 外部事象を起因とした重大事故等の発生に対する 

原子炉建屋ブローアウトパネル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置 

（開放機能・閉じ込め機能※）防護方針 

事象 防護方針 

自
然
現
象 

地震 

地震による原子炉建屋ブローアウトパネルの開放等が考えられ

るが，原子炉建屋ブローアウトパネルが閉状態を維持できる設

計，又は開放状態になったとしても原子炉建屋ブローアウト閉

止装置により容易かつ確実に閉止操作ができる設計とする。 

津波 
津波は原子炉建屋ブローアウトパネルの機能に影響する事象で

はない。 

風(台風) 外部電源喪失が発生した場合の条件付炉心損傷確率（10-8オーダ

ー）を踏まえると，風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪を起因

とした場合の炉心損傷頻度は十分低く，風（台風）,竜巻，凍結，

降水，積雪を起因とした重大事故等が発生し，原子炉建屋ブロ

ーアウトパネルの機能が必要となる可能性は十分低い。 

竜巻 

凍結 

降水 

積雪 

森林火災 

森林火災に対しては，原子炉建屋ブローアウトパネルは，防火

帯内側に設置をしていることから，原子炉建屋ブローアウトパ

ネルの機能に影響はない。 

落雷 落雷，火山の影響，生物学的事象，近隣工場等の火災，電磁的

障害は原子炉建屋ブローアウトパネルの機能に影響する事象で

はない。 

火山の影響 

生物学的事象 

人
為
事
象 

近隣工場等の

火災 

電磁的障害 

※：重大事故等発生前の想定であることから，開放機能及び閉じ込め機能の両方が

対象。   
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②重大事故等発生後に外部事象が発生する場合 

重大事故等発生後において，外部事象が重畳して発生する場合には，重大事

故等の発生頻度とその後に発生する外部事象の年超過発生頻度を踏まえた上で，

原子炉建屋ブローアウトパネルに対する防護方針を検討する必要がある。 

(1)に示すとおり，重大事故等の発生頻度が 10-4/炉年であること，及び重大

事故等と外部事象の重畳の判断目安が 10-8/炉年であることを考慮すると，重大

事故等と外部事象の重畳を想定することが妥当であると考えられる。そのため，

重大事故等の発生後において外部事象が重畳することを想定しても，原子炉建

屋ブローアウトパネルの機能を損なわない方針とする。 

重畳する外部事象の規模としては，重大事故等対処設備の機能要求時の環境

条件として想定する規模とする。 

表 2に重大事故等発生後における外部事象の発生に対する原子炉建屋ブロー

アウトパネル防護の考え方を示す。 
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表 2 重大事故等発生後における外部事象の発生に対する 

原子炉建屋ブローアウトパネル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置 

（閉じ込め機能※）防護方針 

事象 防護方針 

自
然
現
象 

地震 

地震による原子炉建屋ブローアウトパネルの開放等が考えられ

るが，原子炉建屋ブローアウトパネルが閉状態を維持できる設

計，又は開放状態になったとしても原子炉建屋ブローアウト閉

止装置により容易かつ確実に閉止操作ができる設計とする。 

津波 
津波は原子炉建屋ブローアウトパネル及び原子炉建屋ブローア

ウト閉止装置の機能に影響する事象ではない。 

風(台風) 

環境条件として想定した年超過発生頻度 10-1/年規模の最大風速

（約 23.1m/s）及び安全施設の設計上考慮する風（台風）の基準

になる風速（30m/s）を考慮した風荷重に対し，原子炉建屋ブロ

ーアウトパネル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置の機能が

喪失しない設計とする。飛来物については，風速約 30m/s によ

り資機材等が飛散しないように，必要に応じ固縛・撤去等の飛

散防止対策を実施することで，原子炉建屋ブローアウトパネル

及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置が飛来物影響を受けない

設計とする。 

竜巻 
年超過発生頻度 10-1/年規模の最大瞬間風速は 30m/s 未満であ

り，風（台風）の影響に包絡される。 

凍結 凍結，降水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事象は原子炉

建屋ブローアウトパネルの機能に影響する事象ではない。 降水 

積雪 

落雷 

火山の影響 

生物学的事象 

森林火災 

森林火災に対しては，原子炉建屋ブローアウトパネル及び原子

炉建屋ブローアウト閉止装置は，防火帯内側に設置をしている

ことから，機能に影響はない。 

人
為
事
象 

近隣工場等の

火災 

近隣工場等の火災，電磁的障害は原子炉建屋ブローアウトパネ

ル及び原子炉建屋ブローアウト閉止装置の機能に影響する事象

ではない。 電磁的障害 

※：格納容器バイパス（インターフェイスシステム LOCA）時の開放機能は事象発生

後すぐに期待するものであり，以降も開放維持のため対象外。従って，重大事

故等発生後においては，原子炉建屋原子炉棟内の負圧維持のための閉じ込め機

能が対象。 
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46-15-16 

別紙２ 

 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置の設計要求事項及び成立性確認方法について 

 

原子炉建屋ブローアウト閉止装置は，地震等により原子炉建屋ブローアウトパ

ネルが開放した状態で SGTSの機能要求がある場合に，原子炉建屋の気密性を確保

するために設置する。 

この機能要求を踏まえ，原子炉建屋ブローアウト閉止装置の設計要求事項及び

成立性確認方法を表１に記載する。 

 

表１ 原子炉建屋ブローアウト閉止装置の設計要求事項及び成立性確認方法 

機能 機能詳細 設計要求事項 
成立性確認

方法 

閉止機能 

原子炉建屋ブローアウ

トパネルが開放状態で

SGTS の機能要求がある

場合に，原子炉建屋ブ

ローアウトパネルの開

放による原子炉建屋開

口部を速やかに閉止で

きること 

原子炉建屋の気密性能が確保

できること（SGTS運転時に必

要な建屋の負圧を確保できる

こと） 

机上評価又は

気密性能試験 

原子炉建屋ブローアウト閉止

装置が遠隔により閉止できる

こと（電動にて閉止できる設

計） 

動作試験 

原子炉建屋ブローアウト閉止

装置が現場において手動によ

り閉止できること（遠隔手動

ダンパ操作設備により，手動

にて閉止できる設計） 

動作試験 

閉止の検知機

能 

原子炉建屋ブローアウ

ト閉止装置の閉止状態

が検知できること 

中央制御室にて，原子炉建屋

ブローアウト閉止装置の開閉

状態が確認できること 

動作試験 

耐震健全性 

地震後においても閉止

機能及び気密性能を維

持すること 

基準地震動に対して原子炉建

屋ブローアウト閉止装置の作

動機能が維持されること 

机上評価又は

加振試験 

地震後に原子炉建屋ブローア

ウト閉止装置の気密性能が維

持されること 

机上評価又は

気密性能試験 

流路機能 

原子炉建屋ブローアウ

トパネルの開放が期待

される状態において，

原子炉建屋ブローアウ

トパネルへの流路とし

て機能すること 

原子炉建屋ブローアウトパネ

ルへの流路として必要な開口

面積を確保できること 

机上評価 

 

なお，上記成立性確認方法の詳細及び確認結果については，今後の工事計画認

可申請の審査時に説明する。 
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47-1  SA設備基準適合性一覧表 

47-2  単線結線図 

47-3  配置図 

47-4  系統図 

47-5  試験及び検査 

47-6  容量設定根拠 

47-7  接続図 

47-8  保管場所図 

47-9  アクセスルート図 

47-10 その他設備 

47-11 注水用ヘッダについて 

47-12 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 
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SA設備基準適合性一覧表 
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47-1-1 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 使用時海水通水又は淡水だけでなく海水も使用可能 Ⅱ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途以外の用途として使用するため，切替操作が必要 Ａ

 系統設計 弁等の操作で系統構成 Ａａ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備有り）－屋内 Ａａ

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源，又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

47-3 配置図

47-6 容量設定根拠

－

47-2 単線結線図，47-3 配置図，47-4 系統図

47-3 配置図，47-4 系統図

47-3 配置図，47-4 系統図

47-5 試験及び検査

47-4 系統図

47-3 配置図，47-4 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４７条：原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発
電用原子炉を冷却するための設備

復水移送ポンプ 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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47-1-2 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

その他の建屋内 Ｃ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 使用時海水通水又は淡水だけでなく海水も使用可能 Ⅱ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの Ａ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備有り）－屋内 Ａａ

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源，又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

第
６
号

 設置場所

 関連資料 47-3 配置図

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料 47-6 容量設定根拠

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

47-2 単線結線図，47-3 配置図，47-4 系統図

第
４
号

 切替え性

 関連資料 47-4 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止 47-3 配置図，47-4 系統図

第４７条：原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発
電用原子炉を冷却するための設備

直流駆動低圧注水ポンプ 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

47-3 配置図，47-4 系統図

第
２
号

 操作性

 関連資料 47-3 配置図，47-4 系統図

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料 47-5 試験及び検査
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47-1-3 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 

 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 使用時海水通水又は淡水だけでなく海水も使用可能 Ⅱ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 47-7 接続図，47-8 保管場所図

現場操作（工具，設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，弁操作，接続作業）
Ｂｂ，Ｂｃ，Ｂ
ｄ，Ｂｆ，Ｂｇ

47-3 配置図，47-4 系統図，47-7 接続図

ポンプ Ａ

47－5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

47－4 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 47－4 系統図，47-5 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

47-3 配置図，47-7 接続図

原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型設備 Ａ

47-6 容量設定根拠

より簡便な接続 Ｃ

47-7 接続図

複数の機能で同時に使用 Ａａ

47-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

47-7 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

47-8 保管場所図

屋外アクセスルートの確保 Ｂ

47-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備あり）－屋内 Ａａ

サポート系要因 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
３
項

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

 関連資料

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
５
号

 保管場所

 関連資料

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

47-3 配置図，47-4 系統図，47-7 接続図，47-8 保管場所図

第４７条：原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発
電用原子炉を冷却するための設備

大容量送水ポンプ(タイプⅠ) 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性
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47-1-4 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源，又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

第
６
号

 設置場所

 関連資料  －

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料  －

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

－

第
４
号

 切替え性

 関連資料  －

第
５
号

悪
影
響
防
止  －

第４７条：原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発
電用原子炉を冷却するための設備

残留熱除去系ポンプ（低圧注水モード）
（設計基準拡張）

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

－

第
２
号

 操作性

 関連資料  －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料  －
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47-1-5 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源，又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

第
６
号

 設置場所

 関連資料  －

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料  －

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

－

第
４
号

 切替え性

 関連資料  －

第
５
号

悪
影
響
防
止  －

第４７条：原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発
電用原子炉を冷却するための設備

残留熱除去系ポンプ（原子炉停止時冷却モード）
（設計基準拡張）

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

－

第
２
号

 操作性

 関連資料  －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料  －

249



47-1-6 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

操作不要 対象外

熱交換器 Ｄ

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

操作不要 対象外

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象外（サポート系なし） 対象外

 関連資料

第
６
号

 設置場所

 関連資料 －

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料 －

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

－

第
４
号

 切替え性

 関連資料 －

第
５
号

悪
影
響
防
止 －

第４７条：原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発
電用原子炉を冷却するための設備

残留熱除去系熱交換器（原子炉停止時冷却モード）
（設計基準拡張）

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

－

第
２
号

 操作性

 関連資料 －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料  －
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47-1-7 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源，又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

第
６
号

 設置場所

 関連資料  －

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料  －

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

－

第
４
号

 切替え性

 関連資料  －

第
５
号

悪
影
響
防
止  －

第４７条：原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発
電用原子炉を冷却するための設備

低圧炉心スプレイ系ポンプ
（設計基準拡張）

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

－

第
２
号

 操作性

 関連資料  －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料  －
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47-2-1 

 

図 47-2-1 低圧代替注水に係る交流電源単線結線図
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47-2-2 

図 47-2-2 低圧代替注水に係る直流電源単線結線図（125V）
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47-2-3 

 
図 47-2-3 低圧代替注水に係る直流電源単線結線図（250V）
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47-3 

配置図 

：設計基準対象施設 

：重大事故等対処設備 
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47-3-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-3-1 配置図（原子炉建屋      ） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-3-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-3-2 配置図（原子炉建屋      ） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

 

 

258



47-3-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-3-3 配置図（原子炉建屋      ） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-3-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-3-4 配置図（原子炉建屋      ）

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-3-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-3-5 配置図（原子炉建屋      ）

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-3-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-3-6 配置図（中央制御室（制御建屋      ））

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-4-1 
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MOMO

直流駆動低圧注水ポンプ

MUWC RHR

MUWCRHR

FPMUWHPCS

HPCS
MUWC

MUWC HPCS

HPCS DCLI HPCSDCLI

凡例

：常設配管 MUWC ：補給水系

：ホース HPCS ：高圧炉心スプレイ系

太線：低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ）で使用する箇所を示す。 FPMUW：燃料プール補給水系

赤線：残留熱除去系A系から原子炉圧力容器へ注水する場合を示す。 RHR ：残留熱除去系

：重大事故等時に操作する弁を示す。 DCLI ：直流駆動低圧注水系

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ＊２

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）＊２へ＊１

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ＊１

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

＊1：同時使用は考慮しない
＊2：自主対策設備
＊3：海を水源とした補給は行わない
＊4：シュラウド内炉心上部より注水

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① CRD復水入口弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

② MUWCサンプリング取出止め弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ FPMUWポンプ吸込弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ T/B 緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑦ 
復水貯蔵タンク常用，非常用

給水管連絡ライン止め弁 
全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室 

 

⑧ 復水移送ポンプ（A） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 
うち 2台 

使用 
⑨ 復水移送ポンプ（B） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

⑩ 復水移送ポンプ（C） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

⑪ RHR A系 LPCI注入隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑫ 
RHR ヘッドスプレイライン 

洗浄流量調整弁 
全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-4-1 低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ）系統概要図

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-4-2 

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ＊２

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）＊２へ＊１

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ＊１

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

凡例

：常設配管 MUWC ：補給水系

：ホース HPCS ：高圧炉心スプレイ系

太線：低圧代替注水系（常設）（直流駆動低圧注水ポンプ）で使用する箇所を示す。 FPMUW：燃料プール補給水系

：重大事故等時に操作する弁を示す。 RHR ：残留熱除去系

DCLI ：直流駆動低圧注水系
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＊1：同時使用は考慮しない
＊2：自主対策設備
＊3：海を水源とした補給は行わない
＊4：シュラウド内炉心上部より注水

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① HPCS注入隔離弁 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

交流電源 

② FPMUWポンプ吸込弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 直流電源 

③ 
直流駆動低圧注水ポンプ吸込

弁 
全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室 直流電源 

④ 
直流駆動低圧注水系流量調整

弁 
全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 直流電源 

⑤ 直流駆動低圧注水ポンプ 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 直流電源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-4-2 低圧代替注水系（常設）（直流駆動低圧注水ポンプ）系統概要図

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-4-3 
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MUWC

MUWC HPCS MOMO

直流駆動低圧注水ポンプHPCS DCLI HPCSDCLI

凡例

：常設配管 MUWC ：補給水系

：ホース HPCS ：高圧炉心スプレイ系

太線：低圧代替注水系（可搬型）で使用する箇所を示す。 FPMUW：燃料プール補給水系

赤線： 接続口を経由して残留熱除去系A系から原子炉圧力容器へ RHR ：残留熱除去系

注水する場合を示す。 DCLI ：直流駆動低圧注水系

：重大事故等時に操作する弁を示す。

＊1：同時使用は考慮しない
＊2：自主対策設備
＊3：海を水源とした補給は行わない
＊4：シュラウド内炉心上部より注水

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ＊２

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）＊２へ＊１

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ＊１

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

⑦

①
⑥

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外  

② T/B 緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ RHR A系 LPCI注入隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外  

 

⑦ 

 

原子炉・格納容器下部注水弁 

 

全閉→全開 

 

手動操作 

 

屋外 

注水用

ヘッダ

付属弁 

 

⑧ 

 

緊急時原子炉北側外部注水入口弁 

 

全閉→全開 

手動操作 

（遠隔手動弁

操作設備） 

 

屋外 

 

⑨ 
RHR ヘッドスプレイライン洗浄 

流量調整弁 
全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-4-3 低圧代替注水系（可搬型）系統概要図 

（原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 A 系を経由して原子炉圧

力容器へ注水する場合） 

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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FPMUWHPCS

HPCS
MUWC

MUWC HPCS MOMO

直流駆動低圧注水ポンプHPCS DCLI HPCSDCLI

＊1：同時使用は考慮しない
＊2：自主対策設備
＊3：海を水源とした補給は行わない
＊4：シュラウド内炉心上部より注水

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ＊２

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）＊２へ＊１

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ＊１

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

⑦

①
⑥

凡例

：常設配管 MUWC ：補給水系

：ホース HPCS ：高圧炉心スプレイ系

太線：低圧代替注水系（可搬型）で使用する箇所を示す。 FPMUW：燃料プール補給水系

赤線： 接続口を経由して残留熱除去系B系から原子炉圧力容器へ RHR ：残留熱除去系

注水する場合を示す。 DCLI ：直流駆動低圧注水系

：重大事故等時に操作する弁を示す。

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外  

② T/B 緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ RHR B系 LPCI注入隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外  

 

⑦ 

 

原子炉・格納容器下部注水弁 

 

全閉→全開 

 

手動操作 

 

屋外 

注水用

ヘッダ

付属弁 

 

⑧ 

 

緊急時原子炉北側外部注水入口弁 

 

全閉→全開 

手動操作 

（遠隔手動弁

操作設備） 

 

屋外 

 

⑨ 
RHR B 系格納容器冷却ライン洗浄

流量調整弁 
全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-4-4 低圧代替注水系（可搬型）系統概要図 

（原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B 系を経由して原子炉圧

力容器へ注水する場合）
 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-4-5 

凡例

：常設配管 MUWC ：補給水系

：ホース HPCS ：高圧炉心スプレイ系

太線：低圧代替注水系（可搬型）で使用する箇所を示す。 FPMUW：燃料プール補給水系

赤線： 接続口を経由して残留熱除去系A系から原子炉圧力容器へ RHR ：残留熱除去系

注水する場合を示す。 DCLI ：直流駆動低圧注水系

：重大事故等時に操作する弁を示す。

MO AO

高圧炉心スプレイ系ポンプ

原子炉建屋

残留熱除去系
ポンプ(C)

残留熱除去系ポンプ(B)

MO

AO AO

原子炉

圧力容器

復水貯蔵タンク

残
留
熱
除
去
系

熱
交
換
器(

Ｂ)

残
留
熱
除
去
系

熱
交
換
器(

Ａ)

負
荷
へ

負
荷
へ

MOMO

MO

AO

AO

MOMO

MO
原子炉

再循環系へ

MO

負
荷
へ

ろ過水系より

原子炉
再循環系へ

負荷へ

MO

負荷へ

負荷へ MO

MO

MO

MO

復水貯蔵

タンク
接続口

復水貯蔵タンク

接続マンホール

格納容器
スプレイ
接続口

原子炉・
格納容器
下部注水
接続口

格納容器
スプレイ
接続口

原子炉・
格納容器
下部注水
接続口

MO

MO

負荷へ

負荷へ

MO

負荷へ

負荷へ

MO

MO

負荷へ

負
荷
へ

負
荷
へ

負
荷
へ

負
荷
へ

AO

MO

MO

MO

MO

MO

MO MO

MO

MOMO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

負
荷
へ

負
荷
へ

MO

MO

MO

負荷へ

②

③

④
⑤

⑨

⑧ MO

MO

MO

MO

MO

復水移送ポンプ
（A)(B)(C)

ドライウェル

低圧炉心スプレイ

系ポンプ

残留熱除去系ポンプ(A)

サプレッションチェンバ

＊4 ＊4

MUWC RHR

MUWCRHR

FPMUWHPCS

HPCS
MUWC

MUWC HPCS MOMO

直流駆動低圧注水ポンプHPCS DCLI HPCSDCLI

＊1：同時使用は考慮しない
＊2：自主対策設備
＊3：海を水源とした補給は行わない
＊4：シュラウド内炉心上部より注水

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ＊２

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）＊２へ＊１

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ＊１

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

⑦

①
⑥

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外  

② T/B 緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ RHR A系 LPCI注入隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外  

 

⑦ 

 

原子炉・格納容器下部注水弁 

 

全閉→全開 

 

手動操作 

 

屋外 

注水用

ヘッダ

付属弁 

 

⑧ 

 

緊急時原子炉東側外部注水入口弁 

 

全閉→全開 

手動操作 

（遠隔手動弁

操作設備） 

 

屋外 

 

⑨ 
RHR ヘッドスプレイライン洗浄 

流量調整弁 
全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-4-5 低圧代替注水系（可搬型）系統概要図 

（原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 A 系を経由して原子炉圧

力容器へ注水する場合） 
 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-4-6 

凡例

：常設配管 MUWC ：補給水系

：ホース HPCS ：高圧炉心スプレイ系

太線：低圧代替注水系（可搬型）で使用する箇所を示す。 FPMUW：燃料プール補給水系

赤線： 接続口を経由して残留熱除去系A系から原子炉圧力容器へ RHR ：残留熱除去系

注水する場合を示す。 DCLI ：直流駆動低圧注水系

：重大事故等時に操作する弁を示す。

MO AO

高圧炉心スプレイ系ポンプ

原子炉建屋

残留熱除去系
ポンプ(C)

残留熱除去系ポンプ(B) 残留熱除去系ポンプ(A)

MO

AO AO

原子炉

圧力容器

復水貯蔵タンク

残
留
熱
除
去
系

熱
交
換
器(

Ｂ)

残
留
熱
除
去
系

熱
交
換
器(

Ａ)

負
荷
へ

負
荷
へ

MOMO

MO

AO

MOMO

MO
原子炉

再循環系へ

MO

負
荷
へ

ろ過水系より

原子炉
再循環系へ

負荷へ

MO

負荷へ

負荷へ MO

MO

MO

MO

復水貯蔵
タンク
接続口

復水貯蔵タンク

接続マンホール

格納容器
スプレイ
接続口

原子炉・
格納容器
下部注水
接続口

格納容器
スプレイ
接続口

原子炉・
格納容器
下部注水
接続口

MO

MO

負荷へ

負荷へ

MO

負荷へ

負荷へ

MO

MO

負荷へ

負
荷
へ

負
荷
へ

負
荷
へ

負
荷
へ

AO

MO

MO

MO

MO

MO

MO MO

MO

MOMO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

負
荷
へ

負
荷
へ

MO

MO

MO

負荷へ

AOMO

MO

②

③

④
⑧ ⑤

⑨

AO MO

MO

MO MO

復水移送ポンプ
（A)(B)(C)

ドライウェル

サプレッションチェンバ

低圧炉心スプレイ

系ポンプ

＊4 ＊4

MUWC RHR

MUWCRHR

FPMUWHPCS

HPCS
MUWC

MUWC HPCS MOMO

直流駆動低圧注水ポンプHPCS DCLI HPCSDCLI

＊1：同時使用は考慮しない
＊2：自主対策設備
＊3：海を水源とした補給は行わない
＊4：シュラウド内炉心上部より注水

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ＊２

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）＊２へ＊１

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ＊１

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

⑦

①
⑥

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外  

② T/B 緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ RHR B系 LPCI注入隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外  

 

⑦ 

 

原子炉・格納容器下部注水弁 

 

全閉→全開 

 

手動操作 

 

屋外 

注水用

ヘッダ

付属弁 

 

⑧ 

 

緊急時原子炉東側外部注水入口弁 

 

全閉→全開 

手動操作 

（遠隔手動弁

操作設備） 

 

屋外 

 

⑨ 
RHR B 系格納容器冷却ライン洗浄

流量調整弁 
全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-4-6 低圧代替注水系（可搬型）系統概要図 

（原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B 系を経由して原子炉圧

力容器へ注水する場合） 

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-5 

試験及び検査 
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47-5-1 

 

女川原子力発電所 第 2号機 保全計画（第 11保全サイクル） 

  機器または系統名 実施数（機器名） 点検および試験・検査の項目 保全の重要度 検査名
備考

（　）内は適用する設備診断技術

循環水系 主復水器（Ｂ）第１水室出口弁【弁駆動部】 分解点検 低 117 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ａ）第２水室出口弁 分解点検 低 13 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ａ）第２水室出口弁【弁駆動部】 分解点検 低 117 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ｂ）第２水室出口弁 分解点検 低 13 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ｂ）第２水室出口弁【弁駆動部】 分解点検 低 117 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ａ）水室連絡弁ＮＯ．１ 分解点検 低 13 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ａ）水室連絡弁ＮＯ．１【弁駆動部】 分解点検 低 117 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ｂ）水室連絡弁ＮＯ．１ 分解点検 低 13 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ｂ）水室連絡弁ＮＯ．１【弁駆動部】 分解点検 低 117 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ａ）水室連絡弁ＮＯ．２ 分解点検 低 13 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ａ）水室連絡弁ＮＯ．２【弁駆動部】 分解点検 低 117 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ｂ）水室連絡弁ＮＯ．２ 分解点検 低 13 Ｍ － 定検停止時

循環水系 主復水器（Ｂ）水室連絡弁ＮＯ．２【弁駆動部】 分解点検 低 117 Ｍ － 定検停止時

循環水系 循環水系の弁　一式 分解点検 低
26
65

Ｍ～
Ｍ

－ 定検停止時

循環水系 循環水系の弁【弁駆動部】　一式 分解点検 低 78 Ｍ － 定検停止時

純水補給水系 純水補給水系 漏えい試験 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：原子炉系) 定検停止時

純水補給水系 純水補給水系 漏えい試験 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：タービン系) 定検停止時，定検起動後

純水補給水系 純水補給水系 外観点検 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：原子炉系) 定検停止時

純水補給水系 純水補給水系 外観点検 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：タービン系) 定検停止時，定検起動後

復水補給水系 復水補給水系 漏えい試験 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：原子炉系) 定検停止時

復水補給水系 復水補給水系 外観点検 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：原子炉系) 定検停止時

復水補給水系 復水補給水系 漏えい試験 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：タービン系) 定検停止時，定検起動後

復水補給水系 復水補給水系 外観点検 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：タービン系) 定検停止時，定検起動後

復水補給水系 復水貯蔵タンク 外観点検 高 195 Ｍ － 定検停止時

復水補給水系 復水移送ポンプ（Ａ） 分解点検 Ａ 52 Ｍ －
定検停止時
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

保全方式
又は頻度
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47-5-2 

 

女川原子力発電所 第 2号機 保全計画（第 11保全サイクル） 

  機器または系統名 実施数（機器名） 点検および試験・検査の項目 保全の重要度 検査名
備考

（　）内は適用する設備診断技術

復水補給水系 復水移送ポンプ（Ａ） 機能・性能試験 Ａ 52 Ｍ 燃料プール補給水系設備検査 定検停止時

復水補給水系 復水移送ポンプ（Ａ）用電動機 分解点検 Ａ 78 Ｍ －
定検停止時
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

復水補給水系 復水移送ポンプ（Ｂ） 分解点検 高 52 Ｍ －
定検停止時
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

復水補給水系 復水移送ポンプ（Ｂ） 機能・性能試験 高 52 Ｍ 燃料プール補給水系設備検査 定検停止時

復水補給水系 復水移送ポンプ（Ｂ）用電動機 分解点検 Ａ 78 Ｍ －
定検停止時
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

復水補給水系 復水移送ポンプ（Ｃ） 分解点検 高 52 Ｍ －
定検停止時
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

復水補給水系 復水移送ポンプ（Ｃ） 機能・性能試験 高 52 Ｍ 燃料プール補給水系設備検査 定検停止時

復水補給水系 復水移送ポンプ（Ｃ）用電動機 分解点検 Ａ 78 Ｍ －
定検停止時
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

復水補給水系 配管 漏えい試験 高，低 10 Ｃ － 定検停止時

復水補給水系 復水補給水系の弁　一式 分解点検 高
130
195

Ｍ～
Ｍ

－ 定検停止時

復水補給水系 復水補給水系の弁【弁駆動部】　一式 分解点検 高 78 Ｍ － 定検停止時

復水補給水系 水位計測装置（記録計，発信器）　２台 特性試験 高 13 Ｍ
安全保護系保護検出要素性能（校正）検査（そ
の他）

定検停止時

ろ過水系 配管 漏えい試験 高，低 10 Ｃ － 定検停止時

燃料プール補給水系 燃料プール補給水系 漏えい試験 低 10 Ｙ 構造健全性検査（先行定検：原子炉系) プラント運転中

燃料プール補給水系 燃料プール補給水系 外観点検 低 10 Ｙ 構造健全性検査（先行定検：原子炉系) プラント運転中

燃料プール補給水系 燃料プール補給水ポンプ 分解点検 低 78 Ｍ － プラント運転中

燃料プール補給水系 燃料プール補給水ポンプ 機能・性能試験 低 78 Ｍ 燃料プール補給水系設備検査 プラント運転中

燃料プール補給水系 燃料プール補給水ポンプ用電動機 分解点検 低 78 Ｍ －
プラント運転中

燃料プール補給水系 燃料プール補給水系の弁　一式 分解点検 低 130 Ｍ － プラント運転中

燃料プール補給水系 燃料プール補給水系の弁【弁駆動部】　一式 分解点検 低 130 Ｍ －

換気空調補機常用冷却水系 換気空調補機常用冷却水系 漏えい試験 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：原子炉系) 定検停止時

換気空調補機常用冷却水系 換気空調補機常用冷却水系 外観点検 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：原子炉系) 定検停止時

換気空調補機常用冷却水系 換気空調補機常用冷却水系サージタンク 開放点検 高 130 Ｍ － 定検停止時

換気空調補機常用冷却水系 換気空調補機常用冷却水系冷水ポンプ（Ａ） 分解点検 高 39 Ｍ －
定検停止時
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

換気空調補機常用冷却水系 換気空調補機常用冷却水系冷水ポンプ（Ａ）用電動機 分解点検 高 78 Ｍ －
定検停止時
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

保全方式
又は頻度
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図 47-5-1 構造図（復水移送ポンプ） 
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図 47-5-2 構造図（直流駆動低圧注水ポンプ） 
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図 47-5-3 運転性能検査系統図（低圧代替注水系） 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 47-5-4 運転性能検査系統図（大容量送水ポンプ（タイプⅠ）） 

277



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47-6 

容量設定根拠 
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47-6-1 

名   称 復水移送ポンプ 

容量 m3/h/個 
120以上（注 1），72.5以上（注 2），50以上（注 3）， 35

以上（注 4），（100（注 5）） 

全揚程 m 
78.2以上（注 1），91.1以上（注 2），44.2以上（注 3），

83.6以上（注 4），（85（注 5）） 

最高使用圧力 MPa[gage] 1.37 

最高使用温度 ℃ 66 

原動機出力 kW/個 
以上（注 1），   以上（注 2），   以上（注 3），    

以上（注 4），（45（注 5）） 

機器仕様に関する注記 

注 1：低圧代替注水時に，復水移送ポンプ 1台で原子炉

圧力容器へ注水する場合の要求値を示す。 

注 2：低圧代替注水時に，復水移送ポンプ 2台で原子炉

圧力容器へ注水する場合の要求値を示す。 

注 3：原子炉格納容器下部注水時（原子炉圧力容器への

注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0時）に，

復水移送ポンプ 1台で原子炉格納容器下部へ事

前水張りする場合の要求値を示す。 

注 4：原子炉格納容器下部注水時に復水移送ポンプ 1台

で溶融炉心を冷却する場合の要求値を示す。 

注 5：公称値を示す。 

【 設 定 根 拠 】 

復水移送ポンプは重大事故等時に以下の機能を有する。 
 

低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ）として使用する復水移送ポンプは，

原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態であって，設計基準事故対処設備が

有する発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷

及び原子炉格納容器の破損を防止するために設置する。また，炉心の著しい損

傷に至るまでの時間的余裕のない場合に対応する設備として設置する。 

本系統は，復水貯蔵タンクを水源とした復水移送ポンプにより，補給水系，

高圧炉心スプレイ系，残留熱除去系 A 系配管を経由して原子炉圧力容器へ注水

することで，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する設計とす

る。 
 

原子炉格納容器下部注水系（常設）として使用する復水移送ポンプは，炉心

の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防止するため，

溶融し，原子炉格納容器下部に落下した炉心を冷却するために設置する。原子

炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却することで，溶融炉心・コンクリー

ト相互作用（MCCI）を抑制し，溶融炉心が拡がり原子炉格納容器バウンダリに

接触することを防止する設計とする。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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本系統は，復水貯蔵タンクを水源とした復水移送ポンプにより，補給水系，

高圧炉心スプレイ系配管を経由して原子炉格納容器の下部へ注水することで，

落下した炉心を冷却できる設計とする。 

 

なお，復水移送ポンプは 3 台設置しており，重大事故等対処設備の低圧代替

注水系（常設）（復水移送ポンプ）として使用する場合の必要台数は最大で 2台

であり，1台を予備として確保する。また，原子炉格納容器下部注水系（常設）

として使用する場合の必要台数は 1台であり，2台を予備として確保する。 

 

1. 容量 

1.1 低圧代替注水時に復水移送ポンプ 1台で原子炉圧力容器へ注水する場合の

容量 120 m3/h/個以上（注 1）/ 100 m3/h/個（注 5） 

炉心損傷防止対策の有効性評価に関する事故シーケンスグループ及び格納容

器破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「全交流動力電源喪

失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA 時注水機能喪失」及び「雰囲気圧力・温度

による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価解析において，

有効性が確認されている原子炉圧力容器への注水流量として，復水移送ポンプ 1

台運転で 120m3/h 以上を注水可能な設計とする。 
 

1.2 低圧代替注水時に復水移送ポンプ 2台で原子炉圧力容器へ注水する場合の

容量 72.5 m3/h/個以上（注 2）/ 100 m3/h/個（注 5） 

炉心損傷防止対策の有効性評価に関する事故シーケンスグループのうち，「高

圧・低圧注水機能喪失」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されて

いる原子炉圧力容器への注水流量として，復水移送ポンプ 2台運転で 145m3/h以

上（復水移送ポンプ 1台当たり 72.5m3/h 以上）を注水可能な設計とする。 

 

1.3 原子炉格納容器下部注水時（原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレ

ベル 0時）に復水移送ポンプ 1台で原子炉格納容器下部へ事前水張りする

場合の容量 50m3/h/個以上（注 3） / 100 m3/h/個（注 5） 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コンクリー

ト相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されている原子炉

格納容器下部への注水流量として，復水移送ポンプ 1 台運転で 50m3/h 以上を注

水可能な設計とする。 
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1.4 原子炉格納容器下部注水時に復水移送ポンプ 1台で溶融炉心を冷却する場

合の容量 35m3/h/個以上（注 4） / 100 m3/h/個（注 5） 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コンクリー

ト相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されている溶融炉

心の冷却時の注水流量として，復水移送ポンプ 1 台運転で 35m3/h 以上を注水可

能な設計とする。 

 

2. 揚程 

2.1  低圧代替注水時に復水移送ポンプ 1 台で原子炉圧力容器へ 120m3/h 注水す

る場合の揚程 78.2m以上（注 1）/ 85m（注 5） 

低圧代替注水時に復水移送ポンプ 1台で原子炉圧力容器へ注水する場合の揚程

は，原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水頭並びに機器，

配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 

水源と注水先の圧力差 約    m 

           静水頭 約    m 

機器，配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 78.2 m 

 

以上より，低圧代替注水時に復水移送ポンプ 1 台で原子炉圧力容器へ注水す

る場合の揚程は，78.2m以上とする。 

図 47-6-1 復水移送ポンプの性能曲線より，復水移送ポンプ 120 m3/h/個時の

揚程は約 83mであることから，原子炉圧力容器への注水が可能である。 

 

2.2  低圧代替注水時に復水移送ポンプ 2 台で原子炉圧力容器へ 145m3/h 注水す

る場合の揚程 91.1m以上（注 2）/ 85m（注 5） 

低圧代替注水時に復水移送ポンプ 2台で原子炉圧力容器へ注水する場合の揚程

は，原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水頭並びに機器，

配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 
 

水源と注水先の圧力差 約    m 

           静水頭 約    m 

機器，配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 91.1 m 

 

以上より，低圧代替注水時に復水移送ポンプ 2 台で原子炉圧力容器へ注水す

る場合の揚程は，91.1m以上とする。 

図 47-6-1 復水移送ポンプの性能曲線より，復水移送ポンプ 72.5 m3/h/個時の

揚程は約 93.4mであることから，原子炉圧力容器への注水が可能である。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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2.3 原子炉格納容器下部注水時（原子炉圧力容器への注水機能喪失及び原子炉

水位がレベル 0時）に復水移送ポンプ 1台で原子炉格納容器下部へ事前水

張りする場合の揚程 44.2m以上（注 3）/ 85m（注 5） 

原子炉格納容器下部注水時（原子炉圧力容器への注水機能喪失及び原子炉水位

がレベル 0時）に復水移送ポンプ 1台で原子炉格納容器下部へ事前水張りする場

合の揚程は，原子炉格納容器下部に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭並びに機器，配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 

水源と注水先の圧力差 約    m 

           静水頭 約    m 

機器，配管及び弁類の圧力損失 約   m 

合  計 約 44.2 m 

 

以上より，原子炉格納容器下部注水時（原子炉圧力容器への注水機能喪失及

び原子炉水位がレベル 0 時）に復水移送ポンプ 1 台で原子炉格納容器下部へ事

前水張りする場合の揚程は，44.2m以上とする。 

図 47-6-1 復水移送ポンプの性能曲線より，復水移送ポンプ 50 m3/h/個時の揚

程は約 95.6mであることから，原子炉格納容器下部への注水が可能である。 

 

2.4  原子炉格納容器下部注水時に復水移送ポンプ 1台で溶融炉心を冷却する場

合の揚程 83.6m以上（注 4）/ 85m（注 5） 

原子炉格納容器下部注水時に復水移送ポンプ 1 台で溶融炉心の冷却時の揚程

は，原子炉格納容器下部に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水頭並びに

機器，配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 

水源と注水先の圧力差 約    m 

           静水頭 約    m 

機器，配管及び弁類の圧力損失 約   m 

合  計 約 83.6 m 

 

以上より，原子炉格納容器下部注水時に復水移送ポンプ 1 台で溶融炉心を冷

却する場合の揚程は，83.6m以上とする。 

図 47-6-1 復水移送ポンプの性能曲線より，復水移送ポンプ 35m3/h/個時の揚

程は約 96.3mであることから，原子炉格納容器下部への注水が可能である。 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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3. 最高使用圧力 1.37MPa 

設計基準対象施設として使用する復水移送ポンプの最高使用圧力は，ポンプ

締切運転時の揚程約   m（約      MPa）に，静水頭約    m（約      MPa）

を加えた約    MPa を上回る値として 1.37MPa としており，重大事故等時に

低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ）として原子炉に注水する場合の圧

力及び原子炉格納容器下部注水系（常設）として原子炉格納容器下部へ注水す

る場合の圧力もこれと同等である。 

 

4. 最高使用温度 66℃ 

設計基準対象施設として使用する復水移送ポンプの最高使用温度は，水源の

復水貯蔵タンクの最高使用温度に合わせて 66℃としており，重大事故等時に低

圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ）として原子炉に注水する場合の温度

及び原子炉格納容器下部注水系（常設）として原子炉格納容器下部へ注水する

場合の温度もこれと同様である。 

 

5. 原動機出力 

5.1 低圧代替注水時に復水移送ポンプ 1 台で原子炉圧力容器へ 120m3/h 注水す

る場合の必要軸動力   kW以上（注 1）/ 45kW（注 5） 

低圧代替注水時に復水移送ポンプ 1 台で原子炉圧力容器へ注水する場合の必

要動力は以下のとおり約   kWとなる。 

P ＝(10－３×ρ×g×（Q/3,600）×H)/(η/100) 

  ＝{10－３×1,000×9.80665×(120/3,600)×83}/(   /100) 

  ＝    kW≒   kW 

 

P  ：必要軸動力（kW） 

ρ  ：密度（kg/m3）＝1,000 

g  ：重力加速度（m/s2）＝9.80665 

Q  ：ポンプ容量（m3/h）＝120 

H  ：揚程（m）＝83（図 47-6-1，表 47-6-1参照） 

η  ：ポンプ効率（%）＝約  （図 47-6-1，表 47-6-1参照） 
 

(引用文献：日本工業規格 JIS B 0131(2002)「ターボポンプ用語」) 

 

以上より，低圧代替注水時に復水移送ポンプ 1 台で原子炉圧力容器へ注水す

る場合の必要な原動機出力は，   kW以上であり，設計基準対処施設として使用

する公称値 45kW/個の復水移送ポンプにより注水可能である。 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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5.2 低圧代替注水時に復水移送ポンプ 2台で原子炉圧力容器へ 145m3/h注水す

る場合の原動機出力   kW以上（注 2）/ 45kW（注 5） 

低圧代替注水時に復水移送ポンプ 2 台で原子炉圧力容器へ注水する場合の必

要動力は以下のとおり約   kWとなる。 

P ＝(10－３×ρ×g×（Q/3,600）×H)/(η/100) 

＝{10－３×1,000×9.80665×(72.5/3,600)×93.4}/(   /100) 

  ＝   kW≒   kW 
 

P  ：必用軸動力（kW） 

ρ  ：密度（kg/m3）＝1,000 

g  ：重力加速度（m/s2）＝9.80665 

Q  ：容量（m3/h）＝72.5 

H  ：揚程（m）＝93.4（図 47-6-1，表 47-6-1参照） 

η  ：ポンプ効率（%）＝約  （図 47-6-1，表 47-6-1参照） 

 

(引用文献：日本工業規格 JIS B 0131(2002)「ターボポンプ用語」) 

 

以上より，低圧代替注水時に復水移送ポンプ 2 台で原子炉圧力容器へ注水す

る場合の必要な原動機出力は，  kW以上であり，設計基準対処施設として使用

する公称値 45kW/個の復水移送ポンプにより注水可能である。 

 

5.3 原子炉格納容器下部注水時（原子炉圧力容器への注水機能喪失及び原子炉

水位がレベル 0時）に復水移送ポンプ 1台で原子炉格納容器下部へ事前水

張りする場合の原動機出力   kW 以上（注 3）/ 45 kW（注 5） 

原子炉格納容器下部注水時（原子炉圧力容器への注水機能喪失及び原子炉水

位がレベル 0 時）に復水移送ポンプ 1 台で原子炉格納容器下部へ事前水張りす

る場合の必要動力は以下のとおり約   kWとなる。 

P ＝(10－３×ρ×g×（Q/3,600）×H)/(η/100) 

＝{10－３×1,000×9.80665×(50/3,600)×95.6}/(   /100) 

  ＝    kW≒   kW 

 

P  ：必用軸動力（kW） 

ρ  ：密度（kg/m3）＝1,000 

g  ：重力加速度（m/s2）＝9.80665 

Q  ：容量（m3/h）＝50 

H  ：揚程（m）＝95.6（図 47-6-1，表 47-6-1参照） 

η  ：ポンプ効率（%）＝約  （図 47-6-1，表 47-6-1参照） 

 

(引用文献：日本工業規格 JIS B 0131(2002)「ターボポンプ用語」) 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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以上より，原子炉格納容器下部注水時（原子炉への注水機能喪失及び原子炉

水位がレベル 0 時）に復水移送ポンプ 1 台で原子炉格納容器下部へ事前水張り

する場合の必要な原動機出力は，  kW 以上であり，設計基準対処施設として使

用する公称値 45kW/個の復水移送ポンプにより注水可能である。 

 

5.4 原子炉格納容器下部注水時に復水移送ポンプ 1台で溶融炉心を冷却する場

合の原動機出力   kW以上（注 4）/ 45 kW（注 5） 

原子炉格納容器下部注水時に復水移送ポンプ 1 台で溶融炉心冷却時の必要動

力は以下のとおり約   kWとなる。 

P ＝(10－３×ρ×g×（Q/3,600）×H)/(η/100) 

＝{10－３×1,000×9.80665×(35/3,600)×96.3}/(   /100) 

  ＝    kW≒   kW 

 

P  ：必用軸動力（kW） 

ρ  ：密度（kg/m3）＝1,000 

g  ：重力加速度（m/s2）＝9.80665 

Q  ：容量（m3/h）＝35 

H  ：揚程（m）＝96.3（図 47-6-1，表 47-6-1参照） 

η  ：ポンプ効率（%）＝約  （図 47-6-1，表 47-6-1参照） 

 

(引用文献：日本工業規格 JIS B 0131(2002)「ターボポンプ用語」)  

 

以上より，原子炉格納容器下部注水時（溶融炉心を冷却する場合）に復水移

送ポンプ 1 台で原子炉格納容器下部へ事前水張りする場合の必要な原動機出力

は，  kW以上であり，設計基準対処施設として使用する公称値 45kW/個の復水

移送ポンプにより注水可能である。 
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図 47-6-1 復水移送ポンプ性能曲線 

 

表 47-6-1 復水移送ポンプの容量，揚程及びポンプ効率の関係 

容量/個 0m3/h 35m3/h 50m3/h 72.5m3/h 120m3/h 130m3/h 

揚程 96.8m 96.3m 95.6m 93.4m 83.0m 79.8m 

ポンプ

効率 
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名   称 直流駆動低圧注水ポンプ 

容量 m3/h/個 82（注 1），（82（注 2）） 

全揚程 m 71.7（注 1），（75（注 2）） 

最高使用圧力 MPa[gage] 1.37 

最高使用温度 ℃ 66 

原動機出力 kW/個  （注 1），（37（注 2）） 

機器仕様に関する注記 
注 1：要求値を示す。 

注 2：公称値を示す。 

【 設 定 根 拠 】 

直流駆動低圧注水ポンプは，重大事故等時に以下の機能を有する。 
 

低圧代替注水系（常設）（直流駆動低圧注水ポンプ）に使用する直流駆動低圧

注水ポンプは，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態であって，設計基準事

故対処設備が有する冷却機能が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷及び

原子炉格納容器の破損を防止するために設置する。また，炉心の著しい損傷に至

るまでの時間的余裕のない場合に対応する設備として設置する。 

本系統は，復水貯蔵タンクを水源とした直流駆動低圧注水ポンプにより，補給

水系及び高圧炉心スプレイ系配管を経由して，原子炉圧力容器に注水することで

炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

1．容量 

直流駆動低圧注水ポンプの容量は，炉心損傷防止対策の有効性評価に関する事

故シーケンスグループのうち「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG失敗）＋

SRV再閉失敗＋HPCS 失敗」に係る有効性評価において，有効性が確認されている

原子炉圧力容器への注水流量として 82m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

2．揚程 

直流駆動低圧注水ポンプの揚程は，原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭並びに機器，配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 71.7 m 

 

以上より，直流駆動低圧注水ポンプで原子炉圧力容器へ注水する場合の揚程

は，71.7m以上とする。 

上記を踏まえ，直流駆動低圧注水ポンプの全揚程は 75mとする。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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3．最高使用圧力 

3.1 ポンプ吸込側 

直流駆動低圧注水ポンプ吸込側配管の最高使用圧力は，接続する高圧炉心スプ

レイ系ポンプ吸込側配管の最高使用圧力に合わせ，1.37MPa[gage]とする。 

 

3.2 ポンプ吐出側 

直流駆動低圧注水ポンプ吐出側配管の最高使用圧力は，補給水系の封水圧力が

かかることを考慮して，補給水系の最高使用圧力に合せ1.37MPaとする。 

 

4. 最高使用温度 66℃ 

直流駆動低圧注水ポンプの最高使用温度は，水源の復水貯蔵タンクの最高使

用温度に合わせて 66℃とする。 

 

5. 原動機出力 

直流駆動低圧注水ポンプの必要軸動力は，流量 82m3/h時の軸動力を基に設定

する。 

直流駆動低圧注水ポンプの流量が 82m3/h，揚程が 75m の時の必要軸動力は，

以下のとおり約   kWとなる。 

P ＝(10－３×ρ×g×（Q/3,600）×H)/(η/100) 

  ＝{10－３×1,000×9.80665×(82/3,600)×75}/(   /100) 

  ＝    kW≒   kW 

 

P  ：必要軸動力（kW） 

ρ  ：密度（kg/m3）＝1,000 

g  ：重力加速度（m/s2）＝9.80665 

Q  ：ポンプ容量（m3/h）＝82 

H  ：揚程（m）＝75（図 47-6-2参照） 

η  ：ポンプ効率（%）＝約  （図 47-6-2参照） 
 

(引用文献：日本工業規格 JIS B 0131(2002)「ターボポンプ用語」) 

以上より，必要軸動力は  kW 以上であることから，原動機出力は必要軸動

力を上回る 37kW/個とする。 
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図 47-6-2直流駆動低圧注水ポンプの性能曲線 
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名   称 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

容量 m3/h/個 1,200（注 1），1,440（注 2） 

揚程 m 120.5（注 1），122（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 0.9（注 3），1.2（注 4，注 5） 

最高使用温度 ℃ 50 

原動機出力 kW/個  

機器仕様に関する注記 

注 1：要求値を示す。 

注 2：規格値を示す。 

注 3：淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注水系

（可搬型），原子炉格納容器代替スプレ

イ冷却系，原子炉格納容器下部注水系

（可搬型），燃料プール代替注水系（常

設配管），燃料プール代替注水系（可搬

型），燃料プールスプレイ系，原子炉格

納容器フィルタベント系フィルタ装置

への補給及び復水貯蔵タンクへの補給

へ使用する場合の値を示す。 

注 4：原子炉補機代替冷却水系へ使用する場合

の値を示す。 

注 5：海を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，

原子炉格納容器下部注水系（可搬型），

燃料プール代替注水系（常設配管），燃

料プール代替注水系（可搬型），燃料プ

ールスプレイ系及び復水貯蔵タンクへ

の補給へ使用する場合の値を示す。 

【 設 定 根 拠 】 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，重大事故等時に以下の機能を有する。 
 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，原子

炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態で，設計基準事故対処設備が有する冷却機

能が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防

止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系及び残留熱除去系

A 系又は B 系の配管を経由して，原子炉圧力容器に注水することで炉心の著しい

損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した場合

において，炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度

を低下させるために設置する。また，炉心の著しい損傷が発生した場合において

原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに

放射性物質の濃度を低下させるために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，残留熱除去系 A系又は B系

の配管を経由して，原子炉格納容器内へスプレイすることで炉心の著しい損傷及

び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防止する

ため，溶融し，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系配管を経由して，

原子炉格納容器下部へ注水し原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却す

ることで，溶融炉心・コンクリート相互作用を抑制し，溶融炉心が拡がり原子炉

格納容器バウンダリに接触することを防止する設計とする。 
 

燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型）に使

用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基準対象施設が有する使用済燃料

プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料プールからの水の漏え

いその他の要因により当該使用済燃料プールの水位が低下した場合において，使

用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮へいし，及び臨界を防止するた

めに設置する。 

本系統は代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を

水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して使用済燃

料プールへ注水することで，使用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮

へいし，及び臨界を防止する設計とする。 

 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，使用済燃

料プールからの大量の水の漏えいその他の要因により使用済燃料プールの水位

が異常に低下した場合において使用済燃料プール内燃料体等の著しい損傷の進

行を緩和し，及び臨界を防止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，スプレイノズルを経由して

使用済燃料プールへスプレイすることで，使用済燃料プール内燃料体等の著しい

損傷の進行を緩和し，及び臨界を防止する設計とする。 
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原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容量送

水ポンプ（タイプⅠ）は，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の

蒸発量を考慮した十分な量の水を供給するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源

とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，原子炉格納容器フィルタベント系

配管を経由して，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置へ注水すること

で，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の蒸発量を考慮した十分

な量の水を供給する設計とする。 
 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，代替淡

水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を水源として，復水

貯蔵タンクへ淡水又は海水を補給する設備として設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して復水貯

蔵タンク接続口又は復水貯蔵タンク接続マンホールを介して復水貯蔵タンクへ

供給する設計とする。 
 

原子炉補機代替冷却水系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基

準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合

に，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットと接続し，海を最終ヒートシン

クとして原子炉を除熱するために設置する。 

本系統は，海（取水口又は海水ポンプ室）を水源とした大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）により，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットを介して原子炉を

除熱するために必要となる十分な量の海水を供給する設計とする。 

 

なお，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉

格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プー

ル代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレ

イ系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タン

クへの補給」の各系統の注水設備及び水の供給設備として 1 台，また，「原子炉

補機代替冷却水系」の熱を海へ輸送する設備との同時使用時にはさらに 1台使用

することから，1 セット 2 台使用する。保有数は 2 セットで 4 台，故障時のバッ

クアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップで 1台の合計 5台を確保

する。 

 

1．容量 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納

容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代

替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ
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系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タン

クへの補給」の各系統に必要な流量を確保可能な設計とする。 

なお，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源とし

て使用する場合には，設置作業の効率化，被ばく低減を図るため，1.1～1.7 に

示す「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉

格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プー

ル代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統に必要な最

大流量を 1 台で確保可能な設計とし，表 47-6-2 に示すとおり 569m3/h 以上の容

量を有する設計とする。これら全ての系統を同時に使用することはないものの，

保守的に全ての系統を同時使用した場合を考慮し，これらを足し合わせた流量

として 569m3/h以上としている。 

さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，1.8に示す「原子炉補機代替冷却

水系」に必要な流量 1,200m3/h以上の容量を有する設計とする。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の容量は，1 台で 1,440m3/h

の容量を有する設計とする。 

 

表 47-6-2 代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源  

とした場合に必要となる最大流量 

系統 必要最大流量 

低圧代替注水系（可搬型） 145m3/h 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 88m3/h 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 50m3/h 

燃料プールスプレイ系 

（燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代

替注水系（可搬型））＊ 

126m3/h 

（114m3/h）＊ 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 10m3/h 

復水貯蔵タンクへの補給 150m3/h 

合計 569m3/h 

* ：燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型）及

び燃料プールスプレイ系は同時使用しないことから，燃料プールスプレイ

系の必要流量のみ必要最大流量として考慮する。 

 

1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容 

器破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「全交流動力電

源喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA 時注水機能喪失」及び「雰囲気圧力・
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温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価解析に

おいて，有効性が確認されている原子炉圧力容器への注水流量として

120m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループのうち，「高

圧・低圧注水機能喪失」に係る有効性評価解析において，有効性が確認され

ている原子炉圧力容器への注水流量として 145m3/h以上を注水可能な設計と

する。 

 

1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へのスプレイ流量 88m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「高圧・低圧注水

機能喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA時注水機能喪失」及び「雰囲気圧

力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価解

析において有効性が確認されている，原子炉格納容器内へのスプレイ流量と

して，88m3/h 以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の注水流量 50m3/h以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コンク

リート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されてい

る原子炉格納容器下部への注水流量として，50m3/h 以上を注水可能な設計

とする。 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水流量 35m3/h 以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コンク

リート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されてい

る溶融炉心の冷却時の注水流量として，35m3/h 以上を注水可能な設計とす

る。 

 

1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

(1) 使用済燃料プールへの注水流量 114m3/h以上 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故シーケンス

のうち，「想定事故 1」及び「想定事故 2」に係る有効性評価解析において，

有効性が確認されている，114m3/h 以上を注水可能な設計とする。 
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1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへのスプレイ流量 126m3/h以上 

使用済燃料プール内燃料体の崩壊熱を除去するために必要な容量が約 9.7 

m3/hであり，また，NEI06-12における使用済燃料プールへのスプレイ要求

容量が 200gpm（約 45.4m3/h）である。さらに，スプレイノズル 1個当たり

の必要流量が 42m3/hであり，スプレイノズル 3個を使用して全ての使用済

燃料プール内燃料体等に対してスプレイするため 126m3/hが必要であること

から，126m3/h 以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の

容量 10m3/h以上 

設計において考慮した原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の

水の蒸発量を考慮し 10m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の容量 150m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードに係る有効性評価解析に

おいて有効性が確認されている，復水貯蔵タンクへの補給量として 150m3/h

以上を補給可能な設計とする。 
 

1.8 原子炉補機代替冷却水系 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の流

量 1,200 m3/h 以上 

原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系を運転する場合の除熱効

果が確認されている熱交換量 16.0 MW，又は原子炉補機代替冷却水系を用い

た代替循環冷却系の運転を行う場合の除熱効果が確認されている熱交換量

14.7 MW と同時に，重大事故等時における燃料プール冷却浄化系による使用

済燃料プールの除熱に必要な熱交換量 2.29 MWを除熱可能な容量として 20.0 

MWを，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットの熱交換器を介して除熱

するために必要な流量 892 m3/hに，海水ストレーナに必要な流量約 300 m3/h

を考慮した 1,200m3/h以上を供給可能な設計とする。 
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2．揚程 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，2.1.1～2.1.7 及び 2.3.1～2.3.6 に示す

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格

納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール

代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統に必要な揚

程を 1台で確保する設計とする。さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，

2.2 に示す「原子炉補機代替冷却水系」として必要な揚程を確保する設計とす

る。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，配管の圧力損失等

を考慮して 122m とする。 
 

2.1 淡水貯水槽を水源として使用する場合 

2.1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h時の揚程 60.9m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約   m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 60.9 m 
 
(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h時の揚程 79.8m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して   

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 79.8 m 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 75.6m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系A系を経由して原子炉格

納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約   m 

合  計 約 75.6 m 

 

2.1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の揚程 14.5m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 14.5 m 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 54.1m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基

に設定する。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 54.1 m 

 

2.1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

 (1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水す

る場合の揚程 1.8m以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 1.8 m 

 

(2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する場

合の揚程 -3.8m 以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の

圧力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 -3.8 m 
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2.1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 37.8m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，

淡水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，（ス

プレイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 37.8 m 

 

2.1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の

揚程 17.7m以上 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容

量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，淡水をフィルタ装置に補給する場合

の水源と注入先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁

類の圧力損失を基に設定する。 

＜フィルタ装置水・薬液補給接続口（屋内）から原子炉格納容器フィルタ

ベント系フィルタ装置へ補給する場合*1＞ 

水源と注入先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 17.7 m 

 

2.1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程 -11.0m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静

水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約-11.0 m 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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2.2 原子炉補機代替冷却水系として使用する場合 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の揚

程 94.7m以上 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットへ使用する大容量送水ポン

プ（タイプⅠ）の揚程は，海水を熱交換器ユニットに供給する場合の水源

と注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失及び熱交換器ユニット内

の圧力損失を基に設定する。 

＜取水口からの送水の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
熱交換器ユニット内の圧力損失 約    m 

合  計 約 94.7 m 

 

2.3 海を水源として使用する場合 

2.3.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h時の揚程 100.1m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 100.1m 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h時の揚程 120.5m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して   

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 120.5 m 
 

2.3.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 116.2m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系A系を経由して原子炉格

納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 116.2 m 

 

2.3.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の揚程 53.3m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水

する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 53.3 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 92.5m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損

失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水

する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 92.5 m 

 

2.3.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

(1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水する

場合の揚程 40.2m 以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧

力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 40.2 m 

 

(2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する場

合の揚程 34.3m 以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧力

差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 34.3 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.3.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 77.3m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，

海水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，（ス

プレイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 77.3 m 
 

2.3.6 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程 28.5m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水へ復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静

水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 28.5 m 

 

 

*1：圧力損失が最も大きくなるホース敷設ルートにて評価。 

*2：ホースの圧力損失及び湾曲の評価については，ホースの最小曲げ半径によ

る圧力損失を考慮し，保守的な想定で評価を実施。 

詳細設計においては，重大事故等時のホースの取り回し，作業性及び他設

備の干渉を考慮し，ポンプ容量を変更しない範囲で適切に選定する。 
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図 47-6-3 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の性能曲線 

 

 

3．最高使用圧力 

3.1 淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプ

レイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常

設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉

格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補

給へ使用する場合の最高使用圧力  0.9MPa  

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子  

炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プ

ール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタ

ベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」に使用する大容

量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，これら系統の同時使用，水源と

注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失並び

にホース耐圧等を考慮して，0.9MPa とする。 

 

3.2 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の最高

使用圧力  1.2MPa 

「原子炉補機代替冷却水系（熱交換器ユニット）」に使用する大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源と注水先の圧力差，静水頭，ホース

等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失を考慮して，1.2MPa とする。 
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3.3 海を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却

系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），

燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンク

への補給へ使用する場合の最高使用圧力  1.2MPa 

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子  

炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プ

ール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンクへの補

給」に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源と注水

先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失並びにホ

ース耐圧等を考慮して，1.2MPaとする。 

 

4．最高使用温度 50℃ 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用温度は，水源である淡水貯水槽及

び海水取水箇所の海水の温度が常温程度であるため，それを上回る値として

50℃とする。 

 

5．原動機出力   kW 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の原動機出力は，流量 1,440 m3/h，揚程 122 m

での軸動力を考慮し，  kWとする。 
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参考. 大容量送水ポンプ(タイプⅠ)付属水中ポンプの揚程について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属の水中ポンプにて取水し，車載の増圧ポン

プにて送水する構造である。 

容量設定根拠で示している揚程は，増圧ポンプ（送水側）によるものであることか

ら，ここでは，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）付属の水中ポンプによって各取水場所

から取水し，増圧ポンプに送水できることを示す。 

各取水場所から増圧ポンプへの送水に必要となる揚程と水中ポンプの揚程との関

係を表 47-6-3に示す。 

表 47-6-3 に示すとおり，増圧ポンプへの必要給水圧力（増圧ポンプでキャビテー

ション発生を防止するために必要な圧力）及び取水ホースの圧力損失を考慮した場合

の水中ポンプの揚程は約 24.2m以上である。これに対し各取水場所からの取水に必要

となる揚程は 16.7m 以下であることから，水中ポンプから増圧ポンプへの送水が可能

である。 

なお，水中ポンプには，フロートが設けられており，水中ポンプの吸込みは水面か

ら一定の水位に維持されることから運転必要最低水位が常に確保されるため，水中ポ

ンプにキャビテーションを発生させることなく，増圧ポンプへ送水可能である。 

表 47-6-3 各取水場所で必要となる吸込み揚程 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-6-4 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）配置図 

淡水貯水槽 569 11.7 35.4

取水口 1,200 5.2 25.0

海水ポンプ室 1,200 16.7 24.2

大容量送水
ポンプ

（タイプⅠ）

水中ポンプの吐出
圧力

　　　　　　②[m]

取水場所 最大取水量[m3/h]

水中ポンプ揚程

　（②-③-④）[m]

取水面と増圧ポン
プ吸込み口の高低
差
　　　　　　①[m]

増圧ポンプへの必
要給水圧力

　　　　　　③[m]

ホースの圧力損失

　　　　 　④[m]

海水 

（海水ポンプ室取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 15.2m 

O.P.約 15m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

海水 

（取水口取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

O.P.約 3.5m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

約 3.7m 
淡水貯水槽 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 10.2m 

O.P.約 51.8m 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

O.P.約 62m 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

306



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47-7 

接続図 
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47-7-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-7-1 接続図 

（淡水貯水槽からルート１を経由して原子炉・格納容器下部注水接続口までの接続）

東 北 電 力 株 式 会 社
 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-7-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-7-2 接続図 

（淡水貯水槽からルート 2 を経由して原子炉・格納容器下部注水接続口までの接続）

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-8 

保管場所図 
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47-8-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-8-1 保管場所図（位置的分散（原子炉建屋からの離隔距離））

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-8-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-8-2 保管場所図（位置的分散（保管エリアの離隔距離））

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-8-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-8-3 保管場所図（機器配置） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-9 

アクセスルート図 
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47-9-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-9-1 保管場所及びアクセスルート図

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-9-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-9-2 地震時のアクセスルート

PN 
 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-9-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-9-3 津波時のアクセスルート

PN 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-9-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-9-4 可燃物施設損壊時のアクセスルート

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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その他設備 
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47-10-1 

 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための自主対策設

備として，以下を整備する。 

 

１．復水移送ポンプによる残留熱除去系 B 系を用いた原子炉注水 

炉心損傷防止としての流量は確保できないが，残留熱除去系 A系配管からの注水が

できない場合に，発電用原子炉を冷却する手段としては有効であるため，残留熱除去

系B系を用いた復水移送ポンプでの原子炉圧力容器への注水手段を自主対策設備とし

て整備している。 

残留熱除去系 B系を用いた復水移送ポンプでの原子炉圧力容器への注水手段は，復

水貯蔵タンクを水源として，復水移送ポンプにより，高圧炉心スプレイ系，補給水系

及び残留熱除去系 B 系の配管を経由して原子炉圧力容器へ注水する。 

 

 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① CRD復水入口弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

② 
MUWC サンプリング取出止め

弁 
全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

 

③ FPMUWポンプ吸込弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ T/B 緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑦ 
復水貯蔵タンク常用，非常用

給水管連絡ライン止め弁 
全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室 

 

⑧ 復水移送ポンプ（A） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 うち 2台 

使用 ⑨ 復水移送ポンプ（B） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

⑩ 復水移送ポンプ（C） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

⑪ RHR B系 LPCI注入隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑫ 
RHR B 系格納容器冷却ライン

洗浄流量調整弁 
全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 
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47-10-2 

 

図 47-10-1 復水移送ポンプによる残留熱除去系 B系を用いた原子炉注水の概要図 

（残留熱除去系 B系から原子炉圧力容器への注水） 
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⑪

⑫

MO MO

凡例

：常設配管

：ホース

赤線：自主対策設備で使用する箇所を示す。

：重大事故等時に操作する弁を示す。

復水移送ポンプ
（A)(B)(C)

ドライウェル

サプレッションチェンバ

低圧炉心スプレイ

系ポンプ

＊4＊4

MOMO

直流駆動低圧注水ポンプ

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ＊２

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）＊２へ＊１

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ＊１

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

＊1：同時使用は考慮しない
＊2：自主対策設備
＊3：海を水源とした補給は行わない
＊4：シュラウド内炉心上部より注水

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-10-3 

２．ろ過水ポンプによる原子炉注水 

復水移送ポンプと同等の流量は確保できないが，ろ過水系が健全であれば，発電用

原子炉を冷却する手段としては有効であるため，ろ過水系を用いた原子炉注水手段を

自主対策設備として整備している。 

ろ過水ポンプを用いた原子炉圧力容器への注水手段は，ろ過水タンクを水源として，

ろ過水ポンプにより，ろ過水系，補給水系及び残留熱除去系の配管を経由して原子炉

圧力容器へ注水する。 

 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① T/B 緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

② R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ ろ過水ポンプ 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ FW系連絡第一弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ FW系連絡第二弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑦ RHR A系 LPCI注入隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑧ 
RHR ヘッドスプレイライン洗

浄流量調整弁 
全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

図 47-10-2 ろ過水ポンプによる原子炉注水の概要図 
（残留熱除去系 A系から原子炉圧力容器へ注水する場合） 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-10-4 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① T/B 緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

② R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ ろ過水ポンプ 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ FW系連絡第一弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ FW系連絡第二弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑦ RHR B系 LPCI注入隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑧ 
RHR B 系格納容器冷却ライン

洗浄流量調整弁 
全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

図 47-10-3 ろ過水ポンプによる原子炉注水の概要図 

（残留熱除去系 B系から原子炉圧力容器へ注水する場合）
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負荷へ

MO

負荷へ

負荷へ

MO

MO

負荷へ

負
荷
へ

負
荷
へ

負
荷
へ

負
荷
へ

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

MO

負
荷
へ

負
荷
へ

MO

MO

MO

負荷へ

①

②

③

MO

AOMO

MO

MO

⑦

⑧

MO MO

復水移送ポンプ
（A)(B)(C)

ドライウェル

サプレッションチェンバ

低圧炉心スプレイ

系ポンプ

凡例

：常設配管

：ホース

赤線：自主対策設備で使用する箇所を示す。

：重大事故等時に操作する弁を示す。

＊4＊4

⑤ ⑥
ろ過水系より

MOMO

直流駆動低圧注水ポンプ

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ＊２

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）＊２へ＊１

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ＊１

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

＊1：同時使用は考慮しない
＊2：自主対策設備
＊3：海を水源とした補給は行わない
＊4：シュラウド内炉心上部より注水

④

ろ過水タンク

復水
補給水系へ

 

 
 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-11 

注水用ヘッダについて 
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47-11-1 

注水用ヘッダについて 

 

1．系統及び注水用ヘッダの概要 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設置作業の効率化，被ばく低減を図ること

を目的に，注水用ヘッダを経由して，重大事故等対処設備として「①低圧代替注

水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注

水系（可搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系

（可搬型），⑥燃料プールスプレイ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィル

タ装置への補給及び⑧復水貯蔵タンクへの補給」の各系統における注水設備およ

び水の供給設備として使用する。 

これら複数の系統は，全てを同時に使用することはないものの，保守的に同時

使用を考慮し，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は各系統に必要な流量全てを 1 台

で確保可能な容量を有する設計とする。（47-6参照） 

また，上記の重大事故等対処設備と同時に，自主対策設備である「⑨原子炉格

納容器頂部注水系（可搬型），⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）」における注

水設備として使用することも考慮し，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は重大事故

等対処設備としての必要容量に加え，自主対策設備としての必要容量も 1 台で確

保可能な設計とする。 
 

これら各系統へ確実かつ容易に分岐できるよう，注水用ヘッダは隔離機能を設

けた設計とする。全体系統概要図を図 47-11-1に示す。 

なお，注水用ヘッダは，原子炉建屋外から水を供給する設備として 1 セット 1

台で使用することから，故障時のバックアップ等を考慮し，合計 3 台を確保し，

複数箇所に分散して保管する設計とする。 

 

図 47-11-1 全体系統概要図  

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉建屋

【重大事故等対処設備】
①低圧代替注水系（可搬型）
②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系
③原子炉格納容器下部注水系（可搬型）
④燃料プール代替注水系（常設配管）
⑤燃料プール代替注水系（可搬型）
⑥燃料プールスプレイ系
⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置*

【自主対策設備】
⑨原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）
⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）

【重大事故等対処設備
⑧復水貯蔵タンク

*：海を水源とした補給は行わない

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

大容量送水ポンプ
（タイプⅠ）

海

大容量送水ポンプ
（タイプⅠ）
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47-11-2 

2．注水用ヘッダの使用状況 
有効性評価の各事故シーケンスにおいて，注水用ヘッダは「②原子炉格納容器

代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給」の組合せ，「⑧復水貯蔵タン
クへの補給」単独，及び「④燃料プール代替注水系（常設配管）又は⑤燃料プー
ル代替注水系（可搬型）」単独にて使用する。注水用ヘッダを用いた系統の使用開
始タイミングを表 47-11-1に示す。 
 

表 47-11-1 注水用ヘッダを用いた系統の使用開始タイミング 

 
  使用系統*1,2  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩  
運転中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故  
高圧・低圧注水機能喪失 － 28h － － － － － 10h － －  
高圧注水・減圧機能喪失 － － － － － － － － － －  
全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋HPCS
失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋高圧
注水失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋直流
電源喪失 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG 失敗）＋SRV
再閉失敗＋HPCS 失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

崩壊熱除去機能喪失（取水
機能が喪失した場合） 

－ － － － － － － 10h － － 
 

崩壊熱除去機能喪失（残留
熱除去系が故障した場合） 

－ 23h － － － － － 10h － － 
 

原子炉停止機能喪失 － － － － － － － － － －  
LOCA時注水機能喪失 － 37h － － － － － 10h － －  
格納容器バイパス（インタ
ーフェイスシステム LOCA） 

－ － － － － － － － － － 
 

運転中の原子炉における重大事故  
・雰囲気圧力・温度による

静的負荷（格納容器過
圧・過温破損） 

－ 
24h*3 
29h*4 

－ － － － － 10h － － 
 

・水素燃焼  24h      10h    
・高圧溶融物放出/格納容器

雰囲気直接加熱 
・原子炉圧力容器外の溶融

燃料－冷却材相互作用 
・溶融炉心・コンクリート

相互作用 

－ 18h － － － － － 10h － － 

 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故  
想定事故 1 － － － － 13h － － － － －  
想定事故 2 － － － － 13h － － － － －  
運転停止中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故  
崩壊熱除去機能喪失 － － － － － － － － － －  
全交流動力電源喪失 － － － － － － － － － －  
原子炉冷却材の流出 － － － － － － － － － －  
反応度の誤投入 － － － － － － － － － －  
*1：①低圧代替注水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注水系（可

搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系（可搬型），⑥燃料プールスプレ
イ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給，⑧復水貯蔵タンクへの補給，⑨原子炉
格納容器頂部注水系（可搬型）（自主対策設備），⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）（自主対策設備） 

*2：事象発生後の経過時間を記載。各系統における使用は，記載時間以降は適宜実施。 
*3：代替循環冷却系を使用する場合。 
*4：代替循環冷却系を使用できない場合。 
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47-11-3 

3．操作性 

3.1 注水用ヘッダの接続 

注水用ヘッダの接続部，付属の隔離弁及び接続先の接続口の名称は，一対

一の関係とし，名称が一致するようにホースの接続を行い系統構成する。 

注水用ヘッダを使用して各系統及び機器へ接続する場合の，注水用ヘッダ

の接続部と接続先の接続口の関係を表 47-11-2に示す。 

また，有効性評価の事故シーケンスにおいて複数系統で同時使用する際（②

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給）の接続

状態の概要図を図 47-11-2示す。 

 

表 47-11-2 注水用ヘッダの接続部と接続する接続口の関係 

注水用ヘッダ 
接続先の接続口 使用系統＊1 

接続部 付属の隔離弁 

接続部 1 復水貯蔵タンク補給弁 
復水貯蔵タンク接続口 又は 
復水貯蔵タンク接続マンホール 

⑧ 

接続部 2 
燃料プール注水・スプレイ 
（可搬型）弁 

－＊2 ⑤又は⑥ 

接続部 3 原子炉ウェル注水弁 原子炉ウェル注水接続口 ⑨ 

接続部 4 原子炉・格納容器下部注水弁 原子炉・格納容器下部注水接続口 ①及び③ 

接続部 5 格納容器スプレイ弁 格納容器スプレイ接続口 ② 

接続部 6 
燃料プール注水・スプレイ 
（常設配管）弁 

燃料プール注水接続口 又は 
燃料プールスプレイ接続口 

④又は⑩ 

接続部 7 フィルタ装置水補給弁 フィルタ装置水補給用接続口 ⑦ 

*1：①低圧代替注水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注
水系（可搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系（可搬型），⑥
燃料プールスプレイ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給，⑧復水貯
蔵タンクへの補給，⑨原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）（自主対策設備），⑩燃料プールス
プレイ系（常設配管）（自主対策設備） 

*2：全て可搬型の機器により構成する系統であり，接続口は使用しない。 
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47-11-4 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-11-2 注水用ヘッダの接続状態概要図  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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47-11-5 

3.2 操作性及び切替えの容易性 

注水用ヘッダを使用する各系統における注水用ヘッダの流路構成は，全て

注水用ヘッダ付属の隔離弁にて行う。隔離弁は手動弁とし，設置場所にて確

実に操作及び切替えが可能な設計とする。 

注水用ヘッダとホースの接続作業は，特殊な工具及び技量を必要とせず，

簡便な接続方式である嵌合構造とすることにより，確実に接続が可能な設計

とする。 

また，誤接続及び誤操作の防止のため，注水用ヘッダの接続部，付属の隔

離弁及び接続先の接続口の名称は一対一の関係とし，それぞれ銘板により識

別可能な設計とするとともに，同一色の塗装を施す等で識別性を高めた設計

とする（図 47-11-3）。 

有効性評価の事故シーケンスにおいては，最大で二つの系統（②原子炉格

納容器代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給）を同時に系統構

成するが，上記対策により誤操作の可能性は低いと考えている。なお，②原

子炉格納容器代替スプレイ冷却系は，原子炉建屋内の弁を中央制御室から遠

隔操作することによりスプレイを実施するため，仮に注水用ヘッダ付属の隔

離弁を誤って開操作したとしても，誤注入に至ることはない。 

 

 
図 47-11-3 注水用ヘッダの誤接続及び誤操作の防止対策イメージ図  
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47-11-6 

4．悪影響の防止 

注水用ヘッダは複数の重大事故等対処設備及び自主対策設備の流路として使用

することから，接続先の各系統及び機器に対して悪影響を及ぼすことのないよう

考慮する必要がある。 

注水用ヘッダから各系統及び機器への流路は，それぞれ注水用ヘッダ付属の隔

離弁により隔離可能な設計とすることで，互いに悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

また，注水用ヘッダに接続する可能性のある自主対策設備である⑨原子炉格納

容器頂部注水系（可搬型）及び⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）は，注水用

ヘッダ付属の隔離弁に加えて，原子炉建屋の原子炉棟外の当該系統配管に設ける

隔離弁を閉止することで，確実に他系統と隔離することが可能な設計とする。な

お，原子炉建屋内の原子炉棟外の隔離弁は遠隔手動弁操作設備により屋外からの

手動操作が可能である。 

さらに，注水用ヘッダと自主対策設備を接続するホースを取り外すことで，原子

炉建屋内への注水を物理的に隔離可能な設計とし，使用しない注水用ヘッダの接続

部は閉止板により閉止可能な設計とする。
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47-12 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 
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47-12-1 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，図 47-12-1に示すとおり増圧ポンプ 1台，付属

水中ポンプ 2台，ディーゼルエンジン 1台等で構成される。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属水中ポンプ及び増圧ポンプをディーゼルエ

ンジンにて駆動する設計であり，外部電源が不要な設計である。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，淡水又は海水を付属水中ポンプにて取水した後，

ホースを介して増圧ポンプへと送水し，加圧した水を各注水先へ送水する。 

なお，付属水中ポンプの吸込部にはストレーナを設置し，異物の流入を防止する設

計としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47-12-1 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造概要図 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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48条 

48-1  SA設備基準適合性一覧表 

48-2  単線結線図 

48-3  配置図 

48-4  系統図 

48-5  試験及び検査 

48-6  容量設定根拠 

48-7  接続図 

48-8  保管場所図 

48-9  アクセスルート図 

48-10 熱交換器ユニットの構造について 

48-11 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 
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48-1 

SA設備基準適合性一覧表 

（原子炉格納容器フィルタベント系は 50条にて整理） 
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48-1-1 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 
  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 常時海水を通水又は海で使用 Ⅰ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 48-4 系統図，48-7 接続図，48-8 保管場所図

現場操作（工具，設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，弁操作，接続
作業）

Ｂｂ，Ｂｃ，Ｂ
ｄ，Ｂｆ，Ｂｇ

48-3 配置図，48-4 系統図，48-7 接続図

ポンプ，熱交換器 Ａ，Ｄ

48-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

48-4 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 48-3 配置図，48-4 系統図，48-5 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

48-3　配置図，48-7　接続図

原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型設備 Ａ

48-6 容量設定根拠

より簡便な接続 Ｃ

48-3 配置図，48-7 接続図

単独の機能で使用 Ａｂ

48-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

48-3 配置図，48-7 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

48-8 保管場所図

屋外アクセスルートの確保 Ｂ

48-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備あり）－屋内 Ａa

サポート系要因 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

関連資料
48-2 単線結線図，48-3 配置図，48-4 系統図，48-7 接続図，48-8 保管

場所図

第４８条：最終ヒートシンクへ熱を輸送するための
設備

熱交換器ユニット 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

 関連資料

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
３
項

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

335



48-1-2 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 
  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 常時海水を通水又は海で使用 Ⅰ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 48-4 系統図，48-7 接続図，48-8 保管場所図

現場操作（工具，設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，接続作業）
Ｂｂ，Ｂｃ，Ｂ

ｄ，Ｂｇ

48-3 配置図，48-4 系統図，48-7 接続図

ポンプ Ａ

48-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

48-4 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 48-3 配置図，48-4 系統図，48-5 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

48-3　配置図，48-7　接続図

原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型設備 Ａ

48-6 容量設定根拠

より簡便な接続 Ｃ

48-3 配置図，48-7 接続図

単独の機能で使用 Ａｂ

48-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

48-3 配置図，48-7 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

48-8 保管場所図

屋外アクセスルートの確保 Ｂ

48-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備あり）－屋外 Ａa

サポート系要因 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

関連資料
48-2 単線結線図，48-3 配置図，48-4 系統図，48-7 接続図，48-8 保管

場所図

第４８条：最終ヒートシンクへ熱を輸送するための
設備

大容量送水ポンプ(タイプⅠ) 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

 関連資料

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
３
項

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

336



48-1-3 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 
  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内
屋外

Ｂ，Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 48-3 配置図，48-4 系統図

中央制御室操作,現場操作（弁操作） Ａ，Ｂｆ

48-3 配置図，48-4 系統図

弁，流路 Ｂ，Ｆ

48-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

48-4 系統図

 系統設計 弁等の操作で系統構成 Ａａ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 48-3 配置図, 48-4 系統図

現場操作（設置場所で操作可能），現場操作（遠隔で操作可能），中央
制御室操作

Ａａ，Ａｂ，Ｂ

48-3 配置図, 48-4 系統図

重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの Ａ

48-6 容量設定根拠

（共用しない設備） －

－

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備有り）－屋内，防止設備－対象（代替
対象DB設備有り）－屋外

Ａａ，Ａｂ

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料 48-2 単線結線図，48-3 配置図，48-4 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４８条：最終ヒートシンクへ熱を輸送するための
設備

耐圧強化ベント系 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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48-1-4 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 
  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

その他の建屋内 Ｃ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料 ー

ー

－

－

ー

ー

－

－

ー

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４８条：最終ヒートシンクへ熱を輸送するための
設備

原子炉補機冷却水ポンプ
（設計基準拡張）

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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48-1-5 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 
  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 常時海水を通水又は海で使用 Ⅰ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料 ー

－

－

－

－

－

－

ー

ー

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４８条：最終ヒートシンクへ熱を輸送するための
設備

原子炉補機冷却海水ポンプ
（設計基準拡張）

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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48-1-6 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 
  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

その他の建屋内 Ｃ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 常時海水を通水又は海で使用 Ⅰ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

操作不要 対象外

熱交換器 Ｄ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

操作不要 対象外

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象外（サポート系なし） 対象外

 関連資料 ー

－

－

－

－

－

－

ー

ー

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４８条：最終ヒートシンクへ熱を輸送するための
設備

原子炉補機冷却水系熱交換器
（設計基準拡張）

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

340



48-1-7 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

その他の建屋内 Ｃ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料 ー

－

－

－

－

－

－

－

－

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４８条：最終ヒートシンクへ熱を輸送するための
設備

高圧炉心スプレイ補機冷却水ポンプ
(設計基準拡張)

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

341



48-1-8 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 
 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 常時海水を通水又は海で使用 Ⅰ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料 ー

－

－

－

－

－

－

ー

ー

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４８条：最終ヒートシンクへ熱を輸送するための
設備

高圧炉心スプレイ補機冷却海水ポンプ
（設計基準拡張）

類型化区分
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女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 
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単線結線図 

（原子炉格納容器フィルタベント系は 50条にて整理） 
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図 48-2-1 原子炉補機代替冷却水系に係る交流電源単線結線図 
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図 48-2-2 原子炉補機代替冷却水系に係る直流電源単線結線図 
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図 48-2-3 耐圧強化ベント系に係る交流電源単線結線図 
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図 48-2-4 耐圧強化ベント系に係る直流電源単線結線図
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48-3 

配置図 

（原子炉格納容器フィルタベント系は 50条にて整理） 

：設計基準対象施設 

：重大事故等対処設備 
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48-3-1 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-1 配置図（海水ポンプ室）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-2 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-2 配置図（原子炉建屋     ） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-3 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-3 配置図（原子炉建屋     ） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-4 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-4 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-5 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-5 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-6 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-6 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-7 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-7 配置図（中央制御室（制御建屋     ）） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-8 

・耐圧強化ベント系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-8 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-9 

・耐圧強化ベント系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-9 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-10 

・耐圧強化ベント系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-10 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-11 

・耐圧強化ベント系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-11 配置図（原子炉建屋     ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-12 

・耐圧強化ベント系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-12 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-13 

・耐圧強化ベント系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-13 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-14 

・耐圧強化ベント系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図 48-3-14 配置図（制御建屋     ）

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-3-15 

・耐圧強化ベント系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-3-15 真空破壊装置設置位置図

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-4 

系統図 

（原子炉格納容器フィルタベント系は 50条にて整理） 
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48-4-1 

・原子炉補機代替冷却水系 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外 

② RCW代替冷却水不要負荷分離弁（A） 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

③ RCW代替冷却水 FPC負荷分離弁（A） 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

④ RCWポンプ(A)吸込弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑤ RCWポンプ(C)吸込弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑥ RCW代替冷却水 RHR負荷戻り側連絡弁（A） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑦ RCW代替冷却水 FPC他負荷戻り側連絡弁（A） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑧ RCW代替冷却水 RHR負荷供給側連絡弁（A） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑨ RCW代替冷却水 FPC他負荷供給側連絡弁（A） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑩ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 起動停止 スイッチ操作 屋外設置位置 

⑪ 熱交換器ユニット 起動停止 スイッチ操作 屋外設置位置 

⑫ 淡水ポンプ出口弁 全開→調整開 手動操作 屋外 

⑬ RHR熱交換器(A)冷却水出口弁 全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

⑭ FPC熱交換器(A)冷却水出口弁 調整開→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

図 48-4-1 原子炉補機代替冷却水系 A系 系統概要図  
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除熱用ヘッダ

海へ
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MO
②

③

④

⑤

⑧ ⑥⑨ ⑦

⑭

⑪
⑩

①

凡例
：常設配管 ：ホース

太線 ：原子炉補機代替冷却水系で使用する箇所
赤線 ：淡水 青線 ：海水

：重大事故等時に操作する弁

⑫

SGTS室空調機(A)

CAMS(A)室空調機

CAMSサンプリングラック
(A)除湿器・冷却器

RHRポンプ(A)メカニカル
シール冷却器

RHRポンプ(A)室空調機

RHR熱交換器(A)

RHRポンプ(A)モータ
軸受冷却器

MO

DC-MCC2A室空調機

RCICポンプ室空調機

代替循環冷却ポンプ
メカニカルシール冷却器

⑬

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-4-2 

・原子炉補機代替冷却水系 
No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外 

② RCW代替冷却水不要負荷分離弁（B） 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

③ RCWポンプ(B)吸込弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

④ RCWポンプ(D)吸込弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑤ 非常用 D/G(B)冷却水入口弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑥ RCW代替冷却水 RHR負荷戻り側連絡弁（B） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑦ RCW代替冷却水 FPC他負荷戻り側連絡弁（B） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑧ RCW代替冷却水 RHR負荷供給側連絡弁（B） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑨ RCW代替冷却水 FPC他負荷供給側連絡弁（B） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑩ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 起動停止 スイッチ操作 屋外設置位置 

⑪ 熱交換器ユニット 起動停止 スイッチ操作 屋外設置位置 

⑫ 淡水ポンプ出口弁 全開→調整開 手動操作 屋外 

⑬ RHR熱交換器(B)冷却水出口弁 全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

⑭ FPC熱交換器(B)冷却水出口弁 調整開→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

図 48-4-2 原子炉補機代替冷却水系 B系 系統概要図  
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①

凡例
：常設配管 ：ホース

太線 ：原子炉補機代替冷却水系で使用する箇所
赤線 ：淡水 青線 ：海水

：重大事故等時に操作する弁
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熱交換器ユニット⑪
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②

③
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⑬

⑨ ⑦
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⑤

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-4-3 

・耐圧強化ベント系 
No. 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① D/Wベント用出口隔離弁 全閉→全開 

スイッチ操作 中央制御室 
ドライウェルから

のベント時に開 
人力操作 

（遠隔手動弁操作設備） 

原子炉建屋 
（原子炉建屋内の原子炉

棟外） 

② S/Cベント用出口隔離弁 全閉→全開 

スイッチ操作 中央制御室 
サプレッション 

チェンバからの 

ベント時に開 

人力操作 
（遠隔手動弁操作設備） 

原子炉建屋 
（原子炉建屋内の原子炉

棟外） 

③ 
PCV耐圧強化ベント用 

連絡配管隔離弁 
全閉→調整開 

スイッチ操作 中央制御室 

‐ 

人力操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋原子炉棟内） 

④ 
PCV耐圧強化ベント用 

連絡配管止め弁 
全閉→全開 

スイッチ操作 中央制御室 

人力操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋原子炉棟内） 

 

 

  
図 48-4-3 耐圧強化ベント系 系統概要図 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-5 

試験及び検査 

（原子炉格納容器フィルタベント系は 50条にて整理） 
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48-5-1 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-5-1 構造図（熱交換器ユニット熱交換器） 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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48-5-2 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-5-2 構造図（熱交換器ユニット淡水ポンプ）  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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48-5-3 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 
 

 

 

図 48-5-3 運転性能検査系統図（大容量送水ポンプ（タイプⅠ））  

試
験
設
備

運
転
性
能
検
査
系
統

使
用
時
系
統

淡
水
貯
水
槽

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

凡
例

PI

FI

372



 

48-5-4 

・原子炉補機代替冷却水系  

 
 

図 48-5-4 運転性能検査系統図（原子炉補機代替冷却水系 A系）  
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-5-5 

・原子炉補機代替冷却水系  

 
 

図 48-5-5 運転性能検査系統図（原子炉補機代替冷却水系 B系）  
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-5-6 

・耐圧強化ベント系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-5-6 構造図 

（D/W ベント用出口隔離弁，S/Cベント用出口隔離弁） 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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48-5-7 

・耐圧強化ベント系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 48-5-7 構造図 

（PCV耐圧強化ベント用連絡配管隔離弁，PCV耐圧強化ベント用連絡配管止め弁） 
 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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48-5-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-5-8 遠隔手動弁操作設備構造図 

 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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48-6 

容量設定根拠 

（原子炉格納容器フィルタベント系は 50条にて整理） 
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48-6-1 

・原子炉補機代替冷却水系 

名   称 熱交換器ユニット 

個    数 － 3（うち予備 1） 

容量（設計熱交換量） MW/個 20.0 

最高使用圧力 MPa[gage] 淡水側 1.18 ／ 海水側 1.20 

最高使用温度 ℃ 淡水側 70 ／ 海水側 50 

伝熱面積 m2/個  

【設 定 根 拠】 

 熱交換器ユニットは，可搬型重大事故等対処設備として設置する。 

 

原子炉補機代替冷却水系に使用する熱交換器ユニットは，設計基準事故対処設

備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合においても，大

容量送水ポンプ（タイプⅠ）と組み合わせて使用することにより，炉心の著しい

損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するための設備並びに使用済燃料プール

を冷却するための設備として設置する。 

本系統は，海を最終ヒートシンクとして，熱交換器ユニット及び大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）により，残留熱除去系熱交換器及び燃料プール冷却浄化系熱交

換器を介し，原子炉補機冷却水系配管及び接続口を経由して発電用原子炉，原子

炉格納容器及び使用済燃料プールの除熱を行うことが可能な設計とする。 

 

熱交換器ユニットは，1セット1台で使用することから，保有数は2セットで2台，

故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップで1台の合

計で3台を確保する。 

熱交換器ユニット内には，熱交換器を3基設置し，必要な熱交換量を熱交換器

ユニット1台で確保可能な設計とする。 

 

1. 容量（設計熱交換量） 

熱交換器の容量は，原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系を運転する

場合として，有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」シ

ナリオにおいてサプレッションプール水の除熱効果が確認されている熱交換量

16.0 MW，又は原子炉補機代替冷却水系を用いた代替循環冷却系の運転を行う場

合として，有効性評価「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温

破損）（代替循環冷却系を使用する場合）」シナリオ及び有効性評価「高圧溶融物

放出／格納容器雰囲気直接加熱」シナリオにおいて除熱効果が確認されている熱

交換量 14.7 MWと同時に，重大事故等時における燃料プール冷却浄化系による使

用済燃料プールの除熱に必要な熱交換量 2.29 MWを除熱可能な容量として，20.0 

MWとする。 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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48-6-2 

有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」シナリオにお

けるサプレッションプール水温の推移を図 48-6-1 に示す。原子炉補機代替冷却

水系による残留熱除去系の運転開始により，サプレッションプール水温が低下す

ることが確認されている。 

 
図 48-6-1 「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」における 

サプレッションプール水温の推移 

 

有効性評価「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）（代

替循環冷却系を使用する場合）」シナリオにおけるサプレッションプール水温の

推移を図 48-6-2に示す。代替循環冷却系による原子炉圧力容器への注水により，

サプレッションプール水温が低下することが確認されている。 

 

 
図 48-6-2 「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

（代替循環冷却系を使用する場合）」におけるサプレッションプール水温の推移 
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48-6-3 

有効性評価「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」シナリオにおけるサ

プレッションプール水温の推移を図 48-6-3に示す。代替循環冷却系による原子

炉格納容器スプレイにより，サプレッションプール水温が低下することが確認さ

れている。 

 
図 48-6-3 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」における 

サプレッションプール水温の推移 
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熱交換器ユニットの淡水側の最高使用圧力は，接続先である原子炉補機冷却

水系の最高使用圧力を考慮し，1.18MPa とする。 

(2) 海水側 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）のポンプ吐出圧力を考慮し，1.20MPaとする。 

 

3. 最高使用温度 

(1) 淡水側 

熱交換器の淡水側の最高使用温度は，熱交換器ユニットの接続先である原子

炉補機冷却水系配管の最高使用温度を考慮し，70℃とする。 

(2) 海水側 

熱交換器の海水側の最高使用温度は，熱交換後の海水温度を考慮し，50℃と
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48-6-4 

4. 伝熱面積の設定根拠 

熱交換器ユニット 1台に設置される熱交換器 3基の合計の必要伝熱面積は，設

計熱交換量 20 MW を満足するための性能計算で求められる    m2とする。 

必要伝熱面積は，設計熱交換量，総括伝熱係数及び高温側と低温側の温度差の

平均値である対数平均温度差を用いて下記のように求める。 

必要伝熱面積=
𝑄

𝑈𝑐×∆𝑇
=

20×106

    ×5.60
 

Q ： 設計熱交換量      ＝20.0 MW 

Uc  ： 総括伝熱係数      ＝     kW/(m2･K) 

⊿T： 対数平均温度差     ＝5.60 K 

（引用文献：「熱交換器設計ハンドブック」（昭和 49年）） 

 

以上より，必要伝熱面積は        m2となることから熱交換器ユニットの面積

は    m2とする。 

 

  なお，設計基準事故対処設備である残留熱除去系，原子炉補機冷却水系及び原  

子炉補機冷却海水系を使用した場合の残留熱除去系熱交換器における交換熱量

については，以下の条件において約 8.8 MWである。 

 

  ・管側（サプレッションプール水）流量    ：  1,160 m3/h（残留熱除

去系定格流量） 

  ・胴側（原子炉補機冷却水系）流量      ：      m3/h 

  ・管側（サプレッションプール水）入口温度  ：  52 ℃ 

  ・海水温度                 ：  26 ℃ 

  ・（参考）原子炉補機冷却水系熱交換器伝熱面積 ：        m2      

 

  上記で示した設計基準事故対処設備の交換熱量に対し，重大事故等対処設備で

ある原子炉補機代替冷却水系を使用した場合の残留熱除去系熱交換器における

交換熱量については，以下の条件において約 5.8 MWである。 

 

  ・管側（サプレッションプール水）流量    ：  1,160 m3/h（残留熱除

去系定格流量） 

  ・胴側（原子炉補機代替冷却水系）流量    ：      m3/h 

  ・管側（サプレッションプール水）入口温度  ：  52 ℃ 

  ・海水温度                 ：  26 ℃ 

  ・（参考）熱交換器ユニット伝熱面積      ：      m2 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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名     称 熱交換器ユニットのうち淡水ポンプ 

個数 － 1 

容量 m3/h/個 730（注 1），730（注 2） 

揚程 m 45（注 1），70（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 1.18 

最高使用温度 ℃ 70 

原動機出力 kW/個  

機器仕様に関する注記 
注 1：要求値を示す。 

注 2：規格値を示す。 

【設 定 根 拠】 

  原子炉補機代替冷却水系に使用する熱交換器ユニット内には，淡水ポンプを 1

台設置し必要な流量を確保可能な設計とする。 
 
1. 容量 

淡水ポンプの容量は，原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系を運転す

る場合として，有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」

シナリオにおいて除熱効果が確認されている流量    m3/h，又は原子炉補機代替

冷却水系を用いた代替循環冷却系の運転を行う場合として，有効性評価「雰囲気

圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）（代替循環冷却系を使用

する場合）」シナリオ及び有効性評価「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加

熱」シナリオにおいて除熱効果が確認されている流量    m3/h と同時に，重大事

故等時における燃料プール冷却浄化系による使用済燃料プールの除熱に必要な

流量    m3/hを供給可能な容量として，730 m3/h/個とする。 
 
2. 揚程 

  淡水ポンプの揚程は，原子炉補機代替冷却水系が閉ループであることを考慮

し，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 ＜熱交換器ユニット接続口   に接続する場合*1＞ 

熱交換器ユニット内圧力損失   約     m 

配管及び弁類の圧力損失     約     m 

ホース等の圧力損失       約     m 

合計              約 47 m 

*1：圧力損失が最も大きくなる敷設ルートにて評価。 
 

上記を踏まえ淡水ポンプの全揚程は 70 mとする。 
 
3. 最高使用圧力 

  淡水ポンプの最高使用圧力は，熱交換器ユニットの淡水側の最高使用圧力を考

慮し 1.18MPa[gage]とする。 
 
4. 最高使用温度 

  淡水ポンプの最高使用温度は，熱交換器ユニットの接続先である原子炉補機冷

却水系主配管の最高使用温度を考慮し，70℃とする。 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できませ

ん。 
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5. 原動機出力 

淡水ポンプの原動機出力は，流量 730 m3/h時の軸動力を基に設定する。 

   淡水ポンプの流量が 730 m3/h，全揚程が 70 m の時の必要軸動力は，以下のと

おりである。 

            P =
10−3×𝜌×𝑔×𝑄×𝐻

𝜂

100

 

             =
10−3×1,000×9.80665×

730

3,600
×70

100

 

             ≒      kW 

         P  ： 必要軸動力(kW) 

         ρ ： 流体密度(kg/m3)     ＝1,000 

         g  ： 重力加速度(m/s2)    ＝9.80665 

         Q  ： ポンプ容量(m3/s)    ＝730/3,600 

         H  ： ポンプ揚程 (m)       ＝70 （図 48-6-4参照） 

         η ： ポンプ効率 (%)       ＝    (図 48-6-4参照) 

 

（参考文献：日本工業規格「ターボポンプ用語」（JIS B 0131-2002）） 

  以上より，必要軸動力を上回る原動機出力として      kW/個とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-6-4 淡水ポンプ性能曲線 

 
 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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48-6-7 

 

名   称 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

容量 m3/h/個 1,200（注 1），1,440（注 2） 

揚程 m 120.5（注 1），122（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 0.9（注 3），1.2（注 4，注 5） 

最高使用温度 ℃ 50 

原動機出力 kW/個  

機器仕様に関する注記 

注 1：要求値を示す。 

注 2：規格値を示す。 

注 3：淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注水系

（可搬型），原子炉格納容器代替スプレ

イ冷却系，原子炉格納容器下部注水系

（可搬型），燃料プール代替注水系（常

設配管），燃料プール代替注水系（可搬

型），燃料プールスプレイ系，原子炉格

納容器フィルタベント系フィルタ装置

への補給及び復水貯蔵タンクへの補給

へ使用する場合の値を示す。 

注 4：原子炉補機代替冷却水系へ使用する場合

の値を示す。 

注 5：海を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原

子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料

プール代替注水系（常設配管），燃料プー

ル代替注水系（可搬型），燃料プールスプ

レイ系及び復水貯蔵タンクへの補給へ使

用する場合の値を示す。 

【 設 定 根 拠 】 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，重大事故等時に以下の機能を有する。 

 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，原子

炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態で，設計基準事故対処設備が有する冷却機

能が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防

止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系及び残留熱除去系

A 系又は B 系の配管を経由して，原子炉圧力容器に注水することで炉心の著しい

損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した場合

において，炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度

を低下させるために設置する。また，炉心の著しい損傷が発生した場合において

原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに

放射性物質の濃度を低下させるために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，残留熱除去系 A系又は B系

の配管を経由して，原子炉格納容器内へスプレイすることで炉心の著しい損傷及

び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防止する

ため，溶融し，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系配管を経由して，

原子炉格納容器下部へ注水し原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却す

ることで，溶融炉心・コンクリート相互作用を抑制し，溶融炉心が拡がり原子炉

格納容器バウンダリに接触することを防止する設計とする。 
 

燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型）に使

用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基準対象施設が有する使用済燃料

プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料プールからの水の漏え

いその他の要因により当該使用済燃料プールの水位が低下した場合において，使

用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮へいし，及び臨界を防止するた

めに設置する。 

本系統は代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を

水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して使用済燃

料プールへ注水することで，使用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮

へいし，及び臨界を防止する設計とする。 
 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，使用済燃

料プールからの大量の水の漏えいその他の要因により使用済燃料プールの水位

が異常に低下した場合において使用済燃料プール内燃料体等の著しい損傷の進

行を緩和し，及び臨界を防止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，スプレイノズルを経由して

使用済燃料プールへスプレイすることで，使用済燃料プール内燃料体等の著しい

損傷の進行を緩和し，及び臨界を防止する設計とする。 
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原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容量送

水ポンプ（タイプⅠ）は，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の

蒸発量を考慮した十分な量の水を供給するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源

とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，原子炉格納容器フィルタベント系

配管を経由して，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置へ注水すること

で，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の蒸発量を考慮した十分

な量の水を供給する設計とする。 

 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，代替淡

水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を水源として，復水

貯蔵タンクへ淡水又は海水を補給する設備として設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して復水貯

蔵タンク接続口又は復水貯蔵タンク接続マンホールを介して復水貯蔵タンクへ

供給する設計とする。 

 

原子炉補機代替冷却水系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基

準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合

に，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットと接続し，海を最終ヒートシン

クとして原子炉を除熱するために設置する。 

本系統は，海（取水口又は海水ポンプ室）を水源とした大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）により，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットを介して原子炉を

除熱するために必要となる十分な量の海水を供給する設計とする。 

 

なお，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉

格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール

代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ

系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンク

への補給」の各系統の注水設備及び水の供給設備として 1台，また，「原子炉補機

代替冷却水系」の熱を海へ輸送する設備との同時使用時にはさらに 1 台使用する

ことから，1 セット 2 台使用する。保有数は 2 セットで 4 台，故障時のバックア

ップ及び保守点検による待機除外時のバックアップで1台の合計5台を確保する。 

 

1．容量 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納

容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール

代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレ
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イ系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タ

ンクへの補給」の各系統各系統に必要な流量を確保可能な設計とする。 

なお，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源と

して使用する場合には，設置作業の効率化，被ばく低減を図るため，1.1～1.7

に示す「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原

子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料

プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィル

タベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統に必

要な最大流量を 1 台で確保可能な設計とし，表 48-6-1 に示すとおり 569m3/h

以上の容量を有する設計とする。これら全ての系統を同時に使用することはな

いものの，保守的に全ての系統を同時使用した場合を考慮し，これらを足し合

わせた流量として 569m3/h以上としている。 

さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，1.8に示す「原子炉補機代替冷

却水系」に必要な流量 1,200m3/h以上の容量を有する設計とする。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の容量は，1 台で 1,440m3/h

の容量を有する設計とする。 

 

表 48-6-1 代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源  

とした場合に必要となる最大流量 

系統 必要最大流量 

低圧代替注水系（可搬型） 145m3/h 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 88m3/h 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 50m3/h 

燃料プールスプレイ系 

（燃料プール代替注水系（常設配管） 

及び燃料プール代替注水系（可搬型））＊ 

126m3/h 

（114m3/h）＊ 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 10m3/h 

復水貯蔵タンクへの補給 150m3/h 

合計 569m3/h 

* ：燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型）及

び燃料プールスプレイ系は同時使用しないことから，燃料プールスプレイ

系の必要流量のみ必要最大流量として考慮する。 

 

1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容 

器破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「全交流動力電

源喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA 時注水機能喪失」及び「雰囲気圧
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力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価解

析において，有効性が確認されている原子炉圧力容器への注水流量として

120m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループのうち，「高

圧・低圧注水機能喪失」に係る有効性評価解析において，有効性が確認され

ている原子炉圧力容器への注水流量として 145m3/h以上を注水可能な設計と

する。 

 

1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へのスプレイ流量 88m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「高圧・低圧注水

機能喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA 時注水機能喪失」及び「雰囲気

圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価

解析において有効性が確認されている，原子炉格納容器内へのスプレイ流量

として，88m3/h以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の注水流量 50m3/h以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コンクリ

ート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されている原

子炉格納容器下部への注水流量として，50m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水流量 35m3/h 以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コンク

リート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されてい

る溶融炉心の冷却時の注水流量として，35m3/h 以上を注水可能な設計とす

る。 

 

1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

(1) 使用済燃料プールへの注水流量 114m3/h以上 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故シーケンス

のうち，「想定事故 1」及び「想定事故 2」に係る有効性評価解析において，

有効性が確認されている，114m3/h以上を注水可能な設計とする。 
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1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへのスプレイ流量 126m3/h以上 

使用済燃料プール内燃料体の崩壊熱を除去するために必要な容量が約9.7 

m3/hであり，また，NEI06-12における使用済燃料プールへのスプレイ要求

容量が 200gpm（約 45.4m3/h）である。さらに，スプレイノズル 1個当たり

の必要流量が 42m3/hであり，スプレイノズル 3個を使用して全ての使用済

燃料プール内燃料体等に対してスプレイするため 126m3/hが必要であること

から，126m3/h 以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の

容量 10m3/h以上 

設計において考慮した原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の

水の蒸発量を考慮し 10m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の容量 150m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードに係る有効性評価解析に

おいて有効性が確認されている，復水貯蔵タンクへの補給量として 150m3/h

以上を補給可能な設計とする。 
 

1.8 原子炉補機代替冷却水系 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の流

量 1,200 m3/h 以上 

原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系を運転する場合の除熱効

果が確認されている熱交換量 16.0 MW，又は原子炉補機代替冷却水系を用い

た代替循環冷却系の運転を行う場合の除熱効果が確認されている熱交換量

14.7 MWと同時に，重大事故等時における燃料プール冷却浄化系による使用

済燃料プールの除熱に必要な熱交換量2.29 MWを除熱可能な容量として20.0 

MW を，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットの熱交換器を介して除

熱するために必要な流量 892 m3/h に，海水ストレーナに必要な流量約 300 

m3/hを考慮した 1,200m3/h以上を供給可能な設計とする。 
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2．揚程 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，2.1.1～2.1.7 及び 2.3.1～2.3.6に示す

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格

納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール

代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統に必要な揚

程を 1台で確保する設計とする。さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，

2.2に示す「原子炉補機代替冷却水系」として必要な揚程を確保する設計とす

る。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，配管の圧力損失等

を考慮して 122 m とする。 

 

2.1 淡水貯水槽を水源として使用する場合 

2.1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h 時の揚程 60.9m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 

配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 60.9 m 
 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h 時の揚程 79.8m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して   

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 

配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 79.8 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 75.6m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系 A 系を経由して原子炉格

納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 

配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 75.6 m 

 

2.1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の揚程 14.5m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約       m 

静水頭 約       m 

ホース等の圧力損失 
 
約       m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 

配管及び弁類の圧力損失 約       m 

合  計 約 14.5 m 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 54.1m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損

失を基に設定する。 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 

配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 54.1 m 

 

2.1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

 (1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水す

る場合の揚程 1.8m以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧

力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 1.8 m 

 

(2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する場

合の揚程 -3.8m 以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧力

差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 -3.8 m 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 37.8m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，

淡水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，（ス

プレイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 37.8 m 
 

2.1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の

揚程 17.7m以上 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容

量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，淡水をフィルタ装置に補給する場合の

水源と注入先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の

圧力損失を基に設定する。 

＜フィルタ装置水・薬液補給接続口（屋内）から原子炉格納容器フィルタベ

ント系フィルタ装置へ補給する場合*1＞ 

水源と注入先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 

配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 17.7 m 
 

2.1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程  -11.0m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静

水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 

配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約-11.0 m 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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2.2 原子炉補機代替冷却水系 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の揚

程 94.7m以上 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットへ使用する大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）の揚程は，海水を熱交換器ユニットに供給する場合の水

源と注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失及び熱交換器ユニット

内の圧力損失を基に設定する。 

＜取水口からの送水の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 

熱交換器ユニット内の圧力損失 約      m 

合  計 約 94.7 m 

 

2.3 海を水源として使用する場合 

2.3.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h 時の揚程 100.1m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 100.1m 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h 時の揚程 120.5m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して   

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 120.5 m 
 

2.3.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 116.2m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系 A 系を経由して原子炉格

納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 116.2 m 
 

2.3.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の揚程 53.3m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 53.3 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 92.5m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損

失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注

水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 92.5 m 
 

2.3.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

(1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水する

場合の揚程 40.2m以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧

力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 40.2 m 
 
(2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する場

合の揚程 34.3m 以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧力

差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 34.3 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.3.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 77.3m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，

海水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，（ス

プレイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 77.3 m 
 

2.3.6 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程 28.5m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水へ復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静

水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 28.5 m 

 

 

*1：複数あるルートのうち，最も圧力損失が保守的な場合。 

*2：ホースの圧力損失及び湾曲の評価については，ホースの最小曲げ半径によ

る圧力損失を考慮し，保守的な想定で評価を実施。 

詳細設計においては，重大事故等時のホースの取り回し，作業性及び他設

備の干渉を考慮し，ポンプ容量の範囲で適切に選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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図 48-6-5 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の性能曲線 

 

 

3．最高使用圧力 

3.1 淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプ

レイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常

設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉

格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補

給へ使用する場合の最高使用圧力  0.9MPa  

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子  

炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料

プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィル

タベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」に使用する

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，これら系統の同時使用，

水源と注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力

損失並びにホース耐圧等を考慮して，0.9MPaとする。 

 

3.2 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の最高

使用圧力  1.2MPa 

「原子炉補機代替冷却水系（熱交換器ユニット）」に使用する大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源と注水先の圧力差，静水頭，ホー

ス等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失を考慮して，1.2MPa とする。 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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3.3 海を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却

系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），

燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンク

への補給へ使用する場合の最高使用圧力  1.2MPa  

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子  

炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料

プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンクへの

補給」に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源と

注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失並

びにホース耐圧等を考慮して，1.2MPa とする。 

 

4．最高使用温度 50℃ 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用温度は，水源である淡水貯水槽及

び海水取水箇所の海水の温度が常温程度であるため，それを上回る値として

50℃とする。 

 

5．原動機出力     kW 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の原動機出力は，流量 1,440 m3/h，揚程 122 m

での軸動力を考慮し，    kWとする。 

 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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参考. 大容量送水ポンプ(タイプⅠ)付属水中ポンプの揚程について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属の水中ポンプにて取水し，車載の増圧ポン

プにて送水する構造である。 

容量設定根拠で示している揚程は，増圧ポンプ（送水側）によるものであることか

ら，ここでは，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）付属の水中ポンプによって各取水場所

から取水し，増圧ポンプに送水できることを示す。 

各取水場所から増圧ポンプへの送水に必要となる揚程と水中ポンプの揚程との関

係を表 48-6-2に示す。 

表 48-6-2 に示すとおり，増圧ポンプへの必要給水圧力（増圧ポンプでキャビテー

ション発生を防止するために必要な圧力）及び取水ホースの圧力損失を考慮した場合

の水中ポンプの揚程は約 24.2m以上である。これに対し各取水場所からの取水に必要

となる揚程は 16.7m以下であることから，水中ポンプから増圧ポンプへの送水が可能

である。 

なお，水中ポンプには，フロートが設けられており，水中ポンプの吸込みは水面か

ら一定の水位に維持されることから運転必要最低水位が常に確保されるため，水中ポ

ンプにキャビテーションを発生させることなく，増圧ポンプへ送水可能である。 

表 48-6-2 各取水場所で必要となる吸込み揚程 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-6-6 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の配置図 

淡水貯水槽 569 11.7 35.4

取水口 1,200 5.2 25.0

海水ポンプ室 1,200 16.7 24.2

大容量送水
ポンプ

（タイプⅠ）

水中ポンプの吐出
圧力

　　　　　　②[m]

取水場所 最大取水量[m3/h]

水中ポンプ揚程

　（②-③-④）[m]

取水面と増圧ポン
プ吸込み口の高低
差
　　　　　　①[m]

増圧ポンプへの必
要給水圧力

　　　　　　③[m]

ホースの圧力損失

　　　　 　④[m]

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

淡水貯水槽 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 10.2m 

O.P.約 51.8m 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

O.P.約 62m 

海水 

（取水口取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

O.P.約 3.5m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

約 3.7m 

海水 

（海水ポンプ室取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 15.2m 

O.P.約 15m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 
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名   称 
耐圧強化ベント系 

（系統容量） 

最高使用圧力 kPa[gage] 427 

最高使用温度 ℃ 171 

設計流量 kg/s 

10.0 

（原子炉格納容器圧力 427kPa[gage]に 

おいて） 

【設定根拠】 

1. 最高使用圧力 

  原子炉格納容器の最高使用圧力である 427kPa[gage]とする。 

  炉心損傷前のベントは，原子炉格納容器圧力が最高使用圧力である 427 

kPa[gage]までに実施することとなるため，耐圧強化ベント系の最高使用圧力を

427kPa[gage]とする。 

  有効性評価における炉心損傷前ベントシナリオである LOCA 時注水機能喪失に

おける，原子炉格納容器圧力の推移について図 48-6-7に示す。 

図 48-6-7 原子炉格納容器圧力の推移（LOCA時注水機能喪失） 
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納
容
器
圧
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事故後の時間 (h)
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サプレッションチェンバ

(MPa[gage])

0.427MPa[gage]にて原子炉格納容器フィルタベ

ント系によるベント実施（約 43 時間） 

最大圧力 0.427MPa[gage] 
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2. 最高使用温度 

  原子炉格納容器の最高使用温度である 171 ℃とする。 

  なお，有効性評価における炉心損傷前ベントシナリオである LOCA 時注水機能

喪失において，ベント後の格納容器温度は 171 ℃以下となることを確認してい

る。（図 48-6-8 参照）。そのため，原子炉格納容器に接続している耐圧強化ベン

ト系の温度も 171 ℃以下となる。 

図 48-6-8 原子炉格納容器温度の推移（LOCA時注水機能喪失） 

 

3. 設計流量（ベントガス流量） 

原子炉格納容器が最高使用圧力にてベントを実施した際に，原子炉の定格熱出

力の 1%に相当する発生蒸気量 10.0 kg/s を排出可能な設計とする。 

炉心の崩壊熱が定格熱出力の 1%になるのは，原子炉停止から 2～3 時間後であ

る。一方，有効性評価シナリオである LOCA 時注水機能喪失シナリオにおけるベン

ト開始時間は，原子炉停止から約 43時間後となっている。そのため，ベント開始

時における原子炉格納容器内の発生蒸気量は，耐圧強化ベント系の設計流量より

も小さな値となる。よって耐圧強化ベント系を用いて原子炉格納容器を減圧する

ことは可能である。 
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0.427MPa[gage]にて原子炉格納容器フィルタ

ベント系によるベント実施（約 43 時間） 

最高温度約 154℃ 
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48-7 

接続図 

（原子炉格納容器フィルタベント系は 50条にて整理） 
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48-7-1 

・原子炉補機代替冷却水系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 48-7-1 接続図 

（2号炉海水ポンプ室から熱交換器ユニット接続口までの接続） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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・原子炉補機代替冷却水系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 48-7-2 接続図 

（2号炉取水口から熱交換器ユニット接続口までの接続（海側）） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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・原子炉補機代替冷却水系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 48-7-3 接続図 

（ 2号炉取水口から熱交換器ユニット接続口までの接続（山側）） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-8 

保管場所図 

（原子炉格納容器フィルタベント系は 50条にて整理）
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・原子炉補機代替冷却水系 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-8-1 保管場所図（位置的分散（原子炉建屋からの離隔距離））   

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-8-2 保管場所図（位置的分散（保管エリアの離隔距離）） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-8-3 保管場所図（機器配置） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-9 

アクセスルート図 

（原子炉格納容器フィルタベント系は 50条にて整理）
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 48-9-1 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-9-1 保管場所及びアクセスルート図

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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 48-9-2 

 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-9-2 地震時のアクセスルート図

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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 48-9-3 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-9-3 津波時のアクセスルート図

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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 48-9-4 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-9-4 可燃物施設損壊時のアクセスルート図 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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48-10 

熱交換器ユニット構造について 

【凡例】

：可搬型重大事故等対処

設備のアクセスルート

：可搬型重大事故等対処
設備の保管場所

：防火帯

【凡例】

：可搬型重大事故等対処

設備のアクセスルート

：可搬型重大事故等対処
設備の保管場所

：防火帯

【凡例】

：可搬型重大事故等対処

設備のアクセスルート

：可搬型重大事故等対処
設備の保管場所

：防火帯
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48-10-1 

熱交換器ユニットの構造について 

 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットは，図 48-10-1で示すとおり淡水ポン

プ 1台，ディーゼルエンジン 1台，熱交換器 3基，海水ストレーナ 1基等で構成され

る。 

淡水ポンプは，ディーゼルエンジンにて駆動可能であり外部電源が不要な設計とす

る。熱交換器は，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）から送水される海水により，原子炉

補機冷却水（淡水）を冷却する。また，熱交換器ユニット内に海水ストレーナを設置

し，異物の流入を防止する設計とする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-10-1 熱交換器ユニット 概要図

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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48-11 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 

【凡例】

：可搬型重大事故等対処

設備のアクセスルート

：可搬型重大事故等対処
設備の保管場所

：防火帯

【凡例】

：可搬型重大事故等対処

設備のアクセスルート

：可搬型重大事故等対処
設備の保管場所

：防火帯

【凡例】

：可搬型重大事故等対処

設備のアクセスルート

：可搬型重大事故等対処
設備の保管場所

：防火帯
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48-11-1 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，図 48-11-1で示すとおり増圧ポンプ 1台，付属

水中ポンプ 2台，ディーゼルエンジン 1台等で構成される。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属水中ポンプ及び増圧ポンプをディーゼルエ

ンジンにて駆動する設計であり，外部電源が不要な設計である。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，淡水又は海水を付属水中ポンプにて取水した後，

ホースを介して増圧ポンプへと送水し，加圧した水を各注水先へ送水する。 

なお，付属水中ポンプの吸込部にはストレーナを設置し，異物の流入を防止する設

計としている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48-11-1 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造概要図 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

420



 

49条 

49-1  SA設備基準適合性一覧表 

49-2  単線結線図 

49-3  配置図 

49-4  系統図 

49-5  試験及び検査 

49-6  容量設定根拠 

49-7  接続図 

49-8  保管場所図 

49-9  アクセスルート図 

49-10 その他設備 

49-11 注水用ヘッダについて 

49-12 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 
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49-1 

SA設備基準適合性一覧表 

422



49-1-1 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 使用時海水通水又は淡水だけでなく海水も使用可能 Ⅱ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 49-7 接続図，49-8 保管場所図

現場操作（工具，設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，弁操作，接続作業）
Ｂｂ，Ｂｃ，Ｂ
ｄ，Ｂｆ，Ｂｇ

49-3 配置図，49-4 系統図，49-7 接続図

ポンプ Ａ

49－5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

49－4 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 49－4 系統図，49-5 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

49-3 配置図，49-7 接続図

原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型設備 Ａ

49-6 容量設定根拠

より簡便な接続 Ｃ

49-7 接続図

単独の機能で使用 Ａｂ

49-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

49-7 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

49-8 保管場所図

屋外アクセスルートの確保 Ｂ

49-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備あり）－屋内 Ａａ

サポート系要因 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

関連資料 49-3 配置図，49-4 系統図，49-7 接続図，49-8 保管場所図

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
３
項

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

 関連資料

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４９条：原子炉格納容器内の冷却等のための設備 大容量送水ポンプ(タイプⅠ) 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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49-1-2 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源，又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

 －

 －

－

－

－

 －

 －

 －

 －

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第４９条：原子炉格納容器内の冷却等のための設備
残留熱除去系ポンプ（格納容器スプレイ冷却モード）

（設計基準拡張）
類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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49-1-3 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

操作不要 対象外

熱交換器 Ｄ

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

操作不要 対象外

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象外（サポート系なし） 対象外

 関連資料

第４９条：原子炉格納容器内の冷却等のための設備
残留熱除去系熱交換器（格納容器スプレイ冷却モード）

（設計基準拡張）
類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

－

第
２
号

 操作性

 関連資料 －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料  －

第
４
号

 切替え性

 関連資料 －

第
５
号

悪
影
響
防
止 －

第
６
号

 設置場所

 関連資料 －

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料 －

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

－

425



49-1-4 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源，又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

第
６
号

 設置場所

 関連資料  －

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料  －

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

－

第
４
号

 切替え性

 関連資料  －

第
５
号

悪
影
響
防
止  －

第４９条：原子炉格納容器内の冷却等のための設備
残留熱除去系ポンプ（サプレッションプール水冷却モード）

（設計基準拡張）
類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

－

第
２
号

 操作性

 関連資料  －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料  －
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49-1-5 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

操作不要 対象外

熱交換器 Ｄ

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

操作不要 対象外

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外

 サポート系故障 対象外（サポート系なし） 対象外

 関連資料

第４９条：原子炉格納容器内の冷却等のための設備
残留熱除去系熱交換器（サプレッションプール水冷却モード）

（設計基準拡張）
類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

－

第
２
号

 操作性

 関連資料 －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料  －

第
４
号

 切替え性

 関連資料 －

第
５
号

悪
影
響
防
止 －

第
６
号

 設置場所

 関連資料 －

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料 －

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

－
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49-2 

単線結線図 
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49-2-1 

 
図 49-2-1 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に係る交流電源単線結線図
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図 49-2-2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に係る直流電源単線結線図 
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配置図 

：設計基準対象施設 

：重大事故等対処設備 
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図 49-3-1 配置図（原子炉建屋      ） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

 

 

432



49-3-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 49-3-2 配置図（原子炉建屋      ） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 49-3-3 配置図（中央制御室（制御建屋      ）） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 49-4-1 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 系統概要図 

（格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系 A系を経由して原子炉格納容器内
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図 49-4-2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 系統概要図 

（格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系 B系を経由して原子炉格納容器内

へスプレイする場合） 
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49-5-1 

 

 
図 49-5-1 運転性能検査系統図（原子炉格納容器代替スプレイ冷却系） 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 49-5-2 運転性能検査系統図（大容量送水ポンプ（タイプⅠ））
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49-6 

容量設定根拠 
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49-6-1 

名   称 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

容量 m3/h/個 1,200（注 1），1,440（注 2） 

揚程 m 120.5（注 1），122（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 0.9（注 3），1.2（注 4,注 5） 

最高使用温度 ℃ 50 

原動機出力 kW/個  

機器仕様に関する注記 

注 1：要求値を示す。 

注 2：規格値を示す。 

注 3：淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注水系

（可搬型），原子炉格納容器代替スプレ

イ冷却系，原子炉格納容器下部注水系

（可搬型），燃料プール代替注水系（常

設配管），燃料プール代替注水系（可搬

型），燃料プールスプレイ系，原子炉格

納容器フィルタベント系フィルタ装置

への補給及び復水貯蔵タンクへの補給

へ使用する場合の値を示す。 

注 4：原子炉補機代替冷却水系へ使用する場合

の値を示す。 

注 5：海を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，

原子炉格納容器下部注水系（可搬型），

燃料プール代替注水系（常設配管），燃

料プール代替注水系（可搬型），燃料プ

ールスプレイ系及び復水貯蔵タンクへ

の補給へ使用する場合の値を示す。 

【 設 定 根 拠 】 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，重大事故等時に以下の機能を有する。 
 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，原子

炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態で，設計基準事故対処設備が有する冷却機

能が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防

止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系及び残留熱除去系

A系又は B系の配管を経由して，原子炉圧力容器に注水することで炉心の著しい

損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した場合

において，炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度

を低下させるために設置する。また，炉心の著しい損傷が発生した場合において

原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに

放射性物質の濃度を低下させるために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，残留熱除去系 A系又は B系

の配管を経由して，原子炉格納容器内へスプレイすることで炉心の著しい損傷及

び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防止する

ため，溶融し，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系配管を経由して，

原子炉格納容器下部へ注水し原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却す

ることで，溶融炉心・コンクリート相互作用を抑制し，溶融炉心が拡がり原子炉

格納容器バウンダリに接触することを防止する設計とする。 
 

燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型）に使

用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基準対象施設が有する使用済燃料

プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料プールからの水の漏え

いその他の要因により当該使用済燃料プールの水位が低下した場合において，使

用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮へいし，及び臨界を防止するた

めに設置する。 

本系統は代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を

水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して使用済燃

料プールへ注水することで，使用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮

へいし，及び臨界を防止する設計とする。 

 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，使用済燃

料プールからの大量の水の漏えいその他の要因により使用済燃料プールの水位

が異常に低下した場合において使用済燃料プール内燃料体等の著しい損傷の進

行を緩和し，及び臨界を防止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，スプレイノズルを経由して

使用済燃料プールへスプレイすることで，使用済燃料プール内燃料体等の著しい

損傷の進行を緩和し，及び臨界を防止する設計とする。 

443



 

49-6-3 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容量送

水ポンプ（タイプⅠ）は，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の

蒸発量を考慮した十分な量の水を供給するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源

とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，原子炉格納容器フィルタベント系

配管を経由して，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置へ注水すること

で，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の蒸発量を考慮した十分

な量の水を供給する設計とする。 
 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，代替淡

水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を水源として，復水

貯蔵タンクへ淡水又は海水を補給する設備として設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して復水貯

蔵タンク接続口又は復水貯蔵タンク接続マンホールを介して復水貯蔵タンクへ

供給する設計とする。 
 

原子炉補機代替冷却水系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基

準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合

に，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットと接続し，海を最終ヒートシン

クとして原子炉を除熱するために設置する。 

本系統は，海（取水口又は海水ポンプ室）を水源とした大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）により，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットを介して原子炉を

除熱するために必要となる十分な量の海水を供給する設計とする。 

 

なお，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉

格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プー

ル代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレ

イ系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タン

クへの補給」の各系統の注水設備及び水の供給設備として 1 台，また，「原子炉

補機代替冷却水系」の熱を海へ輸送する設備との同時使用時にはさらに 1台使用

することから，1 セット 2 台使用する。保有数は 2 セットで 4 台，故障時のバッ

クアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップで 1台の合計 5台を確保

する。 

 

1．容量 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納

容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代

替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ
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系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タン

クへの補給」の各系統に必要な流量を確保可能な設計とする。 

なお，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源とし

て使用する場合には，設置作業の効率化，被ばく低減を図るため，1.1～1.7 に

示す「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉

格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プー

ル代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統に必要な最

大流量を 1 台で確保可能な設計とし，表 49-6-1 に示すとおり 569m3/h 以上の容

量を有する設計とする。これら全ての系統を同時に使用することはないものの，

保守的に全ての系統を同時使用した場合を考慮し，これらを足し合わせた流量

として 569m3/h以上としている。 

さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，1.8に示す「原子炉補機代替冷却

水系」に必要な流量 1,200m3/h以上の容量を有する設計とする。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の容量は，1台で 1,440m3/hの

容量を有する設計とする。 

 

表 49-6-1 代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源  

とした場合に必要となる最大流量 

系統 必要最大流量 

低圧代替注水系（可搬型） 145m3/h 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 88m3/h 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 50m3/h 

燃料プールスプレイ系 

（燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代

替注水系（可搬型））＊ 

126m3/h 

（114m3/h）＊ 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 10m3/h 

復水貯蔵タンクへの補給 150m3/h 

合計 569m3/h 

* ：燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型）及

び燃料プールスプレイ系は同時使用しないことから，燃料プールスプレイ

系の必要流量のみ必要最大流量として考慮する。 

 

1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容 

器破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「全交流動力電

源喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA 時注水機能喪失」及び「雰囲気圧力・ 
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温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価解析に

おいて，有効性が確認されている原子炉圧力容器への注水流量として

120m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループのうち，「高

圧・低圧注水機能喪失」に係る有効性評価解析において，有効性が確認され

ている原子炉圧力容器への注水流量として 145m3/h以上を注水可能な設計と

する。 

 

1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へのスプレイ流量 88m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「高圧・低圧注水

機能喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA時注水機能喪失」及び「雰囲気圧

力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価解

析において有効性が確認されている，原子炉格納容器内へのスプレイ流量と

して，88m3/h 以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の注水流量 50m3/h以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コンク

リート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されてい

る原子炉格納容器下部への注水流量として，50m3/h 以上を注水可能な設計

とする。 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水流量 35m3/h 以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コンク

リート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されてい

る溶融炉心の冷却時の注水流量として，35m3/h 以上を注水可能な設計とす

る。 

 

1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

(1) 使用済燃料プールへの注水流量 114m3/h以上 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故シーケンス

のうち，「想定事故 1」及び「想定事故 2」に係る有効性評価解析において，

有効性が確認されている，114m3/h 以上を注水可能な設計とする。 
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1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへのスプレイ流量 126m3/h以上 

使用済燃料プール内燃料体の崩壊熱を除去するために必要な容量が約 9.7 

m3/h であり，また，NEI06-12における使用済燃料プールへのスプレイ要求

容量が 200gpm（約 45.4m3/h）である。さらに，スプレイノズル 1個当たり

の必要流量が 42m3/hであり，スプレイノズル 3個を使用して全ての使用済

燃料プール内燃料体等に対してスプレイするため 126m3/hが必要であること

から，126m3/h 以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の

容量 10m3/h以上 

設計において考慮した原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の

水の蒸発量を考慮し 10m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の容量 150m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードに係る有効性評価解析に

おいて有効性が確認されている，復水貯蔵タンクへの補給量として 150m3/h

以上を補給可能な設計とする。 
 

1.8 原子炉補機代替冷却水系 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の流

量 1,200 m3/h 以上 

原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系を運転する場合の除熱効

果が確認されている熱交換量 16.0 MW，又は原子炉補機代替冷却水系を用い

た代替循環冷却系の運転を行う場合の除熱効果が確認されている熱交換量

14.7 MWと同時に，重大事故等時における燃料プール冷却浄化系による使用

済燃料プールの除熱に必要な熱交換量 2.29 MWを除熱可能な容量として 20.0 

MWを，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットの熱交換器を介して除熱

するために必要な流量 892 m3/hに，海水ストレーナに必要な流量約 300 m3/h

を考慮した 1,200m3/h以上を供給可能な設計とする。 
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2．揚程 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，2.1.1～2.1.7 及び 2.3.1～2.3.6 に示す

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格

納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール

代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統に必要な揚

程を 1台で確保する設計とする。さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，

2.2 に示す「原子炉補機代替冷却水系」として必要な揚程を確保する設計とす

る。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，配管の圧力損失等

を考慮して 122m とする。 
 

2.1 淡水貯水槽を水源として使用する場合 

2.1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h時の揚程 60.9m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 60.9 m 
 
(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h時の揚程 79.8m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して   

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 79.8 m 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 75.6m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系A系を経由して原子炉格

納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 75.6 m 

 

2.1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の揚程 14.5m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 14.5 m 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 54.1m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基

に設定する。 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 54.1 m 

 

2.1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

 (1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水す

る場合の揚程 1.8m以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧

力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 1.8 m 

 

(2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する場

合の揚程 -3.8m 以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧力

差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 -3.8 m 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 37.8m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，

淡水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，（ス

プレイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 37.8 m 

 

2.1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の

揚程 17.7m以上 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容

量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，淡水をフィルタ装置に補給する場合

の水源と注入先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁

類の圧力損失を基に設定する。 

＜フィルタ装置水・薬液補給接続口（屋内）から原子炉格納容器フィルタ

ベント系フィルタ装置へ補給する場合*1＞ 

水源と注入先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 17.7 m 
 
2.1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程 -11.0m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静

水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定す

る。 

＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約   m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約-11.0 m 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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2.2 原子炉補機代替冷却水系として使用する場合 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の揚

程 94.7m以上 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットへ使用する大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）の揚程は，海水を熱交換器ユニットに供給する場合の水

源と注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失及び熱交換器ユニット

内の圧力損失を基に設定する。 

＜取水口からの送水の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
熱交換器ユニット内の圧力損失 約    m 

合  計 約 94.7 m 

 

2.3 海を水源として使用する場合 

2.3.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h時の揚程 100.1m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 100.1m 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h時の揚程 120.5m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由し

て原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約   m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 120.5 m 
 

2.3.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 116.2m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系A系を経由して原子炉格

納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 116.2 m 

 

2.3.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の揚程 53.3m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水

する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 53.3 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 92.5m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損

失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水

する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 92.5 m 

 

2.3.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

(1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水する

場合の揚程 40.2m 以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧

力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 40.2 m 

 

(2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する場

合の揚程 34.3m 以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧力

差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 34.3 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.3.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 77.3m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，

海水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，（ス

プレイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 77.3 m 
 

2.3.6 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程 28.5m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水へ復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静

水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 28.5 m 

 

 

*1：圧力損失が最も大きくなるホース敷設ルートにて評価。 

*2：ホースの圧力損失及び湾曲の評価については，ホースの最小曲げ半径によ

る圧力損失を考慮し，保守的な想定で評価を実施。 

詳細設計においては，重大事故等時のホースの取り回し，作業性及び他設

備の干渉を考慮し，ポンプ容量を変更しない範囲で適切に選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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図 49-6-1 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の性能曲線 

 

 

3．最高使用圧力 

3.1 淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプ

レイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常

設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉

格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補

給へ使用する場合の最高使用圧力  0.9MPa 

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉

格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プー

ル代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタベ

ント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」に使用する大容量

送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，これら系統の同時使用，水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失並びに

ホース耐圧等を考慮して，0.9MPaとする。 

 

3.2 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の最高

使用圧力  1.2MPa 

「原子炉補機代替冷却水系（熱交換器ユニット）」に使用する大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源と注水先の圧力差，静水頭，ホー

ス等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失を考慮して，1.2MPa とする。 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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3.3 海を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却

系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），

燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンク

への補給へ使用する場合の最高使用圧力  1.2MPa  

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子  

炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プ

ール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンクへの補

給」に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源と注水

先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失並びにホ

ース耐圧等を考慮して，1.2MPaとする。 

 

4．最高使用温度 50℃ 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用温度は，水源である淡水貯水槽及

び海水取水箇所の海水の温度が常温程度であるため，それを上回る値として

50℃とする。 

 

5．原動機出力   kW 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の原動機出力は，流量 1,440 m3/h，揚程 122 m

での軸動力を考慮し，   kWとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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参考. 大容量送水ポンプ(タイプⅠ)付属水中ポンプの揚程について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属の水中ポンプにて取水し，車載の増圧ポン

プにて送水する構造である。 

容量設定根拠で示している揚程は，増圧ポンプ（送水側）によるものであることか

ら，ここでは，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）付属の水中ポンプによって各取水場所

から取水し，増圧ポンプに送水できることを示す。 

各取水場所から増圧ポンプへの送水に必要となる揚程と水中ポンプの揚程との関

係を表 49-6-2に示す。 

表 49-6-2 に示すとおり，増圧ポンプへの必要給水圧力（増圧ポンプでキャビテー

ション発生を防止するために必要な圧力）及び取水ホースの圧力損失を考慮した場合

の水中ポンプの揚程は約 24.2m以上である。これに対し各取水場所からの取水に必要

となる揚程は 16.7m 以下であることから，水中ポンプから増圧ポンプへの送水が可能

である。 

なお，水中ポンプには，フロートが設けられており，水中ポンプの吸込みは水面か

ら一定の水位に維持されることから運転必要最低水位が常に確保されるため，水中ポ

ンプにキャビテーションを発生させることなく，増圧ポンプへ送水可能である。 

表 49-6-2 各取水場所で必要となる吸込み揚程 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 49-6-2 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）配置図 

淡水貯水槽 569 11.7 35.4

取水口 1,200 5.2 25.0

海水ポンプ室 1,200 16.7 24.2

大容量送水
ポンプ

（タイプⅠ）

水中ポンプの吐出
圧力

　　　　　　②[m]

取水場所 最大取水量[m3/h]

水中ポンプ揚程

　（②-③-④）[m]

取水面と増圧ポン
プ吸込み口の高低
差
　　　　　　①[m]

増圧ポンプへの必
要給水圧力

　　　　　　③[m]

ホースの圧力損失

　　　　 　④[m]

海水 

（海水ポンプ室取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 15.2m 

O.P.約 15m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

淡水貯水槽 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 10.2m 

O.P.約 51.8m 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

O.P.約 62m 

海水 

（取水口取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

O.P.約 3.5m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

約 3.7m 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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49-7 

接続図
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49-7-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 49-7-1 接続図 

（淡水貯水槽からルート１を経由して格納容器スプレイ接続口までの接続） 

 

東 北 電 力 株 式 会 社
 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 49-7-2 接続図 

（淡水貯水槽からルート 2を経由して格納容器スプレイ接続口までの接続） 

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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49-8 

保管場所図
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49-8-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 49-8-1 保管場所図（位置的分散（原子炉建屋からの離隔距離）） 

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 49-8-2 保管場所図（位置的分散（保管エリアの離隔距離）） 

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 49-8-3 保管場所図（機器配置）

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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49-9 

アクセスルート図 
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49-9-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 49-9-1 保管場所及びアクセスルート図 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 49-9-2 地震時のアクセスルート 

 

PN 
 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

PN 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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49-9-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 49-9-3 津波時のアクセスルート 

 

PN 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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49-9-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 49-9-4 可燃物施設損壊時のアクセスルート

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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その他設備 
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49-10-1 

 原子炉格納容器内を冷却するための自主対策設備として，以下を整備する。 

 

１．復水移送ポンプによる原子炉格納容器内へのスプレイ 

原子炉格納容器内冷却として重大事故等対処設備と同等の圧力，流量が確保できな

いが，原子炉格納容器内の圧力によっては，原子炉格納容器内の冷却代替手段として

は有効であるため，復水移送ポンプを用いた原子炉格納容器内へのスプレイ手段を自

主対策設備として整備している。 

復水移送ポンプを用いた原子炉格納容器内へのスプレイ手段は，復水貯蔵タンクを

水源として，復水移送ポンプにより，補給水系及び残留熱除去系の配管を経由して原

子炉格納容器内へスプレイする。 

 

 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① CRD復水入口弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

② MUMCサンプリング取出止め弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ FPMUWポンプ吸込弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ T/B 緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑦ 
復水貯蔵タンク常用，非常用給水

管連絡ライン止め弁 
全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室 

 

⑧ 復水移送ポンプ（A） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 うち 2

台使用 ⑨ 復水移送ポンプ（B） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

⑩ 復水移送ポンプ（C） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

⑪ RHR A系格納容器スプレイ隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑫ 
RHR ヘッドスプレイライン洗浄

流量調整弁 
全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

⑬ 
RHR A系格納容器スプレイ流量調

整弁 
全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室 
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図 49-10-1 復水移送ポンプによる原子炉格納容器内へのスプレイの概要図 

（残留熱除去系 A系から原子炉格納容器内へスプレイする場合）
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凡例
：常設配管
：ホース

赤線：自主対策設備で使用する箇所を示す。

：重大事故等時に操作する弁を示す。

MO

復水移送ポンプ
（A)(B)(C)

ドライウェル

サプレッションチェンバ

低圧炉心スプレイ

系ポンプ

残留熱除去系ポンプ(A)

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ＊２

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）＊２へ＊１

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ＊１

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

＊1：同時使用は考慮しない
＊2：自主対策設備
＊3：海を水源とした補給は行わない

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 49-10-2 復水移送ポンプによる原子炉格納容器内へのスプレイの概要図 

（残留熱除去系 B系から原子炉格納容器内へスプレイする場合） 
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⑦
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⑧⑨⑩

⑫

⑬

⑥

凡例
：常設配管
：ホース

赤線：自主対策設備で使用する箇所を示す。

：重大事故等時に操作する弁を示す。

MO MO

復水移送ポンプ
（A)(B)(C)

低圧炉心スプレイ
系ポンプ

サプレッションチェンバ

ドライウェル

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ＊２

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）＊２へ＊１

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ＊１

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

＊1：同時使用は考慮しない
＊2：自主対策設備
＊3：海を水源とした補給は行わない

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① CRD復水入口弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

② MUMCサンプリング取出止め弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ FPMUWポンプ吸込弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ T/B 緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

⑦ 
復水貯蔵タンク常用，非常用給水

管連絡ライン止め弁 
全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

 

⑧ 復水移送ポンプ（A） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 うち 2台 

使用 ⑨ 復水移送ポンプ（B） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

⑩ 復水移送ポンプ（C） 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

⑪ RHR B系格納容器スプレイ隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑫ 
RHR B系格納容器ライン洗浄流量

調整弁 
全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室 

 

⑬ 
RHR B系格納容器スプレイ流量調

整弁 
全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

 
 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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２．ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の除熱 

ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の除熱として，常設代替交流電源設備

により原子炉補機冷却水系及び原子炉補機冷却海水系の電源を復旧し，原子炉格納容

器内へ冷却水を供給後，ドライウェル冷却系下部送風機を起動して原子炉格納容器を

除熱する手段を整備している。 

ドライウェル冷却系下部送風機を停止状態としても，原子炉格納容器内への冷却水

の供給を継続することで，ドライウェル冷却系下部冷却器の冷却コイル表面で，原子

炉格納容器内部の蒸気を凝縮し，原子炉格納容器内の圧力上昇を緩和することが可能

である。 

 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① 
ドライウェル冷却系下部 

送風機(A) 
停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

 

② 
ドライウェル冷却系下部 

送風機(B) 
停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

 

③ 
ドライウェル冷却系下部 

送風機(C) 
停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

 

④ RCW供給側第二隔離弁（A） 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ RCW供給側第二隔離弁（B） 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ RCW戻り側第一隔離弁（A） 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑦ RCW戻り側第一隔離弁（B） 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑧ RCW戻り側第二隔離弁（A） 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑨ RCW戻り側第二隔離弁（B） 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  
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図 49-10-3 ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の除熱概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サプレッションチェンバ

ドライウェル

還気

ドライウェル冷却系

下部冷却器（A)

ドライウェル冷却系

下部冷却器（B)

ドライウェル冷却系

下部冷却器（C)

ドライウェル冷却系

下部送風機（A)①

原子炉補機冷却水系

（B)より

原子炉補機冷却水系

（A)より

送気

ドライウェル冷却系

下部送風機（B)②

ドライウェル冷却系

下部送風機（C)③

凡例

：ドライウェル冷却系による格納容器除熱で使用する箇所（冷却水）を示す。

：ドライウェル冷却系による格納容器除熱で使用する箇所（ダクト）を示す。

MO

MO MO

MO

MOMO

④ ⑤

⑧ ⑥ ⑦ ⑨

：重大事故等時に操作する弁を示す。
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注水用ヘッダについて 
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49-11-1 

注水用ヘッダについて 

 

1．系統及び注水用ヘッダの概要 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設置作業の効率化，被ばく低減を図ること

を目的に，注水用ヘッダを経由して，重大事故等対処設備として「①低圧代替注

水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注

水系（可搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系

（可搬型），⑥燃料プールスプレイ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィル

タ装置への補給及び⑧復水貯蔵タンクへの補給」の各系統における注水設備およ

び水の供給設備として使用する。 

これら複数の系統は，全てを同時に使用することはないものの，保守的に同時

使用を考慮し，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は各系統に必要な流量全てを 1 台

で確保可能な容量を有する設計とする。（49-6参照） 

また，上記の重大事故等対処設備と同時に，自主対策設備である「⑨原子炉格

納容器頂部注水系（可搬型），⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）」における注

水設備として使用することも考慮し，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は重大事故

等対処設備としての必要容量に加え，自主対策設備としての必要容量も 1 台で確

保可能な設計とする。 
 

これら各系統へ確実かつ容易に分岐できるよう，注水用ヘッダは隔離機能を設

けた設計とする。全体系統概要図を図 49-11-1に示す。 

なお，注水用ヘッダは，原子炉建屋外から水を供給する設備として 1 セット 1

台で使用することから，故障時のバックアップ等を考慮し，合計 3 台を確保し，

複数箇所に分散して保管する設計とする。 

 

図 49-11-1 全体系統概要図  

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉建屋

【重大事故等対処設備】
①低圧代替注水系（可搬型）
②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系
③原子炉格納容器下部注水系（可搬型）
④燃料プール代替注水系（常設配管）
⑤燃料プール代替注水系（可搬型）
⑥燃料プールスプレイ系
⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置*

【自主対策設備】
⑨原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）
⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）

【重大事故等対処設備
⑧復水貯蔵タンク

*：海を水源とした補給は行わない

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

大容量送水ポンプ
（タイプⅠ）

海

大容量送水ポンプ
（タイプⅠ）
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2．注水用ヘッダの使用状況 
有効性評価の各事故シーケンスにおいて，注水用ヘッダは「②原子炉格納容器

代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給」の組合せ，「⑧復水貯蔵タン
クへの補給」単独，及び「④燃料プール代替注水系（常設配管）又は⑤燃料プー
ル代替注水系（可搬型）」単独にて使用する。注水用ヘッダを用いた系統の使用開
始タイミングを表 49-11-1に示す。 
 

表 49-11-1 注水用ヘッダを用いた系統の使用開始タイミング 

 
  使用系統*1,2  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩  
運転中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故  
高圧・低圧注水機能喪失 － 28h － － － － － 10h － －  
高圧注水・減圧機能喪失 － － － － － － － － － －  
全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋HPCS
失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋高圧
注水失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋直流
電源喪失 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG 失敗）＋SRV
再閉失敗＋HPCS 失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

崩壊熱除去機能喪失（取水
機能が喪失した場合） 

－ － － － － － － 10h － － 
 

崩壊熱除去機能喪失（残留
熱除去系が故障した場合） 

－ 23h － － － － － 10h － － 
 

原子炉停止機能喪失 － － － － － － － － － －  
LOCA時注水機能喪失 － 37h － － － － － 10h － －  
格納容器バイパス（インタ
ーフェイスシステム LOCA） 

－ － － － － － － － － － 
 

運転中の原子炉における重大事故  
・雰囲気圧力・温度による

静的負荷（格納容器過
圧・過温破損） 

－ 
24h*3 
29h*4 

－ － － － － 10h － － 
 

・水素燃焼  24h      10h    
・高圧溶融物放出/格納容器

雰囲気直接加熱 
・原子炉圧力容器外の溶融

燃料－冷却材相互作用 
・溶融炉心・コンクリート

相互作用 

－ 18h － － － － － 10h － － 

 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故  
想定事故 1 － － － － 13h － － － － －  
想定事故 2 － － － － 13h － － － － －  
運転停止中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故  
崩壊熱除去機能喪失 － － － － － － － － － －  
全交流動力電源喪失 － － － － － － － － － －  
原子炉冷却材の流出 － － － － － － － － － －  
反応度の誤投入 － － － － － － － － － －  
*1：①低圧代替注水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注水系（可

搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系（可搬型），⑥燃料プールスプレ
イ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給，⑧復水貯蔵タンクへの補給，⑨原子炉
格納容器頂部注水系（可搬型）（自主対策設備），⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）（自主対策設備） 

*2：事象発生後の経過時間を記載。各系統における使用は，記載時間以降は適宜実施。 
*3：代替循環冷却系を使用する場合。 
*4：代替循環冷却系を使用できない場合。 
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3．操作性 

3.1 注水用ヘッダの接続 

注水用ヘッダの接続部，付属の隔離弁及び接続先の接続口の名称は，一対

一の関係とし，名称が一致するようにホースの接続を行い系統構成する。 

注水用ヘッダを使用して各系統及び機器へ接続する場合の，注水用ヘッダ

の接続部と接続先の接続口の関係を表 49-11-2に示す。 

また，有効性評価の事故シーケンスにおいて複数系統で同時使用する際（②

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給）の接続

状態の概要図を図 49-11-2示す。 

 

表 49-11-2 注水用ヘッダの接続部と接続する接続口の関係 

注水用ヘッダ 
接続先の接続口 使用系統＊1 

接続部 付属の隔離弁 

接続部 1 復水貯蔵タンク補給弁 
復水貯蔵タンク接続口 又は 
復水貯蔵タンク接続マンホール 

⑧ 

接続部 2 
燃料プール注水・スプレイ 
（可搬型）弁 

－＊2 ⑤又は⑥ 

接続部 3 原子炉ウェル注水弁 原子炉ウェル注水接続口 ⑨ 

接続部 4 原子炉・格納容器下部注水弁 原子炉・格納容器下部注水接続口 ①及び③ 

接続部 5 格納容器スプレイ弁 格納容器スプレイ接続口 ② 

接続部 6 
燃料プール注水・スプレイ 
（常設配管）弁 

燃料プール注水接続口 又は 
燃料プールスプレイ接続口 

④又は⑩ 

接続部 7 フィルタ装置水補給弁 フィルタ装置水補給用接続口 ⑦ 

*1：①低圧代替注水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注
水系（可搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系（可搬型），⑥
燃料プールスプレイ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給，⑧復水貯
蔵タンクへの補給，⑨原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）（自主対策設備），⑩燃料プールス
プレイ系（常設配管）（自主対策設備） 

*2：全て可搬型の機器により構成する系統であり，接続口は使用しない。  
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図 49-11-2 注水用ヘッダの接続状態概要図  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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49-11-5 

3.2 操作性及び切替えの容易性 

注水用ヘッダを使用する各系統における注水用ヘッダの流路構成は，全て

注水用ヘッダ付属の隔離弁にて行う。隔離弁は手動弁とし，設置場所にて確

実に操作及び切替えが可能な設計とする。 

注水用ヘッダとホースの接続作業は，特殊な工具及び技量を必要とせず，

簡便な接続方式である嵌合構造とすることにより，確実に接続が可能な設計

とする。 

また，誤接続及び誤操作の防止のため，注水用ヘッダの接続部，付属の隔

離弁及び接続先の接続口の名称は一対一の関係とし，それぞれ銘板により識

別可能な設計とするとともに，同一色の塗装を施す等で識別性を高めた設計

とする（図 49-11-3）。 

有効性評価の事故シーケンスにおいては，最大で二つの系統（②原子炉格

納容器代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給）を同時に系統構

成するが，上記対策により誤操作の可能性は低いと考えている。なお，②原

子炉格納容器代替スプレイ冷却系は，原子炉建屋内の弁を中央制御室から遠

隔操作することによりスプレイを実施するため，仮に注水用ヘッダ付属の隔

離弁を誤って開操作したとしても，誤注入に至ることはない。 

 

 
図 49-11-3 注水用ヘッダの誤接続及び誤操作の防止対策イメージ図 
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49-11-6 

4．悪影響の防止 

注水用ヘッダは複数の重大事故等対処設備及び自主対策設備の流路として使用

することから，接続先の各系統及び機器に対して悪影響を及ぼすことのないよう

考慮する必要がある。 

注水用ヘッダから各系統及び機器への流路は，それぞれ注水用ヘッダ付属の隔

離弁により隔離可能な設計とすることで，互いに悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

また，注水用ヘッダに接続する可能性のある自主対策設備である⑨原子炉格納

容器頂部注水系（可搬型）及び⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）は，注水用

ヘッダ付属の隔離弁に加えて，原子炉建屋の原子炉棟外の当該系統配管に設ける

隔離弁を閉止することで，確実に他系統と隔離することが可能な設計とする。な

お，原子炉建屋内の原子炉棟外の隔離弁は遠隔手動弁操作設備により屋外からの

手動操作が可能である。 

さらに，注水用ヘッダと自主対策設備を接続するホースを取り外すことで，原

子炉建屋内への注水を物理的に隔離可能な設計とし，使用しない注水用ヘッダの

接続部は閉止板により閉止可能な設計とする。
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49-12 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 
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49-12-1 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，図 49-12-1に示すとおり増圧ポンプ 1台，付属

水中ポンプ 2台，ディーゼルエンジン 1台等で構成される。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属水中ポンプ及び増圧ポンプをディーゼルエ

ンジンにて駆動する設計であり，外部電源が不要な設計である。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，淡水又は海水を付属水中ポンプにて取水した後，

ホースを介して増圧ポンプへと送水し，加圧した水を各注水先へ送水する。 

なお，付属水中ポンプの吸込部にはストレーナを設置し，異物の流入を防止する設

計としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 49-12-1 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造概要図 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-1 

SA設備基準適合性一覧表 

東芝配置図（ＰＤＦ）から

の持って来かたを統一す

る必要あり。 
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50-1-1 

女川原子力発電所 ２号炉 ＳＡ設備基準適合性 一覧表（常設） 

 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

その他の建屋内 Ｃ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 50-4 配置図，50-5 系統図

中央制御室操作 Ａ

50-4 配置図，50-5 系統図

ポンプ Ａ

50-6 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

50-5 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 50-5 系統図,50-6 試験及び検査

中央制御室操作 Ｂ

50-4 配置図

重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの Ａ

50-7 容量設定根拠

（共用しない設備） 対象外

－

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

緩和設備（又は防止でも緩和でもない設備）－対象（同一目的のSA設備
あり）

Ｂ

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料 50-2 単線結線図，50-4 配置図，50-5 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第５０条：原子炉格納容器の過圧破損を防止するた
めの設備

代替循環冷却ポンプ 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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50-1-2 

女川原子力発電所 ２号炉 ＳＡ設備基準適合性 一覧表（常設） 

 

 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 50-4 配置図，50-5 系統図

操作不要 対象外

50-4 配置図，50-5 系統図

熱交換器 Ｄ

50-6 試験及び検査

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

50-5 系統図

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 50-5 系統図,50-6 試験及び検査

操作不要 対象外

－

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

50-7 容量設定根拠

（共用しない設備） 対象外

－

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

緩和設備（又は防止でも緩和でもない設備）－対象（同一目的のSA設備
あり）

Ｂ

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料 50-2 単線結線図，50-4 配置図，50-5 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第５０条：原子炉格納容器の過圧破損を防止するた
めの設備

残留熱除去系熱交換器 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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50-1-3 

女川原子力発電所 ２号炉 ＳＡ設備基準適合性 一覧表（可搬型） 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 常時海水を通水又は海で使用 Ⅰ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 50-5 系統図，50-8 接続図，50-9 保管場所図

現場操作（工具，設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，接続作業）
Ｂｂ，Ｂｃ，Ｂ

ｄ，Ｂｇ

50-4 配置図，50-5 系統図，50-8 接続図

ポンプ Ａ

50-6 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

50-5 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 50-4 配置図，50-5 系統図，50-6 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

50-4　配置図，50-8　接続図

原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型設備 Ａ

50-7 容量設定根拠

より簡便な接続 Ｃ

50-4 配置図，50-8 接続図

単独の機能で使用 Ａｂ

50-8 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

50-4 配置図，50-8 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

50-9 保管場所図

屋外アクセスルートの確保 Ｂ

50-10 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

緩和設備（又は防止・緩和以外）－対象（同一目的のSA設備あり又は代
替対象DB設備有り））

Ｂ

サポート系要因 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

関連資料
50-2 単線結線図，50-4 配置図，50-5 系統図，50-8 接続図，50-9 保管

場所図

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
３
項

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第５０条：原子炉格納容器の過圧破損を防止するた
めの設備

大容量送水ポンプ(タイプⅠ) 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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50-1-4 

女川原子力発電所 ２号炉 ＳＡ設備基準適合性 一覧表（可搬型） 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 常時海水を通水又は海で使用 Ⅰ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 50-5 系統図，50-8 接続図，50-9 保管場所図

現場操作（工具，設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，弁操作，接続
作業）

Ｂｂ，Ｂｃ，Ｂ
ｄ，Ｂｆ，Ｂｇ

50-4 配置図，50-5 系統図，50-8 接続図

ポンプ，熱交換器 Ａ，Ｄ

50-6 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

50-5 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 50-4 配置図，50-5 系統図，50-6 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

50-4　配置図，50-8　接続図

原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型設備 Ａ

50-7 容量設定根拠

より簡便な接続 Ｃ

50-4 配置図，50-8 接続図

単独の機能で使用 Ａｂ

50-8 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

50-4 配置図，50-8 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

50-9 保管場所図

屋外アクセスルートの確保 Ｂ

50-10 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

緩和設備（又は防止・緩和以外）－対象（同一目的のSA設備あり又は代
替対象DB設備有り））

Ｂ

サポート系要因 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

関連資料
50-2 単線結線図，50-4 配置図，50-5 系統図，50-8 接続図，50-9 保管

場所図

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
３
項

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第５０条：原子炉格納容器の過圧破損を防止するた
めの設備

熱交換器ユニット 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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50-1-5 

女川原子力発電所 ２号炉 ＳＡ設備基準適合性 一覧表（常設） 

 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 50-4 配置図，50-5 系統図

中央制御室操作,現場操作（弁操作） Ａ，Ｂｆ

50-4 配置図，50-5 系統図

容器 Ｃ

50-6 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

50-5 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 50-5 系統図,50-6 試験及び検査

中央制御室操作,
現場操作（遠隔で操作可能）

Ａｂ，Ｂ

50-4 配置図

重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの Ａ

50-7 容量設定根拠

（共用しない設備） 対象外

－

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

対象外（緩和設備（又は防止でも緩和でもない設備）－対象（同一目的
のSA設備なし））

対象外

 サポート系故障 対象外（サポート系なし） 対象外

 関連資料 －

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止
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50-2-1 

 

図 50-2-1 代替循環冷却系に係る交流電源単線結線図  
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図 50-2-2 代替循環冷却系に係る直流電源単線結線図 
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図 50-2-3 原子炉格納容器フィルタベント系に係る交流電源単線結線図  
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図 50-2-4 原子炉格納容器フィルタベント系に係る直流電源単線結線図  
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図 50-3-1 原子炉格納容器フィルタベント系 計測制御系統図  
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注：図内の丸数字は表50-3-2及び表50-3-3の
監視項目の丸数字に対応する。
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50-3-3 

表 50-3-2 原子炉格納容器フィルタベント系の計測設備主要仕様 

（重要監視パラメータ） 

監視項目*1 計測範囲 個数 監視場所 

①フィルタ装置入口圧力（広帯域） -0.1～1.0MPa[gage] 1 
中央制御室／
緊急時対策所 

②フィルタ装置出口圧力（広帯域） -0.1～1.0MPa[gage] 1 
中央制御室／
緊急時対策所 

③フィルタ装置水位（広帯域）  3 
中央制御室／
緊急時対策所 

④フィルタ装置水温度 0～200℃ 3 
中央制御室／
緊急時対策所 

⑤フィルタ装置出口水素濃度 
0～30vol% 
0～100vol% 

1 
1 

中央制御室／
緊急時対策所 

⑥フィルタ装置出口放射線モニタ 10-2～105mSv/h 2 
中央制御室／
緊急時対策所 

*1 監視項目の数字は図 50-3-1の丸数字に対応する。 

*2 基準点はフィルタ装置（本体）下鏡底部。 

 

 

表 50-3-3 原子炉格納容器フィルタベント系の計測設備主要仕様 

（重要監視パラメータ以外） 

監視項目*1 計測範囲 個数 監視場所 

⑦フィルタ装置入口圧力（狭帯域） 0～100kPa[gage] 1 
中央制御室／
緊急時対策所 

⑧フィルタ装置出口圧力（狭帯域） 0～100kPa[gage] 1 
中央制御室／
緊急時対策所 

⑨フィルタ装置水位（狭帯域）  3 
中央制御室／
緊急時対策所 

⑩フィルタ装置pH 0～14 2 
中央制御室／
緊急時対策所 

*1 監視項目の数字は図 50-3-1の丸数字に対応する。 

*2 基準点はフィルタ装置（本体）下鏡底部。 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-3-4 

原子炉格納容器フィルタベント系 計測設備の概略構成図 

 

(1) フィルタ装置入口圧力（広帯域） 

フィルタ装置入口圧力（広帯域）は，重大事故等対処設備の機能を有してお

り，弾性圧力検出器にて圧力を電流信号（圧力）として検出する。検出した電

流信号（圧力）は，フィルタ装置入口圧力（広帯域）として中央制御室に指示

し，記録する。概略構成図を図50-3-2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図50-3-2 フィルタ装置入口圧力（広帯域）の概略構成図 

 

 

(2) フィルタ装置出口圧力（広帯域） 

フィルタ装置出口圧力（広帯域）は，重大事故等対処設備の機能を有してお

り，弾性圧力検出器にて圧力を電流信号（圧力）として検出する。検出した電

流信号（圧力）は，フィルタ装置出口圧力（広帯域）として中央制御室に指示

し，記録する。概略構成図を図50-3-3に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図50-3-3 フィルタ装置出口圧力（広帯域）の概略構成図 
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50-3-5 

(3) フィルタ装置水位（広帯域） 

フィルタ装置水位（広帯域）は，重大事故等対処設備の機能を有しており，

差圧式水位検出器にて差圧を電流信号（差圧）として検出する。検出した電流

信号（差圧）は，フィルタ装置水位（広帯域）として中央制御室に指示し，記

録する。概略構成図を図50-3-4に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図50-3-4 フィルタ装置水位（広帯域）の概略構成図 

 

 

(4) フィルタ装置水温度 

フィルタ装置水温度は，重大事故等対処設備の機能を有しており，熱電対

にて温度を起電力として検出する。検出した起電力は，フィルタ装置水温度

として中央制御室に指示し，記録する。概略構成図を図50-3-5に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図50-3-5 フィルタ装置水温度の概略構成図  
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50-3-6 

(5) フィルタ装置出口水素濃度 

フィルタ装置出口水素濃度は，重大事故等対処設備の機能を有しており，熱

伝導率式水素検出器にて水素濃度を電流信号として検出する。検出した電流信

号は，演算装置にて水素濃度信号に変換した後，フィルタ装置出口水素濃度と

して中央制御室に指示し，記録する。概略構成図を図50-3-6に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図50-3-6 フィルタ装置出口水素濃度の概略構成図 

 

(6) フィルタ装置出口放射線モニタ 

フィルタ装置出口放射線モニタは，重大事故等対処設備の機能を有しており，

電離箱にて放射線量率を電流信号として検出する。検出した電流信号は，前置

増幅器で増幅され，演算装置にて放射線量率信号に変換する処理を行った後，

放射線量率として中央制御室に指示し，記録する。概略構成図を図50-3-7に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図50-3-7 フィルタ装置出口放射線モニタの概略構成図  
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50-3-7 

(7) フィルタ装置入口圧力（狭帯域） 

フィルタ装置入口圧力（狭帯域）は，系統待機時におけるフィルタ装置の監

視機能を有しており，弾性圧力検出器にて圧力を電流信号（圧力）として検出

する。検出した電流信号（圧力）は，フィルタ装置入口圧力（狭帯域）として

中央制御室に指示し，記録する。概略構成図を図50-3-8に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図50-3-8 フィルタ装置入口圧力（狭帯域）の概略構成図 

 

 

 

 

(8) フィルタ装置出口圧力（狭帯域） 

フィルタ装置出口圧力（狭帯域）は，系統待機時におけるフィルタ装置の監

視機能を有しており，弾性圧力検出器にて圧力を電流信号（圧力）として検出

する。検出した電流信号（圧力）は，フィルタ装置出口圧力（狭帯域）として

中央制御室に指示し，記録する。概略構成図を図50-3-9に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図50-3-9 フィルタ装置出口圧力（狭帯域）の概略構成図 
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50-3-8 

(9) フィルタ装置水位（狭帯域） 

フィルタ装置水位（狭帯域）は，系統待機時におけるフィルタ装置の監視機

能を有しており，差圧式水位検出器にて差圧を電流信号（差圧）として検出す

る。検出した電流信号（差圧）は，フィルタ装置水位（狭帯域）として中央制

御室に指示し，記録する。概略構成図を図50-3-10に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図50-3-10 フィルタ装置水位（狭帯域）の概略構成図 

 

(10) フィルタ装置pH 

フィルタ装置pHの検出信号は，pH検出器にてpHを電圧信号として検出する。

検出した電圧信号は前置増幅器で増幅され，演算装置にてpH信号に変換する処

理を行った後，フィルタ装置pHとして中央制御室に指示し，記録する。概略構

成図を図50-3-11に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 50-3-11 フィルタ装置 pHの概略構成図
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50-4 

配置図 

：重大事故等対処設備 
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50-4-1 
 

 

図 50-4-1 代替循環冷却系 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-2 
 

 

図 50-4-2 代替循環冷却系 配置図（原子炉建屋     ）  

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-3 
 

 

図 50-4-3 代替循環冷却系 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-4 
 

 

図 50-4-4 代替循環冷却系 配置図（中央制御室（制御建屋     ））  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-5 
 

 
図 50-4-5 原子炉補機代替冷却水系 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-6 
 

 

図 50-4-6 原子炉補機代替冷却水系 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-7 
 

 

図 50-4-7 原子炉補機代替冷却水系 配置図（原子炉建屋     ） 

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-8 
 

 

図 50-4-8 原子炉格納容器フィルタベント系主配管鳥瞰図 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

516



 

50-4-9 
 

 

図 50-4-9 原子炉格納容器フィルタベント系 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-10 
 

 

図 50-4-10 原子炉格納容器フィルタベント系 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-11 
 

 

図 50-4-11 原子炉格納容器フィルタベント系 配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-12 
 

 

図 50-4-12 原子炉格納容器フィルタベント系 配置図（原子炉建屋     ） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-13 
 

 

図 50-4-13 原子炉格納容器フィルタベント系 配置図 

（中央制御室（制御建屋     ）） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-4-14 
 

 

図 50-4-14 真空破壊装置設置位置図  

 

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-5 

系統図
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50-5-1 

表 50-5-1 代替循環冷却系 機器リスト（原子炉圧力容器へ注水する場合） 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① 代替循環冷却ポンプ 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室  

② RHRポンプ（A）S/C吸込弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

③ 代替循環冷却ポンプ吸込弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

④ 代替循環冷却ポンプ流量調整弁 全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ RHR熱交換器（A）バイパス弁 全開→調整開 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ RHR A系 LPCI注入隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  
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50-5-2 

 

 

図 50-5-1 代替循環冷却系 系統概要図（原子炉圧力容器へ注水する場合）  
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50-5-3 

表 50-5-2 代替循環冷却系 機器リスト（原子炉格納容器内へスプレイする場合） 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① 代替循環冷却ポンプ 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室  

② RHRポンプ（A）S/C吸込弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

③ 代替循環冷却ポンプ吸込弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

④ 代替循環冷却ポンプ流量調整弁 全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ RHR熱交換器（A）バイパス弁 全開→調整開 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ RHR A 系格納容器スプレイ流量調整弁 全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室  

⑦ RHR A 系格納容器スプレイ隔離弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  
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50-5-4 

 

図 50-5-2 代替循環冷却系 系統概要図（原子炉格納容器内へスプレイする場合）  
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50-5-5 

表 50-5-3 原子炉補機代替冷却水系 機器リスト 
No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外  

② 
RCW 代替冷却水不要負荷分離

弁（A） 
全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ 
RCW 代替冷却水 FPC 負荷分離

弁（A） 
全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ RCWポンプ(A)吸込弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋    （原子

炉建屋内の原子炉棟外） 
 

⑤ RCWポンプ(C)吸込弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋    （原子

炉建屋内の原子炉棟外） 
 

⑥ 
RCW 代替冷却水 RHR 負荷戻り

側連絡弁（A） 
全閉→全開 手動操作 

原子炉建屋    （原子

炉建屋内の原子炉棟外） 
 

⑦ 
RCW 代替冷却水 RHR 負荷供給

側連絡弁（A） 
全閉→全開 手動操作 

原子炉建屋    （原子

炉建屋内の原子炉棟外） 
 

⑧ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外  

⑨ 熱交換器ユニット 停止→起動 スイッチ操作 屋外  

⑩ 淡水ポンプ出口弁 全閉→調整開 手動操作 屋外  

⑪ 
RHR 熱交換器(A)冷却水出口

弁 
全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室  

 

 

図 50-5-3 原子炉補機代替冷却水系 系統概要図 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-5-6 

表 50-5-4 原子炉格納容器フィルタベント系 機器リスト 
No. 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

1 
S/Cベント用 
出口隔離弁 

全閉→全開 

スイッチ操作 中央制御室 
サプレッション 
チェンバからの 
ベント時に開 

人力操作 

（遠隔手動弁操作設備） 

原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原

子炉棟外） 

2 
D/Wベント用 
出口隔離弁 

全閉→全開 

スイッチ操作 中央制御室 
ドライウェルから
のベント時に開 人力操作 

（遠隔手動弁操作設備） 

原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原

子炉棟外） 

3 
FCVSベントライン 

隔離弁(A) 
全閉→全開 

スイッチ操作 中央制御室 

どちらか一方を開 

人力操作 

（遠隔手動弁操作設備） 

原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原

子炉棟外） 

4 
FCVSベントライン 

隔離弁(B) 
全閉→全開 

スイッチ操作 中央制御室 

人力操作 

（遠隔手動弁操作設備） 

原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原

子炉棟外） 

 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-5-7 

  

 

 

図 50-5-4 原子炉格納容器フィルタベント系 概略構成図 
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50-6 

試験及び検査 
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50-6-1 

 

 

 

図 50-6-1 代替循環冷却ポンプ構造図 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-6-2 

 

図 50-6-2 残留熱除去系熱交換器 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-6-3 

 

 

図 50-6-3 構造図（熱交換器ユニット熱交換器） 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-6-4 

 

 

図 50-6-4構造図（熱交換器ユニット淡水ポンプ）  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-6-5 

 

 

 

 

図 50-6-5 運転性能検査系統図（大容量送水ポンプ（タイプⅠ））  
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50-6-6 

 

 

図 50-6-6 運転性能検査系統図（原子炉補機代替冷却水系（A系）） 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-6-7 

 

図 50-6-7 運転性能検査系統図（代替循環冷却系） 
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50-6-8 

 

図 50-6-8 フィルタ装置構造図 

 

 
図 50-6-9 フィルタ装置出口側圧力開放板構造図 

  

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

539



 

50-6-9 

 

 

図 50-6-10 遠隔手動弁操作設備構造図 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-7 

容量設定根拠
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50-7-1 

名   称 代替循環冷却ポンプ 

容量 m3/h/台 150 

全揚程 m 80 

最高使用圧力 MPa[gage] 吸込側 1.37 ／ 吐出側 3.73 

最高使用温度 ℃ 186 

原動機出力 kW  （注 1），90（注 2） 

機器仕様に関する注記 
注 1：要求値を示す。 

注 2：公称値を示す。 

【設 定 根 拠】 

代替循環冷却ポンプは，重大事故等時に以下の機能を有する。 

 

代替循環冷却ポンプは，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の冷却機能が喪失

した場合においても原子炉格納容器の破損を防止するとともに，原子炉格納容器バウンダ

リを維持しながら原子炉格納容器の除熱をするために使用する。 

系統構成は，サプレッションチェンバを水源とした代替循環冷却ポンプより，残留熱除

去系配管を経由して，原子炉圧力容器への注水又は原子炉格納容器内へのスプレイにより，

原子炉格納容器の破損を防止するとともに，原子炉格納容器の限界温度・限界圧力（200℃，

2Pd（854kPa[gage]））を超えないよう原子炉格納容器の除熱が可能な設計とする。 

 

1 容量 

1.1 代替循環冷却ポンプの容量 150m3/h 

代替循環冷却ポンプの容量は，炉心損傷後の原子炉格納容器破損防止の重要事故シーケ

ンスのうち，「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）代替循環冷却

系を使用する場合」において有効性が確認されている原子炉注水流量及び「高圧溶融物放

出／格納容器雰囲気直接加熱」において，有効性が確認されている原子炉格納容器スプレ

イ流量である約 150m3/h を有する設計とする。 

 

2.揚程 

2.1 代替循環冷却ポンプの揚程 80m 

代替循環冷却ポンプの揚程は，水源と移送先の圧力差（サプレッションチェンバと原子

炉の圧力差），静水頭並びに機器，配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 原子炉注水 原子炉格納容器 
スプレイ 

水源と注水先の圧力差     m        m 

静水頭     m     m 

配管及び弁類の圧力損失     m     m 

合  計 約 72.8 m 約 33.6 m 

以上より，これらを上回る揚程として代替循環冷却ポンプの揚程は，80mとする。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。
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50-7-2 

3.最高使用圧力 

(1) ポンプ吸込側 

代替循環冷却ポンプ吸込側配管の最高使用圧力は，接続する残留熱除去系ポンプ吸込側

配管の最高使用圧力に合わせ，1.37MPa[gage]とする。 

 

(2) ポンプ吐出側 

代替循環冷却ポンプ吐出側配管の最高使用圧力は，下記を考慮する。 

 

①  サプレッションチェンバの圧力      ：      MPa 

②  静水頭                 ：         MPa 

③  最高許容締切揚程            ：         MPa 

④  ①～③の合計              ：         MPa 

 

代替循環冷却ポンプ吐出側配管の最高使用圧力は④を上回る値とし，残留熱除去系

ポンプ吐出側配管の最高使用圧力に合わせ，3.73MPa[gage]とする。 

 

4.最高使用温度 

代替循環冷却ポンプの最高使用温度は，接続する残留熱除去系配管の最高使用温度 186℃

に合わせて 186℃とする。 

 

5.原動機出力 

代替循環冷却ポンプの原動機出力は，流量 150m3/h時の軸動力を基に設定する。 

代替循環冷却ポンプの流量が 150m3/h，揚程 80mの時の必要軸動力は，以下のとおりで

ある。 

P ＝(10－３×ρ×g×（Q/3600）×H)/(η/100) 

＝{10－３×1000×9.80665×(150/3600)×80}/(    /100) 

  ＝      kW≒    kW 

 

P  ：必用軸動力（kW） 

ρ  ：密度（kg/m3）＝1000 

g  ：重力加速度（m/s2）＝9.80665 

Q  ：容量（m3/h）＝150 

H  ：揚程（m）＝80（図 50-7-1参照） 

η  ：ポンプ効率（%）＝約   （図 50-7-1参照） 

（参考文献：日本工業規格「ターボポンプ用語」（JIS B 0131-2002）） 

以上より，必要軸動力を上回る原動機出力として 90kWとする。 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。
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50-7-3 

 

 

 

 

 

図 50-7-1 代替循環冷却ポンプ性能曲線 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。
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50-7-4 

  

名   称 残留熱除去系熱交換器 

個数 基 1 

容量（設計熱交換量） MW 約 8.8 

伝熱面積 m2  

【設 定 根 拠】 

代替循環冷却系として使用する残留熱除去系熱交換器は，設計基準対象施設が有する

発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても，原子炉補機代替冷却水系の熱交換

器ユニットから供給される冷却水を通水することにより，原子炉格納容器の破損を防止

するとともに，原子炉格納容器ベントを実施することなく原子炉格納容器の除熱が可能

な設計とする。 

この場合，代替循環冷却ポンプ 1 台により残留熱除去系熱交換器 1 基に冷却水を通水

することで除熱を行う設計とする。 

 

1．容量の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する残留熱除去系熱交換器の容量は，原子炉冷却材喪失

後，原子炉格納容器の圧力・温度を低下させるために必要な 8.8MW を残留熱除去系熱交

換器で除去可能な容量として，海水温度 26℃，サプレッションチェンバのプール水温

度 52℃の場合において 8.8MWとする。 

 

重大事故等対処設備として使用する残留熱除去系熱交換器の容量は，原子炉停止 24

時間後の崩壊熱 14.0MW を 1 個の残留熱除去系熱交換器で除去可能な容量として，海水

温度 26℃，サプレッションチェンバのプール水温度 150℃，残留熱除去系熱交換器への

通水流量が，サプレッションチェンバ側 150m3/h，原子炉補機代替冷却水側    m3/hの

場合において，14.7MWとする。 

 

公称値については，設計基準対象施設として要求される容量と同じ 8.8MWとする。 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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名   称 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

容量 m3/h/個 1,200（注 1），1,440（注 2） 

揚程 m 120.5（注 1），122（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 0.9（注 3），1.2（注 4,注 5） 

最高使用温度 ℃ 50 

原動機出力 kW/個  

機器仕様に関する注記 

注 1：要求値を示す。 

注 2：規格値を示す。 

注 3：淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注

水系（可搬型），原子炉格納容器代替

スプレイ冷却系，原子炉格納容器下

部注水系（可搬型），燃料プール代替

注水系（常設配管），燃料プール代替

注水系（可搬型），燃料プールスプレ

イ系，原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水

貯蔵タンクへの補給へ使用する場合

の値を示す。 

注 4：原子炉補機代替冷却水系へ使用する

場合の値を示す。 

注 5：海を水源とし，低圧代替注水系（可

搬型），原子炉格納容器代替スプレ

イ冷却系，原子炉格納容器下部注水

系（可搬型），燃料プール代替注水

系（常設配管），燃料プール代替注

水系（可搬型），燃料プールスプレ

イ系及び復水貯蔵タンクへの補給

へ使用する場合の値を示す。 

【 設 定 根 拠 】 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，重大事故等時に以下の機能を有する。 
 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，原子

炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態で，設計基準事故対処設備が有する冷却機

能が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防

止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を

水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系及び残留熱除去系 A

系又は B 系の配管を経由して，原子炉圧力容器に注水することで炉心の著しい損

傷及び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-7-6 

 

 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した場合

において，炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度

を低下させるために設置する。また，炉心の著しい損傷が発生した場合において

原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに

放射性物質の濃度を低下させるために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を

水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，残留熱除去系 A 系又は B 系の

配管を経由して，原子炉格納容器内へスプレイすることで炉心の著しい損傷及び

原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防止する

ため，溶融し，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を

水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系配管を経由して，原

子炉格納容器下部へ注水し原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却するこ

とで，溶融炉心・コンクリート相互作用を抑制し，溶融炉心が拡がり原子炉格納

容器バウンダリに接触することを防止する設計とする。 
 

燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型）に使

用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基準対象施設が有する使用済燃料

プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料プールからの水の漏え

いその他の要因により当該使用済燃料プールの水位が低下した場合において，使

用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮へいし，及び臨界を防止するた

めに設置する。 

本系統は代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を水

源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して使用済燃料

プールへ注水することで，使用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮へ

いし，及び臨界を防止する設計とする。 

 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，使用済燃

料プールからの大量の水の漏えいその他の要因により使用済燃料プールの水位が

異常に低下した場合において使用済燃料プール内燃料体等の著しい損傷の進行を

緩和し，及び臨界を防止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を

水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，スプレイノズルを経由して使
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50-7-7 

用済燃料プールへスプレイすることで，使用済燃料プール内燃料体等の著しい損

傷の進行を緩和し，及び臨界を防止する設計とする。 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容量送水

ポンプ（タイプⅠ）は，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の蒸

発量を考慮した十分な量の水を供給するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源と

した大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，原子炉格納容器フィルタベント系配

管を経由して，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置へ注水することで，

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の蒸発量を考慮した十分な量

の水を供給する設計とする。 

 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，代替淡

水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を水源として，復水貯

蔵タンクへ淡水又は海水を補給する設備として設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を

水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して復水貯蔵

タンク接続口又は復水貯蔵タンク接続マンホールを介して復水貯蔵タンクへ供給

する設計とする。 

 

原子炉補機代替冷却水系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基

準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合

に，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットと接続し，海を最終ヒートシン

クとして原子炉を除熱するために設置する。 

本系統は，海（取水口又は海水ポンプ室）を水源とした大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）により，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットを介して原子炉を

除熱するために必要となる十分な量の海水を供給する設計とする。 

 

なお，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉

格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール

代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ

系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンク

への補給」の各系統の注水設備及び水の供給設備として 1台，また，「原子炉補機

代替冷却水系」の熱を海へ輸送する設備との同時使用時にはさらに 1 台使用する

ことから，1セット 2台使用する。保有数は 2セットで 4台，故障時のバックアッ

プ及び保守点検による待機除外時のバックアップで 1台の合計 5台を確保する。 

 

1．容量 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納
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容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代

替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ

系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タン

クへの補給」の各系統に必要な流量を確保可能な設計とする。 

なお，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源とし

て使用する場合には，設置作業の効率化，被ばく低減を図るため，1.1～1.7に

示す「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉

格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プー

ル代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統に必要な最

大流量を 1台で確保可能な設計とし，表 50-7-1に示すとおり 569m3/h以上の容

量を有する設計とする。これら全ての系統を同時に使用することはないものの，

保守的に全ての系統を同時使用した場合を考慮し，これらを足し合わせた流量

として 569m3/h以上としている。 

さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，1.8 に示す「原子炉補機代替冷

却水系」に必要な流量 1,200m3/h以上の容量を有する設計とする。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の容量は，1 台で 1,440m3/h

の容量を有する設計とする。 
 

表 50-7-1 代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源  

とした場合に必要となる最大流量 

系統 必要最大流量 

低圧代替注水系（可搬型） 145m3/h 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 88m3/h 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 50m3/h 

燃料プールスプレイ系 

（燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代

替注水系（可搬型））＊ 

126m3/h 

（114m3/h）＊ 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 10m3/h 

復水貯蔵タンクへの補給 150m3/h 

合計 569m3/h 

* ：燃料プール代替注水（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型）及び燃

料プールスプレイ系は同時使用しないことから，燃料プールスプレイ系の

必要流量のみ必要最大流量として考慮する。 
 

1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容 器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「全交流動力電源喪
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失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA 時注水機能喪失」及び「雰囲気圧力・温

度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価解析におい

て，有効性が確認されている原子炉圧力容器への注水流量として 120m3/h 以

上を注水可能な設計とする。 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループのうち，「高圧・

低圧注水機能喪失」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されてい

る原子炉圧力容器への注水流量として145m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へのスプレイ流量 88m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器破

損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「高圧・低圧注水機能

喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA 時注水機能喪失」及び「雰囲気圧力・

温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価解析にお

いて有効性が確認されている，原子炉格納容器内へのスプレイ流量として，

88m3/h以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0 時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の注水流量 50m3/h以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コンク

リート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されている

原子炉格納容器下部への注水流量として，50m3/h以上を注水可能な設計とす

る。 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水流量 35m3/h 以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コンク

リート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されている

溶融炉心の冷却時の注水流量として，35m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

(1) 使用済燃料プールへの注水流量 114m3/h以上 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故シーケンス

のうち，「想定事故 1」及び「想定事故 2」に係る有効性評価解析において，

有効性が確認されている，114m3/h以上を注水可能な設計とする。 
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1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへのスプレイ流量 126m3/h以上 

使用済燃料プール内燃料体の崩壊熱を除去するために必要な容量が約 9.7 

m3/hであり，また，NEI06-12における使用済燃料プールへのスプレイ要求容

量が 200gpm（約 45.4m3/h）である。さらに，スプレイノズル 1個当たりの必

要流量が 42m3/hであり，スプレイノズル 3個を使用して全ての使用済燃料プ

ール内燃料体等に対してスプレイするため 126m3/hが必要であることから，

126m3/h以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の容

量 10m3/h以上 

設計において考慮した原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水

の蒸発量を考慮し 10m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の容量 150m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器破

損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードに係る有効性評価解析におい

て有効性が確認されている，復水貯蔵タンクへの補給量として 150m3/h 以上

を補給可能な設計とする。 
 

1.8 原子炉補機代替冷却水系 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の流量 

1,200 m3/h以上 

原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系の運転を行う場合に除熱効

果が確認されている熱交換容量 16.0 MW 又は原子炉補機代替冷却水系を用い

た代替循環冷却系の運転を行う場合に除熱効果が確認されている熱交換容量

14.7 MW と同時に，重大事故等時における燃料プール冷却浄化系による使用

済燃料プールの除熱に必要な熱交換容量 2.29 MW 並びに格納容器内雰囲気水

素濃度及び格納容器内雰囲気酸素濃度のサンプリング装置の冷却に必要な熱

交換容量 0.001 MW を除熱可能な容量として 20.0 MWを，原子炉補機代替冷却

水系の熱交換器ユニットの熱交換器を介して除熱するために必要な流量 892 

m3/hに，海水ストレーナに必要な流量約 300 m3/hを考慮した 1,200m3/h以上

を供給可能な設計とする。 

 

 

 

 

551



 

50-7-11 

2．揚程 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，2.1.1～2.1.7 及び 2.3.1～2.3.6 に示す

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納

容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代

替注水系（可搬型）又は燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統に必要な揚

程を 1 台で確保する設計とする。さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，

2.2 に示す「原子炉補機代替冷却水系」として必要な揚程を確保する設計とす

る。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，配管の圧力損失等

を考慮して 122m とする。 

 

2.1 淡水貯水槽を水源として使用する場合 

2.1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h 時の揚程 60.9m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口      から残留熱除去系 B系を経由して原

子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 60.9 m 
 
(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h 時の揚程 79.8m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して   

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 79.8 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 75.6m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を

基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系 A 系を経由して原子炉格

納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 75.6 m 

 

2.1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0 時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の揚程 14.5m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を

基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水する

場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 

配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 14.5 m 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 54.1m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基

に設定する。 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水する

場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 54.1 m 

 

2.1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

 (1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水する

場合の揚程 1.8m 以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧

力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 1.8 m 

 

 (2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する場

合の揚程 -3.8m 以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧力差，

静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 -3.8 m 
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2.1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 37.8m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，

淡水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，（スプ

レイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 37.8 m 
 
2.1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の

揚程 17.7m以上 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容量

送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，淡水をフィルタ装置に補給する場合の水

源と注入先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧

力損失を基に設定する。 

＜フィルタ装置水・薬液補給接続口（屋内）から原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置へ補給する場合*1＞ 

水源と注入先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 17.7 m 
 
2.1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程 -11.0m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程

は，淡水を復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静水頭，

ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約-11.0 m 
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2.2 原子炉補機代替冷却水系として使用する場合 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の揚

程 94.9m以上 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットへ使用する大容量送水ポン

プ（タイプⅠ）の揚程は，海水を熱交換器ユニットに供給する場合の水源

と注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失及び熱交換器ユニット内

の圧力損失を基に設定する。 

 

＜取水口からの送水の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
熱交換器ユニット内の圧力損失 約      m 

合  計 約 94.9 m 

 

2.3 海を水源として使用する場合 

2.3.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h 時の揚程 100.1m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して原

子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 

配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 100.1m 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h 時の揚程 120.5m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して   

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 120.5 m 
 

2.3.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 116.2m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，海水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を

基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系 A 系を経由して原子炉格

納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 116.2 m 
 

2.3.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0 時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の揚程 53.3m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を

基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水

する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 53.3 m 
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(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 92.5m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基

に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 92.5 m 
 

2.3.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

(1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水する

場合の揚程 40.2m 以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧

力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 40.2 m 
 

(2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する場

合の揚程 34.3m 以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧力差，

静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 34.3 m 
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2.3.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 77.3m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，

海水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，（スプ

レイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 77.3 m 

 

2.3.6 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程 28.5m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程

は，海水へ復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静水頭，

ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 28.5 m 

*1：圧力損失が最も大きくなるホース敷設ルートにて評価。 

*2：ホースの圧力損失及び湾曲の評価については，ホースの最小曲げ半径による

圧力損失を考慮し，保守的な想定で評価を実施。 

詳細設計においては，重大事故等時のホースの取り回し，作業性及び他設備

の干渉を考慮し，ポンプ容量を変更しない範囲で適切に選定する。 
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図 50-7-2 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の性能曲線 

 

3．最高使用圧力 

3.1 淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプ

レイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常

設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格

納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給

へ使用する場合の最高使用圧力  0.9MPa  

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格

納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代

替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタベント系

フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」に使用する大容量送水ポン

プ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，これら系統の同時使用，水源と注水先の圧力

差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失並びにホース耐圧等

を考慮して，0.9MPa とする。 

 

3.2 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の最高

使用圧力  1.2MPa 

「原子炉補機代替冷却水系（熱交換器ユニット）」に使用する大容量送水ポン

プ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源と注水先の圧力差，静水頭，ホース等

の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失を考慮して，1.2MPaとする。 
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3.3 海を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却

系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），

燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンク

への補給へ使用する場合の最高使用圧力  1.2MPa  

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子  炉

格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プー

ル代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンクへの補給」

に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源と注水先の

圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失並びにホース

耐圧等を考慮して，1.2MPaとする。 

 

4．最高使用温度 50℃ 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用温度は，水源である淡水貯水槽及

び海水取水箇所の海水の温度が常温程度であるため，それを上回る値として

50℃とする。 

 

5．原動機出力      kW 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の原動機出力は，流量 1,440 m3/h，揚程 122 m

での軸動力を考慮し，    kWとする。 
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参考. 大容量送水ポンプ(タイプⅠ)付属水中ポンプの揚程について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属の水中ポンプにて取水し，車載の増圧ポン

プにて送水する構造である。 

容量設定根拠で示している揚程は，増圧ポンプ（送水側）によるものであることか

ら，ここでは，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）付属の水中ポンプによって各取水場所

から取水し，増圧ポンプに送水できることを示す。 

各取水場所から増圧ポンプへの送水に必要となる揚程と水中ポンプの揚程との関

係を表 50-7-2に示す。 

表 50-7-2 に示すとおり，増圧ポンプへの必要給水圧力（増圧ポンプでキャビテー

ション発生を防止するために必要な圧力）及び取水ホースの圧力損失を考慮した場合

の水中ポンプの揚程は約 24.2m以上である。これに対し各取水場所からの取水に必要

となる揚程は 16.7m以下であることから，水中ポンプから増圧ポンプへの送水が可能

である。 

なお，水中ポンプには，フロートが設けられており，水中ポンプの吸込みは水面か

ら一定の水位に維持されることから運転必要最低水位が常に確保されるため，水中ポ

ンプにキャビテーションを発生させることなく，増圧ポンプへ送水可能である。 

表 50-7-2 各取水場所で必要となる吸込み揚程 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 50-7-3 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）配置図  

淡水貯水槽 569 11.7 35.4

取水口 1,200 5.2 25.0

海水ポンプ室 1,200 16.7 24.2

大容量送水
ポンプ

（タイプⅠ）

水中ポンプの吐出
圧力

　　　　　　②[m]

取水場所 最大取水量[m3/h]

水中ポンプ揚程

　（②-③-④）[m]

取水面と増圧ポン
プ吸込み口の高低
差
　　　　　　①[m]

増圧ポンプへの必
要給水圧力

　　　　　　③[m]

ホースの圧力損失

　　　　 　④[m]

海水 

（海水ポンプ室取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 15.2m 

O.P.約 15m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

淡水貯水槽 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 10.2m 

O.P.約 51.8m 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

O.P.約 62m 

海水 

（取水口取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

O.P.約 3.5m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

約 3.7m 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-7-22 

名   称 熱交換器ユニット 

個数 － 3（うち予備 1） 

容量（設計熱交換量） MW/個 20.0 

最高使用圧力 MPa[gage] 淡水側 1.18 ／ 海水側 1.20 

最高使用温度 ℃ 淡水側 70 ／ 海水側 50 

伝熱面積 m2/個  

【設 定 根 拠】 

熱交換器ユニットは，可搬型重大事故等対処設備として設置する。 

 

原子炉補機代替冷却水系に使用する熱交換器ユニットは，設計基準事故対処設

備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合においても，大

容量送水ポンプ（タイプⅠ）と組み合わせて使用することにより，炉心の著しい

損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するための設備並びに使用済燃料プール

を冷却するための設備として設置する。 

本系統は，海を最終ヒートシンクとして，熱交換器ユニット及び大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）により，残留熱除去系熱交換器及び燃料プール冷却浄化系熱交

換器を介し，原子炉補機冷却水系配管及び接続口を経由して発電用原子炉，原子

炉格納容器及び使用済燃料プールの除熱を行うことが可能な設計とする。 

 

熱交換器ユニットは，1セット1台で使用することから，保有数は2セットで2台，

故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップで1台の合

計で3台を確保する。 

熱交換器ユニット内には，熱交換器を3基設置し，必要な熱交換量を熱交換器

ユニット1台で確保可能な設計とする。 

 

1．容量（設計熱交換量） 

熱交換器の容量は，原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系を運転する

場合として，有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」シ

ナリオにおいてサプレッションプール水の除熱効果が確認されている熱交換容

量 16.0 MW，又は原子炉補機代替冷却水系を用いた代替循環冷却系の運転を行う

場合として，有効性評価「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過

温破損）」代替循環冷却系を使用する場合」シナリオ及び有効性評価「高圧溶融

物放出／格納容器雰囲気直接加熱」シナリオにおいて原子炉補機代替冷却水系を

用いた代替循環冷却系の運転を行う場合に除熱効果が確認されている熱交換量

14.7 MW と同時に，重大事故等時における燃料プール冷却浄化系による使用済燃

料プールの除熱に必要な熱交換容量 2.29 MW を除熱可能な容量として，20.0 MW

とする。 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-7-23 

有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」シナリオにお
けるサプレッションプール水温の推移を図 50-7-4 に示す。原子炉補機代替冷却
水系による残留熱除去系の運転開始により，サプレッションプール水温が低下す
ることが確認されている。 

図 50-7-4 「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」における 

サプレッションプール水温の推移 
 
有効性評価「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）（代

替循環冷却系を使用する場合）」シナリオにおけるサプレッションプール水温の
推移を図 50-7-5に示す。代替循環冷却系による原子炉圧力容器への注水により，
サプレッションプール水温が低下することが確認されている。 

 

図 50-7-5 「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

（代替循環冷却系を使用する場合）」におけるサプレッションプール水温の推移 
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事故後の時間 (h)
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サ
プ
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ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温

逃がし安全弁の開閉によりサプレッション

チェンバへ間欠的に蒸気が放出されるため

水温上昇 

原子炉手動減圧によりサプレッションチ

ェンバへ連続的に蒸気が放出されるため

水温上昇 

原子炉補機代替冷却水系による残留熱除去系の運

転開始により，水温が低下 

LOCA に伴う破断流の流入により水温が上昇 

代替循環冷却系(原子炉注水)による崩壊熱除去により水温低下 
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50-7-24 

有効性評価「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」シナリオにおけるサ

プレッションプール水温の推移を図 50-7-6 に示す。代替循環冷却系による原子

炉格納容器スプレイにより，サプレッションプール水温が低下することが確認さ

れている。 

 

図 50-7-6 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」における 

サプレッションプール水温の推移 

 

2．最高使用圧力 

(1) 淡水側 

熱交換器ユニットの淡水側の最高使用圧力は，接続先である原子炉補機冷却

水系の最高使用圧力を考慮し，1.18 MPa とする。 

(2) 海水側 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）のポンプ吐出圧力を考慮し，1.20MPaとする。 

 

3．最高使用温度 

(1) 淡水側 

熱交換器の淡水側の最高使用温度は，熱交換器ユニットの接続先である原子

炉補機冷却水系主配管の最高使用温度を考慮し，70 ℃とする。 

(2) 海水側 

熱交換器の海水側の最高使用温度は，熱交換後の海水温度を考慮し，50 ℃

とする。 
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逃がし安全弁による原子炉減圧に伴い水温が上昇 

原子炉圧力容器破損に伴い発生した高温の

蒸気が流入・凝縮することで水温上昇 

格納容器スプレイによる

水温上昇の緩和 

代替循環冷却系(D/W スプレイ) 

投入による温度低下 
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50-7-25 

4．伝熱面積の設定根拠 

熱交換器ユニット 1台に設置される熱交換器 3基の合計の必要伝熱面積は，設

計熱交換量 20 MW を満足するための性能計算で求められる     m2とする。 

必要伝熱面積は，設計熱交換量，総括伝熱係数及び高温側と低温側の温度差の

平均値である対数平均温度差を用いて下記のように求める。 

必要伝熱面積=
𝑄

𝑈𝑐×∆𝑇
=

20×106

                  ×5.60
 

Q ： 設計熱交換量      ＝20.0 MW 

Uc  ： 総括伝熱係数      ＝     kW/(m2･K) 

⊿T： 対数平均温度差     ＝5.60 K 

（引用文献：「熱交換器設計ハンドブック」（昭和 49年）） 

 

以上より，必要伝熱面積は        m2となることから熱交換器ユニットの面積

は    m2とする。 

なお，設計基準事故対処設備である残留熱除去系，原子炉補機冷却水系及び原

子炉補機冷却海水系を使用した場合の残留熱除去系熱交換器における交換熱量

については，以下の条件において約 8.8 MWである。 

 

・管側（サプレッションプール水）流量   ：1,160 m3/h 

（残留熱除去系定格流量） 

・胴側（原子炉補機冷却水系）流量     ：    m3/h 

・管側（サプレッションプール水）入口温度 ：52 ℃ 

・海水温度                ：26 ℃ 

・（参考）原子炉補機冷却水系熱交換器伝熱面積：      m2 

上記で示した設計基準事故対処設備の交換熱量に対し，重大事故等対処設備で

ある原子炉補機代替冷却水系を使用した場合の残留熱除去系熱交換器における

交換熱量については，以下の条件において約 5.8MWである。 

 

・管側（サプレッションプール水）流量   ：1,160 m3/h 

（残留熱除去系定格流量） 

・胴側（原子炉補機代替冷却水系）流量   ：    m3/h 

・管側（サプレッションプール水）入口温度 ：52 ℃ 

・海水温度                ：26 ℃ 

・（参考）熱交換器ユニット伝熱面積     ：    m2 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-7-26 

名     称 熱交換器ユニットのうち淡水ポンプ 

個数 － 1 

容量 m3/h/個 730（注 1），730（注 2） 

揚程 m 45（注 1），70（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 1.18 

最高使用温度 ℃ 70 

原動機出力 kW/個  

機器仕様に関する注記 
注 1：要求値を示す。 

注 2：規格値を示す。 

【設 定 根 拠】 

原子炉補機代替冷却水系に使用する熱交換器ユニット内には，淡水ポンプを 1台

設置し必要な流量を確保可能な設計とする。 

 

1．容量 

淡水ポンプの容量は，原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系を運転す

る場合として，有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」

シナリオにおいて除熱効果が確認されている流量    m3/h，又は代替循環冷却系

の運転を行う場合として，有効性評価「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納

容器過圧・過温破損）代替循環冷却系を使用する場合」シナリオ及び有効性評価

「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」シナリオにおいて除熱効果が確認

されている流量    m3/hと同時に，重大事故等時における燃料プール冷却浄化系

による使用済燃料プールの除熱に必要な流量    m3/hを供給可能な容量として， 

730 m3/h/個を有する設計とする。 

 

2. 揚程 

淡水ポンプの揚程は，原子炉補機代替冷却水系が閉ループであることを考慮

し，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 ＜熱交換器ユニット接続口   に接続する場合*1＞ 

熱交換器ユニット内圧力損失   約     m 

配管及び弁類の圧力損失     約     m 

ホース等の圧力損失       約     m 

合計              約 47 m 

*1：圧力損失が最も大きくなる敷設ルートにて評価。 

 

上記を踏まえ淡水ポンプの全揚程は 70 mとする。 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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50-7-27 

3．最高使用圧力 

淡水ポンプの最高使用圧力は，熱交換器ユニットの淡水側の最高使用圧力を考

慮し 1.18MPaとする。 

 

4．最高使用温度 

淡水ポンプの最高使用温度は，熱交換器ユニットの接続先である原子炉補機冷

却水系主配管の最高使用温度を考慮し，70℃とする。 

 

5．原動機出力 

淡水ポンプの原動機出力は，流量 730 m3/h時の軸動力を基に設定する。 

淡水ポンプの流量が 730 m3/h，全揚程が 70 m の時の必要軸動力は，以下のと

おりである。 

P =
10−3×𝜌×𝑔×𝑄×𝐻

𝜂

100

=
10−3×1,000×9.80665×

730

3600
×70

100

 ≒198.9 kW 

P  ： 必要軸動力(kW) 

ρ ： 流体密度(kg/m3)   ＝1,000 

g  ： 重力加速度(m/s2)  ＝9.80665 

Q  ： ポンプ容量(m3/s)  ＝730/3,600 

H  ： ポンプ揚程 (m)   ＝70 （図 50-7-7参照） 

η ： ポンプ効率 (%)   ＝  (図 50-7-7参照) 

（参考文献：日本工業規格「ターボポンプ用語」（JIS B 0131-2002）） 

以上より，必要軸動力を上回る原動機出力として      kW/個とする。 

 

図 50-7-7 淡水ポンプ性能曲線 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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名   称 
原子炉格納容器フィルタベント系 

（系統容量） 

最高使用圧力 kPa[gage] 854 

最高使用温度 ℃ 200 

設計流量 kg/s 

10.0 

（原子炉格納容器圧力 427kPa[gage]に 

おいて） 

【設定根拠】 

(1) 最高使用圧力 

  炉心損傷後の原子炉格納容器ベントは，原子炉格納容器圧力が限界圧力（最高使

用圧力の 2倍）である 854kPa[gage]までに行うことから，原子炉格納容器フィルタ

ベント系の最高使用圧力を 854kPa[gage]とする。 

  なお，有効性評価における格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度による静的負

荷（格納容器過圧・過温破損）代替循環冷却系を使用できない場合」における原子

炉格納容器圧力の推移について図 50-7-8 に示す。 

 

図 50-7-8 格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・

過温破損）」における格納容器圧力の推移 

 

 

 

 

 

 

最大圧力 0.854MPa[gage] 

0.854MPa[gage]にて原子炉格納容器フィルタベ

ント系によるベント実施（約 51 時間） 
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50-7-29 

 

(2) 最高使用温度 

  原子炉格納容器が過温による破損に至らない限界温度である 200℃とする。 

  なお，有効性評価における格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度による静的負

荷（格納容器過圧・過温破損）代替循環冷却系を使用できない場合」において，原

子炉格納容器温度は 200℃以下となること（図 50-7-9参照）を確認していることか

ら，原子炉格納容器に接続している原子炉格納容器フィルタベント系の温度も 200℃

以下となる。 

 

図 50-7-9 格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・

過温破損）代替循環冷却系を使用できない場合」における原子炉格納容器温度の推移 

 

(3) 設計流量（ベントガス流量） 

原子炉格納容器が最高使用圧力（427kPa[gage]）にて原子炉格納容器ベントを実

施した際に，原子炉の定格熱出力の 1%に相当する発生蒸気量 10.0kg/s を排出可能な

設計とする。 

炉心の崩壊熱が定格熱出力の 1%になるのは，原子炉停止から 2～3時間後である。

一方，有効性評価の事故シーケンスグループ「LOCA 時注水機能喪失」における重要

事故シーケンス「中小破断 LOCA＋高圧注水失敗＋低圧 ECCS失敗」でのベント開始時

間は事象発生後約 43 時間後である。そのため，ベント開始時における原子炉格納容

器内の発生蒸気量は，原子炉格納容器フィルタベント系の設計流量よりも小さな値

となり，原子炉格納容器フィルタベント系を用いて原子炉格納容器を減圧すること

が可能である。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

0.854MPa[gage]にて原子炉格納容器フィルタ

ベント系によるベント実施（約 51 時間） 

最高温度約 178℃ 
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名   称 
原子炉格納容器フィルタベント系 

（フィルタ装置容量） 

スクラバ溶液薬液濃度 wt% 
 

 

金属繊維フィルタ 

許容エアロゾル量 
g  

吸着層厚さ mm  

【設 定 根 拠】 

 

1. スクラバ溶液 

スクラバ溶液は，待機時に高アルカリ性（pH：13程度）に維持し，無機よう素をスク

ラバ溶液中に捕集・保持する設計としている。スクラバ溶液は，原子炉格納容器フィル

タベント系によるベント実施後24時間水の補給操作が不要な設計としている。 

重大事故時において，格納容器内のケーブルから放射線分解により発生する塩化水素

等の酸が，ベント実施によりフィルタ装置へ移行することが考えられるが，この酸の量

に対して，スクラバ溶液に含まれる塩基          の量を十分確保し，アル

カリ性に維持するとともに，薬剤の補給ができる設計としている。 

 

 (1)スクラバ溶液の水量 

ベント開始後24時間以上，運転員等による補給操作が不要となる水量（許容最小水量）

は，24時間後であってもベンチュリスクラバにおける除去性能を確保することができる

水量，すなわち，24時間後にベンチュリノズル頂部高さ以上となる水量である。 

ベント時には，ベントガス中に含まれる水蒸気の凝縮，スクラバ溶液に捕集された放

射性物質による発熱及びベントガスの保有エネルギーによるスクラバ溶液の蒸発によ

りスクラバ溶液が増減することから，これらを考慮し初期水量を約      tとする。 

 

 (2)  

スクラバ溶液内の         は，スクラバ溶液が最大水量になった場合にお

いても，濃度が    wt%となるように初期に    molを添加する。 

スクラバ溶液の最大水量は，金属繊維フィルタ約  m下端の場合の水量である      t

であり，そのときの濃度は，      wt%となる。 

                        wt% 

   

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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 (3) 

a.重大事故時に格納容器内で発生する酸の量及びスクラバ溶液中で減少する塩基の量 

(a) ケーブルに起因する酸の量 

原子炉格納容器内のケーブルについて，酸の起因となり得る元素の量を調査し，ベ

ント前に全て原子炉格納容器内に放出されると仮定すると，酸の量は約        mol

となる。 

 

(b) サプレッションチェンバのプール水より発生する酸の量 

サプレッションチェンバのプール水中の溶存窒素が放射線分解することにより発

生する硝酸の量は，事象発生後7日間の積算吸収線量で約    molとなる。 

 

(c) MCCIにより発生する酸の量 

原子炉格納容器内には玄武岩系のコンクリートを使用していることから，MCCIによ

り発生する二酸化炭素の発生量は少ないと考えられるものの，有効性評価におけるコ

ンクリートの侵食約 cmに対して余裕をみた   cmのコンクリートの侵食により発生

する一酸化炭素と二酸化炭素の合計値    molから，MCCIにより発生する酸の量は約        

  mol＊となる。 

＊：二酸化炭素は二価の酸のため，2倍の物質量とした。 

 

(d) スクラバ溶液中で減少する塩基の量 

スクラバ溶液に含まれる       は，酸素が存在する環境下において水酸化

物イオンと反応し分解することが知られており，分解される       の量はス

クラバ溶液の積算吸収線量に伴って増加する。反応式は以下のとおり。  

    

ここでは，待機時のスクラバ溶液に含まれる       は，約   molが，スク

ラバ溶液の積算吸収線量によらず，全量が分解したと仮定すると，       の

分解による塩基減少量は，約    molとなる。 

 

b. フィルタ装置へ移行する酸とスクラバ溶液に保有する塩基の量 

重大事故時に原子炉格納容器内で発生した酸は，原子炉格納容器内の自然沈着，原

子炉格納容器スプレイ及びサプレッションチェンバのプール水のスクラビング等の除

去効果を受けるため，フィルタ装置への移行量は減少する。また，二酸化炭素につい

ては弱酸であり，水に溶解しても揮発するため，酸としてスクラバ溶液のpHに与える

影響は小さいと考えられる。  

ここでは保守的に，これらの影響を考慮せず，発生した酸の全量がフィルタ装置へ

移行するものとすると，ベント期間中，スクラバ溶液をアルカリ性に維持するために

必要となるスクラバ溶液中の         の量は，      mol以上である。 

                mol 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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c. スクラバ溶液のアルカリ性の維持 

スクラバ溶液をアルカリ性に維持するため，待機時のスクラバ溶液には        mol

以上の        が必要であり，その濃度は約    wt%（待機時水量      t）

となる。 

                      wt% 

以上から，保守的にスクラバ溶液の初期濃度を         以上とする。 

 

スクラバ溶液が最大水量     となった場合の          の濃度は約 

   wt%となる。 

                      wt% 

 なお，発生した酸の全量がフィルタ装置に移行した場合のスクラバ溶液中のOH-の

残存量は 

           〔mol〕 

となり，スクラバ溶液が最大水量の場合の水酸化物イオン濃度が 

            〔mol/l〕 

となることから，pHは      であり，アルカリ性が維持される。 

 

2. 金属繊維フィルタ許容エアロゾル量 

ベンチュリスクラバで捕集されなかったエアロゾルは，金属繊維フィルタに捕集され

る。この金属繊維フィルタに流入するエアロゾル量と金属繊維フィルタの許容負荷量を

比較し，閉塞の発生がないことを以下のとおり確認した。 

 

(1) 金属繊維フィルタの許容負荷量 

金属繊維フィルタ単体でエアロゾルを捕集した場合，    g/m2まで有意な差圧の上昇

はなく，      g/m2まで金属繊維フィルタの機能が確保できることが確認されている。 

 

(2)エアロゾル重量 

有効性評価にて選定した炉心損傷を伴うベント事象の解析結果から，格納容器から

フィルタ装置に移行するエアロゾル重量をは    gである。 

金属繊維フィルタへのエアロゾル移行割合     を考慮すると，金属繊維フィルタに

移行するエアロゾル重量は約     gとなる。 

 

(3) 評価結果 

金属繊維フィルタの総面積は，   m2であり，金属繊維フィルタに移行するエアロゾ

ル量は，約     gであることから，金属繊維フィルタの負荷量は，約      g/m2となる。 

以上より，金属繊維フィルタの負荷量は許容負荷量（      g/m2）に対して十分小さ

いため，閉塞が発生することはない。 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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3. 吸着層厚さ 

放射性よう素フィルタの吸着層は，十分な厚さを有し，吸着層とベントガスの接触時

間を十分に確保することにより，有機よう素に対する除去効率が 98％以上となる設計と

する。 

JAVA PLUS試験における吸着層厚さ及びガス速度の条件で得られた滞留時間tと除染係

数（DF）の関係より，実機条件で要求されるDF50を達成するために必要とされる吸着層

厚さを    mmとする。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-7-34 

 

  

名   称 フィルタ装置出口側圧力開放板 

設定破裂圧力 kPa 100 

個数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

  原子炉格納容器フィルタベント系のフィルタ装置出口側圧力開放板の設定破裂圧力

は，原子炉格納容器フィルタベント系の使用の際に妨げにならないよう，ベント開始圧

力と比較して十分低い圧力にする。 

図 50-7-9 格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温

破損）代替循環冷却系を使用できない場合」時における格納容器圧力の推移 

設定破裂圧力 

ベント開始 

0.1 
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50-8 

接続図 
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50-8-1 

・原子炉補機代替冷却水系 

 
 

図 50-8-1 接続図 

（2号海水ポンプ室から熱交換器ユニット接続口までの接続）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-8-2 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

図 50-8-2 接続図 

（2号取水口から熱交換器ユニット接続口までの接続（海側））  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-8-3 

 

図 50-8-3 接続図 

（ 2号取水口から熱交換器ユニット接続口までの接続（山側）） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-9 

保管場所図 
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50-9-1 

 

図 50-9-1 保管場所図（位置的分散（原子炉建屋からの離隔距離）） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-9-2 

図 50-9-2 保管場所図（位置的分散（保管エリアの離隔距離））  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-9-3 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

図 50-9-3 保管場所図（機器配置） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-10 

アクセスルート図 
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図 50-10-1 保管場所及びアクセスルート図  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-10-2 

 

図 50-10-2 地震時のアクセスルート図  

PN 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-10-3 

 

図 50-10-3 津波時のアクセスルート図  

PN 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-10-4 

 

図 50-10-4 可燃物施設損壊時のアクセスルート図

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-11 

その他設備
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50-11-1 

【原子炉格納容器 pH 調整設備】 

1. 設備概要 

原子炉格納容器フィルタベント系を使用する際，原子炉格納容器内が酸性化する

ことを防止し，サプレッションチェンバのプール水及びペデスタルの保有水中によ

う素を捕捉することで，よう素の放出量を低減するために，原子炉格納容器 pH調整

設備を設ける。なお，本設備は事業者の自主的な取り組みで設置するものである。 

本系統は，図 50-11-1に示すように，原子炉格納容器 pH調整系ポンプにより，原

子炉格納容器 pH 調整系貯蔵タンク内の水酸化ナトリウム水溶液を原子炉格納容器

pH調整系配管から原子炉格納容器内に注入する構成とする。 

原子炉格納容器 pH 調整設備は他系統から独立した系統構成とすることで，他系統

に悪影響を及ぼさない設計とする。 

さらに，次項に示すとおり，原子炉格納容器内に水酸化ナトリウムを注入するこ

とにより，原子炉格納容器内へ及ぼす悪影響はないことを確認している。 

 

 

図 50-11-1 原子炉格納容器 pH調整設備 系統概要図  

ドライウェル

原子炉
圧力容器

MO

原子炉格納容器

原子炉格納容器ｐＨ調整系
貯蔵タンク

原子炉格納容器ｐＨ調整系ポンプ
MO

原子炉格納容器ｐＨ調整系
テストタンク

MO
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50-11-2 

2. 原子炉格納容器 pH 調整による原子炉格納容器への悪影響の確認について 

2.1 原子炉格納容器バウンダリに対する影響について 

薬液は，サプレッションチェンバ及びペデスタルへ注入するが，最終的にはサプ

レッションチェンバに流入する。その場合，サプレッションチェンバのプール水の

水酸化ナトリウム濃度は最大で約     [wt％]，pHは約     となる。 

 

サプレッションチェンバで使用している炭素鋼のアルカリ腐食への耐性を図

50-11-2 及び図 50-11-3 に示す。pH 調整実施後の濃度では，アルカリ腐食割れは発

生せず，また，塩化物による孔食，すきま腐食，SCCの発生を抑制することができる。 

 

 

図 50-11-2 アルカリ腐食割れに及ぼす温度，濃度の影響[1] 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-11-3 

 

図 50-11-3 炭素鋼の腐食に及ぼす pH温度[1] 

 

 

また，原子炉格納容器バウンダリで主に使用しているシール材は，耐熱性能に優

れた改良 EPDM に変更しているが，この改良 EPDM について事故条件下でのシール性

能を確認するため，表 50-11-1 の条件で蒸気暴露後の気密試験を実施し，耐アルカ

リ性能を確認した。 

 

表 50-11-1 改良 EPDM耐アルカリ性確認試験 

 

 

これらから，pH 調整による原子炉格納容器バウンダリの悪影響はないことを確認

した。 

なお，水酸化ナトリウムの相平衡を図 50-11-4 に示すが，本系統使用後の濃度で

ある約     [wt％]では，水温が 0℃以上であれば相変化は起こらず，析出すること

はない。 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-11-4 

 

図 50-11-4 水酸化ナトリウムの水系相平衡図[2] 

 

≪参考図書≫ 

 [1] 小若，金属の腐食と防食技術 

 [2] Gmelins Handbuch der anorganischer Chenie,Natrium,8 Auflage,Verlag 

Chemie,Berlin 1928 

 

2.2 水素の発生について 

原子炉格納容器内では，配管の保温材等にアルミニウムを使用している。アルミ

ニウムは両性金属であり，水酸化ナトリウムに被水すると式(a)に示す反応により水

素が発生する。また，原子炉格納容器内のグレーチングには，亜鉛によるメッキが

施されている。亜鉛もまた両性金属であり，式(b)に示すとおり水酸化ナトリウムと

反応することで水素が発生する。 

薬液注入後，水没が予想されるサプレッションチェンバ及びペデスタル内に使用

しているアルミニウムや亜鉛から水素の発生量を評価する。 

評価については，保守的にサプレッションチェンバ及びペデスタル内のアルミニ

ウムと亜鉛がすべて反応し水素が発生するとして評価を行う。 

 

        Al + NaOH + H2O → NaAlO2 + 3/2H2↑    式(a) 

        Zn + NaOH +H2O → NaHZnO2 + H2↑     式(b) 
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50-11-5 

2.2.1 アルミニウムによる水素発生量 

原子炉格納容器内のアルミニウムの使用用途は，配管保温材の外装材とプラット

ホームのグレーチング材等である。 

これらのうち，ペデスタル内で使用しているプラットホーム内のアルミニウムの

すべてが薬液と反応した場合の水素発生量を評価した。 

 

【算出条件】 

    

    

    

    

 

【計算結果】 

 上記条件よりアルミニウムの量は       kgとなる。式(a)よりこのアルミニウムが

全量反応すると，水素の発生量は      kg となる。 

       kg(=      kg／      g/mol×3/2×2.016g/mol) 

 

2.2.2 亜鉛よる水素発生量 

原子炉格納容器内の亜鉛の使用用途は，グレーチングの亜鉛メッキである。その

ためグレーチングの亜鉛メッキ量を調査し，アルミニウムと同様に全てが薬液と反

応した場合の水素発生量を評価した。 

 

【算出条件】 

 
   

 

   

    

  

 

  

【計算結果】 

 上記条件より，亜鉛量はサプレッションチェンバで       kg となる。 

        kg(＝       m2×   m2/m2×   μm×    g/cm3) 

式(b)よりこの亜鉛量が全量反応すると，水素の発生量は約    kgとなる。 

     kg(＝     kg／     g/mol×2.016g/mol) 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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50-11-6 

2.2.3 水素発生量による影響について 

水－ジルコニウム反応等により原子炉格納容器内で発生する水素量は，有効性評

価上の大 LOCA シナリオで 282[kg]であり，薬液注入によりアルミニウムと亜鉛が全

量反応したとしても，事故時の原子炉格納容器内の気相は水蒸気が多く占めている

ことから，原子炉格納容器の圧力抑制には影響がない。また，原子炉格納容器内は

窒素ガスにより不活性化しており，本反応では酸素の発生がないことから，pH 調整

に伴って原子炉格納容器内に水素が発生することを考慮しても影響はないものと考

える。 

 

2.3 代替循環冷却系運転時の影響について 

原子炉格納容器 pH調整設備は事故後早期に薬液を原子炉格納容器へ注入する設備

であるため，薬液注入後に代替循環冷却系を使用することがある。その場合，アル

カリ化されたサプレッションプール水が水源となるため，代替循環冷却系及び注入

先の原子炉圧力容器への影響として，腐食を考慮する必要がある。 

代替循環冷却系の配管・ポンプ・弁等は炭素鋼で構成されるが，2.1 で示す通り

pH 調整操作時の濃度ではアルカリ腐食割れは発生せず，また，塩化物による孔食，

すきま腐食，SCC の発生を抑制することができる。 

また代替循環冷却系の注入先である原子炉圧力容器と炉内構造物については，そ

の主要部材が SUS316L で構成されており，図 50-11-2 に示す通り炉内が高温になっ

たとしても腐食することはない。 
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50-11-7 

【代替循環冷却設備 残留熱除去系吸込ストレーナ】 

 

 1. 残留熱除去系吸込ストレーナの閉塞防止対策について 

女川２号炉では，残留熱除去系ストレーナを含む非常用炉心冷却系ストレー

ナの閉塞防止対策として，ストレーナの大型化工事を実施するとともに，原子

炉格納容器内の保温材のうち事故時に破損が想定される繊維質保温材を撤去す

ることとしているため，繊維質保温材の薄膜効果※１による異物の捕捉が生じる

ことはない。 

また，事故時に原子炉格納容器内において発生する可能性のある異物として

は保温材（ケイ酸カルシウム等），塗装片，スラッジが想定されるが，LOCA 時

のブローダウン過程等のサプレッションチェンバのプール水の流動により粉砕

された状態でストレーナに流れついたとしても，繊維質の保温材がなく，薄膜

効果による異物の捕捉が生じる可能性がないことから，これらの粉上の異物が

それ自体によってストレーナを閉塞させることはない。 

また，代替循環冷却系を使用開始する時点では，サプレッションチェンバの

プール水内の流況は十分に静定している状況であり，ストレーナメッシュの通

過を阻害する程度の粒径を有する異物はサプレッションチェンバ底部に沈着し

ている状態であると考えられる※２ 

重大事故等時の環境下では，損傷炉心を含むデブリが生じるが，仮に原子炉

圧力容器外に落下した場合でも，原子炉圧力容器下部のペデスタルに蓄積する

ことから，サプレッションチェンバへの流入の可能性は低い。万が一，ペデス

タルからのオーバーフローや，ベント管を通じてサプレッションチェンバに流

入する場合であっても，金属を含むデブリが流動に巻き上がることは考えにく

く※３，ストレーナを閉塞させる要因になることはないと考えられる。このため，

重大事故環境下においても残留熱除去系ストレーナが閉塞する可能性を考慮す

る必要はないと考えている。 

さらに，仮にストレーナ表面にデブリが付着した場合においても，ポンプの

起動・停止を実施することによりデブリは落下するものと考えられ※４，加えて，

長期冷却に対する更なる信頼性の確保を目的に，次項にて示すストレーナの逆

洗操作が可能となるよう設計上の考慮を行っている。 

 

※１：薄膜形成による粒子状デブリの捕捉効果について 

「薄膜形成による粒子状デブリの捕捉効果」とは，ストレーナメッシュを通

過するような細かな粒子状デブリ（スラッジ等）が，繊維質デブリにより形成

した膜により捕捉され，圧損を上昇させる効果を言う。 

繊維質保温材の薄膜形成については，NEDO-32686 に対する NRC の安全評価

レポートの Appendix E で実験データに基づく考察として，「1/8 inch 以下の

ファイバ層であれば，ファイバ層そのものが不均一であり，圧力損失は小さい
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と考えられる」，と記載されている。また，R.G. 1.82 においても「1/8 inch.

（約 3.1mm）を十分下回るファイバ層厚さであれば，安定かつ均一なファイバ

層ではないと判断される」との記載がされており，薄膜を考慮した圧力損失評

価は必要ないと考えられる。LA-UR-04-1227 においても，この効果の裏付けと

なる知見が得られており，理論厚さ 0.11 inch（2.79mm）において，均一なベ

ッドは形成されなかったという見解が示されている。故に，繊維質保温材の堆

積厚さを評価し十分薄ければ，粒径が極めて微細な塗装片等のデブリは全てス

トレーナを通過することとなり，繊維質保温材と粒子状デブリの混合状態を仮

定した圧力損失評価は不要であると考えられる。 

また，GSI-191 において議論されているサンプスクリーン表面における化学

的相互作用による圧力損失上昇の知見に関して，上述のとおり繊維質保温材は

使用されておらず，ストレーナ表面におけるデブリベット形成の可能性がない

ことから，化学的相互作用による圧力損失上昇の影響はないと考えられ，代替

循環冷却による長期的な冷却の信頼性に対して影響を与えることはないと考え

られる。 

 

表 50-11-2 NUREG/CR-6224において参照されるスラッジ粒径の例 

 

 

※２：代替循環冷却系の使用開始は事故後 24 時間後以降であり，LOCA 後のブロー

ダウン等の事故発生直後のサプレッションチェンバのプール内の攪拌は十

分に静定しており，大部分の粒子状異物は底部に沈着している状態であると

考える。また，粒子径が 100μm 程度である場合に浮遊するために必要な流

体速度は，理想的な球形状において 0.1m/s 程度必要であり（原子力安全基

盤機構（H21.3），PWR プラントの LOCA 時長期炉心冷却性に係る検討），仮に

ストレーナメッシュを閉塞させる程度の粒子径を有する異物がプール内に

存在していた場合においても，ストレーナ表面流速は約       m/s程度であ

り，底部に沈降したデブリがストレーナの吸い込みによって生じる流況によ

って再浮遊するとは考えられない。 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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※３：BWR は RPV 破損後の溶融炉心の落下先は原子炉圧力容器下部のペデスタルで

あり，代替循環冷却系の水源となるサプレッションチェンバへ直接落下する

ことはない。RPV へ注水された冷却水はペデスタルへ落下し，ペデスタル床

面から約  m の位置にあるベント管を通じてサプレッションプールへ流入す

ることとなる（図 50-11-5 参照）。粒子化した溶融炉心等がペデスタル内に存

在している場合にストレーナメッシュを閉塞させる程度の粒子径を有する異

物が流動によってペデスタルから巻き上げられ，さらにベント管からストレ

ーナまで到達するとは考えにくく，溶融した炉心等によるストレーナ閉塞の

可能性は極めて小さいと考えられる。 

 

図50-11-5 RPV破損後の循環冷却による冷却の流れ 

 

※４：GSI-191 における検討において，サンプスクリーンを想定した試験において

ポンプを停止させた際に付着したデブリは剥がれ落ちるとの結果が示され

ている（図 50-11-6 参照）。当該試験は PWR サンプスクリーン形状を想定し

ているものであるが，BWR のストレーナ形状は円筒形であり（図 50-11-7 参

照），ポンプの起動・停止によるデブリ落下の効果はさらに大きくなるもの

と考えられ,注水流量の低下を検知した後，ポンプの起動・停止を実施する

ことでデブリが落下し，速やかに冷却を再開することが可能である。 

 

サプレッション

チェンバ

ドライウェル

原
子
炉
圧
力
容
器

MO

MOMO

AOMO

ベント管

ペデスタル
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スプレイ

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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図50-11-6 ポンプ停止により模擬ストレーナから試験体が剥がれ落ちた試験 

（April 2004,LANL,GSI-191: Experimental Studies of Loss-of-Coolant-Accident- 

 Generated Debris Accumulation and Head Loss with Emphasis on the Effects 

 of Calcium Silicate Insulation） 

 

 

図50-11-7 女川２号炉残留熱除去系ストレーナ 

 

 ２.閉塞時の逆洗操作について 

前述の閉塞防止対策に加えて，代替循環冷却系運転中に，仮に何らかの異物

により残留熱除去系ストレーナが閉塞したことを想定し，残留熱除去系吸込ス

トレーナを逆洗操作ができる系統構成にしている。系統構成の例を図 50-11-8

に示す。図 50-11-8 に示すとおり，外部接続口から構成される逆洗ラインの系

統構成操作を行い，大容量送水ポンプから送水することで逆洗操作が可能な設

計としている。したがって，代替循環冷却系運転継続中に流量を監視し，流量

が異常に低下した場合は代替循環冷却ポンプを停止し，逆洗操作を実施する。 

模擬ストレーナ 

保温材 

水流 
保温材 

模擬ストレーナ 

ポンプ停止前 ポンプ停止後 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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図 50-11-8 残留熱除去系吸込ストレーナ逆洗操作の系統構成について  
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【原子炉格納容器フィルタベント系薬液補給装置】 

1.設備概要 

 原子炉格納容器フィルタベント系を使用する際，フィルタ装置内のスクラバ溶液

が酸性化することを防止し，フィルタ装置のスクラバ溶液中によう素を保持するこ

とでよう素の放出量を低減するために，原子炉格納容器フィルタベント系薬液補給

装置を設ける。なお，本設備は事業者の自主的な取り組みで設置するものである。 

 フィルタ装置のスクラバ溶液は待機時に十分な量の薬液を保有することにより，

ベントを実施した場合でもアルカリ性を維持可能な設計としている。 

本系統は，図 50-11-9に示すとおり，可搬の薬液補給装置により，薬液を原子炉

格納容器フィルタベント系配管からフィルタ装置に注入可能な設計とする。 

 

 

図 50-11-9 原子炉格納容器フィルタベント系薬液補給装置 系統概要図
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注水用ヘッダについて
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注水用ヘッダについて 

 

1．系統及び注水用ヘッダの概要 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設置作業の効率化，被ばく低減を図ること

を目的に，注水用ヘッダを経由して，重大事故等対処設備として「①低圧代替注

水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注

水系（可搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系

（可搬型），⑥燃料プールスプレイ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィル

タ装置への補給及び⑧復水貯蔵タンクへの補給」の各系統における注水設備およ

び水の供給設備として使用する。 

これら複数の系統は，全てを同時に使用することはないものの，保守的に同時

使用を考慮し，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は各系統に必要な流量全てを 1 台

で確保可能な容量を有する設計とする。（50-7参照） 

また，上記の重大事故等対処設備と同時に，自主対策設備である「⑨原子炉格

納容器頂部注水系（可搬型），⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）」における注

水設備として使用することも考慮し，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は重大事故

等対処設備としての必要容量に加え，自主対策設備としての必要容量も 1 台で確

保可能な設計とする。 

 

これら各系統へ確実かつ容易に分岐できるよう，注水用ヘッダは隔離機能を設

けた設計とする。全体系統概要図を図 50-12-1に示す。 

なお，注水用ヘッダは，原子炉建屋外から水を供給する設備として 1 セット 1

台で使用することから，故障時のバックアップ等を考慮し，合計 3 台を確保し，

複数箇所に分散して保管する設計とする。 

 

図 50-12-1 全体系統概要図  

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
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③原子炉格納容器下部注水系（可搬型）
④燃料プール代替注水系（常設配管）
⑤燃料プール代替注水系（可搬型）
⑥燃料プールスプレイ系
⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置*

【自主対策設備】
⑨原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）
⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）
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2．注水用ヘッダの使用状況 

有効性評価の各事故シーケンスにおいて，注水用ヘッダは「②原子炉格納容器

代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給」の組合せ，「⑧復水貯蔵タン

クへの補給」単独，及び「④燃料プール代替注水系（常設配管）又は⑤燃料プー

ル代替注水系（可搬型）」単独にて使用する。注水用ヘッダを用いた系統の使用開

始タイミングを表 50-12-1に示す。 

 

表 50-12-1 注水用ヘッダを用いた系統の使用開始タイミング 

 
  使用系統*1,2  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩  
運転中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故  
高圧・低圧注水機能喪失 － 28h － － － － － 10h － －  
高圧注水・減圧機能喪失 － － － － － － － － － －  
全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋HPCS
失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋高圧
注水失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋直流
電源喪失 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG 失敗）＋SRV
再閉失敗＋HPCS 失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

崩壊熱除去機能喪失（取水
機能が喪失した場合） 

－ － － － － － － 10h － － 
 

崩壊熱除去機能喪失（残留
熱除去系が故障した場合） 

－ 23h － － － － － 10h － － 
 

原子炉停止機能喪失 － － － － － － － － － －  
LOCA時注水機能喪失 － 37h － － － － － 10h － －  
格納容器バイパス（インタ
ーフェイスシステム LOCA） 

－ － － － － － － － － － 
 

運転中の原子炉における重大事故  
・雰囲気圧力・温度による

静的負荷（格納容器過
圧・過温破損） 

－ 
24h*3 
29h*4 

－ － － － － 10h － － 
 

・水素燃焼  24h      10h    
・高圧溶融物放出/格納容器

雰囲気直接加熱 
・原子炉圧力容器外の溶融

燃料－冷却材相互作用 
・溶融炉心・コンクリート

相互作用 

－ 18h － － － － － 10h － － 

 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故  
想定事故 1 － － － － 13h － － － － －  
想定事故 2 － － － － 13h － － － － －  
運転停止中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故  
崩壊熱除去機能喪失 － － － － － － － － － －  
全交流動力電源喪失 － － － － － － － － － －  
原子炉冷却材の流出 － － － － － － － － － －  
反応度の誤投入 － － － － － － － － － －  
*1：①低圧代替注水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注水系（可

搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系（可搬型），⑥燃料プールスプレ
イ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給，⑧復水貯蔵タンクへの補給，⑨原子炉
格納容器頂部注水系（可搬型）（自主対策設備），⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）（自主対策設備） 

*2：事象発生後の経過時間を記載。各系統における使用は，記載時間以降は適宜実施。 
*3：代替循環冷却系を使用する場合。 
*4：代替循環冷却系を使用できない場合。 
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50-12-3 
 

 

3．操作性 

3.1 注水用ヘッダの接続 

注水用ヘッダの接続部，付属の隔離弁及び接続先の接続口の名称は，一対一

の関係とし，名称が一致するようにホースの接続を行い系統構成する。 

注水用ヘッダを使用して各系統及び機器へ接続する場合の，注水用ヘッダの

接続部と接続先の接続口の関係を表 50-12-2に示す。 

また，有効性評価の事故シーケンスにおいて複数系統で同時使用する際（②

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給）の接続状

態の概要図を図 50-12-2示す。 

 

表 50-12-2 注水用ヘッダの接続部と接続する接続口の関係 

注水用ヘッダ 
接続先の接続口 使用系統＊1 

接続部 付属の隔離弁 

接続部 1 復水貯蔵タンク補給弁 
復水貯蔵タンク接続口 又は 
復水貯蔵タンク接続マンホール 

⑧ 

接続部 2 
燃料プール注水・スプレイ 
（可搬型）弁 

－＊2 ⑤又は⑥ 

接続部 3 原子炉ウェル注水弁 原子炉ウェル注水接続口 ⑨ 

接続部 4 原子炉・格納容器下部注水弁 原子炉・格納容器下部注水接続口 ①及び③ 

接続部 5 格納容器スプレイ弁 格納容器スプレイ接続口 ② 

接続部 6 
燃料プール注水・スプレイ 
（常設配管）弁 

燃料プール注水接続口 又は 
燃料プールスプレイ接続口 

④又は⑩ 

接続部 7 フィルタ装置水補給弁 フィルタ装置水補給用接続口 ⑦ 

*1：①低圧代替注水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注
水系（可搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系（可搬型），⑥
燃料プールスプレイ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給，⑧復水貯
蔵タンクへの補給，⑨原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）（自主対策設備），⑩燃料プールス
プレイ系（常設配管）（自主対策設備） 

*2：全て可搬型の機器により構成する系統であり，接続口は使用しない。 
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50-12-4 
 

 

図 50-12-2 注水用ヘッダの接続状態概要図  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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50-12-5 
 

3.2 操作性及び切替えの容易性 

注水用ヘッダを使用する各系統における注水用ヘッダの流路構成は，全て注

水用ヘッダ付属の隔離弁にて行う。隔離弁は手動弁とし，設置場所にて確実に

操作及び切替えが可能な設計とする。 

注水用ヘッダとホースの接続作業は，特殊な工具及び技量を必要とせず，簡

便な接続方式である嵌合構造とすることにより，確実に接続が可能な設計とす

る。 

また，誤接続及び誤操作の防止のため，注水用ヘッダの接続部，付属の隔離

弁及び接続先の接続口の名称は一対一の関係とし，それぞれ銘板により識別可

能な設計とするとともに，同一色の塗装を施す等で識別性を高めた設計とする

（図 50-12-3）。 

有効性評価の事故シーケンスにおいては，最大で二つの系統（②原子炉格納

容器代替スプレイ冷却系及び⑦復水貯蔵タンクへの補給）を同時に系統構成す

るが，上記対策により誤操作の可能性は低いと考えている。なお，②原子炉格

納容器代替スプレイ冷却系は，原子炉建屋内の弁を中央制御室から遠隔操作す

ることによりスプレイを実施するため，仮に注水用ヘッダ付属の隔離弁を誤っ

て開操作したとしても，誤注入に至ることはない。 

 

 
図 50-12-3 注水用ヘッダの誤接続及び誤操作の防止対策イメージ図 
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50-12-6 
 

4．悪影響の防止 

注水用ヘッダは複数の重大事故等対処設備及び自主対策設備の流路として使用

することから，接続先の各系統及び機器に対して悪影響を及ぼすことのないよう

考慮する必要がある。 

注水用ヘッダから各系統及び機器への流路は，それぞれ注水用ヘッダ付属の隔

離弁により隔離可能な設計とすることで，互いに悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

また，注水用ヘッダに接続する可能性のある自主対策設備である⑨原子炉格納

容器頂部注水系（可搬型）及び⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）は，注水用

ヘッダ付属の隔離弁に加えて，原子炉建屋の原子炉棟外の当該系統配管に設ける

隔離弁を閉止することで，確実に他系統と隔離することが可能な設計とする。な

お，原子炉建屋内の原子炉棟外の隔離弁は遠隔手動弁操作設備により屋外からの

手動操作が可能である。 

さらに，注水用ヘッダと自主対策設備を接続するホースを取り外すことで，原

子炉建屋内への注水を物理的に隔離可能な設計とし，使用しない注水用ヘッダの

接続部は閉止板により閉止可能な設計とする。 
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50-13 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 
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50-13-1 
 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，図 50-13-1に示すとおり増圧ポンプ 1台，付属

水中ポンプ 2台，ディーゼルエンジン 1台等で構成される。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属水中ポンプ及び増圧ポンプをディーゼルエ

ンジンにて駆動する設計であり，外部電源が不要な設計である。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，淡水又は海水を付属水中ポンプにて取水した後，

ホースを介して増圧ポンプへと送水し，加圧した水を各注水先へ送水する。 

なお，付属水中ポンプの吸込部にはストレーナを設置し，異物の流入を防止する設

計としている。 

 

 
図 50-13-1 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造概要図 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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SA設備基準適合性一覧表 
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54-1-1 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 
 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 使用時海水通水又は淡水だけでなく海水も使用可能 Ⅱ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-8 保管場所図

現場操作（工具，設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，弁操作，接続
作業）

Ｂｂ，Ｂｃ，Ｂ
ｄ，Ｂｆ，Ｂｇ

54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図

ポンプ Ａ

54-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

54-4 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外（その他設備） 対象外

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-5 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

54-3 配置図，54-7 接続図

原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型設備 Ａ

54-6 容量設定根拠

より簡便な接続 Ｃ

54-3 配置図，54-7 接続図

単独の機能で使用 Ａｂ

54-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

54-3 配置図，54-7 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

54-3 配置図，54-8 保管場所図

屋外アクセスルートの確保 Ｂ

54-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備あり）－屋内 Ａａ

サポート系要因 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

関連資料
54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図，54-8 保管

場所図

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
３
項

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備
大容量送水ポンプ(タイプⅠ)

（燃料プール代替注水系（常設配管））
類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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54-1-2 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 
 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 使用時海水通水又は淡水だけでなく海水も使用可能 Ⅱ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-8 保管場所図

現場操作（工具，設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，弁操作，接続
作業）

Ｂｂ，Ｂｃ，Ｂ
ｄ，Ｂｆ，Ｂｇ

54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図

ポンプ Ａ

54-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

54-4 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外（その他設備） 対象外

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-5 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

54-3 配置図，54-7 接続図

原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型設備 Ａ

54-6 容量設定根拠

対象外 対象外

54-3 配置図，54-7 接続図

対象外 対象外

54-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

54-3 配置図，54-7 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

54-3 配置図，54-8 保管場所図

屋内アクセスルートの確保
屋外アクセスルートの確保

Ａ，Ｂ

54-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備あり）－屋内 Ａａ

サポート系要因 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

関連資料
54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図，54-8 保管

場所図

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備
大容量送水ポンプ(タイプⅠ)

（燃料プール代替注水系（可搬型））
類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

 関連資料

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

 関連資料

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
３
項

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性
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54-1-3 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 
  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 使用時海水通水又は淡水だけでなく海水も使用可能 Ⅱ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-8 保管場所図

現場操作（工具，設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，弁操作，接続
作業）

Ｂｂ，Ｂｃ，Ｂ
ｄ，Ｂｆ，Ｂｇ

54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図

ポンプ Ａ

54-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

54-4 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-5 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

54-3 配置図,54-7 接続図

原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型設備 Ａ

54-6 容量設定根拠

対象外 対象外

54-3 配置図，54-7 接続図

対象外 対象外

54-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

54-3 配置図，54-7 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

54-3 配置図，54-8 保管場所図

屋内アクセスルートの確保
屋外アクセスルートの確保

Ａ，Ｂ

54-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

緩和設備（又は防止・緩和以外）－対象（同一目的のSA設備あり又は代
替対象DB設備あり）

Ｂ

サポート系要因 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

関連資料
54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図，54-8 保管

場所図

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備
大容量送水ポンプ(タイプⅠ)
（燃料プールスプレイ系）

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
３
項

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

615



54-1-4 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 
  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 使用時海水通水又は淡水だけでなく海水も使用可能 Ⅱ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-8 保管場所図

現場操作（設備の運搬・設置，接続作業） Ｂｃ，Ｂｇ

54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図

流路 Ｆ

54-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

54-4 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-5 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

54-3 配置図,54-7 接続図

その他可搬型設備 Ｃ

54-6 容量設定根拠

対象外 対象外

54-3 配置図，54-7 接続図

対象外 対象外

54-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

54-3 配置図，54-7 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

54-3 配置図，54-8 保管場所図

屋内アクセスルートの確保
屋外アクセスルートの確保

Ａ，Ｂ

54-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

緩和設備（又は防止・緩和以外）－対象（同一機能のSA設備（又は代替
対象DB設備あり））

Ｂ

サポート系要因 対象外 対象外

関連資料
54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図，54-8 保管

場所図

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 スプレイノズル 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
３
項

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
１
号

 可搬ＳＡの容量
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54-1-5 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 
  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 常時海水を通水又は海で使用 Ⅰ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-8 保管場所図

現場操作（設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，接続作業）
Ｂｃ，Ｂｄ，Ｂ

ｇ

54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図

ポンプ Ａ

54-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

54-4 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-5 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

54-3 配置図,54-7 接続図

その他可搬型設備 Ｃ

54-6 容量設定根拠

より簡便な接続 Ｃ

54-3 配置図，54-7 接続図

対象外 対象外

54-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

54-3 配置図，54-7 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

54-3 配置図，54-8 保管場所図

屋外アクセスルートの確保 Ｂ

54-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備あり）－屋外 Ａｂ

サポート系要因 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

関連資料
54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図，54-8 保管

場所図

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備
大容量送水ポンプ(タイプⅠ)
（原子炉補機代替冷却水系）

類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
３
項

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
１
号

 可搬ＳＡの容量
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54-1-6 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 常時海水を通水又は海で使用 Ⅰ

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-8 保管場所図

現場操作（設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，接続作業）
Ｂｃ，Ｂｄ，Ｂ

ｇ

54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図

ポンプ，熱交換器 Ａ，Ｄ

54-5 試験及び検査

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

54-4 系統図

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-5 試験及び検査

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

54-3 配置図,54-7 接続図

原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型設備 Ａ

54-6 容量設定根拠

より簡便な接続 Ｃ

54-3 配置図，54-7 接続図

単独の機能で使用 Ａｂ

54-7 接続図

（放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定） -

54-3 配置図，54-7 接続図

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

54-3 配置図，54-8 保管場所図

屋外アクセスルートの確保 Ｂ

54-9 アクセスルート図

環境条件，自然現象，外部人為
事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備あり）－屋内 Ａa

サポート系要因 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

関連資料
54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図，54-8 保管

場所図

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 熱交換器ユニット 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料

第
４
号

 切替え性

 関連資料

 関連資料

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

 関連資料

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

 関連資料

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第
５
号

 保管場所

 関連資料

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料

第
３
項

第
４
号

 設置場所

 関連資料

第
１
号

 可搬ＳＡの容量
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54-1-7 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 
  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

中央制御室操作 Ａ

ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

 系統設計 弁等の操作で系統構成 Ａａ

 その他（飛散物） 対象外 Ｂｂ

 関連資料

中央制御室操作 Ｂ

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） －

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備有り）－屋内 Ａａ

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源，冷却源 Ｃａ

 関連資料

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 燃料プール冷却浄化系ポンプ 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

54-3 配置図，54-4 系統図，54-8 保管場所図

第
２
号

 操作性

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料 54-5 試験及び検査

第
４
号

 切替え性

 関連資料 54-4 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止 54-3 配置図，54-4 系統図，54-5 試験及び検査

第
６
号

 設置場所

 関連資料 54-3 配置図，54-7 接続図

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料 54-6 容量設定根拠

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-4 系統図
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54-1-8 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 
  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁的障害 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

操作不要 対象外

熱交換器 Ｄ

本来の用途として使用－切替必要 Ｂａ

 系統設計 弁等の操作で系統構成 Ａａ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

操作不要 対象外

設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 Ｂ

（共用しない設備） －

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備有り）－屋内 Aa

 サポート系故障 対象外（サポート系なし） 対象外

 関連資料

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 燃料プール冷却浄化系熱交換器 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

54-3 配置図，54-4 系統図，54-8 保管場所図

第
２
号

 操作性

 関連資料 54-3 配置図，54-4 系統図，54-7 接続図

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料 54-5 試験及び検査

第
４
号

 切替え性

 関連資料 54-4 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止 54-3 配置図，54-4 系統図，54-5 試験及び検査

第
６
号

 設置場所

 関連資料 54-3 配置図，54-7 接続図

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料 54-6 容量設定根拠

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-4 系統図
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54-1-9 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

操作不要 対象外

計測制御設備 Ｋ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 その他 Ａｅ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

操作不要 対象外

重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの Ａ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備有り）－屋内 Ａａ

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

54-3 配置図

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備

54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-11 使用済燃料プール監視設備

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

－

54-3 配置図，54-4 系統図

54-4 系統図

－

54-3 配置図

54-6 容量設定根拠

54-5 試験及び検査

悪
影
響
防
止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

使用済燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式） 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
４
号

 切替え性

 関連資料

第
５
号

第
２
号

 操作性

 関連資料

 関連資料
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54-1-10 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

操作不要 対象外

計測制御設備 Ｋ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 DB施設と同様の系統構成 Ａｄ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

操作不要 対象外

重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの Ｂ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備有り）－屋内 Ａａ

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料 54-6 容量設定根拠

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止 54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-11 使用済燃料プール監視設備

54-4 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止 －

第
６
号

 設置場所

 関連資料 －

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 使用済燃料プール水位／温度（ガイドパルス式） 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

54-3 配置図，54-4 系統図

第
２
号

 操作性

 関連資料 －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料 54-5 試験及び検査

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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54-1-11 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

操作不要 対象外

計測制御設備 Ｋ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 その他 Ａｅ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

操作不要 対象外

重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの Ａ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備有り）－屋内 Ａａ

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料 54-6 容量設定根拠

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止 54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-11 使用済燃料プール監視設備

54-4 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止 －

第
６
号

 設置場所

 関連資料 －

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備
使用済燃料プール上部空間放射線モニタ

（高線量，低線量）
類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

54-3 配置図，54-4 系統図

第
２
号

 操作性

 関連資料 －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料 54-5 試験及び検査

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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54-1-12 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 

 

  

 環境温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） －

 海水 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響 （周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない） －

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

操作不要 対象外

計測制御設備 Ｋ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 その他 Ａｅ

 その他（飛散物） 対象外 対象外

 関連資料

操作不要 対象外

重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの Ａ

（共用しない設備） 対象外

 環境条件，自然現象，外部人
為事象，溢水，火災

緩和設備（又は防止でも緩和でもない設備）－対象（同一機能のSA設備
あり）

Ｂ

 サポート系故障 対象（サポート系あり）－異なる駆動源又は冷却源 Ｃａ

 関連資料

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料 －

第
２
号

 共用の禁止

 関連資料 －

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止 54-2 単線結線図，54-3 配置図，54-11 使用済燃料プール監視設備

54-4 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止 －

第
６
号

 設置場所

 関連資料 －

第５４条：使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 使用済燃料プール監視カメラ 類型化区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

54-3 配置図，54-4 系統図

第
２
号

 操作性

 関連資料 －

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入力）

 関連資料 54-5 試験及び検査

第
４
号

 切替え性

 関連資料
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54-2-1 

 
図 54-2-1 燃料プール冷却浄化系及び使用済燃料プール監視設備に係る 

交流電源単線結線図  
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54-2-2 

 
図 54-2-2 使用済燃料プール監視設備に係る直流電源単線結線図  

使 用 済 燃 料 プ ー ル 水 位 ／ 温 度

（ ヒ ー ト サ ー モ 式 ）
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（ 高 線 量 ， 低 線 量 ）

使 用 済 燃 料 プ ー ル 水 位 ／ 温 度

（ ガ イ ド パ ル ス 式 ）
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54-3 

配置図 

：設計基準対象施設 

：重大事故等対処設備 
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54-3-1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-3-1 燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型） 

及び燃料プールスプレイ系 屋外配置図  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-3-2 燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型） 

   及び燃料プールスプレイ系 屋内配置図（原子炉建屋     ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-3-3 燃料プール代替注水系（可搬型）及び燃料プールスプレイ系 
屋内配置図（原子炉建屋     ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-3-4 燃料プール冷却浄化系 屋内配置図（原子炉建屋     ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-3-5 燃料プール冷却浄化系 屋内配置図（原子炉建屋     ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-3-6 燃料プール冷却浄化系 屋内配置図（原子炉建屋      ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

634



54-3-7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-3-7 燃料プール冷却浄化系 配置図（中央制御室） 
 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-3-8 原子炉補機代替冷却水系 屋内配置図（海水ポンプ室）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-3-9 原子炉補機代替冷却水系 屋内配置図（原子炉建屋     ） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

637



54-3-10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-3-10 原子炉補機代替冷却水系 屋内配置図（原子炉建屋     ） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-3-11 原子炉補機代替冷却水系 屋内配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-3-12 原子炉補機代替冷却水系 屋内配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-3-13 原子炉補機代替冷却水系 屋内配置図（原子炉建屋     ）  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-3-14 原子炉補機代替冷却水系 屋内配置図（中央制御室） 
  

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-3-15 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-3-15 使用済燃料プール監視設備 屋内配置図

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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系統図 
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54-4-1 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外 

② 
原子炉建屋北側燃料プール 

代替注水元弁 
全閉→全開 手動操作 屋外 

③ 
燃料プール注水・スプレイ 

（常設配管）弁 
全閉→調整開 手動操作 屋外 

④ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外 

 

 
 

 

 

 

図 54-4-1 燃料プール代替注水系（常設配管） 系統概要図 

燃料プール注水接続口   を経由して注水する場合 

  

原子炉ウェル 使用済燃料プール
スキマ
サージ
タンク

原子炉建屋

サプレッションチェンバ

ドライウェル

残留熱除去系ポンプ（Ｂ） 残留熱除去系ポンプ（Ａ）

MO

原子炉
圧力容器

復水貯蔵タンク

MO

残
留
熱
除
去
系

熱
交
換
器
（
Ａ
）

MO

MO MO

MO

ディフューザ

MO

燃料プール冷却浄化系熱交換器（Ａ）

MO MO

燃
料
プ
ー
ル

補
給
水
系
ポ
ン
プ

残
留
熱
除
去
系

熱
交
換
器
（
Ｂ
）

原子炉圧力容器／原子炉格納容器へ 原子炉圧力容器／原子炉格納容器へ

MO

燃
料
プ
ー
ル
冷

却
浄
化
系
ろ
過

脱
塩
装
置

残留熱除去系（Ｃ）へ

低圧炉心スプレイ系へ

高圧炉心スプレイ系へ

原子炉隔離時冷却系へ

MO

復水貯蔵

タンク
接続口

復水貯蔵タンク
接続マンホール

燃料プール
注水接続口

燃料プール
注水接続口

②

MO

MO

MO MO

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

浄
化
系
ポ
ン
プ
（Ａ
）

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

浄
化
系
ポ
ン
プ
（Ｂ
）

燃料プール冷却浄化系熱交換器（Ｂ）

MO

MO

*1：同時使用は考慮しない
*2：自主対策設備
*3：海を水源とした補給は行わない

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

① ④

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ*2

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

③
燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）*2へ*1

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ*1

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

FPCRHRRHRFPC

HPCS
FPMUW

FPCFPMUW

FPCRHR RHRFPC

FPCFPMUW

凡例

：常設配管 FPC ：燃料プール冷却浄化系

：ホース FPMUW：燃料プール補給水系

太線 ：燃料プール代替注水系（常設配管）で使用する箇所 RHR ：残留熱除去系

赤線 ：燃料プール注水接続口 を経由して使用済燃料プールへ注水する場合 HPCS ：高圧炉心スプレイ系

：重大事故等時に操作する弁

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

645



54-4-2 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外 

② 
原子炉建屋東側燃料プール 

代替注水元弁 
全閉→全開 手動操作 屋外 

③ 
燃料プール注水・スプレイ 

（常設配管）弁 
全閉→調整開 手動操作 屋外 

④ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外 

 

 
 

 

 

 

図 54-4-2 燃料プール代替注水系（常設配管） 系統概要図 

燃料プール注水接続口   を経由して注水する場合 

  

原子炉ウェル 使用済燃料プール
スキマ

サージ
タンク

原子炉建屋

サプレッションチェンバ

ドライウェル

残留熱除去系ポンプ（Ｂ） 残留熱除去系ポンプ（Ａ）

MO
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MO

燃
料
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ル
冷

却
浄
化
系
ろ
過

脱
塩
装
置

残留熱除去系（Ｃ）へ

低圧炉心スプレイ系へ

高圧炉心スプレイ系へ

原子炉隔離時冷却系へ

MO

復水貯蔵

タンク
接続口

復水貯蔵タンク
接続マンホール

燃料プール
注水接続口

②

MO

MO

MO MO

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

浄
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系
ポ
ン
プ
（Ａ
）

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

浄
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系
ポ
ン
プ
（Ｂ
）

燃料プール冷却浄化系熱交換器（Ｂ）

MO

MO

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

① ④

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ*2

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

③
燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）*2へ*1

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ*1

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

*1：同時使用は考慮しない

*2：自主対策設備
*3：海を水源とした補給は行わない

凡例

：常設配管 FPC ：燃料プール冷却浄化系

：ホース FPMUW：燃料プール補給水系

太線 ：燃料プール代替注水系（常設配管）で使用する箇所 RHR ：残留熱除去系

赤線 ：燃料プール注水接続口 を経由して使用済燃料プールへ注水する場合 HPCS ：高圧炉心スプレイ系

：重大事故等時に操作する弁

FPCRHRRHRFPC

HPCS
FPMUW

FPCFPMUW

FPCRHR RHRFPC

FPCFPMUW

燃料プール
注水接続口

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-4-3 

 

 

 

 

 

図 54-4-3 燃料プール代替注水系（可搬型） 系統概要図 

原子炉建屋大物搬出入口を経由して注水する場合  

原子炉ウェル 使用済燃料プール
スキマ

サージ
タンク

原子炉建屋

サプレッションチェンバ

ドライウェル

残留熱除去系ポンプ（Ｂ） 残留熱除去系ポンプ（Ａ）
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原子炉圧力容器／原子炉格納容器へ 原子炉圧力容器／原子炉格納容器へ

MO
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冷
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浄
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ろ
過
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塩
装
置

残留熱除去系（Ｃ）へ

低圧炉心スプレイ系へ

高圧炉心スプレイ系へ

原子炉隔離時冷却系へ

MO

復水貯蔵
タンク
接続口
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接続マンホール
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燃料プール冷却浄化系熱交換器（Ｂ）
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ン
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）
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浄
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系
ポ
ン
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）

*1：同時使用は考慮しない

*2：自主対策設備
*3：海を水源とした補給は行わない
*4：原子炉建屋大物搬出入口

*4

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

① ③

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ*2

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

②

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）*2へ*1

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ*1

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

凡例

：常設配管 FPC ：燃料プール冷却浄化系

：ホース FPMUW：燃料プール補給水系

太線 ：燃料プール代替注水系（可搬型）で使用する箇所 RHR ：残留熱除去系

赤線 ：原子炉建屋大物搬出入口を経由して使用済燃料プールへ注水する場合 HPCS ：高圧炉心スプレイ系

：重大事故等時に操作する弁

FPCRHRRHRFPC

HPCS
FPMUW

FPCFPMUW

FPCRHR RHRFPC

FPCFPMUW

燃料プール
注水接続口

燃料プール
注水接続口

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① ホース ホース接続 手動操作 

屋外及び原子炉建屋 

（原子炉建屋の原子炉棟外）

及び    （原子炉建屋原

子炉棟内）から    （原

子炉建屋原子炉棟内） 

② 
燃料プール注水・スプレイ 

（可搬型）弁 
全閉→調整開 手動操作 屋外 

③ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-4-4 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① ホース ホース接続 手動操作 

屋外及び原子炉建屋 

（原子炉建屋の原子炉棟外）

及び    （原子炉建屋原

子炉棟内）から    （原

子炉建屋原子炉棟内） 

② 
燃料プール注水・スプレイ 

（可搬型）弁 
全閉→調整開 手動操作 屋外 

③ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外 

 

 

 

 

 

図 54-4-4 燃料プール代替注水系（可搬型） 系統概要図 

原子炉建屋扉を経由して注水する場合  

原子炉ウェル 使用済燃料プール
スキマ

サージ
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燃料プール冷却浄化系熱交換器(B)
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*4

*1：同時使用は考慮しない

*2：自主対策設備
*3：海を水源とした補給は行わない
*4：原子炉建屋扉

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

① ③

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ*2

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

②

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）*2へ*1

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ*1

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

凡例

：常設配管 FPC ：燃料プール冷却浄化系

：ホース FPMUW：燃料プール補給水系

太線 ：燃料プール代替注水系（常設配管）で使用する箇所 RHR ：残留熱除去系

赤線 ：原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合 HPCS ：高圧炉心スプレイ系

：重大事故等時に操作する弁
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HPCS
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FPCFPMUW

FPCRHR RHRFPC

FPCFPMUW

燃料プール
注水接続口
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-4-5 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① ホース ホース接続 手動操作 

屋外及び原子炉建屋 

（原子炉建屋の原子炉棟外）

及び    （原子炉建屋原

子炉棟内）から    （原

子炉建屋原子炉棟内） 

② スプレイノズル ホース接続 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋原子炉棟内） 

③ 
燃料プール注水・スプレイ 

（可搬型）弁 
全閉→調整開 手動操作 屋外 

④ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外 

 

 

 

 

 

図 54-4-5 燃料プールスプレイ系 系統概要図 
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*1：同時使用は考慮しない
*2：自主対策設備
*3：海を水源とした補給は行わない
*4：原子炉建屋大物搬出入口

海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

① ④

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ
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注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ*2
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フィルタ装置へ*3

③

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）*2へ*1

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ*1

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

凡例

：常設配管 FPC ：燃料プール冷却浄化系

：ホース FPMUW：燃料プール補給水系

太線 ：燃料プールスプレイ系で使用する箇所 RHR ：残留熱除去系

赤線 ：原子炉建屋大物搬出入口を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合 HPCS ：高圧炉心スプレイ系

：重大事故等時に操作する弁
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-4-6 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① ホース ホース接続 手動操作 

屋外及び原子炉建屋   

（原子炉建屋の原子炉棟外）

及び    （原子炉建屋原

子炉棟内）から    （原

子炉建屋原子炉棟内） 

② スプレイノズル ホース接続 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋原子炉棟内） 

③ 
燃料プール注水・スプレイ 

（可搬型）弁 
全閉→調整開 手動操作 屋外 

④ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外 

 

 

 

 

 

図 54-4-6 燃料プールスプレイ系 系統概要図 
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*1：同時使用は考慮しない
*2：自主対策設備
*3：海を水源とした補給は行わない
*4：原子炉建屋扉

凡例

：常設配管 FPC ：燃料プール冷却浄化系

：ホース FPMUW：燃料プール補給水系

太線 ：燃料プールスプレイ系で使用する箇所 RHR ：残留熱除去系

赤線 ：原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合 HPCS ：高圧炉心スプレイ系

：重大事故等時に操作する弁
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FPMUW
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注
水
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原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ*2

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）*2へ*1

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ*1

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）
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③

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-4-7 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① FPCろ過脱塩装置入口第一弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

② FPCろ過脱塩装置入口第二弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

③ FPCろ過脱塩装置出口弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

④ FPC熱交換器(A)入口弁 全開又は全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室 

⑤ FPC熱交換器(B)入口弁 全開又は全閉→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

⑥ 燃料プール冷却浄化系ポンプ(A) 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

⑦ FPCろ過脱塩装置バイパス弁(A) 全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

 
 

 

図 54-4-7 燃料プール冷却浄化系 系統概要図 

燃料プール冷却浄化系 A系を使用する場合  
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54-4-8 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① FPCろ過脱塩装置入口第一弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

② FPCろ過脱塩装置入口第二弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

③ FPCろ過脱塩装置出口弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

④ FPC熱交換器(A)入口弁 全開又は全閉→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

⑤ FPC熱交換器(B)入口弁 全閉又は全開→全開 スイッチ操作 中央制御室 

⑥ 燃料プール冷却浄化系ポンプ(B) 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室 

⑦ FPCろ過脱塩装置バイパス弁(B) 全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

 
 
 
 
 
 

図 54-4-8 燃料プール冷却浄化系 系統概要図 

燃料プール冷却浄化系 B系を使用する場合  
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54-4-9 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外 

② RCW代替冷却水不要負荷分離弁（A） 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

③ RCW代替冷却水 FPC負荷分離弁（A） 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

④ RCWポンプ(A)吸込弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑤ RCWポンプ(C)吸込弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑥ RCW代替冷却水 RHR負荷戻り側連絡弁（A） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑦ RCW代替冷却水 FPC他負荷戻り側連絡弁（A） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑧ RCW代替冷却水 RHR負荷供給側連絡弁（A） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑨ RCW代替冷却水 FPC他負荷供給側連絡弁（A） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑩ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 起動停止 スイッチ操作 屋外設置位置 

⑪ 熱交換器ユニット 起動停止 スイッチ操作 屋外設置位置 

⑫ 淡水ポンプ出口弁 全開→調整開 手動操作 屋外 

⑬ RHR熱交換器(A)冷却水出口弁 全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

⑭ FPC熱交換器(A)冷却水出口弁 調整開→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

 

図 54-4-9 原子炉補機代替冷却水系 A系 系統概要図 
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凡例
：常設配管 ：ホース

太線 ：原子炉補機代替冷却水系で使用する箇所
赤線 ：淡水 青線 ：海水

：重大事故等時に操作する弁

⑫
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(建屋内)
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-4-10 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外 

② RCW代替冷却水不要負荷分離弁（B） 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室 

③ RCWポンプ(B)吸込弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

④ RCWポンプ(D)吸込弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑤ 非常用 D/G(B)冷却水入口弁 全開→全閉 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑥ RCW代替冷却水 RHR負荷戻り側連絡弁（B） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑦ RCW代替冷却水 FPC他負荷戻り側連絡弁（B） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑧ RCW代替冷却水 RHR負荷供給側連絡弁（B） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑨ RCW代替冷却水 FPC他負荷供給側連絡弁（B） 全閉→全開 手動操作 
原子炉建屋 

（原子炉建屋内の原子炉棟外） 

⑩ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 起動停止 スイッチ操作 屋外設置位置 

⑪ 熱交換器ユニット 起動停止 スイッチ操作 屋外設置位置 

⑫ 淡水ポンプ出口弁 全開→調整開 手動操作 屋外 

⑬ RHR熱交換器(B)冷却水出口弁 全閉→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

⑭ FPC熱交換器(B)冷却水出口弁 調整開→調整開 スイッチ操作 中央制御室 

 

 

図 54-4-10 原子炉補機代替冷却水系 B系 系統概要図  
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・

RCW熱交換器(B)

RCW熱交換器(D)

・

RSWポンプ(B)

RSWポンプ(D)

RCWポンプ(D)

RCWポンプ(B)
屋外

MO

MO

屋外

MO

原子炉建屋

AO

・

熱交換器ユニット
接続口（その他負荷戻り）

熱交換器ユニット
接続口（その他負荷供給）

除熱用ヘッダ

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 熱
交
換
器

ディーゼル
エンジン

水中ポンプ
海 海

水中ポンプ

熱交換器ユニット⑪
⑩

①

⑧ ⑥

②

③

④

⑬

⑨ ⑦

⑭
凡例

：常設配管 ：ホース
太線 ：原子炉補機代替冷却水系で使用する箇所
赤線 ：淡水 青線 ：海水

：重大事故等時に操作する弁

⑫

海へ

海へ

⑤

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-4-11 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-4-11 使用済燃料プール監視設備 系統概要図 
 

  

使用済燃料貯蔵ラック

使用済燃料プール

高線量 低線量

使用済燃料プール水位／温度
（ガイドパルス式）

使用済燃料プール水位／温度

（ヒートサーモ式）

使用済燃料プール上部空間放射線モニタ

（高線量，低線量）

使用済燃料プール監視カメラ

【凡例】

信号系

表示

指示計

指示計

指示計

中央制御室

原子炉建屋
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54-5-1 

 

図 54-5-1 運転性能検査系統図（燃料プール代替注水系（常設配管）） 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-5-2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-5-2 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）運転性能検査系統図  
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54-5-3 

女川原子力発電所 第 2号機 保全計画（第 11保全サイクル） 

 
  

機器または系統名 実施数（機器名） 点検および試験・検査の項目 保全の重要度 検査名
備考

（　）内は適用する設備診断技術

原子炉冷却材浄化系 原子炉冷却材浄化系ろ過脱塩器（Ｂ） 開放点検 高 65 Ｍ － 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 原子炉冷却材浄化系出口ストレーナ（Ａ） 開放点検 高 52 Ｍ － 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 原子炉冷却材浄化系出口ストレーナ（Ｂ） 開放点検 高 52 Ｍ － 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 ＣＵＷ入口ライン第一隔離弁 機能・性能試験 Ａ 1 Ｃ ほう酸水注入系機能検査 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 ＣＵＷ入口ライン第一隔離弁 機能・性能試験 Ａ 1 Ｃ 主蒸気隔離弁機能検査 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 ＣＵＷ入口ライン第一隔離弁 分解点検 Ａ 52 Ｍ 原子炉格納容器隔離弁分解検査 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 ＣＵＷ入口ライン第一隔離弁【弁駆動部】 分解点検 Ａ 65 Ｍ － 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 ＣＵＷ入口ライン第二隔離弁 機能・性能試験 Ａ 1 Ｃ ほう酸水注入系機能検査 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 ＣＵＷ入口ライン第二隔離弁 機能・性能試験 Ａ 1 Ｃ 主蒸気隔離弁機能検査 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 ＣＵＷ入口ライン第二隔離弁 分解点検 Ａ 52 Ｍ 原子炉格納容器隔離弁分解検査 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 ＣＵＷ入口ライン第二隔離弁【弁駆動部】 分解点検 Ａ 65 Ｍ － 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 パイプホイップレストレイント 外観点検 高 10 Ｙ レストレイント検査 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 原子炉冷却材浄化系の安全弁　一式 分解点検 低 65 Ｍ － 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 原子炉冷却材浄化系の安全弁　一式 機能・性能試験 低 65 Ｍ 安全弁検査（定検：原子炉系） 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 原子炉冷却材浄化系の弁　一式 分解点検 高，低 － 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 原子炉冷却材浄化系の弁【弁駆動部】　一式 分解点検 高，低
65

117
Ｍ～
Ｍ

－ 定検停止時

原子炉冷却材浄化系 流量計測装置（指示計，発信器）　２台 特性試験 高，低 13 Ｍ
安全保護系保護検出要素性能（校正）検査（一
次冷却材計装）

定検停止時

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系 機能・性能試験 高 1 Ｃ 燃料プール冷却浄化系機能検査 プラント運転中

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系 漏えい試験 高 10 Ｙ 構造健全性検査（先行定検：原子炉系) プラント運転中

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系 外観点検 高 10 Ｙ 構造健全性検査（先行定検：原子炉系) プラント運転中

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系熱交換器（Ａ） 開放点検 低 91 Ｍ － プラント運転中

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系熱交換器（Ａ） 非破壊試験（ＥＣＴ） 低 91 Ｍ 燃料プール冷却浄化系容器検査 プラント運転中

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系熱交換器（Ｂ） 開放点検 低 91 Ｍ － プラント運転中

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系熱交換器（Ｂ） 非破壊試験（ＥＣＴ） 低 91 Ｍ 燃料プール冷却浄化系容器検査 プラント運転中

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ａ） 分解点検 低 52 Ｍ －
プラント運転中
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

保全方式
又は頻度

52～195M
またはBDM
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54-5-4 

女川原子力発電所 第 2号機 保全計画（第 11保全サイクル） 

 

  

機器または系統名 実施数（機器名） 点検および試験・検査の項目 保全の重要度 検査名
備考

（　）内は適用する設備診断技術

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ａ）用電動機 分解点検 低 78 Ｍ －
プラント運転中
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ｂ） 分解点検 低 52 Ｍ －
プラント運転中
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ｂ）用電動機 分解点検 低 78 Ｍ －
プラント運転中
（振動診断　頻度は回転機械振動診断要
領書による）

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系ろ過脱塩器（Ａ） 開放点検 低 65 Ｍ － プラント運転中

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系ろ過脱塩器（Ｂ） 開放点検 低 65 Ｍ － プラント運転中

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系の安全弁　一式 分解点検 低 195 Ｍ － プラント運転中

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系の安全弁　一式 機能・性能試験 低 195 Ｍ
安全弁検査（先行定検：燃料プール冷却浄化
系）

プラント運転中

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系の弁　一式 分解点検 高，低 －

燃料プール冷却浄化系 燃料プール冷却浄化系の弁【弁駆動部】　一式 分解点検 低
104
117

Ｍ～
Ｍ

－

燃料プール冷却浄化系 水位計測装置（スイッチ）　２台 特性試験 低 13 Ｍ
監視機能健全性確認検査（先行定検：燃料プー
ル冷却浄化系）

燃料プール冷却浄化系 温度計測装置（温度検出器）　１台 特性試験 高 1 Ｃ
安全保護系保護検出要素性能（校正）検査（そ
の他）

定検停止時

放射性ドレン移送系 放射性ドレン移送系 漏えい試験 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：原子炉系) 定検停止時

放射性ドレン移送系 放射性ドレン移送系 外観点検 高 10 Ｙ 構造健全性検査（定検：原子炉系) 定検停止時

放射性ドレン移送系 放射性ドレン移送系 漏えい試験 高 10 Ｙ 構造健全性検査（先行定検：タービン系）

放射性ドレン移送系 放射性ドレン移送系 外観点検 高 10 Ｙ 構造健全性検査（先行定検：タービン系）

放射性ドレン移送系 ドライウェル機器ドレンサンプ 開放点検 低 26 Ｍ － 定検停止時

放射性ドレン移送系 原子炉建屋原子炉棟機器ドレンサンプ 開放点検 低 52 Ｍ －

放射性ドレン移送系 原子炉建屋廃棄物処理区域機器ドレンサンプ 開放点検 低 52 Ｍ －

放射性ドレン移送系 タービン建屋機器ドレンサンプ（Ａ） 開放点検 低 52 Ｍ －

放射性ドレン移送系 タービン建屋機器ドレンサンプ（Ｂ） 開放点検 低 52 Ｍ －

放射性ドレン移送系 ドライウェル床ドレンサンプ 開放点検 低 26 Ｍ － 定検停止時

放射性ドレン移送系 原子炉建屋原子炉棟床ドレンサンプ（Ａ） 開放点検 低 52 Ｍ －

放射性ドレン移送系 原子炉建屋原子炉棟床ドレンサンプ（Ｂ） 開放点検 低 52 Ｍ －

放射性ドレン移送系 原子炉建屋原子炉棟床ドレンサンプ（Ｃ） 開放点検 低 52 Ｍ －

放射性ドレン移送系 原子炉建屋原子炉棟床ドレンサンプ（Ｄ） 開放点検 低 52 Ｍ －

39～195M
またはBDM

保全方式
又は頻度
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54-5-5 
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54-5-6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-5-3 燃料プール冷却浄化系ポンプ 構造図 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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54-5-7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-5-4 燃料プール冷却浄化系熱交換器 構造図 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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54-5-8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-5-5 燃料プール冷却浄化系 A系 運転性能検査系統図  
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54-5-9 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-5-6 燃料プール冷却浄化系 B系 運転性能検査系統図  
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54-5-10 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-5-7 熱交換器ユニット熱交換器 構造図  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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54-5-11 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-5-8 熱交換器ユニット淡水ポンプ 構造図  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

667



54-5-12 

 
 

 
 
 
 
 

 
図 54-5-9 原子炉補機代替冷却水系 A系 運転性能検査系統図  
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-5-13 

 
 

 
 
 
 
 
 

図 54-5-10 原子炉補機代替冷却水系 B系 運転性能検査系統図  
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-5-14 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-5-11 使用済燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式）検査系統図  
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54-5-15 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-5-12 使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）検査系統図  
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54-5-16 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-5-13 使用済燃料プール温度（ガイドパルス式）検査系統図  
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54-5-17 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 54-5-14 使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量）検査系統図  
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図 54-5-15 使用済燃料プール監視カメラ検査系統図  
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容量設定根拠 

 

  

675



54-6-1 

名   称 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

容量 m3/h/個 1,200（注 1），1,440（注 2） 

揚程 m 120.5（注 1），122（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 0.9（注 3），1.2（注 4，注 5） 

最高使用温度 ℃ 50 

原動機出力 kW/個  

機器仕様に関する注記 

注 1：要求値を示す。 

注 2：規格値を示す。 

注 3：淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注水系

（可搬型），原子炉格納容器代替スプレ

イ冷却系，原子炉格納容器下部注水系

（可搬型），燃料プール代替注水系（常

設配管），燃料プール代替注水系（可搬

型），燃料プールスプレイ系，原子炉格

納容器フィルタベント系フィルタ装置

への補給及び復水貯蔵タンクへの補給

へ使用する場合の値を示す。 

注 4：原子炉補機代替冷却水系へ使用する場合

の値を示す。 

注 5：海を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原

子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃

料プール代替注水系（常設配管），燃料

プール代替注水系（可搬型），燃料プー

ルスプレイ系及び復水貯蔵タンクへの

補給へ使用する場合の値を示す。 

【 設 定 根 拠 】 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，重大事故等時に以下の機能を有する。 

 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，原子

炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態で，設計基準事故対処設備が有する冷却機

能が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防

止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系及び残留熱除去系

A系又は B系の配管を経由して，原子炉圧力容器に注水することで炉心の著しい

損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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54-6-2 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した場合

において，炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度

を低下させるために設置する。また，炉心の著しい損傷が発生した場合において

原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに

放射性物質の濃度を低下させるために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，残留熱除去系 A系又は B系

の配管を経由して，原子炉格納容器内へスプレイすることで炉心の著しい損傷及

び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防止する

ため，溶融し，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系配管を経由して，

原子炉格納容器下部へ注水し原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却す

ることで，溶融炉心・コンクリート相互作用を抑制し，溶融炉心が拡がり原子炉

格納容器バウンダリに接触することを防止する設計とする。 
 

燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型）に使

用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基準対象施設が有する使用済燃料

プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料プールからの水の漏え

いその他の要因により当該使用済燃料プールの水位が低下した場合において，使

用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮へいし，及び臨界を防止するた

めに設置する。 

本系統は代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を

水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して使用済燃

料プールへ注水することで，使用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮

へいし，及び臨界を防止する設計とする。 

 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，使用済燃

料プールからの大量の水の漏えいその他の要因により使用済燃料プールの水位

が異常に低下した場合において使用済燃料プール内燃料体等の著しい損傷の進

行を緩和し，及び臨界を防止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，スプレイノズルを経由して

使用済燃料プールへスプレイすることで，使用済燃料プール内燃料体等の著しい

損傷の進行を緩和し，及び臨界を防止する設計とする。 
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54-6-3 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容量送

水ポンプ（タイプⅠ）は，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の

蒸発量を考慮した十分な量の水を供給するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源

とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，原子炉格納容器フィルタベント系

配管を経由して，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置へ注水すること

で，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の蒸発量を考慮した十分

な量の水を供給する設計とする。 

 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，代替淡

水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を水源として，復水

貯蔵タンクへ淡水又は海水を補給する設備として設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して復水貯

蔵タンク接続口又は復水貯蔵タンク接続マンホールを介して復水貯蔵タンクへ

供給する設計とする。 

 

原子炉補機代替冷却水系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基

準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合

に，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットと接続し，海を最終ヒートシン

クとして原子炉を除熱するために設置する。 

本系統は，海（取水口又は海水ポンプ室）を水源とした大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）により，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットを介して原子炉を

除熱するために必要となる十分な量の海水を供給する設計とする。 

 

なお，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉

格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プー

ル代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレ

イ系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タン

クへの補給」の各系統の注水設備及び水の供給設備として 1 台，また，「原子炉

補機代替冷却水系」の熱を海へ輸送する設備との同時使用時にはさらに 1台使用

することから，1 セット 2 台使用する。保有数は 2 セットで 4 台，故障時のバッ

クアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップで 1台の合計 5台を確保

する。 

 

1．容量 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格

納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プー
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ル代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールス

プレイ系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水

貯蔵タンクへの補給」の各系統に必要な流量を確保可能な設計とする。 

なお，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源と

して使用する場合には，設置作業の効率化，被ばく低減を図るため，1.1～1.7

に示す「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原

子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃

料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィ

ルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統

に必要な最大流量を 1 台で確保可能な設計とし，表 54-6-1 に示すとおり

569m3/h以上の容量を有する設計とする。これら全ての系統を同時に使用する

ことはないものの，保守的に全ての系統を同時使用した場合を考慮し，これ

らを足し合わせた流量として 569m3/h 以上としている。 

さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，1.8に示す「原子炉補機代替冷

却水系」に必要な流量 1,200m3/h以上の容量を有する設計とする。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の容量は，1 台で 1,440m3/h

の容量を有する設計とする。 
 

表 54-6-1 代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源  

とした場合に必要となる最大流量 

系統 必要最大流量 

低圧代替注水系（可搬型） 145 m3/h 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 88 m3/h 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 50 m3/h 

燃料プールスプレイ系 

（燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替

注水系（可搬型））＊ 

126 m3/h 

（114 m3/h）＊ 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 10 m3/h 

復水貯蔵タンクへの補給 150 m3/h 

合計 569 m3/h 

* ：燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型）及

び燃料プールスプレイ系は同時使用しないことから，燃料プールスプレイ

系の必要流量のみ必要最大流量として考慮する。 
 

1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容 

器破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「全交流動力電

源喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA時注水機能喪失」及び「雰囲気圧
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力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価解

析において，有効性が確認されている原子炉圧力容器への注水流量として

120m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループのうち，「高

圧・低圧注水機能喪失」に係る有効性評価解析において，有効性が確認さ

れている原子炉圧力容器への注水流量として 145m3/h 以上を注水可能な設

計とする。 

 

1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へのスプレイ流量 88m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「高圧・低圧注水

機能喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA時注水機能喪失」及び「雰囲気

圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価

解析において有効性が確認されている，原子炉格納容器内へのスプレイ流

量として，88m3/h以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の注水流量 50m3/h以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コン

クリート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されて

いる原子炉格納容器下部への注水流量として，50m3/h以上を注水可能な設

計とする。 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水流量 35m3/h 以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コン

クリート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されて

いる溶融炉心の冷却時の注水流量として，35m3/h以上を注水可能な設計と

する。 

 

1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

 (1) 使用済燃料プールへの注水流量 114m3/h以上 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故シーケン

スのうち，「想定事故 1」及び「想定事故 2」に係る有効性評価解析にお

いて，有効性が確認されている，114m3/h以上を注水可能な設計とする。 
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1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへのスプレイ流量 126m3/h以上 

使用済燃料プール内燃料体の崩壊熱を除去するために必要な容量が約

9.7 m3/hであり，また，NEI06-12 における使用済燃料プールへのスプレイ

要求容量が 200gpm（約 45.4m3/h）である。さらに，スプレイノズル 1個当

たりの必要流量が 42m3/hであり，スプレイノズル 3個を使用して全ての使

用済燃料プール内燃料体等に対してスプレイするため 126m3/hが必要であ

ることから，126m3/h以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の

容量 10m3/h以上 

設計において考慮した原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の

水の蒸発量を考慮し 10m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の容量 150m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードに係る有効性評価解析に

おいて有効性が確認されている，復水貯蔵タンクへの補給量として 150m3/h

以上を補給可能な設計とする。 
 

1.8 原子炉補機代替冷却水系 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の流

量 1,200 m3/h 以上 

原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系の運転を行う場合に除熱

効果が確認されている熱交換量 16.0 MW 又は原子炉補機代替冷却水系を用

いた代替循環冷却系の運転を行う場合に除熱効果が確認されている熱交換

量 14.7 MW と同時に，重大事故等時における燃料プール冷却浄化系による

使用済燃料プールの除熱に必要な熱交換量 2.29 MW を除熱可能な容量とし

て 20.0 MW を，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットの熱交換器を

介して除熱するために必要な流量 892 m3/hに，海水ストレーナに必要な流

量約 300 m3/h を考慮した 1,200 m3/h以上を供給可能な設計とする。 
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2．揚程 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，2.1.1～2.1.7 及び 2.3.1～2.3.6に示す

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格

納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プー

ル代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタベ

ント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統に必要

な揚程を 1台で確保する設計とする。さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，2.2に示す「原子炉補機代替冷却水系」として必要な揚程を確保する設計

とする。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，配管の圧力損失

等を考慮して 122m とする。 

 

2.1 淡水貯水槽を水源として使用する場合 

2.1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h 時の揚程 60.9m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 60.9 m 
 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h 時の揚程 79.8m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して   

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 79.8 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 75.6m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系A系を経由して原子炉格

納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 75.6 m 

 

2.1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の揚程 14.5m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 

配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 14.5 m 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 54.1m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損

失を基に設定する。 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 54.1 m 

 

2.1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

 (1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水す

る場合の揚程 1.8m以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 1.8 m 

 

(2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する

場合の揚程 -3.8m以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の

圧力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 -3.8 m 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 37.8m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，

淡水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，（ス

プレイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 37.8 m 
 
2.1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の

揚程 17.7m以上 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容

量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，淡水をフィルタ装置に補給する場合の

水源と注入先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の

圧力損失を基に設定する。 

＜フィルタ装置水・薬液補給接続口（屋内）から原子炉格納容器フィルタベ

ント系フィルタ装置へ補給する場合*1＞ 

水源と注入先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 17.7 m 
 
2.1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程 -11.0m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静

水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約-11.0 m 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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2.2 原子炉補機代替冷却水系として使用する場合 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の揚

程 94.9m以上 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットへ使用する大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）の揚程は，海水を熱交換器ユニットに供給する場合の水

源と注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失及び熱交換器ユニット

内の圧力損失を基に設定する。 

＜取水口からの送水の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
熱交換器ユニット内の圧力損失 約      m 

合  計 約 94.9 m 

 

2.3 海を水源として使用する場合 

2.3.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h 時の揚程 100.1m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 100.1m 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h 時の揚程 120.5m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，静水

頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して   

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 120.5 m 
 
2.3.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 116.2m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系 A 系を経由して原子炉格

納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 116.2 m 

 

2.3.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の揚程 53.3m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 53.3 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 92.5m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損

失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注

水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 92.5 m 

 

2.3.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

(1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水する

場合の揚程 40.2m 以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧

力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 40.2 m 
 
(2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する場

合の揚程 34.3m 以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の圧力

差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 34.3 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 

688



54-6-14 

2.3.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 77.3m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，

海水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，（ス

プレイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約      m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約      m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 77.3 m 
 

2.3.6 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程 28.5m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水へ復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静

水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約      m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約      m 

合  計 約 28.5 m 

 

 

*1：圧力損失が最も大きくなるホース敷設ルートにて評価。 

*2：ホースの圧力損失及び湾曲の評価については，ホースの最小曲げ半径によ

る圧力損失を考慮し，保守的な想定で評価を実施。 

詳細設計においては，重大事故等時のホースの取り回し，作業性及び他設

備の干渉を考慮し，ポンプ容量を変更しない範囲で適切に選定する。 
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図 54-6-1 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の性能曲線 

 

 

3．最高使用圧力 

3.1 淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプ

レイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常

設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉

格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補

給へ使用する場合の最高使用圧力  0.9MPa  

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子  

炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料

プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィル

タベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」に使用する

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，これら系統の同時使用，

水源と注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力

損失並びにホース耐圧等を考慮して，0.9MPaとする。 

 

3.2 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の最高

使用圧力  1.2MPa 

「原子炉補機代替冷却水系（熱交換器ユニット）」に使用する大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源と注水先の圧力差，静水頭，ホー

ス等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失を考慮して，1.2MPa とする。 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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3.3 海を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却

系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），

燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンク

への補給へ使用する場合の最高使用圧力  1.2MPa  

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子  

炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料

プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンクへの

補給」に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源と

注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失並

びにホース耐圧等を考慮して，1.2MPa とする。 

 

4．最高使用温度 50℃ 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用温度は，水源である淡水貯水槽及

び海水取水箇所の海水の温度が常温程度であるため，それを上回る値として

50℃とする。 

 

5．原動機出力     kW 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の原動機出力は，流量 1,440 m3/h，揚程 122 m

での軸動力を考慮し，    kWとする。 

 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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燃料プールスプレイ系の冷却能力について 

 

1．概要 

燃料プールスプレイ系は，使用済燃料プールの水位が維持できない場合における

使用済燃料プール内燃料体等の損傷緩和を目的として，使用済燃料プール内燃料体

の崩壊熱量を除去可能なスプレイ水量を確保する設計とする。 

燃料プールスプレイ系の冷却能力は，以下の設計方針により決定する。 

 

・使用済燃料プール内燃料集合体の崩壊熱量を水の潜熱及び顕熱により除去可能な

流量を確保すること 

・米国におけるガイドの NEI 06-12（B.5.b）の可搬型スプレイヘッダの必要スプレ

イ流量 200 gpm（約 46m3/h）を満足すること 

・すべての使用済燃料プール内燃料体に対してスプレイ可能な放水範囲を確保する

こと 

 

2．必要スプレイ量の評価 

(1) 崩壊熱の評価条件 

・使用済燃料プール内燃料体が全露出している状態を想定する。 

・崩壊熱をスプレイ水により冷却できるスプレイ流量を算出する。 

・スプレイ水の顕熱は 40℃から 100℃で 251.56 kJ/kg（1999 年 JSME蒸気表） 

・スプレイ水の蒸発潜熱は 100℃，大気圧で 2,256.47 kJ/kg（1999 年 JSME 蒸気

表） 

・水の比容積は，40℃で 0.00100788 m3/kg（1999年 JSME蒸気表） 

・燃料集合体の熱出力は 6.7 MWとする。 

 

(2) 使用済燃料プール内崩壊熱量合計 

使用済燃料プール内の崩壊熱量の評価結果を表 54-6-2 に示す。総崩壊熱量

は 6.7 MWである。 
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表 54-6-2 使用済燃料から発生する熱量 

取出燃料 

女川 2号炉から発生分 女川 1号炉から発生分 

冷却期間 
燃料数

[体] 

取出平均 

燃焼度 

[GWd/t] 

崩壊熱 

[MW] 
冷却期間 

燃料数 

[体] 

取出平均 

燃焼度

[GWd/t] 

崩壊熱

[MW] 

9サイクル 

冷却燃料 
－    

6×(14ヶ月+70日) 

+42ヶ月 
   

8サイクル 

冷却燃料 

8×(14ヶ月+57日) 

+10日 
   －    

－    
5×(14ヶ月+70日) 

+42ヶ月 
   

7サイクル 

冷却燃料 

7×(14ヶ月+57日) 

+10日 
   －    

    
4×(14ヶ月+70日) 

+42ヶ月 
   

6サイクル 

冷却燃料 

6×(14ヶ月+57日) 

+10日 
   －    

－    
3×(14ヶ月+70日) 

+42ヶ月 
   

5サイクル 

冷却燃料 

5×(14ヶ月+57日) 

+10日 
   －    

－    
2×(14ヶ月+70日) 

+42ヶ月 
   

4サイクル 

冷却燃料 

4×(14ヶ月+57日) 

+10日 
   －    

－    
1×(14ヶ月+70日) 

+42ヶ月 
   

 

3サイクル 

冷却燃料 

 

3×(14ヶ月+57日) 

+10日 
   －    

－    42ヶ月    

2サイクル 

冷却燃料 

2×(14ヶ月+57日) 

+10日 
   －    

1サイクル 

冷却燃料 

1×(14ヶ月+57日) 

+10日 
   －    

定期検査時 

取出燃料 
10日    －    

小計 － 6.4 － 2.2×10-1 

崩壊熱合計 崩壊熱：6.7 MW（燃料体数：      体） 

注 1：保守的に燃料プールの燃料保管容量（       体）すべてに照射された燃料が貯蔵されてい

ると仮定。 

注 2：崩壊熱は女川１号炉からの号炉間の燃料輸送を想定した設定とする。 

注 3：炉心燃料の取り出しにかかる期間（冷却期間）は至近の実績を考慮し原子炉停止後 10日と

する。原子炉停止 10 日とは全制御棒全挿入からの時間を示している。通常運転操作におい

て原子炉の出力は全制御棒全挿入完了及び発電機解列以前から徐々に低下させるが，崩壊熱

評価はスクラムのような瞬時に出力を低下させる保守的な計算条件となっている。 
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(3) 必要スプレイ流量の評価 

使用済燃料プール内燃料体の崩壊熱を除去するために必要なスプレイ流量 

V [m3/h] は，使用済燃料プール内燃料体の崩壊熱 Q [kW] による水の蒸発量に

等しいとして，以下の式を用いて算出する。 

 

V = Q ÷ (HSH + HSL) × m × 3,600 

HSH ： 水の顕熱（40℃～100℃）（大気圧）［kJ/kg］ 

HSL ： 水の蒸発潜熱 ［kJ/kg］ 

m ： 水の比容積  ［m3/kg］ 

 

評価の結果，必要スプレイ流量は約 9.7 m3/hである。 

 

(4) スプレイノズルによる放水範囲 

（ⅰ) スプレイノズルの放水範囲 

下記条件における放水試験により，スプレイノズルが図 54-6-2に示す放

水範囲を満足することを確認している。 

 

・放水角度（仰角） ：30° 

・旋回角度     ：40° (左右各 20°) 

・流量       ：700 L/min（42 m3/h） 

・放水圧      ：0.4 MPa 

・試験時間     ：1分間 

・水平飛距離    ：15 m 

・開口部直径約 0.3 mの試験容器を並べ，放水量を計測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-6-2 スプレイノズル放水範囲  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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（ⅱ) 使用済燃料プールへの放水範囲について 

放水試験結果から，図 54-6-3に示すとおり，3個のスプレイノズルによ

り 3箇所から放水することで，すべての使用済燃料プール内燃料体にスプ

レイすることが可能である。 

なお，使用済燃料プールの周りには，柵（高さ約 935 mm）が設置されて

おり，スプレイノズルは使用済燃料プール近傍の床面に設置するが，柵と

スプレイノズルを 1.7 m以上離すことにより，柵と干渉することなく，使

用済燃料プールへスプレイすることが可能である。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-6-3 燃料プールスプレイ系によるスプレイ範囲 

  

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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(5) まとめ 

燃料プールスプレイ系による使用済燃料プールへのスプレイは，スプレイノ

ズル 3 個により，126 m3/h（42 m3/h/個）以上で実施することで，使用済燃料

プール内燃料体の崩壊熱を除去するために必要なスプレイ流量（約 9.7 m3/h）

及び NEI 06-12 の要求スプレイ流量（200 gpm（約 46 m3/h））を満足し，すべ

ての使用済燃料プール内燃料体に対してスプレイ可能な放水範囲を確保する

ことが可能である。 

 

3. 使用済燃料プールからの漏えい時における遮蔽水位を確保可能な時間について 

使用済燃料プールからの漏えい時において，燃料プールスプレイ系によるスプ

レイを実施する場合，使用済燃料プール周辺線量率が 10 mSv/h を満足するため

に必要な遮蔽水位（通常水位-1.3 m）までの水位低下時間と原子炉建屋原子炉棟

内におけるスプレイノズルの設置及びホースの敷設作業の所要時間の関係を整

理した。 

通常水位から遮蔽水位までの使用済燃料プールからの水位低下量は約 200 m3

である。 

ここで，使用済燃料プールからの漏えい量を 200 gpm（約 46 m3/h）とした場合，

遮蔽水位到達までの時間は約 4.3時間となる。原子炉建屋    （原子炉建屋

原子炉棟内）での作業は約 3時間で実施可能であることから，十分な時間的余裕

のある対応が可能である。 

 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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参考. 大容量送水ポンプ(タイプⅠ)付属水中ポンプの揚程について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属の水中ポンプにて取水し，車載の増圧ポン

プにて送水する構造である。 

容量設定根拠で示している揚程は，増圧ポンプ（送水側）によるものであることか

ら，ここでは，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）付属の水中ポンプによって各取水場所

から取水し，増圧ポンプに送水できることを示す。 

各取水場所から増圧ポンプへの送水に必要となる揚程と水中ポンプの揚程との関

係を表 54-6-3に示す。 

表 54-6-3 に示すとおり，増圧ポンプへの必要給水圧力（増圧ポンプでキャビテー

ション発生を防止するために必要な圧力）及び取水ホースの圧力損失を考慮した場合

の水中ポンプの揚程は約 24.2m以上である。これに対し各取水場所からの取水に必要

となる揚程は 16.7m以下であることから，水中ポンプから増圧ポンプへの送水が可能

である。 

なお，水中ポンプには，フロートが設けられており，水中ポンプの吸込みは水面か

ら一定の水位に維持されることから運転必要最低水位が常に確保されるため，水中ポ

ンプにキャビテーションを発生させることなく，増圧ポンプへ送水可能である。 

 

表 54-6-3 各取水場所で必要となる吸込み揚程 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-6-4 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）配置図  

淡水貯水槽 569 11.7 35.4

取水口 1,200 5.2 25.0

海水ポンプ室 1,200 16.7 24.2

大容量送水
ポンプ

（タイプⅠ）

水中ポンプの吐出
圧力

　　　　　　②[m]

取水場所 最大取水量[m3/h]

水中ポンプ揚程

　（②-③-④）[m]

取水面と増圧ポン
プ吸込み口の高低
差
　　　　　　①[m]

増圧ポンプへの必
要給水圧力

　　　　　　③[m]

ホースの圧力損失

　　　　 　④[m]

海水 

（海水ポンプ室取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 15.2m 

O.P.約 15m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

淡水貯水槽 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 10.2m 

O.P.約 51.8m 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

O.P.約 62m 

海水 

（取水口取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

O.P.約 3.5m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

約 3.7m 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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名称 燃料プール冷却浄化系熱交換器 

容量 MW/個 2.29（注 1） （1.26（注 2）） 

個数 － 2 

機器仕様に関する注記 
注 1：要求値を示す 

注 2：公称値を示す 

【 設 定 根 拠 】 

燃料プール冷却浄化系熱交換器は，設計基準対象施設が有する使用済燃料プー

ルの冷却機能が喪失した場合においても，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユ

ニットから供給される冷却水を通水することにより，使用済燃料プールに保管さ

れている使用済燃料プール内燃料体等の崩壊熱を除去可能な設計とする。 

この場合，燃料プール冷却浄化系ポンプ 1台により燃料プール冷却浄化系熱交

換器 1基に冷却水を通水することで除熱を行う設計とする。 

 

1．容量の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する燃料プール冷却浄化系熱交換器の容量は，

平衡炉心の通常の燃料交換時，燃料プール閉鎖直後（原子炉停止後   ）に

使用済燃料プールに貯蔵された使用済燃料から発生する崩壊熱 2.29 MWを 2個

の熱交換器で除去可能な容量として，海水温度 26℃，使用済燃料プール水温度

52℃の場合において 1.26 MW/個とする。 

 

重大事故等対処設備として使用する燃料プール冷却浄化系熱交換器の容量

は，平衡炉心の通常の燃料交換時，原子炉停止後 57 日目に使用済燃料プール

に貯蔵された使用済燃料から発生する崩壊熱 1.5 MW を 1 個の熱交換器で除去

可能な容量として，海水温度 26℃，使用済燃料プール水温度 65℃，燃料プー

ル冷却浄化系熱交換器への通水流量が使用済燃料プール水側 160 m3/h，原子炉

補機代替冷却水側 180 m3/hの場合において，2.29 MW/個とする。 

原子炉停止後 57 日目の使用済燃料プール内燃料体の冷却期間及び発生熱量

を表 54-6-4に示す。 

 

公称値については，設計基準対象施設として要求される容量と同じ 1.26 MW/

個とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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表 54-6-4 原子炉停止後 57日目の使用済燃料の冷却期間及び発生熱量 

（14ヶ月運転，57日定検）   

取出燃料 

女川 2 号炉から発生分 女川 1 号炉から発生分 

冷却期間 
燃料数

[体] 

取出平均 

燃焼度 

[GWd/t] 

崩壊熱 

[MW] 
冷却期間 

燃料数 

[体] 

取出平均 

燃焼度

[GWd/t] 

崩壊熱

[MW] 

9 サイクル 

冷却燃料 
－    －    

8 サイクル 

冷却燃料 

8×(14 ヶ月+57 日) 

+57 日 
   －    

－    
5×(14 ヶ月+70 日) 

+42 ヶ月 
   

7 サイクル 

冷却燃料 

7×(14 ヶ月+57 日) 

+57 日 
   －    

－    
4×(14 ヶ月+70 日) 

+42 ヶ月 
   

6 サイクル 

冷却燃料 

6×(14 ヶ月+57 日) 

+57 日 
   －    

－    
3×(14 ヶ月+70 日) 

+42 ヶ月 
   

5 サイクル 

冷却燃料 

5×(14 ヶ月+57 日) 

+57 日 
   －    

－    
2×(14 ヶ月+70 日) 

+42 ヶ月 
   

4 サイクル 

冷却燃料 

4×(14 ヶ月+57 日) 

+57 日 
   －    

－    
1×(14 ヶ月+70 日) 

+42 ヶ月 
   

 

3 サイクル 

冷却燃料 

 

3×(14 ヶ月+57 日) 

+57 日 
   －    

－    42 ヶ月    

2 サイクル 

冷却燃料 

2×(14 ヶ月+57 日) 

+57 日 
   －    

1 サイクル 

冷却燃料 

1×(14 ヶ月+57 日) 

+57 日 
   －    

定期検査時 

取出燃料 
57 日    －    

小計 －    －    

崩壊熱 

合計 
崩壊熱：1.5 MW （燃料体数：      体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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名   称 熱交換器ユニット 

個数 － 3（うち予備 1） 

容量（設計熱交換量） MW/個 20.0 

最高使用圧力 MPa[gage] 淡水側 1.18 ／ 海水側 1.20 

最高使用温度 ℃ 淡水側 70 ／ 海水側 50 

伝熱面積 m2/個  

【設 定 根 拠】 

 熱交換器ユニットは，可搬型重大事故等対処設備として設置する。 

 

原子炉補機代替冷却水系に使用する熱交換器ユニットは，設計基準事故対処設

備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合においても，大

容量送水ポンプ（タイプⅠ）と組み合わせて使用することにより，炉心の著しい

損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するための設備並びに使用済燃料プール

を冷却するための設備として設置する。 

本系統は，海を最終ヒートシンクとして，熱交換器ユニット及び大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）により，残留熱除去系熱交換器及び燃料プール冷却浄化系熱交

換器を介し，原子炉補機冷却水系配管及び接続口を経由して発電用原子炉，原子

炉格納容器及び使用済燃料プールの除熱を行うことが可能な設計とする。 

 

熱交換器ユニットは，1セット1台で使用することから，保有数は2セットで2

台，故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップで1台

の合計で3台を確保する。 

熱交換器ユニット内には，熱交換器を3基設置し，必要な熱交換量を熱交換器

ユニット1台で確保可能な設計とする。 
 
1. 容量（設計熱交換量） 

熱交換器の容量は，原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系を運転する

場合として，有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」シ

ナリオにおいてサプレッションプール水の除熱効果が確認されている熱交換量

16.0 MW，又は原子炉補機代替冷却水系を用いた代替循環冷却系の運転を行う場

合として，有効性評価「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温

破損）（代替循環冷却系を使用する場合）」シナリオ及び有効性評価「高圧溶融物

放出／格納容器雰囲気直接加熱」シナリオにおいて除熱効果が確認されている熱

交換量 14.7 MWと同時に，重大事故等時における燃料プール冷却浄化系による使

用済燃料プールの除熱に必要な熱交換量 2.29 MWを除熱可能な容量として，20.0 

MWとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」シナリオにお

けるサプレッションプール水温の推移を図 56-6-5 に示す。原子炉補機代替冷却

水系による残留熱除去系の運転開始により，サプレッションプール水温が低下す

ることが確認されている。 

 
図 56-6-5 「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」における 

サプレッションプール水温の推移 

 

有効性評価「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）（代

替循環冷却系を使用する場合）」シナリオにおけるサプレッションプール水温の

推移を図 56-6-6に示す。代替循環冷却系による原子炉圧力容器への注水により，

サプレッションプール水温が低下することが確認されている。 

 

 
図 56-6-6 「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

（代替循環冷却系を使用する場合）」におけるサプレッションプール水温の推移 
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ンバへ間欠的に蒸気が放出されるため水温上昇 

原子炉手動減圧によりサプレッションチェンバ

へ連続的に蒸気が放出されるため水温上昇 

原子炉補機代替冷却水系による残留熱除去系の

運転開始により，水温が低下 

LOCA に伴う破断流の流入により水温が上昇 

代替循環冷却系(原子炉注水)による崩壊熱除去により水温低下 
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有効性評価「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」シナリオにおけるサ

プレッションプール水温の推移を図 56-6-7に示す。代替循環冷却系による原子

炉格納容器スプレイにより，サプレッションプール水温が低下することが確認さ

れている。 

 
図 56-6-7 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」における 

サプレッションプール水温の推移 

 

 

2. 最高使用圧力 

(1) 淡水側 

熱交換器ユニットの淡水側の最高使用圧力は，接続先である原子炉補機冷

却水系の最高使用圧力を考慮し，1.18MPa とする。 

(2) 海水側 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）のポンプ吐出圧力を考慮し，1.20MPa とす

る。 

 

3. 最高使用温度 

(1) 淡水側 

熱交換器の淡水側の最高使用温度は，熱交換器ユニットの接続先である原

子炉補機冷却水系配管の最高使用温度を考慮し，70℃とする。 

(2) 海水側 

熱交換器の海水側の最高使用温度は，熱交換後の海水温度を考慮し，50℃

とする。 
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4. 伝熱面積の設定根拠 

熱交換器ユニットに設置される熱交換器 3基の必要伝熱面積は，設計熱交換量

20 MWを満足するための性能計算で求められる     m2とする。 

必要伝熱面積は，設計熱交換量，総括伝熱係数及び高温側と低温側の温度差の

平均値である対数平均温度差を用いて下記のように求める。 

必要伝熱面積=
𝑄

𝑈𝑐×∆𝑇
=

20×106

    ×5.60
 

Q ： 設計熱交換量      ＝20.0 MW 

Uc  ： 総括伝熱係数      ＝     kW/(m2･K) 

⊿T： 対数平均温度差     ＝5.60 K 

（引用文献：「熱交換器設計ハンドブック」（昭和 49年）） 

 

以上より，必要伝熱面積は        m2となることから熱交換器ユニットの面積

は     m2とする。 

 

なお，設計基準事故対処設備である残留熱除去系，原子炉補機冷却水系及び原

子炉補機冷却海水系を使用した場合の残留熱除去系熱交換器における交換熱量

については，以下の条件において約 8.8 MWである。 

 

・管側（サプレッションプール水）流量   ：1,160 m3/h 

（残留熱除去系定格流量） 

・胴側（原子炉補機冷却水系）流量     ：    m3/h 

・管側（サプレッションプール水）入口温度 ：52 ℃ 

・海水温度                ：26 ℃ 

・（参考）原子炉補機冷却水系熱交換器伝熱面積：      m2 

 

上記で示した設計基準事故対処設備の交換熱量に対し，重大事故等対処設備で

ある原子炉補機代替冷却水系を使用した場合の残留熱除去系熱交換器における

交換熱量については，以下の条件において約 5.8 MWである。 

 

・管側（サプレッションプール水）流量   ：1,160 m3/h 

（残留熱除去系定格流量） 

・胴側（原子炉補機代替冷却水系）流量   ：    m3/h 

・管側（サプレッションプール水）入口温度 ：52 ℃ 

・海水温度                ：26 ℃ 

・（参考）熱交換器ユニット伝熱面積     ：    m2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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名     称 熱交換器ユニットのうち淡水ポンプ 

個数 － 1 

容量 m3/h/個 730（注 1），730（注 2） 

揚程 M 45（注 1），70（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 1.18 

最高使用温度 ℃ 70 

原動機出力 kW/個  

機器仕様に関する注記 
注 1：要求値を示す。 

注 2：規格値を示す。 

【設 定 根 拠】 

  原子炉補機代替冷却水系に使用する熱交換器ユニット内には，淡水ポンプを 1

台設置し必要な流量を確保可能な設計とする。 
 
1. 容量 

淡水ポンプの容量は，原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系を運転す

る場合として，有効性評価「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」

シナリオにおいて除熱効果が確認されている流量    m3/h，又は原子炉補機代替

冷却水系を用いた代替循環冷却系の運転を行う場合として，有効性評価「雰囲気

圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）（代替循環冷却系を使用

する場合）」シナリオ及び有効性評価「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加

熱」シナリオにおいて除熱効果が確認されている流量     m3/h と同時に，重大

事故等時における燃料プール冷却浄化系による使用済燃料プールの除熱に必要

な流量    m3/hを供給可能な容量として，730 m3/h/個とする。 
 
2. 揚程 

  淡水ポンプの揚程は，原子炉補機代替冷却水系が閉ループであることを考慮

し，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

 ＜熱交換器ユニット接続口   に接続する場合*1＞ 

熱交換器ユニット内圧力損失   約     m 

配管及び弁類の圧力損失     約     m 

ホース等の圧力損失       約     m 

合計              約 47 m 

*1：圧力損失が最も大きくなる敷設ルートにて評価。 
 

上記を踏まえ淡水ポンプの全揚程は 70 mとする。 
 
3. 最高使用圧力 

  淡水ポンプの最高使用圧力は，熱交換器ユニットの淡水側の最高使用圧力を考

慮し 1.18MPa[gage]とする。 
 
4. 最高使用温度 

  淡水ポンプの最高使用温度は，熱交換器ユニットの接続先である原子炉補機冷

却水系主配管の最高使用温度を考慮し，70℃とする。 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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5. 原動機出力 

淡水ポンプの原動機出力は，流量 730 m3/h時の軸動力を基に設定する。 

淡水ポンプの流量が 730 m3/h，全揚程が 70 m の時の必要軸動力は，以下のと

おりである。 

            P =
10−3×𝜌×𝑔×𝑄×𝐻

𝜂

100

 

             =
10−3×1,000×9.80665×

730

3,600
×70

100

 

             ≒      kW 

P  ： 必要軸動力(kW) 

ρ ： 流体密度(kg/m3)   ＝1,000 

g  ： 重力加速度(m/s2)  ＝9.80665 

Q  ： ポンプ容量(m3/s)  ＝730/3,600 

H  ： ポンプ揚程 (m)   ＝70 （図 54-6-8参照） 

η ： ポンプ効率 (%)   ＝    (図 54-6-8参照) 

 

（参考文献：日本工業規格「ターボポンプ用語」（JIS B 0131-2002）） 

以上より，必要軸動力を上回る原動機出力として      kW/個とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-6-8 淡水ポンプ性能曲線 

 

 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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使用済燃料プールの水位／温度（ヒートサーモ式） 

1．設置目的 

使用済燃料プールの水位及び温度について，使用済燃料プールに係る想定され

る重大事故等により変動する可能性のある範囲にわたり監視するため，使用済燃料

プール水位／温度（ヒートサーモ式）を設置する。 

 

 2．設備概要 

  使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）は，重大事故等対処設備の機能を有し

ており，使用済燃料プール底部付近（O.P.21680mm）から上方に 20箇所に設置した

液相及び気相の熱電対にて温度を起電力として検出する。ヒータ加熱開始前後の熱

電対の温度変化を確認することにより間接的に水位を監視することができ，検出し

た起電力は，使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）として中央制御室に指示し，

記録する。（図 54-6-9 「使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）の概略構成図」

参照） 

 
図 54-6-9 使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）の概略構成図 

 

  使用済燃料プール温度（ヒートサーモ式）は，重大事故等対処設備の機能を有し

ており，熱電対にて温度を起電力として検出する。検出した起電力は，使用済燃料

プール温度（ヒートサーモ式）として中央制御室に指示し，記録する。（図 54-6-10

「使用済燃料プール温度（ヒートサーモ式）の概略構成図」参照。） 

 

  

中央制御室
熱電対

（*2）

記 録

（*1）記録計
（*2）SPDS伝送装置

（*1）

指 示

設計基準対象施設

重大事故等対処設備

設計基準対象施設及び
重大事故等対処設備
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図 54-6-10 使用済燃料プール温度（ヒートサーモ式）の概略構成図 

 

3．計測範囲 

使用済燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式）の仕様を表 54-6-5に，計測範

囲を表 54-6-6に示す。 

 

表 54-6-5 使用済燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式）の仕様 
名 称 種 類 計 測 範 囲 個 数 取付箇所 

使用済燃料プール水位／

温度（ヒートサーモ式） 
熱電対 

-4,240～7,010mm*1 

（O.P.21680～

O.P.32930mm）*2 

1 

(検出点 21箇所) 
原子炉建屋 

0～150℃ 

*1：計測範囲の零は，燃料ラック上端（O.P.25920mm） 

*2：O.P.（女川原子力発電所工事用基準面）=T.M.S.L.（東京湾平均海面）-0.74m 

 

  

中央制御室
熱電対

（*2）

記 録

（*1）記録計
（*2）SPDS伝送装置

（*1）

指 示

設計基準対象施設

重大事故等対処設備

設計基準対象施設及び
重大事故等対処設備

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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表 54-6-6 使用済燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式）の計測範囲 

名 称 計測範囲 

発電用原子炉の状態＊1と予想変動範囲 
計測範囲の設定に関

する考え方 通常運転時 

設計基準事故時 

(運転時の異常な過

渡変化時を含む) 

重大事故等時 

使用済燃料プール

水位／温度（ヒー

トサーモ式） 

-4,240～7,010mm*2 

（O.P.21680～

O.P.32930mm）*3 

O.P.32895mm*2 － 
NWL から-0.9m 

(O.P.31995mm) 

重大事故等時におい

て，変動する可能性

のある使用済燃料プ

ールの上部から底部

近傍の範囲で使用済

燃料プールの水位を

監視可能。 

0～150℃ 52℃以下 － 最大値：100℃ 

重大事故等時におい

て，変動する可能性

のある範囲にわたり

使用済燃料プールの

温度を監視可能。 

*1：発電用原子炉の状態の定義は，以下のとおり。 

 ・通常運転時：計画的に行われる起動，出力運転，高温停止，冷温停止，燃料取替等の発電用原子炉施設の運転であって，

その運転状態が所定の制限内にあるもの。通常運転時に想定される設計値を記載。 

 ・運転時の異常な過渡変化時：発電用原子炉施設の寿命期間中に予想される機器の単一故障若しくは誤動作又は運転員の単

一の誤操作，及びこれらと類似の頻度で発生すると予想される外乱によって生ずる異常な状態。運転時の異常な過渡変化

時に想定される設計値を記載。 

 ・設計基準事故時：「運転時の異常な過渡変化」を超える異常な状態であって，発生する頻度は稀であるが，発電用原子炉施

設の安全設計の観点から想定されるもの。設計基準事故時に想定される設計値を記載。 

 ・重大事故等時：発電用原子炉施設の安全設計の観点から想定される事故を超える事故の発生により，発電用原子炉の炉心

の著しい損傷が発生するおそれがある状態又は炉心の著しい損傷が発生した状態。重大事故等時に想定される設計値を記

載。 

*2：計測範囲の零は，燃料ラック上端（O.P.25920mm） 

*3： O.P. （女川原子力発電所工事用基準面）=T.M.S.L.（東京湾平均海面）-0.74m 
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使用済燃料プールの水位／温度（ガイドパルス式） 

1．設置目的 

使用済燃料プール水位及び温度について，使用済燃料プールに係る想定される重

大事故等により変動する可能性のある範囲にわたり監視するため，使用済燃料プー

ル水位／温度（ガイドパルス式）を設置する。 

 

2．設備概要 

使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）は，設計基準対象施設及び重大事故等

対処設備の機能を有しており，ガイドパルス式検出器にて水位を気相／液相界面か

らの反射パルス信号を検出するまでの時間を電流信号として検出する。検出した電

流信号は，演算装置にて水位信号へ変更する処理を行った後，使用済燃料プール水

位（ガイドパルス式）として中央制御室に指示し，記録する。（図 54-6-11「使用

済燃料プール水位（ガイドパルス式））の概略構成図」参照。） 

 
図 54-6-11 使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）の概略構成図 

 

使用済燃料プール温度（ガイドパルス式）は，設計基準対象施設及び重大事故等

対処設備の機能を有しており，測温抵抗体にて温度を抵抗値として検出する。検出

した抵抗値は，演算装置にて変換した後，使用済燃料プール温度（ガイドパルス式）

として中央制御室に指示し，記録する。（図 54-6-12「使用済燃料プール温度（ガ

イドパルス式）の概略構成図」参照。） 

 

 

 

 

中央制御室
ガイドパルス式
水位検出器

演 算 装 置 指 示

（*2）

記 録

警 報

（*1）記録計
（*2）SPDS伝送装置

（*1）

指 示

設計基準対象施設

重大事故等対処設備

設計基準対象施設及び
重大事故等対処設備
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図 54-6-12 使用済燃料プール温度（ガイドパルス式）の概略構成図 

 

  

中央制御室
測温抵抗体

（*2）

記 録

警 報

（*1）記録計
（*2）SPDS伝送装置

設計基準対象施設

重大事故等対処設備

設計基準対象施設及び
重大事故等対処設備

演 算 装 置

（*1）

指 示
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3．計測範囲 

 使用済燃料プール水位／温度（ガイドパルス式）の仕様を表 54-6-7 に，計測範

囲を表 54-6-8に示す。 

 

表 54-6-7 使用済燃料プール水位／水温（ガイドパルス式）の仕様 
名 称 種 類 計 測 範 囲 個 数 取付箇所 

使用済燃料プール水位／

温度（ガイドパルス式） 

ガイドパルス式 

検出器 

-4,300～7,300mm*1 

（O.P.21620～

O.P.33220mm）*2 

1 

原子炉建屋 

測温抵抗体 0～120℃ 2 

*1：計測範囲の零は，燃料ラック上端（O.P.25920mm） 

*2： O.P. （女川原子力発電所工事用基準面）=T.M.S.L.（東京湾平均海面）-0.74m 

 

表 54-6-8 使用済燃料プール水位／温度（ガイドパルス式）の計測範囲 

名 称 計測範囲 

発電用原子炉の状態＊1と予想変動範囲 
計測範囲の設定に関

する考え方 通常運転時 

設計基準事故時 

(運転時の異常な過

渡変化時を含む) 

重大事故等時 

使用済燃料プール

水位／温度（ガイ

ドパルス式） 

-4,300～7,300mm*2 

(O.P.21620～

O.P.33220mm)*3 

O.P.32895mm*3 O.P.32895mm*3 
NWL から-0.9m 

(O.P.31995mm)*3 

重大事故等時におい

て，変動する可能性

のある使用済燃料プ

ールの上部から底部

近傍の範囲で使用済

燃料プールの水位を

監視可能。 

0～120℃ 52℃以下 最大値：66℃ 最大値：100℃ 

重大事故等時におい

て，変動する可能性

のある範囲にわたり

使用済燃料プールの

温度を監視可能。 

*1：発電用原子炉の状態の定義は，以下のとおり。 

 ・通常運転時：計画的に行われる起動，出力運転，高温停止，冷温停止，燃料取替等の発電用原子炉施設の運転であって，

その運転状態が所定の制限内にあるもの。通常運転時に想定される設計値を記載。 

 ・運転時の異常な過渡変化時：発電用原子炉施設の寿命期間中に予想される機器の単一故障若しくは誤動作又は運転員の単

一の誤操作，及びこれらと類似の頻度で発生すると予想される外乱によって生ずる異常な状態。運転時の異常な過渡変化

時に想定される設計値を記載。 

 ・設計基準事故時：「運転時の異常な過渡変化」を超える異常な状態であって，発生する頻度は稀であるが，発電用原子炉施

設の安全設計の観点から想定されるもの。設計基準事故時に想定される設計値を記載。 

 ・重大事故等時：発電用原子炉施設の安全設計の観点から想定される事故を超える事故の発生により，発電用原子炉の炉心

の著しい損傷が発生するおそれがある状態又は炉心の著しい損傷が発生した状態。重大事故等時に想定される設計値を記

載。 

*2：計測範囲の零は，燃料ラック上端（O.P.25920mm） 

*3：O.P.（女川原子力発電所工事用基準面）=T.M.S.L.（東京湾平均海面）-0.74m 

 
 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量） 

1．設置目的 

使用済燃料プール上部の放射線量率について，使用済燃料プールに係る重大事故

等により変動する可能性のある範囲にわたり監視するため，使用済燃料プール上部

空間放射線モニタ（高線量，低線量）を設置する。 

なお，重大事故等時において，より広範囲の計測を可能とするため，高線量と低

線量の放射線モニタを設置する。 

 

2．設備概要 

使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量）は，重大事故等対処

設備の機能を有しており，電離箱にて放射線量率を電流信号として検出する。検出

した電流信号は，前置増幅器で増幅され，演算装置にて放射線量率信号に変換する

処理を行った後，放射線量率として中央制御室に指示し，記録する。（図 54-6-13

「使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量）の概略構成図」参照。） 

 
図 54-6-13 使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量）の概略構成図 

 

3．計測範囲 

使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量）の仕様を表 54-6-9に，

計測範囲を表 54-6-10 に示す。 

 

  

中央制御室

演 算 装 置

（*2）

記 録

（*1）記録計
（*2）SPDS伝送装置

前置増幅器

（*1）

指 示

設計基準対象施設

重大事故等対処設備

設計基準対象施設及び
重大事故等対処設備

電離箱
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表 54-6-9 使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量）の仕様 
名 称 種 類 計 測 範 囲 個 数 取付箇所 

使用済燃料プール上部

空間放射線モニタ 

（高線量） 

電離箱 101～108mSv/h 1 原子炉建屋 

使用済燃料プール上部

空間放射線モニタ 

（低線量） 

電離箱 10-2～105mSv/h 1 原子炉建屋 

 

表 54-6-10 使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量）の計測範囲 

名 称 計測範囲 

発電用原子炉の状態＊1と予想変動範囲 
計測範囲の設定に関

する考え方 通常運転時 

設計基準事故時 

(運転時の異常な過

渡変化時を含む) 

重大事故等時 

使用済燃料プール

上部空間放射線モ

ニタ 

（高線量，低線量） 

101～108mSv/h 

バックグラウ

ンドレベル 
－ 8.9×10-1mSv/h 

重大事故等時におい

て，変動する可能性

のある範囲（5.4×

10-2～107mSv/h）にわ

たり放射線量率を監

視可能。 

10-2～105mSv/h 

*1：発電用原子炉の状態の定義は，以下のとおり。 

 ・通常運転時：計画的に行われる起動，出力運転，高温停止，冷温停止，燃料取替等の発電用原子炉施設の運転であって，

その運転状態が所定の制限内にあるもの。通常運転時に想定される設計値を記載。 

 ・運転時の異常な過渡変化時：発電用原子炉施設の寿命期間中に予想される機器の単一故障若しくは誤動作又は運転員の単

一の誤操作，及びこれらと類似の頻度で発生すると予想される外乱によって生ずる異常な状態。運転時の異常な過渡変化

時に想定される設計値を記載。 

 ・設計基準事故時：「運転時の異常な過渡変化」を超える異常な状態であって，発生する頻度は稀であるが，発電用原子炉施

設の安全設計の観点から想定されるもの。設計基準事故時に想定される設計値を記載。 

・重大事故等時：発電用原子炉施設の安全設計の観点から想定される事故を超える事故の発生により，発電用原子炉の炉心の

著しい損傷が発生するおそれがある状態又は炉心の著しい損傷が発生した状態。重大事故等時に想定される設計値を記載。 
 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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接続図 
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54-7-1 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-7-1 燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型） 

及び燃料プールスプレイ系 接続図 

（淡水貯水槽からルート１を経由して原子炉建屋までの接続）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

715



54-7-2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-7-2 燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型） 

及び燃料プールスプレイ系 接続図 

（淡水貯水槽からルート 2を経由して原子炉建屋までの接続）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-7-3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-7-3 燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型） 

及び燃料プールスプレイ系 接続図 

（原子炉建屋     ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-7-4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-7-4 燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型） 

及び燃料プールスプレイ系 接続図 

（原子炉建屋     ）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 54-7-5 原子炉補機代替冷却水系 接続図 

（2号炉海水ポンプ室から熱交換器ユニット接続口までの接続）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 54-7-6 原子炉補機代替冷却水系 接続図 

（2号炉取水口から熱交換器ユニット接続口までの接続（海側））  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 54-7-7 原子炉補機代替冷却水系 接続図 

（ 2号炉取水口から熱交換器ユニット接続口までの接続（山側））  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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保管場所図 
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54-8-1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-8-1 保管場所図（位置的分散（原子炉建屋からの離隔距離））  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-8-2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-8-2 保管場所図（位置的分散（保管エリアの離隔距離））  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 54-8-3 保管場所図（屋外機器配置）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-8-4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-8-4 保管場所図（原子炉建屋     機器配置）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-8-5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-8-5 保管場所図（原子炉建屋      機器配置）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-8-6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-8-6 保管場所図（原子炉建屋     機器配置） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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アクセスルート図 
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54-9-1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-9-1 保管場所及びアクセスルート図  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-9-2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-9-2 地震時のアクセスルート  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-9-3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-9-3 津波時のアクセスルート  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-9-4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-9-4 可燃物施設損壊時のアクセスルート  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-9-5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-9-5 屋内アクセスルート（1/3）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-9-6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-9-6 屋内アクセスルート（2/3）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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54-9-7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 54-9-7 屋内アクセスルート（3/3）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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その他使用済燃料プールの冷却等のための設備について 
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使用済燃料プールの冷却等のための自主対策設備として，以下を整備する。 

 

1．ろ過水ポンプによる使用済燃料プールへの注水 

使用済燃料プールの冷却等のための自主対策設備として，ろ過水ポンプによる

使用済燃料プールへの注水手段を整備する。 

ろ過水ポンプによる使用済燃料プールへの注水手段は，ろ過水ポンプを用い，

ろ過水タンクを水源として，補給水系，残留熱除去系及び燃料プール冷却浄化系

の配管を通じて使用済燃料プールへ注水する。 

 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① T/B緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

② R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ FW系連絡第一弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ FW系連絡第二弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ 
RHR ヘッドスプレイライ
ン洗浄流量調整弁 

全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑦ RHR A系 FPC供給連絡弁 全閉→全開 手動操作 原子炉建屋 
（原子炉建屋原子炉棟内） 

 

⑧ FPC RHR戻り連絡弁 全閉→全開 手動操作 原子炉建屋 
（原子炉建屋原子炉棟内） 

 

⑨ ろ過水ポンプ 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室  

 
図 54-10-1 ろ過水ポンプによる使用済燃料プールへの注水 

残留熱除去系(A)系を経由して注水する場合  
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① T/B緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

② R/B B1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

③ R/B 1F緊急時隔離弁 全開→全閉 スイッチ操作 中央制御室  

④ FW系連絡第一弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑤ FW系連絡第二弁 全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室  

⑥ 
RHR B系格納容器冷却 
ライン洗浄流量調整弁 

全閉→全開 スイッチ操作 中央制御室 
 

⑦ RHR B系 FPC供給連絡弁 全閉→全開 手動操作 原子炉建屋 
（原子炉建屋原子炉棟内） 

 

⑧ FPC RHR戻り連絡弁 全閉→全開 手動操作 原子炉建屋 
（原子炉建屋原子炉棟内） 

 

⑨ ろ過水ポンプ 停止→起動 スイッチ操作 中央制御室  

 

図 54-10-2 ろ過水ポンプによる使用済燃料プールへの注水 

残留熱除去系(B)系を経由して注水する場合  
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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3．燃料プールスプレイ系（常設配管）による使用済燃料プールへのスプレイ 

使用済燃料プールの冷却等のための自主対策設備として，燃料プールスプレイ

系（常設配管）による使用済燃料プールへのスプレイ手段を整備する。 

燃料プールスプレイ系（常設配管）による使用済燃料プールへのスプレイ手段

は，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）を用い，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又

は淡水貯水槽（No.2））又は海を水源として，燃料プールスプレイ系（常設配管）

の配管を通じて使用済燃料プールへスプレイする。 

 

No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外  

② 
原子炉建屋北側燃料プール 

スプレイ元弁 
全閉→全開 手動操作 屋外  

③ 
燃料プール注水・スプレイ（常設

配管）弁 
全閉→調整開 手動操作 屋外 

 

④ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外  

 

 

図 54-10-3 燃料プールスプレイ系（常設配管）系統概略図 

燃料プールスプレイ接続口   を経由してスプレイする場合  
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MO MO
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燃
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燃料プール冷却浄化系熱交換器（Ｂ）

MO
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海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

① ④

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ*2

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

③
燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）*2へ*1

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ*1

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

*1：同時使用は考慮しない
*2：自主対策設備
*3：海を水源とした補給は行わない

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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No 機器名称 状態の変化 操作方法 操作場所 備考 

① ホース ホース接続 手動操作 屋外  

② 
原子炉建屋東側燃料プール 

スプレイ元弁 
全閉→全開 手動操作 屋外 

 

③ 
燃料プール注水・スプレイ（常設

配管）弁 
全閉→調整開 手動操作 屋外 

 

④ 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 停止→起動 スイッチ操作 屋外  

 

図 54-10-4 燃料プールスプレイ系（常設配管）系統概略図 

燃料プールスプレイ接続口   を経由してスプレイする場合  

原子炉ウェル 使用済燃料プール
スキマ
サージ
タンク

原子炉建屋

サプレッションチェンバ

ドライウェル

残留熱除去系ポンプ（Ｂ） 残留熱除去系ポンプ（Ａ）
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系
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原子炉圧力容器／原子炉格納容器へ 原子炉圧力容器／原子炉格納容器へ
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ー
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却
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ろ
過

脱
塩
装
置

残留熱除去系（Ｃ）へ

低圧炉心スプレイ系へ

高圧炉心スプレイ系へ

原子炉隔離時冷却系へ

MO

復水貯蔵

タンク
接続口

復水貯蔵タンク
接続マンホール

常設スプレイ
ノズル

②

凡例

：常設配管

：ホース

赤線 ：燃料プールスプレイ接続口 を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合

：重大事故等時に操作する弁
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燃料プール冷却浄化系熱交換器（Ｂ）
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海

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

① ④

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

低圧代替注水系（可搬型）／原子炉
格納容器下部注水系（可搬型）へ

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系へ

復水貯蔵タンクへ

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）へ*2

原子炉格納容器フィルタベント系
フィルタ装置へ*3

③
燃料プール代替注水系（常設配管）又は
燃料プールスプレイ系（常設配管）*2へ*1

燃料プール代替注水系（可搬型）
又は燃料プールスプレイ系へ*1

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

*1：同時使用は考慮しない
*2：自主対策設備
*3：海を水源とした補給は行わない

燃料プール
スプレイ
接続口

燃料プール
スプレイ
接続口

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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使用済燃料プール監視設備 
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1．使用済燃料プール監視設備について 

使用済燃料プールの水位，温度及び使用済燃料プール上部の放射線量率を監視

する検出器の計測結果の指示又は表示及び記録する計測装置を設置する。使用済

燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式），使用済燃料プール水位／温度（ガイ

ドパルス式）及び使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量）は，

重大事故等により変動する可能性のある範囲にわたり監視することを目的として

設置する。 

また，使用済燃料プール監視カメラは，重大事故等時の使用済燃料プールの状

態を監視するために設置する。 

なお，全交流動力電源が喪失した場合でも，代替電源設備からの給電が可能な

設計とし，中央制御室で監視可能な設計とする。 

 

2．設備概要について 

2.1 使用済燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式） 

(1)水位計測について 

使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）は，重大事故等対処設備の機能を

有しており，使用済燃料プール底部付近（O.P.21680mm）から上方に20箇所に設

置した液相及び気相の熱電対にて温度を起電力として検出する。ヒータ加熱開

始前後の熱電対の温度変化を確認することにより間接的に水位を監視すること

ができ，検出した起電力は，使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）として

中央制御室に指示し，記録する。（図54-11-1「使用済燃料プール水位（ヒート

サーモ式）の概略構成図」参照。） 

 

図54-11-1 使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）の概略構成図 

 

 

 

中央制御室
熱電対

（*2）

記 録

（*1）記録計
（*2）SPDS伝送装置

（*1）

指 示

設計基準対象施設

重大事故等対処設備

設計基準対象施設及び
重大事故等対処設備
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（設備仕様） 

  計測範囲：O.P.21680 mm～O.P.32730 mm（液相） 

       O.P.32930 mm（気相） 

  個  数：1個（検出点20箇所） 

  設置場所：原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内） 

 

使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）は，第54条第1項で要求される想定

事故（第37条解釈3-1(a)想定事故1（冷却機能又は注水機能喪失により水温が上

昇し，蒸発により水位が低下する事故）及び(b)想定事故2（サイフォン現象等

により使用済燃料プール水の小規模な喪失が発生し水位が低下する事故））及

び第54条第2項で要求される使用済燃料プールからの大量の水の漏えいその他

要因により当該使用済燃料プールの水位が異常に低下する事故を考慮し，使用

済燃料プール底部付近（ O.P.21680mm）から使用済燃料プール上端付近

（O.P.32930mm）を計測範囲とする。 

（図54-11-3「使用済燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式）の計測範囲」参

照。） 

 

(2)温度計測について 

使用済燃料プール温度（ヒートサーモ式）は，重大事故等対処設備の機能を

有しており，熱電対にて温度を起電力として検出する。検出した起電力は，使

用済燃料プール温度（ヒートサーモ式）として中央制御室に指示し，記録する。

（図54-11-2「使用済燃料プール温度（ヒートサーモ式）の概略構成図」参照。） 

 

図54-11-2 使用済燃料プール温度（ヒートサーモ式）の概略構成図 

  

中央制御室
熱電対

（*2）

記 録

（*1）記録計
（*2）SPDS伝送装置

（*1）

指 示

設計基準対象施設

重大事故等対処設備

設計基準対象施設及び
重大事故等対処設備

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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（設備仕様） 

計測範囲：0～150℃ 

 個  数：1個（検出点21箇所） 

 設置場所：原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内） 

 

 使用済燃料プール温度（ヒートサーモ式）は，第54条第1項で要求される想定

事故は第37条解釈3-1(a)想定事故1（冷却機能又は注水機能喪失により水温が上

昇し，蒸発により水位が低下する事故）及び(b)想定事故2（サイフォン現象等

により使用済燃料プール水の小規模な喪失が発生し水位が低下する事故）であ

り，水位が低下した場合の最低水位（有効性評価：使用済燃料プール冷却浄化

系配管が破断した場合の水位（O.P.31995mm））においても温度計測可能な設置

場所とする。また，第54条第2項で要求される使用済燃料プールからの大量の水

の漏えいその他要因により当該使用済燃料プールの水位が異常に低下する事故

においても温度計測可能な設置場所とする。 

（図54-11-3「使用済燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式）の計測範囲」参

照。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図54-11-3 使用済燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式）の計測範囲 

 

  

使用済燃料
貯蔵ラック

計
測
範
囲

O.P. 25920（使用済燃料貯蔵ラック上端）

O.P. 21680（計測下限）

O.P. 32895（通常水位）
O.P. 32930（計測上限）

O.P. 31995（想定事故1,2における最低水位）

水位検出器
（ヒートサーモ式）

O.P. 21380（底部）

O.P. 32545（サイフォンブレーク孔）

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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2.2 使用済燃料プール水位／温度（ガイドパルス式） 

(1)水位計測について 

使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）は，設計基準対象施設及び重大事

故等対処設備の機能を有しており，ガイドパルス式検出器にて水位を気相／液

相界面からの反射パルス信号を検出するまでの時間を電流信号として検出する。

検出した電流信号は，演算装置にて水位信号へ変更する処理を行った後，使用

済燃料プール水位（ガイドパルス式）として中央制御室に指示し，記録する。

（図 54-11-4「使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）の概略構成図」参照。） 

 

図54-11-4 使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）の概略構成図 
 

（設計仕様） 

 計測範囲 ：O.P.21620 mm～O.P.33220 mm 

 個  数 ：1個  

 設置場所 ：原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内） 

 

使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）は，第54条第1項で要求される想定

事故（第37条解釈3-1(a)想定事故1（冷却機能又は注水機能喪失により水温が上

昇し，蒸発による水位が低下する事故）及び(b)想定事故2（サイフォン現象等

により使用済燃料プール水の小規模な喪失が発生し水位が低下する事故））及

び第54条第2項で要求される使用済燃料プールからの大量の水の漏えいその他

要因により当該使用済燃料プールの水位が異常に低下する事故を考慮し，使用

済燃料プール底部付近（ O.P.21620mm）から使用済燃料プール上端付近

（O.P.33220mm）を計測範囲とする。（図54-11-6「使用済燃料プール水位／温

度（ガイドパルス式）の計測範囲」参照。） 

中央制御室
ガイドパルス式
水位検出器

演 算 装 置 指 示

（*2）

記 録

警 報

（*1）記録計
（*2）SPDS伝送装置

（*1）

指 示

設計基準対象施設

重大事故等対処設備

設計基準対象施設及び
重大事故等対処設備

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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 (2)温度計測について 

使用済燃料プール温度（ガイドパルス式）は，設計基準対象施設及び重大事

故等対処設備の機能を有しており，測温抵抗体にて温度を抵抗値として検出す

る。検出した抵抗値は，演算装置にて変換した後，使用済燃料プール温度（ガ

イドパルス式）として中央制御室に指示し，記録する。（図54-11-5「使用済燃

料プール温度（ガイドパルス式）の概略構成図」参照。） 

 
図54-11-5 使用済燃料プール温度（ガイドパルス式）の概略構成図 

 

（設備仕様） 

 計測範囲 ：0～120℃ 

 個  数 ：2 

 設置場所 ：原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内） 

 

 使用済燃料プール温度（ガイドパルス式）は，第54条第1項で要求される想定

事故は第37条解釈3-1(a)想定事故1（冷却機能又は注水機能喪失により水温が上

昇し，蒸発により水位が低下する事故）及び(b)想定事故2（サイフォン現象等

により使用済燃料プール水の小規模な喪失が発生し水位が低下する事故）であ

り，水位が低下した場合の最低水位（有効性評価：使用済燃料プール冷却浄化

系配管が破断した場合の水位（O.P.31995mm））においても温度計測可能な設置

場所とする。また，第54条第2項で要求される使用済燃料プールからの大量の水

の漏えいその他要因により当該使用済燃料プールの水位が異常に低下する事故

においても温度計測可能な設置場所とする。（図54-11-6「使用済燃料プール水

位／温度（ガイドパルス式）計測範囲」参照。） 

中央制御室
測温抵抗体

（*2）

記 録

警 報

（*1）記録計
（*2）SPDS伝送装置

設計基準対象施設

重大事故等対処設備

設計基準対象施設及び
重大事故等対処設備

演 算 装 置

（*1）

指 示

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 54-11-6 使用済燃料プール水位／温度（ガイドパルス式）計測範囲 

  

使用済燃料
貯蔵ラック

水位検出器
（ガイドパルス式）

パルス 反射パルス

計
測
範
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O.P.25920（使用済燃料貯蔵ラック上端）

O.P.21620（計測下限）

O.P.32895（通常水位）

O.P.33220（計測上限）

O.P.31995（想定事故1,2における最低水位）

O.P.21380（底部）

O.P.32545（サイフォンブレーク孔）

O.P.29935（温度検出点）

O.P.22925 （温度検出点）
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2.3 使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量） 

 使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量）は，重大事故等対処

設備の機能を有しており，電離箱にて放射線量率を電流信号として検出する。検出

した電流信号は，前置増幅器で増幅され，演算装置にて放射線量率信号に変換する

処理を行った後，放射線量率として中央制御室に指示し，記録する。 

 なお，重大事故等時において，より広範囲の計測を可能とするため，高線量と低

線量の放射線モニタを設置する。（図 54-11-7「使用済燃料プール上部空間放射線

モニタ（高線量，低線量）の概略構成図」参照。） 

 

図 54-11-7 使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量）の 

概略構成図 

 

 

（設備仕様） 

 （高線量） 

  計測範囲 ：101～108mSv/h 

  個  数 ：1 個 

  設置場所 ：原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内） 

 （低線量） 

  設置場所 ：10-2～105mSv/h 

  個  数 ：1 個 

  設置場所 ：原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内） 
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電離箱

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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 使用済燃料プール上部空間放射線モニタの計測範囲は，作業従事者に対する放射

線防護の観点より，原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内）における線量当

量率限度を考慮した設計とする。原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内）に

おける遮蔽設計区分は，遮蔽区分 C（C<0.05mSv/h）となり，これらを考慮した計測

範囲とする。 

 計測範囲の下限値は，上記設計区分 Cの上限線量当量率を計測可能な範囲

（10-2mSv/h≦計測範囲）とする。計測範囲の上限値は，遮蔽区分 C（C<0.05mSv/h）

が計測可能な計測範囲であること，かつ，重大事故等時に使用済燃料プール水位の

異常な低下が発生し，使用済燃料が露出した場合に想定される最大線量率を計測可

能な範囲（～108mSv/h）とする。 

（図 54-11-8「水位と放射線量率の関係」参照。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-11-8 水位と放射線量率の関係 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

750



54-11-9 

2.4 使用済燃料プール監視カメラ 

 (1)使用済燃料プール監視カメラ 

使用済燃料プール監視カメラは，重大事故等対処設備の機能を有しており，

使用済燃料プールの状態が確認可能なよう高所に設置し，燃料貯蔵設備に係る

重大事故等時において，使用済燃料プールの状態を監視する。また，照明がな

い場合や蒸気雰囲気下においても，可視光カメラに付属している専用照明及び

霧除去機能により，使用済燃料プールの状態が監視可能である。使用済燃料プ

ール監視カメラの映像信号は，制御ユニットを経由して中央制御室に表示する。 

なお，使用済燃料プール監視カメラは，可視光カメラと冷却装置が一体構造

になっており，燃料貯蔵設備に係る重大事故等時の高温下においても，冷却装

置により可視光カメラを冷却可能なため，監視可能である。 

（図 54-11-9「使用済燃料プール監視カメラの概略構成図」参照。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-11-9 使用済燃料プール監視カメラの概略構成図 

 

（設備仕様） 

  個  数 ：1個 

  設置場所 ：原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内） 

  

使用済燃料プール監視カメラの監視範囲は図 54-11-10「使用済燃料プール監

視カメラの視野概略図」参照。 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

制御
ユニット

表示
（監視モニタ）

表示
（監視モニタ）

中央制御室

緊急時対策所

可視光カメラ

本設備は全て重大事故等対処設備
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図 54-11-10 使用済燃料プール監視カメラの視野概略図 

 

(2)使用済燃料プール監視カメラの監視性確認について 

 使用済燃料プールの重大事故等時において，使用済燃料プール監視カメラが

設置される原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内）の環境が低照度（照

明なし）及び蒸気雰囲気下となることが想定されることから，そのような環境

条件を模擬した試験を実施している。 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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 低照度環境下の試験では，専用の照明を用いることにより，監視対象物が視

認可能であったことから，低照度環境下でも専用の照明により状態の監視が可

能である。 

蒸気雰囲気下（低照度，霧発生装置による濃霧環境下）において，霧除去機

能の有効性を確認した結果，霧除去機能がない場合では，蒸気によるレンズの

曇りによって，状態の把握が困難であるが，霧除去機能により，監視対象物を

視認可能であったことから，蒸気雰囲気下でも霧除去機能付きの可視光カメラ

により状態の監視が可能である。 

また，使用済燃料プール監視カメラは，耐環境性向上のため使用済燃料プー

ル監視カメラと一体の冷却装置により冷却を行うものであるが，使用済燃料プ

ール監視カメラが設置される原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内）の

重大事故等時における温度は 100℃と想定されることから，温度差により結露の

発生が考えられる。しかしながら，カメラ内部は，真空断熱構造となっており，

結露が発生しにくい設計であり，また，カメラ外面のガラス窓には，親水性加

工を施すことにより，ガラス表面で水滴を形成させない設計であることから，

高温状況下においても状態の監視が可能である。 

（図 54-11-11「使用済燃料プール監視カメラの構造」及び図 54-11-12「霧除

去機能付きの可視光カメラの状態監視」参照。） 

 

なお，監視性確認試験と実際の設置においては，使用済燃料プール監視カメ

ラから監視対象物までの距離が相違（試験時：約 5m，設置時：約 16m）してお

り，試験結果の適用に当たっては，専用照明の照度，カメラと監視対象物の間

の蒸気層の厚さの影響が考えられる。 

専用照明の照度については，監視性確認試験において専用照明の照度を調整

することで，実際の設置時の監視対象物までの距離による減衰を模擬しており，

影響はない。また，蒸気層の厚さについては，重大事故等時における蒸気層の

厚さを想定することは困難であるが，霧除去機能は，撮影した映像を制御ユニ

ットにて鮮明化し，霧を除去するものであることから，ある程度の照度があれ

ば映像を鮮明化することが可能である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 54-11-11 使用済燃料プール監視カメラの構造 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

754



54-11-13 

試験機材の配置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 被写体（室内照明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 低照度環境下（専用照明 ON時，OFF時） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-11-12 霧除去機能付きの可視光カメラの状態監視（1/2） 

 

 

 

専用照明 OFF 専用照明 ON 

水槽
加湿器

（蒸気を模擬）

カメラ専用照明

カメラ
（レンズを親水性加工）
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③ 蒸気環境下（専用照明） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 結露対策（蒸気環境下，室内照明，霧除去機能 ON） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-11-12 霧除去機能付きの可視光カメラの状態監視（2/2） 

 

  

霧除去機能 OFF 霧除去機能 ON 

親水性加工なし 親水性加工あり 
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3．大量の水の漏えいその他要因により当該使用済燃料プールの水位が異常に低下し

た場合の監視設備について 

 

使用済燃料プールからの大量の水の漏えいその他の要因により当該使用済燃料

プールの水位が異常に低下する事象においては，使用済燃料プールの水位，温度

及び放射線量率による監視を継続し，水位監視を主としながら必要に応じて，使

用済燃料プール監視カメラにより使用済燃料プールの状態を監視する。 

 

・使用済燃料プール水位の異常な低下事象時における水位監視については，使用

済燃料プール底部までの水位低下傾向を把握するため，使用済燃料プール水位

（ヒートサーモ式）及び使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）を設置する。 

・使用済燃料プール水位の異常な低下事象時における放射線量率については，使

用済燃料プール周辺の放射線量の上昇や使用済燃料プール水の蒸発による環境

状態の悪化を想定した，使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低

線量）にて放射線量率を計測する。 

 

 【水位監視】 

  使用済燃料プールの燃料貯蔵設備に係る重大事故等により変動する可能性の

ある範囲にわたり水位監視を行う。 

 

 【温度監視】 

  水位監視を主として，使用済燃料プール温度（ヒートサーモ式）及び使用済

燃料プール温度（ガイドパルス式）にて温度監視を行う（温度は沸騰による蒸

発状態では，使用済燃料プール水の温度変化がないことから，必要に応じて監

視する。）。 

 

 【放射線量率監視】 

  使用済燃料プール周辺の放射線量率を把握するために線量率監視を行う。 

 

 

  使用済燃料プールの水位が異常に低下した場合の監視設備については，図

54-11-13「使用済燃料プールの水位が異常に低下した場合の監視設備概略図」

に示す。 
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図 54-11-13 使用済燃料プールの水位が異常に低下した場合の監視設備概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

O.P.25920
（使用済燃料貯蔵ラック上端）

O.P.21620

O.P.32895（通常水位）

O.P.31995
（想定事故1,2における最低水位）

①：使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）
②：使用済燃料プール温度（ヒートサーモ式）
③：使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）
④：使用済燃料プール温度（ガイドパルス式）
⑤：使用済燃料プール上部空間放射線モニタ
⑥：使用済燃料プール監視カメラ

O.P.21680

O.P.21380（底部）

O.P.22925使用済燃料
貯蔵ラック

⑥

(1)【想定事故1】
冷却系及び注水系の故障

(3)異常な
水位低下

① ② ③ ④ ⑤

O.P.33200

(2)【想定事故2】
系統配管等の破断

：計測範囲A（水位，水温監視共に重要な範囲）
：計測範囲B（水位監視が重要な範囲）

重大事故時における水位計低下範囲
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4．使用済燃料プール監視設備の重大事故等対処設備の設計基準対象施設への影響防

止対策 

 (1)使用済燃料プール水位 

重大事故等対処設備（使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式），使用済燃

料プール水位（ガイドパルス式））は，通常時の系統構成を変えることなく重

大事故等対処設備としての系統構成が可能な設計とし，設計基準対象施設（燃

料貯蔵プール水位）に悪影響を与えない設計とする。また，電源についてもヒ

ューズによって電気的に分離する設計とする。 

重大事故等対処設備については，現場検出器から中央制御室まで，電線管に

よる独立したケーブルを敷設する設計とし，設計基準対象施設に悪影響を与え

ない設計とする。 

 

 (2)使用済燃料プール温度 

重大事故等対処設備（使用済燃料プール温度（ヒートサーモ式），使用済燃

料プール温度（ガイドパルス式））は，通常時の系統構成を変えることなく重

大事故等対処設備としての系統構成が可能な設計とし，設計基準対象施設（燃

料貯蔵プール水温度，燃料プール冷却浄化系ポンプ入口温度）に悪影響を与え

ない設計とする。また，電源についてもヒューズによって電気的に分離する設

計とする。 

重大事故等対処設備については，現場検出器から中央制御室まで，電線管に

よる独立したケーブルを敷設する設計とし，設計基準対象施設に悪影響を与え

ない設計とする。 

 

 (3)使用済燃料プール上部の放射線量率 

重大事故等対処設備（使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低

線量））は，通常時の系統構成を変えることなく重大事故等対処設備としての

系統構成が可能な設計とし，設計基準対象施設（燃料交換フロア放射線モニタ，

原子炉建屋原子炉棟排気放射線モニタ，燃料取替エリア放射線モニタ）に悪影

響を与えない設計とする。また，電源についてもヒューズによって電気的に分

離する設計とする。 

重大事故等対処設備については，現場検出器から中央制御室まで，電線管に

よる独立したケーブルを敷設する設計とし，設計基準対象施設に悪影響を与え

ない設計とする。 

 

これら重大事故等対処設備は，原子炉建屋    （原子炉建屋原子炉棟内）

に設置し，重大事故等対処設備の周辺には火災の発生源となる物は除去し，ケ

ーブルは電線管により敷設し，火災に伴う設計基準対象施設と同時に共通要因

によって機能喪失しないよう考慮した設計とする。 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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また，当該エリアは火災感知器を設置する火災区画であり，感知された場合

には初期消火が実施される。 

重大事故等対処設備（検出器）からの信号は，微弱な電流であり重大事故等

対処設備が火災源になるとは考えられず，かつ，信号ケーブルは電線管によっ

て独立して敷設する設計とし，設計基準対象施設に悪影響を与えない設計とす

る。 

電源についてもそれぞれ異なる箇所から供給し，設計基準対象施設に対して

多様性を考慮した設計とする。 

重大事故等対処設備は，共通要因（火災，地震，溢水）により設計基準対象

施設の安全機能と同時に機能が損なわれることがない設計とする。 

（図 54-11-14「使用済燃料プール監視設備の配置図」参照。） 
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図 54-11-14 使用済燃料プール監視設備の配置図 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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参考資料 1 

 

使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）による水位計測について 

 

１．使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）の検出原理 

(1) 検出原理について 

使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）は，金属シースとヒータ線・熱電対

の間に絶縁材を充てん封入したヒータ付熱電対を使用した水位計である。ヒータ

付熱電対の検出点が気中にあるときにヒータで加熱すると，熱電対が検出する温

度はヒータ加熱時間にほぼ比例して上昇する。一方，検出点が水中にあるときに

ヒータで加熱すると，熱電対が検出する温度はヒータ加熱開始後，数十秒で飽和

する（図 54-11-15「ヒータ付熱電対による水位検出原理」参照。）。これは気中

と水中とで熱伝達率が異なっているためである。この特性を利用して，ヒータ加

熱開始前後の熱電対の温度変化から検出点が水中にあるか気中にあるかを判定

する。検出点を使用済燃料プールの深さ方向に複数並べることによって検出点の

配置間隔で使用済燃料プールの水位を計測することが可能である。 

  ヒータ加熱開始後 30 秒以上で水中／気中を判定することが可能であるが，確

実に水中／気中を判断するため，ヒータ加熱時間は 60秒とする。 

  また，ヒータ付熱電対は，ヒータを加熱しない状態では，通常の熱電対と同様

に温度を計測することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-11-15 ヒータ付熱電対による水位検出原理 
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(2) 事故時の計測性能の信頼性について 

使用済燃料プールの重大事故等時において，プール水温の上昇に伴う沸騰によ

る水位低下が想定される。その場合は，気相部分の熱電対が蒸気に覆われること

が想定されるため，そのような状態を模擬した試験を実施している。 

(ⅰ)熱電対式水位計の適用性検証試験 

 熱電対をヒータで加熱することにより水位を計測する原理の適用性検証に

おいて，試験容器内に水位計を設置し，水温を 100℃まで加熱（沸騰状態）し

た状態から水位を低下させる試験を実施した。 

    ヒータ付熱電対の応答性について，水位を低下させて JP2 温度計（真ん中の

温度計）の挙動を確認する。 

    JP2 温度計が水面下（水中）の場合は温度上昇することなく水温を計測して

いるが，検出器が水面以上（気中）となった場合はヒータによる加熱で温度が

顕著に上昇し始めることが確認されており，検出点をヒータで加熱することに

より水中／気中の判定は可能であるといえる。 

   （図 54-11-16 「熱電対式水位計の適用性検証試験結果」参照。） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-11-16 熱電対式水位計の適用性検証試験結果 
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(ⅱ)熱電対式水位計の供試体による試験 

   実機向け水位計の約 1/5 サイズの熱電対式水位計を供試体として，図

54-11-17のとおり，検出器の保護管内部に JP01から JP04までの設置高さの異

なる 4 本のヒータ付熱電対を配置し，水槽内の水温を 100℃まで加熱(沸騰状

態)した状態から，水槽内の水の蒸発による水位低下を計測する試験を実施し

た。水位は，JP02 と JP01の間から，JP01の測定点以下に低下するまで計測す

る。ヒータ付熱電対のヒータは，JP01から JP04まで 90秒間順次加熱していき，

JP04の加熱終了の 120秒後から再度 JP01から 90秒間順次加熱するパターンを

繰り返す。 

ヒータ付熱電対の計測結果は，図 54-11-18 のとおりであり，水位が低下し

ていく過程の 1回目の計測では，JP01 は水中にありヒータ加熱開始前後の温度

変化が少ない状況であったが，2回目の計測では，JP01は気中にありヒータ加

熱開始前後の温度変化が大きくなっている。本試験結果より，水が沸騰し，気

中が 100℃の蒸気環境下においても，水中ではヒータ加熱開始前後の温度上昇

は小さく水位判定は問題なく可能であるといえる。 

なお，これまでの試験結果における知見により，水位を判定するヒータの加

熱時間は 60秒としており，その 60秒間に 15℃以上温度上昇する場合は気中と

判定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-11-17 熱電対式水位計の供試体による試験概要 
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図 54-11-18 熱電対式水位計の供試体による試験結果 

 

(3) 温度計及び水位計としての機能維持について 

使用済燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式）は，熱電対による温度計測に

て水温及び水位を計測する二つの機能を持つ。 

  温度計に関しては，液相にある 20 箇所の温度を計測することで多重性を持つ

設計とする。また，ヒータ付きの熱電対であるが全ての熱電対に対して同時にヒ

ータを使用することはないため，使用済燃料プールの水温については連続して計

測が可能である。 

  水位計に関しては，ヒータ加熱開始前後の熱電対の温度変化を確認することに

より間接的に水位を監視することが可能である。 

  ヒータ加熱によって温度計測が不可能とならないように，各熱電対に対して順

番に一定時間ヒータの ON／OFFを繰り返すことで，同時に水位及び水温計測が可

能な設計とする（20個の熱電対を上から複数のグループに分けて，1分間ヒータ

ONを繰り返して約 10分で 1周させる設計。）。 

 

  なお，第 54条第 1項で要求される想定事故（第 37条解釈 3-1(a)想定事故 1（冷

却機能又は注水機能喪失により水温が上昇し，蒸発により水位が低下する事故。）

及び(b)想定事故 2（サイフォン現象等により使用済燃料プール水の小規模な喪失

が発生し水位が低下する事故））における水位の低下速度は表 54-11-1「想定事

故時における使用済燃料プールの水位低下速度」のとおりと想定しており，上記

の計測間隔（ヒータ ON）で水位を計測することは問題ないと考える。 
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表 54-11-1 想定事故時における使用済燃料プールの水位低下速度 

 水位低下速度 10分間での水位低下*1 

想定事故１ 約 0.08m/h 約 14mm 

想定事故２ 約 0.08m/h*2 約 14mm*2 

*1水位低下速度及び 10分間での水位低下は燃料有効長冠水レベル以上の水位での値

を示す。 

*2サイフォンブレーク孔による水位低下が停止した後の使用済燃料プール水の蒸発

による水位低下速度 
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2．使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）の水位設定点について 

(1) 目的 

使用済燃料プールの重大事故等時における，使用済燃料プール水位（ヒートサ

ーモ式）において使用済燃料プール底部まで 20 個の温度検出器（熱電対）にて

使用済燃料プールの水位を計測する。 

使用済燃料プールの水位検出点としては以下の監視が行えるように検出点を

設ける設計とする。 

・使用済燃料プールの水位低下を早期に検出すること。 

・使用済燃料プールの水位低下時にサイフォンブレーク孔が有効に機能してい

るか把握すること。 

・使用済燃料プールの水位低下時に代替注水設備が有効に機能しているか把握

すること。 

・使用済燃料の露出有無（燃料破損の可能性）を把握すること。 

   ・使用済燃料プール底部付近の水位を把握すること。 

 

 (2)使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）の水位設定点について 

使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）の各水位設定点は，検出点の単一故

障や水位低下又は上昇傾向を把握可能とするため，図 54-11-19「使用済燃料プー

ル水位（ヒートサーモ式）の水位設定点」のとおり設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-11-19 使用済燃料プール水位（ヒートサーモ式）の水位設定点 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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参考資料 2 

 

使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）による水位計測について 

 

1．使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）の計測性能 

(1) 検出原理について 

使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）は，パルス（電気信号）がインピー

ダンス（抵抗）の変化点で反射する性質を利用した検出器であり，演算装置から

パルスを発生させ，検出器内部のガイドケーブルによりパルスを伝送し，空気と

水のインピーダンスの差により，図 54-11-20 のとおり水面で反射したパルスが

演算装置に戻るまでの時間を計測し，そのパルスの反射時間を演算装置にて水位

に変更して計測する水位計である。 

  パルスがガイドケーブルを伝わることで乱反射しない設計となっており，連続

して水位を計測することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-11-20 使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）による水位検出原理 

 

(2) 高温状態における計測について 

   使用済燃料プールの重大事故等時において，プール水温の上昇に伴う沸騰によ

る水位低下が想定される。その場合は，検出器頂部付近の気相部分が蒸気に覆わ

れることが想定されるため，そのような状態を模擬した試験を実施している。 

   図 54-11-21のとおり，試験容器内に水位計を設置し，水温を 100℃まで加熱（沸

騰状態）した状態から排水により水位を低下させた後，給水し水位を上昇させた

試験を実施している。（図 54-11-21「高温状態の試験イメージ」参照。） 
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   使用済燃料プール水位（ガイドパルス式）の試験結果については図 54-11-20

のとおり，水温，蒸気環境下に左右されずにプール水位を計測することが可能で

あった。（図 54-11-22「高温状態の試験結果」参照。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-11-21 高温状態の試験イメージ 

 

 

図 54-11-22 高温状態の試験結果  
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参考資料 3 

使用済燃料プール監視設備の耐環境性 

 

1．重大事故等時における使用済燃料プール監視設備の耐環境性について 

使用済燃料プールの重大事故等時おいて，使用済燃料プール監視設備周辺の環境

が高温，高湿度となる可能性を考慮し，使用済燃料プール水位／温度（ヒートサー

モ式），使用済燃料プール水位／温度（ガイドパルス式），使用済燃料プール上部

空間放射線モニタ（高線量，低線量）及び使用済燃料プール監視カメラの機能健全

性を評価する。使用済燃料プール監視設備の耐環境性は表 54-11-2「使用済燃料プ

ールの重大事故等時での監視設備の健全性について」に示す。 

 

表 54-11-2 使用済燃料プールの重大事故等時での監視設備の健全性について 

 
仕様 

環境条件 

［想定変動範囲］ 
評価 補足 

総合 

評価 

水
位
・
水
温 

使用済燃料プール 

水位／温度 

（ヒートサーモ式） 

温度 100℃ ～100℃ ○ 
温度 100℃環境下での機能健全性

を試験にて確認済み。 
○ 

湿度 蒸気(100%) ～100％ ○ 
蒸気環境下での機能健全性を試験

にて確認済み。 
○ 

放射線 2×104Gy/h 1,300Gy/7 日 ○ 
検出部の構成材料が無機物で構

成されているため問題無い。 
○ 

使用済燃料プール 

水位／温度 

（ガイドパルス式） 

温度 100℃ ～100℃ ○ 
温度 100℃環境下での機能健全性

を試験にて確認済み。 
○ 

湿度 蒸気(100%) ～100％ ○ 
蒸気環境下での機能健全性を試験

にて確認済み。 
○ 

放射線 1×104Gy/h 1,300Gy/7 日 ○ 
検出部の構成材料が無機物で構成

されているため問題ない。 
○ 

放
射
線
量
率 

使用済燃料プール上部

空間放射線モニタ 

（高線量，低線量） 

温度 100℃ ～100℃ ○ 
温度 100℃環境下での機能健全性

を試験にて確認済み。 
○ 

湿度 蒸気(100%) ～100％ ○ 
蒸気環境下での機能健全性を試験

にて確認済み。 
○ 

放射線 
～108mSv/h 

1×106Gy 
1,300Gy/7日 ○ 

重大事故等時に想定される放射線

量率を計測可能である。 
○ 

状
態
監
視 

使用済燃料プール監視

カメラ 

温度 100℃ ～100℃ ○ 
温度 100℃環境下での機能健全性

を試験にて確認済み。 
○ 

湿度 蒸気(100%) ～100％ ○ 
蒸気環境下での機能健全性を試

験にて確認済み。 
○ 

放射線 3,600Gy 1,300Gy/7 日 ○ 
耐環境性試験にて 3,600Gy で機

能維持確認済み。 
○ 

  

表54-11-2より耐環境試験においても使用済燃料プール監視設備の監視機能は維持

されており，機能の健全性に問題ない。 
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54-12 

サイフォンブレーク孔の健全性について 
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54-12-1 

使用済燃料プールサイフォンブレーク孔の健全性について 

 

1．サイフォンブレーク孔の概要 

燃料プール冷却浄化系配管の破断等により，使用済燃料プール水がサイフォン

現象により流出する場合は，燃料プール冷却浄化系戻り配管に設置された逆止弁

によりプール水の流出を防止する設計としている。仮に逆止弁が機能喪失し，プ

ール水が流出した場合においても，燃料プール冷却浄化系戻り配管にサイフォン

ブレーク孔を設けることにより，サイフォンブレーク孔のレベルまで水位が低下

した時点で，サイフォンブレーク孔から空気を吸入することで，サイフォン現象

による使用済燃料プール水の流出を停止することが可能な設計とする。 

 

2．サイフォンブレーク孔の仕様 

(1) サイフォンブレーク孔の寸法 

サイフォンブレーク孔は，2 本の燃料プール冷却浄化系戻り配管(150A)それ

ぞれに，直径 15 mmの開口を設置する。 

 

(2) サイフォンブレーク孔の設置レベル 

サイフォンブレーク孔のレベル及び使用済燃料プール内のレベルを図

54-12-1 に示す。サイフォンブレーク孔は使用済燃料プールの通常水位より

350mm 下方に設置することで，使用済燃料プール水がサイフォン現象により流

出した場合においても使用済燃料の遮蔽に必要な水深を確保することが可能

である。 

 

図 54-12-1 サイフォンブレーク孔の設置位置 
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3．サイフォンブレーク孔の健全性 

サイフォンブレーク孔は，以下のとおり機能喪失が発生しないことから，重大

事故等時においても，その効果を期待できる。 

 

(1) 配管強度への影響 

燃料プール冷却浄化系戻り配管は，常設耐震重要重大事故防止設備であり，

重大事故等クラス 2配管に該当することから，材料及び構造については，設計・

建設規格，JSME S NC1-2012 におけるクラス 2 配管に関する規格を準用する。

クラス 2配管への穴補強の適用条件は，PPC-3422より「(1) 平板以外の管に設

ける穴であって，穴の径が 64mm 以下で，かつ，管の内径の 4 分の 1 以下の穴

を設ける場合」に該当することから，穴の補強が不要と規定されており，設計

上，サイフォンブレーク孔が燃料プール冷却浄化系戻り配管の強度へ与える影

響はない。 

また，サイフォンブレーク孔は，基準地震動 Ss による地震力に対して，必

要な機能を損なうことのない燃料プール冷却浄化系戻り配管に設置すること

から，十分な耐震性を有している。 

 

(2) 人的要因による機能阻害 

サイフォンブレーク孔は，操作や作動機構を有さない開口のみであることか

ら，誤操作や故障により機能喪失することはない。そのため，サイフォン現象

による使用済燃料プール水の流出が発生した場合には，操作や作業を実施する

ことなく，サイフォンブレーク孔設置位置まで水位が低下することで，自動的

に使用済燃料プール水の流出を停止することが可能である。 

 

(3) 異物による閉塞 

使用済燃料プールは，燃料プール冷却浄化系のスキマサージタンク及びろ過

脱塩装置により，下記の不純物を除去し水質基準を満足する設計となっており，

不純物によるサイフォンブレーク孔の閉塞を防止することが可能である。 

なお，使用済燃料プール付近での作業時は，異物の発生及び混入を防止する

ための管理を実施しており，異物の混入はないと考えられる。 

 

・プール水面上の空気中よりの混入物 

・プールに貯蔵される燃料及び機器表面に付着した不純物 

・燃料交換時に炉心から出る腐食生成物及び核分裂生成物 

・燃料交換作業，その他の作業の際の混入物 

・プール洗浄後のフラッシング水 
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a．スキマサージタンクによる異物除去 

スキマサージタンクには，6×6メッシュ（通過粒子径：約 3 mm程度）の異

物混入防止ストレーナが設置されており，使用済燃料プール水面に浮かぶ塵

等の比較的大きな不純物を除去することが可能である。 

 

b．ろ過脱塩装置による異物除去 

ろ過脱塩装置は，ろ過脱塩器及び出口ストレーナ等から構成される。 

ろ過脱塩器は，ステンレス鋼製エレメントに保持された粉末状イオン交換

樹脂（アニオン樹脂及びカチオン樹脂）により，使用済燃料プール水中の溶

解性，不溶解性不純物を浄化する設備である。 

また，ろ過脱塩器出口には，イオン交換樹脂の流出を防止するためにスト

レーナが設置されている。出口ストレーナは 24×110メッシュ（通過粒子径：

約 150μm程度）であり，サイフォンブレーク孔（φ15mm）を閉塞させる可能

性のある不純物を除去することが可能である。 

 

c．使用済燃料プールの巡視 

使用済燃料プールは，運転員により毎日，巡視を実施することとしており，

サイフォンブレーク孔を閉塞させる可能性のある浮遊物等がないことを確認

することが可能である。また，浮遊物等を発見した場合には，除去すること

により，サイフォンブレーク孔の閉塞を防止することが可能である。 

 

(4) 落下物干渉による影響 

サイフォンブレーク孔は図 54-12-2に示すとおり，燃料プール冷却浄化系戻

り配管の垂直部分に設けられた直径 15 mmの開口であり，また，弁等の機器が

設置されていないことから，落下物等が直接干渉することはなく，サイフォン

ブレーク孔の変形により閉塞することは考えにくい。 

 

(5) サイフォンブレーク孔の健全性確認 

サイフォンブレーク孔は通常水位より 350 mm 下方に設置しており，目視に

てサイフォンブレーク孔の通水状態を確認することが可能であり，定期的な巡

視（1回／週）により穴の閉塞がないことを確認する。 

 

774



54-12-4 

 

図 54-12-2 サイフォンブレーク孔の設置状況 

 

 

  

サイフォンブレーク孔 
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＜参考＞サイフォンブレーク孔の機能確認試験について 

1．目的 

サイフォンブレーク孔による漏えい停止の原理は，サイフォン現象によりサイ

フォンブレーク孔まで水位が低下した場合において，配管内外の圧力差によりサ

イフォンブレーク孔から配管内に空気が流入し，配管頂部に溜まることで，両側

の配管内の水に力が伝わらなくなり，サイフォン現象が停止するものである（図 1

参照）。 

サイフォンブレーク孔が有効に機能することを確認するため，モックアップ装

置を用いた機能確認試験を実施している。詳細を以下に示す。 

 

 

図 1 サイフォン現象発生時の概念図 

 

 

2．試験概要 

サイフォンブレーク孔を設置する燃料プール冷却浄化系配管を模擬した試験用

配管と試験用タンクを使用し，排水用の試験用配管に設けた弁の開操作により，

燃料プール冷却浄化系配管の破断による漏えいを模擬することで，サイフォン現

象を発生させる。試験装置の概要を図 2 に示す。 

  

燃料プール冷却浄化系戻り配管

配管内外の圧力差に
より空気が流入

使用済燃料プール

漏えい

サイフォンブレーク孔

配管頂部に空気が溜まることに
よりサイフォン現象が停止する

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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54-12-6 

 

図 2 試験装置概要図 

 

 

3．試験条件 

サイフォンブレーク孔の機能確認においては，配管内への空気の流入速度が重

要なパラメータとなり，空気流入速度は，配管内の流量に応じた配管内外の圧力

差及びサイフォンブレーク孔の口径によって決まる。 

したがって，流量が小さく，サイフォンブレーク孔の口径が小さいほどサイフ

ォン現象を停止しにくい保守的な条件となる。 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれのある事故シーケンスのうち，

「想定事故２」においては，燃料プール冷却浄化系熱交換器出口配管の全周破断

によって発生するサイフォン現象による漏えいを想定しており，この想定におけ

る漏えいを停止可能であることをサイフォンブレーク孔の要求機能としている。 

以上より，サイフォンブレーク孔の機能確認試験における試験条件は，保守性

を考慮して，表 1 のとおりとした。 

 

  

約
17

m

使用済燃料
プール

想定破断箇所

約387m3/h
（想定）

燃料プール冷却浄化系
配管（150A）

35
0
m

m
，
φ
15
m
m

サイフォンブレーク孔

試験装置有効性評価における想定

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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表 1 有効性評価における想定及び試験条件 

 想定破断 

位置 
漏えい流量 

サイフォンブレーク孔 
備考 

設置位置 口径 

有効性評価に

おける想定 

通常水位から 

約 17.0 m 下 
約 193.5 m3/h＊ 

通常水位から

350 mm 下 
15 mm 

・燃料プール冷却浄化系熱

交換器出口での全周破断

による大漏えいを想定 

試
験
条
件 

ケース①      

ケース②     

 

 

 

 

 

 

*：燃料プール冷却浄化系戻り配管 1本あたりの漏えい流量 

 

4．試験結果 

試験の結果，ケース①ではサイフォンブレーク孔のほぼ中心位置，ケース②で

はサイフォンブレーク孔中心から 13mm下方の位置にてサイフォン現象が停止する

ことが確認された。したがって，実際に燃料プール冷却浄化系配管の破断による

サイフォン現象による漏えいが発生した場合において，サイフォンブレーク孔に

より，漏えいを停止することが可能である。 

 

 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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54-13 

使用済燃料プール水沸騰・喪失時の未臨界性評価 
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使用済燃料プール水沸騰・喪失時の未臨界性評価 

 

女川原子力発電所 2号炉の使用済燃料プールでは，ボロン添加ステンレス鋼製ラ

ックセルに燃料が貯蔵されている。使用済燃料プールには，通常は限られた体数の

新燃料と使用済燃料が貯蔵されるが，臨界設計については新燃料及びいかなる燃焼

度の燃料を貯蔵しても十分安全側の評価を得るように，炉心装荷時の無限増倍率と

して 1.30 を仮定している。また，プール水温，ラック製造公差，ボロン添加率及

びラックセル内燃料配置それぞれについて最も結果が厳しくなる状態で評価して

いる。 

仮に使用済燃料プール水が沸騰や喪失した状態及び燃料プールスプレイ系によ

るスプレイが作動する状態を想定し，使用済燃料プール水の密度が減少した場合を

考えると，ラックセル内で中性子を減速する効果が減少し，実効増倍率を低下させ

る効果がある。一方，ラックセル間では水及びラックセルによる中性子を吸収する

効果が減少するため，隣接ラックへの中性子の流れ込みが強くなり，実効増倍率を

増加させる効果が生じる。 

低水密度状態を想定した場合の使用済燃料プールの実効増倍率は上記の２つの

効果のバランスにより決定されるため，ラックの材質・ピッチの組み合わせによっ

ては，通常の冠水状態と比較して臨界評価結果が厳しくなる可能性がある。 

そこで，女川２号炉の使用済燃料プールにおいて水密度を 1.0～0.0g/cm3と変化

させて，実効増倍率を図 54-13-1に示す体系で評価したところ，中性子の強吸収体

であるラックセル中のボロンの効果により，実効増倍率を増加させる効果である隣

接ラックへの中性子の流れ込みが抑制されることから，図 54-13-2に示すとおり水

密度の減少に伴い実効増倍率は単調に減少する結果が得られた。このため，水密度

が減少する事象が生じた場合でも未臨界は維持されることを確認した。 

なお，解析には米国オークリッジ国立研究所（ORNL）により米国原子力規制委員

会（NRC）の原子力関連許認可評価用に作成された三次元多群輸送評価コードであ

り，米国内及び日本国内の臨界安全評価に広く使用されている SCALE システムを用

いた。 
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図 54-13-1 女川 2号炉 使用済燃料貯蔵ラック評価体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-13-2 実効増倍率の水密度依存性 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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54-14 

燃料プール冷却浄化系の位置付けについて 

 

 

  

782



54-14-1 

燃料プール冷却浄化系の位置付けについて 

 

取水機能喪失又は全交流動力電源喪失を含む重大事故が発生した場合，発電用原子

炉側の対応だけでなく，使用済燃料プールの冷却も必要となる。 

使用済燃料プールに対する重大事故等対処設備及び対策については以下のとおり

であり，燃料プール冷却浄化系は冷却機能をもつ重大事故等対処設備として位置付け

ている。 

 

・注水機能    ： 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール冷却浄

化系（可搬型） 

・漏えい停止機能 ： サイフォンブレーク孔 

・冷却機能    ： 燃料プール冷却浄化系* 

 

* 重大事故等時において，全交流動力電源喪失及び原子炉補機冷却水系の機能喪

失により，設計基準対象施設が有する使用済燃料プールの冷却機能が喪失した

場合において，原子炉補機代替冷却水系を用いて，使用済燃料プール内の燃料

体から発生する崩壊熱を除熱することを目的として設ける系統である。 
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＜参考＞ 

1．有効性評価の各事故シーケンスグループに対する燃料プール冷却浄化系 

有効性評価で想定する重大事故等では，各重大事故等対処設備による対応によ

り，事故事象を安定状態まで収束できることを確認しており，表 54-14-1 に示す

ように，「想定事故１」及び「想定事故２」以外の事故シーケンスグループでは使

用済燃料プール冷却浄化系等を用いた使用済燃料プール冷却機能，及び「想定事

故１」及び「想定事故２」では燃料プール代替注水系（常設配管）又は燃料プー

ル代替注水系（可搬型）を用いた使用済燃料プールの注水機能によって冷却を実

施している。 

使用済燃料プールは図 54-14-1 に示すように原子炉建屋原子炉棟内に設置され

ており，原子炉建屋原子炉棟内の環境条件を想定する上でその影響を考慮する必

要がある。ただし，上記のように「想定事故１」及び「想定事故２」以外の事故

シーケンスグループでは燃料プール冷却浄化系による使用済燃料プールの冷却が

維持されるため（原子炉補機代替冷却水系及び常設代替交流電源設備の準備のた

めの一時的な喪失を除く。），原子炉建屋原子炉棟内の環境が大きく悪化すること

はない。 

なお，取水機能喪失及び全交流動力電源喪失時において，常設代替交流電源設

備及び原子炉補機代替冷却水系を使用する場合でも，燃料プール冷却浄化系につ

いてそれぞれの負荷として考慮していることから，原子炉側の事故対応と並行し

て使用済燃料プールの冷却を実施することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-14-1 使用済燃料プールの位置  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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表 54-14-1 各事故シーケンスグループと使用済燃料プールの冷却機能 

No. 事故シーケンスグループ 
使用済燃料プール
冷却に関する重大
事故等対処設備 

使用済燃料プール
冷却機能の有無 

1 高圧・低圧注水機能喪失 *1 有 

2 高圧注水・減圧機能喪失 *1 有 

3 全交流動力電源喪失（長期 TB） *2 有 

4 全交流動力電源喪失（TBU） *2 有 

5 全交流動力電源喪失（TBD） *2 有 

6 全交流動力電源喪失（TBP） *2 有 

7 崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合） *2 有 

8 崩壊熱除去機能喪失（残留熱除去系が故障した場合） *1 有 

9 原子炉停止機能喪失 *1 有 

10 LOCA時注水機能喪失 *2 有 

11 格納容器バイパス（インターフェイスシステム LOCA） *1 有 

12 
雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過

温破損） 
*2 有 

13 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 *2 有 

14 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用 *2 有 

15 溶融炉心・コンクリート相互作用 *2 有 

16 水素燃焼 *2 有 

17 想定事故１ 機能喪失を想定 無*3 

18 想定事故２ 機能喪失を想定 無*3 

19 運転停止中の原子炉における崩壊熱除去機能喪失 *1 有 

20 運転停止中の原子炉における全交流動力電源喪失 *2 有 

21 運転停止中の原子炉における原子炉冷却材の流出 *1 有 

22 運転停止中の原子炉における反応度の誤投入 *1 有 

*1 燃料プール冷却浄化系（原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系を含む），外部電源

又は非常用ディーゼル発電機） 

*2 燃料プール冷却浄化系（原子炉補機代替冷却水系，常設代替交流電源設備） 

*3 使用済燃料プールへの注水機能である燃料プール代替注水系（常設配管）又は燃料プール

代替注水系（可搬型）を用いる 

 

 

2．使用済燃料プール冷却機能喪失時のプール水温の変化について 

原子炉運転中及び停止中の重大事故等時における使用済燃料プール内の燃料の

崩壊熱及び冷却機能喪失時の水温の変化を表 54-14-2に示す。表 54-14-2に示す

とおり，事故シーケンスグループによっては全交流動力電源喪失，取水機能喪失

により一時的に使用済燃料プールの冷却機能が喪失するが，常設代替交流電源設
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備及び原子炉補機代替冷却水系を用いた燃料プール冷却浄化系は，事象発生後，

約 24時間後から運用可能であり，使用済燃料プールの水温が「保安規定の運転上

の制限」に到達する前に除熱を開始可能であるため，原子炉建屋原子炉棟内の環

境が大きく悪化することはない。 

 

表 54-14-2 使用済燃料プール内の燃料の崩壊熱及び冷却機能喪失時の水温の変化 

原子炉の 

状態 

使用済燃料プール内の 

燃料の崩壊熱 
使用済燃料 

プールの状態 

使用済燃料プール水温が規定

温度に到達するまでの時間 

[MW] 想定 水温 65℃*1 

 

原子炉 

運転中 

 

約 1.5MW 

・直前の定検で取り出さ

れた燃料（停止 57日後） 

 

・1炉心を除きラックに燃

料が満たされた状態 

・プールゲート閉 

 

・初期水温 35℃*2 

約 30.1時間 

原子炉 

停止中 

(炉心燃料取

出前)*3 

約 0.8MW 
・1炉心を除きラックに燃

料が満たされた状態 

・プールゲート閉 

 

・初期水温 43℃*4 

約 41.4時間 

*1 保安規定の運転上の制限 

*2 運転中の使用済燃料プールの水温実績（約 30.4℃～約 33.8℃）に設定 

（設備故障による一時的な温度上昇を除く） 

*3 原子炉の状態が燃料交換中の場合は想定事故１及び想定事故２に包絡される。また，起動

時においては原子炉運転中とほぼ同等となる。 

*4 停止時の使用済燃料プールの水温実績（約 24.6℃～約 42.2℃）より設定 

 

 

「想定事故１」及び「想定事故２」においては，燃料プール冷却浄化系の機能

喪失に伴い，使用済燃料プール水温が事象発生約 7時間後に 100℃に到達し，原子

炉建屋原子炉棟内の環境は悪化する。ただし，環境条件の悪化は燃料プール代替

注水系（常設配管）の注水機能，使用済燃料プール監視設備の機能に悪影響を及

ぼすものではない。また，燃料プール代替注水系（可搬型）においても，原子炉

建屋原子炉棟内の環境が悪化する前にホースの設置作業を行うことにより，使用

済燃料プールへの注水が可能である。また，使用済燃料プールの沸騰は使用済燃

料プール監視設備の機能に悪影響を及ぼすものではない。 

 

以上より，重大事故等時において「想定事故１」及び「想定事故２」について

は現場環境が悪化するものの，必要な機能は維持され，それ以外の各事故シーケ

ンスグループに対して使用済燃料プール水温が「保安規定の運転上の制限」に到

達する前に使用済燃料プールの注水開始が可能であり，原子炉建屋原子炉棟内の

環境が大きく悪化することはない。 
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54-15 

注水用ヘッダについて 
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注水用ヘッダについて 

 

1．系統及び注水用ヘッダの概要 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設置作業の効率化，被ばく低減を図ること

を目的に，注水用ヘッダを経由して，重大事故等対処設備として「①低圧代替注

水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注

水系（可搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系

（可搬型），⑥燃料プールスプレイ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィル

タ装置への補給及び⑧復水貯蔵タンクへの補給」の各系統における注水設備およ

び水の供給設備として使用する。 

これら複数の系統は，全てを同時に使用することはないものの，保守的に同時

使用を考慮し，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は各系統に必要な流量全てを 1 台

で確保可能な容量を有する設計とする。（54-6参照） 

また，上記の重大事故等対処設備と同時に，自主対策設備である「⑨原子炉格

納容器頂部注水系（可搬型），⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）」における注

水設備として使用することも考慮し，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は重大事故

等対処設備としての必要容量に加え，自主対策設備としての必要容量も 1 台で確

保可能な設計とする。 

 

これら各系統へ確実かつ容易に分岐できるよう，注水用ヘッダは隔離機能を設

けた設計とする。全体系統概要図を図 54-15-1に示す。 

なお，注水用ヘッダは，原子炉建屋外から水を供給する設備として 1 セット 1

台で使用することから，故障時のバックアップ等を考慮し，合計 3 台を確保し，

複数箇所に分散して保管する設計とする。 

 

 
図 54-15-1 全体系統概要図  

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉建屋

【重大事故等対処設備】
①低圧代替注水系（可搬型）
②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系
③原子炉格納容器下部注水系（可搬型）
④燃料プール代替注水系（常設配管）
⑤燃料プール代替注水系（可搬型）
⑥燃料プールスプレイ系
⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置*

【自主対策設備】
⑨原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）
⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）

【重大事故等対処設備
⑧復水貯蔵タンク

*：海を水源とした補給は行わない

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

大容量送水ポンプ
（タイプⅠ）

海

大容量送水ポンプ
（タイプⅠ）
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2．注水用ヘッダの使用状況 

有効性評価の各事故シーケンスにおいて，注水用ヘッダは「②原子炉格納容器

代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給」の組合せ，「⑧復水貯蔵タン

クへの補給」単独，及び「④燃料プール代替注水系（常設配管）又は⑤燃料プー

ル代替注水系（可搬型）」単独にて使用する。注水用ヘッダを用いた系統の使用開

始タイミングを表 54-15-1に示す。 

 

表 54-15-1 注水用ヘッダを用いた系統の使用開始タイミング 

 
  使用系統*1,2  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩  
運転中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故  
高圧・低圧注水機能喪失 － 28h － － － － － 10h － －  
高圧注水・減圧機能喪失 － － － － － － － － － －  
全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋HPCS
失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋高圧
注水失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋直流
電源喪失 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG 失敗）＋SRV
再閉失敗＋HPCS 失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

崩壊熱除去機能喪失（取水
機能が喪失した場合） 

－ － － － － － － 10h － － 
 

崩壊熱除去機能喪失（残留
熱除去系が故障した場合） 

－ 23h － － － － － 10h － － 
 

原子炉停止機能喪失 － － － － － － － － － －  
LOCA時注水機能喪失 － 37h － － － － － 10h － －  
格納容器バイパス（インタ
ーフェイスシステム LOCA） 

－ － － － － － － － － － 
 

運転中の原子炉における重大事故  
・雰囲気圧力・温度による

静的負荷（格納容器過
圧・過温破損） 

－ 
24h*3 
29h*4 

－ － － － － 10h － － 
 

・水素燃焼  24h      10h    
・高圧溶融物放出/格納容器

雰囲気直接加熱 
・原子炉圧力容器外の溶融

燃料－冷却材相互作用 
・溶融炉心・コンクリート

相互作用 

－ 18h － － － － － 10h － － 

 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故  
想定事故 1 － － － － 13h － － － － －  
想定事故 2 － － － － 13h － － － － －  
運転停止中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故  
崩壊熱除去機能喪失 － － － － － － － － － －  
全交流動力電源喪失 － － － － － － － － － －  
原子炉冷却材の流出 － － － － － － － － － －  
反応度の誤投入 － － － － － － － － － －  
*1：①低圧代替注水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注水系（可

搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系（可搬型），⑥燃料プールスプレ
イ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給，⑧復水貯蔵タンクへの補給，⑨原子炉
格納容器頂部注水系（可搬型）（自主対策設備），⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）（自主対策設備） 

*2：事象発生後の経過時間を記載。各系統における使用は，記載時間以降は適宜実施。 
*3：代替循環冷却系を使用する場合。 
*4：代替循環冷却系を使用できない場合。 
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3．操作性 

3.1 注水用ヘッダの接続 

注水用ヘッダの接続部，付属の隔離弁及び接続先の接続口の名称は，一対

一の関係とし，名称が一致するようにホースの接続を行い系統構成する。 

注水用ヘッダを使用して各系統及び機器へ接続する場合の，注水用ヘッダ

の接続部と接続先の接続口の関係を表 54-15-2に示す。 

また，有効性評価の事故シーケンスにおいて複数系統で同時使用する際（②

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給）の接続

状態の概要図を図 54-15-2示す。 

 

表 54-15-2 注水用ヘッダの接続部と接続する接続口の関係 

注水用ヘッダ 
接続先の接続口 使用系統＊1 

接続部 付属の隔離弁 

接続部 1 復水貯蔵タンク補給弁 
復水貯蔵タンク接続口 又は 
復水貯蔵タンク接続マンホール 

⑧ 

接続部 2 
燃料プール注水・スプレイ 
（可搬型）弁 

－＊2 ⑤又は⑥ 

接続部 3 原子炉ウェル注水弁 原子炉ウェル注水接続口 ⑨ 

接続部 4 原子炉・格納容器下部注水弁 原子炉・格納容器下部注水接続口 ①及び③ 

接続部 5 格納容器スプレイ弁 格納容器スプレイ接続口 ② 

接続部 6 
燃料プール注水・スプレイ 
（常設配管）弁 

燃料プール注水接続口 又は 
燃料プールスプレイ接続口 

④又は⑩ 

接続部 7 フィルタ装置水補給弁 フィルタ装置水補給用接続口 ⑦ 

*1：①低圧代替注水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注
水系（可搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系（可搬型），⑥
燃料プールスプレイ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給，⑧復水貯
蔵タンクへの補給，⑨原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）（自主対策設備），⑩燃料プールス
プレイ系（常設配管）（自主対策設備） 

*2：全て可搬型の機器により構成する系統であり，接続口は使用しない。 
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図 54-15-2 注水用ヘッダの接続状態概要図  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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3.2 操作性及び切替えの容易性 

注水用ヘッダを使用する各系統における注水用ヘッダの流路構成は，全て

注水用ヘッダ付属の隔離弁にて行う。隔離弁は手動弁とし，設置場所にて確

実に操作及び切替えが可能な設計とする。 

注水用ヘッダとホースの接続作業は，特殊な工具及び技量を必要とせず，

簡便な接続方式である嵌合構造とすることにより，確実に接続が可能な設計

とする。 

また，誤接続及び誤操作の防止のため，注水用ヘッダの接続部，付属の隔

離弁及び接続先の接続口の名称は一対一の関係とし，それぞれ銘板により識

別可能な設計とするとともに，同一色の塗装を施す等で識別性を高めた設計

とする（図 54-15-3）。 

有効性評価の事故シーケンスにおいては，最大で二つの系統（②原子炉格

納容器代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給）を同時に系統構

成するが，上記対策により誤操作の可能性は低いと考えている。なお，②原

子炉格納容器代替スプレイ冷却系は，原子炉建屋内の弁を中央制御室から遠

隔操作することによりスプレイを実施するため，仮に注水用ヘッダ付属の隔

離弁を誤って開操作したとしても，誤注入に至ることはない。 

 

 
図 54-15-3 注水用ヘッダの誤接続及び誤操作の防止対策イメージ図 
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4．悪影響の防止 

注水用ヘッダは複数の重大事故等対処設備及び自主対策設備の流路として使用

することから，接続先の各系統及び機器に対して悪影響を及ぼすことのないよう

考慮する必要がある。 

注水用ヘッダから各系統及び機器への流路は，それぞれ注水用ヘッダ付属の隔

離弁により隔離可能な設計とすることで，互いに悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

また，注水用ヘッダに接続する可能性のある自主対策設備である⑨原子炉格納

容器頂部注水系（可搬型）及び⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）は，注水用

ヘッダ付属の隔離弁に加えて，原子炉建屋の原子炉棟外の当該系統配管に設ける

隔離弁を閉止することで，確実に他系統と隔離することが可能な設計とする。な

お，原子炉建屋内の原子炉棟外の隔離弁は遠隔手動弁操作設備により屋外からの

手動操作が可能である。 

さらに，注水用ヘッダと自主対策設備を接続するホースを取り外すことで，原

子炉建屋内への注水を物理的に隔離可能な設計とし，使用しない注水用ヘッダの

接続部は閉止板により閉止可能な設計とする。 
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54-16 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について

794



54-16-1 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，図 54-16-1に示すとおり増圧ポンプ 1台，付属

水中ポンプ 2台，ディーゼルエンジン 1台等で構成される。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属水中ポンプ及び増圧ポンプをディーゼルエ

ンジンにて駆動する設計であり，外部電源が不要な設計である。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，淡水又は海水を付属水中ポンプにて取水した後，

ホースを介して増圧ポンプへと送水し，加圧した水を各注水先へ送水する。 

なお，付属水中ポンプの吸込部にはストレーナを設置し，異物の流入を防止する設

計としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-16-1 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造概要図 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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54-17 

熱交換器ユニット構造について 

【凡例】

：可搬型重大事故等対処

設備のアクセスルート

：可搬型重大事故等対処
設備の保管場所

：防火帯

【凡例】

：可搬型重大事故等対処

設備のアクセスルート

：可搬型重大事故等対処
設備の保管場所

：防火帯

【凡例】

：可搬型重大事故等対処

設備のアクセスルート

：可搬型重大事故等対処
設備の保管場所

：防火帯
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熱交換器ユニットの構造について 

 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットは，図 54-17-1で示すとおり淡水ポン

プ 1台，ディーゼルエンジン 1台，熱交換器 3基，海水ストレーナ 1基等で構成され

る。 

淡水ポンプは，ディーゼルエンジンにて駆動可能であり外部電源が不要な設計とす

る。熱交換器は，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）から送水される海水により，原子炉

補機冷却水（淡水）を冷却する。また，熱交換器ユニット内に海水ストレーナを設置

し，異物の流入を防止する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54-17-1 熱交換器ユニット 概要図 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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56-1 

ＳＡ設備基準適合性一覧表  
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56-1-1 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（常設） 

 
 

  

 温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ 原子炉建屋原子炉棟内 Ｂ

 荷重 （有効に機能を発揮する） － （有効に機能を発揮する） －

 海水
使用時海水通水又は淡水だけでなく海水

も使用可能
Ⅱ 海水を通水しない 対象外

 他設備からの影響
（周辺機器等から悪影響により機能を失

うおそれがない）
－

（周辺機器等から悪影響により機能を失
うおそれがない）

－

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） － （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

操作不要 対象外 操作不要 対象外

容器 Ｃ 容器 Ｃ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ 本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 弁等の操作で系統構成 Ａａ 弁等の操作で系統構成 Ａａ

 その他（飛散物） 対象外（その他設備） 対象外 対象外（その他設備） 対象外

 関連資料

操作不要 対象外 操作不要 対象外

設計基準対象施設の容量等を補うもの Ｃ
設計基準対象施設の系統及び機器の容量

等が十分
Ｂ

（共用しない設備） － （共用しない設備） －

 環境条件，自然現象，外
部人為事象，溢水，火災

防止設備-対象（代替対象ＤＢ設備有
り）-屋外

Ａｂ
防止設備-対象（代替対象ＤＢ設備有

り）-屋外
Ａｂ

 サポート系故障 対象外（サポート系なし） 対象外 対象外（サポート系なし） 対象外

 関連資料

－ －

－ －

復水貯蔵タンク
類型化
区分

サプレッションチェンバ
類型化
区分

56-2 配置図，56-3 系統図 56-2 配置図，56-3 系統図

－ －

56-4 試験及び検査 56-4 試験及び検査

第
２
項

第
１
号

 常設ＳＡの容量

 関連資料

第
２
号

 共用の禁止

第
６
号

 設置場所

 関連資料

 関連資料

56-5 容量設定根拠 56-5 容量設定根拠

－ －

56-2 配置図 56-2 配置図

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入
力）

 関連資料

第
４
号

 切り替え性

 関連資料 56-3 系統図 56-3 系統図

第
５
号

悪
影
響
防
止

第
３
号

共
通
要
因
故
障
防
止

第56条：重大事故等の収束に必要となる水の
供給設備

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

第
２
号

 操作性

 関連資料

東芝配置図（ＰＤＦ）

からの持って来かたを

統一する必要あり。 
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56-1-2 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表（可搬型） 

 

 温度・湿度・圧力
 ／屋外の天候／放射線

屋外 Ｄ 屋外 Ｄ

 荷重 （有効に機能を発揮する） － （有効に機能を発揮する） －

 海水
使用時海水通水又は淡水だけでなく海水

も使用可能
Ⅱ 海水を通水又は海で使用 Ⅰ

 他設備からの影響
（周辺機器等から悪影響により機能を失

うおそれがない）
－

（周辺機器等から悪影響により機能を失
うおそれがない）

－

 電磁波による影響 （電磁波により機能が損なわれない） － （電磁波により機能が損なわれない） －

 関連資料

現場操作（工具，設備の運搬・設置，操
作スイッチ操作，弁操作，接続作業）

Ｂｂ,Ｂ
ｃ,Ｂ
ｄ,Ｂ

ｆ,Ｂｇ

現場操作（工具，設備の運搬・設置，操
作スイッチ操作，弁操作，接続作業）

Ｂｂ,Ｂ
ｃ,Ｂ
ｄ,Ｂ

ｆ,Ｂｇ

ポンプ Ａ ポンプ Ａ

本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ 本来の用途として使用－切替不要 Ｂｂ

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ａｂ 通常時は隔離又は分離 Ａｂ

 その他（飛散物） 対象外 対象外 対象外 対象外

 関連資料

現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ 現場操作（設置場所で操作可能） Ａａ

原子炉建屋の外から水又は電力を供給す
る可搬型設備

Ａ その他設備 Ｃ

より簡便な接続 Ｃ より簡便な接続 Ｃ

複数の機能で同時に使用 Ａａ 対象外 対象外

（放射線量の高くなるおそれの少ない場
所を選定）

-
（放射線量の高くなるおそれの少ない場

所を選定）
-

屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ 屋外（共通要因の考慮対象設備あり ） Ｂａ

屋外アクセスルートの確保 Ｂ 屋外アクセスルートの確保 Ｂ

環境条件，自然現象，外
部人為事象，溢水，火災

防止設備－対象（代替対象DB設備有り）
－屋内

Ａａ 対象外（代替対象DB設備なし） 対象外

サポート系要因
対象（サポート系有り）－異なる駆動源

又は冷却源
Ｃａ

対象（サポート系有り）－異なる駆動源
又は冷却源

Ｃａ

関連資料 56-3系統図，56-6接続図，56-7保管場所図

第
６
号

 アクセスルート

 関連資料 56-8 アクセスルート図

第
７
号

共
通
要
因
故
障
防
止 56-3系統図，56-6接続図，56-7保管場所図

56-8 アクセスルート図

第
５
号

 保管場所

 関連資料 56-7 保管場所図 56-7 保管場所図

 関連資料 56-6 接続図 56-6 接続図

 設置場所

 関連資料 56-6 接続図 56-6 接続図

56-6 接続図

第
３
号

 異なる複数の接続箇所の確保

 関連資料 56-6 接続図 56-6 接続図

56-3 系統図

第
３
項

第
１
号

 可搬ＳＡの容量

 関連資料 56-5 容量設定根拠 56-5 容量設定根拠

第
２
号

 可搬ＳＡの接続性

第
６
号

 設置場所

 関連資料 56-6 接続図

第
４
号

 切り替え性

 関連資料 56-3 系統図 56-3 系統図

第
４
号

56-3 系統図，56-7 保管場所図

第56条：重大事故等の収束に必要となる水の
供給設備

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）
類型化
区分

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）
類型化
区分

第
４
３
条

第
１
項

第
１
号

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性

56-3 系統図，56-7 保管場所図

第
５
号

悪
影
響
防
止 56-3 系統図

第
２
号

 操作性

 関連資料 56-3 系統図，56-6 接続図 56-3 系統図，56-6 接続図

第
３
号

 試験・検査
（検査性，系統構成・外部入
力）

 関連資料 56-4 試験及び検査 56-4 試験及び検査

801



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56-2 

配置図 

：設計基準対象施設 

：重大事故等対処設備 
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56-2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-2-1 水源配置図（復水貯蔵タンク，サプレッションチェンバ，淡水貯水槽（No.1），

淡水貯水槽（No.2）及び海水取水箇所） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-2-2 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-2-2 水源配置図（サプレッションチェンバ） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-2-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-2-3 配置図（復水貯蔵タンク） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-3 

系統図
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56-3-1 

 

図 56-3-1系統図（水源への水の供給設備及び復水貯蔵タンクの水源確保）  
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56-4 

試験及び検査 
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56-4-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-4-1 構造図（復水貯蔵タンク） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-4-2 

女川原子力発電所 第 2号機 保全計画（第 11保全サイクル） 
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56-4-3 

女川原子力発電所 第 2号機 保全計画（第 11保全サイクル） 
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56-4-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-4-2 運転性能検査系統図（大容量送水ポンプ（タイプⅠ）） 
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56-4-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-4-3 運転性能検査系統図（大容量送水ポンプ（タイプⅡ）） 
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56-5 

容量設定根拠 
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56-5-1 

名   称 復水貯蔵タンク 

個数 － 1 

容量 m3／個 1,192 m3（注１），（3,000 m3（注２）） 

最高使用圧力 MPa 静水頭 

最高使用温度 ℃ 66℃ 

機器仕様に関する注記 
注１：要求値を示す 

注２：公称値を示す 

【 設 定 根 拠 】 

 復水貯蔵タンクは，重大事故等の収束に必要となる淡水又は海水を供給するため

の水源として設置する。 

 系統構成は，復水貯蔵タンクを水源として，高圧代替注水系ポンプ，原子炉隔離

時冷却系ポンプ及び高圧炉心スプレイ系ポンプによる原子炉注水，並びに復水移送

ポンプによる原子炉低圧代替注水及び格納容器下部注水，並びに直流駆動低圧注水

ポンプによる原子炉低圧代替注水ができる設計とする。 

 また，復水貯蔵タンクの水位低下により水源が枯渇する可能性が生じた場合に

は，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）及び淡

水貯水槽（No.2））の淡水又は海水を復水貯蔵タンクに移送し，上記注水を継続で

きる設計とする。 

 

 

1．容量 1,192 m3（注１），（3,000 m3（注２）） 

復水貯蔵タンクは，設計基準対象施設と兼用しており，設計基準対象施設として

の容量が，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）及び淡水貯水槽 No.2）の淡水又は海水

を供給するまでの間に必要な容量を有しているため，設計基準対象施設と同仕様で

設計する。 

復水貯蔵タンクの水量は，重大事故等対策の有効性評価で想定する各事故シーケ

ンスグループのうち，事故後 10時間に最も少なくなる事故シーケンスが「LOCA時

注水機能喪失（中小破断 LOCA＋高圧 ECCS失敗＋低圧 ECCS失敗）」（淡水使用量：約

810 m3）であることから，この水使用量を上回る容量として復水貯蔵タンクの容量

は 1,192 m3とする。復水貯蔵タンクの水が枯渇する前に代替淡水源（淡水貯水槽

（No.1）及び淡水貯水槽（No.2））の淡水又は海水の供給（事故後 10時間後）を実

施することにより，復水貯蔵タンクが枯渇することはない。従って，復水貯蔵タン

クは最低運用水量 1,192m3を有する設計とすることで，重大事故等の収束に必要と

なる十分な容量を有する設計とする。 

以上より，復水貯蔵タンクの容量（要求値）を 1,192m3とする。 

なお，復水貯蔵タンクの要求値である 1,192m3は，復水貯蔵タンクの最低運用水

位に相当する水量（約 1,600m3）からポンプ空気吸込防止のための警報水位に相当

する水量（約 408m3）を差し引いた値である。 
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56-5-2 

  

（1）事故後 10時間までに使用する水量 

各事故シーケンスグループ等の，事故後 10時間までに必要な水量（最大）

を以下に示す。 

①高圧・低圧注水機能喪失 約 478 m3 

②全交流動力電源喪失 約 471 m3 

③崩壊熱除去機能喪失 約 479 m3 

④LOCA時注水機能喪失 約 810 m3 

⑤雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 約 400 m3 

⑥高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱  約 258 m3 

 

 （2）代替淡水源で確保している水量 

    代替淡水源である淡水貯水槽にて，10,000m3以上の水量を確保している。 

    ①淡水貯水槽（No.1） 5,000m3 

    ②淡水貯水槽（No.2） 5,000m3 

 

2．最高使用圧力  

開放型であることから静水頭とする。 

 

3．最高使用温度 

水源における淡水及び海水の温度が常温程度であるため，それを上回る 66℃とす

る。 
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56-5-3 

名   称 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

容量 m3/h/個 1,200（注 1），1,440（注 2） 

揚程 m 120.5（注 1），122（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 0.9（注 3），1.2（注 4,注 5） 

最高使用温度 ℃ 50 

原動機出力 kW/個  

機器仕様に関する注記 

注 1：要求値を示す。 

注 2：規格値を示す。 

注 3：淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注水系

（可搬型），原子炉格納容器代替スプレ

イ冷却系，原子炉格納容器下部注水系

（可搬型），燃料プール代替注水系（常

設配管），燃料プール代替注水系（可搬

型），燃料プールスプレイ系，原子炉格

納容器フィルタベント系フィルタ装置

への補給及び復水貯蔵タンクへの補給

へ使用する場合の値を示す。 

注 4：原子炉補機代替冷却水系へ使用する場合

の値を示す。 

注 5：海を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原

子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃

料プール代替注水系（常設配管），燃料

プール代替注水系（可搬型），燃料プー

ルスプレイ系及び復水貯蔵タンクへの

補給へ使用する場合の値を示す。 

【 設 定 根 拠 】 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，重大事故等時に以下の機能を有する。 
 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，原子

炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態で，設計基準事故対処設備が有する冷却機

能が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防

止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系及び残留熱除去系

A系又は B系の配管を経由して，原子炉圧力容器に注水することで炉心の著しい

損傷及び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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56-5-4 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した場合

において，炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度

を低下させるために設置する。また，炉心の著しい損傷が発生した場合において

原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに

放射性物質の濃度を低下させるために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，残留熱除去系 A系又は B系

の配管を経由して，原子炉格納容器内へスプレイすることで炉心の著しい損傷及

び原子炉格納容器の破損を防止する設計とする。 

 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を防止する

ため，溶融し，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，補給水系配管を経由して，

原子炉格納容器下部へ注水し原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却す

ることで，溶融炉心・コンクリート相互作用を抑制し，溶融炉心が拡がり原子炉

格納容器バウンダリに接触することを防止する設計とする。 
 

燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型）に使

用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基準対象施設が有する使用済燃料

プールの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料プールからの水の漏え

いその他の要因により当該使用済燃料プールの水位が低下した場合において，使

用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮へいし，及び臨界を防止するた

めに設置する。 

本系統は代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を

水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して使用済燃

料プールへ注水することで，使用済燃料プール内燃料体等を冷却し，放射線を遮

へいし，及び臨界を防止する設計とする。 

 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，使用済燃

料プールからの大量の水の漏えいその他の要因により使用済燃料プールの水位

が異常に低下した場合において使用済燃料プール内燃料体等の著しい損傷の進

行を緩和し，及び臨界を防止するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，スプレイノズルを経由して

使用済燃料プールへスプレイすることで，使用済燃料プール内燃料体等の著しい

損傷の進行を緩和し，及び臨界を防止する設計とする。 

818



56-5-5 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容量送

水ポンプ（タイプⅠ）は，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の

蒸発量を考慮した十分な量の水を供給するために設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源

とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，原子炉格納容器フィルタベント系

配管を経由して，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置へ注水すること

で，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の水の蒸発量を考慮した十分

な量の水を供給する設計とする。 

 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，代替淡

水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海を水源として，復水

貯蔵タンクへ淡水又は海水を補給する設備として設置する。 

本系統は，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））又は海

を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅠ）により，ホース等を経由して復水貯

蔵タンク接続口又は復水貯蔵タンク接続マンホールを介して復水貯蔵タンクへ

供給する設計とする。 

 

原子炉補機代替冷却水系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設計基

準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合

に，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットと接続し，海を最終ヒートシン

クとして原子炉を除熱するために設置する。 

本系統は，海（取水口又は海水ポンプ室）を水源とした大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）により，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットを介して原子炉を

除熱するために必要となる十分な量の海水を供給する設計とする。 

 

なお，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉

格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プー

ル代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレ

イ系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タン

クへの補給」の各系統の注水設備及び水の供給設備として 1台，また，「原子炉

補機代替冷却水系」の熱を海へ輸送する設備との同時使用時にはさらに 1台使用

することから，1 セット 2台使用する。保有数は 2セットで 4台，故障時のバッ

クアップ及び保守点検による待機除外時のバックアップで 1台の合計 5台を確保

する。 

 

1．容量 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格

納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プー
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ル代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールス

プレイ系，原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水

貯蔵タンクへの補給」の各系統に必要な流量を確保可能な設計とする。 

なお，代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源と

して使用する場合には，設置作業の効率化，被ばく低減を図るため，1.1～1.7

に示す「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原

子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃

料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィ

ルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統

に必要な最大流量を 1台で確保可能な設計とし，表 56-5-1に示すとおり

569m3/h以上の容量を有する設計とする。これら全ての系統を同時に使用する

ことはないものの，保守的に全ての系統を同時使用した場合を考慮し，これ

らを足し合わせた流量として 569m3/h 以上としている。 

さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，1.8に示す「原子炉補機代替冷

却水系」に必要な流量 1,200m3/h以上の容量を有する設計とする。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の容量は，1台で 1,440m3/h

の容量を有する設計とする。 
 

表 56-5-1 代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水源  

とした場合に必要となる最大流量 

系統 必要最大流量 

低圧代替注水系（可搬型） 145m3/h 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 88m3/h 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 50m3/h 

燃料プールスプレイ系 

（燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代

替注水系（可搬型））＊ 

126m3/h 

（114m3/h）＊ 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 10m3/h 

復水貯蔵タンクへの補給 150m3/h 

合計 569m3/h 

* ：燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型）及

び燃料プールスプレイ系は同時使用しないことから，燃料プールスプレ

イ系の必要流量のみ必要最大流量として考慮する。 
 

1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容 

器破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「全交流動力電

源喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA時注水機能喪失」及び「雰囲気圧
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力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価解

析において，有効性が確認されている原子炉圧力容器への注水流量として

120m3/h以上を注水可能な設計とする。 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループのうち，「高

圧・低圧注水機能喪失」に係る有効性評価解析において，有効性が確認さ

れている原子炉圧力容器への注水流量として 145m3/h以上を注水可能な設

計とする。 

 

1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へのスプレイ流量 88m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードのうち，「高圧・低圧注水

機能喪失」，「崩壊熱除去機能喪失」，「LOCA時注水機能喪失」及び「雰囲気

圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に係る有効性評価

解析において有効性が確認されている，原子炉格納容器内へのスプレイ流

量として，88m3/h以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル0時に原子炉格納容器下部

へ事前水張りする場合の注水流量 50m3/h以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コン

クリート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されて

いる原子炉格納容器下部への注水流量として，50m3/h以上を注水可能な設

計とする。 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水流量 35m3/h 以上 

運転中の原子炉における重大事故シーケンスのうち，「溶融炉心・コン

クリート相互作用」に係る有効性評価解析において，有効性が確認されて

いる溶融炉心の冷却時の注水流量として，35m3/h以上を注水可能な設計と

する。 

 

1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

(1) 使用済燃料プールへの注水流量 114m3/h以上 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故シーケン

スのうち，「想定事故 1」及び「想定事故 2」に係る有効性評価解析にお

いて，有効性が確認されている，114m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

821



56-5-8 

1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへのスプレイ流量 126m3/h以上 

使用済燃料プール内燃料体の崩壊熱を除去するために必要な容量が約

9.7 m3/hであり，また，NEI06-12における使用済燃料プールへのスプレイ

要求容量が 200gpm（約 45.4m3/h）である。さらに，スプレイノズル 1個当

たりの必要流量が 42m3/hであり，スプレイノズル 3個を使用して全ての使

用済燃料プール内燃料体等に対してスプレイするため 126m3/hが必要であ

ることから，126m3/h以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の

容量 10m3/h以上 

設計において考慮した原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置の

水の蒸発量を考慮し 10m3/h以上を注水可能な設計とする。 

 

1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の容量 150m3/h以上 

炉心損傷防止対策の有効性評価の事故シーケンスグループ及び格納容器

破損防止対策の有効性評価の格納容器破損モードに係る有効性評価解析に

おいて有効性が確認されている，復水貯蔵タンクへの補給量として 150m3/h

以上を補給可能な設計とする。 
 

1.8 原子炉補機代替冷却水系 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の流

量 1,200 m3/h 以上 

原子炉補機代替冷却水系を用いた残留熱除去系を運転する場合の除熱効

果が確認されている熱交換量 16.0 MW，又は原子炉補機代替冷却水系を用

いた代替循環冷却系の運転を行う場合の除熱効果が確認されている熱交換

量 14.7 MWと同時に，重大事故等時における燃料プール冷却浄化系による

使用済燃料プールの除熱に必要な熱交換量 2.29 MWを除熱可能な容量とし

て 20.0 MWを，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットの熱交換器を

介して除熱するために必要な流量 892 m3/hに，海水ストレーナに必要な流

量約 300 m3/h を考慮した 1,200m3/h 以上を供給可能な設計とする。 
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2．揚程 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，2.1.1～2.1.7及び 2.3.1～2.3.6に示す

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子炉格

納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プー

ル代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィルタベ

ント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」の各系統に必要

な揚程を 1台で確保する設計とする。さらに，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

は，2.2に示す「原子炉補機代替冷却水系」として必要な揚程を確保する設計

とする。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，配管の圧力損失

等を考慮して 122m とする。 

 

2.1 淡水貯水槽を水源として使用する場合 

2.1.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h 時の揚程 60.9m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の

揚程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，

静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定

する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 60.9 m 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h 時の揚程 79.8m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の

揚程は，淡水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，

静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定

する。 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由

して原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 79.8 m 
 

2.1.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 75.6m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系 A系を経由して原子炉

格納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 75.6 m 

 

2.1.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0時に原子炉格納容器下

部へ事前水張りする場合の揚程 14.5m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 14.5 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 54.1m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，淡水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損

失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 54.1 m 
 

2.1.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

 (1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水す

る場合の揚程 1.8m以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 1.8 m 

 

 (2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する

場合の揚程 -3.8m以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，淡水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の

圧力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 -3.8 m 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.1.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 37.8m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程

は，淡水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，

（スプレイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定

する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 37.8 m 

2.1.6 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給を実施する場合の

揚程 17.7m以上 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給に使用する大容

量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程は，淡水をフィルタ装置に補給する場合

の水源と注入先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁

類の圧力損失を基に設定する。 

＜フィルタ装置水・薬液補給接続口（屋内）から原子炉格納容器フィルタベ

ント系フィルタ装置へ補給する場合*1＞ 

水源と注入先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 17.7 m 

 

2.1.7 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程 -11.0m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，淡水を復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静

水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定す

る。 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約-11.0 m 

 

2.2 原子炉補機代替冷却水系として使用する場合 

(1) 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の揚

程 94.7m以上 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニットへ使用する大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）の揚程は，海水を熱交換器ユニットに供給する場合の

水源と注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失及び熱交換器ユニ

ット内の圧力損失を基に設定する。 

 

＜取水口からの送水の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約     m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
熱交換器ユニット内の圧力損失 約     m 

合  計 約 94.7 m 

 

2.3 海を水源として使用する場合 

2.3.1 低圧代替注水系（可搬型） 

(1) 原子炉圧力容器への注水流量 120m3/h 時の揚程 100.1m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の

揚程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，

静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由

して原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 100.1m 

 

(2) 原子炉圧力容器への注水流量 145m3/h 時の揚程 120.5m以上 

低圧代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の

揚程は，海水を原子炉圧力容器に注水する場合の水源と注水先の圧力差，

静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定

する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から残留熱除去系 B系を経由して   

原子炉圧力容器へ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約    m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約    m 

合  計 約 120.5 m 

 

2.3.2 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

(1) 原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程 116.2m以上 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器内にスプレイする場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜格納容器スプレイ接続口   から残留熱除去系 A系を経由して原子炉

格納容器内へスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 116.2 m 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.3.3 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

(1) 原子炉への注水機能喪失及び原子炉水位がレベル 0時に原子炉格納容器下

部へ事前水張りする場合の揚程 53.3m 以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，並びに配管及び弁類の圧力

損失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注水す

る場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 53.3 m 

 

(2) 溶融炉心冷却時の原子炉格納容器下部への注水する場合の揚程 92.5m以上 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）の揚程は，海水を原子炉格納容器下部に注入する場合の水源と注

水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損

失を基に設定する。 

＜原子炉・格納容器下部注水接続口   から原子炉格納容器下部へ注

水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 92.5 m 

 

2.3.4 燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替注水系（可搬型） 

(1) 燃料プール代替注水系（常設配管）を使用して使用済燃料プールへ注水する

場合の揚程 40.2m以上 

燃料プール代替注水系（常設配管）に使用する大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先

の圧力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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＜燃料プール注水接続口   から使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 40.2 m 

 

(2) 燃料プール代替注水系（可搬型）を使用して使用済燃料プールへ注水する場

合の揚程 34.3m 以上 

燃料プール代替注水系（可搬型）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）の揚程は，海水を使用済燃料プールに注水する場合の水源と注水先の

圧力差，静水頭及びホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへ注水する場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 34.3 m 

 

2.3.5 燃料プールスプレイ系 

(1) 使用済燃料プールへスプレイする場合の揚程 77.3m以上 

燃料プールスプレイ系に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚程

は，海水を使用済燃料プールにスプレイする場合の水源と注水先の圧力差，

（スプレイノズル必要圧力），静水頭，及びホース等の圧力損失を基に設定

する。 

＜原子炉建屋扉を経由して使用済燃料プールへスプレイする場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約    m（スプレイノズル必要圧力） 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離 

   の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 77.3 m 

 

2.3.6 復水貯蔵タンクへの補給 

(1) 復水貯蔵タンクへの補給を実施する場合の揚程 28.5m以上 

復水貯蔵タンクへの補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の揚

程は，海水へ復水貯蔵タンクに補給する場合の水源と注水先の圧力差，静

水頭，ホース等の圧力損失並びに配管及び弁類の圧力損失を基に設定す

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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る。 

＜復水貯蔵タンク接続口からの補給の場合*1＞ 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約    m 

ホース等の圧力損失 
 
約     m（実際のホース敷設距離  

の 1.1倍で評価*2） 
配管及び弁類の圧力損失 約     m 

合  計 約 28.5 m 

 

 

*1：圧力損失が最も大きくなるホース敷設ルートにて評価。 

*2：ホースの圧力損失及び湾曲の評価については，ホースの最小曲げ半径によ

る圧力損失を考慮し，保守的な想定で評価を実施。 

詳細設計においては，重大事故等時のホースの取り回し，作業性及び他設

備の干渉を考慮し，ポンプ容量を変更しない範囲で適切に選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-5-1 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の性能曲線 

 

3．最高使用圧力 

3.1 淡水貯水槽を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプ

レイ冷却系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常

設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉

格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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給へ使用する場合の最高使用圧力  0.9MPa  

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子  

炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料

プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系，原子炉格納容器フィル

タベント系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給」に使用する

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，これら系統の同時使用，

水源と注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力

損失並びにホース耐圧等を考慮して，0.9MPaとする。 

 

3.2 原子炉補機代替冷却水系の熱を海へ輸送する設備として使用する場合の最高

使用圧力  1.2MPa 

「原子炉補機代替冷却水系（熱交換器ユニット）」に使用する大容量送水

ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源と注水先の圧力差，静水頭，ホ

ース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失を考慮して，1.2MPaとする。 

 

3.3 海を水源とし，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却

系，原子炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），

燃料プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンク

への補給へ使用する場合の最高使用圧力  1.2MPa  

「低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，原子  

炉格納容器下部注水系（可搬型），燃料プール代替注水系（常設配管），燃料

プール代替注水系（可搬型），燃料プールスプレイ系及び復水貯蔵タンクへ

の補給」に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用圧力は，水源

と注水先の圧力差，静水頭，ホース等の圧力損失，配管及び弁類の圧力損失

並びにホース耐圧等を考慮して，1.2MPa とする。 

 

4．最高使用温度 50℃ 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の最高使用温度は，水源である淡水貯水槽及

び海水取水箇所の海水の温度が常温程度であるため，それを上回る値として

50℃とする。 

 

5．原動機出力   kW 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の原動機出力は，流量 1,440 m3/h，揚程 122 

mでの軸動力を考慮し，  kWとする。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

832



56-5-19 

参考. 大容量送水ポンプ(タイプⅠ)付属水中ポンプの揚程について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属の水中ポンプにて取水し，車載の増圧ポン

プにて送水する構造である。 

容量設定根拠で示している揚程は，増圧ポンプ（送水側）によるものであることか

ら，ここでは，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）付属の水中ポンプによって各取水場所

から取水し，増圧ポンプに送水できることを示す。 

各取水場所から増圧ポンプへの送水に必要となる揚程と水中ポンプの揚程との関

係を表 56-5-2に示す。 

表 56-5-2に示すとおり，増圧ポンプへの必要給水圧力（増圧ポンプでキャビテー

ション発生を防止するために必要な圧力）及び取水ホースの圧力損失を考慮した場合

の水中ポンプの揚程は約 24.2m以上である。これに対し各取水場所からの取水に必要

となる揚程は 16.7m以下であることから，水中ポンプから増圧ポンプへの送水が可能

である。 

なお，水中ポンプには，フロートが設けられており，水中ポンプの吸込みは水面か

ら一定の水位に維持されることから運転必要最低水位が常に確保されるため，水中ポ

ンプにキャビテーションを発生させることなく，増圧ポンプへ送水可能である。 

表 56-5-2 各取水場所で必要となる吸込み揚程 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-5-2 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）配置図  

淡水貯水槽 569 11.7 35.4

取水口 1,200 5.2 25.0

海水ポンプ室 1,200 16.7 24.2

大容量送水
ポンプ

（タイプⅠ）

水中ポンプの吐出
圧力

　　　　　　②[m]

取水場所 最大取水量[m3/h]

水中ポンプ揚程

　（②-③-④）[m]

取水面と増圧ポン
プ吸込み口の高低
差
　　　　　　①[m]

増圧ポンプへの必
要給水圧力

　　　　　　③[m]

ホースの圧力損失

　　　　 　④[m]

海水 

（海水ポンプ室取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 15.2m 

O.P.約 15m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

海水 

（取水口取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

O.P.約 3.5m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

約 3.7m 
淡水貯水槽 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅠ） 

約 10.2m 

O.P.約 51.8m 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

O.P.約 62m 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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名   称 大容量送水ポンプ（タイプⅡ） 

容量 m3/h/個 1,200（注 1），1,800（注 2） 

揚程 m 120.6（注 1），122（注 2） 

最高使用圧力 MPa[gage] 1.2 

 

 

最高使用温度 ℃ 50 

原動機出力 kW/個  

機器仕様に関する注記 
注 1：要求値を示す。 

注 2：規格値を示す。 

 

 

【 設 定 根 拠 】 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，以下の機能を有する。 

 

放水設備（大気への拡散抑制設備）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅡ）

は，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は使用済燃料プール内燃料体

の著しい損傷に至った場合において，発電所外への放射性物質の拡散を抑制する

ための設備として設置する。 

本系統は，大容量送水ポンプ（タイプⅡ）により，海を水源として，ホースを

通り放水砲から原子炉建屋へ放水することで，発電所外への放射性物質の拡散を

抑制する設計とする。また，放水設備（大気への拡散抑制設備）は，可搬型設備

にすることで，移動等により，複数の方向から原子炉建屋に向けて放水可能な設

計とする。 

 

放水設備（泡消火設備）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，原子炉

建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災に対応するための設備とし

て設置する。 

本系統は，大容量送水ポンプ（タイプⅡ）により，海を水源として，ホースを

通り放水砲から泡消火薬剤混合装置により泡消火薬剤を混合した海水を原子炉

建屋周辺へ放水することで，航空機衝突による航空機燃料火災に対応可能な設計

とする。また，放水設備（泡消火設備）は，可搬型設備にすることで，移動等に

より，複数の方向から原子炉建屋に向けて放水可能な設計とする。 

 

淡水貯水槽への補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，海を水源と

して淡水貯水槽に海水を補給する設備として設置する。 

本系統は，海を水源とした大容量送水ポンプ（タイプⅡ）により，ホースを経

由して淡水貯水槽へ海水を供給可能な設計とする。 

 

 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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なお，大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，「放水設備（大気への拡散抑制設備）

又は放水設備（泡消火設備）」の放水設備として 1台，また，「淡水貯水槽への補

給」の供給設備として 1台使用することから，1セット 2台使用する。保有数は 1

セットで 2台，故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバックア

ップで 1台の合計 3台を確保する。 

 

1．容量 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，1.1 に示す「放水設備（大気への拡散抑制

設備）」に必要な流量 600 m3/h以上，1.2 に示す「放水設備（泡消火設備）」に必

要な流量 1,200 m3/h以上を 1台で確保可能な容量を有する設計とする。さらに，

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，1.3 に示す「淡水貯水槽への補給」に必要な

流量 569 m3/h以上を 1台で確保可能な容量を有する設計とする。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の容量は，1 台で 1,800 m3/h

の容量を有する設計とする。 

 

1.1 放水設備（大気への拡散抑制設備） 

(1) 発電所外への放射性物質の拡散を抑制する場合の容量  600 m3/h以上 

放水設備（大気への拡散抑制設備）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅱ）は，発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため，放水砲により原子

炉建屋屋上（地上高約    m＊）へ網羅的に放水することが可能である 600 

m3/h以上とする。図 56-5-3に 600 m3/hにおける性能曲線（棒状放水）を示

す。 

*： 

 

 
図 56-5-3 600 m3/hにおける放水砲の性能曲線 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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1.2 放水設備（泡消火設備） 

(1) 航空機燃料火災への泡消火を実施する場合の容量 1,200 m3/h以上 

放水設備（泡消火設備）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の容量

は，空港に配備されるべき防災レベル等について記載されている国際民間空

港機関（ICAO）発行の空港業務マニュアル（第 1部）（以下，「空港業務マニ

ュアル」という。）を基に設定する。設定にあたっては，空港業務マニュア

ルで離発着機の大きさにより空港カテゴリーが定められており，最大である

カテゴリー10 を適用する。また，保有する泡消火薬剤は，1％水成膜泡消火

薬剤であり，空港業務マニュアルでは，性能レベルＢに該当する。 

空港カテゴリー10かつ性能レベルＢの泡消火薬剤に要求される泡混合溶

液の放射量は，11,200 L/min（672 m3/h）であり，また，放水砲による棒状

放水によって原子炉建屋屋上に放水するために必要な流量が1,200 m3/hであ

ることから，1,200 m3/h以上とする。図 56-5-4に 1,200 m3/hにおける性能

曲線（棒状放水）を示す。 

 

 
図 56-5-4 1,200 m3/h における放水砲の性能曲線（泡消火） 

 

1.3 淡水貯水槽への補給 

(1) 淡水貯水槽への補給を実施する場合の容量 569 m3/h以上 

淡水貯水槽への補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の容量は，

淡水貯水槽への補給に必要な流量は，淡水貯水槽から大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）により各系統に必要な最大流量を基に設定する。大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）による必要最大流量は，表 56-5-3 に示す合計 569 m3/h以上を

補給可能な設計とする。 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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表 56-5-3 代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2））を水

源とした場合に必要となる最大流量 

系統 必要最大流量 

低圧代替注水系（可搬型） 145m3/h 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 88m3/h 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 50m3/h 

燃料プールスプレイ系 

（燃料プール代替注水系（常設配管）及び燃料プール代替

注水系（可搬型））＊ 

126m3/h 

（114m3/h）＊ 

原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給 10m3/h 

復水貯蔵タンクへの補給 150m3/h 

合計 569m3/h 

* ：燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型）及

び燃料プールスプレイ系は同時使用しないことから，燃料プールスプレイ

系の必要流量のみ必要最大流量として考慮する。 

 

2．揚程 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，2.1に示す「放水設備（大気への拡散抑

制設備）」に必要な揚程及び 2.2に示す「放水設備（泡消火設備）」に必要な揚

程を 1台で確保可能な設計とする。更に，大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，

2.3に示す「淡水貯水槽への補給」として必要な揚程を 1台で確保可能な設計

とする。 

上記を踏まえ，大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の揚程は，ホースの圧力損失

等を考慮して 122 m とする。 

 

2.1 放水設備（大気への拡散抑制設備） 

(1) 発電所外への放射性物質の拡散を抑制する場合の揚程 117.0 m以上 

放水設備（大気への拡散抑制設備）に使用する大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅱ）の揚程は，海を水源として原子炉建屋へ放水する場合の放水砲の必要圧

力，静水頭，ホース等の圧力損失を基に設定する。 

 

＜取水口からルート 1（迂回ルート）敷設，原子炉建屋    から放水する場合*1

＞ 

放水砲の必要圧力 約     m  

静水頭 約     m  

ホース敷設等の圧力損失 約    m 
（実際のホース敷設距離

の 1.1倍で評価*2） 

合  計 約 117.0m  

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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2.2 放水設備（泡消火設備） 

(1) 航空機燃料火災への泡消火を実施する場合の揚程 119.1m以上 

放水設備（泡消火設備）に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の揚

程は，海を水源として原子炉建屋周辺へ放水する場合の放水砲の必要圧力，

静水頭，ホース等の圧力損失を基に設定する。 

＜海水ポンプ室より取水し，原子炉建屋    から放水する場合＞ 

放水砲の必要圧力 約    m  

静水頭 約    m  

ホース敷設等の圧力損失 約    m 
（実際のホース敷設距離の

1.1倍で評価*2） 

合  計 約 119.1 m  

 

2.3 淡水貯水槽への補給を実施する場合の揚程 77.4m以上 

淡水貯水槽への補給に使用する大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の揚程は，

海水を淡水貯水槽へ補給する場合の水源と供給先との圧力差，静水頭，ホー

ス等の圧力損失を基に設定する。 

 

＜取水口からルート 2を経由して，淡水貯水槽へ補給する場合*1＞ 

水源と移送先の圧力差 約      m  

静水頭 約    m  

ホース敷設等の圧力損失 約    m 
（実際のホース敷設距離の

1.1倍で評価*2） 

合  計 約 77.4 m  

 

*1：圧力損失が最も大きくなるホース敷設ルートにて評価。 

*2：ホースの圧力損失及び湾曲の評価については，ホースの最小曲げ半径によ

る圧力損失を考慮し，保守的な想定で評価を実施。 

詳細設計においては，重大事故等時のホースの取り回し，作業性及び他設

備の干渉を考慮し，ポンプ容量を変更しない範囲で適切に選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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図 56-5-5 大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の性能曲線 

3．最高使用圧力 1.2 MPa 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の最高使用圧力は，水源と移送先の圧力差，

静水頭及びホース敷設等の圧力損失を考慮して，1.2MPaとする。  
 

4．最高使用温度 50 ℃ 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の最高使用温度は，海水取水箇所の海水温度

が 40 ℃を下回るため，50 ℃とする。 
 

5．原動機の出力の設定根拠     kW 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の原動機出力は，流量 1,800 m3/h，揚程 122 m

での軸動力を考慮し，    kWとする。 

 

枠囲みの内容は商業機密に属しますので公開できません。 
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参考. 大容量送水ポンプ(タイプⅡ)付属水中ポンプの揚程について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，付属の水中ポンプにて取水し，車載の増圧ポン

プにて送水する構造である。 

容量設定根拠で示している揚程は，増圧ポンプ（送水側）によるものであることか

ら，ここでは，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）付属の水中ポンプによって各取水場所

から取水し，増圧ポンプに送水できることを示す。 

各取水場所から増圧ポンプへの送水に必要となる揚程と水中ポンプの揚程との関

係を表 56-5-4に示す。 

表 56-5-4に示すとおり，増圧ポンプへの必要給水圧力（増圧ポンプでキャビテー

ション発生を防止するために必要な圧力）及び取水ホースの圧力損失を考慮した場合

の水中ポンプの揚程は約 24.2m以上である。これに対し各取水場所からの取水に必要

となる揚程は 16.7m以下であることから，水中ポンプから増圧ポンプへの送水が可能

である。 

なお，水中ポンプには，フロートが設けられており，水中ポンプの吸込みは水面か

ら一定の水位に維持されることから運転必要最低水位が常に確保されるため，水中ポ

ンプにキャビテーションを発生させることなく，増圧ポンプへ送水可能である。 

 

表 56-5-4 各取水箇所で必要となる吸込み揚程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-5-4 大容量送水ポンプ(タイプⅡ)の配置図  

取水口 1,200 5.2 25.0

海水ポンプ室 1,200 16.7 24.2

取水面と増圧ポン
プ吸込み口の高低
差
　　　　　　①[m]

ホースの圧力損失

　　　　 　④[m]

大容量送水
ポンプ

（タイプⅡ）

水中ポンプの吐出
圧力

　　　　　　②[m]

増圧ポンプへの必
要給水圧力

　　　　　　③[m]

水中ポンプ揚程

　（②-③-④）[m]
取水場所 最大取水量[m3/h]

枠囲みの内容は商業機密に属しますので公開できません。 

約 3.7m 

海水 

（取水口取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅡ） 

O.P.約 3.5m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

海水 
（海水ポンプ室取水） 

大容量送水ポンプ 

（タイプⅡ） 

約 15.2m 

O.P.約 15m 

O.P.-0.14m 

（朔望平均干潮位） 

約 1.5m 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 

増圧ポンプ 

 

水中ポンプ 
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名   称 サプレッションチェンバ 

容量 m3／個 2,800 

限界圧力 kPa 854 

限界温度 ℃ 200℃ 

【 設 定 根 拠 】 

 

1．容量 2,800 m3 

サプレッションチェンバのプール水は，重大事故等時において代替循環冷却系

の代替循環冷却ポンプの水源として使用する。代替循環冷却系は，サプレッショ

ンチェンバのプール水を水源として代替循環冷却ポンプで原子炉圧力容器への

注水及び原子炉格納容器内へのスプレイを行い，その水がサプレッションチェン

バに戻る循環ラインで構成される。 

代替循環冷却系を運転するための成立条件として，水源が関係する項目として

は，代替循環冷却ポンプの NPSH評価であり，系統圧力損失を考慮した有効 NPSH

がポンプの必要 NPSH を満足することが条件となる。添付 1に，代替循環冷却系

の代替循環冷却ポンプの NPSH評価（別添資料-2「代替循環冷却系の成立性につ

いて」抜粋）を示す。表 56-5-5で示すとおり,サプレッションチェンバのプール

水位が通常最低水位（O.P.-3900）の状態において NPSH評価を行っており，代替

循環冷却系が成立するためには流体圧力や吸込配管圧力損失等により求められ

る「有効 NPSH」が，ポンプの「必要 NPSH」と同等かそれ以上であること（有効

NPSH≧必要 NPSH）を満足する必要がある。ポンプの NPSH評価の結果，代替循環

冷却系水源としての必要な水量を満足できることを確認した。よって，設計基準

事故対処設備としての設計上のサプレッションチェンバのプール水量と同じ

2800m3とする。 

 

2．限界圧力 

原子炉格納容器の限界圧力である 854kPa[gage]とする。 

 

3．限界温度 

原子炉格納容器の限界温度である 200℃とする。 
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添付 1 

① ポンプの NPSH評価 

ポンプがキャビテーションを起こさず正常に動作するためには，流体圧力や吸込配

管圧力損失等により求められる「有効 NPSH」が，ポンプの「必要 NPSH」と同等かそ

れ以上であること（有効 NPSH≧必要 NPSH）を満足する必要があり，ここでは，有効

NPSHと必要 NPSHを比較する「NPSH評価」により代替循環冷却ポンプが正常に動作す

ることを確認した。 

本評価では図 56-5-5の系統構成を想定し，原子炉格納容器内圧力，サプレッショ

ンチェンバのプール水位と代替循環冷却ポンプ軸レベル間の水頭差，吸込配管（残留

熱除去系ストレーナ，残留熱除去系配管及び代替循環冷却系配管）圧力損失により求

められる有効 NPSHと，代替循環冷却ポンプの必要 NPSH を比較することで評価する。 

有効 NPSHの評価式は図 56-5-5に記載の式にて行う。評価の結果（表 56-5-5参照），

代替循環冷却ポンプ NPSH評価が成立することを確認した。 

 

  有効 NPSH = Pa – Pv + H - ⊿H 

 

  Pa  : 水源気相部の圧力 [m] 

  Pv  : ポンプ入口温度での飽和蒸気圧力 [m] 

  H  : 静水頭（水源水位～ポンプ軸レベル）[m] 

  ⊿H： ポンプ吸込配管の圧力損失 [m] 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-5-5 代替循環冷却系の NPSH評価 

サプレッション

チェンバ

ドライウェル

原
子
炉
圧
力
容
器

⊿H

Pa

H

Pv代替循環
冷却ポンプ

残留熱除去系
ストレーナ

残留熱除去系
熱交換器(A)
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表 56-5-5 NPSH 評価結果 

項目 水頭圧 設定根拠 

Pa S/C圧力（水頭換算値）  サプレッションチェンバ水温 150℃
とした場合の飽和蒸気圧とする。 

Pv 代替循環冷却ポンプ入口温
度での飽和蒸気圧（水頭換
算値） 

 サプレッションチェンバ水温 150℃
とした場合の飽和蒸気圧とする。 

H S/C水位と代替循環冷却ポ
ンプ軸レベル間の水頭差 

 サプレッションチェンバ水位は通常
最低水位（O.P.-3900）とし，代替循
環冷却ポンプ軸レベルは原子炉建屋 

 床上 1m（O.P.-7100）を想

定する。 

⊿H 吸込配管圧損  150m3/h時の RHRストレーナ～代替循
環冷却系ポンプ入口までの配管の圧
損 

RHRストレーナ圧損  工認記載値に，RHR 定格流量 1,160 
m3/hと 150m3/hの二乗比を掛けて算出
し余裕を見込んだ値 

     合計  配管，ストレーナ圧力損失合計 

有効 NPSH  Pa–Pv+H-⊿H 

必要 NPSH  代替循環冷却ポンプの必要 NPSH 

成立性評価 ○ 有効 NPSH≧必要 NPSH 

 

 

 

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 
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56-6 

接続図 

844



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-6-1 接続図（淡水貯水槽からルート１を経由して復水貯蔵タンクまでの接続） 

 

東 北 電 力 株 式 会 社
 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-7-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-6-2 接続図（淡水貯水槽からルート 2を経由して復水貯蔵タンクまでの接続） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

東 北 電 力 株 式 会 社
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図 56-6-3 接続図（取水口からルート１を経由して淡水貯水槽までの接続）  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 56-6-4 接続図（取水口からルート２を経由して淡水貯水槽までの接続） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 56-6-5 接続図（海水ポンプ室からルート１を経由して淡水貯水槽までの接続） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 56-6-6 接続図（海水ポンプ室からルート２を経由して淡水貯水槽までの接続） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 56-6-7 接続図（取水口からルート１を経由して復水貯蔵タンクまでの接続） 

 

東 北 電 力 株 式 会 社
 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 56-6-8 接続図（取水口からルート２を経由して復水貯蔵タンクまでの接続） 

 

東 北 電 力 株 式 会 社
 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-7-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-6-9 接続図（海水ポンプ室からルート１を経由して復水貯蔵タンクまでの接続） 

 

東 北 電 力 株 式 会 社
 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-7-9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-6-10 接続図（海水ポンプ室からルート２を経由して復水貯蔵タンクまでの接続） 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

東 北 電 力 株 式 会 社
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56-7 

保管場所図  
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56-7-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-7-1 保管場所図（位置的分散（原子炉建屋からの離隔距離）） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 56-7-2 保管場所図（位置的分散（保管エリアの離隔距離）） 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 56-7-3 保管場所図（機器配置） 

PN 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-8 

アクセスルート図
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56-8-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-8-1 保管場所およびアクセスルート図 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-8-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-8-2 地震時のアクセスルート 

PN 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-8-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-8-3 津波時のアクセスルート 

 

PN 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-8-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-8-4 可燃物施設損壊時のアクセスルート 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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注水用ヘッダについて
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56-9-1 

注水用ヘッダについて 

 

1．系統及び注水用ヘッダの概要 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，設置作業の効率化，被ばく低減を図ること

を目的に，注水用ヘッダを経由して，重大事故等対処設備として「①低圧代替注

水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注

水系（可搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系

（可搬型），⑥燃料プールスプレイ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィル

タ装置への補給及び⑧復水貯蔵タンクへの補給」の各系統における注水設備およ

び水の供給設備として使用する。 

これら複数の系統は，全てを同時に使用することはないものの，保守的に同時

使用を考慮し，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は各系統に必要な流量全てを 1台

で確保可能な容量を有する設計とする。（56-5参照） 

また，上記の重大事故等対処設備と同時に，自主対策設備である「⑨原子炉格

納容器頂部注水系（可搬型），⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）」における注

水設備として使用することも考慮し，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は重大事故

等対処設備としての必要容量に加え，自主対策設備としての必要容量も 1台で確

保可能な設計とする。 

 

これら各系統へ確実かつ容易に分岐できるよう，注水用ヘッダは隔離機能を設

けた設計とする。全体系統概要図を図 56-9-1に示す。 

なお，注水用ヘッダは，原子炉建屋外から水を供給する設備として１セット１

台で使用することから，故障時のバックアップ等を考慮し，合計３台を確保し，

複数箇所に分散して保管する設計とする。 

 

 

図 56-9-1 全体系統概要図  

注
水
用
ヘ
ッ
ダ

原子炉建屋

【重大事故等対処設備】
①低圧代替注水系（可搬型）
②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系
③原子炉格納容器下部注水系（可搬型）
④燃料プール代替注水系（常設配管）
⑤燃料プール代替注水系（可搬型）
⑥燃料プールスプレイ系
⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置*

【自主対策設備】
⑨原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）
⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）

【重大事故等対処設備
⑧復水貯蔵タンク

*：海を水源とした補給は行わない

淡水貯水槽（No.1） 淡水貯水槽（No.2）

大容量送水ポンプ
（タイプⅠ）

海

大容量送水ポンプ
（タイプⅠ）
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2．注水用ヘッダの使用状況 

有効性評価の各事故シーケンスにおいて，注水用ヘッダは「②原子炉格納容器

代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給」の組合せ，「⑧復水貯蔵タン

クへの補給」単独，及び「④燃料プール代替注水系（常設配管）又は⑤燃料プー

ル代替注水系（可搬型）」単独にて使用する。注水用ヘッダを用いた系統の使用開

始タイミングを表 56-9-1に示す。 

 

表 56-9-1 注水用ヘッダを用いた系統の使用開始タイミング 

 
  使用系統*1,2  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩  
運転中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故  
高圧・低圧注水機能喪失 － 28h － － － － － 10h － －  
高圧注水・減圧機能喪失 － － － － － － － － － －  
全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋HPCS
失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋高圧
注水失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋直流
電源喪失 

－ － － － － － － 10h － － 
 

全交流動力電源喪失（外部
電源喪失＋DG失敗）＋SRV
再閉失敗＋HPCS 失敗 

－ － － － － － － 10h － － 
 

崩壊熱除去機能喪失（取水
機能が喪失した場合） 

－ － － － － － － 10h － － 
 

崩壊熱除去機能喪失（残留
熱除去系が故障した場合） 

－ 23h － － － － － 10h － － 
 

原子炉停止機能喪失 － － － － － － － － － －  
LOCA時注水機能喪失 － 37h － － － － － 10h － －  
格納容器バイパス（インタ
ーフェイスシステム LOCA） 

－ － － － － － － － － － 
 

運転中の原子炉における重大事故  
・雰囲気圧力・温度による

静的負荷（格納容器過
圧・過温破損） 

－ 
24h*3 
29h*4 

－ － － － － 10h － － 
 

・水素燃焼  24h      10h    
・高圧溶融物放出/格納容器

雰囲気直接加熱 
・原子炉圧力容器外の溶融

燃料－冷却材相互作用 
・溶融炉心・コンクリート

相互作用 

－ 18h － － － － － 10h － － 

 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故  
想定事故 1 － － － － 13h － － － － －  
想定事故 2 － － － － 13h － － － － －  
運転停止中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故  
崩壊熱除去機能喪失 － － － － － － － － － －  
全交流動力電源喪失 － － － － － － － － － －  
原子炉冷却材の流出 － － － － － － － － － －  
反応度の誤投入 － － － － － － － － － －  
*1：①低圧代替注水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注水系（可

搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系（可搬型），⑥燃料プールスプレ
イ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給，⑧復水貯蔵タンクへの補給，⑨原子炉
格納容器頂部注水系（可搬型）（自主対策設備），⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）（自主対策設備） 

*2：事象発生後の経過時間を記載。各系統における使用は，記載時間以降は適宜実施。 
*3：代替循環冷却系を使用する場合。 
*4：代替循環冷却系を使用できない場合。 
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3．操作性 

3.1 注水用ヘッダの接続 

注水用ヘッダの接続部，付属の隔離弁及び接続先の接続口の名称は，一対

一の関係とし，名称が一致するようにホースの接続を行い系統構成する。 

注水用ヘッダを使用して各系統及び機器へ接続する場合の，注水用ヘッダ

の接続部と接続先の接続口の関係を表 56-9-2に示す。 

また，有効性評価の事故シーケンスにおいて複数系統で同時使用する際（②

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系及び⑦復水貯蔵タンクへの補給）の接続

状態の概要図を図 56-9-2示す。 

 

表 56-9-2 注水用ヘッダの接続部と接続する接続口の関係 

注水用ヘッダ 
接続先の接続口 使用系統＊1 

接続部 付属の隔離弁 

接続部 1 復水貯蔵タンク補給弁 
復水貯蔵タンク接続口 又は 

復水貯蔵タンク接続マンホール 
⑧ 

接続部 2 
燃料プール注水・スプレイ 

（可搬型）弁 
－＊2 ⑤又は⑥ 

接続部 3 原子炉ウェル注水弁 原子炉ウェル注水接続口 ⑨ 

接続部 4 原子炉・格納容器下部注水弁 原子炉・格納容器下部注水接続口 ①及び③ 

接続部 5 格納容器スプレイ弁 格納容器スプレイ接続口 ② 

接続部 6 
燃料プール注水・スプレイ 

（常設配管）弁 

燃料プール注水接続口 又は 

燃料プールスプレイ接続口 
④又は⑩ 

接続部 7 フィルタ装置水補給弁 フィルタ装置水補給用接続口 ⑦ 

*1：①低圧代替注水系（可搬型），②原子炉格納容器代替スプレイ冷却系，③原子炉格納容器下部注
水系（可搬型），④燃料プール代替注水系（常設配管），⑤燃料プール代替注水系（可搬型），⑥
燃料プールスプレイ系，⑦原子炉格納容器フィルタベント系フィルタ装置への補給，⑧復水貯
蔵タンクへの補給，⑨原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）（自主対策設備），⑩燃料プールス
プレイ系（常設配管）（自主対策設備） 

*2：全て可搬型の機器により構成する系統であり，接続口は使用しない。 

  

867



56-9-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56-9-2 注水用ヘッダの接続状態概要図  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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56-9-5 

3.2 操作性及び切替えの容易性 

注水用ヘッダを使用する各系統における注水用ヘッダの流路構成は，全て

注水用ヘッダ付属の隔離弁にて行う。隔離弁は手動弁とし，設置場所にて確

実に操作及び切替えが可能な設計とする。 

注水用ヘッダとホースの接続作業は，特殊な工具及び技量を必要とせず，

簡便な接続方式である嵌合構造とすることにより，確実に接続が可能な設計

とする。 

また，誤接続及び誤操作の防止のため，注水用ヘッダの接続部，付属の隔

離弁及び接続先の接続口の名称は一対一の関係とし，それぞれ銘板により識

別可能な設計とするとともに，同一色の塗装を施す等で識別性を高めた設計

とする（図 56-9-3）。 

有効性評価の事故シーケンスにおいては，最大で二つの系統（②原子炉格

納容器代替スプレイ冷却系及び⑧復水貯蔵タンクへの補給）を同時に系統構

成するが，上記対策により誤操作の可能性は低いと考えている。なお，②原

子炉格納容器代替スプレイ冷却系は，原子炉建屋内の弁を中央制御室から遠

隔操作することによりスプレイを実施するため，仮に注水用ヘッダ付属の隔

離弁を誤って開操作したとしても，誤注入に至ることはない。 

 

 

図 56-9-3 注水用ヘッダの誤接続及び誤操作の防止対策イメージ図 
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56-9-6 

4．悪影響の防止 

注水用ヘッダは複数の重大事故等対処設備及び自主対策設備の流路として使用

することから，接続先の各系統及び機器に対して悪影響を及ぼすことのないよう

考慮する必要がある。 

注水用ヘッダから各系統及び機器への流路は，それぞれ注水用ヘッダ付属の隔

離弁により隔離可能な設計とすることで，互いに悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

また，注水用ヘッダに接続する可能性のある自主対策設備である⑨原子炉格納

容器頂部注水系（可搬型）及び⑩燃料プールスプレイ系（常設配管）は，注水用

ヘッダ付属の隔離弁に加えて，原子炉建屋の原子炉棟外の当該系統配管に設ける

隔離弁を閉止することで，確実に他系統と隔離することが可能な設計とする。な

お，原子炉建屋内の原子炉棟外の隔離弁は遠隔手動弁操作設備により屋外からの

手動操作が可能である。 

さらに，注水用ヘッダと自主対策設備を接続するホースを取り外すことで，原

子炉建屋内への注水を物理的に隔離可能な設計とし，使用しない注水用ヘッダの

接続部は閉止板により閉止可能な設計とする。 
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56-10 

大容量送水ポンプの構造について
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56-10-1 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，図 56-10-1に示すとおり増圧ポンプ 1台，付属

水中ポンプ 2台，ディーゼルエンジン 1台等で構成される。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，付属水中ポンプ及び増圧ポンプをディーゼルエ

ンジンにて駆動する設計であり，外部電源が不要な設計である。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，淡水又は海水を付属水中ポンプにて取水した後，

ホースを介して増圧ポンプへと送水し，加圧した水を各注水先へ送水する。 

なお，付属水中ポンプの吸込部にはストレーナを設置し，異物の流入を防止する設

計としている。 

 

 
図 56-10-1 大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の構造概要図 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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56-11-2 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の構造について 

 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，図 56-10-2に示すとおり増圧ポンプ 1台，付属

水中ポンプ 2台，ディーゼルエンジン 1台等で構成される。 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，付属水中ポンプ及び増圧ポンプをディーゼルエ

ンジンにて駆動する設計であり，外部電源が不要な設計である。 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）は，淡水又は海水を付属水中ポンプにて取水した後，

ホースを介して増圧ポンプへと送水し，加圧した水を各注水先へ送水する。 

なお，付属水中ポンプの吸込部にはストレーナを設置し，異物の流入を防止する設

計としている。 

 

 
図 56-10-2 大容量送水ポンプ（タイプⅡ）の構造概要図 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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海の利用について  
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海の利用について 

 

海は，淡水が枯渇した場合に，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水に使用

する設計基準事故対処設備が機能喪失した場合の代替手段である低圧代替注水系（可

搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系及び原子炉格納容器下部注水系（可搬型）

の水源として利用し，また，使用済燃料プールの冷却又は注水に使用する設計基準事

故対処設備が機能喪失した場合の代替手段である燃料プール代替注水系（常設配管），

燃料プール代替注水系（可搬型）及び燃料プールスプレイ系の水源として利用する。

さらに，復水貯蔵タンク並びに代替淡水源（淡水貯水槽（No.1）及び淡水貯水槽（No.2））

へ水を供給するための水源として利用する。 

海からの移送ルートは，以下のとおりとし，その概要を図 56-11-1に示す。 

 

１．原子炉圧力容器，原子炉格納容器及び使用済燃料プールへの海水の注水 

淡水貯水槽（No.1）及び淡水貯水槽（No.2）の淡水が枯渇した場合には，大容量

送水ポンプ（タイプⅠ）を用いて，海水を取水箇所（海水ポンプ室又は取水口）か

ら，原子炉圧力容器，原子炉格納容器及び使用済燃料プールへ注水する。 

また，淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2）に供給された海水を，大容量

送水ポンプ（タイプⅠ）を用いて，原子炉圧力容器，原子炉格納容器及び使用済燃

料プールへ注水することもできる。 

 

２．復水貯蔵タンクへの海水の供給 

淡水貯水槽（No.1）及び淡水貯水槽（No.2）の淡水が枯渇した場合には，大容量

送水ポンプ（タイプⅠ）を用いて，海水を取水箇所（海水ポンプ室又は取水口）か

ら，復水貯蔵タンクへ供給する。 

また，淡水貯水槽（No.1）又は淡水貯水槽（No.2）に供給された海水を，大容量

送水ポンプ（タイプⅠ）を用いて，復水貯蔵タンクへ供給することもできる。 

 

３．淡水貯水槽（No.1）及び淡水貯水槽（No.2）への海水の供給 

淡水貯水槽（No.1）及び淡水貯水槽（No.2）の淡水が枯渇した場合には，大容量

送水ポンプ（タイプⅡ）を用いて，取水箇所（海水ポンプ室又は取水口）から，海

水を淡水貯水槽（No.1）及び淡水貯水槽（No.2）へ供給する。 

 

 

  

875



56-11-2 

 

図 56-11-1 海の利用の概要とその位置付け 
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56-12 

その他設備
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56-12-1 
 

1.代替淡水源の容量 

淡水貯水槽（No.1）及び淡水貯水槽（No.2）は，重大事故等の収束に必要となる淡

水を供給するための代替淡水源として設置する。 

 

淡水貯水槽（No.1）及び淡水貯水槽（No.2）の容量は，それぞれ 5,000m3とする。 

 

重大事故等対策の有効性評価シナリオで想定する各事故シーケンスグループ等の

うち，水使用の観点から結果が最も厳しくなる事故シーケンスは【LOCA時注水機能喪

失：3,860m3】である。この水使用量に対して，水源，移送ルート（配管）全て常設で

ある復水貯蔵タンクの貯水量約 1,192m3が枯渇する前に可搬型の移送ルートを用いて

供給する淡水源として淡水貯水槽（No.1）及び淡水貯水槽（No.2）を設置する。 

 

各事故シーケンスグループ等の，事故 7日間後までに必要な水量（最大）を以下に示

す。 

①高圧・低圧注水機能喪失  約 3,800 m3 

②全交流動力電源喪失    約 770 m3 

③崩壊熱除去機能喪失 （取水機能喪失）  約 770 m3 

④崩壊熱除去機能喪失（残留熱除去機能喪失）  約 3,750 m3 

⑤原子炉停止機能喪失  約 1,230 m3 

⑥LOCA時注水機能喪失   約 3,860 m3 

⑦格納容器バイパス（インターフェイスシステム LOCA）  約 450 m3 

⑧雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）  約 3,610 m3 

⑨高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱   約 3,520 m3 

⑩原子炉圧力容器外の溶融燃料―冷却材相互作用  約 3,520 m3 

⑪水素燃焼       約 3,610 m3 

⑫溶融炉心・コンクリート相互作用    約 3,520 m3 

⑬想定事故１       約 1,790 m3 

⑭想定事故２       約 1,870 m3 

⑮全交流動力電源喪失      約 540 m3 
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56-12-2 
 

2.水源の全体概要図 

 自主対策設備を含めた水源の全体概要図を図 56-12-1に示す。 

 

図 56-12-1 水源の全体概要図 
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56-12-3 
 

3.自主対策設備 

（1）淡水タンク（ろ過水タンク，純水タンク及び原水タンク）を利用した水の移

送設備の整備 

 

自主対策設備として，淡水タンクであるろ過水タンク，純水タンク及び原水タ

ンクを利用した水の供給設備を整備する。 

 

復水貯蔵タンクへの補給において淡水貯水槽を水源とした補給ができない場

合であって，ろ過水タンクが健全である場合には，ろ過水タンクから大容量送水

ポンプ（タイプⅠ）又は大容量送水ポンプ（タイプⅡ），ホース等を使用して復

水貯蔵タンクへの補給及び原子炉圧力容器，原子炉格納容器及び使用済燃料プー

ルへの注水が可能なように整備する。更に，純水タンクが健全である場合には，

ろ過水タンクと純水タンクを繋ぐ常設配管を使用してろ過水タンクへ補給可能

なように整備する。また，原水タンクが健全である場合には，ろ過水タンクと原

水タンクを繋ぐ常設配管を使用してろ過水タンクへ補給可能なように整備する。 

淡水タンクを利用した水の供給設備を図 56-12-2に示す。 

 

 

図 56-12-2 淡水タンクを利用した水の供給設備 

（復水貯蔵タンク接続口及び原子炉建屋    接続の場合） 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-1-1 
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搬
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電
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57-1-2 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(可搬型) 

第５７条：電源設備 電源車 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
屋外 D 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 現場操作(設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，接続作業) 
Bc，Bd，

Bg 

 関連資料 57-2 配置図，57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
内燃機関，発電機 G，I 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 現場操作(設置場所で操作可能) Aa 

 関連資料 57-2 配置図 

第
３
項 

第
１
号 

 可搬 SAの容量 原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型設備 A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 可搬 SAの接続性 より簡便な接続規格等による接続 C 

 関連資料 57-2 配置図，57-3 系統図 

第
３
号 

 異なる複数の接続箇所の確保 単独の機能で使用 Ab 

 関連資料 57-2 配置図 

第
４
号 

 設置場所 (放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
５
号 

 保管場所 屋外(共通要因の考慮対象設備あり ) Ba 

 関連資料 57-2 配置図 

第
６
号 

 アクセスル-ト 屋外アクセスル-トの確保 B 

 関連資料 57-6 アクセスル-ト図 

第
７
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋外 Ab 

サポート系要因 対象(サポート系あり)-異なる駆動源又は冷却源 Ca 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図, 57-9 代替電源設備について 
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57-1-3 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 軽油タンク 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
屋外 D 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図，57-3 系統図 

第
２
号 

 操作性 現場操作(弁操作，接続作業) Bf，Bg 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
容器 C 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途以外の用途として使用するため，切替操作が必要 A 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 弁等の操作で系統構成 Aa 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 現場操作(設置場所で操作可能) Aa 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋外 Ab 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図 
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57-1-4 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 ガスタービン発電設備軽油タンク 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
屋外 D 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図，57-3 系統図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
容器 C 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 他設備から独立 Ac 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋外 Ab 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図 
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57-1-5 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(可搬型) 

第５７条：電源設備 タンクローリ 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
屋外 D 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 
現場操作(設備の運搬・設置，操作スイッチ操作，弁操作，接

続作業) 

Bc，Bd，

Bf，Bg 

 関連資料 57-2 配置図，57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
容器 C 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 現場操作(設置場所で操作可能) Aa 

 関連資料 57-2 配置図 

第
３
項 

第
１
号 

 可搬 SAの容量 その他可搬型設備 C 

 関連資料 57-5 容量設定根拠，57-11 燃料補給に関する補足説明資料 

第
２
号 

 可搬 SAの接続性 より簡便な接続規格等による接続 C 

 関連資料 57-2 配置図，57-3 系統図 

第
３
号 

 異なる複数の接続箇所の確保 単独の機能で使用 Ab 

 関連資料 57-2 配置図 

第
４
号 

 設置場所 (放射線量の高くなるおそれの少ない場所を選定) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
５
号 

 保管場所 屋外(共通要因の考慮対象設備あり ) Ba 

 関連資料 57-2 配置図 

第
６
号 

 アクセスル-ト 屋外アクセスル-トの確保 B 

 関連資料 57-6 アクセスル-ト図 

第
７
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋外 Ab 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図 
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57-1-6 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 ガスタービン発電機 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
屋外 D 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
ガスタービン，発電機 H，I 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 高速回転機器 Bb 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋外 Ab 

サポート系要因 対象(サポート系あり)-異なる駆動源又は冷却源 Ca 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図,57-9 代替電源設備について 
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57-1-7 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 ガスタービン発電設備燃料移送ポンプ 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
屋外 D 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
ポンプ A 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 他設備から独立 Ac 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋外 Ab 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図  
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57-1-8 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 125V蓄電池 2A 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 
57-2 配置図,57-3 系統図,  
57-10 全交流動力電源喪失対策設備について(直流電源設備について) 
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57-1-9 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 125V蓄電池 2B 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 
57-2 配置図,57-3 系統図,  
57-10 全交流動力電源喪失対策設備について(直流電源設備について) 
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57-1-10 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 125V充電器盤 2A 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 
57-2 配置図,57-3 系統図,  
57-10 全交流動力電源喪失対策設備について(直流電源設備について) 
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57-1-11 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 125V充電器盤 2B 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 
57-2 配置図,57-3 系統図,  
57-10 全交流動力電源喪失対策設備について(直流電源設備について) 
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57-1-12 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 125V代替蓄電池 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替必要 Ba 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 
57-2 配置図,57-3 系統図,  
57-10 全交流動力電源喪失対策設備について(直流電源設備について) 
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57-1-13 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 250V蓄電池 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 
57-2 配置図,57-3 系統図,  
57-10 全交流動力電源喪失対策設備について(直流電源設備について) 
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57-1-14 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 125V代替充電器盤 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 
57-2 配置図,57-3 系統図,  
57-10 全交流動力電源喪失対策設備について(直流電源設備について) 
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57-1-15 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 250V充電器盤 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
対象外（共通要因の考慮対象設備なし） 対象外 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 
57-2 配置図,57-3 系統図,  
57-10 全交流動力電源喪失対策設備について(直流電源設備について) 
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57-1-16 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 ガスタービン発電機接続盤 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図,57-9 代替電源設備について 
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57-1-17 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 緊急用高圧母線 2F系 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図,57-9 代替電源設備について 
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57-1-18 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 緊急用高圧母線 2G系 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 中央制御室操作 A 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 中央制御室操作 B 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図,57-9 代替電源設備について 
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57-1-19 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 緊急用動力変圧器 2G系 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図,57-9 代替電源設備について 
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57-1-20 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 緊急用低圧母線 2G系 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 重大事故等への対処を本来の目的として設置するもの A 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図,57-9 代替電源設備について 
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57-1-21 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 緊急用交流電源切替盤 2G系 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 中央制御室操作 A 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替必要 Ba 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 中央制御室操作 B 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 流路，その他設備 対象外 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図,57-9 代替電源設備について 
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57-1-22 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 緊急用交流電源切替盤 2C系 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 中央制御室操作 A 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替必要 Ba 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 中央制御室操作 B 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 流路，その他設備 対象外 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図,57-9 代替電源設備について 
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57-1-23 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 緊急用交流電源切替盤 2D系 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 中央制御室操作 A 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替必要 Ba 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 通常時は隔離又は分離 Ab 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 中央制御室操作 B 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 流路，その他設備 対象外 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図,57-9 代替電源設備について 
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57-1-24 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 非常用高圧母線 2C系 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 中央制御室操作 A 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途以外の用途として使用するため，切替操作が必要 A 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 弁等の操作で系統構成 Aa 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 中央制御室操作 B 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図,57-9 代替電源設備について 
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57-1-25 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 非常用高圧母線 2D系 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
号 

 操作性 中央制御室操作 A 

 関連資料 57-3 系統図 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 57-4 試験及び検査 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途以外の用途として使用するため，切替操作が必要 A 

 関連資料 57-3 系統図 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 弁等の操作で系統構成 Aa 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 
57-3 系統図， 

57-7 バウンダリ系統図 

第
６
号 

 設置場所 中央制御室操作 B 

 関連資料 57-2 配置図 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 57-5 容量設定根拠 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
防止設備-対象(代替対象 DB設備あり)-屋内 Aa 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 57-2 配置図,57-3 系統図,57-9 代替電源設備について 
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57-1-26 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 非常用ディーゼル発電機 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 - 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
内燃機関，発電機 G，I 

 関連資料 - 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 - 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 - 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 - 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
対象外(共通要因の考慮対象設備なし) 対象外 

サポート系要因 対象(サポート系あり)-異なる駆動源又は冷却源 Ca 

関連資料 - 
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57-1-27 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 非常用ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
屋外 D 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 - 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
ポンプ A 

 関連資料 - 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 - 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 - 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 - 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
対象外(共通要因の考慮対象設備なし) 対象外 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 - 
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57-1-28 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 非常用ディーゼル発電設備燃料デイタンク 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 - 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
容器 C 

 関連資料 - 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 - 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 - 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 - 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
対象外(共通要因の考慮対象設備なし) 対象外 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 - 
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57-1-29 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 - 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
内燃機関，発電機 G，I 

 関連資料 - 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 - 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 - 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 - 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
対象外(共通要因の考慮対象設備なし) 対象外 

サポート系要因 対象(サポート系あり)-異なる駆動源又は冷却源 Ca 

関連資料 - 
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57-1-30 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料移送ポンプ 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
屋外 D 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 - 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
ポンプ A 

 関連資料 - 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 - 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 - 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 - 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
対象外(共通要因の考慮対象設備なし) 対象外 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 - 
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57-1-31 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料デイタンク 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 - 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
容器 C 

 関連資料 - 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 - 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 - 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 - 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
対象外(共通要因の考慮対象設備なし) 対象外 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 - 
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57-1-32 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 非常用高圧母線 2H系 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 - 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 - 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 - 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 - 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 - 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
対象外(共通要因の考慮対象設備なし) 対象外 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 - 
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57-1-33 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 125V蓄電池 2H 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 - 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 - 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 - 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 - 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 - 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
対象外(共通要因の考慮対象設備なし) 対象外 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 - 
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57-1-34 

女川原子力発電所 2号炉 SA設備基準適合性一覧表(常設) 

第５７条：電源設備 125V充電器盤 2H 
類型化 

区分 

第
４
３
条 

第
１
項 

第
１
号 

環
境
条
件
に
お
け
る
健
全
性 

 環境温度・湿度・圧力 

 ／屋外の天候／放射線 
原子炉建屋の二次格納施設外及びその他の建屋内 C 

 荷重 (有効に機能を発揮する) - 

 海水 海水を通水しない 対象外 

 他設備からの影響 (周辺機器等から悪影響により機能を失うおそれがない) - 

 電磁波による影響 (電磁波により機能が損なわれない) - 

 関連資料 - 

第
２
号 

 操作性 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
３
号 

 試験・検査 

(検査性，系統構成・外部入力) 
その他電源設備 J 

 関連資料 - 

第
４
号 

 切替え性 本来の用途として使用-切替不要 Bb 

 関連資料 - 

第
５
号 

悪
影
響
防
止 

 系統設計 DB施設と同じ系統構成 Ad 

 その他(飛散物) 対象外 対象外 

 関連資料 - 

第
６
号 

 設置場所 操作不要 対象外 

 関連資料 - 

第
２
項 

第
１
号 

 常設 SAの容量 設計基準対象施設の系統及び機器の容量等が十分 B 

 関連資料 - 

第
２
号 

 共有の禁止 (共用しない設備) - 

 関連資料 - 

第
３
号 

共
通
要
因
故
障
防
止 

環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水，火災 
対象外(共通要因の考慮対象設備なし) 対象外 

サポート系要因 対象外(サポート系なし) 対象外 

関連資料 - 
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57-2 

配置図

設置場所：常設設備の配置及び可搬型設備を使用時に設置す

る場所 

保管場所：可搬型設備を保管している場所 

接続箇所：可搬型設備の接続先となる常設設備の設置場所 

：設計基準対象施設 

：重大事故等対処設備 
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57-2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-1 屋外配置図（原子炉建屋・緊急用電気品建屋・第 2～4保管エリア） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-2 屋外配置図（電源車保管場所・設置場所） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-3 屋外配置図（電源車接続箇所） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-4 屋外配置図（軽油タンク） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-5 屋外配置図（ガスタービン発電設備軽油タンク） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-6 屋外配置図（タンクローリ） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-7 屋外配置図（ガスタービン発電機） 

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-8 屋外配置図（ガスタービン発電設備燃料移送ポンプ） 

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-9 屋外配置図（屋外電路） 

 

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-10 配置図（原子炉建屋      ） 

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-11 配置図（原子炉建屋       ） 

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-12 配置図（原子炉建屋       ） 

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-13 配置図（原子炉建屋       ） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-14 配置図（制御建屋       ） 

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-15 配置図（制御建屋       ） 

 

 枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-16 配置図（制御建屋       ） 

 

 枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-17 配置図（制御建屋       ） 

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-18 配置図（中央制御室（制御建屋       ）） 

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-2-19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-2-19 配置図（緊急用電気品建屋       ） 

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
 

936



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57-3  

系統図 
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57-3-1 

 
図 57-3-1 可搬型代替交流電源設備系統図 

（電源車～電源車接続口(原子炉建屋    ) 

～非常用高圧母線 2C系及び非常用高圧母線 2D系電路） 
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57-3-2 

 
図 57-3-2 可搬型代替交流電源設備系統図 

（電源車～電源車接続口(原子炉建屋    )  

～非常用高圧母線 2C系及び非常用高圧母線 2D系電路） 
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図 57-3-3 可搬型代替交流電源設備系統図 

（電源車～電源車接続口(原子炉建屋    )  

～緊急用低圧母線 2G系電路） 
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図 57-3-4 可搬型代替交流電源設備系統図 

（電源車～電源車接続口(原子炉建屋    ) 

～緊急用低圧母線 2G系電路） 
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図 57-3-5 可搬型代替交流電源設備系統図 

（燃料移送系（軽油タンク）） 
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図 57-3-6 可搬型代替交流電源設備系統図 

（燃料移送系（ガスタービン発電設備軽油タンク）） 
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図 57-3-7 常設代替交流電源設備系統図 

（ガスタービン発電機～非常用高圧母線 2C系及び非常用高圧母線 2D系電路） 
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図 57-3-8 常設代替交流電源設備系統図 

（ガスタービン発電機～緊急用低圧母線 2G系電路） 
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図 57-3-9 常設代替交流電源設備系統図 

（ガスタービン発電設備燃料移送系） 
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図 57-3-10 常設代替交流電源設備系統図 

（ガスタービン発電設備燃料移送ポンプ電源） 
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図 57-3-11 所内常設蓄電式直流電源設備系統図 

(全交流動力電源喪失直後～1時間後) 
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図 57-3-12 所内常設蓄電式直流電源設備系統図 

(全交流動力電源喪失 1時間後～8時間後) 
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図 57-3-13 所内常設蓄電式直流電源設備系統図 

(全交流動力電源喪失 8時間後～24時間後) 
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図 57-3-14 常設代替直流電源設備系統図（125V系統） 

(全交流動力電源喪失直後～8時間後) 
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図 57-3-15 常設代替直流電源設備系統図（250V系統） 

(全交流動力電源喪失直後～1時間後) 
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図 57-3-16 常設代替直流電源設備系統図（250V系統） 

(全交流動力電源喪失 1時間後～24時間後) 
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図 57-3-17 可搬型代替直流電源設備系統図（125V系統） 

(全交流動力電源喪失及び所内常設蓄電式直流電源設備喪失直後～8時間後) 
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図 57-3-18 可搬型代替直流電源設備系統図（125V系統） 

(全交流動力電源喪失及び所内常設蓄電式直流電源設備喪失 8時間後～24時間後) 

（電源車接続口（原子炉建屋    ）接続）
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図 57-3-19 可搬型代替直流電源設備系統図（125V系統） 

(全交流動力電源喪失及び所内常設蓄電式直流電源設備喪失 8時間後～24時間後) 

（電源車接続口（原子炉建屋    ）接続） 
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図 57-3-20 可搬型代替直流電源設備系統図（250V系統） 

(全交流動力電源喪失及び所内常設蓄電式直流電源設備喪失直後～1時間後) 
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図 57-3-21 可搬型代替直流電源設備系統図（250V系統） 

(全交流動力電源喪失及び所内常設蓄電式直流電源設備喪失 1時間後～24時間後) 
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（460V原子炉建屋モータコントロールセンタ 2C系又は 

460V原子炉建屋モータコントロールセンタ 2D系から電源供給時 

(低圧代替注水系の例)）
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図 57-3-27 蓄電池室空調機系統図 

（460V原子炉建屋モータコントロールセンタ 2C系から電源供給時） 
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図 57-3-28 蓄電池室空調機系統図 

（460V原子炉建屋モータコントロールセンタ 2G系から電源供給時） 
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図 57-3-29 燃料補給設備系統図 
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図 57-3-30 燃料補給設備系統図 

（ガスタービン発電設備軽油タンク） 
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図 57-4-1 構造図（電源車）
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図 57-4-2 電源車試験系統図 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-4-3 電源車用ケーブル試験系統図 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-4-4 軽油タンク構造図 
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図 57-4-5 ガスタービン発電設備軽油タンク構造図 
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図 57-4-6 タンクローリ構造図
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図 57-4-7 ガスタービン発電機（発電機車）構造図 
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図 57-4-8 ガスタービン発電機（制御車）構造図 
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図 57-4-9 ガスタービン発電機試験系統図 
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図 57-4-13 125V蓄電池 2A（2,000Ah）構造図 
 

 

 

 

 

 

 

 

電圧測定が可能である。 

記号 品 名

1 電 槽

2 ふ た

3 端 子

4 排 気 栓

5 充 填 剤

6 封 口 覆 い
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図 57-4-14 125V蓄電池 2A及び 125V蓄電池 2B（3,000Ah）構造図 

電圧測定が可能である。 

 記号 品 名

1 電 槽

2 ふ た

3 端 子

4 排 気 栓

5 充 填 剤

6 封 口 覆 い
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図 57-4-15 125V充電器盤 2A構造図 
 

 

 

 

 

 

電圧確認が可能である。 
最新の外形図に変更済み。 
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図 57-4-16  125V充電器盤 2B構造図

電圧確認が可能である。 
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図 57-4-17 125V充電器盤 2A及び 125V充電器盤 2B試験系統図 
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図 57-4-18  125V代替蓄電池（2,000Ah）構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

電圧測定が可能である。 

記号 品 名

1 電 槽

2 ふ た

3 端 子

4 排 気 栓

5 充 填 剤

6 封 口 覆 い
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図 57-4-19 250V蓄電池（3,000Ah）構造図 

 

 

 

 

 

 

電圧測定が可能である。 

 記号 品 名

1 電 槽

2 ふ た

3 端 子

4 排 気 栓

5 充 填 剤

6 封 口 覆 い

987



 

57-4-20 

 

 

V A A

 
 

図 57-4-20 125V代替充電器盤構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約
2

.2
m

 

電圧確認が可能である。 

988



 

57-4-21 

R
C

IC
M

C
C

46
0V

C/
B

M
CC

2D
系

46
0V

C/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6.
9k

V
M

/C
6-

2F
-1

6.
9k

V
M

/C
6

-2
F-

2

6
.9

kV
M

/C
6-

2
G

6.
9k

V
M

/C
  

6
-2

C

46
0V

P/
C

4-
2G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

46
0V

P/
C

4-
2C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4-
2

D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

外
部
電
源
よ
り 6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

46
0V

R/
B

M
CC

2H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-2

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

1
2

5
V

直
流

分
電
盤

2
B

-4

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
B

1
2

5
V
蓄
電
池

2B

1
2

5
V
直
流
主
母
線
盤

2B

1
2

5
V
蓄
電
池

2A

【
区
分
Ⅲ
】

1
2

5
V

蓄
電
池

2
H

1
2

5
V
直
流
主
母
線
盤

2H

1
2

5
V

直
流

分
電
盤

2
A

-3

1
2

5
V

直
流

分
電
盤

2
A

-2

1
2

5
V

直
流

分
電
盤

2
A

-1

無 停 電 交 流 電 源 用 Ｃ Ｖ Ｃ Ｆ ２ Ａ

原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系

（ 電 動 機 ）

原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系

各 負 荷

非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 ２ Ａ

各 負 荷

1
2

5
V

直
流

分
電
盤

2
B

-1

1
2

5
V

直
流

分
電
盤

2
B

-3

1
2

5
V

直
流

分
電
盤

2
B

-2

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

無 停 電 交 流 電 源 用 Ｃ Ｖ Ｃ Ｆ ２ Ｂ

非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 ２ Ｂ

高 圧 炉 心 ス プ レ イ 系

デ ィ ー ゼ ル 発 電 機

1
2

5
V

直
流

分
電
盤

2
H

計 装 設 備

遮 断 器 操 作 回 路

各 負 荷

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
H

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

各 負 荷

46
0V

R/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2D
系

1
2

5
V
直
流
主
母
線
盤

2A

【
区
分
Ⅲ
】

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

D
/G

動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

計 装 設 備

主 蒸 気 逃 が し 安 全 弁

遮 断 器 操 作 回 路

直 流 照 明 兼

非 常 用 照 明

遮 断 器 操 作 回 路

主 蒸 気 逃 が し 安 全 弁

計 装 設 備

直 流 照 明

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

1
2

5
V

代
替
蓄
電
池

1
2

5
V

代
替

充
電
器
盤

1
2

5
V
直
流
主
母
線
盤

2A
-1

1
2

5
V
直
流
主
母
線
盤

2B
-1

原 子 炉 格 納 容 器 フ ィ ル タ ベ ン ト 系

計 装 設 備

高 圧 代 替 注 水 系

計 装 設 備

直 流 駆 動 低 圧 注 水 系

：
1

2
5

V
 直
流
電
源

切
替
盤

2
B

：
1

2
5

V
 直
流
電
源

切
替
盤

2
A

 
図 57-4-21 125V代替充電器盤試験系統図 

989



 

57-4-22 

 

 

V A A

 
 

 
図 57-4-22  250V充電器盤 構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電圧確認が可能である。 

990



 

57-4-23 

46
0V

C/
B

M
CC

2D
系

46
0V

C/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6.
9k

V
M

/C
6-

2F
-1

6.
9k

V
M

/C
6

-2
F-

2

6
.9

kV
M

/C
6-

2
G

6.
9k

V
M

/C
  

6
-2

C

46
0V

P/
C

4-
2G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

46
0V

P/
C

4-
2C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4-
2

D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

外
部
電
源
よ
り 6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

46
0V

R/
B

M
CC

2H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-2

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

1
2

5
V

代
替

充
電
器
盤

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
B

2
5

0
V
蓄
電
池

【
区
分
Ⅲ
】

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
H

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

46
0V

R/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2D
系

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

D
/G

動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

2
5

0
V

充
電
器
盤

2
5

0
V
直
流
主
母
線
盤

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

直 流 駆 動 低 圧 注 水 ポ ン プ

各 負 荷

 
図 57-4-23 250V充電器盤試験系統図 

 

 

 

991



 

57-4-24 

4
6

0
V

C
/B

M
C

C
2

D
系

4
6

0
V

C
/B

M
C

C
2

C
系

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6
.9

kV
M

/C
6

-2
F

-1
6.

9k
V

M
/C

6
-2

F-
2

6
.9

k
V

M
/C

6-
2

G
6

.9
kV

M
/C

  
6

-2
C

4
6

0
V

P
/C

4
-2

G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

4
6

0
V

P
/C

4
-2

C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4
-2

D

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

D
/G

外
部
電
源
よ
り 動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

紫
色
：
給
電
ラ
イ
ン

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

G
-2

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

C
系

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

D
系

1
2

5
V

代
替
充
電
器
盤

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

1
2

5
V

充
電
器
盤

2B
1

2
5

V
充
電
器
盤

2
H

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
G

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
A

-1
中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
B

-1

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

【
凡
例
】

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2C

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2D

：
1

2
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
接
続
盤
は

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

 
図 57-4-24 ガスタービン発電機接続盤試験系統図 

992



 

57-4-25 

4
6

0
V

C
/B

M
C

C
2

D
系

4
6

0
V

C
/B

M
C

C
2

C
系

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6
.9

kV
M

/C
6

-2
F

-1
6.

9k
V

M
/C

6
-2

F-
2

6
.9

k
V

M
/C

6-
2

G
6

.9
kV

M
/C

  
6

-2
C

4
6

0
V

P
/C

4
-2

G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

4
6

0
V

P
/C

4
-2

C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4
-2

D

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

D
/G

外
部
電
源
よ
り 動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

紫
色
：
給
電
ラ
イ
ン

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

G
-2

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

C
系

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

D
系

1
2

5
V

代
替
充
電
器
盤

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

1
2

5
V

充
電
器
盤

2B
1

2
5

V
充
電
器
盤

2
H

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
G

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
A

-1
中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
B

-1

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

【
凡
例
】

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2C

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2D

：
1

2
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

緊
急
用
高
圧
母
線
2
F
系
は

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

 
図 57-4-25 緊急用高圧母線 2F系試験系統図 

993



 

57-4-26 

46
0V

C/
B

M
CC

2D
系

46
0V

C/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6.
9k

V
M

/C
6-

2F
-1

6.
9k

V
M

/C
6

-2
F-

2

6
.9

k
V

M
/C

6-
2

G
6.

9k
V

M
/C

  
6

-2
C

46
0V

P/
C

4-
2G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

46
0V

P/
C

4-
2C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4-
2

D

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

D
/G

外
部
電
源
よ
り 動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

46
0V

R/
B

M
CC

2H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

紫
色
：
給
電
ラ
イ
ン

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-2

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

46
0V

R/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2D
系

1
2

5
V

代
替
充
電
器
盤

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

1
2

5
V

充
電
器
盤

2B
1

2
5

V
充
電
器
盤

2
H

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
G

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
A

-1
中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
B

-1

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

【
凡
例
】

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2C

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2D

：
1

2
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

緊
急
用
高
圧
母
線

2G
系
は

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

 
図 57-4-26 緊急用高圧母線 2G系試験系統図 

994



 

57-4-27 

4
6

0
V

C
/B

M
C

C
2

D
系

4
6

0
V

C
/B

M
C

C
2

C
系

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6
.9

kV
M

/C
6

-2
F

-1
6.

9k
V

M
/C

6
-2

F-
2

6
.9

k
V

M
/C

6-
2

G
6

.9
kV

M
/C

  
6

-2
C

4
6

0
V

P
/C

4
-2

G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

4
6

0
V

P
/C

4
-2

C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4
-2

D

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

D
/G

外
部
電
源
よ
り 動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

紫
色
：
給
電
ラ
イ
ン

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

G
-2

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

C
系

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

D
系

1
2

5
V

代
替
充
電
器
盤

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

1
2

5
V

充
電
器
盤

2B
1

2
5

V
充
電
器
盤

2
H

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
G

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
A

-1
中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
B

-1

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

【
凡
例
】

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2C

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2D

：
1

2
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

緊
急
用
動
力
変
圧
器

2G
系
は

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

 
図 57-4-27 緊急用動力変圧器 2G系試験系統図 

995



 

57-4-28 

4
6

0
V

C
/B

M
C

C
2

D
系

4
6

0
V

C
/B

M
C

C
2

C
系

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6
.9

kV
M

/C
6

-2
F

-1
6.

9k
V

M
/C

6
-2

F-
2

6
.9

k
V

M
/C

6-
2

G
6

.9
kV

M
/C

  
6

-2
C

4
6

0
V

P
/C

4
-2

G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

4
6

0
V

P
/C

4
-2

C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4
-2

D

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

D
/G

外
部
電
源
よ
り 動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

紫
色
：
給
電
ラ
イ
ン

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

G
-2

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

C
系

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

D
系

1
2

5
V

代
替
充
電
器
盤

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

1
2

5
V

充
電
器
盤

2B
1

2
5

V
充
電
器
盤

2
H

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
G

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
A

-1
中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
B

-1

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

【
凡
例
】

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2C

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2D

：
1

2
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

緊
急
用
低
圧
母
線

2G
系
は

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

図 57-4-28 緊急用低圧母線 2G系試験系統図 

996



 

57-4-29 

46
0V

C/
B

M
CC

2D
系

46
0V

C/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6.
9k

V
M

/C
6-

2F
-1

6.
9k

V
M

/C
6

-2
F-

2

6
.9

k
V

M
/C

6-
2

G
6.

9k
V

M
/C

  
6

-2
C

46
0V

P/
C

4-
2G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

46
0V

P/
C

4-
2C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4-
2

D

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

D
/G

外
部
電
源
よ
り 動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

46
0V

R/
B

M
CC

2H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

紫
色
：
給
電
ラ
イ
ン

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-2

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

46
0V

R/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2D
系

1
2

5
V

代
替
充
電
器
盤

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

1
2

5
V

充
電
器
盤

2B
1

2
5

V
充
電
器
盤

2
H

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
G

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
A

-1
中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
B

-1

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

【
凡
例
】

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2C

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2D

：
1

2
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

緊
急
用
交
流
電
源
切
替
盤

2G
系
は

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

 
図 57-4-29 緊急用交流電源切替盤 2G系試験系統図 

997



 

57-4-30 

46
0V

C/
B

M
CC

2D
系

46
0V

C/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6.
9k

V
M

/C
6-

2F
-1

6.
9k

V
M

/C
6

-2
F-

2

6
.9

k
V

M
/C

6-
2

G
6.

9k
V

M
/C

  
6

-2
C

46
0V

P/
C

4-
2G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

46
0V

P/
C

4-
2C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4-
2

D

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

D
/G

外
部
電
源
よ
り 動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

46
0V

R/
B

M
CC

2H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

紫
色
：
給
電
ラ
イ
ン

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-2

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

46
0V

R/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2D
系

1
2

5
V

代
替
充
電
器
盤

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

1
2

5
V

充
電
器
盤

2B
1

2
5

V
充
電
器
盤

2
H

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
G

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
A

-1
中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
B

-1

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

【
凡
例
】

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2C

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2D

：
1

2
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

緊
急
用
交
流
電
源
切
替
盤
2C
系
は

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

 
図 57-4-30 緊急用交流電源切替盤 2C系試験系統図 

998



 

57-4-31 

46
0V

C/
B

M
CC

2D
系

46
0V

C/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6.
9k

V
M

/C
6-

2F
-1

6.
9k

V
M

/C
6

-2
F-

2

6
.9

k
V

M
/C

6-
2

G
6.

9k
V

M
/C

  
6

-2
C

46
0V

P/
C

4-
2G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

46
0V

P/
C

4-
2C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4-
2

D

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

D
/G

外
部
電
源
よ
り 動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

46
0V

R/
B

M
CC

2H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

紫
色
：
給
電
ラ
イ
ン

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-2

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

46
0V

R/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2D
系

1
2

5
V

代
替
充
電
器
盤

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

1
2

5
V

充
電
器
盤

2B
1

2
5

V
充
電
器
盤

2
H

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
G

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
A

-1
中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
B

-1

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

【
凡
例
】

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2C

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2D

：
1

2
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

緊
急
用
交
流
電
源
切
替
盤
2D
系
は

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

 
図 57-4-31 緊急用交流電源切替盤 2D系試験系統図 

999



 

57-4-32 

46
0V

C/
B

M
CC

2D
系

46
0V

C/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6.
9k

V
M

/C
6-

2F
-1

6.
9k

V
M

/C
6

-2
F-

2

6
.9

k
V

M
/C

6-
2

G
6.

9k
V

M
/C

  
6

-2
C

46
0V

P/
C

4-
2G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

46
0V

P/
C

4-
2C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4-
2

D

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

D
/G

外
部
電
源
よ
り 動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

46
0V

R/
B

M
CC

2H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

紫
色
：
給
電
ラ
イ
ン

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-2

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

46
0V

R/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2D
系

1
2

5
V

代
替
充
電
器
盤

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

1
2

5
V

充
電
器
盤

2B
1

2
5

V
充
電
器
盤

2
H

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
G

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
A

-1
中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
B

-1

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

【
凡
例
】

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2C

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2D

：
1

2
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

非
常
用
高
圧
母
線

2C
系
は

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

 
図 57-4-32 非常用高圧母線 2C系試験系統図 

1000



 

57-4-33 

46
0V

C/
B

M
CC

2D
系

46
0V

C/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-1

動
力
変
圧
器

6
-2

P
D

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

B
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
C

非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
（

A
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

動
力
変
圧
器

6
-2

P
G

6.
9k

V
M

/C
6-

2F
-1

6.
9k

V
M

/C
6

-2
F-

2

6
.9

k
V

M
/C

6-
2

G
6.

9k
V

M
/C

  
6

-2
C

46
0V

P/
C

4-
2G

外
部
電
源
よ
り

外
部
電
源
よ
り

46
0V

P/
C

4-
2C

D
/G

D
/G

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅰ
】

G
TG

G
TG

外
部
電
源
よ
り

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

A
）

接
続
盤

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
（

B
）

接
続
盤

外
部
電
源
よ
り

6.
9k

V
M

/C
6-

2D

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅱ
】

4
6

0
V

P
/C

4-
2

D

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

非
常
用
所
内
電
気
設
備

【
区
分
Ⅲ
】

D
/G

外
部
電
源
よ
り 動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

6.
9k

V
M

/C
6-

2H

【
区
分
Ⅲ
】

46
0V

R/
B

M
CC

2H

赤
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅰ

)

緑
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅱ

)

橙
色
：
非
常
用
系

(区
分
Ⅲ

)
青
色
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備

紫
色
：
給
電
ラ
イ
ン

【
色
分
け
】

電
源
車
接
続
口

電
源
車
接
続
口

46
0V

R/
B

M
CC

2G
-2

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

46
0V

R/
B

M
CC

2C
系

46
0V

R/
B

M
CC

2D
系

1
2

5
V

代
替
充
電
器
盤

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

1
2

5
V

充
電
器
盤

2B
1

2
5

V
充
電
器
盤

2
H

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
G

中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
A

-1
中
央
制
御
室

1
2

0V
交
流
分
電
盤

2
B

-1

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

【
凡
例
】

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2C

：
4

6
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2D

：
1

2
0

V
 原
子
炉
建
屋

交
流
電
源
切
替
盤

2G

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

各 負 荷

非
常
用
高
圧
母
線

2D
系
は

絶
縁
抵
抗
測
定
が
可
能
で
あ
る
。

 
図 57-4-33 非常用高圧母線 2D系試験系統図 
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57-5-1 

名称 電源車 

個数 個 6（うち予備 1） 

容量 kVA/個 400 

【設定根拠】 

  設計基準事故対処設備の電源が喪失(全交流動力電源喪失)した場合，重大事故等

に対処するために必要な電力を供給するために電源車を配備する。 

 

1．可搬型代替交流電源設備としての容量 

  電源車の容量は，以下の①及び②について必要な負荷を基に設定する。 

  ① ガスタービン発電機が使用不能の場合のバックアップ給電 

  ② 代替所内電気設備から 125V 代替充電器盤及び 250V充電器盤を経由し，直流

負荷へ給電 

 

  ① ガスタービン発電機が使用不能の場合，復水移送ポンプを使用した低圧代替

注水系（常設）にて炉心の冠水を実施するために必要となる負荷は以下のとお

り，最大負荷 644.1kW及び連続負荷 643.3kWである。したがって，電源車 2台

分を必要容量（680kW＝400kVA×力率 0.85×2台）とする。 

 

負荷名称 負荷容量 

125V充電器盤 2A 105.0 kW 

125V充電器盤 2B 105.0 kW 

中央制御室 120V 交流分電盤 2A 52.5 kW 

中央制御室 120V 交流分電盤 2B 52.5 kW 

復水移送ポンプ 45.0 kW 

復水移送ポンプ 45.0 kW 

非常用照明 56.0 kW 

燃料プール冷却浄化系ポンプ 75.0 kW 

その他必要な負荷 
107.3 kW 

（108.05kW） 

合計（連続負荷） 

（最大負荷） 

643.3 kW 

（644.1 kW） 

 

  ② 125V充電器盤 2A及び 125V 充電器盤 2Bが使用不能の場合，代替所内電気設備

から 125V代替充電器盤を経由し高圧代替注水系に給電し，低圧注水系が使用不

能の場合，代替所内電気設備から 250V 充電器盤を経由し直流駆動低圧注水系に

給電する。高圧代替注水系による炉心の冠水を実施するために必要となる負荷

は 125V代替充電器盤の容量となり，連続負荷約 105kWである。また，直流駆動

低圧注水系による炉心の冠水を実施するために必要となる負荷は 250V充電器盤

の容量となり，連続負荷約 179kWであるため，合計で 284kW となる。したがっ

て，電源車 1台分を必要容量(340kW＝400kVA×力率 0.85×1 台)とする。 
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57-5-2 

 
 

2．緊急時対策所用代替交流電源設備としての容量 

   電源車の容量は，ガスタービン発電機が使用不能の場合のバックアップ給電に

ついて必要な負荷を基に設定する。 

ガスタービン発電機が使用不能の場合，緊急時対策所の換気空調設備，照明設備，

必要な情報を把握できる設備等の負荷は以下のとおり，最大負荷 337.1kW及び連続

負荷 315.1kWである。したがって，電源車 1台分を必要容量（340kW＝400kVA×力

率 0.85×1台）とする。 

 

負荷名称 負荷容量 

換
気
空
調
設
備 

緊急対策エリア冷凍機 圧縮機ユニット圧縮機 3台 
66.0 kW 

(88.0 kW) 

緊急対策エリア冷凍機凝縮器ユニット空冷コンデンサ 

排風機 6台 
33.0 kW 

緊急対策エリア 常・非常用送風機 22.0 kW 

緊急時対策所 常・非常用送風機 11.0 kW 

緊急時対策所 常・非常用排風機  7.5 kW 

緊急時対策所 非常用送風機  3.7 kW 

緊急時対策所 非常用排風機 22.0 kW 

緊急時対策所 非常用フィルタ装置加熱ヒータ 2台 10.0 kW 

その他空調負荷 5.08kW 

・照明設備（コンセント負荷含む） 40.0 kW 

・必要な情報を把握できる設備，通信連絡設備 4.24kW 

そ
の
他
負
荷 

125V充電器盤 J-1 67.0 kW 

CO2除去装置  5.4 kW 

火災防護設備 17.52kW 

その他負荷  0.6 kW 

合計（連続負荷） 

（最大負荷） 

315.1 kW 

（337.1 kW） 
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57-5-3 

名称 軽油タンク 

基数 基 6 

容量 kL/個 110 

最高使用圧力 kPa[gage]  静水頭 

最高使用温度 ℃ 66 

【設定根拠】 

軽油タンクは，重大事故等時において，同時にその機能を発揮することを要求さ

れる可搬型重大事故等対処設備が 7 日間連続運転する場合に必要となる燃料を保有

する。 

 

1．容量 

設置許可基準規則第三章（重大事故等対処施設）において配備を要求される設備

のうち，軽油タンクより燃料補給を必要とする設備は以下のとおり。 

 

条 文 重 大 事 故 等 対 処 設 備 

46条 電源車*1 

47条 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

48条 熱交換器ユニット,大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

49条 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

50条 熱交換器ユニット，大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

51条 大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

52条 熱交換器ユニット，大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

54条 熱交換器ユニット，大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

55条 大容量送水ポンプ（タイプⅡ） 

56条 大容量送水ポンプ（タイプⅠ），大容量送水ポンプ（タイプⅡ） 

57条 電源車*2 

*1：可搬型代替直流電源設備 

*2：可搬型代替交流電源設備及び可搬型代替直流電源設備 

 

軽油タンクの容量は，重大事故等時の有効性評価上，可搬型重大事故等対処設備

の燃料消費が最大となる事故シナリオ（全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪

失）＋直流電源喪失）において，同時にその機能を発揮することを要求される可搬

型重大事故等対処設備が，7日間（168時間）の連続運転にて消費する燃料消費量を

基に設定する。 
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57-5-4 

*3：可搬型直流電源設備で必要となる台数 

 

以上のとおり，使用する設備に対して，7 日間連続運転した場合の必要容量約 91kL

に対し，軽油は合計で 660kL保有し，必要量に対して余裕を有している。 

 

【参考】 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）2 台（55 条，56 条）及び可搬型代替交流電源設

備電源車（57 条）は上記設備と同時に使用するものではないが，各設備が定格出

力にて 7 日間連続運転した場合の燃料消費量は以下のとおり，約 95kL となり，軽

油タンクの必要容量は上記設備との合計で約 186kLとなる。 

 

*4：電源車の最大必要台数は，可搬型代替交流電源設備で使用する 2台である。

そのうち，可搬型代替直流電源設備で 1 台の燃料消費量を積み上げているた

め，残りの 1 台分の燃料消費量を記載している。 

 

2．最高使用圧力の設定根拠 

軽油タンクの最高使用圧力は，軽油タンクが開放型であることから静水頭とする。 

 

3．最高使用温度の設定根拠 

軽油タンクの最高使用温度は，非常用ディーゼル発電設備燃料移送系及び高圧炉

心スプレイ系ディーゼル発電設備燃料移送系の最高使用温度と同じ 66℃とする。 

使用機器 ①台数 

（台） 

②燃料消費率 

（kL/h） 

①×②燃料消費量 

（kL/168 時間） 

大容量送水ポンプ

（タイプⅠ） 
2 0.188 約 64 

熱交換器ユニット 1 0.056 約 10 

電源車 1*3 0.100 約 17 

計 約 91 

使用機器 ①台数 

（台） 

②燃料消費率 

（kL/h） 

①×②燃料消費量 

（kL/168 時間） 

大容量送水ポンプ

（タイプⅡ） 
2 0.230 約 78 

電源車 2※4 0.100 約 17 

計 約 95 
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57-5-5 

名称 ガスタービン発電設備軽油タンク 

個数 － 3 

容量 kL/個 110 

最高使用圧力 kPa[gage]  静水頭 

最高使用温度 ℃ 50 

【設定根拠】 

ガスタービン発電設備軽油タンクは，重大事故等時において，その機能を発揮する

ことを要求されるガスタービン発電機が 7 日間連続運転する場合に必要となる燃料を

保有する。  

 

1．容量 

ガスタービン発電設備軽油タンクの容量は，重大事故等時の有効性評価上，重大

事故等対処設備の燃料が最大となる事故シナリオ(崩壊熱除去機能喪失（取水機能が

喪失した場合)において，ガスタービン発電機が 7 日間（168 時間）連続運転にて消

費する燃料消費量を基に設定する。 

 

V = c × H × n 

c:燃料消費率（kL/h） H:運転時間（h） 

n:個数（個）         V:燃料消費量（kL） 

 

0.96kL/h  ×   1h × 2台 =     1.92kL ≒ 約   2kL 

0.84kL/h  ×   23h × 2台 =    38.64kL ≒ 約  39kL 

0.94kL/h  ×   2h × 2台 =     3.76kL ≒  約   4kL 

0.95kL/h  ×   1h × 2台 =      1.9kL ≒  約   2kL 

0.89kL/h  ×  141h × 2台 =   250.98kL ≒ 約 251kL 

合計        約 298kL 

 

必要容量約 298kL に対し，軽油は合計で 330kL 保有し，必要量に対して余裕を有

している。 

また，重大事故等時において，同時にその機能を発揮することを要求される可搬

型重大事故等対処設備が 7日間連続運転する場合に必要となる燃料を保有する。 

可搬型重大事故等対処設備を 7 日間連続運転した場合の必要容量約 91kLに対し，

必要量に対して余裕を有している。 

 

2．最高使用圧力の設定根拠 

ガスタービン発電設備軽油タンクの最高使用圧力は，開放型タンクであることか

ら静水頭とする。 

 

3．最高使用温度の設定根拠 

ガスタービン発電設備軽油タンクの最高使用温度は，ガスタービン発電設備燃料

移送系の最高使用温度と同じ 50℃とする。 
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57-5-6 

名称 タンクローリ 

個数 個 3（うち予備 1） 

容量 kL/個 4.0 

最高使用圧力 kPa[gage]  24 

最高使用温度 ℃ 40 

【設定根拠】 

タンクローリは，重大事故等時に，大容量送水ポンプ(タイプⅠ)，熱交換器ユニ

ット及び電源車等に燃料を補給する。 

なお，軽油タンクの容量と同様に，重大事故等時の有効性評価上，可搬型重大事

故等対処設備の燃料消費が最大となる事故シナリオ（全交流動力電源喪失（外部電

源喪失＋DG 喪失）＋直流電源喪失）において，同時にその機能を発揮することを要

求される可搬型重大事故等対処設備に対して燃料補給を行うことを想定する。 

 

1．容量 

可搬型重大事故等対処設備への燃料補給は，タンクローリ 2 台で行うこととして

おり，それぞれ注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ），熱交換器ユニット用の大容

量送水ポンプ（タイプⅠ）及び熱交換器ユニットに対してタンクローリ 1 台，電源

車に対してタンクローリ 1台にて補給を行う。 

 

(1)タンクローリＡ 

ａ.各機器の運転可能時間 

○注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の運転可能時間 

運転可能時間＝Vw÷Cw＝990L÷188L/h＝5.2h（312min） 

Vw:注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の燃料タンク容量(L)＝990L 

Cw:燃料消費率(L/h)＝188L/h(定格) 

保守的に 300 分とする。 

 

○熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の運転可能時間 

運転可能時間＝Vw÷Cw＝990L÷188L/h＝5.2h（312min） 

Vw:熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の燃料タンク容量

(L)＝990L 

Cw:燃料消費率(L/h)＝188L/h(定格) 

保守的に 300 分とする。 

 

○熱交換器ユニットの運転可能時間 

運転可能時間＝Vh÷Ch＝900L÷55.5L/h＝16.2h（972min） 

Vh:熱交換器ユニットの燃料タンク容量(L)＝900L 

Ch:燃料消費率(L/h)＝55.5L/h(定格) 

保守的に 900 分とする。 
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57-5-7 

ｂ.燃料補給手順 

注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ），熱交換器用の大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）及び熱交換器ユニットへの燃料補給の手順は以下のとおり。 

 

【所要時間の考え方】 

・重大事故等対応要員の移動時間は，移動時間が最大となる緊急時対策所か

ら，タンクローリを保管している第 3 保管エリアまでの移動を想定し 25 分

とする。 

・タンクローリの移動時間は，移動時間が最大となる注水用の大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）設置場所から熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）設置場所までの移動を想定し 15分とする。 

・軽油タンクからタンクローリの補給時間は，軽油補給作業の実績に余裕を

見込んだ時間を想定し 100 分とする。 

・各機器への補給時間は，補給時間が最大となる注水用の大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）への補給（準備作業を含む）を想定し 30分とする。 

 

【タンクローリＡによる補給手順（注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ），

熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）及び熱交換器ユニット

への補給）】 

① 移動（重大事故等対応要員（緊急時対策所⇒保管エリア））：25分 

② 移動（タンクローリ（保管エリア⇒軽油タンク））：15分 

③ 補給（軽油タンク⇒タンクローリ）：100分 

④ 移動（タンクローリ（軽油タンク⇒注水用の大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）設置場所））：15 分 

⑤ 補給（タンクローリ⇒注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ））：30分 

⑥ 補給（タンクローリ⇒注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ））：30分 

⑦ 移動（タンクローリ（注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）設置場所

⇒軽油タンク））：15 分 

⑧ 補給（軽油タンク⇒タンクローリ）：100分 

⑨ 移動（タンクローリ（軽油タンク⇒注水用の大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）設置場所））：15 分 

⑩ 補給（タンクローリ⇒注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ））：30分 

⑪ 移動（タンクローリ（注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）設置場所

⇒熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）設置場所））：15

分 

⑫ 補給（タンクローリ⇒熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ））：30分 

⑬ 移動（タンクローリ（熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）設置場所⇒熱交換器ユニット設置場所））：15分 

⑭ 補給（タンクローリ⇒熱交換器ユニット）：30分 
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タイムチャートは，「図 57-5-1 タンクローリＡから注水用の大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ），熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）及び

熱交換器ユニットへの補給のタイムチャート」に示す。 

移動ルートは「57-11 燃料補給に関する補足説明資料」を参照。 

 

ｃ.タンクローリＡの補給成立性 

（a）注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）への補給成立性 

注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）へ 1 回目の補給を行うのは，事象発

生から 10 時間以降であるため，手順①②③④はアクセスルートの復旧が完了

する事象発生後 4時間から注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）が起動する

事象発生後 10 時間までに実施する。 

 

1回目 ⑤=30分（残量:4,000L-990L=3,010L） 

2回目 ⑥=30分（残量:3,010L-990L=2,020L） 

3回目 ⑦+⑧+⑨+⑩=160 分（残量:4,000L-990L=3,010L） 

4回目 ⑪+⑫+⑬+⑭=90 分（残量:3,010L-990L-900L=1,120L） 

⑦+⑧+⑨+⑩=160 分（残量：4,000L-990L=3,010L） 

90 分+160分=250 分 

5回目以降は，4回目と同じサイクルを実施する。 

注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の燃料補給時間は 250分である。 

 

（b）熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）への補給成立性 

熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）へ 1回目の補給を行う

のは，事象発生から 19 時間以降であり，タンクローリへの補給は事象発生後

19時間までに実施する。熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

への補給は，注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）へ補給後に実施する。 

 

1回目 ⑪+⑫=45分（残量:3,010L-990L=2,020L） 

2回目 ⑬+⑭=45分（残量:2,020L-900L=1,120L） 

⑦+⑧+⑨+⑩+⑪+⑫=205 分（残量：4,000L-990L-990L=2,020L） 

45 分+205分=250 分 

3回目以降は，2回目と同じサイクルを実施する。 

熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の燃料補給時間は 250

分である。 

 

（c）熱交換器ユニットへの補給成立性 

熱交換器用ユニットへ１回目の補給を行うのは，事象発生から 19 時間以降

であり，タンクローリへの補給は事象発生後 19 時間までに実施する。熱交換

器ユニットへの補給は，熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

へ補給後に実施する。 
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1回目 ⑬+⑭=45分（残量:2,020L-900L=1,120L） 

2回目 ⑦+⑧+⑨+⑩+⑪+⑫+⑬+⑭=250分 

（残量:4,000L-990L-990L-900L=1,120L） 

3回目以降は，2回目と同じサイクルを実施する。 

熱交換器ユニットの燃料補給時間は 250分である。 

 

ｄ.評価結果 

注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）及び熱交換器ユニット用の大容量送水

ポンプ（タイプⅠ）の燃料補給時間は 250分であり，運転可能時間である 300分

以内に燃料補給は可能である。 

熱交換器ユニットの燃料補給時間は 250分であり，運転可能時間である 900分

以内に燃料補給は可能である。 

軽油の必要量 990L+990L+900L=2,880L に対し，タンクローリの容量は 4,000L

を有していることから，必要量に対して余裕を有している。 

 

(2)タンクローリＢ 

ａ．電源車の運転可能時間 

○電源車への運転可能時間  

運転可能時間＝Vd÷Cd＝250L÷100L/h＝2.5h（150min） 

Vd:電源車の燃料タンク容量(L)＝250L 

Cd:燃料消費率(L/h)＝100L/h(定格） 

保守的に 120 分とする。 

 

ｂ．燃料補給手順 

電源車への燃料補給の手順は以下のとおり。 

 

【所要時間の考え方】 

・重大事故等対応要員の移動時間は，移動時間が最大となる緊急時対策所か

ら，タンクローリを保管している第 3 保管エリアまでの移動を想定し 25 分

とする。 

・タンクローリの移動時間は，移動時間が最大となる注水用の大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ）設置場所から熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）設置場所までの移動を想定し 15分とする。 

・軽油タンクからタンクローリの補給時間は，軽油補給作業の実績に余裕を

見込んだ時間を想定し 100 分とする。 

・各機器への補給時間は，補給時間が最大となる注水用の大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）への補給（準備作業を含む）を想定し 30分とする。 

 

【タンクローリＢによる補給手順（電源車への補給）】 

① 移動（重大事故等対応要員（緊急時対策所⇒保管エリア））：25分 

② 移動（タンクローリ（保管エリア⇒軽油タンク））：15分 

③ 補給（軽油タンク⇒タンクローリ）：100分 
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④ 移動（タンクローリ（軽油タンク⇒電源車設置場所））：15分 

⑤ 補給（タンクローリ⇒電源車）：30分 

 

補給時間は，「図 57-5-2 タンクローリＢから電源車への補給のタイムチャー

ト」に示す。 

移動ルートは「57-11 燃料補給に関する補足説明資料」を参照。 

 

ｃ．タンクローリＢの補給成立性 

（a）電源車への補給成立性  

電源車へ 1 回目の補給を行うのは，事象発生から 7 時間 30 分以降であるこ

とから，手順①②③④はアクセスルートの復旧が完了する事象発生後 4時間か

ら電源車が起動する事象発生後 7時間 30分までに実施する。 

タンクローリＢは，軽油タンクから電源車へ移動後，⑤を繰り返し電源車へ

補給を行う。 

1回目 ⑤＝30分（残量：4,000L-250L＝3,750L） 

2回目から 9回目まで，1回目と同じサイクルを実施する。 

（残量：3,750L-(250L×8回）=1,750L） 

 

事象発生後 24 時間以降は，ガスタービン発電機により給電を行うため，電源

車への補給は不要である。 

 

ｄ．評価結果 

電源車への燃料補給時間は 30 分であり，運転可能時間である 120 分以内に燃

料補給は可能である。 

軽油の必要量 250L×9 回=2,250L に対し，タンクローリの容量は 4,000L を有

していることから，必要量に対して余裕を有している。 

 

2．最高使用圧力の設定根拠 

タンク内圧が上昇すると，20kPa[gage]＜タンク内圧≦24kPa[gage]の範囲内で安

全装置が作動し，内圧の上昇が抑えられることから 24kPa[gage]とする。 

 

3．最高使用温度の設定根拠 

タンクローリの最高使用温度は，屋外温度が 40℃を下回るため，40℃とする。 
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図 57-5-1 タンクローリＡから注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ），熱交換

器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）及び熱交換器ユニットへの補給の 

タイムチャート 

1013



 

57-5-12 

手
順

の
項

目
操

作
手

順

移
動

※
1
※

2
①

※
6

補
給

※
3
※

4
②

，
③

※
6

移
動

※
3

④
※

6

補
給

※
5

⑤

要
員

（
数

）
重

大
事

故
等

対
応

要
員

及
び

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
動

き

4
5

6
7

8
9

経
過

時
間

（
時

間
）

18
19

21
12

13
14

16
17

20
10

11
備

考
35

36
1

2
3

15
34

28
29

30
31

32
33

22
23

24
25

26
27

※
4：

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

へ
の

補
給

は
軽

油
補

給
作

業
の

実
績

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

想
定

時
間

※
5：

電
源

車
へ

の
補

給
は

類
似

作
業

の
実

績
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
想

定
時

間

※
6：

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

Bの
手
順

①
②

③
④

は
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
復

旧
が

完
了

す
る

事
象

発
生

後
4
時
間

か
ら

，
電

源
車

が
起

動
す

る
事

象
発

生
後

7時
間
3
0
分
ま

で
に

実
施

す
る

移
動

（
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
（

軽
油

タ
ン

ク
⇒

電
源

車
設

置
場

所
）

）

補
給

（
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
⇒

電
源

車
）

※
1：

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
保

管
場

所
は

第
2
保
管

エ
リ

ア
，

第
3
保
管

エ
リ

ア
，

第
4
保
管

エ
リ

ア

※
2：

重
大

事
故

等
対

応
要

員
の

移
動

は
，

緊
急

時
対

策
所

か
ら

保
管

エ
リ

ア
ま

で
の

移
動

を
想

定
し

た
時

間

※
3：

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
移

動
は

，
注

水
用

の
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（

タ
イ

プ
Ⅰ

）
設

置
場

所
か

ら
熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
用

の
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（

タ
イ

プ
Ⅰ

）
設

置
場

所
ま

で
の

移
動

を
想

定
し

た
時

間

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

B
に

よ

る
補

給
手

順

（
電

源
車

へ
の

補
給

）

重
大

事
故

等

対
応

要
員

C
，

D
2

移
動

（
重

大
事

故
等

対
応

要
員

（
緊

急
時

対
策

所
⇒

保
管

エ
リ

ア
）

）

移
動

（
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
（

保
管

エ
リ

ア
⇒

軽
油

タ
ン

ク
）

）

補
給

（
軽

油
タ

ン
ク

⇒
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
）

7時
間

30
分

電
源
車
起
動

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-5-2 タンクローリＢから電源車への補給のタイムチャート 
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57-5-13 

 
名称 ガスタービン発電機（発電機） 

個数  個  2 

容量 kVA/個 4,500（連続定格：約 3,791.2） 

【設定根拠】 

  ガスタービン発電機は，設計基準事故対処設備の電源が喪失時，重大事故等に対

処するために必要な電力を供給可能な設計とする。 

 

1．容量 

  最大所要負荷は 4,605.0kWである。また，その際の連続負荷は 3,241.0kWである。 

負荷名称 負荷容量 

緊急用電気品建屋 502.3 kW 

緊急時対策建屋 340.0 kW 

125V 充電器盤 2A 105.0 kW 

125V 充電器盤 2B 105.0 kW 

中央制御室 120V 交流分電盤 2A，2A-1 52.5 kW 

中央制御室 120V 交流分電盤 2B，2B-1 52.5 kW 

非常用照明 180.0 kW 

非常用照明 180.0 kW 

中央制御室送風機 110.0 kW 

中央制御室再循環送風機 15.0 kW 

復水移送ポンプ 45.0 kW 

復水移送ポンプ 45.0 kW 

残留熱除去系ポンプ 

（起動時） 

511.6 kW 

(1,080.0 kW) 

燃料プール冷却浄化系ポンプ 75.0 kW 

非常用ガス処理系排風機等*1 35.0 kW 

非常用ガス処理系排風機等*1 35.0 kW 

代替循環冷却ポンプ 90.0 kW 

その他必要な設備 738.2 kW 

その他不要な設備 23.9 kW 

合計（連続負荷） 

（最大負荷） 

3,241.0 kW 

（4,605.0 kW） 

     *1: 非常用ガス処理系空気乾燥装置を含む 

 

  したがって，発電機の出力は最大負荷である 4,605.0kW に対し，余裕を有する

7,200kW（3,600kW×2台）とする。（連続定格：6,066kW（3,033kW×2台）） 

なお，ガスタービン発電機 1 台あたりの容量は以下のとおり，4,500kVA（連続定

格：3,791.2kVA）とする。 

Q＝P÷Pf＝3,600÷0.8＝4,500（連続定格：3,033÷0.8≒3,791.2） 

Q  :発電機の容量（kVA）,P  :発電機の出力（kW） ＝ 3,600（連続定格：3,033）, 

f  :力率 ＝ 0.80 
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57-5-14 

名称 ガスタービン発電設備燃料移送ポンプ 

台 2 

m3/h/個 3.0 

MPa 0.5 

kW 1.5 

【設定根拠】 

  ガスタービン発電設備燃料移送ポンプは、重大事故時にガスタービン発電設備軽

油タンクからガスタービン発電機に燃料を補給するために設置する。 

   なお，ガスタービン発電設備燃料移送ポンプは，ガスタービン発電機 1台あたり，

100%容量を 1台設置する。 

 

1．容量の設定根拠  

  ガスタービン発電設備燃料移送ポンプの容量は、ガスタービン発電機 1 台の単位

時間当たりの燃料最大消費量            をガスタービン発電機に供

給するため，それよりも容量の大きい 50L/min（3.0m3/h）とする。 

 

 2．全圧力の設定根拠 

  ガスタービン発電設備燃料移送ポンプの必要となる全圧力は，以下のとおり，

0.24MPa(約 27.6m)である。 

 

軽油タンク吸込管下端             ： 

送ポンプ停止）    ：O.P. 62186mm 

差                      ：   4,586mm ≒ 4.6m 

配管圧損                   ：                    約 23.0m 

  計                      ：         約 27.6m 
 

  以上より，ガスタービン発電設備燃料移送ポンプの全圧力は，0.24MPa を上回る

0.5MPaとする。 
 

 3．原動機出力の設定根拠 

  上記に示す容量及び揚程を満足するポンプの必要軸動力は以下のとおり 0.40kWと

なる。 

   P ＝（g×ρ×Q×H）÷（η×60） 

    ＝                        

    ＝0.40kW  

   P ：必要軸動力（kW）    g：重力加速度（m/s2）   Q：吐出量（m3/min） 

   ρ：比重（t/m3）*1      H ：全揚程（m）       η：ポンプ効率（－） 

   *1：比重は JIS K 2204:2007 より 15℃における軽油密度 0.86（t/m3）を使用 
 
  上記の必要軸動力を満足する原動機を選定すると，原動機出力は 1.5kW となる。

よって，電動機として出力 1.5kW の電動機を選定する。 

 

 

 

 

 

 

  

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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57-5-15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-5-3 ガスタービン発電設備燃料移送ポンプ性能曲線 

 

 

 

 

 

         

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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57-5-16 

名称 125V蓄電池 2A 

容量 Ah  8,000 

【設定根拠】 

  125V蓄電池 2Aは，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失(全交流動力電源喪失) 

した場合，負荷切離しを行わずに 8 時間，その後，必要な負荷以外を切り離して残

り 16時間の合計 24 時間にわたり必要な設備へ直流電源を供給可能な設計とする。 

 

1．容量  

   125V蓄電池 2Aの負荷は以下のとおりとなる。 

 

125V蓄電池 2A一覧表 

負荷名称 

0～1 

分 

1～60

分 

1～480

分 

480～1,440

分 

I1m I1h I8h I24h 

a. 原子炉隔離時冷却系真空ポンプ 89.0 45.0 45.0 45.0 

b. 原子炉隔離時冷却系復水ポンプ 113.0 57.0 57.0 57.0 

c. 原子炉隔離時冷却系制御 3.0 3.0 3.0 3.0 

d. 原子炉格納容器フィルタベント系 

制御 
6.0 6.0 6.0 6.0 

e．中央制御室直流照明 2.0 2.0 2.0 2.0 

f．主蒸気逃がし安全弁制御 1.0 1.0 1.0 1.0 

g．直流駆動低圧注水系制御 4.0 4.0 4.0 4.0 

h. 非常用ディーゼル発電機 

初期励磁＊1 
(177.0) - - - 

i. メタルクラッドスイッチギア並びに 

パワーセンタの投入及び引外し*1 
215.0 - - - 

j. その他負荷 1,495.3 563.3 147.6 76.8 

合計(A) 1,928.3 681.3 265.6 194.8 

*1：非常用ディーゼル発電機初期励磁とメタルクラッドスイッチギア及びパワーセン

タ投入及び引外しは重なって操作されることがないため，値の大きい方のみを，

蓄電池容量計算上含める。 

 

容量計算条件 

 (1)蓄電池容量算定法は下記規格による。 

   電池工業会規格「据置蓄電池の容量算出法」(SBA S 0601-2014) 

 (2)蓄電池温度は＋10℃とする。 

 (3)放電終止電圧は 1.75V/セルとする。 

 (4)保守率は 0.8 とする。 

 (5)容量算出の一般式 
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57-5-17 

 

     C=   ［ K1I1 +K2(I2-I1)+K3(I3-I2)+・・・・・・・・+Kn(In-In-1) ］ 

 

   ここに， 

C: ＋10℃における定格放電率換算容量(Ah) 

        L: 保守率 

    K: 放電時間 T，蓄電池の最低温度及び許容できる最低電圧によって 

決められる容量換算時間(時) 

   I: 放電電流(A) 

  サフィックス 1，2，3，……，n: 放電電流の変化の順に付番 

 

    なお，各容量換算時間 Kは下表の値及び計算値を用いた。 

    制御弁式蓄電池の容量換算時間は下表の通りであり，10 時間以降は以下の式

にて計算した値を用いる。 

K = Km － Tm ＋ T 

     Km：放電時間 Tm（時）に対応する容量換算時間（時） 

 

制御弁式蓄電池容量換算時間一覧表 

放電時間（分） 容量換算時間 

1 K1m 0.58 

59 K59m 1.83 

60（1h） K1h 1.85 

420（7h） K7h 7.60 

479（7h59m） K7h59m 8.38 

480（8h） K8h 8.39 

600（10h） K10h 9.89 

 

     16時間   K16h  = 9.89 － 10 ＋ 16   = 15.89 

23時間   K23h  = 9.89 － 10 ＋ 23   = 22.89 

23時間 59 分 K23h59m = 9.89 － 10 ＋ 23.983 = 23.87 

24時間   K24h  = 9.89 － 10 ＋ 24   = 23.89 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 
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57-5-18 

 

125V蓄電池 2Aの容量計算結果 

     

 ・1分時の定格放電率換算容量 C1 

 

C1 =   ［K1mI1m ］ 

 

C1 =   ［0.58×1,928.3］ 

 

      = 1,398.1 

 

 ・1時間時の定格放電率換算容量 C2 

 

C2 =   ［K1hI1m +K59m(I1h-I1m)］ 

 

C2 =   ［1.85×1,928.3+1.83×(681.3-1,928.3)］ 

 

      = 1,606.7 

 

 ・8時間時の定格放電率換算容量 C3 

 

C3 =   ［K8hI1m +K7h59m(I1h-I1m) +K7h(I8h-I1h)］ 

 

C3 =   ［8.39×1,928.3+8.38×(681.3-1,928.3)+7.60×(265.6-681.3)］ 

 

      = 3,211.6 

 

 ・24時間時の定格放電率換算容量 C4 

 

C4 =   ［K24hI1m +K23h59m(I1h-I1m) +K23h(I8h-I1h) +K16h(I1h-I24h)］ 

 

C4 =   ［23.89×1,928.3+23.87×(681.3-1,928.3)+22.89×(265.6-681.3) 

+15.89×(194.8-265.6)］ 

 

      = 7,076.1 

 

 

上記計算より，125V 蓄電池 2Aの蓄電池容量は，7,076.1Ahを上回る 8,000Ahを選定

する。 
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57-5-19 

名称 125V蓄電池 2B 

容量 Ah 6,000 

【設定根拠】 

  125V 蓄電池 2B は，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失(全交流動力電源喪失)

した場合，負荷切離しを行わずに 8 時間，その後，必要な負荷以外を切り離して残り

16時間の合計 24時間にわたり必要な設備へ直流電源を供給可能な設計とする。 

 

1．容量 

  125V蓄電池 2Bの負荷は以下のとおりとなる。 

 

125V蓄電池 2B一覧表 

負荷名称 

0～1 

分 

1～60

分 

1～480

分 

480～1,440

分 

I1m I1h I8h I24h 

a. 高圧代替注水系制御 20.5 9.0 9.0 9.0 

b．中央制御室直流照明 22.0 22.0 22.0 22.0 

c．主蒸気逃がし安全弁制御 0.4 0.4 0.4 0.4 

d. 非常用ディーゼル発電機 

初期励磁＊1 
(177.0) - - - 

e. メタルクラッドスイッチギア並びに 

パワーセンタの投入及び引外し*1 
215.0 - - - 

f. その他負荷 1,073.5 586.2  159.2 88.8 

合計(A) 1,331.4 617.6  190.6 120.2 

*1：非常用ディーゼル発電機初期励磁とメタルクラッドスイッチギア及びパワーセン

タ投入及び引外しは重なって操作されることがないため，値の大きい方のみを，

蓄電池容量計算上含める。 

 

容量計算条件 

 (1)蓄電池容量算定法は下記規格による。 

   電池工業会規格「据置蓄電池の容量算出法」(SBA S 0601-2014) 

 (2)蓄電池温度は＋10℃とする。 

 (3)放電終止電圧は 1.75V/セルとする。 

 (4)保守率は 0.8とする。 

 (5)容量算出の一般式 
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57-5-20 

 

     C=   ［ K1I1 +K2(I2-I1)+K3(I3-I2)+・・・・・・・・+Kn(In-In-1) ］ 

 

  ここに， 

C: ＋10℃における定格放電率換算容量(Ah) 

        L: 保守率 

    K: 放電時間 T，蓄電池の最低温度及び許容できる最低電圧によって 

決められる容量換算時間(時) 

   I: 放電電流(A) 

  サフィックス 1，2，3，……，n: 放電電流の変化の順に付番 

 

    なお，各容量換算時間 Kは下表の値及び計算値を用いた。 

    制御弁式蓄電池の容量換算時間は下表の通りであり，10 時間以降は以下の式に

て計算した値を用いる。 

K = Km － Tm ＋ T 

     Km：放電時間 Tm（時）に対応する容量換算時間（時） 

 

制御弁式蓄電池容量換算時間一覧表 

放電時間（分） 容量換算時間 

1 K1m 0.58 

59 K59m 1.83 

60（1h） K1h 1.85 

420（7h） K7h 7.60 

479（7h59m） K7h59m 8.38 

480（8h） K8h 8.39 

600（10h） K10h 9.89 

 

     16時間   K16h  = 9.89 － 10 ＋ 16   = 15.89 

23時間   K23h  = 9.89 － 10 ＋ 23   = 22.89 

23時間 59分 K23h59m = 9.89 － 10 ＋ 23.983 = 23.87 

24時間   K24h  = 9.89 － 10 ＋ 24   = 23.89 
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57-5-21 

 

125V蓄電池 2Bの容量計算結果 

     

 ・1分時の定格放電率換算容量 C1 

 

C1 =   ［K1mI1m ］ 

 

C1 =   ［0.58×1,331.4］ 

 

      = 965.3 

 

 ・1時間時の定格放電率換算容量 C2 

 

C2 =   ［K1hI1m +K59m(I1h-I1m)］ 

 

C2 =   ［1.85×1,331.4+1.83×(617.6-1,331.4)］ 

 

      = 1,446.1 

 

 ・8時間時の定格放電率換算容量 C3 

 

C3 =   ［K8hI1m +K7h59m(I1h-I1m) +K7h(I8h-I1h)］ 

 

C3 =   ［8.39×1,331.4+8.38×(617.6-1,331.4)+7.60×(190.6-617.6)］ 

 

      = 2,429.6 

 

 ・24時間時の定格放電率換算容量 C4 

 

C4 =   ［K24hI1m +K23h59m(I1h-I1m) +K23h(I8h-I1h) +K16h(I1h-I24h)］ 

 

C4 =   ［23.89×1,331.4+23.87×(617.6-1,331.4)+22.89×(190.6-617.6) 

+15.89×(120.2-190.6)］ 

 

      = 4,845.1 

 

 

上記計算より，125V 蓄電池 2Bの蓄電池容量は，4,845.1Ahを上回る 6,000Ahを選定す

る。 
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57-5-22 

名称 125V充電器盤 2A 

出力 A 700 

【設定根拠】 

125V充電器盤 2Aは，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失(全交流動力電源喪失)

した場合，ガスタービン発電機や電源車を非常用所内電気設備へ接続することにより，

125V 充電器盤 2A を経由し，125V 蓄電池 2A による 24 時間給電以降において，原子炉

隔離時冷却系，原子炉格納容器フィルタベント系等の必要な負荷へ直流電源を供給可

能な設計とする。 

 

1. 容量 

全交流動力電源喪失から24時間後の125V充電器盤2Aの負荷は以下のとおりとなる。 

 

125V充電器盤 2A 負荷一覧表 

負荷名称 負荷電流 

a. 原子炉隔離時冷却系真空ポンプ  45.0 A 

b. 原子炉隔離時冷却系復水ポンプ  57.0 A 

c. 原子炉隔離時冷却系制御   3.0 A 

d. 原子炉格納容器フィルタベント系制御   6.0 A 

e．中央制御室直流照明   2.0 A 

f．主蒸気逃がし安全弁制御   1.0 A 

g. 直流駆動低圧注水系制御   4.0 A 

h. その他負荷  76.8 A 

合計 194.8 A 

 

容量計算条件 

 (1)充電器盤容量計算は，通常時の使用負荷電流と，125V 蓄電池 2A への最大充電電

流を加えたものとする。 

 (2)充電器盤容量計算は，125V蓄電池 2Aが放電している状態から 20時間で充電でき

るものとする。 

 

     I = IL +  

 

I   : 充電器盤電流容量(A)    IL    : 通常使用負荷電流(A)( 194.8 A) 

C     : 125V蓄電池2A容量(8,000Ah) 20   : 放電時間(20時間) 
 

  125V充電器盤 2Aの容量計算結果 

     

I = 194.8＋ 

         = 594.8 

したがって，125V 充電器盤 2A の出力は最大所要負荷である，594.8Aに対し，余裕

を有する 700Aとする。 
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57-5-23 

名称 125V充電器盤 2B 

出力 A 700 

【設定根拠】 

125V充電器盤 2Bは，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失(全交流動力電源喪失)

した場合，ガスタービン発電機や電源車を非常用所内電気設備へ接続することにより，

125V 充電器盤 2B を経由し，125V 蓄電池 2B による 24 時間給電以降において，高圧代

替注水系等の必要な負荷へ直流電源を供給可能な設計とする。 

 

1. 容量 

全交流動力電源喪失から24時間後の125V充電器盤2Bの負荷は以下のとおりとなる。 

 

125V充電器盤 2B 負荷一覧表 

負荷名称 負荷電流 

a. 高圧代替注水系制御 9.0 A 

b. 原子炉格納容器フィルタベント系制御    2.0 A 

c．中央制御室直流照明 22.0 A 

d．主蒸気逃がし安全弁制御 0.4 A 

e. その他負荷 88.8 A 

合計 120.2 A 

 

容量計算条件 

 (1)充電器盤容量計算は，通常時の使用負荷電流と，125V 蓄電池 2B への最大充電電

流を加えたものとする。 

 (2)充電器盤容量計算は，125V蓄電池 2Bが放電している状態から 20時間で充電でき

るものとする。 

 

     I = IL +  

 

I   : 充電器盤電流容量(A)    IL   : 通常使用負荷電流(A)(120.2A) 

C     : 125V蓄電池2B容量(6,000Ah) 20  : 放電時間(20時間) 

 

  125V充電器盤 2Bの容量計算結果 

     

I = 120.2＋ 

  = 420.2 

 

したがって，125V 充電器盤 2B の出力は最大所要負荷である，420.2Aに対し，余裕

を有する 700Aとする。 

     

C 

20 

6,000 

20 
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57-5-24 

  
名称 125V代替蓄電池（8時間放電） 

容量 Ah 2,000 

【設定根拠】 

  125V代替蓄電池は，設計基準事故対処設備の交流電源及び直流電源が喪失した場合，

8時間にわたり，高圧代替注水系等の必要な負荷へ直流電源を供給可能な設計とする。 

なお，可搬型代替直流電源設備は，8時間以降は電源車より必要な電力を供給可能な

設計とする。 

 

1．容量 

  125V代替蓄電池の負荷は，以下のとおりとなる。 

 

125V代替蓄電池負荷一覧表 

負荷名称 
0～1 

分 

1～480 

分 

a. 高圧代替注水系制御 20.5 9.0 

b．中央制御室直流照明 2.0 2.0 

c．主蒸気逃がし安全弁制御 0.4 0.4 

d．直流駆動低圧注水系制御 4.0 4.0 

e. その他負荷 1,200.3 69.7 

合計(A) 1,227.2 85.1 

 

容量計算条件 

 (1)蓄電池容量算定法は下記規格による。 

   電池工業会規格「据置蓄電池の容量算出法」(SBA S 0601-2014) 

 (2)蓄電池温度は＋10℃とする。 

 (3)放電終止電圧は 1.75V/セルとする。 

 (4)保守率は 0.8とする。 

 (5)容量算出の一般式 

 

     C =   ［ K1I1 +K2(I2-I1)+K3(I3-I2)+・・・・・・・・+Kn(In-In-1) ］ 

 

 

ここに， 

      C: ＋10℃における定格放電率換算容量(Ah) 

        L: 保守率 

    K: 放電時間 T，蓄電池の最低温度及び許容できる最低電圧によって 

決められる容量換算時間(時) 

   I: 放電電流(A) 

サフィックス 1，2，3，……，n: 放電電流の変化の順に付番  

 

1 

L 
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57-5-25 

 

    なお，各容量換算時間 Kは下表の値を用いた。 

 

制御弁式蓄電池容量換算時間一覧表 

放電時間（分） 容量換算時間 

1 K1m 0.58 

479（7h59m） K7h59m 8.38 

480（8h） K8h 8.39 

 

 

 

125V代替蓄電池の容量計算結果 

 

 ・1分時の定格放電率換算容量 C1 

 

C1 =   ［K1mI1m］ 

    

C1 =   ［0.58×1,227.2］ 

 

      = 889.8 

 

 ・8時間時の定格放電率換算容量 C3 

 

C2 =   ［K8hI1m +K7h59m(I1h-I1m) +K7h(I8h-I1h)］ 

   

C2 =   ［8.39×1,227.2+8.38×(85.1-1,227.2)］ 

 

       = 906.8 

 
 
上記計算より，125V 代替蓄電池容量は，906.8Ahを上回る 2,000Ah を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

     

1 

L 

1 

L 

1 

0.8 

1 

0.8 
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57-5-26 

 
名称 250V蓄電池 

容量 Ah 6,000 

【設定根拠】 

  250V 蓄電池は，設計基準事故対処設備の交流電源及び直流電源が喪失した場合，24

時間にわたり，直流駆動低圧注水系の必要な負荷へ直流電源を供給可能な設計とする。 

 

1．容量 

  250V蓄電池の負荷は，以下のとおりとなる。 

 

250V蓄電池負荷一覧表 

負荷名称 
0～1 

分 

1～ 

30 分 

30～ 

31 分 

31～ 

60分 

60～ 

840 分 

840～ 

930 分 

a. 直流駆動低圧注水ポンプ － － 600 200 200 0 

b．その他の負荷*1 1,893 1,023 1,023 1,023 0 0 

合計(A) 1,893 1,023 1,623 1,223 200 0 

 

負荷名称 
930～ 

931分 

931～ 

990 分 

990～ 

1080 分 

1080～ 

1081 分 

1081～ 

1140 分 

1140～ 

1230 分 

a. 直流駆動低圧注水ポンプ 600 200 0 600 200 0 

b．その他の負荷*1 0 0 0 0 0 0 

合計(A) 600 200 0 600 200 0 

 

負荷名称 
1230～ 

1231分 

1231～ 

1290 分 

1290～ 

1380 分 

1380～ 

1381 分 

1381～ 

1440 分 

a. 直流駆動低圧注水ポンプ 600 200 0 600 200 

b．その他の負荷*1 0 0 0 0 0 

合計(A) 600 200 0 600 200 

*1：重大事故等時に使用しない負荷（タービン非常用油ポンプ，大型機器用非常用油 

ポンプ，タービン発電機初期励磁及び計算機用無停電電源装置等） 

 

容量計算条件 

 (1)蓄電池容量算定法は下記規格による。 

   電池工業会規格「据置蓄電池の容量算出法」(SBA S 0601-2014) 

 (2)蓄電池温度は＋10℃とする。 

 (3)放電終止電圧は 1.75V/セルとする。 

 (4)保守率は 0.8とする。 

 (5)容量算出の一般式 
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57-5-27 

 

     C =   ［ K1I1 +K2(I2-I1)+K3(I3-I2)+・・・・・・・・+Kn(In-In-1) ］ 

 

ここに， 

      C: ＋10℃における定格放電率換算容量(Ah) 

        L: 保守率 

    K: 放電時間 T，蓄電池の最低温度及び許容できる最低電圧によって 

決められる容量換算時間(時) 

   I: 放電電流(A) 

サフィックス 1，2，3，……，n: 放電電流の変化の順に付番 

 

なお，各容量換算時間 Kは下表の値及び計算値を用いた。 

    制御弁式蓄電池の容量換算時間は下表の通りであり，10 時間以降は以下の式に

て計算した値を用いる。 

K = Km － Tm ＋ T 

     Km：放電時間 Tm（時）に対応する容量換算時間（時） 

 

制御弁式蓄電池容量換算時間一覧表 

放電時間（分） 容量換算時間 

1 K1m 0.58 

59 K59m 1.83 

60 （1h） K1h 1.85 

150 （2h30m） K2h30m 3.55 

209 （3h29m） K3h29m 4.55 

210 （3h30m） K3h30m 4.60 

300 （5h） K5h 5.87 

359 （5h59m） K5h59m 6.74 

360 （6h） K6h 6.75 

450 （7h30m） K7h30m 8.01 

509 （8h29m） K8h29m 8.81 

510 （8h30m） K8h30m 8.82 

600 （10h） K10h 9.89 

1380（23h） K23h 22.89 

1409（23h29m） K23h29m 23.37 

1410 (23h30m) K23h30m 23.39 

1439 (23h59m) K23h59m 23.87 

1440 (24h) K24h 23.89 

 

 

 
 

1 

L 
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57-5-28 

 

250V蓄電池の容量計算結果 

 

 ・24時間運転（間欠運転）時の定格放電率換算容量 C24 

 

C24 =   ［K24I1m +K24-1m(I30m-I1m) +K24-30m(I30m-I31m)・・・・・K1h(I23h-I24h)］ 

    

C24 =   ［1,893×23.89+(1,023-1,893)×23.87+(1,623-1,023)×23.39+ 

(1,223-1,623)×23.37+(200-1,223)×22.89+(0-200)×9.89+(600-0)× 

8.82+(200-600)×8.81+(0-200)×8.01+(600-0)×6.75+(200-600)× 

6.74+(0-200)×5.87+(600-0)×4.6+(200-600)×4.55+(0-200)×3.55+ 

(600-0)×1.85+(200-600)×1.83］ 

      = 5,884.0 

 

上記計算より，250V 蓄電池容量は，5,884.0Ahを上回る 6,000Ahを選定する。 

 
 

1 

L 

1 

0.8 
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57-5-29 

名称 125V代替充電器盤 

出力 A 700 

【設定根拠】 

  125V 代替充電器盤は，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失及び直流電源が喪失

した場合，電源車を代替所内電気設備へ接続することにより，125V 代替充電器盤を経

由し，125V代替蓄電池による 8時間給電と合わせて 24時間にわたり，高圧代替注水系

等の必要な負荷へ直流電源を供給可能な設計とする。 

 

1．容量 

全交流動力電源喪失から 8 時間後の 125V 代替充電器盤の負荷は以下のとおりとな

る。 

 

125V代替充電器盤負荷一覧表 

負荷名称 負荷電流 

a. 高圧代替注水系制御   9.0 A 

b．中央制御室直流照明 2.0 A 

c．主蒸気逃がし安全弁制御 0.4 A 

d. その他負荷 73.7 A 

合計 85.1 A 

 

容量計算条件 

 (1)充電器盤容量計算は，通常時の使用負荷電流と 125V 代替蓄電池への最大充電電

流を加えたものとする。 

 (2)充電器盤容量計算は，125V 代替蓄電池が放電している状態から 20 時間で充電で

きるものとする。 

 

     I = IL +  

 

I   : 代替充電器盤電流容量(A)      IL   : 通常使用負荷電流(A)(85.1A) 

    C   : 125V 代替蓄電池容量(2,000Ah) 20  : 放電時間(20 時間) 

   125V代替充電器盤の容量計算結果 

     

I = 85.1 +   

         = 185.1 

 

したがって，125V 代替充電器盤の出力は最大所要負荷である，185.1A に対し，余

裕を有する 700Aとする。 

     

C 

20 

2,000 

20 
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57-5-30 

 
名称 250V充電器盤 

出力 A 600 

【設定根拠】 

250V 充電器盤は，設計基準事故対処設備の交流電源及び直流電源が喪失した場合，

ガスタービン発電機や電源車を非常用所内電気設備へ接続することにより，250V 充電

器盤を経由し，250V 蓄電池による 24時間給電以降において，直流駆動低圧注水系の必

要な負荷へ直流電源を供給可能な設計とする。 

 

1．容量 

全交流動力電源喪失から 24時間後の 250V 充電器盤の負荷は以下のとおりとなる。 

 

250V充電器盤負荷一覧表 

負荷名称 負荷電流 

a. 常設直流ポンプ 200.0 A 

合計 200.0 A 

 

容量計算条件 

 (1)充電器盤容量計算は，通常時の使用負荷電流と 250V 蓄電池への最大充電電流を

加えたものとする。 

 (2)充電器盤容量計算は，250V 蓄電池が放電している状態から 20 時間で充電できる

ものとする。 

 

     I = IL +  

 

I   : 250V 充電器盤電流容量(A)    IL   : 通常使用負荷電流(A)(200.0A) 

    C   : 250V 蓄電池容量(6,000Ah)  20  : 放電時間(20 時間) 

   250V充電器盤の容量計算結果 

     

I = 200.0 +   

         = 500.0 

 

したがって，250V 充電器盤の出力は最大所要負荷である，500.0A に対し，余裕を

有する 600Aとする。 

 

C 

20 

6,000 

20 
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57-5-31 

  
名称 ガスタービン発電機接続盤 

電流容量 A 1,200 

【設定根拠】 

ガスタービン発電機接続盤は，常設重大事故等対処設備として設置する。 

ガスタービン発電機接続盤は，設計基準事故対処設備の電源が喪失したことによ

り重大事故等に対処するために必要な電力を供給可能な設計とする。 

 

1．容量 

ガスタービン発電機接続盤は，ガスタービン発電機 1 台が接続可能であることか

ら，ガスタービン発電機 1台の定格電流*1以上に設定する。 

 

ガスタービン発電機 1台分の定格電流である約 377Aに対し，余裕を有する 1,200A

とする。 

 

*1:ガスタービン発電機 1台分の定格電流：4,500kVA÷（√3×6.9kV）＝約 377A 
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57-5-32 

名称 緊急用高圧母線 

母線電流容量 A 1,200 

【設定根拠】 

緊急用高圧母線は，常設重大事故等対処設備として設置する。 

緊急用高圧母線 2F 系及び緊急用高圧母線 2G 系は，設計基準事故対処設備の電源

が喪失したことにより重大事故等に対処するために必要な電力を供給可能な設計と

する。 

 

1．容量 

緊急用高圧母線の母線電流容量は，最大でガスタービン発電機 2 台が接続可能で

あることから，ガスタービン発電機 2台の定格電流*1以上に設定する。 

 

ガスタービン発電機 2台分の定格電流である約 754Aに対し，余裕を有する 1,200A

とする。 

 

*1:ガスタービン発電機 1台分の定格電流：4,500kVA÷（√3×6.9kV）＝約 377A 

ガスタービン発電機 2台分の定格電流：約 377A×2個＝約 754A 
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57-5-33 

 
 

名称 緊急用動力変圧器 

容量 kVA  750 

【設定根拠】 

緊急用動力変圧器は，常設重大事故等対処設備として設置する。 

緊急用動力変圧器は，設計基準事故対処設備の電源が喪失した場合，重大事故等

に対処するために必要な電力を供給可能な設計とする。 

 

1．容量 

  負荷は約 340kVA である。 

 

負荷名称 負荷容量 

460V原子炉建屋 MCC 2G-1 約 220kVA 

460V原子炉建屋 MCC 2G-2 約 120kVA 

合計 約 340kVA 

 

  したがって，約 340kVAに余裕を考慮し，750kVAとする。 
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57-5-34 

名称 緊急用低圧母線（パワーセンタ） 

母線定格電流 A 3,000 

【設定根拠】 

  緊急用低圧母線は，設計基準事故対処設備の電源が喪失（全交流動力電源喪失）

した場合，重大事故等に対処するために必要な電力を供給可能な設計とする。 

 

1．容量 

  緊急用動力変圧器(750kVA)からの電力を通電可能な母線容量とする。 

緊急用動力変圧器の電流約 942A（＝750kVA÷（√3×460V））に余裕を考慮し，3,000A

とする。 
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57-5-35 

名称 緊急用低圧母線（モータコントロールセンタ） 

母線定格電流 A 800 

【設定根拠】 

  緊急用低圧母線は，設計基準事故対処設備の電源が喪失（全交流動力電源喪失）

した場合，重大事故等に対処するために必要な電力を供給可能な設計とする。 

 

1．緊急用低圧母線 2G-1の容量 

  負荷は 170.7kWである。 

 

負荷名称 負荷容量 

復水移送ポンプ 45.00 kW 

125V代替充電器盤 105.00 kW 

中央制御室 120V 交流分電盤 2G用変圧器 14.00 kW 

フィルタベント装置出口水素・酸素濃度計吸引ポンプ 0.75 kW 

フィルタベント装置出口水素・酸素濃度計吸引ポンプ 0.75 kW 

FCVS pH計測用サンプリングポンプ 1.50 kW 

計測制御電源室排風機 3.70 kW 

合計 170.70 kW 

 

  したがって，約 270A（＝（170.7kW÷力率 0.8）÷（√3×460V））に余裕を考慮し，

800Aとする。 

 

2．緊急用低圧母線 2G-2の容量 

  負荷は 90.0kWである。 

 

負荷名称 負荷容量 

復水移送ポンプ 45.0 kW 

復水移送ポンプ 45.0 kW 

合計    90.0 kW 

 

  したがって，約 150A（＝（約 90.0kW÷力率 0.8）÷（√3×460V））に余裕を考慮

し，800Aとする。 

 

  なお，緊急用電源切替盤については，緊急用電源切替盤に接続される負荷の容量

にあわせた定格電流値を設定する。 

 

 

 

 

 

1037



 

57-5-36 

 

名称 非常用高圧母線 

母線電流容量 A 1,200 

【設定根拠】 

非常用高圧母線 2C 系及び非常用高圧母線 2D 系は，常設重大事故等対処設備とし

て設置する。 

非常用高圧母線 2C 系及び非常用高圧母線 2D 系は，設計基準事故対処設備の電源

が喪失したことにより重大事故等に対処するために必要な電力を供給可能な設計と

する。 

 

1．容量 

非常用高圧母線 2C 系及び非常用高圧母線 2D 系は，ガスタービン発電機からの電

力を通電可能な設計とする。 

具体的には，非常用高圧母線 2C系(又は非常用高圧母線 2D系)の母線電流容量は，

ガスタービン発電機の定格容量 4,500kVA と非常用ディーゼル発電機約 7,625kVA の

容量の大きい非常用ディーゼル発電機の定格電流以上に設定する。 

 

非常用ディーゼル発電機 1個分の定格電流である約639A(7,625kVA÷（√3×6.9kV）

＝約 639A)に対し，十分余裕を有する約 1,200Aとする。 
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図 57-6-1 保管場所及びアクセスルート図 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-6-2 地震時のアクセスルート図 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-6-3 津波時のアクセスルート図 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-6-4 可燃物施設損壊時のアクセスルート図 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-6-5 屋内アクセスルート図(1/4) 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-6-6 屋内アクセスルート図(2/4) 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-6-7 屋内アクセスルート図(3/4) 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-6-8 屋内アクセスルート図(4/4) 

 

 枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-7-1 

 

 

図 57-7-1 バウンダリ系統図（交流電源）
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図 57-7-2 バウンダリ系統図（軽油タンク） 
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図 57-7-4 バウンダリ系統図（直流電源） 
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57-8-1 

1. 電源車接続方法について 

  電源車は以下の 4ルートにて接続可能な設計とする。 

① 電源車～電源車接続口(原子炉建屋   ) 

～非常用高圧母線 2C系及び非常用高圧母線 2D系電路 

電源車配置場所 図 57-8-1 

系統接続図   図 57-8-2 

 

② 電源車～電源車接続口(原子炉建屋   ) 

～非常用高圧母線 2C系及び非常用高圧母線 2D系電路 

電源車配置場所 図 57-8-3 

系統接続図   図 57-8-4 

 

③ 電源車～電源車接続口(原子炉建屋   )～緊急用低圧母線 2G系電路 

電源車配置場所 図 57-8-5 

系統接続図   図 57-8-6 

 

④ 電源車～電源車接続口(原子炉建屋   ) ～緊急用低圧母線 2G系電路 

電源車配置場所 図 57-8-7 

系統接続図   図 57-8-8 
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図 57-8-7 電源車～電源車接続口(原子炉建屋   ) 

～緊急用低圧母線 2G系電路 電源車配置場所 
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図 57-8-8 電源車～電源車接続口(原子炉建屋   ) 

～緊急用低圧母線 2G系電路 系統接続図 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-9-1 

1. 代替電源設備について 

東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所事故においては，津波

により非常用ディーゼル発電機の冷却機能（海水系）が喪失するとともに，非常用

ディーゼル発電機及び非常用高圧母線等は浸水被害により，多重化された電源設備

が同時に機能喪失するに至ったとの報告がある。 

女川原子力発電所 2 号炉においては，設計基準事故対処設備として非常用ディー

ゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機，非常用高圧母線等の電気設備

を設置している。女川原子力発電所 2 号炉の敷地高さは，O.P.約+13.8mであり，設

計基準津波 O.P.+23.1mより低いが，高さ約 15m(O.P.約+29m)の防潮堤を設置するた

め，敷地内に津波流入の恐れがない。また，隔壁によって区画化された電気室に設

置し，多重化を図ることにより，互いに独立させており，共通要因により同時に機

能喪失することなく，人の接近性を確保可能な設計としている。(図 57-9-1～3) 

 

＊ O.P.：女川原子力発電所工事用基準面 
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図 57-9-1 非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

及び非常用高圧母線の配置 
  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-2 125V蓄電池 2A及び 125V蓄電池 2B 

並びに 125V直流主母線盤 2A 及び 125V直流主母線盤 2Bの配置 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-3 125V蓄電池 2H 及び直流主母線盤 2H の配置 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-9-5 

しかしながら，これら設計基準事故対処設備の電気設備が機能喪失した場合において

も，重大事故等に対処できるよう常設又は可搬の代替電源等の設備を設置している。 

これら常設又は可搬の代替電源等の設備は，設置許可基準規則第 57条及び技術基準

規則第 72 条に要求事項が示されている。また，設置許可基準規則第 57 条及び技術基

準規則第 72条以外で，代替電源からの給電が要求される条文を表 57-9-1に示す。 

また，代替電源からの給電が要求される各設備の単線結線図は下記のとおり添付し

ている。 

設置許可基準規則第 46条／技術基準規則第 61条：57-9-(46-1)～57-9-(46-2) 

設置許可基準規則第 51条／技術基準規則第 66条：57-9-(51-1)～57-9-(51-2) 

設置許可基準規則第 52条／技術基準規則第 67条：57-9-(52-1)～57-9-(52-2) 

設置許可基準規則第 53条／技術基準規則第 68条：57-9-(53-1)～57-9-(53-2) 

設置許可基準規則第 54条／技術基準規則第 69条：57-9-(54-1)～57-9-(54-2) 

設置許可基準規則第 59条／技術基準規則第 74条：57-9-(59) 

設置許可基準規則第 60条／技術基準規則第 75条：57-9-(60-1)～57-9-(60-2) 

設置許可基準規則第 61条／技術基準規則第 76条：57-9-(61) 

設置許可基準規則第 62条／技術基準規則第 77条：57-9-(62-1)～57-9-(62-2) 
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57-9-6 

表 57-9-1 代替電源からの給電が要求される条文 
 

設置許可基準／技術基準条文番号 記載内容 備考 

第 46条 第 61条 原子炉冷却材圧力バウンダ

リを減圧するための設備 

・常設直流電源系統喪失時

に操作できる手動設備又は

可搬型代替直流電源設備を

配備する。 

 

第 51条 第 66条 原子炉格納容器下部の溶融

炉心を冷却するための設備 

・交流又は直流電源が必要

な場合は代替電源設備から

の給電を可能とする。 

 

第 52条 第 67条 水素爆発による原子炉格納

容器の破損を防止するため

の設備 

・交流又は直流電源が必要

な場合は代替電源設備から

の給電を可能とする。 

 

第 53条 第 68条 水素爆発による原子炉建屋

等の損傷を防止するための

設備 

・交流又は直流電源が必要

な場合は代替電源設備から

の給電を可能とする。 

 

第 54条 第 69条 使用済燃料貯蔵槽の冷却等

のための設備 

・交流又は直流電源が必要

な場合には代替電源設備か

らの給電を可能とする。 

 

第 59条 第 74条 原子炉制御室 ・原子炉制御室用の電源（空

調及び照明等）は，代替交

流電源設備からの給電を可

能とする。 

 

第 60条 第 75条 監視測定設備 ・代替交流電源設備からの

給電を可能とする。 

 

第 61条 第 76条 緊急時対策所 ・代替交流電源からの給電

を可能とする。 

 

第 62条 第 77条 通信連絡を行うために必要

な設備 

・通信連絡設備は，代替電

源設備（電池等の予備電源

設備を含む。）からの給電

を可能とする。 
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57-9-7 

 
図 57-9-(46-1) 単線結線図(交流)(第 46条) 
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図 57-9-(46-2) 単線結線図(直流)(第 46条) 
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図 57-9-(61) 単線結線図(第 61条) 
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図 57-9-(62-1) 単線結線図(中央制御室)(第 62条)  
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-(62-2) 単線結線図(緊急時対策所)(第 62条) 
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専用電話設備
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125V充電器盤
J-2
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緊急時対策建屋
電灯・作業用分電盤
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：非常用所内電源設備又は

無停電電源装置（充電器等を含む）

：代替電源設備
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：重大事故等対処設備
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【凡例】

GTG GTG
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発電機（A）
接続盤

ガスタービン

発電機（B）
接続盤

ガスタービン
発電機(A)
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発電機(B)

・M/C  ： メタルクラッドスイッチギア
・MCC ：モータコントロールセンタ

・R/B   ：原子炉建屋

（略語）

【凡例】

：配線用遮断器

：高圧遮断器

：低圧遮断器

：変圧器
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1.1 重大事故等対処設備による代替電源(交流)の供給 

1.1.1 ガスタービン発電機 

交流動力電源を供給する設計基準事故対処設備として，非常用ディーゼル発電機及

び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を設置しており，非常用ディーゼル発電機及

び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機が故障した場合の常設代替交流電源設備とし

て，ガスタービン発電機を設置する。 

ガスタービン発電機は，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電機と異なり，冷却海水を必要とせずに装置単独で起動可能とし，燃料系統は軽

油タンクとは独立したガスタービン発電設備軽油タンクから補給可能とすることから，

非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機と多様性を有した

設計とする。 

ガスタービン発電機は 1台あたり非常用短時間仕様 3,600kW(常用連続運用仕様：約

3,033kW)の発電装置を 2 台(7,200kW)設置し，表 57-9-2 のとおり有効性評価において

最大負荷となる「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）代替

循環冷却系を使用する場合」を想定するシナリオにおいて必要とされる電源容量(最大

負荷約 4,605kW，連続負荷約 3,241kW)に対し，十分な容量を確保する。 
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表 57-9-2 ガスタービン発電機の負荷 

(その他負荷を含む負荷の内訳は添付資料 57-9-1参照) 

負荷名称 
容量(kW) 

(停止負荷容量) 

緊急用電気品建屋 
緊急時対策建屋 

502.3 
340.0 

D 母線自動起動負荷 
・125V 充電器 
・非常用照明 
・中央制御室 120V 交流分電盤 
・非常用ガス処理系排風機等*2 
・その他負荷 
・1回目停止負荷 
・3回目停止負荷 

 
105.0 
180.0 
 52.5 
 35.0 
611.9 

(106.9) 
(104.1) 

C 母線自動起動負荷 
・125V 充電器 
・非常用照明 
・中央制御室 120V 交流分電盤 
・非常用ガス処理系排風機等*2 
・その他負荷 
・1回目停止負荷 
・3回目停止負荷 

 
105.0 
180.0 
 52.5 
 35.0 

1,083.0 
(226.5) 
(279.1) 

復水移送ポンプ 
中央制御室送風機 
中央制御室再循環送風機 
原子炉格納容器 pH 調整系ポンプ 
その他負荷 

 45.0 
110.0 
 15.0 
 90.0 
 45.0 

残留熱除去系ポンプ*1 
代替循環冷却ポンプ 
その他負荷 
2 回目停止負荷 

511.6 
 90.0 
181.2 

  (5.5) 

燃料プール冷却浄化系ポンプ 
その他負荷 

 75.0 
 29.7 

合計：連続負荷 
最大負荷(図 57-9-4参照) 

3,241.0 
4,605.0 

*1：起動時負荷 1,080.0kW 

*2：非常用ガス処理系空気乾燥装置を含む 

 

また，ガスタービン発電設備軽油タンクにより，重大事故等発生後 7 日間は事故収

束対応を維持できる容量以上の燃料を発電所内に確保し，ガスタービン発電設備燃料

移送ポンプを用いて自動で燃料補給が可能な設計とする。 

常設代替交流電源設備の回路構成については，57-3系統図(図57-3-5及び図57-3-6)

参照のこと。 

 

 

 

1087



 

57-9-25 

 
 

図 57-9-4 ガスタービン発電機負荷積上 

(雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

代替循環冷却系を使用する場合) 
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1.1.2 電源車 

重大事故等対処設備として設置するガスタービン発電機との多様化を図り，機動的な事

故対応を行うための可搬型代替交流電源設備として電源車を配備する。電源車は以下の 2

つのケースについて必要な負荷へ給電可能な電源とする。 

(1) ガスタービン発電機が使用不能の場合のバックアップ給電 

(2) 代替所内電気設備から 125V代替充電器盤を経由し，直流負荷への給電 

 

具体的な負荷は以下のとおりである。 

(1) ガスタービン発電機が使用不能の場合の低圧代替注水系にて炉心の冠水を実施する

ために必要となる負荷は表 57-9-3 のとおり，最大負荷約 644.1kW 及び連続負荷約

643.3kW である。したがって，電源車 2 台分を必要容量(680kW=400kVA×力率 0.85×2

台)とする。 

なお，ガスタービン発電機が使用不能の場合，ガスタービン発電機の代替として電

源車を使用するが，有効性評価のシナリオにおいて短時間に電源車を使用開始しなけ

ればならないため，電源車での対応が困難なケースもある。(添付資料 57-9-2参照) 
 

表 57-9-3 電源車の負荷 

負荷名称 容量(kW) 

復水移送ポンプ 45.0 

復水移送ポンプ 45.0 

125V 充電器盤 105.0 

125V 充電器盤 105.0 

中央制御室 120V交流分電盤 2A 52.5 

中央制御室 120V交流分電盤 2B 52.5 

非常用照明 56.0 

燃料プール冷却浄化系ポンプ 75.0 

その他負荷* 107.3 

合計：連続負荷 
最大負荷(図 57-9-5参照) 

643.3 
644.1 

＊：起動時負荷 1.5kW 

 

(2) 125V 充電器盤 2A 及び 125V 充電器盤 2B が使用不能の場合，代替所内電気設備から

125V 代替充電器盤を経由し高圧代替注水系に給電し，低圧注水系が使用不能の場合，

代替所内電気設備から 250V充電器盤を経由し直流駆動低圧注水系に給電する。高圧代

替注水系による炉心の冠水を実施するために必要となる負荷は125V代替充電器盤の容

量となり，連続負荷約 105kW である。また，直流駆動低圧注水系による炉心の冠水を

実施するために必要となる負荷は 250V充電器盤の容量となり，連続負荷約 179kWであ

るため，合計で 284kW となる。したがって，電源車 1 台分を必要容量(340kW＝400kVA

×力率 0.85×1台)とする。 
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(1)及び(2)において，常設代替交流電源設備が使用できない場合には，接続に時間を要

するものの，保管場所を分散しており，2 箇所の接続口から機動的に給電可能な電源車に

よる受電を行う。(57-8 電源車接続に関する説明書) 

電源車の燃料は，軽油タンク又はガスタービン発電設備軽油タンクにより，重大事故等

発生後 7 日間は事故収束対応を維持できる容量以上の燃料を発電所内に確保し，タンクロ

ーリを用いて燃料補給が可能な手順を整備する。(57-5 容量設定根拠) 

可搬型代替交流電源設備の回路構成については，57-3系統図(図 57-3-1～4)参照のこと。 
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図 57-9-5 電源車負荷積上 

(全交流動力電源喪失(外部電源喪失＋ＤＧ失敗)＋高圧注水失敗) 
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1.2 重大事故等対処設備による直流電源の供給 

1.2.1 所内常設蓄電式直流電源設備 

全交流動力電源喪失時に直流電源を供給する設計基準事故対処設備として，非常用の常

設蓄電池を設置している。非常用の常設蓄電池は，3 系統 3 組のそれぞれ独立した蓄電池

である，125V蓄電池 2A，125V蓄電池 2B及び 125V蓄電池 2Hとして構成する。非常用の常

設蓄電池のうち，125V 蓄電池 2A 及び 125V 蓄電池 2B は，重大事故等対処設備である所内

常設蓄電式直流電源設備を兼ねた設備であり，全交流動力電源喪失直後に設計基準事故対

処設備及び重大事故等対処設備に電源供給を行い，全交流動力電源喪失から 1 時間後に，

中央制御室において不要な負荷の切離しを行う。さらに，全交流動力電源喪失から 8 時間

後に，現場において不要な負荷の切離しを行い，全交流動力電源喪失から 24時間必要な負

荷に電源供給することが可能な設計とする。これは，有効性評価における全交流動力電源

喪失を想定するシナリオのうち「全交流動力電源喪失(外部電源喪失+DG 失敗)+HPCS 失敗」

及び「全交流動力電源喪失(外部電源喪失+DG 失敗)+高圧注水失敗」における評価条件(24

時間にわたり交流電源が回復しない)も満足するものである。 

各蓄電池の容量については，57-5容量設定根拠参照のこと。 

所内常設蓄電式直流電源設備の回路構成については，57-3 系統図(図 57-3-11～13)参照

のこと。 

 

1.2.2 常設代替直流電源設備 

常設代替直流電源設備は，全交流動力電源喪失直後に 125V代替蓄電池から重大事故等対

処設備に電源供給を行い，全交流動力電源喪失から 8 時間必要な負荷に電源供給すること

が可能な設計とする。また，全交流動力電源喪失直後に 250V蓄電池から重大事故等対処設

備に電源供給を行い，全交流動力電源喪失から 1 時間後に，中央制御室において不要な負

荷の切離しを行い，全交流動力電源喪失から 24 時間必要な負荷に電源供給することが可能

な設計とする。これは，所内常設蓄電式直流電源設備と組み合わせることで，有効性評価

における全交流動力電源喪失を想定するシナリオのうち「全交流動力電源喪失(外部電源喪

失+DG 失敗)+SRV 再閉失敗＋HPCS 失敗」における評価条件も満足するものである。各蓄電

池の容量については，57-5容量設定根拠参照のこと。 

常設代替直流電源設備の回路構成については，57-3系統図(図 57-3-14～16)参照のこと。 
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1.2.3 可搬型代替直流電源設備 

重大事故等対処設備として設置する常設蓄電池(設計基準事故対処設備を兼ねる 125V 蓄

電池 2A 及び 125V 蓄電池 2B)との多様化を図り，可搬型代替交流電源設備である電源車，

125V 代替充電器盤，250V 充電器盤，125V代替蓄電池及び 250V蓄電池を組み合わせた可搬

型代替直流電源設備を設置する。 

可搬型代替直流電源設備は，全交流動力電源喪失時に常設蓄電池が故障又は枯渇した場

合に，常設蓄電池に代わり，必要な負荷に電源供給することが可能な設計とする。 

125V代替蓄電池の容量は，8時間にわたり高圧代替注水系等の必要な負荷容量(906.8Ah)

に対し，十分な容量(2,000Ah)を確保し，250V 蓄電池の容量は，24 時間にわたり，直流駆

動低圧注水系の必要な負荷容量(5878.0Ah)に対し，十分な容量(6,000Ah)を確保し，125V

代替充電器盤の容量は，16時間にわたり高圧代替注水系等の必要な負荷容量(185.1A)に対

し，十分な容量(700A)を確保し，250V充電器盤の容量は，直流駆動低圧注水系の必要な負

荷容量(500.0A)に対し，十分な容量(600A)を確保し，また，電源車へ継続的に燃料補給を

行うことで，24時間以上にわたり必要な負荷に電源供給することが可能な設計とする。 

これは，有効性評価における全交流動力電源喪失を想定するシナリオのうち「全交流動

力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋直流電源喪失」における評価条件(24 時間にわ

たり交流電源が回復しない)も満足するものである。 

電源車の燃料は，軽油タンク又はガスタービン発電設備軽油タンクにより，重大事故等

発生後 7 日間は事故収束対応を維持できる容量以上の燃料を発電所内に確保し，タンクロ

ーリを用いて燃料補給が可能な手順を整備する。 

125V代替蓄電池，250V蓄電池，125V代替充電器盤及び 250V充電器盤の容量については，

57-5容量設定根拠参照のこと。 

可搬型代替直流電源設備の回路構成については，57-3 系統図(図 57-3-17～23)参照のこ

と。 
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1.3 代替所内電気設備による給電 

設置許可基準規則の第 47条，第 48条及び第 49条の重大事故等対処設備は，設計基準事

故対処設備に対して，多様性及び独立性を有し，位置的分散を図ることを要求されている。 

このため，第 47 条の低圧代替注水系，第 48 条の原子炉格納容器フィルタベント系及び

耐圧強化ベント系，第 49 条の原子炉格納容器代替スプレイ冷却系への電源供給については，

設計基準事故対処設備である非常用所内電気設備 3 系統が機能喪失した場合にも，必要な

重大事故等対処設備へ電力を供給するため，非常用所内電気設備と独立性を有し，位置的

分散を図る代替所内電気設備を設ける設計とする。 

なお，設置許可基準規則第 51条の原子炉格納容器下部注水系についても，非常用所内電

気設備と独立性を有し，位置的分散を図る代替所内電気設備を経由し，代替交流電源設備

から受電可能な設計とする。 

 

【機能喪失を想定する所内電気設備】 

原子炉建屋     に設置する非常用電気品室及び原子炉建屋     に設置する非

常用D/G制御盤室の3系統の非常用所内電気設備 

・非常用高圧母線 2C系，2D系及び 2H系(交流 6.9kV) 

・非常用低圧母線(パワーセンタ)4-2C及び 4-2D(交流 460V) 

・非常用低圧母線(モータコントロールセンタ)2C-1～5，2D-1～5及び 2H(交流 460V) 

 

この場合，非常用所内電気設備の 3 系統(非常用高圧母線，非常用低圧母線(パワーセン

タ)及び非常用低圧母線(モータコントロールセンタ))が機能を喪失しても，代替所内電気

設備を使用することにより，原子炉又は原子炉格納容器を安定状態に収束させることが可

能である。 

代替所内電気設備による給電に使用する設備は以下のとおりである。(図 57-9-7) 

・ガスタービン発電機 

・ガスタービン発電機接続盤 

・緊急用高圧母線 2F系 

・緊急用高圧母線 2G系 

・緊急用動力変圧器 2G系 

・緊急用低圧母線 2G系 

・緊急用交流電源切替盤 2G系 

・緊急用交流電源切替盤 2C系 

・緊急用交流電源切替盤 2D系 

・ガスタービン発電設備軽油タンク 

・ガスタービン発電設備燃料移送ポンプ 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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(1) 多重性又は多様性 

常設代替交流電源設備及び代替所内電気設備は，設計基準事故対処設備である非常

用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機及び非常用所内電気設備

と同時にその機能が損なわれないように，表 57-9-4及び表 57-9-5で示すとおり多重

性又は多様性を図った設計とする。 

常設代替交流電源設備の多様性については，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心

スプレイ系ディーゼル発電機のディーゼル発電方式並びに水冷式に対して，ガスター

ビン発電機はガスタービン発電方式並びに空冷式とすることで，多様性を確保する設

計とする。 

代替所内電気設備の多重性については，非常用所内電気設備から各負荷までの電路

を構成する設備に対して，代替所内電気設備から各負荷までの電路を構成する設備は

同容量の電源供給を可能とすることで，多重性を確保する設計とする。 

 

表 57-9-4 常設代替交流電源設備の多様性 

項目 

設計基準事故対処設備 重大事故等対処設備 

・非常用ディーゼル発電機 

・高圧炉心スプレイ系 

ディーゼル発電機 

・常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

駆動方式 ディーゼル発電 ガスタービン発電 

冷却方式 

水冷式 

(原子炉補機冷却水系及び 

原子炉補機冷却海水系) 

(高圧炉心スプレイ系補機 

冷却水系及び 

高圧炉心スプレイ系補機 

冷却海水系) 

空冷式 

 

表 57-9-5 代替所内電気設備の多重性 

項目 
設計基準事故対処設備 重大事故等対処設備 

非常用所内電気設備 代替所内電気設備 

設備構成 

非常用高圧母線～非常用動力

変圧器～非常用低圧母線(パワ

ーセンタ)～非常用低圧母線

(モータコントロールセンタ) 

緊急用高圧母線～緊急用動力変

圧器～緊急用低圧母線(パワー

センタ)～緊急用低圧母線(モー

タコントロールセンタ)～緊急

用交流電源切替盤 
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(2) 独立性 

常設代替交流電源設備及び代替所内電気設備は，設計基準事故対処設備である非常

用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機及び非常用所内電気設備

と表 57-9-6で示す共通要因故障に対して機能を損なわない設計とする。 
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表 57-9-6 常設代替交流電源設備及び代替所内電気設備の独立性 

 

  

項目 

設計基準事故対処設備 重大事故等対処設備 

・非常用ディーゼル発電機 
・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

・非常用所内電気設備 

・常設代替交流電源設備 
(ガスタービン発電機) 
・代替所内電気設備 

共
通
要
因
故
障 

地震 

設計基準事故対処設備の非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機及び非
常用所内電気設備は，耐震 S クラス設計とし，重大事故等対処設備のガスタービン発電機及び代
替所内電気設備は，基準地震動 Ssで機能維持可能な設計とすることで，基準地震動 Ssが共通要
因となり，同時にその機能が損なわれることのない設計とする。 

津波 

設計基準事故対処設備の非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機及び非
常用所内電気設備は，基準津波の影響を受けない原子炉建屋内へ設置し，重大事故等対処設備の
ガスタービン発電機及び代替所内電気設備は，基準津波の影響を受けない緊急用電気品建屋及び
原子炉建屋内へ設置することで，津波が共通要因となり，同時に故障することのない設計とする。 

火災 

設計基準事故対処設備の非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機及び非
常用所内電気設備並びに重大事故等対処設備のガスタービン発電機及び代替所内電気設備は，位
置的分散を図る(3項参照)とともに，以下の火災の発生防止対策により，火災が共通要因となり，
故障することのない設計とする。 
【発生防止】 
難燃ケーブルの使用及び過電流による過熱防止対策を講じる。 

【感知・消火】 
(屋内の電路)感知・消火対策として異なる 2種類の感知器及び煙の充満により消火困難となる

場所には固定式消火設備を設置する。 
(屋外の電路)火災の発生するおそれがないよう電路を埋設し，その電路にケーブルを布設す

る。(ガスタービン発電機から非常用高圧母線 2C 系，非常用高圧母線 2D 系及び
緊急用高圧母線 2G 系までの電路の一部) 

【第 43条第 2項三への適合】 
設計基準事故対処設備の電路と重大事故等対処設備の電路の分離については，米国電気電子

工学学会(IEEE)規格 384(1992 年版)の分離距離を確保する。 

溢水 

設計基準事故対処設備の非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機及び非
常用所内電気設備並びに重大事故等対処設備のガスタービン発電機及び代替所内電気設備は，溢
水が共通要因となり，同時に故障することのない設計とする。(「共-8 重大事故等対処設備の内
部溢水に対する防護方針について」に示す。)。 
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なお，常設代替交流電源の火災防護対策を講じるため，常設代替交流電源設備設置

であるガスタービン発電機が設置される緊急用電気品建屋については，附属設備を含

めて火災区域を設定する。火災区域の設定にあたり，ガスタービン発電機は「一般取

扱所」として空地が要求されることから，危険物の規制に関する政令第十九条第一項

で要求される空地の幅 5m以上を確保した範囲とする。（図 57-9-6） 

ガスタービン発電機間及びガスタービン発電設備軽油タンクは以下のとおり離隔を

設ける。 

 

○ガスタービン発電機間 

 ガスタービン発電機間においては同令における空地の要求がないことから，設備と

しての発電機間の火災影響並びに消火活動への影響を考慮し，適切に空地を設ける設

計とする。 

 ガスタービン発電機は，通常は待機状態であり，ガスタービン発電設備軽油タンク

から燃料を補給されないため，ガスタービン発電機間においてはガスタービン発電機

制御車の燃料積載量である約 600L に基づいて危険物の規制に関する政令第十一条第

二項で要求される空地の幅を参考にして 3m以上の離隔を設ける設計とする。 

ガスタービン発電機は，試験及び検査時に運転状態となり，ガスタービン発電設備

軽油タンクから燃料を補給するが，試験及び検査中は作業員が現場に常駐している。

よって，ガスタービン発電機は火災が発生しても煙が充満しない建屋内に設置してい

ることから，現場に常駐する作業員による早期の火災感知及び消火活動が可能な設計

とする。 

  

○ガスタービン発電設備軽油タンク 

 附属設備であるガスタービン発電設備軽油タンクは，「危険物の規制に関する政令」

において空地が要求されない設備であるため，同令の「屋外タンク貯蔵所」とみなし，

同令第十一条第二項で要求される空地の幅を参考にして附属設備を含め 3m 以上の幅

を確保した範囲とする。 
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図 57-9-6 常設代替交流電源設備の火災区域設定 

 

 上記に示す危険物の規制に関する施行令の該当条文を以下に示す。 

 

 危険物の規制に関する政令 

 

 （製造所の基準） 

 第九条第一項第二号 危険物を取り扱う建築物その他の工作物（危険物を移送する

ための配管その他これに準ずる工作物を除く。）の周囲に、次の表に掲げる区分

に応じそれぞれ同表に定める幅の空地を保有すること。ただし、総務省令で定め

るところにより、防火上有効な隔壁を設けたときは、この限りではない。 

区分 空地の幅 

指定数量の倍数が十以下の製造所 三メートル以上 

指定数量の倍数が十を超える製造所 五メートル以上 

  

第十一条第二項 屋外貯蔵タンク（危険物を移送するための配管その他これに準ず

る工作物を除く。）の周囲に、次の表に掲げる区分に応じそれぞれ同表に定める

幅の空地を保有すること。ただし、二以上の屋外タンク貯蔵所を隣接して設置す

るときは、総務省令で定めるところにより、その空地の幅を減ずることができる。 

区分 空地の幅 

指定数量の倍数が五百以下の屋外タンク貯蔵所 三メートル以上 

 

（一般取扱所の基準） 

 第十九条 第九条第一項の規定は、一般取扱所の位置、構造及び設備の技術上の基

準について準用する。 

  

ガスタービン発電設備
軽油タンクピット

緊急用電気品建屋

5m以上

5m

以上
3m以上 3m以上 3m以上

発電機車 発電機車制御車 制御車

3m以上

3m

以上

空地

火災区域
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(3) 位置的分散 

常設代替交流電源設備及び代替所内電気設備は，設計基準事故対処設備である非常

用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機及び非常用所内電気設備

と表57-9-7及び表57-9-8で示すとおり，位置的分散を図る。具体的な電源設備の単線

結線図を図57-9-7，ケーブルルート図を57-9-(57-1)～57-9-(57-11)に示す。(なお，

単線結線図の番号とルート図の番号については，一致させている。) 
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表 57-9-7 常設代替交流電源設備の位置的分散 

項目 

設計基準事故対処設備 重大事故等対処設備 

・非常用ディーゼル発電機 

・高圧炉心スプレイ系 

ディーゼル発電機 

・常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

設置場所 
原子炉建屋      

(原子炉建屋内の原子炉棟外) 

屋外 

(緊急用電気品建屋     ) 

 

表57-9-8 代替所内電気設備の位置的分散 

項目 
設計基準事故対処設備 重大事故等対処設備 

非常用所内電気設備 代替所内電気設備 

設

置

場

所 

・非常用高圧母線 

 

 

・緊急用高圧母線 

 

 

・原子炉建屋      

(原子炉建屋内の原子炉棟

外) 

・― 

・― 

 

 

・緊急用電気品建屋    及び

原子炉建屋     

(原子炉建屋内の原子炉棟外) 

・非常用動力変圧器 

 

 

・緊急用動力変圧器 

 

・原子炉建屋      

(原子炉建屋内の原子炉棟

外) 

・― 

・― 

 

 

・原子炉建屋      

(原子炉建屋内の原子炉棟外) 

・非常用低圧母線 

(パワーセンタ) 

 

・緊急用低圧母線 

(パワーセンタ) 

・原子炉建屋     

(原子炉建屋内の原子炉棟

外) 

・― 

・― 

 

 

・原子炉建屋     

(原子炉建屋内の原子炉棟外) 

・非常用低圧母線 

(モータコントロ

ールセンタ) 

 

 

・緊急用低圧母線 

(モータコントロ

ールセンタ) 

・原子炉建屋     

(原子炉建屋内の原子炉棟

外)及び原子炉建屋    

(原子炉建屋内の原子炉棟

外) 

・― 

 

・― 

 

 

 

 

・原子炉建屋     

(原子炉建屋内の原子炉棟外) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

1101



 

57-9-39 

(4) 接近性の確保 

設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合におい

て，常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備からの電力を確保するために，

以下のとおり，原子炉建屋      (原子炉建屋内の原子炉棟外)及び原子炉建屋    

 (原子炉建屋内の原子炉棟外)に設置する非常用所内電気設備へアクセス可能な設計

とし，接近性を確保する設計とする。 

 

屋内のアクセスルートに影響を与えるおそれがある以下の事象について評価した結

果，問題はない(詳細は，「可搬型重大事故等対処設備保管場所及びアクセスルートに

ついて」参照)。 

 

a. 地震時の影響 

プラントウォークダウンにて確認した結果，問題なし。 

 

b. 地震随伴火災の影響 

アクセスルート近傍に地震随伴火災の火災源となる機器が設置されていないこ

とから問題なし。 

 

c. 地震による内部溢水の影響 

原子炉建屋内の原子炉棟外に溢水源となる耐震B,Cクラスの機器のうち，基準地

震動で破損が生じる機器を考慮しても溢水による影響がないことから問題なし。 

 

万が一，非常用所内電気設備の設置場所である原子炉建屋     (原子炉建屋内の

原子炉棟外)及び原子炉建屋     (原子炉建屋内の原子炉棟外)への接近性が失わ 

れることを考慮して，代替所内電気設備を原子炉建屋     (原子炉建屋内の原子炉

棟外)及び原子炉建屋     (原子炉建屋内の原子炉棟外)に設置することにより，接

近性を確保する設計とする。 

なお，重大事故等時において，非常用所内電気設備及び代替所内電気設備は，中央

制御室から操作可能な設計とする。 

 

(5) 電気作動弁への電源供給 

低圧代替注水系，原子炉格納容器フィルタベント系，耐圧強化ベント系，原子炉格

納容器代替スプレイ冷却系及び原子炉格納容器下部注水系の電気作動弁は，常設代替

交流電源設備(ガスタービン発電機)から代替所内電気設備を経由して電源供給が可能

な設計とする。 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

1102



 

57-9-40 

(6) 計装設備への電源供給 

計装設備は，常設代替交流電源設備(ガスタービン発電機)から代替所内電気設備を

経由して電源供給が可能な設計とする。 

 

(7) 自主対策設備 

第 47条，48条，49条及び 51条に対応する設備に加え，信頼性向上の観点から，第

46条に対応する代替高圧窒素ガス供給系，第 50条に対応する代替循環冷却系，第 53

条に対応する原子炉建屋水素爆発防止対策設備及び第 58 条に対応する原子炉圧力容

器周り及び原子炉格納容器周りの監視計器についても，代替所内電気設備から電源供

給が可能な設計とする。 
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図 57-9-7 代替所内電気設備の単線結線図
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-9-42 

1.3.1 低圧代替注水系 [47条] 

低圧代替注水系(常設)及び低圧代替注水系(可搬型)は，重大事故時に炉心に低圧注水

するための重大事故等対処設備であり，当該設備に対応する設計基準事故対処設備は「残

留熱除去系(低圧注水モード)及び低圧炉心スプレイ系」である。(図57-9-8～12) 

低圧代替注水系の主要設備を表57-9-9に示す。 

 

表57-9-9 低圧代替注水系の主要設備 

機能 重大事故等対処設備 対応する設計基準事故対処設備 

－ 

 

・低圧代替注水系(常設) 

・低圧代替注水系(可搬型) 

 

 

・残留熱除去系(低圧注水モード) 

・低圧炉心スプレイ系 

 

 

ポンプ 

 

・復水移送ポンプ(A) 

・復水移送ポンプ(B) 

・復水移送ポンプ(C) 

・直流駆動低圧注水ポンプ 

・大容量送水ポンプ(タイプⅠ) 

 

 

・残留熱除去系ポンプ(A) 

・残留熱除去系ポンプ(B) 

・残留熱除去系ポンプ(C) 

・低圧炉心スプレイ系ポンプ 

 

 

電気作動弁 

(状態表示を含む) 

 

・RHR A系LPCI注入隔離弁 

・RHR B系LPCI注入隔離弁 

・RHRヘッドスプレイライン 

洗浄流量調整弁 

・RHR B系格納容器冷却ライン 

洗浄流量調整弁 

・CRD復水入口弁 

・MUWCサンプリング取出止め弁 

・T/B 緊急時隔離弁 

・R/B B1F緊急時隔離弁 

・R/B 1F緊急時隔離弁 

・復水貯蔵タンク常用，非常用 

給水管連絡ライン止め弁 

・FPMUWポンプ吸込弁 

・直流駆動低圧注水ポンプ吸込弁 

・直流駆動低圧注水ポンプ流量調整弁 

 

 

・RHR A系LPCI注入隔離弁 

・RHR B系LPCI注入隔離弁 

・RHR C系LPCI注入隔離弁 

・LPCS注入隔離弁 

 

 

計装設備 

 

・残留熱除去系洗浄ライン流量 

(残留熱除去系ヘッドスプレイライン 

洗浄流量) 

・残留熱除去系洗浄ライン流量 

(残留熱除去系B系格納容器冷却ライン 

洗浄流量) 

・復水貯蔵タンク水位 

・直流駆動低圧注水ポンプ出口流量 

 

 

・残留熱除去系ポンプ出口流量 

・低圧炉心スプレイ系ポンプ出口流量 
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57-9-43 

低圧代替注水系(常設)の復水移送ポンプは原子炉建屋     (原子炉建屋原子炉棟

内)，直流駆動低圧注水ポンプは原子炉建屋    (原子炉建屋原子炉棟内)，低圧代替

注水系(可搬型)の大容量送水ポンプ(タイプⅠ)は屋外に設置し，残留熱除去系(低圧注水

モード)のポンプ(残留熱除去系ポンプ)及び低圧炉心スプレイ系のポンプ(低圧炉心スプ

レイ系ポンプ)は原子炉建屋    (原子炉建屋原子炉棟内)に設置しており，位置的分

散を図る。(図57-9-13～15) 

低圧代替注水系(常設)及び低圧代替注水系(可搬型)は，図57-9-16～18のとおり，屋外

(緊急用電気品建屋    )に設置するガスタービン発電機から代替所内電気設備を経

由して電源を受電する設計とし，残留熱除去系(低圧注水モード)及び低圧炉心スプレイ

系は，図57-9-16～18のとおり，原子炉建屋    (原子炉建屋内の原子炉棟外)に設置

する非常用ディーゼル発電機から非常用所内電気設備を経由して電源を受電する設計と

し，ガスタービン発電機と非常用ディーゼル発電機及び代替所内電気設備と非常用所内

電気設備とは，それぞれ位置的分散を図る。 

また，低圧代替注水系(常設)及び低圧代替注水系(可搬型)使用時の機器への電路と，

残留熱除去系(低圧注水モード)及び低圧炉心スプレイ系使用時の機器への電路とは，米

国電気電子工学学会(IEEE)規格384(1992年版)の分離距離を確保することにより，独立性

を有する設計とする。 

具体的な電路については，表57-9-10に単線結線図及びルート図を記載した箇所につい

て示す。 

 

表57-9-10 電路ルート図 低圧代替注水系 [47条] 

単線結線図 
ルート図* 

図番号 頁 

2号炉動力用(図57-9-16～18) 図47- 1～12 57-9-(47- 1～12) 

2号炉計装設備用(表57-9-10-1) 図47-13～26 57-9-(47-13～26) 

2号炉制御用(表57-9-10-2) 図47-27～41 57-9-(47-27～41) 

なお，単線結線図の番号とルート図の番号については，一致させている。 

 

*：直流駆動低圧注水系については追而 

 

電気作動弁の制御回路は，非常用所内電気設備からの受電時と代替所内電気設備から

の受電時とで，別々に設置する。(図57-9-19及び図57-9-20) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-8 低圧代替注水系(常設) 

（復水移送ポンプ）の系統概要図
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図 57-9-9 低圧代替注水系（常設） 

（直流駆動低圧注水ポンプ）の系統概要図 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-10 低圧代替注水系（可搬型）の系統概要図 

 

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-11 残留熱除去系（低圧注水モード）の系統概要図 
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図 57-9-12 低圧炉心スプレイ系の系統概要図 
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図 57-9-13 低圧代替注水系(常設)，低圧代替注水系(可搬型)， 

残留熱除去系(低圧注水モード)及び低圧炉心スプレイ系の配置図(1/3) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-14 低圧代替注水系(常設)，低圧代替注水系(可搬型)， 

残留熱除去系(低圧注水モード)及び低圧炉心スプレイ系の配置図(2/3) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-15 低圧代替注水系(常設)，低圧代替注水系(可搬型)， 

残留熱除去系(低圧注水モード)及び低圧炉心スプレイ系の配置図(3/3) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-16 単線結線図(交流) 

低圧代替注水系 [47条]  
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図 57-9-17 単線結線図(直流)(1/2) 

低圧代替注水系 [47条] 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-18 単線結線図(直流)(2/2) 

低圧代替注水系 [47条] 
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図 57-9-19 交流電源切替盤系統図 

(非常用所内電気設備からの受電時) 

 

 
図 57-9-20 交流電源切替盤系統図 

(代替所内電気設備からの受電時)

R/ B ： 原子炉建屋
MCC ： モータコントロールセンタ

460V R/B MCC 2G系
（代替所内電気設備）

電
気
作
動
弁

460V R/B交流電源切替盤2G系，
460V R/B交流電源切替盤2C系及び
460V R/B交流電源切替盤2D系

中央制御室の
所内補機制御盤等

同時に受電できない設計とする

460V R/B MCC 2C系又は460V R/B MCC 2D系
（非常用所内電気設備）

：動力ケーブル

：制御ケーブル

：配線用遮断器

【凡例】

中央制御室の
電源切替操作盤

中央制御室の
代替注水制御盤等

中央制御室外原子炉
停止装置盤

R/ B ： 原子炉建屋
MCC ： モータコントロールセンタ

460V R/B MCC 2G系
（代替所内電気設備）

電
気
作
動
弁

460V R/B交流電源切替盤2G系，
460V R/B交流電源切替盤2C系及び
460V R/B交流電源切替盤2D系

中央制御室の
所内補機制御盤等

同時に受電できない設計とする

460V R/B MCC 2C系又は460V R/B MCC 2D系
（非常用所内電気設備）

：動力ケーブル

：制御ケーブル

：配線用遮断器

【凡例】

中央制御室の
電源切替操作盤

中央制御室の
代替注水制御盤等

中央制御室外原子炉
停止装置盤
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1.3.2 原子炉補機代替冷却水系 [48条] 

原子炉補機代替冷却水系は，重大事故時に最終ヒートシンクへ熱を輸送するための重

大事故等対処設備であり，当該設備に対応する設計基準事故対処設備は「原子炉補機冷

却水系及び原子炉補機冷却海水系」である。(図57-9-21及び図57-9-22) 

原子炉補機代替冷却水系の主要設備を表57-9-11に示す。 

 

表57-9-11 原子炉補機代替冷却水系の主要設備 

機能 重大事故等対処設備 対応する設計基準事故対処設備 

－ 

 

・原子炉補機代替冷却水系 

 

 

・原子炉補機冷却水系 

・原子炉補機冷却海水系 

 

ポンプ 

 

・熱交換器ユニット(淡水ポンプ) 

・大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

 

 

・原子炉補機冷却水ポンプ(A) 

・原子炉補機冷却水ポンプ(B) 

・原子炉補機冷却水ポンプ(C) 

・原子炉補機冷却水ポンプ(D) 

・原子炉補機冷却海水ポンプ(A) 

・原子炉補機冷却海水ポンプ(B) 

・原子炉補機冷却海水ポンプ(C) 

・原子炉補機冷却海水ポンプ(D) 

 

熱交換器 

 

・熱交換器ユニット(熱交換器) 

 

 

・原子炉補機冷却水系熱交換器(A) 

・原子炉補機冷却水系熱交換器(B) 

・原子炉補機冷却水系熱交換器(C) 

・原子炉補機冷却水系熱交換器(D) 

 

 

原子炉補機代替冷却水系は，熱交換器と淡水ポンプを搭載する可搬型の熱交換器ユニ

ット及び熱交換器ユニットの熱交換器に海水を送水する可搬型の大容量送水ポンプ(タ

イプⅠ)で構成しており，屋外の保管エリアに保管し，原子炉補機冷却水系及び原子炉補

機冷却海水系は原子炉建屋(原子炉建屋内の原子炉棟外)及び屋外に設置しており，位置

的分散を図る。(図57-9-23～25) 

原子炉補機代替冷却水系のポンプ(熱交換器ユニット(淡水ポンプ)及び大容量送水ポ

ンプ(タイプⅠ))は，駆動電源を必要としない方式(付属空冷式ディーゼルエンジン)によ

る設計とし，原子炉補機冷却水系のポンプ(原子炉補機冷却水ポンプ)及び原子炉補機冷

却海水系のポンプ(原子炉補機冷却海水ポンプ)は，駆動電源（非常用ディーゼル発電機）

から電源を受電する設計とし，駆動電源の多様性を図る。 
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図 57-9-21 原子炉補機代替冷却水系の系統概要図 

(A系の例) 
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枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-22 原子炉補機冷却水系の系統概要図 
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図 57-9-23 原子炉補機代替冷却水系，原子炉補機冷却水系 

及び原子炉補機冷却海水系の配置図(1/3) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-24 原子炉補機代替冷却水系，原子炉補機冷却水系 

及び原子炉補機冷却海水系の配置図(2/3) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-25 原子炉補機代替冷却水系，原子炉補機冷却水系 

及び原子炉補機冷却海水系の配置図(3/3) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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1.3.3 原子炉格納容器フィルタベント系及び耐圧強化ベント系 [48条] 

原子炉格納容器フィルタベント系及び耐圧強化ベント系は，重大事故時に原子炉格納

容器内を冷却するための重大事故等対処設備であり，当該設備に対応する設計基準事故

対処設備は「残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)」である。(図57-9-26～28) 

原子炉格納容器フィルタベント系及び耐圧強化ベント系の主要設備を表57-9-12に示

す。 

 

表57-9-12 原子炉格納容器フィルタベント系及び耐圧強化ベント系の主要設備 

機能 重大事故等対処設備 対応する設計基準事故対処設備 

－ 

 

・原子炉格納容器フィルタベント系 

・耐圧強化ベント系 

 

 

・残留熱除去系 

(格納容器スプレイ冷却モード) 

 

ポンプ 

 

－ 

 

 

・残留熱除去系ポンプ(A) 

・残留熱除去系ポンプ(B) 

 

電気作動弁 

(状態表示を含む) 

 

・D/Wベント用出口隔離弁 

・S/Cベント用出口隔離弁 

・FCVSベントライン隔離弁(A) 

・FCVSベントライン隔離弁(B) 

・PCV耐圧強化ベント用連絡配管 

隔離弁 

・PCV耐圧強化ベント用連絡配管 

止め弁 

 

 

・RHR A系格納容器スプレイ流量 

調整弁 

・RHR B系格納容器スプレイ流量 

調整弁 

・RHR A系格納容器スプレイ隔離弁 

・RHR B系格納容器スプレイ隔離弁 

・RHR A系S/Cスプレイ隔離弁 

・RHR B系S/Cスプレイ隔離弁 

 

計装設備 

 

・フィルタ装置入口圧力(広帯域) 

・フィルタ装置出口圧力(広帯域) 

・フィルタ装置水位(広帯域) 

・フィルタ装置水温度 

・フィルタ装置出口放射線モニタ 

・フィルタ装置出口水素濃度 

・ドライウェル圧力 

・圧力抑制室圧力 

・ドライウェル温度 

・圧力抑制室内空気温度 

・サプレッションプール水温度 

 

 

・残留熱除去ポンプ出口流量 
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原子炉格納容器フィルタベント系のフィルタ装置は原子炉建屋     (原子炉建屋

原子炉棟内)に設置及び耐圧強化ベント系を構成する機器は原子炉建屋(原子炉建屋原子

炉棟内)及び屋外に設置し，残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)のポンプ(残留

熱除去系ポンプ)は原子炉建屋     (原子炉建屋原子炉棟内)に設置しており，位置的

分散を図る。(図57-9-29～33) 

原子炉格納容器フィルタベント系の電気作動弁は，所内常設蓄電式直流電源設備，常

設代替直流電源設備又は可搬型代替直流電源設備から電源を受電する設計とし，残留熱

除去系(格納容器スプレイ冷却モード)は，非常用ディーゼル発電機から電源を受電する

設計とすることで駆動電源の多様性を図る。なお，原子炉格納容器フィルタベント系は，

電源が喪失した場合を想定し，動作原理の異なる多様性を有した駆動方式である，遠隔

手動弁操作設備による人力操作が可能な設計とする。(図57-9-34) 

耐圧強化ベント系の電気作動弁のうち，D/Wベント用出口隔離弁及びS/Cベント用出口

隔離弁は，所内常設蓄電式直流電源設備，常設代替直流電源設備又は可搬型代替直流電

源設備から電源を受電する設計とし，残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)は，

非常用ディーゼル発電機から電源を受電する設計とすることで駆動電源の多様性を図る。

(図57-9-35) 

耐圧強化ベント系の電気作動弁のうち，PCV耐圧強化ベント用連絡配管隔離弁及びPCV

耐圧強化ベント用連絡配管止め弁は，ガスタービン発電機又は電源車から代替所内電気

設備を経由して電源を受電する設計とし，残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)

は，非常用ディーゼル発電機から電源を受電する設計とすることで駆動電源の多様性を

図る。(図57-9-34) 

また，原子炉格納容器フィルタベント系及び耐圧強化ベント系使用時の機器への電路

と，残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)使用時の機器への電路とは，米国電気

電子工学学会(IEEE)規格384(1992年版)の分離距離を確保することにより，独立性を有す

る設計とする。 

具体的な電路については，表57-9-13に単線結線図及びルート図を記載した箇所につい

て示す。 

 

表57-9-13 電路ルート図 

原子炉格納容器フィルタベント系及び耐圧強化ベント系 [48条] 

単線結線図 
ルート図 

図番号 頁 

2号炉動力用(図57-9-34及び図57-9-35) 図48- 1～9 57-9-(48- 1～9) 

2号炉計装設備用(表57-9-13-1) 図48-10～24 57-9-(48-10～24) 

2号炉制御用(表57-9-13-2) 図48-25～36 57-9-(48-25～36) 

なお，単線結線図の番号とルート図の番号については，一致させている。 

 

 枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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電気作動弁の制御回路は，非常用所内電気設備からの受電時と代替所内電気設備から

の受電時とで，別々に設置する。(図57-9-19及び図57-9-20) 
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S
4 

フ
ィ

ル
タ

装
置

(Ｂ
)水

位
（
広

帯
域

） 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
建

屋
 
 

 
 

 
 

 
 

 

S
5 

フ
ィ

ル
タ

装
置

(Ｃ
)水

位
（
広

帯
域

） 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
建

屋
 

 
 

 
 

 
 

 
 

S
6 

フ
ィ

ル
タ

装
置

(Ａ
)水

温
度

 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
建

屋
 

 
 

 
 

 
 

 
 

S
7 

フ
ィ

ル
タ

装
置

(Ｂ
)水

温
度

 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
建

屋
 

 
 

 
 

 
 

 
 

S
8 

フ
ィ

ル
タ

装
置

(Ｃ
)水

温
度

 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
建

屋
 
 
  

 
 

 
 

 

S
9 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

水
素

濃
度

 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
建

屋
 

 
 

 
 

 
 

 
 

S
1
0 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
 

モ
ニ

タ
（
Ａ

） 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
建

屋
 
 

 
 

 
 

 
 

 

S
1
1 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
 

モ
ニ

タ
（
Ｂ

） 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
建

屋
 

 
 

 
 

 
 

 
 

S
1
2 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
建

屋
 
 

 
 

 

 
 

 
 

S
1
3 

圧
力

抑
制

室
圧

力
 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
建

屋
 

 
 

 
 

 
 

 
 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-9-71 
 

表
57
-9
-1
3-
1 

計
装
設
備
用
電
路

 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
及
び
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系

[4
8
条
](
2/
4)
 

重
大

事
故

防
止

設
備

 
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
 

S
1
4 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

フ
ラ

ン
ジ

部
(0

°
) 

周
辺

温
度

) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
1
5 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

フ
ラ

ン
ジ

部
(1

8
0
°

) 

周
辺

温
度

) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
1
6 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(S
R
V

搬
出

入
口

上
部

周
辺

温
度

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
1
7 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

(所
員

用
 

エ
ア

ロ
ッ

ク
上

部
周

囲
温

度
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
1
8 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

(電
気

用
 

ペ
ネ

部
(4

5
°

)周
辺

温
度

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
1
9 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

(電
気

用
 

ペ
ネ

部
(2

2
5
°

)周
辺

温
度

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
2
0 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(機
器

搬
出

入
用

ハ
ッ

チ
下

部
(3

1
5°

) 

周
辺

温
度

) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
2
1 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(機
器

搬
出

入
用

ハ
ッ

チ
下

部
(1

3
5°

) 

周
辺

温
度

) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
2
2 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(制
御

棒
駆

動
機

構
搬

出
入

口
下

部
 

周
辺

温
度

) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
2
3 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(ペ
デ

ス
タ

ル
内

(9
0
°

)周
辺

温
度

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
2
4 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(ペ
デ

ス
タ

ル
内

(2
70

°
)周

辺
温

度
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内
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57-9-72 
 

表
57
-9
-1
3-
1 

計
装
設
備
用
電
路

 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
及
び
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系

[4
8
条
](
3/
4)
 

重
大

事
故

防
止

設
備

 
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
 

S
2
5 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(1
1
°

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
2
6 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(3
4
°

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
2
7 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(5
6
°

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
2
8 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(7
9
°

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
2
9 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(1
01

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
3
0 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(1
24

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
3
1 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(1
46

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
3
2 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(1
69

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
3
3 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(1
91

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
3
4 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(2
14

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
3
5 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(2
36

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内
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57-9-73 
 

表
57
-9
-1
3-
1 

計
装
設
備
用
電
路

 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
及
び
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系

[4
8
条
](
4/
4)
 

重
大

事
故

防
止

設
備

 
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
 

S
3
6 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(2
59

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
3
7 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(2
81

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
3
8 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(3
04

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
3
9 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(3
26

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
4
0 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
―

ル
水

温
度

 

(3
49

°
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
4
1 

圧
力

抑
制

室
内

空
気

温
度

 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
4
2 

圧
力

抑
制

室
内

空
気

温
度

 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
4
3 

圧
力

抑
制

室
内

空
気

温
度

 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 
 

 
 

 

S
4
4 

圧
力

抑
制

室
内

空
気

温
度

 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内
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57-9-74 
 

表
57
-9
-1
3-
2 

制
御
用
電
路

 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
及
び
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系

 [
48

条
](
1/
3)
 

重
大

事
故

防
止

設
備

 
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
 

S
4 

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

制
御

盤
 

4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

G
-
2 

D
1 

原
子

炉
冷

却
制

御
盤

 
E
S
S-

Ⅰ
,Ⅲ

 
6
.9

kV
 M

/
C

 6
-
2
C

 

S
6 

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

制
御

盤
 

4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

G
-
2 

D
2 

原
子

炉
冷

却
制

御
盤

 
E
S
S-

Ⅱ
 

6
.9

kV
 M

/
C

 6
-
2
D

 

S
8 

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

制
御

盤
 

1
2
5V

 
直

流
主

母
線

盤
2
A

-
1 

D
1
1 

原
子

炉
冷

却
制

御
盤

 
E
S
S-

Ⅰ
,Ⅲ

 
4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

C
-
1 

S
9 

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

制
御

盤
 

1
2
5V

 
直

流
主

母
線

盤
2
A

-
1 

D
1
2 

原
子

炉
冷

却
制

御
盤

 
E
S
S-

Ⅱ
 

4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

D
-1

 

S
1
0 

注
水

系
制

御
盤

 
4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

G
-
1 

D
1
3 

原
子

炉
冷

却
制

御
盤

 
E
S
S-

Ⅰ
,Ⅲ

 
4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

C
-
1 

S
1
1 

注
水

系
制

御
盤

 
4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

G
-
2 

D
1
2 

原
子

炉
冷

却
制

御
盤

 
E
S
S-

Ⅱ
 

4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

D
-1

 

S
1
2 

1
2
5V

 
直

流
主

母
線

盤
2
A

-
1 

F
C

V
S

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

隔
離

弁
(A

) 
D

1
3 

原
子

炉
冷

却
制

御
盤

 
E
S
S-

Ⅰ
,Ⅲ

 
4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

C
-
1 

 

S
1
3 

1
2
5V

 
直

流
主

母
線

盤
2
A

-
1 

F
C

V
S

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

隔
離

弁
(B

) 
D

1
4 

電
源

切
替

操
作

盤
 

R
H

R
 A

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
隔

離
弁

 

S
1
4 

電
源

切
替

操
作

盤
 

4
6
0V

 
原

子
炉

建
屋

交
流

電
源

切
替

盤
 
2
D

 
D

1
5 

原
子

炉
冷

却
制

御
盤

 
E
S
S-

Ⅱ
 

4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

D
-1

 

S
1
5 

電
源

切
替

操
作

盤
 

4
6
0V

 
原

子
炉

建
屋

交
流

電
源

切
替

盤
 
2
C

 
D

1
6 

電
源

切
替

操
作

盤
 

R
H

R
 B

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
隔

離
弁

 

S
1
6 

電
源

切
替

操
作

盤
 

4
6
0V

 
原

子
炉

建
屋

交
流

電
源

切
替

盤
 
2
D

 
D

1
7 

原
子

炉
冷

却
制

御
盤

 
E
S
S-

Ⅰ
,Ⅲ

 
4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

C
-
1
  

S
1
9 

重
大

事
故

監
視

盤
(1

) 
1
2
5V

 
直

流
主

母
線

盤
2
A

-
1 

D
1
8 

原
子

炉
冷

却
制

御
盤

 
E
S
S-

Ⅱ
 

4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

D
-1

 

S
2
0 

重
大

事
故

監
視

盤
(2

) 
1
2
5V

 
直

流
主

母
線

盤
2
B

-
1 

D
1
9 

電
源

切
替

操
作

盤
 

4
6
0V

 
原

子
炉

建
屋

交
流

電
源

切
替

盤
 
2
C
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57-9-75 
 

表
57
-9
-1
3-
2 

制
御
用
電
路

 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
及
び
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系

[4
8
条
](
2/
3)
 

重
大

事
故

防
止

設
備

 
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
 

 
 

 
D

2
0 

電
源

切
替

操
作

盤
 

4
6
0V

 
原

子
炉

建
屋

交
流

電
源

切
替

盤
 
2
D

 

 
 

 
D

2
1 

4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

C
-
1 

R
H

R
 A

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
調

整
弁

 

 
 

 
D

2
2 

4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

D
-1

 
R
H

R
 B

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
調

整
弁

 

 
 

 
D

2
3 

4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

C
-
1 

R
H

R
 A

系
S
/
C

ス
プ

レ
イ

隔
離

弁
 

 
 

 
D

2
4 

4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

D
-1

 
R
H

R
 B

系
S
/
C

ス
プ

レ
イ

隔
離

弁
 

 
 

 
D

2
5 

格
納

容
器

第
二

隔
離

弁
盤

 
N

S
S
S
S-

Ⅱ
 

4
6
0V

 R
/B

 M
C

C
 2

D
-2

  

 
 

 
D

2
6 

電
源

切
替

操
作

盤
 

P
C

V
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト
用

連
絡

配
管

隔
離

弁
 

 
 

 
D

2
7 

原
子

炉
冷

却
制

御
盤

 
E
S
S-

Ⅰ
,Ⅲ

 
4
6
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図 57-9-26 原子炉格納容器フィルタベント系の系統概要図
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図 57-9-27 耐圧強化ベント系の系統概要図 
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図 57-9-28 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）の系統概要図 
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図 57-9-29 原子炉格納容器フィルタベント系，耐圧強化ベント系 

及び残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)の配置図(1/5) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-30 原子炉格納容器フィルタベント系，耐圧強化ベント系 

及び残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)の配置図(2/5) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-31 原子炉格納容器フィルタベント系，耐圧強化ベント系 

及び残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)の配置図(3/5) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-32 原子炉格納容器フィルタベント系，耐圧強化ベント系 

及び残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)の配置図(4/5) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-33 原子炉格納容器フィルタベント系，耐圧強化ベント系 

及び残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)の配置図(5/5) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-34 単線結線図(交流) 

原子炉格納容器フィルタベント系及び耐圧強化ベント系 [48条] 
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図 57-9-35 単線結線図(直流) 

原子炉格納容器フィルタベント系及び耐圧強化ベント系 [48条] 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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1.3.4 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 [49条] 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系は，重大事故時に原子炉格納容器内を冷却するた

めの重大事故等対処設備であり，当該設備に対応する設計基準事故対処設備は「残留熱

除去系(格納容器スプレイ冷却モード)」である。(図57-9-36及び図57-9-37) 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系の主要設備を表57-9-14に示す。 

 

表57-9-14 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系の主要設備 

機能 重大事故等対処設備 対応する設計基準事故対処設備 

－ 

 

・原子炉格納容器代替スプレイ 

冷却系 

 

 

・残留熱除去系 

(格納容器スプレイ冷却モード) 

 

ポンプ 

 

・大容量送水ポンプ(タイプⅠ) 

 

 

・残留熱除去系ポンプ(A) 

・残留熱除去系ポンプ(B) 

 

電気作動弁 

(状態表示を含む) 

 

・RHR A系格納容器スプレイ隔離弁 

・RHR B系格納容器スプレイ隔離弁 

 

 

・RHR A系格納容器スプレイ流量 

調整弁 

・RHR B系格納容器スプレイ流量 

調整弁 

・RHR A系格納容器スプレイ隔離弁 

・RHR B系格納容器スプレイ隔離弁 

・RHR A系S/Cスプレイ隔離弁 

・RHR B系S/Cスプレイ隔離弁 

 

計装設備 

 

・原子炉格納容器代替スプレイ流量 

・ドライウェル温度 

・ドライウェル圧力 

・圧力抑制室圧力 

 

 

・残留熱除去系ポンプ出口流量 
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原子炉格納容器代替スプレイ冷却系のポンプ(大容量送水ポンプ(タイプⅠ))は屋外に

配備し，残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)のポンプ(残留熱除去系ポンプ)は

原子炉建屋     (原子炉建屋原子炉棟内)に設置されており，位置的分散を図る。(図

57-9-38及び図57-9-39)  

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系は，図57-9-40及び図57-9-41のとおり，屋外(緊急

用電気品建屋     )に設置するガスタービン発電機から代替所内電気設備を経由し

て電源を受電する設計とし，残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)は，図57-9-40

及び図57-9-41のとおり，原子炉建屋     (原子炉建屋内の原子炉棟外)に設置する非

常用ディーゼル発電機から非常用所内電気設備を経由して電源を受電する設計とし，ガ

スタービン発電機と非常用ディーゼル発電機及び代替所内電気設備と非常用所内電気設

備とは，それぞれ位置的分散を図る。 

また，原子炉格納容器代替スプレイ冷却系使用時の機器への電路と，残留熱除去系(格

納容器スプレイ冷却モード)使用時の機器への電路とは，米国電気電子工学学会(IEEE)規

格384(1992年版)の分離距離を確保することにより，独立性を有する設計とする。 

具体的な電路については，表57-9-15に単線結線図及びルート図を記載した箇所につい

て示す。 

 

表57-9-15 電路ルート図 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 [49条] 

単線結線図 
ルート図 

図番号 頁 

2号炉動力用(図57-9-40及び図57-9-41) 図49- 1～ 9 57-9-(49- 1～ 9) 

2号炉計装設備用(表57-9-15-1) 図49-10～22  57-9-(49-10～22) 

2号炉制御用(表57-9-15-2) 図49-23～34 57-9-(49-23～34) 

なお，単線結線図の番号とルート図の番号については，一致させている。 

 

電気作動弁の制御回路は，非常用所内電気設備からの受電時と代替所内電気設備から

の受電時とで，別々に設置する。(図57-9-19及び図57-9-20) 

 

 

  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-36 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系の系統概要図 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-37 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）の系統概要図 
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図 57-9-38 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

及び残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)の配置図(1/2) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-39 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 

及び残留熱除去系(格納容器スプレイ冷却モード)の配置図(2/2) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-40 単線結線図(交流) 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 [49条]  
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図 57-9-41 単線結線図(直流) 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系 [49条]  

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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設
備

【
色
分
け
】

4
6

0
V

R
/B

M
C

C
2

G
-2

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
A

【
区
分
Ⅰ
】

【
区
分
Ⅱ
】

1
2

5
V

代
替
蓄
電
池

1
2

5
V

代
替

充
電
器
盤

1
2

5
V
直
流
主
母
線
盤

2A
-1

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
B

1
2

5
V
直
流
主
母
線
盤

2B
-1

1
2

5
V
蓄
電
池

2B

1
2

5
V
直
流
主
母
線
盤

2B

1
2

5
V
蓄
電
池

2A

【
区
分
Ⅲ
】

1
2

5
V

蓄
電
池

2
H

1
2

5
V
直
流
主
母
線
盤

2H

1
2

5
V

直
流

分
電
盤

2
A

-1

1
2

5
V

直
流

分
電
盤

2
B

-1

1
2

5
V

充
電
器
盤

2
H

：
変
圧
器

：
低
圧
遮
断
器

：
高
圧
遮
断
器

：
配
線
用
遮
断
器

【
凡
例
】

1
2

5
V
直
流
主
母
線
盤

2A

【
区
分
Ⅲ
】

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

D
/G

動
力
変
圧
器

6
-2

P
H

・
M

/C
  
：
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
ギ
ア

・
P

/C
  

 ：
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

・
M

C
C

 ：
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

・
R

/B
  

 ：
原
子
炉
建
屋

・
C

/B
：
制
御
建
屋

【
凡
例
】

：
1

2
5

V
 直
流
電
源

切
替
盤

2
B

：
1

2
5

V
 直
流
電
源

切
替
盤

2
A

計 装 設 備 （※ ２ ）

計 装 設 備 （ ＊ １ ）

計 装 設 備 （ ＊ ３ ）

計 装 設 備 （ ＊ ４ ）

※
１
：
・
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
（Ａ
）出
口
流
量

※
２
：
・
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
（Ａ
）

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力

・
圧
力
抑
制
室
圧
力

※
３
：
・
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
（Ｂ
）
出
口
流
量

※
４
：
・
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
（Ｂ
）

電
源
車電
源
車

電
源
車
接
続
口

(原
子
炉
建
屋

)
電
源
車
接
続
口

(原
子
炉
建
屋

)
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1.3.4 原子炉格納容器下部注水系 ［51条］ 

原子炉格納容器下部注水系(常設)及び原子炉格納容器下部注水系(可搬型)は，炉心の

著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するため，溶融し，

原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するための重大事故等対処設備である。(図

57-9-42及び図 57-9-43) 

原子炉格納容器下部注水系の主要設備を表 57-9-16に示す。 

 

表 57-9-16 原子炉格納容器下部注水系の主要設備 

機能 重大事故等対処設備 代替する設計基準事故対処設備 

－ 

 

・原子炉格納容器下部注水系(常設) 

・原子炉格納容器下部注水系(可搬型) 

 

 

－ 

 

ポンプ 

 

・復水移送ポンプ(A) 

・復水移送ポンプ(B) 

・復水移送ポンプ(C) 

・大容量送水ポンプ(タイプⅠ) 

 

 

－ 

 

電気作動弁 

(状態表示を含む) 

 

・復水貯蔵タンク常用，非常用給水 

管連絡ライン止め弁 

・CRD復水入口弁 

・MUWCサンプリング取出止め弁 

・T/B 緊急時隔離弁 

・R/B B1F緊急時隔離弁 

・R/B 1F緊急時隔離弁 

・FPMUWポンプ吸込弁 

・原子炉格納容器下部注水用復水 

流量調整弁 

・原子炉格納容器下部注水用復水 

仕切弁 

 

 

－ 

 

 

計装設備 

 
・原子炉格納容器下部注水流量 

・原子炉格納容器下部水位 

・ドライウェル水位 

・ドライウェル温度 

・復水貯蔵タンク水位 

 

 

－ 
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なお，原子炉格納容器下部注水系の各設備は，以下のとおり多重性又は多様性及び独

立性を有し，位置的分散を図る設計とする。 

 

(1)ポンプ 

原子炉格納容器下部注水系(常設)のポンプ(復水移送ポンプ)は原子炉建屋    

(原子炉建屋原子炉棟内)に設置し，原子炉格納容器下部注水系(可搬型)のポンプ(大

容量送水ポンプ(タイプⅠ))は屋外に配備し，位置的分散を図る。(図57-9-44及び図5

7-9-45) 

原子炉格納容器下部注水系(常設)のポンプ(復水移送ポンプ)は，図 57-9-46 及び図

57-9-47のとおり，ガスタービン発電機又は電源車から代替所内電気設備又は非常用所

内電気設備を経由して電源を受電する設計とし，原子炉格納容器下部注水系(可搬型)

のポンプ(大容量送水ポンプ(タイプⅠ))は，駆動電源を必要としない方式(付属空冷式

ディーゼルエンジン)による設計とし，多様性を図る。 

 

(2)電気作動弁 

復水貯蔵タンク常用，非常用給水管連絡ライン止め弁，CRD 復水入口弁，MUWC サン

プリング取出止め弁，T/B 緊急時隔離弁，R/B B1F 緊急時隔離弁，R/B 1F 緊急時隔離

弁，原子炉格納容器下部注水用復水流量調整弁及び原子炉格納容器下部注水用復水仕

切弁は，ガスタービン発電機又は電源車から代替所内電気設備又は非常用所内電気設

備を経由して電源を受電する設計とし，多様性を図る。 

FPMUWポンプ吸込弁は，所内常設蓄電式直流電源設備，常設代替直流電源設備又は可

搬型代替直流電源設備から電源を受電する設計とし，多様性を図る。 

 

(3)計装設備 

計装設備は，所内常設蓄電式直流電源設備，常設代替直流電源設備又は可搬型代替

直流電源設備から電源を受電する設計とし，また可搬型計測器による計測が可能な設

計とし，多様性を図る。 

なお，計装設備は複数のパラメータとすることで多様性を有する設計とする。 

 

(1)～(3)の多様性を有する設備の電路は，米国電気電子工学学会(IEEE)規格 384(1992

年版)の分離距離を確保することにより，独立性を有する設計とする。 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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具体的な電路については，表 57-9-17 に単線結線図及びルート図を記載した箇所につ

いて示す。 

 

表 57-9-17 電路ルート図 原子炉格納容器下部注水系 [51条] 

単線結線図 
ルート図 

図番号 頁 

2号炉動力用(図 57-9-46及び図 57-9-47) 図 51- 1～12 57-9-(51- 1～12) 

2号炉計装設備用(表 57-9-17-1) 図 51-13～19 57-9-(51-13～19) 

2号炉制御用(表 57-9-17-2) 図 51-20～34 57-9-(51-20～34) 

なお，単線結線図の番号とルート図の番号については，一致させている。 

 

電気作動弁の制御回路は，非常用所内電気設備からの受電時と代替所内電気設備から

の受電時とで，別々に設置する。(図57-9-19及び図57-9-20) 
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表
57
-
9-

17
-1
 
計
装
設
備
用
電
路
 
原
子
炉
格
納
容
器

下
部
注
水
系
[5
1
条
](
1/
2)

 

重
大

事
故

防
止

設
備

 
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
 

S
1 

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
建

屋
 
 
  

 

 
 

 
 

S
2 

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
水

位
 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
3 

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
水

位
 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
4 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
5 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
6 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位
 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

屋
外

（
C

S
T

連
絡

ト
レ

ン
チ

内
）
  

 
 

 

S
7 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

フ
ラ

ン
ジ

部
 

(0
°

)周
辺

温
度

) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
8 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

フ
ラ

ン
ジ

部
 

(1
80

°
)周

辺
温

度
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
9 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(S
R
V

搬
出

入
口

上
部

周
辺

温
度

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
1
0 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(所
員

用
エ

ア
ロ

ッ
ク

上
部

周
囲

温
度

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
1
1 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(電
気

用
ペ

ネ
部

(4
5
°

)周
辺

温
度

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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表
57
-
9-

17
-1
 
計
装
設
備
用
電
路
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

[5
1
条
](
2/
2)

 

重
大

事
故

防
止

設
備

 
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
 

S
1
2 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(電
気

用
ペ

ネ
部

(2
25

°
)周

辺
温

度
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
1
3 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(機
器

搬
出

入
用

ハ
ッ

チ
下

部
 

(3
15

°
)周

辺
温

度
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
1
4 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(機
器

搬
出

入
用

ハ
ッ

チ
下

部
 

(1
35

°
)周

辺
温

度
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
1
5 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(制
御

棒
駆

動
機

構
搬

出
入

口
下

部
 

周
辺

温
度

) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
1
6 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(ペ
デ

ス
タ

ル
内

(9
0
°

)周
辺

温
度

) 
中

央
制

御
室

 
現

場
計

器
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

 

 
 

 
 

S
1
7 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

 

(ペ
デ

ス
タ

ル
内

(2
70

°
)周

辺
温

度
) 

中
央

制
御

室
 

現
場

計
器

 

原
子

炉
格

納
容

器
内
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表
57

-9
-1
7-
2 

制
御
用
電
路
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

[5
1
条
](
1/
4)

 

重
大

事
故

防
止

設
備

 
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
 

S
1 

注
水

系
制

御
盤
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/B
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1 
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注
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S
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表
57

-9
-1
7-
2 

制
御
用
電
路
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

[5
1
条
](
2/
4)

 

重
大

事
故

防
止

設
備

 
設

計
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準
事

故
対
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設

備
 

S
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4 
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切
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盤
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電
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盤
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盤
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図 57-9-42 原子炉格納容器下部注水系(常設)の系統概要図

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-43 原子炉格納容器下部注水系(可搬型)の系統概要図

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-44 原子炉格納容器下部注水系(常設) 

及び原子炉格納容器下部注水系(可搬型)の配置図(1/2) 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-45 原子炉格納容器下部注水系(常設) 

及び原子炉格納容器下部注水系(可搬型)の配置図(2/2)

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9-46 単線結線図(交流) 

原子炉格納容器下部注水系 [51条]  
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図 57-9-47 単線結線図(直流) 

原子炉格納容器下部注水系 [51条] 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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高圧・低圧注水機能喪失

高圧注水・減圧機能喪失

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋
ＨＰＣＳ失敗

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋
高圧注水失敗

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋
直流電源喪失

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋
ＳＲＶ再閉失敗＋ＨＰＣＳ失敗

崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）

崩壊熱除去機能喪失（残留熱除去系が故障した場合）

原子炉停止機能喪失

ＬＯＣＡ時注水機能喪失

格納容器バイパス（インターフェイスシステムＬＯＣＡ）

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）
代替循環冷却系を使用する場合

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）
代替循環冷却系を使用しない場合

水素燃焼

高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱

原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用

溶融炉心・コンクリート相互作用

想定事故１

想定事故２

崩壊熱除去機能喪失
（残留熱除去系の故障による停止時冷却機能喪失）

全交流動力電源喪失

原子炉冷却材の流出

反応度の誤投入

実
用

発
電

用
原

子
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及
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そ
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中
原
子
炉
の
燃
料
損
傷
防
止

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨海にするための設備

津波による損傷の防止

火災による損傷の防止

(対象外)特定重大事故等対処施設

重大事故等対処設備

37 -

重大事故等対処設備の地盤

地震による損傷の防止

炉
心

損
傷

系統機能

代替制御棒挿入機能による
制御棒緊急挿入

原子炉再循環ポンプ停止による
原子炉出力抑制

ほう酸水注入系

出力急上昇の防止

各負荷容量

44
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（○）：2 系のうち待機系 
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45

49

50

57

58

60

61

各負荷容量

59

62

工場外への放射性物質の拡散を抑制するための設備55

重大事故等の収束に必要となる水の供給設備7156

原子炉制御室74

原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備6651

原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備

原子炉格納容器内の冷却等のための設備

61 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備

6247

54

監視測定設備

緊急時対策所

通信連絡を行うために必要な設備77

70

電源設備

計装設備

使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備69

6348 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備

原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を
冷却するための設備

46

水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備6853

高圧代替注水系による
原子炉の冷却

主蒸気逃がし安全弁

原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を
冷却するための設備

系統機能

原子炉減圧の自動化

可搬型代替直流電源設備による
減圧

高圧窒素ガス供給系（非常用）による
作動窒素ガス確保

代替高圧窒素ガス供給系による
作動窒素ガス確保

低圧代替注水系（常設）による
原子炉の冷却

低圧代替注水系（可搬型）による
原子炉の冷却

原子炉格納容器フィルタベント系による
原子炉格納容器内の減圧及び除熱

原子炉格納容器下部注水系（常設）
による原子炉格納容器下部への注水

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）
による原子炉格納容器下部への注水

溶融炉心の落下遅延又は防止
（高圧代替注水系）

溶融炉心の落下遅延又は防止
（ほう酸水注入系）

原子炉補機代替冷却水系による除熱

耐圧強化ベント系による
原子炉格納容器の減圧及び除熱

原子炉格納容器フィルタベント系による
原子炉格納容器内の減圧及び除熱

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系
による原子炉格納容器内の冷却

溶融炉心の落下遅延又は防止
（低圧代替注水系（常設））

溶融炉心の落下遅延又は防止
（低圧代替注水系（可搬型））

原子炉格納容器フィルタベント系による
原子炉格納容器内の水素ガス及び
酸素ガスの排出

原子炉格納容器内の水素濃度及び
酸素濃度の監視

静的触媒式水素再結合装置による
水素濃度抑制

原子炉建屋内の水素濃度監視

燃料プール代替注水系による
使用済燃料プールへの注水

燃料プールスプレイ系による
使用済燃料プールへのスプレイ

大気への放射性物質の拡散抑制

重大事故等時における
使用済燃料プールの除熱

使用済燃料プールの監視

大気への放射性物質の拡散抑制

航空機燃料火災への泡消火

海洋への放射性物質の拡散抑制

重大事故等収束のための水源

水の供給

発電所外の通信連絡

居住性の確保

照明の確保

被ばく線量の低減

発電所内の通信連絡

○：使用負荷 

（○）：2 系のうち待機系 
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故
シ

ー
ケ

ン
ス

 

 
炉

心
損

傷
防

止
 

格
納

容
器

破
損

防
止

 
S
F
P
燃

料
 

損
傷

防
止

 
停

止
中

原
子

炉
の

燃
料

損
傷

防
止

 

 
高 圧 ・ 低 圧 注 水 機 能 喪 失  

高 圧 注 水 ・ 減 圧 機 能 喪 失  

全 交 流 動 力 電 源 喪 失  

（ 外 部 電 源 喪 失 ＋ Ｄ Ｇ 失 敗 ） ＋ Ｈ Ｐ Ｃ Ｓ 失 敗  

全 交 流 動 力 電 源 喪 失  

（ 外 部 電 源 喪 失 ＋ Ｄ Ｇ 失 敗 ） ＋ 高 圧 注 水 失 敗  

全 交 流 動 力 電 源 喪 失  

（ 外 部 電 源 喪 失 ＋ Ｄ Ｇ 失 敗 ） ＋ 直 流 電 源 喪 失  

全 交 流 動 力 電 源 喪 失  

（ 外 部 電 源 喪 失 ＋ Ｄ Ｇ 失 敗 ） ＋ Ｓ Ｒ Ｖ 再 閉 失 敗 ＋  

Ｈ Ｐ Ｃ Ｓ 失 敗  

崩 壊 熱 除 去 機 能 喪 失 （ 取 水 機 能 が 喪 失 し た 場 合 ）  

Ｌ Ｏ Ｃ Ａ 時 注 水 機 能 喪 失  

崩 壊 熱 除 去 機 能 喪 失 （ 残 留 熱 除 去 系 が 故 障 し た 場 合 ）  

原 子 炉 停 止 機 能 喪 失  

格 納 容 器 バ イ パ ス （ イ ン タ ー フ ェ イ ス シ ス テ ム Ｌ Ｏ Ｃ Ａ ） 

雰 囲 気 圧 力 ・ 温 度 に よ る 静 的 負 荷  

（ 格 納 容 器 過 圧 ・ 過 温 破 損 ）  

代 替 循 環 冷 却 系 を 使 用 す る 場 合  

雰 囲 気 圧 力 ・ 温 度 に よ る 静 的 負 荷  

（ 格 納 容 器 過 圧 ・ 過 温 破 損 ）  

代 替 循 環 冷 却 系 を 使 用 し な い 場 合  

水 素 燃 焼  

高 圧 溶 融 物 放 出 ／ 格 納 容 器 雰 囲 気 直 接 加 熱  
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図 51-28 2号炉原子炉建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 51-29 2号炉原子炉建屋       

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 51-30 2号炉制御建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 51-31 2号炉制御建屋       

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 51-32 2号炉制御建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 51-33 2号炉制御建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 51-34 2号炉制御建屋      

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-1 2号炉原子炉建屋       

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-2 2号炉原子炉建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-3 2号炉原子炉建屋       

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 

 

1327



57-9-(57-4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-4 2号炉原子炉建屋      

 

 枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-5 2号炉原子炉建屋       

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-6 2号炉原子炉建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-7 2号炉原子炉建屋       

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-8 2号炉原子炉建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-9 2号炉制御建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-10 2号炉制御建屋       

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-11 2号炉制御建屋      

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-10 

全交流動力電源喪失対策設備について 

（直流電源設備について） 
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57-10-1 

10.1 概要 

(1) 直流電源設備の概要 

非常用直流電源設備は，3 系統 3 組のそれぞれ独立した蓄電池，充電器盤及び

分電盤等で構成し，直流母線電圧は 125V である。主要な負荷は各ディーゼル発

電機初期励磁，非常用高圧母線及び非常用低圧母線の遮断器操作回路，計測制

御系統施設，無停電交流電源装置等であり，設計基準事故時に非常用直流電源

設備のいずれの 1系統が故障しても残りの 2系統で原子炉の安全は確保できる。 

 また，万一，全交流動力電源が喪失した場合でも，安全保護系及び原子炉停

止系の動作により，原子炉を安全に停止でき，停止後の原子炉の崩壊熱及びそ

の他の残留熱も，原子炉隔離時冷却系により原子炉の冷却が可能であり，原子

炉格納容器の健全性を確保できる。 

 非常用直流電源設備の主要機器仕様を表 57-10-1 に，単線結線図を図 57-10-1

に示す。蓄電池（非常用）は鉛蓄電池で，独立したものを 3 系統 3 組（125V 蓄

電池 2A，125V 蓄電池 2B 及び 125V 蓄電池 2H）設置し，非常用低圧母線にそれぞ

れ接続された充電器盤により浮動充電される。また，125V 蓄電池 2A 及び 125V

蓄電池 2B を所内常設蓄電式直流電源設備として兼用する設計とする。なお，予

備の充電器盤は，通常時は配線用遮断器により各蓄電池から隔離することによ

り，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 なお，蓄電池（非常用）と別に，主タービン非常用油ポンプ，非常用密封油

ポンプ，タービン発電機初期励磁等へ給電する蓄電池（常用）を設けている。

蓄電池（常用）は，250V 1 系統（4,500Ah）を設けている。 

 

(2) 蓄電池からの電源供給開始時間 

全交流動力電源喪失に備えて，非常用直流電源設備は原子炉の安全停止，停

止後の冷却に必要な電源を一定時間まかなう蓄電池容量を確保している。 

全交流動力電源喪失後，常設代替交流電源設備であるガスタービン発電機か

ら約 15 分以内に給電を行うが，万一，ガスタービン発電機が使用できない場合

は，可搬型代替交流電源設備である電源車から約 8 時間以内に給電を行う。非

蓄電池（非常用）は，ガスタービン発電機が使用できない場合も考慮し，電源

が必要な設備に約 8 時間供給できる容量とする。 

 重大事故等対処施設の各条文にて炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，

使用済燃料プール内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の

著しい損傷を防止するために設けている設備への電源供給時間は約24時間とす

る。 
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表 57-10-1 非常用直流電源設備の主要機器仕様 
 

用途 

 

 

項目 

設計基準事故対処設備 兼 

重大事故等対処設備 

設計基準事故対

処設備 

（参考）重大事故等 

  対処設備 

125V蓄電池2A 

（区分Ⅰ） 

125V蓄電池2B 

（区分Ⅱ） 

125V 蓄電池 2H 

（区分Ⅲ） 
125V 代替蓄電池 

蓄電池 

電圧 

容量 

 

 

125V 

8,000Ah 

 

125V 

6,000Ah 

 

125V 

400Ah 

 

125V 

2,000Ah 

 

充電器 

台数 

 

充電方式 

 

1（125V 蓄電池 2A 用） 

1（125V 蓄電池 2B 用） 

 

浮動（常時） 

 

1（125V 蓄電池 

     2H 用） 

 

浮動（常時） 

 

1（125V 代替蓄電池用） 

 

 

浮動（常時） 
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図 57-10-1 非常用直流電源設備 単線結線図
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10.2 全交流動力電源喪失時に電源供給が必要な直流設備について 

 全交流動力電源喪失時，安全保護系及び原子炉停止系の動作による原子炉の安

全停止，原子炉隔離時冷却系による原子炉の冷却及び原子炉格納容器の健全性

の確保に必要な設備（制御電源含む）に電源供給が可能な設計とする。これに

加えて，全交流動力電源喪失時に必要のないものの負荷切離しまでは蓄電池に

接続されている設備にも電源供給が可能な設計とする。 

また，重大事故等対処設備として兼用する 125V 蓄電池 2A は原子炉隔離時冷

却系による原子炉注水が 8時間を超えて 24時間まで使用可能な容量を有する設

計とする。なお，原子炉隔離時冷却系は，蓄電池容量以外にもサプレッション

チェンバの圧力及び水温の上昇や中央制御室，原子炉隔離時冷却系ポンプ設置

場所である RCIC タービンポンプ室の温度上昇を考慮しても，起動から 24 時間

継続運転を行い原子炉へ注水することが可能である。 

 

全交流動力電源喪失時に蓄電池から電源供給を行う設備の選定方針及び対象

設備については，以下のとおりである。 
 

(1) 選定の対象となる直流設備 

a. 設計基準事故対処設備 

  設置許可基準規則の第 3 条～第 36 条において，以下のとおり直流電源の供

給が必要な設備を対象とする。 

 (a) 建設段階から直流電源の供給を必要とした設備 

 (b) 追加要求事項がある設置許可基準規則の第 4 条，第 5 条，第 6 条，第 7

条，第 8 条，第 9 条，第 10 条，第 11 条，第 12 条，第 14 条，第 16 条，

第 17 条，第 24 条，第 26 条，第 31 条，第 33 条，第 34 条，第 35 条にお

いて，直流電源の供給を必要とする設備 
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 b. 重大事故等対処設備 

  設置許可基準規則の第 37 条～第 62 条において，以下のとおり直流電源の供

給が必要な設備を対象とする。 

 (a) 有効性評価のうち全交流動力電源喪失を想定している以下のシナリオ

に用いる設備（交流動力電源復旧後用いる設備は除く） 

2. 運転中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故 

   2.3 全交流動力電源喪失 

    2.3.1 全交流電源喪失（外部電源喪失＋DG 失敗）＋HPCS 失敗 

    2.3.2 全交流電源喪失（外部電源喪失＋DG 失敗）＋高圧注水失敗 

    2.3.3 全交流電源喪失（外部電源喪失＋DG 失敗）＋直流電源喪失 

    2.3.4 全交流電源喪失（外部電源喪失＋DG 失敗）＋SRV 再閉失敗 

＋HPCS 失敗 

   2.4  崩壊熱除去機能喪失 

    2.4.1 取水機能が喪失した場合 

   2.6 LOCA 時注水機能喪失 

  3. 運転中の原子炉における重大事故 

   3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

      3.1.2 代替循環冷却系を使用する場合 

   3.1.2 代替循環冷却系を使用しない場合 

   3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

  5. 運転停止中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故 

   5.2 全交流動力電源喪失 

 

 (b) 設置許可基準規則の第 44 条～第 58 条において，炉心の著しい損傷，原

子炉格納容器の破損，使用済燃料プール内の燃料体等の著しい損傷及び

運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必要となる設

備 
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(2) 時系列を考慮した直流設備の選定 

a. 外部電源喪失時に蓄電池から電源供給を行う設計基準事故対処設備 

(a) 外部電源喪失から 1 分まで 

外部電源喪失時に各ディーゼル発電機の自動起動に必要な設備として，区分

Ⅰ～Ⅲの蓄電池（非常用）から各ディーゼル発電機初期励磁，非常用高圧母線

及び非常用低圧母線の遮断器操作回路に電源供給を行う。電源供給時間はディ

ーゼル発電機が起動するまでの約 1 分間給電可能な設計とする。 

 

直流設備：ディーゼル発電機初期励磁，非常用高圧母線及び非常用低圧母 

線の遮断器操作回路（表 57-10-2） 

            （下線部：建設時，直流電源の供給を必要とした設備） 

 

 b. 全交流動力電源喪失時に蓄電池から電源供給を行う設計基準事故対処設

備 

 (a) 全交流動力電源喪失から 15 分まで 

各ディーゼル発電機から電源供給できない場合（全交流動力電源喪失）を考

慮し，蓄電池に接続される全ての負荷に 15 分電源供給を行う設計とする。 

 

直流設備：蓄電池に接続される全ての負荷 

（火災防護対策設備，モニタリングポスト，緊急時対策所電源，  

可搬型代替モニタリング設備及び可搬型モニタリング設備は専

用電源から受電するため，蓄電池（非常用）から電源供給を行

わない。） 

 

 (b) 全交流動力電源喪失 15 分後から 1 時間まで 

全交流動力電源喪失から 15 分後には，常設代替交流電源設備であるガスタ

ービン発電機から電源供給を行うため，蓄電池からの電源供給は不要となる

が，ガスタービン発電機が起動できない場合を考慮し，蓄電池に接続される

全ての負荷に 1 時間電源供給を行う設計とする。 

 

直流設備：蓄電池に接続される全ての負荷 

（火災防護対策設備，モニタリングポスト，緊急時対策所電源，

可搬型代替モニタリング設備及び可搬型モニタリング設備は専

用電源から受電するため，蓄電池（非常用）から電源供給を行

わない。） 
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 (c) 全交流動力電源喪失 1 時間後から 8 時間まで 

  区分Ⅰ及び区分Ⅱの蓄電池は全交流動力電源喪失時に電源が必要な負荷に

必要時間電源を供給するため，1 時間後にⅰ及びⅱ項に記載の負荷切離し*1を

行い，残りの負荷に対して電源車から給電できる 8 時間を経過した時点とな

るまで蓄電池から電源供給を行う設計とする。区分Ⅲの蓄電池については，

負荷の切離しを実施せず，接続される全ての負荷に 8 時間電源供給を行う。 

 

ⅰ. 交流電源が回復するまでは期待しない設備の負荷 

（(2) d 項に記載の負荷） 

ⅱ. 無停電交流電源装置の負荷*2（原子炉保護系，平均出力領域モニタ，起

動領域モニタ，制御棒位置等） 

（下線部：建設時，直流電源の供給を必要とした設備） 

 

直流設備：直流照明*3，直流照明兼非常用照明*3，主蒸気逃がし安全弁，原

子炉隔離時冷却系，原子炉水位（広帯域）（燃料域），原子炉

圧力，原子炉隔離時冷却系ポンプ駆動用タービン入口蒸気圧力，

原子炉隔離時冷却系ポンプ出口圧力，格納容器内雰囲気放射線

モニタ（D/W），格納容器内雰囲気放射線モニタ（S/C），原子

炉隔離時冷却系ポンプ出口流量，取水ピット水位計*3，トランシ

ーバ（固定）／（携帯）*3，衛星電話（固定）／（携帯）*3及び

安全パラメータ表示システム（SPDS）*3（表 57-10-2） 

       （下線部：建設時，直流電源の供給を必要とした設備） 

 

*1. 区分Ⅰ及び区分Ⅱの蓄電池は，設計基準事故対処設備の電源が喪失し

たことにより重大事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷，

原子炉格納容器の破損，使用済燃料プール内の燃料体等の著しい損傷

及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必要な

電力を供給するための設備に電源供給を行う設備を兼用していること

から，設置許可基準規則第 57 条電源設備 解釈第 1 項 b)を考慮し，

中央制御室にて簡易な操作で負荷切離しを行う設計とする。 

*2. 原子炉保護系による原子炉停止並びに平均出力領域モニタ，起動領域

モニタ及び制御棒位置の状態による原子炉スクラム確認は全交流動力

電源喪失直後に行うので，全交流動力電源喪失後 1 時間で負荷切離し

して問題ない。なお，同様に無停電交流電源装置の負荷である燃料交

換フロア放射線モニタ，燃料取替エリア放射線モニタ，原子炉建屋原

子炉棟排気放射線モニタ，ドライウェル圧力，サプレッションプール

水温度及び圧力抑制室水位は，1 時間で負荷切離し後，重大事故等対

処設備にて監視可能である。 

*3. 直流照明，直流照明兼非常用照明，取水ピット水位計，トランシーバ

（固定）／（携帯），衛星電話（固定）／（携帯）及び安全パラメー

タ表示システム（SPDS）はユーティリティー設備として 24 時間電源供

給を行う。 
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c. 全交流動力電源喪失時に蓄電池から電源供給を行う重大事故等対処設備 

 (a) 全交流動力電源喪失から 24 時間まで 

  各ディーゼル発電機及びガスタービン発電機から電源供給できない場合

（全交流動力電源喪失）を考慮し，(1) b 項で選定した設備（表 57-10-3，

表 57-10-4）については，区分Ⅰ及び区分Ⅱの蓄電池から 24 時間電源供給

を行う。 

   

直流設備：代替制御棒挿入機能，高圧代替注水系，原子炉隔離時冷却系，主

蒸気逃がし安全弁，耐圧強化ベント系，原子炉格納容器フィルタ

ベント系，原子炉建屋内水素濃度，静的触媒式水素再結合装置動

作監視装置，使用済燃料プール水位／温度（ヒートサーモ式），

使用済燃料プール上部空間放射線モニタ（高線量，低線量），原

子炉圧力容器温度，原子炉圧力，高圧代替注水系タービン入口蒸

気圧力，原子炉隔離時冷却系ポンプ駆動用タービン入口蒸気圧力，

原子炉水位（広帯域）（燃料域），高圧代替注水系ポンプ出口流

量，残留熱除去系洗浄ライン流量（残留熱除去系ヘッドスプレイ

ライン洗浄流量），残留熱除去系洗浄ライン流量（残留熱除去系

B 系格納容器冷却ライン洗浄流量），原子炉隔離時冷却系ポンプ

出口流量，原子炉格納容器下部注水流量，原子炉格納容器代替ス

プレイ流量，ドライウェル温度，圧力抑制室内空気温度，サプレ

ッションプール水温度，ドライウェル圧力，圧力抑制室圧力，圧

力抑制室水位，原子炉格納容器下部水位，ドライウェル水位，格

納容器内水素濃度（D/W），格納容器内水素濃度（S/C），格納容

器内雰囲気放射線モニタ（D/W），格納容器内雰囲気放射線モニ

タ（S/C），フィルタ装置出口放射線モニタ，復水貯蔵タンク水

位，高圧代替注水系ポンプ出口圧力及び原子炉隔離時冷却系ポン

プ出口圧力（表 57-10-2） 

 

d. 蓄電池から電源供給を行うその他の設備 

  タービン系制御等の一部制御系についても，蓄電池（非常用）から電源供

給が可能な設計としている。これらの設備は，交流電源が回復するまでは系

統として機能しない設備であるため，全交流動力電源喪失後 1 時間で切離し

しても問題ない。 

 

直流設備：タービン系制御（表 57-10-2） 

      （下線部：建設時，直流電源の供給を必要とした設備） 
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区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

3
条

設
計

基
準

対
象

施
設

の
地

盤
無

-
（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

4
条

地
震

に
よ

る
損

傷
の

防
止

有
-

（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

5
-
1

津
波

監
視

カ
メ

ラ
D

B

5
-
2

外
の

状
況

を
監

視
す

る
設

備
*
1

（
取

水
ピ

ッ
ト

水
位

計
）

D
B

-
-

-
8

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

6
条

外
部

か
ら

の
衝

撃
に

よ
る

損
傷

の
防

止
有

-

7
条

発
電

用
原

子
炉

施
設

へ
の

人
の

不
法

な
侵

入
等

の
防

止
有

-
（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

8
-
1

水
素

検
知

器
(4

1
-
1
と

同
じ

）
D

B

8
-
2

火
災

防
護

対
策

設
備

*
2

(4
1
-
2
と

同
じ

）
D

B

9
条

溢
水

に
よ

る
損

傷
の

防
止

有
-

（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

1
0
条

誤
操

作
の

防
止

有
-

（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

1
1
-
1

直
流

照
明

D
B

8
時

間
2
4
時

間
-

1
1
-
2

直
流

照
明

兼
非

常
用

照
明

D
B

8
時

間
2
4
時

間
-

1
2
条

安
全

施
設

有
-

1
3
条

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
及

び
設

計
基

準
事

故
の

拡
大

の
防

止
無

-
（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

1
4
条

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
対

策
設

備
有

-

1
1
条

安
全

避
難

通
路

等
有

第
2
6
条

（
原

子
炉

制
御

室
等

）
で

抽
出

し
た

設
備

に
よ

り
監

視
を

行
う

8
条

火
災

に
よ

る
損

傷
の

防
止

有

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

専
用

電
源

か
ら

供
給

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能

5
条

有
津

波
に

よ
る

損
傷

の
防

止

（
電

源
が

必
要

な
具

体
的

な
設

備
に

つ
い

て
は

，
各

設
備

の
条

文
に

て
設

備
の

抽
出

を
行

う
）

（
電

源
が

必
要

な
具

体
的

な
設

備
に

つ
い

て
は

，
各

設
備

の
条

文
に

て
設

備
の

抽
出

を
行

う
）

表
5
7
-
1
0
-
2
 
非
常
用
直
流
電
源
設
備
か
ら
電
源
供
給
す
る
設
備
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区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

1
5
条

炉
心

等
無

-
（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

1
6
-
1

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
(5

4
-
3
と

同
じ

）

D
B

/
S
A

1
6
-
2

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
水

位
D

B

1
6
-
3

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
水

温
度

D
B

1
6
-
4

燃
料

プ
ー

ル
ラ

イ
ナ

ド
レ

ン
漏

え
い

D
B

1
6
-
5

F
P
C

ポ
ン

プ
入

口
温

度
D

B

1
6
-
6

燃
料

交
換

フ
ロ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
D

B
-

-
-

1
時

間
1
時

間
-

-

1
6
-
7

燃
料

取
替

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
D

B
-

-
-

1
時

間
1
時

間
1
時

間
-

1
6
-
8

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
排

気
放

射
線

モ
ニ

タ
D

B
-

-
-

1
時

間
1
時

間
1
時

間
-

1
7
条

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
有

-
（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

1
8
条

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

無
-

（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

1
9
-
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(4

5
-
3
と

同
じ

）
D

B
拡

張

1
9
-
2

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(4

7
-
3
と

同
じ

）
D

B
拡

張

1
9
-
3

残
留

熱
除

去
系

(4
7
-
2
,4

8
-
4
,4

9
-
2
と

同
じ

）
D

B
拡

張

1
9
-
4

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
(4

6
-
1
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能

1
6
条

燃
料

体
等

の
取

扱
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
有

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

1
9
条

非
常

用
炉

心
冷

却
設

備
無

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用
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区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

2
0
-
1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
(4

5
-
2
と

同
じ

)
D

B
拡

張
○

-
-

2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

2
0
-
2

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

D
B

2
1
条

残
留

熱
を

除
去

す
る

こ
と

が
で

き
る

設
備

無
2
1
-
1

残
留

熱
除

去
系

(4
7
-
2
,4

8
-
4
,4

9
-
2
と

同
じ

）
D

B
拡

張

2
2
-
1

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
(4

8
-
5
と

同
じ

）
D

B
拡

張

2
2
-
2

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

(4
8
-
6
と

同
じ

）
D

B
拡

張

2
3
-
1

起
動

領
域

モ
ニ

タ
（
5
8
-
2
7
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
-

-
1

時
間

1
時

間
1
時

間
-

2
3
-
2

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ
（
5
8
-
2
8
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
-

-
1

時
間

1
時

間
1
時

間
-

2
3
-
3

制
御

棒
位

置
D

B
-

-
-

1
時

間
1
時

間
1
時

間
-

2
3
-
4

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
（
燃

料
域

）
（
5
8
-
5
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

2
3
-
5

原
子

炉
圧

力
（
5
8
-
2
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

2
3
-
6

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

駆
動

用
タ

ー
ビ

ン
入

口
蒸

気
圧

力
（
5
8
-
4
と

同
じ

）

D
B

拡
張

○
-

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

2
3
-
7

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
5
8
-
3
7
と

同
じ

）
D

B
拡

張
○

-
-

2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

2
3
-
8

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
D

B

2
3
-
9

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

D
B

-
-

-
1

時
間

-
1
時

間
-

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

2
2
条

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
こ

と
が

で
き

る
設

備
無

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

2
3
条

計
測

制
御

系
統

施
設

無

2
0
条

一
次

冷
却

材
の

減
少

分
を

補
給

す
る

設
備

無

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能
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57-10-12 

区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

2
3
-
1
0

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
ー

ル
水

温
度

D
B

-
-

-
1

時
間

1
時

間
1
時

間
-

2
3
-
1
1

格
納

容
器

内
雰

囲
気

水
素

濃
度

(5
8
-
3
8
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

2
3
-
1
2

格
納

容
器

内
雰

囲
気

酸
素

濃
度

（
5
8
-
3
9
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

2
3
-
1
3

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

(D
/
W

)(
5
8
-
2
5
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

2
3
-
1
4

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

(S
/
C

)(
5
8
-
2
6
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

2
3
-
1
5

圧
力

抑
制

室
水

位
D

B
-

-
-

1
時

間
-

1
時

間
-

2
3
-
1
6

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

(5
8
-
9
と

同
じ

)
D

B
拡

張
○

-
-

2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

2
3
-
1
7

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

(5
8
-
1
0
と

同
じ

)
D

B
拡

張

2
3
-
1
8

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

(5
8
-
1
1
と

同
じ

)
D

B
拡

張

2
3
-
1
9

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
(5

8
-
1
2
と

同
じ

)
D

B
拡

張

2
4
条

安
全

保
護

回
路

有
2
4
-
1

原
子

炉
保

護
系

D
B

-
-

-
1

時
間

1
時

間
1
時

間
-

2
5
条

反
応

度
制

御
系

統
及

び
原

子
炉

制
御

系
統

無
2
5
-
1

ほ
う

酸
水

注
入

系
(4

4
-
3
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

2
6
-
1

外
の

状
況

を
監

視
す

る
設

備
*
1

D
B

2
6
-
2

外
の

状
況

を
監

視
す

る
設

備
*
1

（
取

水
ピ

ッ
ト

水
位

計
）

D
B

-
-

-
8

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

2
6
-
3

中
央

制
御

室
換

気
空

調
系

D
B

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

無

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

(D
/
W

)(
2
3
-
1
3
)，

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(S

/
C

)(
2
3
-
1
4
)に

よ
り

推
定

が
可

能
で

あ
る

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

2
6
条

原
子

炉
制

御
室

等

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

2
3
条

計
測

制
御

系
統

施
設
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57-10-13 

区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

2
7
条

放
射

性
廃

棄
物

の
処

理
施

設
無

-
（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

2
8
条

放
射

性
廃

棄
物

の
貯

蔵
施

設
無

-
（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

2
9
条

工
場

等
周

辺
に

お
け

る
直

接
ガ

ン
マ

線
等

か
ら

の
防

護
無

-
（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

3
0
条

放
射

線
か

ら
の

放
射

線
業

務
従

事
者

の
防

護
無

-
（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

3
1
条

監
視

設
備

有
3
1
-
1

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
D

B

3
2
-
1

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

D
B

3
2
-
2

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

D
B

3
3
-
1

M
/
C

，
P
/
C

遮
断

器
D

B
/

S
A

-
-

-
1
分

1
分

1
分

-

3
3
-
2

M
/
C

，
P
/
C

遮
断

器
D

B
拡

張
-

-
-

1
分

-
-

1
分

3
3
-
3

D
/
G

初
期

励
磁

D
B

拡
張

-
-

-
1
分

1
分

1
分

1
分

3
4
条

緊
急

時
対

策
所

有
3
4
-
1

緊
急

時
対

策
所

電
源

(6
1
-
1
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

3
5
-
1

ト
ラ

ン
シ

ー
バ

(固
定

)／
(携

帯
)

(6
2
-
1
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

-
-

-
8

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

3
5
-
2

衛
星

電
話

(固
定

)／
(携

帯
)

(6
2
-
2
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

-
-

-
8

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

3
5
-
3

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
(S

P
D

S
)(

6
2
-
3
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

-
-

-
8

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

3
6
条

補
助

ボ
イ

ラ
ー

有
-

（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

3
3
条

保
安

電
源

設
備

有

専
用

電
源

か
ら

供
給

3
5
条

通
信

連
絡

設
備

有

専
用

電
源

か
ら

供
給

3
2
条

原
子

炉
格

納
施

設
無

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能
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57-10-14 

区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

3
7
条

重
大

事
故

等
の

拡
大

の
防

止
等

有
-

3
8
条

重
大

事
故

等
対

処
施

設
の

地
盤

有
-

（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

3
9
条

地
震

に
よ

る
損

傷
の

防
止

防
止

有
-

（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

4
0
条

津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止

有
-

（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

4
1
-
1

水
素

検
知

器
(8

-
1
と

同
じ

）
D

B

4
1
-
2

火
災

防
護

対
策

設
備

*
1

(8
-
2
と

同
じ

）
D

B

4
2
条

特
定

重
大

事
故

等
対

処
施

設
有

-
（
申

請
対

象
外

）
-

-
-

-
-

-
-

-

4
3
条

重
大

事
故

等
対

処
設

備
有

-

4
4
-
1

代
替

制
御

棒
挿

入
機

能
S
A

○
-

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

4
4
-
2

代
替

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ
機

能
S
A

4
4
-
3

ほ
う

酸
水

注
入

系
(2

5
-
1
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

4
4
-
4

自
動

減
圧

機
能

作
動

阻
止

機
能

S
A

4
5
-
1

高
圧

代
替

注
水

系
S
A

○
-

-
2
4

時
間

-
2
4
時

間
-

4
5
-
2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
2
0
-
1
と

同
じ

）
D

B
拡

張
○

-
-

2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

4
5
-
3

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（
1
9
-
1
と

同
じ

）
D

B
拡

張

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能

（
電

源
が

必
要

な
具

体
的

な
設

備
に

つ
い

て
は

，
各

設
備

の
条

文
に

て
設

備
の

抽
出

を
行

う
）

4
1
条

火
災

に
よ

る
損

傷
の

防
止

有

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

専
用

電
源

か
ら

供
給

（
電

源
が

必
要

な
具

体
的

な
設

備
に

つ
い

て
は

，
各

設
備

の
条

文
に

て
設

備
の

抽
出

を
行

う
）

4
4
条

緊
急

停
止

失
敗

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
未

臨
界

に
す

る
た

め
の

設
備

有

交
流

電
源

の
喪

失
事

象
は

考
慮

不
要

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

4
5
条

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時

に
発

電
用

原
子

炉
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
有

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用
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57-10-15 

区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

4
6
条

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

た
め

の
設

備
有

4
6
-
1

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
(1

9
-
4
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

4
7
-
1

低
圧

代
替

注
水

系
S
A

4
7
-
2

残
留

熱
除

去
系

（
1
9
-
3
,2

1
-
1
と

同
じ

）
D

B
拡

張

4
7
-
3

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（
1
9
-
2
と

同
じ

）
D

B
拡

張

4
8
-
1

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
S
A

4
8
-
2

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

4
8
-
3

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
*
3
*
4

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

4
8
-
4

残
留

熱
除

去
系

（
1
9
-
3
,2

1
-
1
と

同
じ

）
D

B
拡

張

4
8
-
5

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
2
2
-
1
と

同
じ

）
D

B
拡

張

4
8
-
6

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

（
2
2
-
2
と

同
じ

）
D

B
拡

張

4
8
-
7

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

水
系

D
B

拡
張

4
8
-
8

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

海
水

系
D

B
拡

張

4
9
-
1

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

S
A

4
9
-
2

残
留

熱
除

去
系

（
1
9
-
3
,2

1
-
1
と

同
じ

）
D

B
拡

張

5
0
-
1

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
*
3
*
4

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
0
-
2

代
替

循
環

冷
却

系
*
5

S
A

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能

4
7
条

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

に
発

電
用

原
子

炉
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
有

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

有

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

4
8
条

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た

め
の

設
備

有

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

5
0
条

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

有

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

4
9
条

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の

設
備

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用
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57-10-16 

区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

5
1
条

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

有
5
1
-
1

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

S
A

5
2
条

水
素

爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
有

5
2
-
1

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
*
3
*
4

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
3
-
1

原
子

炉
建

屋
内

水
素

濃
度

*
6

S
A

-
○

-
2
4

時
間

-
2
4
時

間
-

5
3
-
2

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

動
作

監
視

装
置

S
A

-
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
4
-
1

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

S
A

5
4
-
2

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

）
S
A

-
-

○
2
4

時
間

-
2
4
時

間
-

5
4
-
3

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
(1

6
-
1
と

同
じ

）

D
B

/
S
A

5
4
-
4

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

空
間

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

線
量

，
低

線
量

）
S
A

-
-

○
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
4
-
5

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
*
7

S
A

5
5
条

工
場

等
外

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

を
抑

制
す

る
た

め
の

設
備

有
-

（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

5
6
条

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の

供
給

設
備

有
-

（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

5
7
条

電
源

設
備

有
-

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

（
電

源
が

必
要

な
具

体
的

な
設

備
に

つ
い

て
は

，
各

設
備

の
条

文
に

て
設

備
の

抽
出

を
行

う
）

5
3
条

水
素

爆
発

に
よ

る
原

子
炉

建
屋

等
の

損
傷

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

有

5
4
条

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷

却
等

の
た

め
の

設
備

有

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能
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57-10-17 

区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

5
8
-
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
S
A

○
-

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
8
-
2

原
子

炉
圧

力
（
2
3
-
5
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
8
-
3

高
圧

代
替

注
水

系
タ

ー
ビ

ン
入

口
蒸

気
圧

力
S
A

○
-

-
2
4

時
間

-
2
4
時

間
-

5
8
-
4

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

駆
動

用
タ

ー
ビ

ン
入

口
蒸

気
圧

力
（
2
3
-
6
と

同
じ

）

D
B

拡
張

○
-

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
8
-
5

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
（
燃

料
域

）
（
2
3
-
4
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
8
-
6

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

S
A

○
-

-
2
4

時
間

-
2
4
時

間
-

5
8
-
7

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
8
-
8

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
Ｂ

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
S
A

○
○

-
2
4

時
間

-
2
4
時

間
-

5
8
-
9

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

(2
3
-
1
6
と

同
じ

)
D

B
拡

張
○

-
-

2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
8
-
1
0

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

(2
3
-
1
7
と

同
じ

)
D

B
拡

張

5
8
-
1
1

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

(2
3
-
1
8
と

同
じ

)
D

B
拡

張

5
8
-
1
2

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
(2

3
-
1
9
と

同
じ

)
D

B
拡

張

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

5
8
条

計
装

設
備

有

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能
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57-10-18 

区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

5
8
-
1
3

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
S
A

-
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
8
-
1
4

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
8
-
1
5

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
8
-
1
6

圧
力

抑
制

室
内

空
気

温
度

S
A

○
○

-
2
4

時
間

-
2
4
時

間
-

5
8
-
1
7

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

プ
ー

ル
水

温
度

S
A

-
○

-
2
4

時
間

-
2
4
時

間
-

5
8
-
1
8

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
8
-
1
9

圧
力

抑
制

室
圧

力
S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
8
-
2
0

圧
力

抑
制

室
水

位
S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
8
-
2
1

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
水

位
S
A

-
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
8
-
2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

S
A

-
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
8
-
2
3

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
(D

/
W

)
S
A

-
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
8
-
2
4

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
(S

/
C

)
S
A

-
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
8
-
2
5

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

(D
/
W

)（
2
3
-
1
3
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
8
-
2
6

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

(S
/
C

)（
2
3
-
1
4
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
8
条

計
装

設
備

有

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能
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57-10-19 

区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

5
8
-
2
7

起
動

領
域

モ
ニ

タ
（
2
3
-
1
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
-

-
1

時
間

1
時

間
1
時

間
-

5
8
-
2
8

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ
（
2
3
-
2
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

○
-

-
1

時
間

1
時

間
1
時

間
-

5
8
-
2
9

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

S
A

-
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

5
8
-
3
0

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
系

統
流

量
D

B
拡

張

5
8
-
3
1

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
入

口
流

量
D

B
拡

張

5
8
-
3
2

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

D
B

拡
張

5
8
-
3
3

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

D
B

拡
張

5
8
-
3
4

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
D

B
拡

張

5
8
-
3
5

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位
S
A

○
○

-
2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
8
-
3
6

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

S
A

○
-

-
2
4

時
間

-
2
4
時

間
-

5
8
-
3
7

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
2
3
-
7
と

同
じ

）
D

B
拡

張
○

-
-

2
4

時
間

2
4
時

間
-

-

5
8
-
3
8

格
納

容
器

内
雰

囲
気

水
素

濃
度

（
2
3
-
1
1
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

5
8
-
3
9

格
納

容
器

内
雰

囲
気

酸
素

濃
度

（
2
3
-
1
2
と

同
じ

）
D

B
/

S
A

5
9
条

原
子

炉
制

御
室

有
-

（
電

源
が

必
要

な
設

備
が

要
求

さ
れ

な
い

）
-

-
-

-
-

-
-

-

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

(D
/
W

)(
2
3
-
1
3
)，

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(S

/
C

)(
2
3
-
1
4
)に

よ
り

推
定

が
可

能
で

あ
る

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

5
8
条

計
装

設
備

有

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能
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57-10-20 

区
分

Ⅰ
区

分
Ⅱ

区
分

Ⅲ

6
0
-
1

可
搬

型
代

替
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
S
A

6
0
-
2

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
S
A

6
1
条

緊
急

時
対

策
所

有
6
1
-
1

緊
急

時
対

策
所

電
源

(3
4
-
1
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

6
2
-
1

ト
ラ

ン
シ

ー
バ

(固
定

)／
(携

帯
)

(3
5
-
1
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

-
-

-
8

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

6
2
-
2

衛
星

電
話

(固
定

)／
(携

帯
)

(3
5
-
2
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

-
-

-
8

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

6
2
-
3

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
(S

P
D

S
)(

3
5
-
3
と

同
じ

)
D

B
/

S
A

-
-

-
8

時
間

2
4
時

間
2
4
時

間
-

-
 -

無
0
-
1

タ
ー

ビ
ン

系
制

御
(常

用
系

)
-

-
-

-
1
時

間
1
時

間
-

6
2
条

通
信

連
絡

を
行

う
た

め
に

必
要

な
設

備
有

6
0
条

監
視

測
定

設
備

有

専
用

電
源

か
ら

供
給

専
用

電
源

か
ら

供
給

専
用

電
源

か
ら

供
給

炉
心

*
8

格
納

*
9

燃
料

*
1
0

要
求

時
間

供
給

可
能

時
間

条
文

内
容

追
加

要
求

事
項

の
有

無
番

号
電

源
供

給
す

る
設

備
機

能

                

  （
凡
例
）
 

 
 
 
：
区
分
Ⅰ
の
蓄
電
池
（
1
2
5
V
蓄
電
池

2
A
）
か
ら
電
源
供
給
 

 
 
 
：
区
分
Ⅱ
の
蓄
電
池
（
1
2
5
V
蓄
電
池

2
B
）
か
ら
電
源
供
給
 

 
 
 
：
区
分
Ⅲ
の
蓄
電
池
（
1
2
5
V
蓄
電
池

2
H
）
か
ら
電
源
供
給
 

 
 
 
：
交
流
電
源
が
回
復
す
る
ま
で
は
系
統
と
し
て
機
能
し
な
い
設
備
 

 
  

：
建
設
時
，
直
流
電
源
の
供
給
を
必
要
と
し
た
設
備
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（略語） 

  S/P：サプレッションプール 

 D/W：ドライウェル 

 S/C：サプレッションチェンバ 

 

*1: 外の状況を監視する設備は，監視カメラ（自然現象監視カメラ，津波監視

カメラ），取水ピット水位計，気象情報システム，気象観測設備等があり，

このうち取水ピット水位計は 24 時間監視可能な設計とする。 

 

*2: 火災防護対策設備で電源が必要な設備は，火災感知設備（火災感知器（ア

ナログ式を含む）及び受信器）及び消火設備（全域ガス消火設備及び局所

ガス消火設備）であるが，全交流動力電源喪失後，常設代替交流電源設備

（ガスタービン発電機）から給電されるまでの約 15 分に余裕を考慮した

約 70 分間は専用電源から給電可能な設計とする。 

 

*3: 原子炉格納容器フィルタベント系には，フィルタ装置入口圧力（広帯域），

フィルタ装置出口圧力（広帯域），フィルタ装置水位（広帯域）及びフィ

ルタ装置水温度を含む。 

 

*4: フィルタ装置出口水素濃度については交流電源復旧後に使用する。 

 

*5: 代替循環冷却系には，代替循環冷却ポンプ出口流量及び代替循環冷却ポン

プ出口圧力を含む。 

 

*6： 一部については交流電源復旧後に使用する。  

 

*7: 使用済燃料プール監視カメラは使用済燃料プール内燃料体等の著しい損

傷を防止するための設備であるが，使用済燃料プール水位／温度及び使用

済燃料プール上部空間放射線モニタにて使用済燃料プールの状態を把握

できることから，交流電源復旧後に使用する。 

 

*8： 重大事故等が発生した場合において，炉心の著しい損傷防止のために必要

な設備。 

 

*9： 重大事故等が発生した場合において，原子炉格納容器の破損防止のために

必要な設備。 

 

*10: 重大事故等が発生した場合において，使用済燃料プール内の燃料体等の

著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷防止のために必

要な設備。 
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表
5
7
-
1
0
-
3
 

重
大

事
故

等
時

に
電

源
供

給
が

必
要

な
計

装
設

備
 

4
4

45
4
6

47
4
8

49
5
0

5
1

52
5
3

54
5
5

56
5
7

5
8

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
○

○
原

子
炉

圧
力

○
○

○
高

圧
代

替
注

水
系

タ
ー

ビ
ン

入
口

蒸
気

圧
力

○
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
駆

動
用

タ
ー

ビ
ン

入
口

蒸
気

圧
力

○
原

子
炉

水
位

(
広

帯
域

)
（

燃
料

域
）

○
○

○
○

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

○
○

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

ヘ
ッ

ド
ス

プ
レ

イ
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
○

○
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B
系

格
納

容
器

冷
却

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

○
○

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
○

○
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
○

○
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
○

○
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
○

○
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

○
○

○
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

○
○

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
○

○
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
○

○
○

○
○

○
圧

力
抑

制
室

内
空

気
温

度
○

○
○

○
○

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
温

度
○

○
○

○
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
○

○
○

○
○

圧
力

抑
制

室
圧

力
○

○
○

○
○

圧
力

抑
制

室
水

位
○

○
○

○
○

○
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

水
位

○
○

○
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
○

○
○

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
(
D
/
W
)

○
○

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
(
S
/
C
)

○
○

格
納

容
器

内
雰

囲
気

水
素

濃
度

○
○

主
要
設
備

設
置

許
可

基
準

規
則
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4
4

45
4
6

47
4
8

49
5
0

5
1

52
5
3

54
5
5

56
5
7

5
8

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

(
D
/
W
)

○
格

納
容

器
内

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
S
/
C
)

○
起

動
領

域
モ

ニ
タ

○
○

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ
○

○
フ

ィ
ル

タ
装

置
入

口
圧

力
(
広

帯
域

)
○

○
○

○
フ

ィ
ル

タ
装

置
出

口
圧

力
(
広

帯
域

)
○

○
○

○
フ

ィ
ル

タ
装

置
水

位
(
広

帯
域

)
○

○
○

○
フ

ィ
ル

タ
装

置
水

温
度

○
○

○
○

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

水
素

濃
度

○
○

○
○

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

○
○

○
○

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
系

統
流

量
○

○
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
冷

却
水

入
口

流
量

○
○

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

○
○

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

○
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

○
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

○
○

○
○

○
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
○

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

○
復

水
移

送
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

○
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

○
原

子
炉

建
屋

内
水

素
濃

度
○

○
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
装

置
動

作
監

視
装

置
○

○
格

納
容

器
内

雰
囲

気
酸

素
濃

度
○

○
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
／

温
度

（
ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

）
○

○
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
／

温
度

（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
○

○
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
上

部
空

間
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
線

量
，

低
線

量
）

○
○

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
○

○

主
要
設
備

設
置

許
可

基
準

規
則

 

 
 

 

 
 

 
：

交
流

電
源

復
旧

後
に

使
用

す
る

設
備
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表
5
7
-
1
0
-
4
 
有
効
性
評
価
の
各
シ
ナ
リ
オ
で
直
流
電
源
か
ら
電
源
供
給
が
必
要
な
設
備
 

2
.
1

2
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2
.
3
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1

2
.
3
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2

2
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.
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2
.
3
.
4
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.
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4
.
2
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.
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2
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.
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3
.
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3
.
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1
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.
2

5
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5
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.
4

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
○

○
○

○
○

○
高

圧
代

替
注

水
系

○
○

○
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

○
○

○
○

○
○
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○

○
○

○
○

○
○

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
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タ
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ン
ト

系
○

○
○

○
○

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

○
○

○

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
○

○
○

○
原

子
炉

圧
力

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
高

圧
代

替
注

水
系

タ
ー

ビ
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入
口

蒸
気

圧
力

原
子

炉
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離
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冷
却

系
ポ

ン
プ

駆
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用
タ
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ン
入
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蒸

気
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原

子
炉

水
位

(
広

帯
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)
（

燃
料

域
）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
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○
○

○
○

○
高

圧
代
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注

水
系

ポ
ン
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流
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○

○
○

残
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浄
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熱
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○
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○
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○

○
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熱
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代
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○
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○
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○
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○
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○

○
○

○
○
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主
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設
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【
動

力
電

源
供

給
対
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【
制

御
電

源
供

給
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57-10-26 

10.3 直流電源設備の電路の独立性について 

10.3.1 直流電源設備の電路の独立性の基本方針 

表 57-10-3 に記載の設備のうち炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，

使用済燃料プール内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体

の著しい損傷を防止するための設備のうち重大事故防止設備については，以下

のとおり，独立性を有する設計とする。 
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57-10-27 

125V直流
主母線盤
2A

125V直流
主母線盤
2A-1

原子炉隔離時冷却系

125V蓄電池2A

独立性を有する電路とする

125V直流
主母線盤
2B-1

125V直流
主母線盤
2B

高圧代替注水系

125V蓄電池2B

125V代替蓄電池

125V直流
主母線盤
2A

125V直流
主母線盤
2A-1

125V蓄電池2A 独立性を有する電路とする

125V直流
主母線盤
2B-1

125V直流
主母線盤
2B

高圧代替注水系

125V蓄電池2B

125V代替蓄電池

(1) 設計基準事故対処設備と重大事故防止設備を別々に設置する場合 

  図 57-10-2 に示すとおり，設計基準事故対処設備と重大事故等対処設備の

電路は独立性を有する設計とする。 

  具体的には，以下の設備が該当する。 

  ○原子炉隔離時冷却系 ⇔ 高圧代替注水系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-2 直流電源供給方法 

（設計基準事故対処設備と重大事故防止設備を別々に設置する場合） 

 

  なお，図 57-10-3 に示すとおり，所内常設蓄電式直流電源設備を兼ねる非

常用直流電源設備が機能喪失した場合，可搬型代替直流電源設備から重大事

故防止設備へ給電する電路は，所内常設蓄電式直流電源設備を兼ねる非常用

直流電源設備から重大事故防止設備へ給電する電路と独立性を有する設計と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-3 直流電源供給方法 

（非常用直流電源設備の機能喪失を考慮した場合 

（高圧代替注水系への電源供給を想定）） 
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57-10-28 

125V直流
主母線盤
2A

125V直流
主母線盤
2A-1

主蒸気逃がし安全弁（A系）

125V蓄電池2A

125V直流
主母線盤
2B-1

125V直流
主母線盤
2B

125V蓄電池2B

切替盤

主蒸気逃がし安全弁（B系）

切替盤
独立性を有する電路とする

125V代替蓄電池

125V直流
主母線盤
2A

125V直流
主母線盤
2A-1

主蒸気逃がし安全弁（A系）

125V蓄電池2A

125V直流
主母線盤
2B-1

125V直流
主母線盤
2B

125V蓄電池2B

切替盤

主蒸気逃がし安全弁（B系）

切替盤

独立性を有する電路とする 独立性を有する電路とする

125V代替蓄電池

(2) 設計基準事故対処設備と重大事故防止設備を兼用し設置する場合 

  図 57-10-4 に示すとおり，設計基準事故対処設備と重大事故防止設備を兼

用し設置する設備の電路は独立性を有する設計とする。 

代表として，以下の設備が該当する。 

   ○主蒸気逃がし安全弁（A 系） ⇔ 主蒸気逃がし安全弁（B 系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-4 直流電源供給方法 

（設計基準事故対処設備と重大事故防止設備を兼用し設置する場合） 

 

図 57-10-5 に示すとおり，所内常設蓄電式直流電源設備を兼ねる非常用直流

電源設備が機能喪失した場合，可搬型直流電源設備から重大事故防止設備へ給

電する電路は，所内常設蓄電式直流電源設備を兼ねる非常用直流電源設備から

重大事故防止設備へ給電する電路と独立性を有する設計とする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-5 直流電源供給方法 

（非常用直流電源設備の機能喪失を考慮した場合） 
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57-10-29 

 

重大事故防止設備である所内常設蓄電式直流電源設備の設計基準事故対処

設備からの独立性は電路を米国電気電子工学学会（IEEE）規格 384（1992 年版）

の分離距離を確保することにより，独立性を有する設計とする。 

具体的な電路については，表 57-10-5 に単線結線図及びルート図を記載した

箇所について示す。 

 

表 57-10-5 電路ルート図＿直流電源設備（57 条） 

単線結線図 ルート図 

図番号 頁番号 

図 57-10-6  図 57-10-(57-1～10)  57-10-(57-1～10) 
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57-10-30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-6 直流電源設備 （57 条）
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図 57-10-(57-1)  2 号炉原子炉建屋     

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-10-(57-2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-(57-2)  2 号炉原子炉建屋       

 

 

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-10-(57-3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-(57-3)  2 号炉原子炉建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-10-(57-4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-(57-4)  2 号炉原子炉建屋       

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-10-(57-5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-(57-5)  2 号炉制御建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-10-(57-6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-(57-6)  2 号炉制御建屋       

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-10-(57-7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-(57-7)  2 号炉制御建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-10-(57-8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-(57-8)  2 号炉制御建屋       

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-10-(57-9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-(57-9)  2 号炉制御建屋      

 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-10-(57-10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-10-(57-10)  2 号炉制御建屋      

枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-11 

燃料補給に関する補足説明資料 
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57-11-1 

 

本資料はタンクローリの容量設定根拠書に記載した内容について補足するもので

ある。 

以下，図中並びにタイムチャート中の手順番号は容量設定根拠書に記載の手順番号

と同じとする。 

 

11.1 タンクローリの移動及び補給ルートついて 
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57-11-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-11-1 タンクローリ A 移動及び補給ルート（1/7） 

（注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ），熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）及び熱交換器ユニット） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-11-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-11-2 タンクローリ A 移動及び補給ルート（2/7） 

（注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ），熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）及び熱交換器ユニット） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-11-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-11-3 タンクローリ A 移動及び補給ルート（3/7） 

（注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ），熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）及び熱交換器ユニット） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-11-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-11-4 タンクローリ A 移動及び補給ルート（4/7） 

（注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ），熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）及び熱交換器ユニット） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-11-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-11-5 タンクローリ A 移動及び補給ルート（5/7） 

（注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ），熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）及び熱交換器ユニット） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-11-7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57-11-6 タンクローリ A 移動及び補給ルート（6/7） 

（注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ），熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）及び熱交換器ユニット） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-11-7 タンクローリ A 移動及び補給ルート（7/7） 

（注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ），熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）及び熱交換器ユニット） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-11-8 タンクローリ B 移動及び補給ルート（1/3） 

（電源車） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-11-9 タンクローリ B 移動及び補給ルート（2/3） 

（電源車） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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図 57-11-10 タンクローリ B 移動及び補給ルート（3/3） 

（電源車） 

 
枠囲みの内容は防護上の観点から公開できません。 
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57-11-12 

11.2 原子炉格納容器ベントに伴う補給作業への悪影響有無について 

原子炉格納容器ベント後数時間においては，プラント周辺の雰囲気線量が上

昇するため，各可搬型重大事故等対処設備への補給が困難になる可能性がある。

ここでは，原子炉格納容器ベント後の補給作業成立性について述べる。 

 

11.2.1 検討条件 

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）が発生し，原

子炉格納容器ベントに至ることを想定する※。交流電源はガスタービン発電機に

よりプラントに供給されていると仮定する。 

※中央制御室設計における被ばく評価にて想定する基本シナリオと同じ 

 

11.2.2 プルーム通過時の補給の必要性 

同条件下において，機能を発揮することを要求される重大事故等対処設備は

以下のとおり。 

注水用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）1台 

熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）1台 

熱交換器ユニット 1台 

 

事象発生から約 51時間以降に原子炉格納容器ベントに至ることを考慮し，熱

交換器ユニット及び熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は原

子炉格納容器ベントに伴う待避前までに一度補給を行うこととする。注水用の

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，原子炉格納容器ベント開始前までに復水貯

蔵タンクに必要な水源が確保できるため，原子炉格納容器ベント開始前までに

停止させる。 

 

11.2.3 タンクローリを用いた補給作業時の被ばく線量について 

熱交換器ユニット及び熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）

について実負荷での燃料消費量から，連続運転可能時間の評価を行う。なお，

各々の設備への補給は配備しているタンクローリ１台で行うことを想定する。

熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，原子炉格納容器ベン

トに至るまでの必要な流量は約 1,200m3/h（1.2MPa）であるが，原子炉格納容器

ベント後に必要な流量は 600m3/h（0.7MPa）以下であるため，原子炉格納容器ベ

ント直前に熱交換器用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の流量を絞ることによ

り，連続運転可能時間を延長することができる。 

 

【熱交換器ユニット】 

熱交換器ユニットの連続運転可能時間は， 

900L÷56L/h＝約 16h 
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57-11-13 

【熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）】 

プルーム通過前に，以下のとおり流量を 600m3/h 及び吐出圧を 0.7MPa に調整

を実施する。 

 

流量：600m3/h 吐出圧：0.7MPa 燃料消費量：60L/h 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の連続運転可能時間は， 

990L÷60L/h＝約 16h 

 

原子炉格納容器ベント開始後からプルーム通過するまで 10時間であり，また，

ベント前後の要員の移動等で１時間要するが，上記のとおり原子炉格納容器ベ

ント中に補給作業する必要はなく，プルーム通過後，適宜補給を行う必要があ

る。 

 

11.2.4 タンクローリを用いた補給作業時の被ばく線量について 

タンクローリを用いた補給作業場所である，注水用の大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）を設置する淡水貯水槽付近，熱交換器ユニット用の大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）を設置する海水ポンプ室付近及び熱交換器ユニットを設置する原

子炉建屋大物搬出入口付近のうち，被ばく線量が一番高い場所は，原子炉格納

容器フィルタベント系の排気口に近い原子炉建屋大物搬出入口であり，当該場

所で補給作業を実施した場合，補給に伴う現場作業を約 45分と見積もると以下

のとおりとなる。 

7.1mSv/h×（45÷60）h＝5.4mSv 

 

なお，プラント周辺の雰囲気線量率は時間経過に伴い低下していくことから，

これ以降の補給作業時の被ばく線量は上記値以下となる。 

 

11.2.5 検討結果 

上記のとおり，原子炉格納容器ベント後のプラント周辺の雰囲気線量を考慮

し，補給作業の成立性を確認した結果，原子炉格納容器ベント後の補給作業時

の被ばく線量は最大で 5.4mSv となり，緊急時の作業基準である 100mSv を下回

っているため，補給作業は実施可能である。 
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その他設備 
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57-12-1 

電源設備の自主対策設備として，以下を整備する。 

 

１．125V代替充電器盤用電源車接続設備 

125V代替充電器盤用電源車接続設備は，設計基準事故対処設備の交流電源

及び直流電源が喪失した場合，直流設備に電源を供給することにより，重大

事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，

使用済燃料プール内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料

体の著しい損傷を防止することを目的として設ける。 

125V代替充電器盤用電源車接続設備は，可搬型代替交流電源設備が代替所

内電気設備を経由せずに直接 125V 代替充電器盤を受電することにより，必

要な負荷に電源供給することを可能な設計とする。 

本系統の概要図を図 57-12-1及び図 57-12-2に示す。 

なお，本設備は事業者の自主的な取り組みで設けるものである。 
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57-12-2 

 
図 57-12-1 125V代替充電器盤用電源車接続設備系統図 

（電源車～電源車接続口(制御建屋   )） 
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図 57-12-2 125V代替充電器盤用電源車接続設備系統図 

（電源車～電源車接続口(制御建屋   )） 
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57-12-4 

２．号炉間電力融通設備 

号炉間電力融通設備は，設計基準事故対処設備の交流電源が喪失(全交流動力電

源喪失)した場合，3 号炉から号炉間電力融通ケーブル(常設)又は号炉間電力融通

ケーブル(可搬型)に電源を供給することにより，重大事故等が発生した場合にお

いて炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃料プール内の燃料体等

の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止することを目的

として設ける。 

号炉間電力融通設備は，号炉間電力融通ケーブル(常設)を 2 号炉の代替所内電

気設備である緊急用高圧母線(緊急用電気品建屋側)及び 3 号炉の非常用所内電気

設備である非常用高圧母線に遮断器の手動操作で接続することで，2号炉の非常用

所内電気設備に電源供給し，また，号炉間電力融通ケーブル(可搬型)を 2 号炉の

代替所内電気設備である緊急用高圧母線(原子炉建屋側)及び 3 号炉の非常用所内

電気設備である非常用高圧母線にケーブルを手動で接続後，遮断器の手動操作で

接続することで，2号炉の非常用所内電気設備に電源供給する設計とする。 

本系統の概要図を図 57-12-3～6に示す。 

なお，本設備は事業者の自主的な取り組みで設けるものである。 
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図 57-12-3 号炉間電力融通設備系統図 

（非常用高圧母線 3C系～号炉間電力融通ケーブル(常設) 

～非常用高圧母線 2C系及び非常用高圧母線 2D系電路) 
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図 57-12-4 号炉間電力融通設備系統図 

（非常用高圧母線 3D系～号炉間電力融通ケーブル(常設) 

～非常用高圧母線 2C系及び非常用高圧母線 2D系電路) 
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図 57-12-5 号炉間電力融通設備系統図 

（非常用高圧母線 3C系～号炉間電力融通ケーブル(可搬型) 

～非常用高圧母線 2C系及び非常用高圧母線 2D系電路) 
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図 57-12-6 号炉間電力融通設備系統図 

（非常用高圧母線 3D系～号炉間電力融通ケーブル(可搬型) 

～非常用高圧母線 2C系及び非常用高圧母線 2D系電路) 
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